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江 n 软派を ー贯 する 特 €3 は 遊戯 氣分 であり、 ェ ：！ チ シズム である。 或は 性的 遊戯が 其 基 ，i 

であろ ともい へる。 隨 つて 世 的に る と， せ、 殆ど すべてが 不 面：：： な もので も あ り. 浮 ッ 調 

子な もので も あろ。 卑 な もので も あり. 淫^な もので も ある。 然るに も拘ら す， 浮 世掛の 5!^ 

合が 共 一 例 で ぁ る 如 く.外 1： 人 に し て す ら，今 ，3; そ れ が 或 不 思 議 の 魅 力 を 持 つ の は 何 故 で ぁ 

るか？ 

よも やそれ はノて れが 持つ ffif なる ェ 口 チックの 興.^ ばかりで は あるまい。 

或は 藝術 として の； 等 かの 秀性 を. 特 に それが！：^ ハ へ てね る 〔は ではない か ？ 

或 は. わ が乂は 世界の 藝術史 に. ：？ 等 かの 奇 異 な. ュ， '二- クな 新资料 を. そ れ：； ^特に 提供し 得 

る はで はない か？ 

或 は.：：：： ハ 竹お となった 特殊の 文化に. もしくは 其 裏面に 潜む 社會的 乃至 個人的 心理 に .强 く 現 

代， の 心 を 笨く或 不思議な 特徵が あるので はない か？ 

之に 對づ る 答 辯 はに 1 ^ 紀に 於いてす ら. 旣 に 幾らか は與 へ られた 例 へ ば. お 文藝 史的 並び 


m  i&  ^  p  in 


に 風俗. Be- 的價 値の 如き は， かの 化 政 度に 於け る小說 家ら の隨華 的^ 凝の 發刊 以來， 殆ど 1 般に 

認めら れ. 其 縱を追 ふ 者 もナ、 第に 出た。 袋 近と なつ て は. 專 ら其 基調の 遊  一？ I 味に よって ひ世繙 

其 他の 特質 を閱 しょうと する 鑑賞 〔，^ すら 出かけて ゐる。 或 は. 主 として 考證に 力 め. ゆ ^. 旁 

搜 して わが 文化史 や 民衆 史に新 1* 寳を 寄與 しょうとして ゐる 人々 の 如き も. 多 く は 軟派 物に 

\^ を 仲 ばして ゐる。 それが；：： i 戶 民俗 を 知る に は 最捷徑 だからで ある。 

けれど も  >  の と こ ろ. ま だ どれ も /(\ 中途半端 であるつ 其 研究 C: 方法 が. ま だ とかく 本 〈：3 で 

ないから である。 かたはだから であ る。 

とい ふの は 彼等の 或 者は餘 りに 遊玩 的で あ り. ま た 或 者は餘 りに 利 W 木 位で ある。 

餘 りに 遊 玩 的で ある。 だから 其 W お は 寧 ろ S 家 m  Q - 備忘 錄か とも E 心 へ る。 ル W  ^  0  ^ 

は 氣 まぐれで あ り. 手 り 次 であ り • 表 现ゃ 排列 は漫錄 式で あ り， 斷 片的 であ り， 不 秩序で あり 

非科舉 的 で あ る" 要する に. 博 玩 ，：！ 適 ハ餘伎 た る に 過ぎな いつ 

或 は專ら 利^的で あ る。 だ か ら 餘り に 博引 旁證に 忙し い。 で-ど うかす る と. 本 末 眞 0 を ^ 

5" し. 紕 0 を 是 し. 5i 逸 脫を補 5. ゆ、 す ろ 等 Q い V.- も 緊 ^な ii  15^ にさ へ .，11 つ て f  il や 暇 を み か ね な 

い。 まして 其 一 々に 就い て. 北ハ 味 を. 其 香 を 含味したり 賞^した りする こと は.：^ も此 派の 研究 

乂？： に は 望みが たい。 北ハ收 が. わ るく する と. 璺 常 な. 龙 大 な；^ しながら 燕 雜なマ ッ ス たるに 止 
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さ う な ぞ とは尙 

る 愛着が 深く 且 

し て， は て は翅も 
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利用 本位の 硏 
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足る と 思 ふ 股り 

其 集め 得た もの 
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爲 である。 

究者 は， 譬 へ 

卒 樂 ！ そ 

も 彼等 は必 

の 事 思 は な 

っ切寶 であ 

0 も 角 も 脚 

すに 至る所 

である 場 ベ；： 

究者 は. 之 を 

てゐる はう 

は. ど ん な 物 

は 只の 雜然 

だ が， か う い 


れ ぱ、 花 の 色香に 

れが 彼等の 唯 一 

すし もき め よ う 
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ちな 役に立つ か ら， 決 して 蔑ろに は 5:1 來 ない 
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は 四 

こ ft 

で な 
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に 似た 

あ る。 

あ る。 

す， 蟲 ば 


の疵で 

度の 沈 

りか i 

くて は 

かしな 

ふの は- 

あ る。 
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研究者 

それが 

蠶 はお 

ん だの 

の やう 

あ る。 

潜 反覆 

る。 北ハ 

なる ま 

がら 純 

■ 文 藝 そ 

隨 つて 

こ と の 


ふ も. 批 とレ 


に は 一 定の 目的が 

一 使命に 徹底 せん 

そろしく^！^むづか 

はく は す. 形 の氣に 

な 道 樂氣が 無 く、 山 

北ハ 代 り， 其 一々 の 

を鞋 て、 頭から 尻尾 

勤 勉. 其 愼 重， 其 忍 耐 

い。 

文藝の 研究 及び 其 

れ. SE 體 は. 出來. 利 川 

同 氣 相 求む る 詩人 

無 い^が 滔 中の 爲 

ふ も. 恐 ら く 正 tl に 


あ り. 且 つ 或 種の 資料の 外 は 決して 招擓 

とする 此 派の 特長で あると 共 に， そ こ に 

し く て. 同じく 桑の 葉で はあって も. 病 葉 

入らぬ の はく はぬ が， 利 用 木 位 家に も マて 

繭の 變通ご へ も 利かない のが 多 い。 そ 

殊の资 料 を 念 人り に 含 嚼 し， 念 入りに 消 

ま で 玲瓏 透徹す るに 及ん で， そ こで はじ 

± 偉い ものである。 殿 格な 史的 考證 の， 


研究に 據る特 

のた めの 物で 

的 同情と 直覺 

趣 を 解し 得な 

は 適 中す ま い 


殊考證 の 如き は， ま たおの 

は な く. 主 として 玩 賞 の た 

と を 以て 之に 臨 むこと を 

いと：！ 1： 様 に、 北ハ 本 K の 味 解 

と 懸念され るからで ある 


しないと いふ 

局限が あり ぬ 屈 

はく は す. 腐 ^ は 

れに 似た 潔， 1 が 

れが疵 とい へば 

化 し、 三 度 もしく 

めて 最後の 組織 

如 き は， 是 非， 此 式 

づ から 刖 である。 

めの 物で あるか 

せぬ 以 上、 til へ ば， 

が S 束な く. 考 察 

. とり わ け. 江 P 


軟派に 至って は. そ れ が し い お 體 文 藝 で ぁ る だ け に.其 硏 究 に は 此 條 件 が  一 ^ 止 み がた. いこ 

と 、なる。 生 野 暮>; まじめで は 迚も 駄 目. 耽 溺 あたまで は 小！ E 駄：： ： だ d そ れ が 軟派 研究の 极ひ 

にくい 點 である。 其现想 的な の は. 純 な. 切 な玩赏 によ つ て^ 礎づ けられた 冷 靜な併 Lilg み 

物と して の 興哝も ある 科 寧 的 批判た の だ が. さ う い ふ 注 文 通 り な の は， 德 川 時代に は 勿論な く 

^  になって から も 殆ど 無かった。 斷續的 研究に は間此 跳へ に 適った の も 見えた が. 纏 ま つ 

た 專，鬥 の 著書と して は絕 無であった。  - 

尾 崎久彌 l^f ^の 「江 戶 軟派 雜 考ぉ. 此 點 より 見て， 近時の 出版 界 に 於け る 異 彩で ある。 お の 軟 0 

物に 於け る 態 0 は、 微 妙 に も. 遊 玩と利 川と を 兼ね 得て ゐる。 君 は 蝶で な く， 餓 で な く. M でない。 

譬 ふ ベ くば 蜜^でも あらう か？ 色香に あこがれ て. 花 から 花へ と 翔び わた り. 附 き ま つ は リ- 

さう して 其 に 絶えす 夥しい 甘い 液 を 吸 ひ. 貯 へ 保 ち. 最 後に それ を 料 にして おのが 獨， 12 の 蜜 

^を 製る 蜜畔 は. 取り も 直さす；；^ の 姿で はない か？ 君の 其 主^に 對す る 沈 ぼ 含 tl.f 出 化は殆 

ど 耽溺 的 だとい つてよ い。 し かも 其觀察 は. 殊に 其 最後の 態度 は 殆ど 科舉 的と い つ てよ い S£ 

に , ^卬 0 で あ り， 批 判 的で ある。 さう して そこに 分類 も あ り， 系 統 も あ り. お ： 卜 の 組織 も あ る。 f; 

の 手際 は. 夙に 雜 誌 「，ぱ 戶 軟派 研究 上で 知って はゐた が. 斯 う 一 冊に 取 縛め られて る §- に 

見優りの したの を 离 ぶ 0 


考 雜 派 軟 n  ic 


耽溺と 冷觀！ どうして 君 は 斯うい ふ 兼ねに くい 態度 を „ ^ね 得 たで あらう か？ 

之に 對 して 君 は. 其 前著 「西 行 上人 歌 新釋」 の "i- 中に 於て 明，：：： に 答 へ て 曾 ふ- 

『私達に は、 長 明の やうで もぁリ た い： .m 分 を 高處に 5;^ き、 『す ベ て 世ハ營 み か』 と^ 

被しても 見たい 0 文覺の やう に、 SJ^ 烈な る 意志 を 以 て、. g る る 凡てに 此 「i^J を 資リ附 け 

もしたい。 しかし 昨々 は、 す ベ て か 、り 自 、し 0 け、 河 邊 の お 3f が 1^ リ物思 ひ：^ に 吹 か る るが 加 

く に、 ffij 影 煢 然、 我 なる 姿に 視っ め、 ど うしても 分らな けれ ば、 仕 方が な いか、 りめ ぐリ のせめ 

て 花 月 に 寄す ろ 情 を A て 此 C  愁 を 0 り た い。 さ う し た 西 行の やう で もぁリ た にじ 然 

し 意よ リも智 よ リも愤 に 脆き は 入の 世の 5|；5 だ- そこに 西 行 色の ものが 多い 所以で あ る C 

この 私に 、さ う し た 色 は liu か ら あ つた。 ー盖の |> ；、 一  條 の 杖 、古 來幾 年の 人力 血 を 唆つ 

た や う に、 ま た こ の 0  S の 思、 纔 かに 離^の. M は 私 を 唆つ たつ さ う し た ^、私 は s: 行の 默に 

親しみ、 彼れ の 行跡 を 追 ひ、 彼れ 5 あはれ を あはれん だ。 

私 は、 一 面、 『西 行 1 ま だ 兑ぬ 花の ち また かな」 の やうに 矜恃し た， 狗 糊た る？ I 界へ の愤 

惜、 愛 欲の；！？^ の^まで 嘗めたい 欲望が ある。 心に は あ 、し ゆ る 癡夢を 描 き、 ま た 近 src  口.^ の 

生んだ 好色 的奸 -W の 著る し い 浮世 綺、 お もに 美人 畫 や！： i  1^ 軟 文 S& の涉 ^及び その 考査 

に 效 しつつ あ る ^ 在 が あ る j 

是れ ある 哉！ 西 行が， い や， 其 0 せ が • 冷 靜な 自己批判が 君の ァ ンチド ー ト であった の だ 


江 厂$1 乂义藝 は. 扱 ひやう によつ て は， 隨分 危險な 嗜好品で ある。 勿論. 爆裂 藥で なく，^ 毒で 

もない が. 阿片で あり. アル n 1 ル である。 よく 其の 毒 を 化して 一 種の 良藥 たらしめ る こと は， 

常に^に 自他 を 批判 し^る 人の みの 爲し 得る 所で ある。 

大正 十 w 年 四月 下 iS 


d 分 は. sa- な る 擧究 徒で も な け れ ば. 叉 なる 好尙 癖^でも ない。 一 に 漸く 此に. H 分 Q  ^  :z 

を 押しつ めて きた ぽ 「し 一 身 事に 關 する 心的 徑路の 所以で ある" して 比 絞 的 此方 面に 未 

の喊野 多き 故にと い ふ. M 投 なる 心に 极 ざして はゐ ない。 さう した 心の 移りと それ に 伴 ふ •  お 

究 欲. 發 表 欲 も 加 はりて. 木 書 は 成された ので ある。 舉究と 好 尙と骄 立. 混 融 しえ たりと. E ら褒 

して はなない。 辱 知 坪 內 先 生 の 本 序 文 は 分 に と つ て は 過 褒 で ぁ る" 唯 自分の 考へ てね る 

こ と- 斯 く あるべし を 端的に. E 分に 代って 剔抉して 下さった 〇 と は 惟へ る" 知己の 言 だと は. 

し み ( Hi ひ 難 有 く も 思 ふ。 さう した 方面に 向 ひ. 從 來 此の 二方 而の 一身の 具現 は， 何 人から 

も そ の 完 全 を ^ せ ら れ なかった。 しかる 方 W に..：： 分のより 新たなる 將來の 大成 を しょう 

と设 する ばかりで ある， - 

本 害 は. 自分が. 大-止 十 一 年 十月 以降. 單獨 執筆 經營 し來っ た：：：； W 一江 戶 軟派 研究. 一 の 创刊 より 咋 

年 八月に 至る 分の： 次？ "^の 或 る 部分と. 及 び 以 へ S. 又 は 時に r さ^ 綺ー (雜 誌) 其 他に 稿し 來 つ た 

中の 或 物と. これら を M によりて 料 め. 且 つ 之に 出來 うる 限りの 修：. ^と 補？ 一 通と を.. ^ へた もので 


ある。 お 月 執筆の 稿に は 未 { 儿 

て は 11  ^ だしく 面 E を 新た 

ま 分 は， ま だ 當 初の 所 冀 の お 

るか も 知れない が. 能 力. 事 情 の 

行きたい と E 心 ふ。 

一 身の 外 # 方な しと はいふ も 

乃ち 坪內 先生 はじめ 方 の 鞭 健 

も； H 心 ふ) とりわけて、 坪 r?: 先 や： は. 

方ではなかった。 自分の 創刊 を 

の み な らす 時々 書 £ によ り， 或 は 

先生と は I ゅ關を HI; じうす るば か 

知して ねた. E 分 は， ：！： 人に！ Pi めら 

て" ぶ が 八 宗 兼 祭. 予 の 歩む， 江 尸 

E 心 はす 私情 を 述 ベ た がパ儿 生 が， 

き. そ の斯 くの 如き^ 證據 あ る 一;^ 


稿が 多 かつ た。 顧みて 之 を 思 ふ と き， 本 0 の 全 ft 界 は.，：：： 分 と し 

に し. {: 儿 <.J に邇 きものと 成されて ゐ ると ふ . 

一 も して ゐ ない。 自 分のへ/後 は. 灭 0 は 何歳 を假 せられて ゐ 

許す 限 り. 習 すでに 性と な つ た此 C 「. 江 P 軟 派」 を .H ら 深め 一： 问 め て 


の の. 從 來. 自 分に 加 へられた 聲援、 K 護の 力 は 至る所に おった。 

推獎に 依って， 一 にこれ 丈の 物が 成された の だと 沁々 難^く 

n 分 が „=SH ゆ： =: 刊皿子 を 刊 行 す る 迄 は. 全 く 何ら 交渉の あつた 

注文して 下さ り. 續 いて 以後 毎月 購讀 していた く 事と なり. 

示 敎. 是 ；止 を^ は り、 時 に激 gi の 意 ま で い た ビく 事と なった〕 

り か. 予 と， 巾 Sif も 名 こそ 變りを れ. 同 一 校た る 事 は 以前より 熟 

れる K  1$ より も、 0  く 嬉しき 事 極みな か つたの であ る。 況 し 

軟派に 於ても 唯 一 い：： 十 たる 先 ^ に 於 て を や で あ る。 

幼 親 棘 を 問 は す. IE 好 M; 學の 徒に 對 し. 遇 せらる、^^ だお 

を •「」 务を 村に する. W  K さ を ，：！ へ； -は感 じな いで もな S が， ろ 
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此の 機會に その これ を述 ベ て， 先 生の に 眞 摯 な ろ ，：c 風 を 祟め たいと 思 ふ。 恐らく： 人 下：！！： 感 

の士 多き ことと 思 ふ。 現 に. 自分 の. 先 に (大 正 十 三 年 三 リ) 手 許より 出し た 一 あ ぶな 输畫 集」 に 於 け 

る 先生 ての 長 序と い ひ， 木 書 先生の 序文と い ひ， 凡 て お i^il< の 序 文 形 式 を 脫 し た. 後 逸 を 示 唆 す 

ろ こと 極めて 篤き もので あ り. 先 生と 實 的の 交渉 淺き 自分に とつ て は. 先 生の 勞を煩 はすこと 

斯 くの 如く 極めて 多い を 0^ る に つ け. 凡 て 外の 资 であ る。 ま こ と. 先 生 と は. 唯 昨 年 夏. 先 生 上 

M の m 次、 來 駕を 忝う した 唯 一 回の 面識で ある。 他 は 凡て 書 信， 自 分より は 主に 自分の；：： -刊册 

子に 於ての 交^ を ありがた くして ゐる のみで ある。 自分 は 雷て 早稻 ra 學徒 でもな けれ ば. ま 

た 從 來 門 下 に i^l を 執 つ た も の で も な か つ た - 然る に. 今 に 於 て 之と M 等^し く は 以上の 

知遇 を 得て ゐ るの は 二 に 先生の 宏 量 と 1^ おじく 思 ふ。 まして 本 書 ，江 戶 軟派 雑 考 J 自 らの生 る、 

も 一 に 先生の 御 推 挽に よった ので ある。 尨大よ く 六 百 頁の 木 し かも 發行所 春陽 堂 氏 は 木 

害の 15:3 に 叫 校までと りく れ. 半 歲 以 上. そ の 往復に 忙殺 し， さ れ もした。 (その 實務に 常ら れ たの 

堂.^ 木 ほ 子 氏で あ る， 予 はこ の 機會に 於て 问氏 にも 謝意 を 表したい。) 一?：  |g ハ如 きも， ほ 分 

の 要求 通リ を納れ て. よく 木 害 木 文 の 貧寒 さを掩 ひくれ たの である。 凡て 先生 推 挽の 恩 惠 に 

外 な ら ぬと 思 ふ— - 


木 .サ：： の おその ものに 就 て は. ほ 分 は iii- いがと して. この 現物 を 諸 „i!:3 の n に S れ しめてなる 以 

上， g に とりたてて 謂 ふ ベ き はない. 謂へ ば 必 す 樂 屋 _洛 であ る 唯 これ だけの 桌 はいうて おき 

た い。 從 來. 江 戶軟淤 は. 素 人. ィ キ でもなければ スヰ でもな い. 所 謂お 闺 者の 敢て爲 しうる 所に 

非す と 做されて ゐた。 その . 船. 彼 ら は. 恒 に、 皮 相なる 摸 倣. 滑 稽 なる 摸索の 巾に. または 彼らの み 

に 解し え ん る、 宋節 の ？才 0 考 證 裹 に ^；ば 頭 し つ つ ぁ つ た。 その 江戶 軟派 $ 人の に. 無 素 地 

の 乎に パ_ ^はんとし た. S ち 大 膽 に し て 龋 な る g: 分 の 非 望 も 多 少 こ れ に 動 い て はゐ る。 然し 

それの みで はな い. 昔 曲 物と W 一形 木 人 本と に藏書 を 多 く 遣した 予の父 肌 の 遣 傳. 恐 らく は 

^ともい ふべき 力に 促 さ れ たぽ 「」 性鄉も 大に與 りて 力 ある こと を官： してお きたい。 .§ ち sa- 

なるお W おの 反逆との みこれ を る 勿れで ある- 今に 於て は. f 江戶軟 派」 は.. H 分の 生活の 殆 

ど 全 部 で あ り、 心 Q 迎 りの 中核で も あるので ある。 

n 分 は. M 下. か、 の 0 刊 「江 戶 軟派 研 究」 に 稿を績 ぎつ 、あるの 傍， 自 分の 乎 許よ り 「；：；： c- 軟派 叢 

窨」 な る 不 〔ル 時飜 刻 害 (未 刊行の ま、 の淨 瑠璃： 止 木， 小 說. 雜 著 の 類) を 刊 (；^ しつ 、あ る。 小： r 他 「江 戶 

軟 派 文 獻」 の 未定稿 を をり/、 纏めつ、 ある。 此 の 「文 献」 に 於 て は ノ1 篇を諸種の活{+本內.：^^^ 

引 と. 後篇 を 明治 以後の 此^ 研究の^ 行 木 及び 雜誌に 於け る 諸 研究の 分類 索引に 爲 さう と 思 


ふ 3 であ 分鋭は.小ぉ.戯^5^^佌输，風浴北ハ他 一 般 に 一旦 つ たも の で ぁ る，' 所冀 多端， 此の上 は 一江 

唯 年 一； お の 永 かれ を： 人に 希 求 する のみで あ る。  ^ 

內 先生の 御 厚：？ fi に對 する 深^なる 謝 E. 及び，：：： 分の 抱懐の 一 端を述 ベ て. 以上. 木 害の 拙な m 

ー雜 

き 自^と する。  . 
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一 .^i 書の 命題 は. C 分 の 適 .：H- 下した も の， 必 す し も 考？^ ほの み と は^ら す。 證 を赛ら にせる 

ものより も. 寧 ろ 全 斑に 對 する 卬 象. 感 如-を 端的に 披瀝した る も Q, 例 へ ば 「浮 世 辯の 心 ぎ- 「 H 

口 チック スに 滲む 心 持 J. 「昨：！！ の 花 は 今 曰の 夢」 の 如き も Q に. よ リ多 きの，： W 分 Q 熱 が. 筆 ^ と 

して. 烈しく lis いた 事 を 述べ て お く。 

， 

「本書の 杯 椿 は 多く，^ 文と 交 涉 を 有って ゐ る" 二三の 外 は. 盡 く 自家 所蔵の 繪本板 晝の類 を 

以て に 合せた。 除外の 二三 も. 所 藏の 最も 優秀 な る 複製品に 據っ たもので あ ろ。 

1 fT- 解 說 は. そ の 要 を 認めす 之 を 略 い た。 ち そ の 說 明. 木 文 に そ の 之 を 敷衍した もの 多き 

に 3 り. 且 っ畫 家の 傳統の 如 き も. 本 -义隨 ^に その 之 を 见 るから で あ る。 

一 索. 引 は..： E 分 ，：z 身の. 從來の 多くの？ S!- 行に 封す る 不 滿 を 併せ 酌ん で. 出 來 得る り 零細に つ 

て. 之 を探錄 した。 唯 善 き 本. 深 切 な る 本、 便 利なる 本 を 作る こと は， 人 の爲 とい はんがよりも- 

寧ろ 自分の 爲 とい ふこと を 切に 忍った からで ある、」 この 點か ら，： Z 次もう る さき 程 細かに 

^ けた" 


一. 遣 も E 分の 現^と して は. 先 づ 完全と W 心 はる、 投度 に. 之 を S 力めた。 然れど も. た - さ へ 

大 となった 紙面の 都合 上. 知りつ、 略いた もの も ある。 但し 主に 枝葉の 問題 で .枳 幹 の 分 子 

は、 必す 之を附 する の 煩 を 執った。 略いた もの に は. 「原始的な 稚兒 物」 と交涉 ある 室町 時代 小 

說 年 ぶ 右 し く は. 稚 兒物害 目の 如き ものである。 

一 . 尙. 木 書各篇 の. 各 事項 並びに 補 遣に 關 して. 誤謬 又は 脫？ i 發 見の 博雅 は. 何と ぞ 0 分の 手許へ 

示 敎を惠 まれたい。 一個 をより 完全に する がた めに は. そ の 工作 者 ， HI 身の 熱意 努力 もさる 

こと 乍ら. 此種文 獻に關 する 學業は 二 に 自分の 如き 藏本 見聞 貧寒なる もの、 二人の 欣て爲 

し 得る 所 で は な い。 主に 江湖 諸賢の 是正に 俟 たねば ならぬ。 此 一個 眇 たる S 分の 1^ で 

i ない. 天下 同好 同學の 士の欣 びで ある。 切に 筆 勞を吝 まれ ざらん 事 を sli! む。 
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次 


一 九の 「三 都の ロ眞 似」  一一 一一 一一 

國丸賓 の 一枚 繪 011 一一 一) 11 地方色 捕捉の 小品 (一 15) 11 作畫の 年代 (二 IS 丫 一 九と 國 丸との 交涉 (一二 10 

11 一九の 膝 栗 # 物の 年代 015 —— 大阪の 達 衆 (ニー 0 — 京 の 粹が リ (二 5 —— 江 都 の 勇 io)o 

M 『江戸 名物 詩』  一一 一一 二 

葚 東京の 壞滅 0 一一 三) 11 「江戶 名物 詩」 (ニー 一一 一一) 11 方 外道 人 (ニー一ーーー) —— 道 入 の 交友 (一一 lis —— 「江戸 名物 

詩」 のき 题 (一三 七) —— 本文 紹介 0 一一 KP  〔餘 言〕 三 馬 江戶水 (一室) —— 文 魁 堂 筆硯 (一面) 11 仙女 香 

clss) —— 鶴 屋錦输 as..!i) 11 扇 面 亭書畫 扇 (一一 瑩) 11 日野屋 小間物 (1HC —— 脊令蠆 (11 お 00  〔參 考」 

江戶 名物 鹿 子よ リ (一一 S ち Q 

江戶 名物 詩 管 見 (飯 # 花 月) (一一 ズ) —— 「江戸 名物 狂詩 ぎと 改題 0  一  3 八) —— 第 十 3  丁の 存在 else —— 

篛鴿臺 が こと (一き) 11 せきれい 臺の圖 (一 一さ一) —— 笑府 に出づ (二 さ Do 

『大地震 末代 噺種』  一 S 

はしがき (一一. キー 一) 11 珍說 聞錄序 (ー1§) 11 律 波 乃 奇談 (一一 g) —— 高 坊主の 話 (11: 老) —— 破船 並に 死人 

の 話 (一 一老) 11 大阪 大地震 に而. 混亂の 話 OS 八) I -八助 の 話 (一 f  ) I 「珍說 見聞 錄」 第 1 一 (一一 六 一一) — 變 

を 遊れ し # 入の 話 11 變 にあ ひし 惡 人の 話 (二 さ 一一) 11 水難の 相 免 がれざる 話 (一一 六 3) —— 新 

の 話 (一 §)。 


次 
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浮世 繪師の 心理  一き 

「斯く あるべし」 の體現 (一一 六 七) 11 自らが 描く 夢 (一一 六 八 )—— 春 信 や 欺 麿 ：1 一力 九 )—— 彼等の 版 叢 技巧 (一一 七 0) 

—— 素 絢の 美人 01 七 一) —— 愛欲の 思の 不思議 (二 七 一) 11 卽 いて 離れ離れ て^く  (一一 七 -—— 我 婦の幻 

i 一)。 

浮世 繕の 肉體美  一 g 

一 、懷月 堂 一 派 01 七 S) 11 祐 信と 政 信 ows) —— 月 岡 雪 鼎 OmU 11 石 川豊信 0 一七 5 —— .ぉ 居 淸滿. 一 一七五) 

—— 春 信と その 追隨者 S 七 Co  二、 重 政と 春 章 owe —— 淸長 の 感化 (一一 匕 e i 喜 多 川敬麼 (一一 七 七) —— 

* 齋 (1W 七 )o 三、 變態： S 肉體美 (一一 七 八) 1 - 他田英 泉と 其の 感化 (一一 七 八 P 四、 肉體 美の 槪料 (一一 七 九) —— 淸 

長 は 第 1 人 者 OK0〕 —— 國芳の 均齊美 (一一 八 一 )o 

浮世 繪の賣 春 讃美  一一 八 一一 

世界に 誇る 版 畫藝術 01 八 一一) 11 浮世 槍の 名- S  05 一) —— 最初の 浮世^ 師 (二八き 11 浮世 檜の 三 大別 

(二八 二)  11 美人 畫の 取材 (IKg —— 遊君と 藝者 (一 KS) I— 始ど 三百 人 以上の 畫家 CKS) 11 又 丘 § 

CK.e—— 師宣 の 遊女 (1§  11 两 川祐信 C2) 11 典 村 政 信 OS) —— 石 川 信 os〕 11 

(13c 11 懷月堂 一 派 030 -11 鈴 木 春 信 (ーー八 六) 11 颠型 的な 額 050 11 湖龍资 (一 K 一つ 11 

政 (Is ハ) —— 遊！^ 氣分 本位 (一一 八 さ —— 鳥 W 洁長 0ー八七) 11 ^^^信 の 赏化 01 八 七) 11 歌 川璺养 11 

喜 多 川 歌 麿 050 11 美と 淫蕩と 神聖と (1KO  I 勝 川卷潮 01 八 八) 11 榮之 (11 八 八 )—— 高雅な 趣味 


次 


OK 八) I— 窪俊滿 OKO 11 北： S 政演 0 一八 0 11 is! 飾北齋 01 八 九) —— 歌 川豊函 0 一八 e 11 歌 川國良 (一 ま) 

. 1 1 芳 0 一八 e 11 意 氣と張 OK 九) 11 歌 川璺廣 (一 Ke 11 安藤 廣重 0 一八 九) 11 英泉 は： 人 下 1 品 (一一 八な 

, I 花街の .K^slas}) 11 0 か ぃ随毛 (二き) —— 三畫家 の 比較 (一一 さ) I— 賣春婦 と 河原乞食 (き )o 

€  ^  ^   二  i 

上、 死检の 名義 11 死 翁の 一 般 形式 (go —— 创 始期 og) 11 名優の 死 (卷 一〕 11 初期の 畫家 

(一一 a) —— 死 翁の 色彩 (一一 九 5 1 -藍摺 の 風 (一一 S) —— 判の 大きさ (Is-) —— 櫸圖 (ISO 11 主材 人物 

(一一 九 e —— 製作 種數 (ー5ハ) 11 賓 家の 落款 (io —— 檢印 (io. —— 例 の 一 (15-) —— 例 の 1 l(ls-) 11 

例 の コ KIKO, I 概括 (元 九 P  〔追 補〕 荷 風 氏の 「大 窪多與 里」 (二 00) —— 藍 招 の はじめ (11101)0 

東風 吹 江戸 繪榮  S 

翁 本 「^わら は」 (一一 §) 11 太平 逸 樂の夢 (一一 一 0ー_ー) I '民衆 藝術第 一 の 烽火 (一一 51) 11 正月の 输 as3) —— 

益々 生活 味 の 表現 oils) 11 國 良の 「春の あした 雪 の 乗合」 (一一 一 §) 11 同 「初 卯 の 日詣」 (一一 §0 11 繭玉 

01S0 —— 國芳の 「卷 の賑 ひ」 (一 so 11 三代 登國の 「梅暦 見 立 八 勝 人」 OS 九) 11 S 周 « 作 0 一 00 1 . 

「當世 立 衆 立 五節句」 0 一 1 1 ) 11 田 之 助 の 脱疽 發病年 に つ き 0 一三 )o 

浮世 縫 風景 晝雜談  1ーー_ 

浮世 翁 風景 畫の 傳統 0 一  5) —— 司 馬江漢 oils 11 春 重 01110 11 浮世 翁の 創造 (ニー  w) —— 師宣 以後の 

晝家 (11  一 S —— 政 信の 浮输根 元 0 一  一  W )  11 鈴 木 春 信 (一一 一 一 5 11 春 信 以 後 (一-一 一 六) 11 鳥居 淸&へ Js  S 11 


歌 麿 0 一三 0 11 寫實 的な 花鳥 魚貝 (1  一二ち 11 .i 田榮之 (一一 一一ち —— 重 政と 京傳 (1  一二ち 11 歌 川 登 春 (一一 二八) 

11 浮緣 2 一八) 11 豊國 及び 其の 門 下 01 一 九) —— 國良 國芳 の 門 下 (一 I 一 一 九) —— lil 歯 一 派 の 藝術 Q 一二 0) I 

北 y 財と 其の 藝術 (ニー 一一) 11 北溪、 北壽、 辰齋 (ニニ 一) —— 北壽の 風景 «(ー 一一 一一 一一) 11 空前の 「雲」 の描寫 (き 15 

11 北齋及 其の 門下の 異國 趣味 ci) —— 其の 追隨者 (i  一一) 11 廣重 (8). -1 K 重の 藝術 (S) —— 

音 樂と詩 (一-一一 s) 11 北 齋と廣 重 (一一 一一 Ig 11 他 田英泉 (S) —— 小林淸 親 (1 一一 1K) —— 井上 安 $  (一 一三 六) 11 

五雲 亭良秀 (き 一 •；；) ，—— 鳩溪、 田 善、 雷 州 (一 一毫 )o  〔補 遣〕 房 種 の 風景 畫 0 一 115 —— 安：？ S につい て (ニー 一九 )o 

廣重畫 最初の 『東都 名所』  ，  き ：0 

一 幽齋 がき (量 0) —— 疑問 (き 一 0) I 「爽都 名所 拾景」 (量 0 —— 習作 時代の 唯 一 (量 一) 11 落款 (一き 一二) 

11 浮緣風 (一一 一き 一) —— 畫樣 01 き 一) 一 I 名作の 準備 (一一 臺) ！| 1 立 齋に轉 じた 年月 (一一 肩) —— 「新撰 武者 

揃」 01  一一 so。 

廣 重の 立 齋に 就て  一一 一一 一一せ 

1 魚 づ くし」 の 前期 物 (璧 七) I . 一  立齋を 併用す (き 一八) 11 「草 筆 畫譜」 0 一一 一一 一八) 11 改稱 の 理 由 (き 一九)。 

浮世 繪漫錄  一き 

1、 HI め. ゆの 使用 期に 就て (一一 一 so) 11 ！ i め 印 使用 期の 新說 (§0) 一 一 三代 登國の 「風流 六花 撰ノ 内」 

O120) I -弘化 二三 年の 頃 か (ー晝 )o 

二、 白 ヌキの 改め 印に 就て (一一 一 sa) 11 「阿古 屋 の 琴責 一 (一一 3S —— 果し て 嘉永ニ 年 か s^o 
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次 


三、 ニ代國 政に 就て の 疑問 (一一 一 S) 11 二 代 國貞說 (一一 M) 11 别人說 の 一 (一 §0 —— 別人 說のニ (iol 

！ 一 一代 國貞說 の 1  一 C 一一^) 一 「便 覽」 の 一 一 世國政 (一一 一 sap 

四、 雜、 三 項 (一一 so 11 廣 重の 立齋期 OIK) i 二 代 國貞の 襲名 (ーー§) —— 一 陽 齋難獅 (一一 §) 11 追記 

1 SS —— 追 ？丄"  一 SS 11 1 一 代國政 の 新說 (S1 一一)。 

本朝 艷畫考  1 

は しがき (一一 一登) —— 性的 歴史と 版畫史 (一一 喜 一) 11 發生 の 考査と 上司の 取締 (一一 #0 11 眞 面目な 學究的 

(一一 Igp 

第 一 、 名義 考 (一 §) 11 1 般の稱 呼 (一一 一 §) 11 支那の 發生 ci) 11 我 朝の 名義 c§) —— おそく づの 

緣 (1 一一 逢) —— おそぐ つ の t (曼 5 —— 枕の 翁 (一季 パ) —— 納言 の隨肇 (逢 七) —— 枕 ざう し の義 (一一 S 七) — 

枕 草子と 枕緣 (go —— 油糟と 一 代 女 (一 #<) 一 1 色里 一 11 所世帶 (菱 八) —— 賢 女 心 化 維 (一一 一 Is —— 氣吹^ 

osu) —— 笑 翁 C 美) —— わじる し ci) 11 讀和 (一一 §)o 

第一 一、 發生 S 根本 (一一 §) —— 古代の 釀生 (ーー一 き) —— 吉備眞 11 歸化 民と 外來僧 (一-き) —— 古今 

著 聞 集の 逸話 (一一 一.： つ 一) I 倭畫畫 ^^(ー 千 n) —— 勝 畫( 一一 KS) —— 著 聞 集の 他 の 逸話 CSD I— 古き おそく づ 

の检 (きつ； 0 11 袋 法師 卷 と小柴 S ビー 一六 C 11 忙し い 禁厭 (美 七 )o 

第一 11、 江戸 期の 盛 行 及 禁令 0ー六 七) —— 版畫 の發達 0 千；； 七) 11 初期の 寬大 (一 i) 11 公然と 署名す ci) 

11 師宣の 作 箦 GKO —— 以 後の 作家 (Co  11 「好色 むらく 坊」 (ーー一カ八) —— # 信 以後の 發 達と 需耍 

Q1 究) 11 英 泉と^ 芳 Q 一六 0 11 享保七 年の 禁令( 一 i) —— H< 明 七 年植崎 の 上書 (一一 一七 一 ) —— 宽政 二 年の 

禁令 (一一 一 七 一〕 11 百 龜と歌 麿0ー七ー一) —— 灭 保 十三 年の 厳 令 ci) 11 春嶽 公のお 手招 本 ui) 11 浮世 翁 


次 


P 


肺の 他 (iDO  〔補 遗〕 oi) —I 春畫の はじまり (輪 翁 晝譚) OHS 11 灌頂卷 (io 11 和 印と い つ 

た 一 例 (一一 一七 七) -—— 勝 川 春 章の 匿名 0 一一 七 七) 11 艷畫 本の 板 元 並に 年月 明示に つ いて (一一 一 ま) 11 和 印 問屋 

.-— 天 保 一 一 の 明記 (一一 一七 九) 11 わじる し は 常 譏 語 (一美) 11 初期 の奧書 ある 物の 例 (一一 一八 0) 11 鲡宣 

の 「床の 匱 物」 05〕 リ 

艷 本に 於け る 春 信の 推獎  1 や 

# 頭の 序文 CK 一一) —— 春 信に 至る 畫 風の 變遷 0K3 11 異色 ある i 信 評 (一 1ー八 一一 一) —— 政 • 豊と春 信 (ils 一一) 

11 當 世の 情 を 動かす (一一 KS) 11 歸 山と 奇山 (一一 5-) 11 不知 足 山人 は 小 松百龜 cs-)o 

ヱ □ チック スに 滲む 心 持  さ 

時代 民心 との 接觸 0 一一  八 •： つ —— 需耍 心理 (I 一一  八 六) -! 本然 的た る 「我」 (二八 八) 11 必然的の 現象 (一一 ー<八) 11 性 

的 生活 の 表現、 美化」 一一 八 0 11 ょリ 完全、 ょリ 美なる もの を 欲す (一一 一八 0 11 平凡よ リ 異常  一. I 

畫家執 箪 の 根本 原 ECK 九) 11 自己 の眞を 再現、 或は 直視 (二八 九) 11 自己 性的 生活 の 複雜化 S き) 11 

I- 驗 補充、 刺戟 劑 0 一 §) -— s;^ 大 動機 (二 九 一) 11 幻 象に 浸る (一一 §) 一 - 性の 國に 自已の 飛翔 (一 31) 一 

貴族、 將 軍に 取材 を藉る (一一 一九 一一) 1 - 供給者 の 心理 (一一 §) —— 純なる 動機 QS 一一) —— 不純な る動桟 ols) 

11 大 い に 至純な る もの 0 冗 —— 0 の 情 を 行る (i ハ) —— 畫、 印銘 の 差 (1150 —— 陶醉感 、皮 肉感、 

挑發感 (一 i)， ——- 艷畫 本の 扉檢 (灵 八)， ！ 大^ 判の 錦緣 (一 i> I 樺徵を 穿ち、 そ を具體 化す (soo)l 

—最大 傑作 300)。 


藤 十郎擬 間男の 件  s( 

「藤 十郎 の戀」 (so 一) -—— 出處の 記事 son- 1— M 外 集 (30  一) ！ 藤 十郎の 逸話 sol)-—— 手厳しい 皮肉 

(§ーー> I 一  m の 人々 の 感心 (§5  ^わしゃの 說明 (s§) ■—— 藤 十郎の 輪廓 so き •—- ^舞 伎 役者 

の 心得 s§> I 藤 十郞の 慷慨 (sos)o 

『踊 M 容』 に 就て  £( 

特殊 語 11 所作事 の 類 か ao.o 11 芝居 の總稱 (i§)，—— 四 種の 錦檢 (110六} I 「踊 形容 江戸 給 

榮」 (seo —— 「踊 形容 新開 入 之圆」 〔soo 1! .1 踊 形容 樂屋 之圖」 (S00 11 「踊 形容 外題 ll」QOO 11 

嘉永五 年から 安政 五 年まで (so 九) ——， 水 野 越 前 守の 風俗 肅淸 (E10) 11 語義 (slop  〔捕 遣〕 踊 形容 

につい て (坪內 逍遙 XS 一 0> 1 . 草 双 新 體の發 見 S 二〕 11 「踊 形容 花 競」 の十册 (SI ) .11 芝； 1^ の 評判 

記 (m  一一)， 11 摸 歌舞伎 年代記の 記事 Qll 一一) 1 一般に 流用 S コ 一一) .11 乍 揮 口上 (Sim I 「踊りす がた 

か Jans) 11 芝居 掩護 者の 側から SI  s)o 

新 內の話 …  S 

江戸 滓瑶璃 on  no 11 一  中 節 Q  一  5 11 國 太夫 半 中 (S 一六) 11 宮 古路 豊後掾 SHO 11 登 後 節 Qlol 

「& I 語」 臼く (I 一六) —— 登 後 節の 禁遏 Q1 六) —— 情死の 傳說 (2 ち 11 丸裸 Q1 七) —— 新. S 各 流 波 Q 一ち 

—富士 松 (IK)——， 鵝賀節 SK)—— 鶴 賀新内 9 八) ——. 藤岗節 (35 11 吾妻 路節 aiO 11 花園 節 

(£1 九) ！. 各派の 歌詞 及 ひ 作者 (S1 九) ，——. 若狭掾 (I  一一  0) 11 內容と 形式 (S  一二) ——， 最も 叙情詩 (E 一一 11)1 


吉原 出入の 厳禁 Q115 i 心中 讃美の 歌 (s 一一 一一 一)  II 新內 材料の 讖本 S 一一  1  一一) 11 新內 材料の 人情本 (Els)l> 

『昨日の 花 は 今日の 夢』  望 

新內 の 「明 烏」 (は 一一 チ -1- .淸 ー兀 の 「明 烏花濡 衣」 slg —i 近似した もの slle 11 謠の 葵の 上 (S  二  •；；) i . 

當 時の 流行 SUS 一一 七〕 i. 「明 烏 夢 泡 雪.」 (S 一一ち -1! 淸 元との 比較 S  二八 )—— 男の 浮薄 (は IK) I - 心中 代表 

■ 作十篇 の概說 (gs i 明 烏 (go) -11 若木 仇名 草 (113) 1 . 藤蔓 戀 のしが ら み (iD —— 歸" お 名殘命 

f-  S3 —— 戀衣對 の 白む く  (&ー3) —— 仇 比 戀浮橋 (き 一 11 浮世の 別 霜 (きー六} I .M 夢 血 染抱柏 

SC — 浮 名 初 紋日 (E 一一 一七) 11 二 世玉瘦 a 一 1 一七)， 11 悲戀悲 の 結晶 (S 一一 ー八)—— 外的 物件 の 幻滅 Qi- 一九) 
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物兒稚 な的始 ム« 


原始的な 稚兒物 

男 2： の 事 を 稚兒物 (衆 道 物、 陰 間 物) は、 江 戶 時代 前期 (浮世 草紙 類) 中期 (洒落 本) 等に 於て 可な りの 數量 である。 

書きた る 草 

M  室町 時代に も， 旣に 其の 幾分 はあった。 蜀 山人、 一 話 一 言の 補 遣の 「男色の 事 を 寄き たる 草紙」 にも 

「幻夢 物語、 嵯峨 物語、 鳥 部 山 物語、 松 帆 草紙 兼 栽、 秋の 夜長 物語- 岩つ、 じ 季吟、 犬 つれく 廣 長の 末 

年の 著作い ぬたん かと 見えた リ右八 部と もに 家に 藏め 置け り。 此 外に 宗祇 若衆 物語 ありと いふ、 いまだ 見 

す」 (新 家說林 l_i、 一  話 一 言 補 a 卷 一 ) と あるが、 今、 平 出 氏の 「近古 小說 解題」 に 依って、 以上 各 作の 年代 を 

. げんむ 

楚る 4-* 幻夢 物語 は、 文明， 室町 期、 後土御門) 十八 年 以前の 作 だとし、 嵯峨 物語 (室町 中世 )o 鳥 部 山 物語 

(同 ) 松 帆 草紙 (松 帆 浦 物語。 室町 中世。)。 秋の 夜の 長物 語 (室町 初 世 か。、。 3, 石つ、 じ (近古 小說 解題に 見 常らず。) 

など、 ある。 然し 此等 は、 「近古 小說 解題」 にも 其の 梗槪が 載せられて ゐる 如く- 相 常に ノベルの 形式 

を 具へ てゐる ものである。 然 らば 室町 期 以前に 稚兒 物が あつたか 否 かとい ふと、 從來 の文獻 上で は、 

殆ど 無い とい ふに 近い やうで ある。 誰し もい ふ 通り 此の 稚兒道 (男色) が 太古から 〔iz はれた こと は， 事 

實 らしい が. それが 文學に 現れた の は、 餘程 後ら しい。 一：. C 葉 や 古今 後 拾 遣 等より それら を 指摘した る 

も ある。 C 「變態 性欲 ご 第一 卷。 僧侶の 詠んだ 男色の 和歌) 其 他の 古い 听 では、 「古事 談」 Q 賴 通が 長季を {招 し 


た 話。 鎌倉時代 となって は、 沙石集 £ 一 住 法 帥の 14" たる は 有名、 誰し も 知る が、 彼 は、 梶原景 時の 孫で、 弘 安二  C 

年よ リ同六 年に 書き終る とい ふ。) に 現れた 「ある 藏 人の子の 稚兒 となった の を 叙 山と 三 井寺と で爭 した」 戶 

とい ふ 話な ども、 幾分の 文献に はなら う。 とにかく、 室町 期の、 足利義 政な どの 武將の 斯道 發展 家の E 

現れぬ 以前 は、 室町 初期まで は、 多く は、 禁欲の 昆を 人知れ. f 脫 しょうと した 僧侶- 少數は 性的 遊黻 雜 

の 一 としての、 異性に 飽 いた 贅澤 さの 公卿 貴族と、 この 二階 級に 止まって ゐ たやう である。 それが 室 

町 期に 於て、 武士が 之に 加 はり 更に 戶 期に 於て 町人 も 之に 加 はった とい ふべき であらう。 とにかく 

衆 道史を 通じて 二 本の 太い線 は、 より 太き 線 は 僧、 その他の 太き 線 は 武士で あらう。 

却說、 純稚兒 物と して は、 (斷片 的の 記事の 登載に あらず して、 それ 一 個 まとまり たる 物と して、) 殆ど 室町 期 

以前に は從來 嘗て 見ざる にも 拘ら す、 こ \ に 紹介し ようとい ふ 一物が ある。 勿論 今、 私の 提供す る 村 料 

は、 寫 本で はあり、 且つ 轉寫 又轉寫 された もので あらう から、 誤字 脫字 も少々 あるに は あるが， とに か 

く 原始的 稚兒 物と して 紹介す るに 足る と 思 はる、 物で ある。 外題 は r 稚兒乃 草紙」、 年代 は 、「元 亨元六 

十八 書 寫訖」 と 文 後に ある。 六十 八 云々 は、 何の 意味 か。 表題の 稚兒乃 草紙 も倏 しい もの だが。 勿論 

原本 は、 一 切 表題の ない もの かも 知れぬ。 ー兀亨 元年 云々 も、 怪しめば 怪しめら れる。 しかし、 以下に 

紹介す る やうな 內容 であれば、 全く * 稚 兒に關 した 斷片 的の 說話 集であって、 室町 期 物の 如き 一個 纏 

まりた る 物語 形式 を 有しない 點 からい ふと- 恐ろしく 原始的な ものである。 しかし、 春本 「逸 著 聞 集」 


物 a 維な 的 始原 


(山 岡 明 阿彌の 作〕 の 如く ノ江 戶朗に 於て 國學 者が、 遊 数 的に 成された 偽書 かも 知れない。 (逸 著 聞 集に も- 

多くの 男色に 闢 する 記事が ある。) が、 ともあれ、 私 は T 元亨元 六十 八 書 寫訖」 にどう も 多少の 信が 措 

けて ならぬ から、 これら を 疑問と しながら も， 敢て 「原始的な 稚兒 物」 として 發 表する 次第で ある。 

人 あり、 汝の 江戸 軟派と、 これと 如何の 交渉 あり やとい ふか も 知れない。 私 は、 此の 內容 を發 表す 

る 丈で も旣 に、 この 寫本を 有する 私の 責任で あると 思 ふが、 尙、 私の所謂「江戶^^派」にも* 野郎 衆 道 

物の 多き は、 我人 知る 通りで あるが、 然し それらの 近世 同性 文學の 魁たり 原始た る もの は、 此等 r 稚 

J- ーづ A 

兒乃 草紙」 の 類に ある。 卽ち敢 て その 故 を 温る の 意に 於て、 これ を 本 著に 發 表したい と 念じた ので あ 

る。 つまり、 私の、 近世 男色 物 (これ は いづれ 他の 機會に 纏める つもり) の 序と して 讀んで 頂きたい、 

) 

且つ 彼此 比較して 貰 ひたいと いふので ある。 

さて、 若し その 「元 亭元」 を 信用 するとせば、 これ は 又 恐ろしく 古い ものである。 卽 ち元莩 元は、 北 

條高 時の 執政 時代、 天皇 は 後 醋猢。 高 時 滅亡の 十三 年 前で ある。 资朝伎 基な どの 陰謀 且つ 露 3- の 四 年 

前。 僧 師鍊の 元亨釋 書の 成る 前年で ある。 しかも、 元享元 ……： 寫訖と あるから は 或は その 本 は元享 

元より 更に 古き もの かも 知れぬ。 內容 は、 以下 現る- - 如く、 多少 筐底嘗 式の 文字 も あるが 故に、 或は 

その 以前に この 原本が あって、 內々 轉寫 されつ、 あった もの か、 或は、 B 本の 度に、 新 記事 を き 加 

へた もの かも 知れぬ。 さう して、 その 原本 作者 は 勿論， 轉寫迷 中 も 無論 僧侶の 斯 迸家述 であらう。 さ 


考雜 軟卢江 


「稚兒 C 草 

^」 


て先づ その 全文 を 載せて 見よう。 

(揭载 に 就て は、 原文の ま、 にした C 讚み 易から しめる ために、 その 右に、 漢字、 或は 正しき 假名 造 を 板った 

音 は I 切ない の を、 誤 讚で ない と 信ぜられる 限リ、 -淘音 を附 し、 疑 はしき は、 その 右に (？) を附 して、 S し 

ておいた。 唯 W つたこと は、 多少 公刊 上 遠慮せ ねばな、 りぬ 辭 句の、 散在す る ことで ある。 これ は、 乍殘 〈ふ 一切 伏 

字と した。 しかし 私の この 全文 登載の 目的 は、 全 體の說 話に ある 0 從 つて、 全體 として は、 この 多少の 伏字 も、 

左程！ S はされ てゐ はすまい と 思 ふ。) 


稚兒乃 草紙 


(ふ)  長 

仁 和 寺の 關 白の 程に や 世 おぼえい み じく 聞し 給 貴僧お はしけり 御 歳た けたる ま、 に 三 密の行 

積  並  なほ  (る) 

法の 薰修 つもりて 驗德 ならびなく おはし けれども なお もこの 事 をす て 給 は ざり けり ^！里ぉほく恃 

添 臥  參  (き) (しき) 盛 

中に ことにな つかしく 御 そ ひぶし にまい る は 1 人ぞ ありけ る 貴も賤 もさ かりす ぎた る 御身に なれ 

(？)  (？) 

ば はかぐ しく この わざ もつ き 地に しんとし の 風情に て た ^〇〇〇〇c〇〇〇 ばかりの 箭 いろ 

(？) い、 力 思  本意 

にて ぞ 井 、 事 はお も ひ よらす して ぞ ありけ る 此宣 ほいな きこと にお も ひければ 夜々 した \ 

大 

めて まづ中 太と 云 ふめのと 子の 男 をよ びて 〇〇〇 させて ：…… (二字 分闕 字) せられつ- - のちに はお 6 


招 

ほきら かなる c〇c〇 と 云 ふ 物 を もちて 〇 J〇 て 丁子な ど をす りて 〇〇〇J〇 せけ り この 男心 

(へ)  堪 

を 入れて かく  仕ければ 〇c〇〇 て たへ がた きま k に 〇c〇 を ぞ〇〇 ける 火 を を こして あぶり 

覺  t 一 

した- - めて ぞ まいりけ る 老の眠 はもと より はやく さむる 辜 なれば つれ/^ にお はする ま X に 

この 直 を 〇〇〇〇c〇 給 ひけり かやう にした、 めお ほせければ すこしもと. V こほりな く 〇〇 

けり か 様に 心に 入て すら 兒も ありがたく こそ 侍らめ 

限  夜更  參  ずるに 力 

二 これに かぎるべき ことならば こそ よふけな ば 御よ るに ならぬ さきに まいらん する こと 

今  # 力  思 ひ  . 

いま は ひる こそ 田， ん ：！： あたらめ 心み じかき 物 かな 

手 突き 力 

さてて つき 〇〇〇〇  (こ、 に、 中 太と 稚兒 の挿檢 ぁリ) 

中 太 

1 かやう に 毎夜の 奉公の しるしに ときぐ は 心の 〇〇〇〇〇〇〇〇〇「 たま はば こそ い 

せ餘  0 

よ- このみ まいらせ 候 はむ すれ あまりに 思 ひやり のお はし まし 候 はぬ こそ たのもし か 

度 

らす 候へ このたび ばかり は 心の 〇：：}〇〇〇 候 はん 

今 

二 さらばい まちと 〇o く 〇〇〇〇 て さて あらん 
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二 あはれ むな きこと にて 候 もの かな これなら ぬ 奉公 も 候 もの を ゆ、 しく 〇o の 〇〇 候 

て- S へがた く 候 ま \ に 〇〇〇 を 夜ごとに 〇〇 候へば 〇〇 の 〇o かよ はくな り 候て たもち 

たもち かう は  (こ、 に、 稚兒の 〇 を 火桶の 火に てふき をれ る 中 太の 圆ぁリ ) 

吹  た 力  熱 

あら 心なの ふきやう や みな ひとの いかした を やきた るぞゃ あな あつや 

(前文 缺カ)  今 支  香 ばし く  ，」，、 主 > 

にに くまれ i.^^ に いま はさ k へ 候 はん ゆ、 しく かう はしく おはし まし 候ぞ しうな 力ら も 

さもむ つかしき 御 〇〇 かな いみ じき 御 思 こそ 候 は ざらめ こと 〇〇 候 はんまで 〇〇 をお 

〇〇〇〇 候 は V や 

( 5/ )  、  S )  色  1 力  g5 

はじめは 忍もぢ すり 忍つ、. S ろに はいで じと しけれ ども 新 かまの さとの あな 力ち に 心の 色 力 

(び)  柵  の 力 

くな りければ 忍 はつべき 淚 ならねば 袖の しがら みかくと ばかり はも、 してけ り 此宣 あさまし 

と 思け る 心に まかせぬ 身に しあれば ちからなき 事 也お も ひたえ 給へ と， M 々申 けれども いっと 

口 說 

なく いか^ はすべき などう ちく どきければ 此事 あら はれな ば 世に あるべき ことに も 恃らす こ 

宣  違へ 奉  (き)  n (？) 

とに かやう に 心 ざしの 給へば さの みはい か^たが へたて まつるべき 夜 深 程に なりて この 御 □ 

でし)  賴  長顷  ^莉营 

の 草の なかに 隱て おはせ よと たのめて けり なが 月の ころな りければ す k き 力る 力 やな どのな 


考雜 派軟戶 江 


て 手 o 

ぬ 拭わ 


(れ)  ！ 3  呼  簡  給 

かに 隱 居たり けり 此宜 おと k の宣 にあ ひて もしめ しあら ば ここにて よび 給へ はたらき たま 

(ひ)  弟  (れ) 薄  中  直垂 

はでお はせ よと 云て 緣 におと、 の宣 をお きて 此 愤の隱 居た るす i きのな かに ゆきて ひた- 

着ながら 〇 を 〇〇げ て 〇〇〇◦ る を 月の ひかりに これ を 35^ るに いと 心 もこ \ ろ なくて 

す.^ きのな かより 〇〇〇〇〇 いだして 〇〇〇 みて けり 露ん かくお ける 草 むら なれば 〇 

寧  、- 

たりに 〇〇 の しづくう ちそ ひて ぬれ わたりつ \ いよ/ f\ もの 〇〇〇 りければ 草 じみに て 

はして 力 (リ)  夜  (る) 

き はして，. 4： 歸に けり たが ひに 心 ざし あさから ざり ければ よな  、ごとの 事 なれ ども m 人 もな 

斯樣情 少  たぐ ゐカ  S 

し か 様にな さけぶ 力き こと は すくなく こそ 出家の 後まで 志 あると く， Q にて あるよ し たしか 

(はり) 

にうけ 給 候 ひし 

(？)  ；5:^は2カ 叶 (ひ) 

1 としごろの 思 は た i のまく そかな ひ 候 ぬれ これ も 本尊の 御た すけに や いかにし 候て 

自ら 力 (す)  旌  所お 

か これ ことに かやう にみ つから 申と にて 候べき あらたへ がた ところから にや 

B 顷 自  (す) をリ  賴  (ひ) 

二 ひごろ もみ づ から 申べき おりく は 候 ひし かど 人の 御 心 もた のまれ. f  44： しかば 申さで 

過 「ひ) 今  隔  幾遼 の 波 力 をり 

こそ すきて 候し が いま はかくへ だてな き 事に て 候へば いそへの なみ Q おりよく 候 は 

時  秋  默 SJ 折 知^ 

ん とき は さ こそ 身に しむ あきの 風の けしき はおりし りが ほに こそ 
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(ふ.. >  おはし 力  (り) 

峰-. 一のお ほに 時々 かよ ひ 給いみ じき 滑 御け り 槐 門の 家 をいで- - 無爲の 道に 入 三お 凡經 をす て-' 

天臺 六十 局を翫 給ければ 烦悔卽 菩提の 觀鬥に 善悪 不二の を あら はし 生死 卽 .ぽ 紫の 同體諸 

M5  (ひ)  任  おはし  rQ 

法 皆 {4,: 義を さとり 給て ければ 御 心に まかせて 兒とを はしけり 常に 御 そば 近く ま S る 直 ありけ 

深  颠 

り 御 心 ざし ふかき 事た ぐ ひも まれな りけ り 御 房 人に 此 道に 心 を いれた る^ ありけ り いか^し 

S  殊更  忍 

てと おも ふ 心 ふかくて ことさら 此兒に とりいりて ありければ 直 もさる にこ そとお も ひけれ ども 

上 厳  洩 え  だ 力 

これ も かみきび しきに かく もれ 聞へ る は 身に も安穩 にあり がた かりければ 只.^ らぬ 様に て恃 

(り)  色 現  年顷  0  (く) 

ける に この 佾便 {且 ありけ るに 心の いろ を あら はして としごろ のこと を かたる をう ち より 

理  (え)  呼  • ) ' 

この 直 こと はりと 覺て 湯に おりたり ける に 此偕 をよ びて ともに あ ひけり ま-つ 〇〇 を W て 

佾 〇〇◦〇〇 りて やがて 〇〇〇〇〇 て 湯 舟 〇〇〇〇〇〇 て 前 ざま OCOOCOGC そけ り 

懷  宿直 

これの みに も あらす それより なつかし きものに おも ひて 御前ち かく 御との ゐ をせ させて 我 

ro)  任 

身 房 主 御 房と ねながら 〇 許 を 〇〇〇〇 して まかせけ り か、 るた めし も ありた き 事 也 

,  現  おぼえぬ 力  未 

一 これ はいかなる 事ぞゃ さらにう つ、 とも ほえぬ もの かな か i るいみ じき こと は いま 

强  怨  ， 

だ 身て とりて は おぼえ 候 はす この 日ごろの 御 心つ よさ こそい よ/ \ うらめしく へ あ 

はれ o〇 たくさんの ことかな 


江 

派 

考 
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日 (し)  身 科  思 召  (ひ) 

二 まことに ひごろ. か はされ しこと は みのと がと こそお ぼしめ しょらぬ ことにて 候し かば 

(す)  今 忘  嬉 

.& 事 も 候 はす いま はわ すれさせお はし まし 候 は ざらん 事 こそうれ しく 候 へ 

ぐう >1 --  (こ、 に、 主の 御 uss の 眠れる 圔ぁ リ。) 


(？) 

二 たまし ゐも あるに と りて こそ 人のお そろし き 事 も 候へ かくて 〇〇〇〇〇 きながら く 

死 

しなば や 法師ら は 

陉罵  驚  ふ 力 

一 あまりにけ しからす ののしらせお はしまして ひと おどろかさせ まいらせさせ 給いな 

恐  近 

返し も 物 おそろしく 候 ぞ ちかく 〇〇〇〇 へ 〇〇 かん 

法 勝 寺の 邊に 費 人 0  S と をし くし 給 ひける 直 ありけ り 武藝を このみて ひ (此處 二字 分闕 字) はか 

好  (リ)  容好 

かひの 邊翁勝 寺 はざまな どに 夜々 たちて 情 を このむ 宜 にて ぞ恃 ける ：：^めかたちこのもしら 

0  (？ ) 

かなりければ 児る 偕 は 心 を かよ はしけり その 中に 中間 法師の なまと しおとな しき ありけ り い 

こ ひ 力  知 

か すべきと 年來 わびけ り これ を 人し りなば 追 出に ぁづ からむ こと うたが ひ あるべ からす 


色 出  存  口外  出 

これ をい ろに S で すば 又 この 世にながら ふべき にあら ざり ければ くちより ほかへ は いだ さね ど 

し 力  知  け 力  人な 

も ：d レ きば 力り を しらせて けり この 直さし も 心た てく しけれ ども 比お 一 をば すて ざり ける や 

, 大/  ノ  春衰  見 無 慙  思 え 力  隙 

らむ 年お となし きものの やせお とろへ る をみ て むざんに もお ぼし けれ-. H ひま を は. A りて 

部屋 

この 法 e をへ やへ よびて 足 を あら はする やうに て 〇〇〇〇〇〇〇〇 たりければ この 法師 M 

餘  悲  覺えカ JtJi 

る も あまりに あさましく かなしく おぼして ぬれた る 手に て 〇〇〇〇〇 たるに すこしも 我 を 

思  拳 

〇〇 ともお ぽ さすげ なれば 〇◦〇〇〇〇〇〇 たりければ さわる もの もな く c〇〇〇 樣に てこぶ 

しの 〇〇 まで 〇〇 ぬ おも ひに た k す やがて 〇〇〇「：〇〇〇 この 宜し ざし ふかき もの をば いか 

拾 ，  例 - 

にも すてさり けり ほかの もの 御 房 人な ど をな さけ を かけ _\れ ば ありがたき ためしに ぞ.^ ける 

足  IS  13- 

1 あし をば あら はせ て いづく 〇〇〇〇〇 あらしれ がまし なにと する こと ぞ 

年  間 眼 暗  手が かけられ 力 

二 としのよ りて 候 あ ひだ めが くらく 候て 心の ひく かたに て か、 けられ 候ぞゃ なに か は 

苦，，  3 顷  知 

くるしく 候 はむ 御 あはれ み 候へ かし ひごろの 心のう ち を しらせお はし まし 候 はぬ やらん 

年若  少 思し 召  ゐ 

二 とし 月 はもし 御 心 もやす こしお ぼしめ したる とこ そ&ぃ ひま いらせて 候へ ども ゆく 水の、 


12 
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地恐ゐ  死 

ちして 候へば おそれ.^、 かくまい りか \ りて 候 これ はいかなる 事ぞ やしに 〇 ぬ 

足冼  和 法師 何  3 比 返 

二 まづ あし を あら はせ て わほうし はなに とする ぞ ひごろ、 も ふ 力く  ひける こそ 力へ す 

が へ す もい と をし けれ 

m  (？)  , 

北山なる ところに 一念 三千の 觀に心 を そめ 五 想 外 身の 理 とする 僭お はしき ことのなら ひなれ 

志淺  (ひ)  ばへ  遊戲 

ば こころざし あさからぬ 直をぞ もち 給たり ける 心ば ひ なだらか にて はかなき あそびた わ ぶれ 

にいた るまで も 座 を さまさ や 侍ければ 御 同宿な どもう けお も ひて ぞ ありけ る 貴人の 御愛宜 を 

か 力  (ん や， } 惡  (二字 不明) 

人手 をのくべき にも あらす 况御氣 色 あしき 事に て よに はしたな きこと も ありけ るより ロ匚 は 

外  立 寄  年 未 若  ..ー  . , 、思、 

かば かしく よそながら もた ちょる 御門 もな し としい まだ わから かなりけ る 僧 この 直 をお も ひ 

をリ求  案 

かけて けり さるべき おり/ \ を もとめて ほのめか さむと 心中に は あんじたり けれども 便 

塗 籠  常卧  先  (リ )？^ 

宜 もなかり ければ この 直の すむ 所の ぬり ごめ のうちに つね はふし ければ 僧 さきに はい 入て かく 

何  入  怪  人氣色  ゆ 

れゐたり ける に、 宣 なに 心 もな くいり ける に あやしき さまなる ひとの けしきし ければ なげき 

佗  可 笑  體  塗籠垂 を かなぐら ひいで、 

わびたり ける に やとお かしく おぼえて ぬて いに もてなして ぬり ごめ の たれ 布より なら 『維？ f: いで 

力  ■  物 添 臥 

i おさなき 冠者の あると ものがたりし 文な どよ みて そ ひぶして 〇〇〇〇〇〇 つくに はたら 


かざりければ やがて 〇〇 を ひき 〇〇 て 〇〇〇 つるに なをし も. i 、で V- ろき たる きそ くもなし も 

な ほ 語 

とよりの 達者に て ありければ いとわ づら ひなく 〇◦〇〇〇〇 りに けり この i なを 物が たり を 

體  塗 籠 切 板 

して さりげな きて い にぞ もてなし ける ぬり ごめ にきり いた をして 常 はかよ はせ けり 

しばし 御 渡 候へ かし けしから すの 御い そぎ や 


まこと.. -- 


あやしき こと も かな ひとり を 御と， >- め あると はねた や 


J ザ 

心なし いざや かへ らん 


今 

いま #〇〇〇〇〇〇〇 


唯暫  弄  後  1^ 

二 いやた^ しばし かくても てあそびて のちに 〇〇 かへ して 〇〇o かんに 
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この 人々 のみる らん わざ/ \ し さは 

みると てはい か 1^ すべき 〇〇〇 や おそ- 

(ど)  悉 

1 これ ま. o〇〇〇 物 〇〇〇〇〇〇 ら では 候べき 口の ひま あらば こそ く はしう は. S. 候 はめ 


あら びんな や  (こ ゝに稚 兒の菌 あり。) 

いかなる 事候ぞ 


些 苦 

1 あらうま や ちとに がく 候 


些 鹽 は ゆく 力 

二 これ もよ く院 へど もち としは、 ゆく 候ぞゃ 


生  0  0  二字^ 

フ まれて このかた 〇〇〇 たる 事 は いまだ 候 は. f よきく せとお ぼえ 候 あはれ 御 口よ さ 


き 

れ てこの かた 〇〇〇 たる 事 はい まだ 候 はす よきく せとお ぼえ 候 あはれ 御 口， - 

しか 1^1 


騒  如何 

一 あらしら. しゃ さわがし や いかなる 御 事候ぞ 


補 
遺 
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元 亨 元 六十 八 害 寫 訖 

伏字 甚だ 多かった こと は 誠に 遣憾 であるが、 然し 大體に 於て その 輪廓 を 察知せられ たこと と 思 ふ。 

私の 命じて 『原始的』 とい ふ稱 呼に 殆ど 近い ものが あり はしな からう かつ 殊に 編 中 挿め る 二三の 繪を 

るに、 こも 頗る 古雅なる 筆致で ある。 しかも 文と 同様、 寫實 的なる 所 も 混へ 居れば， 以て 後世の 斯 

道小說 類の 魁たり と 目すべき に 足る ものな らん か。 如何。 (大正 十二 年、 九月、 十月) 

『原始的な 稚兒 物』 補 遣 

前 稿、 「原始的な 稚兒 物」 の解疆 中に、 新 百家說 林の 蜀 山人の 說を 引いて、 男色 物 を列攀 した 中に 、「岩つ V 

じ」 の 一 篇を うつか リノ ベ ル の やうな 形に 說 いてお いた。 其 後、 讀者 たる 某氏から も 指摘され て氣 がつ いた 

i..J であるが、 成程、 國書 刊行 會 本の、 蜀 山人 編の 隨 集 「三十 幅」 の 中に、 その 「岩つ、 じ」 の 全篇が 登 

載され て ゐた。 堅い 物ば かりの 隨筆 集の 「三十 幅」 も 始めて 間に合 ふ 光榮を 得た ものである。 「一 1: 十 幅」 の J!^ 

1 に 岩つ 、じ はあった。 三十 幅の 此の 刊本を 手に した 時 は、 极が季 吟の物 ゆ ゑ、 その ま、 深く 兑 もしな か つ 

たので ある。 臺下 暗し と はか、 る 類で あらう 0 「三十 幅」 第 一 の 岩つ、 じで 見る と、 丁度 菊 版 二十 頁ば かリ 


の a である 。成程、 ノベルで はなく、 勃 撰 集 其 他から、 男色に 關 した 短馱を 集めた ものである。 上下の ニ卷 

に 分れて ゐて、 別に 補 遣が 付いて ゐ る。 古今 和 欧集第 十 ー戀 一の 「思 ひ 出る とき はの 山の 岩つ \ じい はねば 

こそ あれ 戀 しきもの を」 の 歌が はじめに 載って ゐ る。 この 歌から、 岩つ、 じの 名が 起った ので ある。 馱の作 

者 は 給 ど 僧徒で、 それ s$ 外 公卿で は ホンの 二三 を數 へ る の みで ある。 以て 此 の變態 道が いかに 僧徒に 2 習せ 

られ たか 分明で あらう。 選した 歌集 は、 古今、 拾遗、 後 拾 遣、 金 葉、 詞花、 千載、 新 古今、 緩詞 花、 拾 玉 

集な どで、 馱集 以外で は、 大和 物 £i、 松 帆 物語。 棉遗 は、 諸 記、 諸隨 筆からの 拔萃で 寧ろ 補 fia の 方に 面白い 

ものが 多々 ある。 大 內義隆 記、 源 贤法股 集、 井 i, 眼目、 眞光院 紀行、 宗祇筑 紫 紀行、 坂士佛 5, 勢太祌 宫參詣 

記、 著閉 集、 宗長 日記、 萬葉笫 11 の 家 持の 久須麻 呂 に 贈った^ などで ある。 歌としては、4<抵平凡^:-懋：ぉで、 

勿論 小生の 發 表した 「稚兒 の 幕 紙」 の やうな 實感の 猛烈な、 內容 の豐醇 な もの は 一 つもない 。僭 徒の 間に、 

此の fi 態 道が 盛 行した、 とい ふ 例證に はなる が、 それ 以上 心理の 考察に は 無論 駄 H であるし、 變態性 悠文學 

の 古典と して は 薄つ ベ らな もの だ。 今 左に、 その 叙 だけ を拔 載して おかう。 まだ 此の 叙の 方が 比較的 面 い 

と 思 ふ 0  ( 大正 十二 年 十 1 月 記) 

「うまし おとめ を よろこぶ は、 女祌男 神の 祌 代より、 人の 心の まさにし かるべき こと はりなる を、 うまし 

男 をし も 女なら でさる すける 物お も ひの 花に 醉る は、 あやしく ことなる に 似た る わざながら、 その 妹, fi" の 

山は佛 のい ましめ させ 給へ る 所 なれば、 さすがに 岩 木に しあらぬ 心の やる かたに て、 法の； i の わけ 入リ初 

めし 道なる を、 つくば ねの 峰の したに 流れ 落ちて は、 みなの 川の 湖と なれる ことの ごとく、 末の世に はか 

、、ゝ 、；-、、、、、、、、、、、  、、、、、、、 

へりて 女 男の 情よ リも猶 そこ ひなき ことと なりて、 上達部う へ 人な ど はさら にもい はず、 たけき もののふ 


の 心 を もな やまし、 爪 木 を こる- E 賤も、 なほ 此の 若木の 陰に 立ち よらず とい ふこと なく ぞなリ にけ リ。 し 

かれ ど是を やまとうた によみ 出た る こと は、 さまで 多から ず。 まづ 古今 和欧 雄の なかには、 高 大師の 御 

弟子 眞稚 僧都のと き はの 山の ひと 駄 ぁリ。 これ やかの 色好み の 家の 風 をった へ、 花 薄の ほに 願れ て、 まめ 

なる 人に も かた リ傳 ふること と 成け らし。 其 外に も 代々 の 撰 集に のせられし 言の葉、 拾逍 集よ リ新 古今 ま 

では ゎづ かにち リ まじ リ にたれ ど、 そのの ち 十三 代 集の 中には、 つやく 見出る ふし も 侍らず、 もしゃ あ 

り もや 侍リ けん、 伊勢、 源氏の 物語、 狭 衣、 枕 草紙な どに も、 さま，.？ \戀 草の 色 をつ く.， -て 書き つらねた 

れど猶 こ の  一 くさ はもら した リき 0 かくまれ なる 物 はわ リ なく 見 まほし き 人の 心の くせ なれば にや、 ある 

人 此のく さぐ の ふ る-言 の 葉 を 見出 てよ とし， Q て のぞまる、 に、 こよ ひ 延寶 四と せ 八月 十六夜 つ れ， f と 

ふリ くらし、 雨に むかひて むなしく 月 を 戀るも あやなければ、 ひとり 燈を か、 げて、 かつ 古今 窠ょリ はじ 

め、 爽 島の 道の 草双紙、 また 歌なら ぬ緣 物が たりの 中な ど にても、 やさしく 拾 てがたき こと あれば、 見る 

にした が ひて 書 あつ めつ V、 岩つ、 じと なん 名づ くめり 0 近き 世が た リには いとけ やけく 目 おどろかる、 

こと 多 かれ ど、 これに はの せず、 此顷の 事 は 人 も 耳 なれて 珍ら かならず、 かつ は 世に は 1- かるべき こと も 

おの づ から ある 也ければ なリ。 北 村 季吟書 之」 


「原始： S な 

稚兒 物」 の 

正體 


『原始的な 稚兒 物』 の正體 

「原始的な 稚兒 物」 の 正 體が確 K に 分った から 御 報告 をす る。 あの 篇 執筆 當時 も、 何處かに原本がぁリさ•^^ 

に は 思った が、 果して》 あった。 それが 話に 聞いて ゐた 京都 酸 翻 三繁院 の 男色 檢卷 だった。 先に i^si; を 云 


18 


考雜 ifi 秋 戸 |'£ 


ひ 越された の は、 大阪市 住の 室 賀萬之 助 氏であった。 

(前略) 「原始的な 稚兒 物」 は 醍^ 寺の ものと は 別 ものに 候 か 、勿論 小生 は醒醐 寺の もの も 存じ をらず 候 (十 

一 月 十 一 日) 

右の やうな 疑問であった。 第二 回 は、 名古屋 市立 1IW 館長の 阪 谷俊郎 氏からで あった。 

「貴誌 第 十二 册御揭 載の 元 1- 予 元年 爲本 「稚兒 の 草紙」 は 旣に御 承知 かと 存じ 候へ ども に 京都 麻^, 一一- 寶院 

蔵の 俗に 「男色 输卷」 と稱 する 椅卷 物の！； ：！ 書に して、 原本に はもう 一 段 有 之 候 0 該綺 卷は傳 羽 僧正 筆 (勿 

論 信ずる に 足らず) 圖樣 は甚亂 暴なる もの に 候へ ども 時代 は奧 書と 同時代ら しく 筆力 雄勁 頗る 優れたる も 

のにて、 本 關戶 家藏の 「病の 草子」 同樣 珍ます るに 足る ものに 御座 候 or 稚兒の 草紙」 と は 後世 其卷 物の 

題簽に 書記せ る ものに て、 或は 原 名の 憚 多き 處ょリ 便宣上 命名せ る もの かと 存じ 候 0 以上 0  (十一月 二十 

1 日) 

此の 手紙に 接して、 私 は、 もう 一段 有 之 候 一 K 々と 指示され た その 不足 一段の 謄寫を 侬賴に 及んだ 所、 丁寧 

なる 書 狀を添 へ て 不足 分と 稱 する 段の 寫も 頂いた 0 とそれ はすで に 小生が 小 誌の 第 十三 册 前半に 繼 給して 揭 

載した 物であった。 阪谷氏 は、 小 誌の 第 十二 册 だけ を御覽 になって、 この 不足 云々 の 言葉が 生れた のて あつ 

た 0 で、 とにかく 小生の 發 表の 分で あの 詞書は 完結して ゐ るので ある。 

阪谷氏 は、 綺卷 原本 を 見られた 事が あると 見えて、 手紙に 左の 如くあった。 

「(前略) 實は 小生 或る 機會に 彼の 綺卷物 を 一 見 致し 其 後 知人の 筆記せ る 詞書を 借用して 謄寫 致し 51^ ける 迄 

の 事に て 別に 古き 寫本 等に て は 無 之 候 (中略) 其 次の 對話は 第五 段の 文，， ？ とは關 係な き 数個の 圜 面に 書 人れ 


物 お 稚 な 的 始 原 


TP' 


醋胡 男色. IB 


たる ものに 有 之：^。  上。」 (十二月 二 rn) 

越えて 十二月 七日、 今度 は、 內田 1® 庵 氏から 左の 書状が 來た。 

「每號 おもしろく 拜 見 o( 中略) なほ 此稚兒 物 は 酷醐の 男色 綺卷と 同じで はな い のです か。 ァレ にも タシカ 元 

亭の奧 書きが あった やうに 記惊 します が。 (尤も 此奧 書き は 後人 の 記入で あらう と いふ 說も あ" ますが。) 

(下略) 十二月 五日」 

丁度 其の であった。 ふと 氣 がつ いて、 黑川 眞賴氏 編の r 考古 賓譜」 を 調べて みた C もっと 早く、 あの 篇 

執筆 當 時に、 當を 付けて 調べたら、 もっと 早く 分って ゐ たに、 此の 時分に なって、 念の 爲、 考古晝 譜の中 

の 男色 榕卷を 探した C 其の 下卷に 容易に 見つかった 0 さう して 最も 簡明に、 あの 「稚兒 の 草祇」 の 正- 體が 分つ 

た。 ゃはリ 男色 辭卷 だった。 丁度 それへ 管 庵 氏の 「あれに も 元 亨の奧 書きが あった やうに」 云々 が 呼 鹿した C 

考古 賓譜の 1, 男色 終- 卷」 の 全文 は 左の 如しで ある。 

「酸嗍 男？ J 椅」 ー卷 

橘窓自 語 一 K、 鳥 羽 僧正 戲畫、 一 K々o 或 人の 物語に、 酸 胡 山某院 に、 男色の 卷 有りと 云 ヘリ 0 實否を しらず 0 

貧 維 曰、 理性 院 にあ リ、 未 レ見ニ 其 物 1 或 云 一一 ー寶院 にあ リと。 

〔浦〕 四 郞 m、 鳥 羽 僧正の 筆と いへ る、 大に疑 ふべ し。 奧 書に、 元亨元 六十 八 書 寫訖、 と あれば なり 0 又 

箱 一教 書に 云、 此卷久 蔵、 在 二 本 寺 庫 中 1 濕氣 侵レ之 故、 原 装 接 二 縫 之 1 處斷 裂、 不レ 便， 一：^ 觐； 而 中間 已闕、 

今不， 知 11 其 所在； 余爲命 レエ 理， 之、 而不 II 敢有 加焉、 懼に 失- 1  也、 畫與, 一詞 書 1 歷年已 五 uif 所、 今 

理レ 之更可 U 百年； 明^ 二十 有 五 年 五月、 永年 居士、 山 田 純識」  . 
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これで、 あの 「稚兒 乃 草紙」 が、 醍嫻 一一 i 院 (考 古賓譜 では、 理性 院三寳 院ー： 說を 載せて ゐ るが、 阪谷 氏の 

資見說 に 某： き、 n:K 院 とする) 所在の 傳鳥羽 僧正 筆の 「男色 檢卷 J の詞 書た る こと は 疑 ふべ くもない 。最初 

から 考古齊 譜を 調べて か、 れば、 難はなかった ので ある 0 疎 忽の罪 を 謝す。 尙、 元亨元 六十 八と は、 元年 六 

月 十八 B の 意で ある こと、 村 田 鈴 域 氏 御数 示の 通りで ある。 —— 大正 十三 年 二月 I 


物 兒稚な 的 始原 
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「好色む らく 坊ま 作者 祧隣 


好色な 靑 

心と その 還 

俗譚 


家藏の 物に、 此元 祿 板 「むらく 坊」 が ある。 半紙 判 全 十三 丁。 卷 末に、 元 祿 八 年亥ノ 正； C. 吉日 長 谷 

川 町 近 江屋九 郞兵衞 板と ある。 作者 名 は 不明で ある。 表紙 は 原本 常 i- の 物で はなから う。 外題 もな 

い。 墨で、 春の ひと 夜 全と 記し、 右 肩に、 元 綠 むらく 坊と 手書され て ある。 然るに 本文の 各 柱に は 

下に 丁附 と共に 上に むらく 五と 全 十三 丁に 亘 つて 刷られて ある。 內容 は. むらく 坊と いふ 好色な 靑道 

心と その 還俗 譚 である。 從 つて 此の W 子、 むらく 坊と いふ 外題 は 恐らく 外れぬ 所で あらう。 春の ひと 

あて 

夜 全と いふの は， 宛に ならない。 元 所有者の い たづら に 過ぎな からう。 

先づ板 元の 近江屋 九兵衞 は、 井上 和 雄 氏 編の 「書賈 集覽」 を 調べる と、 ァの 部に、 

近江屋 九兵衞 江戸 長 谷川 町 


元 祿 — 享 保 

一 に 橫山町 二 丁目 


好色む らく 坊 (元 祿八) 好色 俗 紫 (同 十一) 

と ある。 すれば 近江屋 九 郞兵衞 から は， 此 C 好色む らく 坊の 他に、 元祿十 一 年に 好色 俗 紫 等が 出版 

されて ゐる" 營業期 は- 元祿 から 享 保への 約 四十 八 年間 (；元 祿 元から 享保 二十まで) 以內 である。 これ 


隣:' I ^ 作と 「坊く らむ 好」  23 


種彥の 批評 


で 本屋の 輪廊 は大體 分った ものの、 まだ 好色む らく 坊の 作者が 不明で ある。 

今、 私の 手許に あるむ らく 坊は、 むらく 五と ある 所から 推す と， 第五 冊 目に 遠 ひない. - むらく 坊の 

坊主になる 以前の^ 話が、 前 四 冊に 費され てゐ るら しい。 此の 手許に あるの が、 最終の 編で ある こと 

は、 版元と 年月 も ぁリ、 また、 「めでた けれ」 で 文 を 終って ゐる 所から いうても それに 違 ひない。 作者 

は？ 51- して 五 冊 物 か？ と、 今度 は： n 本小說 年表 を 繰った。 年表に はたう とう 無かった。 念の 爲と、 柳 

亭種彥 の 好色本 目錄を 繰った。 これに はあった。 該目 錄の最 尾に、 . 

好色 優 天狗  半紙 形 五 冊 

江戸 作 長 谷川 町 近 江屋九 兵衞根  . 

序に 桃の 林 紫 石、 印に 蝶广， Co 

柳亭も 近ギ見 たリ、 更に 興な き 書 振りな リ 0 

^ 知らず  元 祿八年 印本 

柱 にむ、 しくと ぁリ 0 夢樂坊 とい ふ 者の 事 をつ くる 0 

作者、 板 元、 「やさ 天狗」 と 同じ 0 面. H からず 0 

これで 2- ると、 種 逢 は、 嘗て 此 むらくも やさ 天狗 も通讀 した ものら しい。 1 は 興な き 書 振りと 5^ さ 

れ、 一 は面白からすと露竹に出られてゐる。 末期の大作^<?種彥の手にか " っては、 かう いふ 評 を 受け 


24 


者 雜派軟 戸 a: 


祧林紫 石の 

同 著 


るの も 尤も だ。 その 實私 もこの むらく 五 を 讀んで 面白から すと m やりた。 しかし 面白い 面白くな いは， 

時代 を 絡した 正直な 我々 の 作品に 對 する 判定、 好尙 である" 一歩退いて 江戶. 說 草創 紐に 於け る江戶 

出版と して 此のむ らく を考 へて やるならば、 幾分 かそ こに 愛憐と 鑑賞の 懐が 湧く。 種 の 才筆 も かう 

したむ らく 坊 作者 如きの 先輩の 努力 (或は 半分 以上 醉興 にしろ) あって. 始めて 生れた の だ。 . ！ 話が 

傍へ 外れた が、 別に 浮世草子 目錄 (大 久保葩 雪) を 見る と、 年次 不明の 中に、 好色 優 天狗， 五、 桃 隣 紫 

石と ある。 (隣 は 林の 誤 か) 種 彥の方 は、 序文の記^^に止めてゐるのを、 これに は 作者に して ゐる" 無 

論 或る 場合、 序文の 署名 ii, 作者で あるから、 此の 類推 も問逮 ひで はなから う。 すれば、 むらく 坊の作 

者 も 桃 林 紫 石で ある。 册數も 優 天狗と 同じく 全 五 冊で あり， {^ 藏の もの は、 その 五 冊 目で 無論 あらう。 

浮世草子 目錄、 好色本 目錄、 日本 小說 年表 等に 一旦って、 此の 桃 林 紫 石の 同 著 を^して みた。 中、 ら 

しい もの を 發兄 した。 卽、 好色 酒 さ 童子 五 (元 祿十年 序。 桃 林 堂、 印蝶 麿。 後に 好色 榮花 女と 改§- と)。 好 

色^ 虚無 僭 (桃の 林、 印 蝶き。 好色 連理 松 隣 堂。 小說 年表に 此本俳 隣 堂と ぁリ。 誤植 か) (以上、 好色本 a« 

錄 )o 好色 大福帳 五 (挑の はやし。 元祿十 板。 鳥居 庄兵衞 〔淸 信〕 畫。 但し 年表に は、 七 册唯樂 軒と 云。) (以上 、浮 

世 草紙 目錄) 好色 1 もとす- -き (小 本 五册。 桃の 林。 菱川師 iss 畫) (I>^G京紅に所載。) で、 むらく 坊， 優 

fK 狗 とも、 先づ 五六 種 は 確かで あらう。 

家藏 のむ らく 坊は、 第一、 草枕う つ、 の 小町。 第二  * 妹 背の 千 人 限と 二 章に 分れて ゐる。 此の 體裁 


の 第む 

梗 一ら 
m  、  く 

第 五 
二 の 


lafi* 者 作と 「坊く らむ色 奸」  2o 


から 推せば- 一冊に 二 章 づ、、 全 ff- 冊で + 章の 見出しが あらう。 無論 話 は 連絡して く 普。 i! 我藏 むら 

く坊： A の 第 一 , 第一 一の 梗概 を 左に 略述して みょう。 

夕 ぐれの 月に いざな われて。 宿 を 立 出れば。 いづく もお なじ 秋 は あれ ど。 みやこと て 町 はさび しか 

らす。 若し ゆの す さむつ み。 よめのう つきぬた も。 森 はやし をへ だて-. -か よふ をと こそ。 ひとし 

ほき、 ところ あれと。 わび も Q ャきに ゆきさき さだめす。 あちらこちらと 行 ま、 に 市 原野に いたり 

て。 花す、 きの 風に まねけば。 さきのこる きき やうの 

うなつ くもお かし。 むらく 坊 もしば し 立 やすらい。 げ 

にやむ かし 小の-」 小 まち。  (原文の ま、〕 

これが 第一 丁目 表の 全文で ある。 それから むらく 坊は 

小町と 業 平との 廿-: n の 情事 を 追 f,』 する。 「かれこれ ふる ご 

、こ を 田 心 ひ 出す にも， なほ あはれ に 袖 をうる ほし. 0 なる 

草の 上に しばし 休ら ひ： ける に、 風 さわく として 物 isj^ 

く 簿の亂 れし屮 より 齢 三十 斗り の 女郎の、 素 額に 眉 細く、 梳き 流した る黑髮 のこ ぼれ か、 りたる さま、 

いとけ だかく」. 云々 の 姬が現 はれる。 これが 實は、 小町の 幽 震で， 故ぁって羅切したむらくに情^^^を 

强 ふる。 丁度 常 盤津の 「將 門」 の やうな 极り があって、 光^なら ぬむ らく 坊は * 難なく 征服 せられる。 


「むらく せ」 卷五 の卷？ S 


^-^^l^,buT.l^-  —V ^町、，..、 31 

さ？/ 盖？ 小？. 
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結句 これが 機緣 となって- むらく 坊は W び 人間 普通の 體 になった。 

「  われ も 成佛の 身と なれり。 御身 此の 後え にし 深き 女に あ ふて、 再び 富貴の 身と 成べ し。 い そ 

ぎ 元 俗した まへ。 われ 永き 形見に 小 野と 云 名字 を 譲り まねら せん。 さる にても 残り 多 や。 (中 叫) あ 

かっき 風 そよ/ \ と、 確に 蟲の聲 のみ 殘 りて、 夜 は ほの，. t\ となりけ る。」 

で 第 1 は 終って ゐる。 

第二の 妹 肯の千 人 限 は-小 野淸 五郎と 還俗した むらく 坊の、 漁色の 烈しい に 始まる。 祌 無月の 初めよ 

り 末の 冬 迄に 九 百 九十 九 人。 此內娘五^0人。 後家 三；.：： 八十 人。 遊女 三十 人。 尼 二十 人。 男 もちた る 女 

七十 九 人。 今一 人と なった 。「ある 日. 雪 ふりて いと 寒く， 町並の 軒 も 白妙なる に 八！ の ほとり を さま 

よ ひ、 かしこの 茶屋に あし をと め * 休ら ひゐ たる 所に、 年 比 二十 あまりの 女、 背た かくし、 つき (ゆ ^ 

が、 徘無 のうへ に 無 紋の黑 小袖、 さらしの 上 羽織して (略) 裾 を からげ * びら うど 緒の 塗 下駄に. 紫 

竹の 紬杖 をつ きて * いやしからぬ 下女 三人 つれて 通りけ るが」 同じく 此の 茶屋に 休ら ひ、 やがて 淸五 

郞を 下女して 呼び入れる。 色々 あって、 

「わら はは、 嵯峨の ほとりの ものに て 候が、 ち、 は \ 亡くなりて 後、 父の 養 ひ 置きし 文屋 安之 丞と 

云へ る をつ まとな し、 半年に 足らす して 安之 丞^ を さり 候より、 獨り ねに 三と せ を 直ね 心に 叶 ひた 

る 夫 あらば：：」 と、 女、 自ら 素性 を 語る。 


ft 挿一 第の 五卷 「坊く ら む」 
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淸五郞 もまた 宿 生の 緣が あるの か、 それに 

不思議な こと は， 相手が 前の 夜市 原野で 媾ぅ 

た 小町の 顔に そっくり である。 たうとう 態 動 

を 通 はすこと となる。 

「內儀 云 ふよう、 これより すぐに わが 宿 へ 御 

供. &し、 ことぶき まゐ らせん。 いか^との 

たま ふに、 淸五郞 ともかくもと、 あるじの 

女に 褒美 をお くり、 夫婦 もろとも 駕に のり 

つれ、 さがの 宿りへ ぞ歸 りけ る。 かくて 富 

貴 日々 にさ かえ、 あまたの 男女に 敬 はれて、 

よるひる 分かぬ  千秋 樂には  せ：： 

ざいら くに は  相 生の 中 こそ めでたけ 

れ。」 

で完 つて ゐる。 第 I、 第二、 交會の $™ 寫は 

よみ わ 

宛然 謹 和で ある。 しかし 文が 幾分 古雅で ある 


作者の 身元 


から 江 戶末别 の 物の 如くで はな. so 揷繪が 三？ 架 ある。 巿^ 野。 茶屋の 出逢 ひ。 蝶 峨へ伴 はれて 行く 所。 

すべて 菱 川風で ある。 但し 師宣 では 恐らくな からう。 (師宣 は 元據七 年歿) その 屮. 茶屋の 输 が稍ェ n チ 

ック である。 文 體と描 寫>  凡て 西 鶴の 浮世 草紙 本の 比で なく、 純 好色本の 部に 入れて 然るべき もので 

ある。 江戶 出版で あるに も拘ら す、 全然 京， ど 材料に した こと も、 すべき ことで あらう。 (作者、 桃 林 

紫 石に 就いては、 一 臆說が ある。 好色本 目錄 中、 好色 酒 直 子の 註に 「江戶 Q 俳諧師に て， 伊勢の 產 

に は 非す や」 とい ふ 種 彥の言 だ。 確 否 は、 何とも 云へ ない。) 11 大正 十一 年 十月 —— 


好色 赤 烏 W 

子 


or 好色む らく 坊」 に 就て 

「好色む らく 坊」 考證に 就て 、大阪 だるま や 主人から 左の 來簡に 接した C  (大正  一 I、 一 一) 

「貴 說 むらく 坊の 本外题 は、 「好色 赤 烏 W 子」 である。 自著 「籠 底 書 解題」 七の 卷ょ リ拔 記して 机下に 呈す C 

好色 未 烏 « 子 五册 元祿八 年 

序文に 桃の 林と ある 0 何人の 戲 なる 哉。 類本 數著を 見る C 畫者は 署名な きも .al 居淸 信な らん。 

江戶に 夢藥坊 とい へる 生 痛 器 不備 僧 あり C 色道 修行 を 思 ひ 立、 業 平祌へ 立賴す 0 三七日の 滿顿の 夢枕に 前世 

業因に ょリ、 世に て 願意 叶 はず、 神 も 其 志 を 憐れみ、 せめて 諸人の 情事 を H 睹し心 を 慰めよ とて、 隱れ装 

同 樣の隱 仰 自在の 赤 烏 精子 を 賜 はリ、 江戶を 出立して、 東 泡逍の «s ケ所々 ^窓に 入リ み 諸人の 幾多の 惜事 

を 見て 京都に 入る 0  ( 一 よ リ四迄 梗槪) 
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〇 


「むらく」 首 

卷の發 見 


挑 林 堂の 序 


前 稿の 補 遣と 名づ くべき ものである。 天下 は廣 い、 かうな ると 珍本 も 左程 珍本ら しくなくなる。 最近 自分 

は その 首卷を 見る 槻會を 得た からで ある。 此の 首卷、 小 誌愛讀 家の 一 藤 倉 浩吉氏 (茨 域 縣下妻 町) の 好意に 依 

る 0 氏の 手紙 I— 首卷 を所藏 される 由の 11 に 接した のは大 (刀 以前で ある。 最近 自分 は 急に 此の 泣、 に 


自家 寫 本の 耍を思 ひ 立って、 贷覺を 依賴に 及んだ。 さう して 速 かに その 好意に 與 つたので ある。 に 依って 一 

層 この 「好色む らく 坊」 の 輪 齢 を 明らかにし 得た ので ある。 此の 欣びを 我人 共に 頃ちたい と、 急に 此の 執筆 

となった 次第で ある。  • 

贷 與に與 かった 首卷 も、 自分 所蔵の 第五と 同じく、 表紙 外題 は 不明で ある C この 首 卷の分 は、 元 表紙が つ 

いて は& るが、 それが 表面が 殆ど 剝 がれて しまって ゐて、 唯 緩目の 所に、 く すんだ 靑の 色を殘 して ゐる のみ 

である。 靑 表紙と の 類推 は 付く が、 外 ® 等 は 不明で ある。 初めに、 序が (序と 銘記 はされ てゐ ない) 一 丁 ある。 

9 よぼう  から は 9 てん ほ つり  十-き  くつ げん  かう たん やす たっさ  <  た.； 2< こ L  ゆた や， ぢ ，3 十，^. せ."； ご- 

呂^が。 鉤の點 暴 釣に。 盧魚を まふけ。 屈 原が。 江潭に 扠を携 て。 海葳 ねら ふ 賢 意地。 5： 上戶 


Jtr かた わ  いしに  すし を もし  もちい  まる や はな-か  けいらん 

とやい わむ。 唯 堅く 和な き は。 石に 似て。 しかも^の 膨石 にも 用 かたし。 丸く柔 なる を。 鶴 ゆの 

くに ふう あきらめ み いろ ぜぅご .^1 らくち  わらい  ，  >  】 ^^- ^^-  >  >  , し X？ 

國 風と 審 C 身 は 色 上戸の 辛口い ふ も。 笑 上戶の そしり を か へりみ す。 風の 朝に 紅葉 を あつめ。 0 

* ふべ かんなべ あ ふ u- ならし +i いほ リせ *1- く い  ひと W- ひ そう  しう し  かた  あか あ-. - ふ 

の 夕 間 鍋を焙 て。 柄柴の if  々と £5 たるに。 一 人の 美僭來 りて。 十二の 色 を 語る。 是 心の を 洗 

と かう と. -むる  しの. "め  /、- つたお ちゃぼ *  二 ぽ う， 01 ん  とうてん かう 

たねと。 免毫 に留內 に。 東雲 風に 額墮。 矮 鶴の 聲。 茅檐の 下に 東天 光 

(本ノ マ ゝ)  ！ 


林 


堂 


降!^ 者 作と 「坊く らむ ti 好」 
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上が  一 丁の 表裏、 全 十三 行 全幅に ある。 (最後の 蝶 麿の 印 は、 文字 白 ヌキ) に、 左の n 錄， い  一 丁 表裘に 一旦 

つて ある 0 

目  錄 

9 しゃう ぁリ はら  てム じ，？ 

第 1 利 生 有 原の 天神 

いん ぎよ 

第 二 わけある らく 隱居 

めれ き み  あま や こ 

第 三 濡て氣 味よ き 雨 宿 

ひん もく じ 

第 四 色 は 人 しらぬ 賓樂寺 

は さか  もちあい  さかな  # 

第 五 裸 酒 もり 持 合の 看 

第 六 鈴虫 は 後家 の 中立 

をん  *50 とこ  • 

第 七 恩 は あだし 密夫 

しま はら  よし なさけ 

笫 八 嶋 原の 花吉 野が 情 

をる と リベ はな 

第 九 ちらぬ まに 折 鳥 の 花  ■ 

第 十 しぐれの くされ 緣 

くさまくら  ， 

第 十一 草枕う つ \ の 小町 

第 十二 妹 背の 千 人き り 
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とあって、 第三 丁 n ょリ 第一 利 生 有 原の 天神、 第二 わけある らく 隱 iE、 第一 一一 濡て氣 味よ き 雨 宿の 三篇 

がケ めら れてゐ る。 は各篇 ヒラキ  一丁 づゝ、 計 三鬪。 なる 程、 師宣か 鳥居 淸信 かとい ふ 所で ある 0 が S ら 

く 鳥 is 庄兵銜 (淸 信) であらう。 (W じく $e の 林の 作た る 大福帳 〔元 祿十年 板〕 が、 鳥居 庄 兵銜赘 たる こと は、 

浮世 革 紙目錄 にも、 夙に 明記され てゐ る。) さて この 目錄 は、 全 五卷の R 錄 である。 各卷 にい かに 之 を 分った 

か 0 明瞭で あるの は、 竹卷と 第五 卷 (自分 所 藏) のみで ある。 卽ち 1 ょリ 三まで は 第一^。 第 十 一 と 第 十二と 

は 前稿旣 載の 如く 第五 卷 所収 8 項で ある。 卽ち第 ST ょリ第 十までの 各篇 が、 第二、 第三、 第 四の 三卷に 分け . 

られ てゐる ことになる 0 

以下 * 「むらく 坊」 首卷の 本文で ある。 

第一、 利 生 有 原 天神 

〔迚も 全篇 lg 介 は、 逍憾 ながら 好色本の 性質 上 不可能で ある 事を認 せられた い。 两 鶴 本 以上に 稷雜 なる 描寫が 

1 篇の 山と なリ 居る からで ある。〕 

はじめの 全文 を、 或る 程度まで 引いて みる。 

『およそ 二 はしらの 御祌、 むまし くの □□ の □□□ したに りて、 山 有 里 あり。 男 有，： 久 あれば にや * 

いろの たね i ^々に ひろ ごり， 卷 のこて うの 花の 上に やりくりし. 秋の 鹿の、 W にき、 ほれて まよ ふ。 

あり 

こ- -に むさし のかた はら、 あさ ぢが 原の ほとりに， いまだ 三十に たらぬ 捨人 有。 もとは あ 力し やの ゾ 


S2 


者 雜派 軟；^ 江 


とて、 美男の ほまれ ひろく、 いみ じき 十 間口の 家持ちて， おや ぢの ゅづ りが ね、 三 くら くら， $1 好 

色の そめ 代に して" あまつ さへ 惡瘡を ひきうけ、 後悔な き 床に 療治 をつ くしけ るが、 終に □□□ もと 

よりおち て、 .^"ら./\ いのちづなから へ けり。 しかれ ども かの ひと 本の 作藏 にわかれ て は， 世の まじ 

はり ゑき なし、 これ を卽菩 堤と 無理 發 起して、 落髮の 身と 成、 むらく 坊と 名つ き. あさ ぢが 原に 庵 を 

結び、 明 くれば 敲き 証に さんさ 節 を まじ へて、 その 年 も 秋の 初な りし 折から. 隅 口川に 行きち がふ ゆ さ 

ん船， 琴 三味線の 音 冴えた る、 月の よすがに も， い と 昔の み 思 ひ 出し， 一 つの i 佰願を 起し， 集 平 1K 

く.. 0 のう (  あ いぢ やくく わく わう 

神へ 詣で、 祈念して 曰く， なむ やこうし よくせ. S ベう、 その かみ 雲上に いませる 御 時 は、 愛 著 和 光 

み かげ  おん ぼ やま ふ  あ IK ふ 

の 御影 を か やかし、 せ 3 女戀 慕の 病 をす くい、 今 あらたに 諸 わけの 道 をて らし 給 ふ。 われ 拙な き 病に 

うしろ 

□  □□□ を 落され、 好色の 世 を 後む くと. S へど も * なほ 愛 著の 念し ばし もやむ ことなし。 ねが はく は 

かの ロロロロを 再び 與へ給 ひ、 げんぞくな さしめ 給へ と 祈念 を 凝らし. 御堂の かたはらに， 哲し まど 

かしら 

ろみて いたる に、 有が たや 天 神， 衣冠た にしき 御 装 ひに て、 頭三ッ ある 美女に 打の り 給 ひて、 むらく 

坊 がそば により 給 ひ、』 〔：^上原文のま、。但し假名ををリく漢字にか へたり。〕 

これで、 むらく 坊の生 ひ 立ち。 羅 切の 原因、 發 起の 經歴が 分らう。 一念 發 起して、 明 石屋の 八が む 

らく 坊 となった もの. -、 いまだ 惱截 ちきれ す、 再び 凡 體に還 さしめ 給へ と、 好色 道の 祌業平 天： W に 

祈念す るので ある。 〔陽物 を 作 蔵と 稱 した 古 文献の 二ても ある。 尙外骨 氏の 日本 擬人 名辭 書中に は、 作 蔵 を 天 和よ 


隣 A 者, と 「坊く らむ色 好」 
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り 明 « までの 淫 書に 此語を 多く 使用せ りと い へ リ。〕 で この 文の アト * 何う した かとい ふに * 業 平 天神い はく 

「汝. 好色の 世 をす てぬると いへ ども、 ふた、 びさい 合の たね を 祈る こそ 不愁 なれ。 われ 祌 通の 眦を以 

て 三界 を 見る に、」 事が 大げさで ある。 三界 を： la- るに と來 た。 さう して， 以下の 叙述 は 稍^ 燈 すべき も 

ので ある。 卽ち 概略 をい ふと. 今の 世 は、 孩兒 より 大人に いたる まです ベて 好色に 耽な、 六 味 八 味の 

地黃丸 * 牛蒡 卵の 德ぃ 一味 はへ、 若者と いへ ども 持ち 料を粮 略に する ものな し。 よりて さるに 仍 りて、 汝 

に與 ふべき □□ なしと いふので ある。 (以下 原文の マ 、) 「しかれ ども 汝が 念ぐ わん をせ； にせん こと も 心 

うし。 こ- - に、 我が 寳 物の ひとつ、 すきび たいの 赤 烏帽子 有り。 これ を 汝に與 ふる 也。 この^！帽子か 

ぶりな ば * 汝が姿 を る 者 あるべ からす。 これより 山城の 國へ 赴きな ば、 汝に緣 ふかき 女 あるべし。 

此 女に 逢 ふなら ば， 念願 成就すべし。 されば 此の 烏帽子 を かぶりて、 心に 任せ、 ぬれの 家に 忍びて、 

,  かしら 

智計を 見物し 娱 しむべし と、 御手 づ から 法師が 頭へ 烏帽子 を ひき かぶせ 給 ふと おぼえて、 むらく 打 驚 

ひだり &リ  ， 

きかしら を さくり て はれば、 朱塗に したる 左折の 赠 子に 紫の 紐 を 付けて 與へ給 ふ。 さて は 念願 叶 ひ 

たるよ と， ありがたく 思 ひ、 御堂 を禮拜 して、 後に 負 ひたる 風呂敷 包の 內 より、 一 つの 袋と り 出し、 太 

つ ^ね 

夫 薄雲が 黑髮、 格子 小 わたに 貰 ひたる 伽羅の 香箱、 並びに 局 若松が 誓紙 三枚、 f» 造の 三よ しがお くせ 

さう し、 散 茶 初 瀨が縫 ひたる 服紗に 包み 祌 前に 献げ て、 三度 禮拜 し、 赤 烏帽子 を 背負 ひて、 ^！^ぎ 

庵に かへ りて、 それより 都へ とこ、 ろざし、 旅の 用意す る 程 こそ あれ * 先づ三 里の 灸五ッ 火 半， ひと 
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めし. * ま  やく わ 人  つ ひ 

つ ある 飯 釜に、 つぶれた る小藥 if*  口の 欠けた る惜 鉢- かれこれ とりあつめて- 終 路銀と なし、 あけ 

むつの 鐘 もろとも、 あさ ぢの庵 をぞ立 出け る。」 とい ふので ある。 これで 第一 は 終って ゐる。 

〔この間。 天神 祠 内に、 業 平に 對 面の 圆を 挿め り。 築地のう しろの 竹 むらな ど、 極めて 雅致に 富む。〕 


「むらく 

の 第二 


第一 一、 わけ 有らく 隱居 

「さる ほどに 夢樂坊 は、 都へ と 足 をつ まだつ るに、 け ふ はは や 験 河の 府中に 着きけ る。 日 も くれ か、 り 

ければ. かしこに 宿 を 借りて， 休みいた りけ るが、 此 家の 裏に 家居つ きくし く、 白壁 付きた る土藏 

ナさ 

あまた 立てなら ベ、 からうす 踏む 男の、 今めかしく * 與作 ぶしうた ふ もい と を かしく 街の 透より さし 

職けば、 隱居 とお ぼしくて、 il^ 。屋に ひき 放れて、 家 造り 美 をつ くし、 庭に は 秋の 草花、 さまぐ. が、 き 

みだれ、 人お ともせす いと 靜 なる てい、 心 床しく、 赤 烏帽子 を 眉 深に かぶりて、 ひそかに しのび 入て 

をば し Hi  くれない  I 

みれば、 南 表の 满 干に、 紅の 蒲圑 うちし き、 とし 比廿四 五なる 女、 綠 の髮、 中より 切りた る を しど 

も だ  かほ はせ  た なか 

けなく 結びて、 白 小袖に 淺 黄の 一 重帶 して、 脇息に 凭 れゐた る. 額 K 人の 此 土へ 店換へ したる やと、 

つ 零。 < 

築山の かげより、 目 も はなさす 守りね たるに、 內 より 十六 七の 若衆 座頭、 三味 せん を 手に さげ かの 


女の 御 傍へ さぐり 寄 >  今迄 女房し ゆに 1? を 望まれ、 表に 居りまして とい ふ 

かの 女、 いや 三味 せん は * 後に きかう (下略) J(S5 上 原文) 


、 三味 せん 調べけ る を 


緣 挿の ニ第卷 「坊く ら む」 


隣 挑 者 作と I 坊く ら む 色お-」 
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〔恰 かも こ. -に、 後家と 座頭、 i ^より 見る むらく  0 

此の 圆ヒ ラキを 挿む。〕 で. むらく  * 赤 il? 帽子 

の 有難 味を發 揮す る ことになる。 (中略) む 

らく、 「ぬき 足して * もとの 宿に 歸り、 夜 明 

けて 馬 借りし 男に、 かの 家 を 尊ね ければ、 

それ こそ 福切屋 とい ふ 米屋。 三人 目の 亭主 

よわ ひ 

も 去年の 春 ロロして 世 を 去りぬ。 後家の 齢 

は 二十 五 ひのへ むまの 年。 世に またとない 

おっと 

色好み。 もはや 夫の 望な く， 弟の 介 八に 家 

を讓 り、 その 身 は 裏に 隱居を 構へ、 金す く 

めの 男 狂 ひ， 氣に 人り たる 手代 ども は、 □ 

□  □□□□□  口、 其 上に 家 を I 貝うて おひ、 

たり  C 

思 はぬ もとで を くる こと. 幾 入と いふ 數 

を 知らす。 さるに よって ffi- よく、  □□□□ 

□na なる もの は >  馬方米^^にょらす* 俄 


かに 家 やしき を 求めて >  新 店 を 出す 事、 みな 此 後家の なさけな りと 語りし。」 (W 上 原文) とい ふので あ 

る。 むらく 好色 透 兑の第 一 の牧穫 とい ふ ものである。 

めれ  含み よさ あま やど 

第三、 濡て氣 味 能 雨 宿 

きの ふ  (原本 蟲) 

「秋の 日 短 かしと いへ ども， 昨日 十二 里け ふ 口 十 里 * 休む 內に、 日が 暮れば、 野に ねる 迄と 無理 を さ 

めに 行けば、 屍り 馬 有り。 むらく 坊、 これ こそ あれと 思 ひ、 なるみまで 其馬贷 せとい へば、 馬子 幾ら 

うまかた  づ. ( ) 

でと いふ も を かしく * しかぐ 値段して、 やがて 鞍壺 にの り 直れば、 馬方 競 ひ 面して 追 ふ 程に、 っゐ 

鳴 の 宿に 着き， と ある 家に 宿借りけ るに， 十七 八の 娘、 茶 を もち 來り、 御 僧 さま はま だお 若うて、 お 

ひとり  (原本 蟲) 

一人旅、 おいと しゃと 何となく  * したる きし かけ □。 むらく 心に く  \ 思 ひ、 様子 を 問へば， 亭主 は聊 

キ J の ふ  や ラち 

かの 用お りて、 昨日 京へ 立 たれまして、 わたくしと 妹 を 留守に 殘 し、 屋內 からげ て 上下 四 人、 別に 御 

氣遣 ひなこと は 御 ざり ませぬ。 かって へ 御座りまして、 お茶 を まねり ませな ど * しどけ なき 口上に、 

やがて 勝手へ 通りけ る。 されば 妹 も 姉に 劣らぬ 品 もの、 みる 目 も あやに、 名 を^へば、 姉 はおし も. 

妹 はお ゆきと 云 ふに、 天から 降った かと， 見た も理と 云へば、 おしもう ち 笑 ひ、 私 は 十九、 妹 は 十七， 

い まだ 殴と やら も 持たい で 居ります と， 尋ねぬ ことまで 物語して、 ゐ たる 所に、 「御 亭主， 內 にか」 と 


降 fJE:S 作と 「坊く らむ色 奸_1  お 


入 &來る を a れば * これ も 旅装 束- はなやか 成る 笼 とりた る を 見る に、 色白く 鼻筋 通り、 年 比 二十 斗 

の 男な り。 おし も 出迎ひ * 「どなた 様 か」 とい へば、 「わたくし は 勢 州 松 坂の 者に て、 杉 山 三 之 丞と申 

ます」 といへば、 おし も 打うな づき、 「いかにも 御嗥 は， かねてお ゃぢも 申されまして、 と. - 様お 心 易 

さ ゆ 

い 段 は 存じて 居ります。 幸 は ひ 旅の 御 僧に もお 宿いた しました。 これへ お通り」 とい ふや 否や- お茶 

(原本 蟲)  (& 、本 蟲) 

の 洗足の 口 ことす み、 すでに 盃 はじまり、 しも □□□ 「われく は、 亭主む すめ、 おし も。 妹 はお 

ゆきと 申します。 と、 様 留守に て 候へ ども、 われ/ \ 御馳走いた しませう。 ゆる/ \ と 御休み あれ か 

し」 と しか. <\ 'のとり 合。 こと 終りて むらく 坊、 もろとも 打 まじり、 さしつ さ.^ れつす る 程 こそ あ 

れ、 夜 も 更け 過る 比な りければ、 おし も 云 ふやう、 御く たびれ あらむ に、 もはや 御休みと- 上の 防に 

床 を とらせ * 兩人を 休ませ、 はらからの 娘 は- 奥の 闘に 入りけ る。 その 夜 は、 雨つ よく 降り、 いと さ 

びし く， かま ふだいの 仁兵衞 は、 年の 氣 やら、 寸白 起り 二 幾 敷の 部屋に いびき まじりの 一 ：2 呻り、 飯 焚 

さ， - (原本 蟲) 

とも^ 母と もた ひとりのお 福 は、 わかし ざまし の 酒に ゑ ひ ロロ、 寢ー 一一 一口い ふやら 齒 ぎしり する やら 前 

後 知らぬ 夜半に 成りて、 雨 は 一 しほ 强く 降りて、 もの も 聞えぬ 程 也。 むらく 坊は、 の 酒 まだ^め 

やらで ねいらで ゐ たりし が、 おし もが 三之丞 との 目^ わせ * 下心に くらしく、  ^ね 入りして 聞 きゐ 

たるに、 案の 如くお しも は 手燭と ぼし、」 (中略) 〔このところに、 おし も 手 煤 を 持ちて 來かゝ る阅を 挿む。〕 以 

下お しも 三 之-おの 出會 ひ： なほ 三之丞 がお • 客 が閨 にいた る isr さて、 「しの- - めの. S 明け わたりけ れぱ 


(中 咯) むらく 坊 (略) 起き 出で • 旅の 仕度して、 二人の 娘 三之丞 にも • しばく 暇 乞 ひて * 宿 を 出で、 

都へ と 急ぐ 心の 內 にも、 跡に のこりし 三之丞 がし あはせ • 思 ひやる にも、 さりと は^ (\。 

1^  #  ^」  (m 上、 序文と も 全丁數 十八 0) 

£^上で、 第一、 第二、 第三 は 終り を 告げて ゐ る。 第二 卷 より 第 四卷 にいた る 閥 如が 怨みで ある 0 《4; て 第五 卷 

の解說 常時に も 述べ た 如く、 两 鶴な どに 比べて は遙 かに 劣る 此の 擎路、 且つ 驚 想。 ffll し 江戸 板 好色本の 一 種と 

して、 而も 江戶 板と して は 最初 期に 屬 する もの 。常 ^江戸 人 は、 西 鶴 物の 江戸 再 板 物 (一代 男の 江戸 板 行 は 良 

享 M 年 九月) 等と 共に、 此の 創作 等 を も耽讀 したら う。 從 つて 此の 幼稚 さ、 間ぬ けさ 加減、 西 鶴に 比べて 更な 

る 露骨 さ 加減が (洗镍 されざる をい ふ) 當 時の 江戸 人の 文學 心の 具現で あらう と 見ら る、 所に、 甚だ 興味が あ 

り、 此の 點 から 此の 闕 本ながら も 「むらく 坊」 の 首 „te ニ卷 は、 とんだめ つけ 物で あらう と、 自分 密かに 思 ふの 

である 0 

〇 

次に 以前に、 凌 見した (氣 付いた) ことで あるが、 序でで あるから * こ、 に 附記して おかう。 此の 

「むらく 坊」 は、 「浮世 榮華 一 代 男」 (圃書 刊行 會。 「江戸時代 文藝； K 料」 第五に 所 收。) の 摸倣なら す やとて 

つきり 惟 はる、 ことで ある。 榮華 1 代 男 は、 西 鶴の 1 代 男 〔犬 和 二 年大阪 初版。 a 享四年 江戶飜 刻。〕 のな： ふ 

氣に 煽られて 生れた 類 作、 貞享 年間 (日 „4 小說 年表 は良享 H 年と す 0). 初 名、 好色^ 季咄 として 出で た。 
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後、 元祿六 年に * 浮 ぼ榮華 1 代 男と 改題した。 (M: 十 一 年に は 好色 忍 & い 正德 三年に は、 浮世 花鳥風月と 

改めた。) 一代 男 を 摸倣し 乍ら も- 隱れ 笠の 趣向から 一機軸 を 出して ゐる 作で ある。 〔但し この 隱れ 笠、 

隱れ 装の 趣向 は、 古くから 日本化した 傳說 であった こと は、 謂 ふまで もない 0 保 元 物語、 爲朝 鬼ヶ島の くだ リ にも 

見え、 梅園 日記に は、 經 律 異相に、 百 喩經卷 上に もい へ る 事 を 述べたり。 但し 隱形 幅と 此等 にある を、 隱裳、 隱 笠に 

かへ たり 一 K 々というて ゐ る。〕 その 隱れ 笠と この 「むらく」 の隱れ 烏帽子と * 彼此 相似たり * 且つ 榮華ー 

代 男 も 業 平の 祠に 詣づと ある 點 、「むらく」 を 榮華ー 代 男の 摸倣 かとい ふので ある。 卽ち、 一 は 元 祿六年 

の 再 板。 この 「むらく」 は 元 祿八年 正月 板。 卽ち 先蹤を 彼な りと 斷 する は、 「むらく」 作者た る 桃 林 堂 

も 一一 一一 n 句 あるまい。 左に、 榮華 一代 si- の M 頭 を 摘 載して みょう。 〔榮華 一代 男 は、 花、 烏、 風、 月四卷 あり、 

各卷 s; 章 ぁリ： 卽ち 全四卷 十六 章で ある。 隱笠 は、 花の 卷 I の 一、 花 笠 は 忍び の 種の 中に ある。〕 

『(前略〕 淺草 寺に 參諧 ける。 (中略) 此の 木 裔に昔 男 業 平の 面影 を 社に こめお かれ、 是 陰陽の 祌 とて、 宫 

(色？) を 好める 人 は 殊更に 祈リ ける。 彼男此 やしろに 百日の 大願、 我 1 度び 心に 任す る 営 (色) 道の 榮華を 

授け 給 はれ、 誰 を さして 戀の 相手 はなし。 唯 天道 次第と 骨髓 抛って 願 ひかけ しに、 此神も 祈りつ めら れ、 

難儀の あまりに、 夜更 物の 淋しく、 松の a 靜 かなる 時いたり て、 枕が みに 立せ 給 ひ、 あらたなる 御告、 夢 

事に も 忘れ ざり き。 汝が 身に 應ぜ ざる 願 ひ 叶 ひ 難し。 前生に して 滿更 の戀 知らず、 此道 にもと づける 程な 

ければ、 神の ま、 にもなら ざり。 然れ ども 己れ 深く 藪く も 痛まし。 是を與 へ ぬる ぞと、 金銀 珠玉 をち りば 

めし 花 笠， ど わたし 給 ひ、 己れ に 具 はらぬ 榮花 なれば、 耳に 開き 目に 見る より 樂 しみな しと 御 神託、 覺 めて 


常の 曙と はなり ぬ。 肝に 銘 じて あり 難く、 此笠を 被ば、 忽ち 外よ リは 見えぬ 印あって、 是 なん 世の 重资と 

嬉しく、 隱れ 笠の 忍 之 介と 我と 名 を 改め、 け ふよ リは願 ひの ま、 と 勇みて、 國 の戀づ くし を 見る 事 間く 

事、 其 身に はっかざる 事の よしな や。」 

以下 上方へ 上リ、 色々 見聞きす る 事あって、 伏 見の ある 比丘尼と 物語、 「あるじの 比丘尼 は、 け ふより は 男 

にあ はじと 大誓， 人に て 身 固め 給へば、 忍 之 介 は 隱れ笠 を 踏み破り、 塵 も 埃 も 心に か ゝる事 もな く、  二た び 東 

武に歸 り、 年 を かさねて 後、 金 龍 山の 土佛に 成りけ ると や。」 で&、 を 告げて ゐ る。 〔此の 荣 if 一  代 男の 再版、 

元祿六 (小正月、 江戶 萬屋、 外 大阪、 京 三 都合 版で ある。〕 唯 「むらく」 が、 ト： 方に のぼ リ、 旣揭 第五 卷の 如く、 

妹 背の 千 人 斬ぁリ て、 芽出度し くの 夫婦に 終る と は、 格段の 差で ある。 然し 發端、 並に、 戀 の見閉 など 模 

る 彼 を 傲 ひ たリと iK ふべ き， てあらう と 思 ふ。 

〇 

最後に， 作者 桃 林 堂に ついて である。 前 稿に 於ても 旣に 謂へ るが 如く、 桃 林 堂お 麼、 桃 林 堂、 桃 ひ 

林、 桃 隣 堂、 桃 隣 (〔林) 紫 石 は 凡て 同一人で あると 信じられ るが、 然 らば 桃 林 堂 卽ち桃 隣な りと すると. 

兹 に臆斷 とは强 ちい へない 私の 發 見が ある。 卽ち 芭蕉の 弟子の 1 人に、 桃 隣なる もの、 ある ことで あ 

る。 卽ち元 祿七閨 五月 三： n の 序 ある 「炭 使」 の 中に、 〔この 年 十二月 十二  B、 翁 五十一 にて 歿。〕 元； f 十 一 

年 万- m: 吉日の 奥 書 ある 「續 猿簑」 の 中に、 此の 桃 隣の 名と- 及び 其の 作 句を發 a する ので ある。 卽ち 

芭蕉の 桃靑に 因んで、 與 へられた 弟子の 名と 惟 はれ、 且つ 本 記述に も 載せた る 「むらく 坊」 の 序が， 

頗る 俳文め いて ゐ るの もー證 左で あり、 且つ 好色本 目錄 中の 種彥の 「江戸の 俳諧師に して 伊勢の 産に 


40 


考 雜派軟 ri 江 
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あらす や」 にも 頗る 相 吻合す るからで ある。 桃 隣 (桃 林 堂) の 好色本 試作が、 此の 「むらく 坊」 の 元 

fil 八 年 板、 「大福帳」 の 元 fi 十 年 板な ど、 此の 元祿期 中に 行 はれて ゐる、 それに 一方 炭 俊、 縛猿簑 もま 

た 元 祿 七より 同 十 一年で ある。 この間 頗る 相 連絡 ありと 見たい。 即ち 桃 隣 彼 は、 芭蕉の， 江府に 於け る 

門人に して、 ($- 勢の 產なリ を 信ずる と、 芭燕の 出府 以前よりの 弟子 かも 知れない。) 俳諧の 座に も 連り- •  おら 

當 i. 流行の 好色本 を まねて、 五六の 創作が あった。 西 鶴の 俳諧師 出身なる に、 自己 も 負け じとの 張 合 

心地が あつたか、 又は 自然の 相似 か、 とにかく、 江戸の 好色本 作家と して 相 當に名 を 有した と： るべ 

き だら う。 以上、 唯 この 桃 隣 身 もとの ヒント だけに、 今 は 姑ら く 止めて おく。 序でに 炭俵 * 續猿 fiij 中 

の桃隣の句を拾ひ^？^きしてぉかぅ，^ 

の聲に 起き ゆく 雀 かな 〇ft 舟に 乘るゃ 伏 の 桃の 花 〇 間く まで は 二階に 寐たリ 郭公 口 迄 水す みかぬ 

る あやめ かな 〇 五月雨の 5gJ や 淀川 大和 川 〇 宮城 野の 萩 や 夏より 秋の 花 0 紕菊も 色に 呼 出す 九 B かな 〇 市中 

や 木の 葉 も 落す ふ し ^〇 木枯 の 根に すがりつ く 檜 皮 かな 

〔次に 桃 隣、 野坡、 利 牛の 三人の 俳諧 ぁリ。 野坡 など、 並び 立つ ところ、 桃 降 もまた 有數の 士たリ しならん 0 

此 俳諧 略く。 巧 最後に、 杉 風、 芭 i^、 利 牛、 野坡、 曾 S 等 十三 人 一座の 俳諧 あり。 中に 挑 隣 四 句 を ものせ 

り。 此の 俳？^ i 咯く c〕 〔以-に！|!依〕 〇 白桃 や 1^ も 落す 水の 色 0 菊の 氣味 ふかき 境 や 教の中 〔- W 卜. ss-i^ 袋〕 

唯、 炭^と 賴 おとの みに 散：： して、 猿 化 _《其 他に なき は 如何。 或は、 翁晚年の？^-子と：：^-るべきか。 

《大正 十三 年 七月) 


隣 桃 者 と 「坊く らむ色 好」 
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四 鶴に 據る おさんの 正體 

おさんと 茂 右衛門の 破倫 は、 西 鶴と 大近 松と によって 描かれて ゐる。 (但し 近 松 は、 茂 右 衞門を 茂 兵衞 

とする。) 一 は 「好色 五 人 女」、 一 は 「大 經師 昔曆」 であるが、 西 鶴の 五 人 女の 方が 事實に 近い こと は、 

從來 諸家の 定論で ある。 三 田 村 卞ぁ魚 氏 は、 甞て r 大經師 昔^」 なる 章の 下に、 此のお さんの 正 體を解 

剖せられ た" (「芝^の 裹表」 所收) 然し 三 田 村 氏の は、 大分 歌 祭文の 「大き やうし おさん」 や 主として は 

大近 松の 淨 璃が 混入して ゐる のか、 おさんの 正體に 於て、 まだ/. \ 明らか ならぬ 點が 多い。 殊に 不 

自然な 點が 多い。 卽ち私 は、 今 全部 を 西 鶴の 「五 人 女」 ばかりに 典據を 求めて、 それ 以外 はほんの 參 

考 として、 此の 「おさん」 の 正體を 詮索して みょう。 さう して、 無論 心 ある 讀者 ありて、 私の 木 著 別 

揭の 「大近 松の 破倫 物」 中の 大近 松のお さんと 對照 せら るれば、 妙で あると 思 ふ。 

先づ、 分り 易く、 本 夫、 姦婦、 K ぶ 夫 三者の 履歴 を、 表 別け にして みょう。  . 

本 夫。 大 經師。 

〇 姓名、 並に 住所。 共に 不明 。(西 鶴に は 是に關 する 記述 見 當らず 0) 

〇 大！^ 師の 性格 0 「衆 道 女 道を畫 夜の 分ち もな く、 さまぐ 遊興つ き」 た 男。 然るに、 後に、 愛1$1<ぉさんに^& 


姦 


通 逃亡せられ、 近 江で 死んだ と い ふ 噻を眞 にうけて、 「中に もい たづら かたぎの 女 を 持ち 合 はす 男の * にし 

て、 是程 情なき 物 はなし。 おさん 事 も 死にければ 是非 もな しと、  僧し とい ふ 心に も 僧 を 招きて 亡 

き 跡 を 弔 ひける。」 案外 物の 分った、 諦ら めの よい 男。 流石 若い 時からの 道樂 で、 譯知リ 物 知リと 褒めて や 

i ズ レ ah 

〇 大 ，1 師の 年齡。 おさんと は 大分 隔たりが あったらう。 卽も 「年久しく やもめ 住み」 したと いふから である C 

•  •  • 參 • 

姦婦 おさん。 

〇 生家。 「すみ 所 は 室町 通リ c」 おさん をして 娘 時分、 「代 出し 衣裳の 物 好み.、 常世 女の 只 中、 ひろい 京に も乂 

あるべからず」 とい はれる 程 贅を盡 させ 得た. せ 分。 職業 は 不明 なれ ど、 ^右衛門な ど を 使 ひ W たる 町家な 

る ベ し 0 

なさけ 

〇 おさんの 容貌 0 「浮 名の 立ちつ 1- き 都の 情の 山 を 動かし、 祇園 會の月 鉢 かつらの を あらそ ひ、 姿 は活水 

の 初樱、 いまだ 、きか --る 風情、 口び るの 美 はしき は 高 尾の 木末 色の 盛り」  一 K 々の 美少女。 大，？ 師が これ 

を 見 染めて、 「今朝から 見盡 くせし 美女 ども、 是に 蹴落されて、 其 名 床しく 尊ね ける に、 室町の さる 息女 今 

小町」 とい はれた 程。 だから 不倫 を爲 した は、 美婦に 性の 眼 * さめの 魂 も 入って、 一 is 倾 澄た る妖艷 たる 

花の 如きで あったらう。 

〇 おさん の性挤 0 「 い たづら ものと は 後に 思 ひ 合せ 侍り」 といって ゐ るが、 おさん 大經 肺に 嫁いで、 (嫁いだ 

む 十め ノ\ 

の は、 十三 か 四と 見られた M 染め 間もなく. i 論 その 年と 額 推す る 0) 三年 越し、 初めは 娘々 してんた が、 次 

第に 町 女！ Is. りしくな つた。 唯、 平 =^ 忠 おな 女房と なって ゐ た。 卽ち 「明 慕 世 を 渡る 女の 業 を 大事に、 手づ 


骨？正 りん さおる 摅に 四 
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てつ す. ぎ  もと  が Oi ど 

から べん がら 糸に 氣を つくし、 すゑず ゑの 女に 手紬を 鋭ら せて、 わが 男 S 見 よげ に 始末 を 本と し、 逮も大 

こ うか ひて う 

くべ させず、 小 遣 帳 を if まめに 改 ため、 町 入の 家に 有リ たき はか や-つの 女ぞ かし」 と 作者 か、" 褒められ 

しまつや 

てゐる 程、 節儉 家で 利口で、 さう して 亭主 を (前の 「わが 男」 と は、 辆論 亭主の 事 0) 可愛がった 重黉な 女 

0O 卽ち 性格 は、 惡 からう 答 はない 0 

姦 夫。 手代 茂 右衛門。 

0 出生、 不詳。 た 1- その 身の 叔母が、 丹 波の 柏 原に ゐる 0 おさん §„c ^家の 手代と して 「年 を かさねて 召使」 は 

れてゐ た。 大經師 の東國 旅立ちの 爲、 留守 を 差配す る爲、 「耷 のかた へ 遣 は」 された。 容貌 は 整 通 だったら 

ラ0 

0 茂 右衛門の 性格 C 「此 男の 正直 頭 は 人 まかせ、 額ち いさく 袖口 五寸に 足らず 0 して 此方 編 笠 を かぶら 

- 3  .  そ ろばん  右 

す。 まして や 脇差 を 称へ ず、 唯 十露盤 を 枕に 夢に も^まう けの 詮索ば かり」 smRO 情事に は、 突 外 初心で 

臆病ら しかった C 

以上、 三者の 輪廓 は、 大凡 以て 判然した であらう。 

次 は、 不^ を爲 した 前後， それから 刑死に 至る 迄の 徑路 である。 

大 經師. おさんの 結婚。 見 染められて 間もなくの 擧式。 おさん は 時に- 紀 十四 歳。 (W® の 記述 は、 一 

た い に 年齢の 記述な し。 唯 見染の 記事 中に、 おさん を 十三 か 十四と ある。 老けて ゐる方 を 取って 十四と した C) 

結婚 後べ 年の 經過。 「花の 夕月の 曙. 此の 男 外 を 詠め もやら すして、 夫婦の かたら ひ 深く 三年が 程」 


內の 「見 家名 类乃 色鼓簠 J 


ず 龍 意 J?:<?fr7 看 

r  ^, に .i き i 

、お \ 


力 


る 


欲 

磨 


48 


考雜波 軟戸江 


と ある 通り、 大經師 君， 戀 女房 を 得て * すっかり 耽溺 を 止め、 商賫 大事と 稼いだら しい。 それが 爲 

の東國 旅立ちで も ある。 おさん も 何 くれ、 家の 事に も 働き、 又、 亭主 を まじめに 愛しても ゐ たらし 

••••••••  みすぎ 

大經師 の東國 出立。 「京に 名殘 を^め ど、 身 過程 悲しき はなし」 と ある 故、 女房に 名殘 はあり 乍ら， 

商資 大切と も 心得 ゐ たので ある。 その 出立 は， 出立して 間もなくの 記事に、 「折節 秋 も 夜嵐いた く 冬 

の 車 m 心 ひやり て」 云々 と 茂 右衛門の 灸 療治に かけて ゐ るから、 秋の 初め か 中頃と 見るべき であらう。 

この 時、 おさん 十六 歲。 

大經師 の 下女 りん。 茂 右 術 門に 戀 慕す るの は、 丁度 この 「折節 秋 も」 の 頃。 それから、 翌年へ つ く。 

不^ 敢行 年月日。 その 翌年 (結婚から 年 目) の 五月 十四日の 夜。 (此の 日時 は 原作に 記 人 あ リ。) おさん 

0  0  0 

十七 歳。 

大經師 宅に 於け る * 以後の 密通。 t ルニ節 「してやられた 云々」 の 終りに、 「乘 りか \ つたる 馬 は あれ ど 

君 を 思へば 夜毎に かよ ひ、 人の 咎め も かへ りみ す. 外なる 事に やつし ける」 云々 と あるに よって、 

此の 五月 十四日から、 翌年 春、 石山 詣 まで 大經師 宅に 於て 不義が 續 けられた と 見て よから う。 石山 

, 詣、 それから 偽 入水、 出奔と 來 たの は、 その 翌年 春 頃に、 東 國の本 夫から 間もなく 歸 宅との 知らせ 

があった ので はなから うか。 この類 推 を 正しと すると、 大經師 の東國 逗留 は 一昨年の 秋から 此の 春 


出 

奔 
後 
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へ かけて 約 一年 半 以上。 卽ち おさん は 本 夫と 別れてから 密通まで (一昨年の 秋から 去年の 五月へ 〕 

約 八 九 ヶ月、 閨 のせ ゐ もあった らう。 Kc 寧ろ * 密通 は， 此のせ ゐが 主であった らう。 第一 回 は、 

悪戯から 起った 過失に して * その後の 賴 むが、 どうしても 此の 性の 惱 みと 首肯させる。 それに、 そ 

の 第一 回の 當夜 も、 西 鶴の 筆 は、 憚る 所あって か、 夢裡の やうに 書いて ゐ るが、 その 寳* 醒 であつ 

たらう。 おさん も 情 を 通 はした こと は、 茂 右衛門が、 立 退いて 、「りんが 女心 は ある まじき と 思 ひし 

に、 我 さきにい かなる 人 か 物せ し 事ぞと 恐ろしく • 重ねて はいかな」 と 思 ひ 止まる 專 にした とい ふ 

咬き でも 分る。 すぐ その あとで 、「よも ゃ此審 人に 知れざる 事 あら じ。， 此の上 は 身 を づて命 かぎりに 

名 を 立て、 茂右衞 門と 死 出の 旅路の 道づれ とな ほ 止め 難く 心底 t きかせければ」 とい ふお さんに よ 

つて， 愈々 おさんの 本能 性が 俄かに 擡げた とい ふ 事が 分る。 「名 を 立て」 ようと は、 ー體 どうい ふ 名 

し  ものぐ る 

か。 性欲の 復活 を 得て、 すっかり 死に 物 狂 ひに なって ゐる。 おさんの 此の 町 女房から 姦婦へ の早變 

り も、 元来 「性」 を 根本に 置けば、 容-. ^に 了解され る。 此の 事お さん 十七 歳の 五月から 十八 歳の 春。 

此の 約 一 年 か、 つてお さん は、 せっせと 「金子 五 fa 兩」 の 軍用金 を雜 へたので あらう。 

石山 詣と僞 入水。 「東 山の 櫻 はすて 物に なして、 行く も歸る も是ゃ 此の 關 越えて」 とか、 「花 は 命に た 

とへ ていつ 散るべき も 定め 難し」 と あれば、 無論 春。 卽ち おさんの 十八 歳。 r ぉ婚 後から 數へ ると 五 

年 目。 
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态夫 婦の 交情。 大經師 宅に 於ての 繼續 でも 分る が、 石山 詣を すまして、 「勢 W より 手繰り 船 を 借り 

て、 長 橋の 賴みを かけても * 短 かき は 我々 が樂 しみと、 浪は 枕の 床の 山、 現 はるる までの 亂髮」 と 

いうて ゐ るの を て も 分る。 從 つて 丹 波 越の 有名な おさんの 辜 詞の 如き 當り 前の 事で ある。 こ- -を 

見ても 西鹤 とい ふ 男の、 道義 を 超越して、 唯- 赤裸々 な 男と 女と を 描破した 作者 だとい ふ 事が 斷言 

出来る。 大近 松と 如何の 相違で あらう。 

丹 波 越の 苦しみ。 おさんの 有名な 「命に かへ ての 男ぢゃ もの」 と 叫ばし めた 此の 丹 波路のお さん， 「脈 

も 沈みて 今に 極ま」 つた 苦しみ は、 偽 入水の 間もなく， 同年 晚春 一一： 月末の ことか。 おさん 同じく  * 

十八 歲。 それにしても  >  此の あたり， 丹 波 越の 二人の 生き死にの 艱苦 は * 名文で ある。 しかも、 何 

處ま でも 生きようと いふ 一 一人の 要求が 熾烈に 描き出されて ゐる。 おさん も 一 一人で 生きようと 思へば 

くさわけ ごろ. b  I  ぶ/ >  かい ffj 

こそ、 「道な きかたの 草 分 衣、」 「生き 乍ら 死んだ 分に も」 なり、 また 柏 原へ 迎り 着いて、 すぐ 逃げ出 

した その 晚の 喜劇 や、 後に 切 戶文珠 の 示現に 答へ るお さんの 熱 ある 言葉 も あると いふ もの だ。 茂 右 

衛門 だって、 旣 に滿更 ではなかった らう。 

•  • 秦攀 •  * 秦  十き 

切 戶文珠 の 示現。 「末々 は 何に ならう と 構 はっしゃるな。 こちゃ 是が 好に て 身に 替 へての 脇 心。 文珠 

しろ 

樣は衆 道ば かりの 御 合點。 女 道 は 首て 知し めさる まじ」 とおさん が 夢で 啖呵 を 切った の は， 丹 波路 

の I, 乂月、 四月 頃の ことで あらう。 おさん、 十八 歲。 


切戶 附近の 潜伏。 これ は * 後に 栗 商人が， 大經 師へ來 ての 噂に， 「切 戸邊に ありけ るよ」 と あるから 確 

實だ。 この 潜 は、 同年の 同月、 卽ち 前にす ぐ 引きつ ピ いての 後で あらう。 

だいまち 

茂 右衛門の 京の 事情 探索。 その 年の 秋、 七月 十七 日の か。 本文に 「十七 夜 代 待の 通りし に. 十二 灯 

を 包みて、 我が身の 事 末々 知れぬ やうに と 祈りけ る」 と ある。 七月と は 類推で ある。 みに. 十七 

夜 代 待と は 何 か。 「代 祭パ ふたみ まさこ) 町々 をす、 めて 通る 代， IV ち (埋- $Jls3?.r 一物 を吳 る、 人に 代 

りて 神怫を 祭る 一 種の 乞 兒^i(國ーr:i 典) と あるが、 十七 夜が 分らない" 一 守 良？！！ i 稿」 上に、 s^s■の代 

待の 記事が ある。 これに 據 ると、 京 は 八 坂詣り だが： 丁度 此の 十七 夜が、 、巾 前後に 常って ゐ たの 

か。 ところが 、「せ、 身の 横し ま、 あたご 樣も 何として」 と辏 けた 本文で は、 #-{1; 詣の やうで も ある。 

とに 角、 前後の 関係から >  七月と 類推した。 (此の あた リ、 w 鶴 本文の、 剡揚 で大. f 師を见 つけて、 ^くな 

つて 透げ た 事 や、 我が身の 事 末々 知れぬ やうに 祈った と ある 所な ど、 茂 右衛門 の 小心 で然 しお さ んに 溺れて いった 

氣持がょく^^れてゐる。 然し これ は 主題で はない。) 

發覺の 端緒。 (栗 商人の 曝) 「菊の 節句 近づきて. I 母 年 丹 波より」 栗 商人が 来たと あるから， 後の nrg? 近 

の 九月 はじめ 頃 か。 即ち 私の 類推に 依る と、 おさん 達の 切 111 潜伏期 四 より 約 六 ヶ月。 

逮 捕。 九月 はじめ。 こ k は、 三 E 村 氏の 引いた 春羅 生の 「苹保 以前 迄 密夫御 仕置 之 振 町 代 書留」 

の 八月 九日に 始めて 調べ をう けたと いふのと 約 一 ケ 相 遠す る。 


so 


者 缝派欽 戸 江 


處 刑 0 その 年の 九：：：： 二十 二日。 逮捕から 約 二 4- 日。 西 鶴の 記 文 は、 九月 二十 二 曰で あるが、 养羅生 

の 記事に 依る と、 同 二十 三日と あって 一 日の 相 遠。 時 1? は、 西 鶴に 「曙 C 一夢 さらく 最後 卑しから 

J  0  はたち 

す 世 語りと はなり ぬ」 と ある。 おさんの 年齢， 時に 十八 歳〕 丁度 此の 類推 は T 都の 盲士、 廿 にも 足 

ら すして やがて 消 ゆべき 雪なら ば」 と 近 江 偽 入水の 前の 記述に も 當て箝 るからで ある。 然るに =;H 

村 氏 は、 大近 松の 方の 十九 歳說を 採られて ゐる。 十八が 十九で も 一歳の 違 ひだ。 これ は 構 はぬ。 (一 

說 では、 「良 享ニ年 五月、 獄舍の 上、 追放」 だとい ふ。 H みに 西 鶴の 「五 人 女」 は、 その 翌 三年の 板 行 0) 

茂 右衛門の 刑死 年齢。 これ は、 私 も大近 松の 中に も ある 二十 歳に 黉成 である" それ は、 彼が 柏 原の 

姨の 家で， 姨に、 おさん を、 「これ はわた くしの 妹」 と 云ひ餘 へた 點 から 者へ て、 茂右衞 門 とおさん 

との 年齢の 距離 は、 七 八 歳の もの は あらう とい ふので ある。 卽ち 茂右衞 門の 姨 (叔^) は、 茂 右衛門 

が辨 への 付いた 七 歳 位の 頃に 別れた きりで、 その 以後 逢はなかった。 從 つて 妹と 胡麻 化し 得た と E 

ての 話で ある。 何と なれば * 姨 はおさん を 全く 何者と も 見知らなかった からで ある。 然るにお さん 

は 十八 歳であった 類推が ある。 よりて 私 も 彼 を 一 一十 五 歳と した。 

以上、 私 は、 無論 鹤の 記述に、 火 近 松 や 歌 祭文よりも 比較的 眞實が 多くと り 人れ られ てあらう と 

いふ 前提から、 此の やうな 長々 しい 解說を 試みた ので ある。 特に 三 m 村 氏說に 感服し ない こと は、 氏 


fl 正 のん さおる S& に sass  si~ 


i^. の さめ 


「五 人 女」： 一一 

の 梗概 


に ひまくら  +*なょ^'  た 

が 、「十九になる 少婦が 三月の に 二度の 新枕」 (i 之 居の 裏表 二 九： 良) とい はれたり、 「從 つ て f 化 嫁 はヌ 月經 

たぬ に此 始末. なんの 事ぢ やと 一； 4 はねば なるまい」 とい ふ論斷 である。 たと ひ此 等が 大近 松の 淨 gF 璃 

から 根ざして ゐ るに もせよ、 私に は 荒唐無稽- あまりに おさん 5 肉的 經過 を 無！ g した 言葉 であると- 

以前から 不平であった からで ある。 即ち 私自身 比較的 眞實味 ありと 思 ふ 「五 人 女」 から 論據 して、 竹篦 

返し を 試みた ので ある。 其 他密. $ "から 刑死に 至る 年月 も * 三 田 村 氏のと， 此の 小生のと は 火に 異ふ。 

私の 論斷は * 西 鶴 を 幾分 敷衍し、 これ を 系統 立てた に 過き ぬが、 要^ * 十 叫で 結婚した 早熟した * 

し まつ 

^^ロな節儉な||始ょしの町女13が、 結婚 後三年 * 十六 歳 時分に は 夙う にあった 性の 眼 ざめ から、 その 

了  S ！。 たうとう 本 夫の 不在に 堪 へ かねて、 無意識の 接 觸愁 から 起った 悪戯が、 とんだ 事に なり か、 り， 

(その 瞬間 は、 私 は、 おさん は跟ざ めて ゐた 一思うて ゐる。 眼 ざめ たが、 性の 誘惑に たうた う t ^て を 

遣れた の だと 思って ゐる。 無論 半ば 以後 は 合意の 事と 思 ふ。) それから 毒 喰 はぐ 皿までと * かれこれ 一 

年の 折々 の 逢曳。 たうとう 水夫の 宅..； -閗 いて 逃げ出し、 その 年の 秋處 刑。 即ち 不義から 約 一年 叫ケ 

月を績 行の ま、 生きて ゐた。 根本 は、 市井 ざら にある 性の 悲劇。 美婦 だった から 問題に h つたの だと 

思うて ゐる。 

以上で、 私の 記述 は暫 らく 絶つ が. 最後に 西 鶴の 五 人 女を悉 しく 知られぬ 方々 の爲に * 「五 人 女」 の 

中、 卷三 だけの 梗概 を 左に 示して おかう。 


「大 1,^ 師某 は、 おさんと いふ 美女 を 妻に 迎 へた。 おさん はま だ 若い 娘であった が、 年 S 違った 夫に よく 仕へ 

た。 三年 目の 秋 夫の 大經師 は 所用 あ つ て 東に 赴く。 おさんの 實 家で 長年 召使った. K 體の茂 右 銜門 と いふのに 

1 切 を 托して おいた。 して れば茂 右衛門 は相當 に才覺 の. 刈れた 男らし い。 その 留守宅に 事件が 突發 した 0 

おさんの 使って ゐる 女中 のお リんが 臨 睡手傳 ひに 來てゐ る 茂 右衛門に 懸想して、 おさんに 文の 代 霄を賴 んだ。 

茂 右衛門 は 初めはお りん を 馬鹿にして ゐ たが、 おさん 代 擎の文 一 W に 鉢され て、 茂 右衛門 も その a- になった 0 

到頭 或る 夜 を 約す る やうに なった。 その 晚が、 五月 十 ra 日の 晚 o( 大 1^ 師が 旅立って から、 半年-以上 縫 過して 

ゐた 0) おさん は 座興に とて、 その 晚 おりん の 身代 リ になって その 部屋に 寢てゐ た 0 茂 右衛門が 忍んで 來 たら、 

アツと 驚かし、 奉公人 達 も出會 つて 笑 はう と いふ 計畫 であった。 然しお さん は 何時と なく 寢て しまった。 茂 

右衛門 は その 熟睡 中に 來た。 奉公 入 達 も 待ち 疲れて 眠って 了った。 おさん は眼覺 めて 罪の 遂行 を 知った。 そ 

れからま 、ょと時々§^會をっ . 、けた。 liU ヰ 春、 に 石山 詣に かこつけて 五 百 兩を挾 箱に 入れて、 家 を 出た。 

花の 散る 琶琵 湖で 漁師に 箱んで r 人人 水と 兑 せかけ、 その K 丹 波へ 越えた 。柏 原で 茂 右衛門の 姨を 便った 

が、 缺8息子の31^飛是，太郎と結^せねばならぬ破目になリ、 その 逃げ出した。 さう して 丹 後の 切 戶邊に 

れてゐ たが、 银年 京に 來る 栗： g 人が、 ナ、. 1 肺の S 先で、 うかと 「こ、 のお 主婦さん にょう 似た 人が 切户 透に 

ゐる」 と 口、 y つた 許りに 事 露 はれて 捕 はれ、 その 年の 九月 遂に 粟田口 刑場の 露と 消えた o」 

—— 大正 十二 年 一 一一 月 —— 
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破倫 物の 三 


大近 松の 破倫 物 

大近 松の 戯曲に 現 はれた 破 は 事件 は 三種 ある。 大經 師昔歷 (改め 戀 八卦 柱 曆) (賓永 三年 九月 二十 1 日 

初日) と * 堀川 波の 鼓 S 永 四き 一月 十五 曰 初 5 と， 槍の 權三秉 帷子 S 保 二； 小 八月 二十 二 a:?. S とで あ 

る。 各 曲 中の、 王 要人 物 を擧げ ると， 『昔 13』 では、 本 夫 京の 大經 師以 春。 • 姦婦お さん" 姦大 手代の t 戊 兵 

00 『波の 鼓』 では、 本 夫 因幡の 家中 小 〈K, 彥 九郞。 姦婦お 種。 姦夫 京 堀川 鼓の 師匠 宫地源 右 術 門。 『重 

帷子』 では、 本 夫 中 國の藩 淺香市 之 進。 姦婦お さゐ。 姦夫 同家 中 征野權 一一 一で ある" 

『おさん は實 家の 窮乏 を 救 ふ爲、 茂 兵 術の 赏體で 親切な の を 込んで 金策-を 賴み 人れ る。 茂 兵銜は 一 

時 逃れに 以卷の 印 を 化 Mffl する。 以 春に 付かり 訟 f の 破目、 茂 兵衞に 兼々 心 を 寄せて ゐた 下女のお 玉 

が 我が身の 事に 云 開く。 その 夜、 おさん はま：： の 厚意 を 謝すべく お 玉の 闘に 行き、 以^^^が彼女を；：？夜挑 

むと 閒き、 お 玉に 代りて 臥す。 茂兵衞 もお 玉の 晝の云 開き を 嬉しんで、 情 を 交す 心に なり >  同じく お 

玉の 寢 間へ 来る" そこで 二人の 不覺が 生れる。 逃亡 後、 丹 波で-刀い 捕られた が、 黑谷の 上人の 手で 助命 

となる。』 (昔 曆) 

『源 右衞 『は、 お 種の 養子 文 六の 鼓の 師匠。 お 種、 夜に 入って 酒 # を 出し 欸待 する-" お 種 は 一 € 好み * 


椎 

子 


つ 一 《 
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次第に 座が^ を紊 して： 订 つた" 所へ お 種に 横戀 慕の ft 邊床 右衛門が 挑みに 來る。 お 種 困り ra^ て i 欺き 

歸す。 それ を 源 右に 门 留めさせ うと、 m の K 風の やり取りが 嵩 じて、 つ ひ正體 もない 不義の 遂行。 床 右 

衞鬥に 現場 を 見付けられ 證據の 袖 を 取られる。 源 右 は 京へ 逃げる。 京に は 妻子が ゐた。 お 種 はいつ か 

身重に なった。 ra: 月 目、 本夫彥 九郞歸 SI の 日、 罪發覺 し、 お 種は自 する。 やがて 彥九 一族、 京の 堀 

川で 源 右 を 討つ OJ  (波 Q 鼓)  , 

『おさね は恪氣 深い 性。 姉 娘お 菊の 婿に とい ふ 口約束と 取 か へ に. 權 三に 茶道の 奥義 を 或る 夜 許さう 

とする。 端な く權 三に 他の 婦 (おさ ゐに戀 慕の 侍 川端 伴 之 水 一の 妹 深雪) ありと 知って， 權 三の 締めた 帶 

を 唯が 縫うた， I 退った と 飛び か、 り、 無理やり 解いて 庭に 棄 てる。 代りに これな と 締めよ と 我 身の を 

わめ 

解く- 權三も その 恪氣に 呆れて， 要らぬと 庭へ 投棄て る。 それ を 伴 之丞が 拾って 不義 者と 喚く。  二人 

の 逃亡。 伏 HD- の 渡 場で 市 之 進ら に 諸共 討 たれる。』 (甫 帷子) 

特筆すべき こと は- 彼ケ 等の 全部が 事前の 相思から 來 たもの は 一 人 もない ことで ある。 まだお さゐ 

だナは 「しんとろ とろ リ」 と橫 三に 岡惚した 事 は 一度 や 二度 はあった らう。 お k ぶに 對 しても 一 其方が 

嫌なら 母が 男に 持つ ぞゃ」 と戯談 にも 言うて ゐる 位。 「我 身が 述添ふ 心に て 吟味に 吟味」 した 婿 だと 

も。 數寄屋 で恪氣 を^した 折に も T 不承 乍ら 此帶 締めな され。 一念の 蛇と なって に卷付 き 離れぬ。」 

などと M いてね る。 おさん は 茂 兵 衛を唯 sg. な 男よ と 幾分 か 好いて はゐ たらしい。 お 5ii はてんで 源 右 
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意外な 過失 

や 偶然 事 . 


孤棲の^！！遇 


に 愛憎はなかった。 從 つて 三 ォの破 ゆ は、 意外な 過失 や？^^ 事に 動機して ゐる。 

注意す る こと は 彼女 等 をし て 此の 災厄 に 趨 らし める ほに 大ぃ な る カを爲 した 敵役 が. -せ部 あ る 事で あ 

る。 おさんに は 平素から 横戀 慕の 乎 代 助 右衛門が あった。 彼が 茂 兵 衛の印 盗用 を以 春に 告げた。 お 種 

に は 床 右衛門が ある。 おさ ゐには 伴 之丞が ある。 近 松は此 等の 惡を 使用して. 一 二 女性に 對 する 破 ゆ 詰 

責の聲 を 緩和しょう とした。 用意 狡智 なりと 謂 ふべ しだ。 三女 性 性格 上の 缺陷に は. おさん は咎 むべ 

き 事 殆ど 無い。 おさ ゐは、 稍 平素の 岡惚と 悟氣 深さと に 於て 彼女の 罪が ある。 況して 彼女 は 自己の 恪 

氣 深さ を 自ら 認めて ゐる。 (權 三に 無理押しつ けにした 自分の 娘 菊の こと をい ふ 時に、 『妾に 似たら ば， 

定めて 瞎氣 S 水から う』 云々 というて ゐ る。) 然 るに お 種に は. 2- 淑を 外した 酒 好みと 不謹慎の 言葉 を 弄し 

た 事と から、 彼女. ：！： 身より 多くの 罪が ある。 然し 心 付かれる 事 は、 三女 性 凡てが、 個々 の 性 .1 よりも. 

寧ろ 孤 棲の 境遇の せゐの やうに、 女人 偶むべし と 看過したい やうに 描かれて ゐる 事で ある。 (「北 = 曆」 

では- おさん は 孤 棲で はない。 然し 夫の 以春は 女中のお 玉に 夜 這って ゐ た。) お 極 斗り は 偶然と も 云 切 

れ ない。 .H ら ん じて 源 右に 挑んだ だけ、 彼女 は. nrpi; する 丈の 責は ある。 不^者と 決った 時に 於て， 

まだ 其實が 無かった の はお さゐ。 つたの は 他の 二 女 o( 但し 此の 中、 お 種 は 承知して か" り、 おさん 

は 過失。) 

遂行 後、 三 45{ 性に 何れ rai:- の. 責饿悔 の 念が 起ったら うか。 ：：• 収 もせ しんだ の は， 「波の 鼓」 のお 種で あ 
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る。 その 夜 もお 種 はふつ と 眼 を覺し T 我 夫なら で 一生に 覺 えぬ 男の 肌 觸れて  女の 罪の， お 一 に 

て 未來は 愚か 此の世の 耻」 と 嘆き、 たった 一回の 罪から 懐胎し. 四月 H、 知られた 妹へ 「好みし 洒も 

今 思へば，； S 世の 業の 毒の 酒、 無明の 酒の 醉 さめて. E 害せん と 思 ひしが * 夫の額を<^ 一  度0-たレくと 

思 ふより」 生きて ゐ ると 嘆き、 (偶々 墮胎を 試みた ことが. 後に 下女の 口から：^ れ た。) 夫彥 九郞^ 國 

せつば  J. 

の 日、 「是は 我が身の 雷 譯 なり 免して 下され 是御 覽ぜ」 と、 胸 押 開けば、 九寸 fq- 分膽 先に 切羽まで， 貫 

して ゐた。 お 種 は 死ぬ 迄、 夫に 愛 幕した。 後義な 侍の 生活と. 屮年 女の 成熟した 體。 初めに 彼女 は、 

「隔年の 江戶 詰。 お 國にゐ て は 毎日のお 城 詰、 R: に 十日の 宿直 番」 たる を 嘆き • 驟さを 酒に 遣って ゐ 

ると 告白した。 ^；-文六を^^子にして子もなぃ彼女、 思へば 可哀想、 人 問と 近義と Q 枷に！； られた ¥牲 

だ。 況して 彼等 夫泰 は、 「様子 ある 夫婦」 とい ふから、 町人なら ば 人 も 羡む爲 驚の 仲の 竿いだ。 「昔 勝」 

のおさん は、 元來 平凡な 京女。 それ 丈 、「互 ひの 心耻づ かしく、 顏打 あげて 額と 顔 合せ、 顏を あから 

めて は淚の 外に 詞 なし。」 町人の 女房と いふ だけで ある。 

端倪すべからざる もの は、 おさ ゐ である。 彼女 は 善良なる 母婦 の半丽 を；^ に 有して ゐた。 と！： 時に、 

恪氣 11^ さの 人後 に 落ちざる 點 に 於て ま た 偉大な る娟婦 であつ た T 淚も袖 に 落 次第。 ェ 、 思. ij^ す る程嫉 

ましい。 (き 我 身が *g 添 ふ 心に て 吟，， マに 吟味、 思 ひ 込う だ 稀 BR なれば こそ 太 車の 娘に 添 はする もの、 

恪氣 せす に 置かう か。 (略) え- - 恨めしい 腹 だ \ や。 (略) 恪氣も か 病 か。  我 男 を 手放して 
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x</\ しルラ 

海山 隔て.. - 能う 2^  くぞ。 能々 お， 王 は 怖い もの，. - 皆 心の 氣隨 から * 姑が f 斗 (權 三 をい ふ) の 恪氣と は惡名 

ざま 

の 種 さらり と m 、：- ひ 忘れう と拂 へ ども 猶胸！ す」 と ある， ほ-は 何う だ。 よく 云 へ ば 娘 を W 心 ふ 熱 火の 如 

し。 悪く い へば、 年少の 美男に 焦る、 娼 樓の婦 だ。 それ も 「我 身が 連れ添 ふ 心で」 擇んだ 權三故 だ。 

„  J  かたま リ  あづま 

凡ての 禍因 は此 にある。 興裔の 塊、 或は 鬼の 夫 を 慕 ひ 殿 を 怨み、 轉 じて id 下の 問題た る 描 三に 及ぶ。 

彼女 は、 實 家の 母に 對 して 孝行 者。 娘 や 枠に 對 しても 、「妾 は 娘 もたん と 持つ。 嫁入の 時の 諸道 几 〈を 一 

色 も 散 さす、 子佻媒 ける 便に、 小身の 我が 夫に 餘り苦 を」 かけない 利口者。 そ Q 女が- 墮落。 然し 

林1.^の筆は、 一一 •： 破^ 曲 中、 此のお さなに 作者の 氣魄 集る かと 思 ふ 程、 精到 爛熟- おさ ゐ の複雜 なる 面 

目 躍如たる ものが ある。 人 §1 的と いへば、 おさ ゐ こそ 最も 人間的、 女性の 執拗 さと 可憐 さと を U; (現し 

た 唯 一 人で あらう。 

おさ ゐ の、 常 夜、 伴之丞に發^^ごれてからの權三に對するロ說、 悪く い へば 自家 辯 護が 面白い。 彼 

女 は 妙な 1  一一 I： を 吐いて、 道心に 安心 を與 へた。 『生きても 死んでも 廢 つた 身、 ^に 御座る 巿之進 殿、 女房 

を盜 まれた と 後」 4- を 指されて は 御 奉公 は 愚 か  唯今 ！ 一 人 が 不義 者 に 成 極めて 巿之進 殿に 討 たれ 

て 男の 一分 立て、』 と賴 むの だ。 權三は 『死後に 名 を 雪げば い， -。 問 に 成 極まろ は 口惜しい』 とい 

ふ" それ を r 跡に 我々 名を淸 めて は 巿之進 は 女 敵 を 討 過り、 二度の 耻と S 4 もの。 不肖 乍. J^* 今 此處で 

女房 ぢゃ 夫ぢ やと 一 一 一一 n うて』 くれと いふ。. 頭の 惡ぃ 時には 分らぬ やうな 大分な 理窗。 それから 到頭、 本 
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おさ ゐは培 


當に成 極まって 了 ふ。 下 之卷の はじめは、 名文。 極めて 色っぽい T 淺^の 水の 濡れ 初めて； sliT の^と 

置き 惑つ」 たり 、「十一 一 違 ひ (おさ ゐ三 十七、 權三 二十 五) の. 月 更けて 姉と もい は.. -岩 枕- 代す 枕」 が あつ 

たりす る。 いやはや だ。 

おさ ゐは 熔銕爐 の やうな 女。 馬觸 るれ ぱ馬を 愛し、 人斶 るれば 人 を 愛すの 概 があった とい ふべき か。 

姦夫の 性格 其 他に 就き * 餘談 なほ 一 回。 (ナ、 正 十  一 3f 十月)  . 


配 在 人物 I 大近 松の 三 破^ 曲を讀 んでゐ ると. - 誰し も： えの 付く こと は- 姦夫 玄狄： i 以外 他の 配 在 入物の 11 係が、 

三曲 殆ど； ：！； 一揆で ある ことにで あらう。 試に 表解 を 以て 示したら、 左の 如くで ある。 

(昔 勝)  S の ^s)  i  0 子) 

お  玉  >说 兵 衞  妹 0  .^u-,  ！ v^.  三 

助 右衞門  > お さ ん  床 右衞門  i 種  俘 之 f お —— ふお さ ゐ 

お さ ん<  s.^ 兵 窬  お  一?  ：  Hi  . ^衞 門  お さ ゐ<  ^權  ョ 

昔賊 5 と 重 帷子と は 三 系 を爲 して ゐ るが、 特り波 の^だけ は 一 一系で ある。 之に 若し 木 夫と 姦；^ との 11 

係が 加 はれば. W せて ra 系 若しくは 三 系で あろ。 ^上.； = 通の 破 It, は， 姦婦 姦夫と 姦^ 本 夫との 二 系に 

過ぎぬ。 一 系 若しくは 二 系を增 して ゐる だけ- 戯. E であり 乂 脚色の 妙 —— 寧ろ 技巧；； おに.：^ りと li ふべ 


m$  ^ 敵 


三 姦夫の 器 

量 


きか。 之に 依って 想 ひ 起される の は. 私の 淺ぃ 智識で は、 かの シ ュ -1 ッ ッ レル であった と 思 ふ 「リ ン 

グ 一 とい ふ 短篇 や、 江戶 期讀 和の 一 たる 實名梅 亭佘鵞 作の 「赛情 花 朧夜」 などで ある。 姦夫に まゐ 

つて ゐる 女屮 (昔 暦) や 敬 役の 妹 (首： 帷子) を 使ったり、 三 戯曲 全部 姦婦に 橫戀 慕の 敵役 を 配し， 細流 

朝す る處 此の 大江 とい ふ體で >  姦、^|遂夫の結合に終ってゐる。 芝居と いへば 芝居 だが、 また 人事の 不 

可 思. T 宛轉 なること を 示して 餘り ある。 しかも 不 1? の綬大 楔 子 * 動 たろ もの は、 夫々 三敞 役のお 

it たるに 於て を や。 人形 なれば い、 ものの、 生きた 役者であった らば. 撫 嫌な 役 廻りで あらう。 

先づ、 三 姦婦の、 容貌 器量の 美 酷 上下から， 品隨を 始めよう。 

「昔 曆」 の 屮の茂 兵衛 は- さした る 印象 も 我等に 殘ら ぬ。 唯 だ 下女のお 玉の 「手代 衆の 內 でも、 茂 兵 

衛 どのの 様な、 かりそめに 物 首 ひも、 あいそら しうて いつ 腹 立 額 も a せ や C ほんに あの 様な 男 持つ 女 

は 栗 報」 というた の を無條 件に 受. 入れても、 のつ ベり した 京 男の 唯 だ 實體が 取り得の ！ 餘り 意氣地 

もな ささうな、 手代の 額より 映らぬ。 その 夜， 玉とば かり 思 ひ 込んで 夜 這 ふに も、 一次の 茶の ii に 玉が 

r  みそ 

寢る。 畳 は いづく 足の 碎 風に はたと 行當 つて、 喫^した る 膝ぶ る ひ」 より 他の 藝 はない。 極めて 密 

か を 

男にば 不似 である。 {且 なり 全篇 殆ど 彼の 印象 はない。 

「波の 鼓」 の 源 右衛門 もさした る 印象 はない。 彼 は 唯 だ 据瞎の 箸 を 撮んだ ばかり だ。 何とか は 男の 耻 

と 單に考 へたに 過ぎな からう j 破 〈1 に、 前後 I 回， 當夜 のみであった らう。 £ハ 後 * お 稷の虚 へ 寄り 附 
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考雑 iS 軟戸江 


® 態 性欲で 

樁牲 


常： 帷子と ニー 

本鏠 


いたげ に 書かれて 居らぬ。) されば その 一 回が 懐胎した とも、 況して その 一 回の 取 食から 自分の が 落 

ちょうと は. 夢更考 へて ゐ なかった らう。 他の 二 姦夫の 獨 身と は事異 り、 源 右に は 女房が あった。 分 

別 者の 頂上で ある 害で ある。 それが 此の 有様。 以て 常 夜のお 種が 如何に 酒の せゐ とはい へ， ^姿， m 

態の ある 限り を盡 した かが 知れよう。 分別 者の 年鞏の 彼が、 殊に 當夜 破^ を即 汀す るに 於て、 餘 程の 

誘惑が あった 害 だ。 作者 は、 一 も 源 右の 心理に 觸れて 居らぬ。 唯、 据膳 食って、 さあと いふ 女敞 討の 

ドタ ン 場に 逃げ 廻る 卑怯者と よりしか 書いて ない。 

r:te 權三」 の權三 は. おさ ゐの 妖婦 的 半面、 變態 性慾の 可憐な 犠牲の やうに 書かれて ゐる。 彼の 容貌 

は絕^ である。 その 容貌が 凡てに 仇と なり、 彼の 手練の 檜 術 もむ ざく 伏 El- 橋 上の 露と 消える。 容貌 

から 器量から 少壯 武士の 典 それが おさ ゐの爲 に 蹂躪され る、 >  然し 西澤 一風の r 亂輕 三本 鍍」 に は， 

全く 此とは 正 反對。 おさ ゐ 結婚 以前に、 一度お さゐ から 持ち かけ、 危ない 曾 尾。 おさ ゐ 結婚 後 そのす 

ました 奥様ぶ りが 痛に 障り， 今度 は權 三から 挑む つ 遂 ひこ、 に 破^の 構成と. 極めて 人間的に、 凡 魔 

情痴の 展開と して 描かれて ゐる。 「三本 錢」 は、 ー早 保 一一： 年 作， 大近 松より 以後で は あるが、 恐らく 此が 

車實に 近から うと 思 ふ。 (「三本 錢」 より 以 il. 犬 近 松の 戯曲より 先に， 「女 敵 高 茶碗」、 同時に， 「雲 

州 松. 江 鱸 一 が實錄 物と して 出で、 ーゐ る。 高 腿 茶碗 は- 大近 松の 作と 似、 松 江 鱸 は 三本 と 趣向 相似て 

ゐる。 人 は、 年次の 早き を 以て、 高 魔 茶碗 を 以て 實說に 近し とすれ ど、 自分 は 却って それだけ 事貲を 


物 fc'f 破の 松近大 


61 


想像 若しくは 曲庇 はせ す やと 思 ふ。 卽 ちその 複雜 なる 筋が である。 然 よりも， 平凡なる 1 娼婦 一 姦夫 

として 描け る 松 江 鱸、 及び これ を に繼， ^して、 ゆ： ら 高！ § 茶碗 を 參 ii せろ 三本 Si を 以て、 寶錄味 も 多 

からう とい ふので ある。 さう とすれば、 寧ろ權三の方が姦夫の性格^<?として最も？1迅憾な い。 一 風 はお 

さ ゐをヤ 凡 化し、 大近松 は 權三を 平凡 化して 了って ゐるリ 

さぷ婦 姦夫 二 組 死んで、 一 組 (昔 曆) 助かる。 こ X にも 大近 松の 技巧 を覩 るべき であらう。 

11 大正 十一 ハ牛 十 一 月 11 


「&の ts」 と 

同 超 材の物 


以上で け、 まだ 何だかべ ぉ足リ ない が、 姑ら く 右の ii にしておく。  m、  でに、 大近 松の 三破偷 物の 中、 d 

の 鼓と 重 帷子と に 封 照すべき、 これと 同 一 題材 を 取扱った 錄 物の 性質 を 有する 浮世 草紙に つ いて、 その外 

题 だけ を 示 してお かう、 す， V  - に 諸 書 に說 かれて ゐる ことで は あるが、 比較の 便 を 惟 ひて 1- ある。 

〔堀川 波の 鼓〕 と 同 題材の もの。 

L 熊 谷 女 編 笠 五卷 贊永 三年 初秋 末の 五 口  (作者〕 錦 文 流 〔帝 國文席 「珍本 4- 集」 上 所收〕 

0^ 京錢 鎖帷子 四卷 H 永 三 ii- 仲秋 极行 (作者) f..M--" ゆ、 〔德川 文 藝賴聚 第一 所収〕 


「筮推 子」 と 

同 超 材の物 


〔槍の 撺三 常-帷子〕 と 同 題材の もの。 

L 女 敵 高 魔 茶碗 =¥ 享保ニ 年 七月 二十  一口の.； S: 〔此の 幕 件 後 僅か n 口： H 也〕 

(作者) 不 詳 〔德 W 文 S 類 兰所 収〕 


62 


考雜 2 &軟； 1 江 


01 雲 州 松 江の 鱸 三卷 不 詳  (作者〕： 小 詳 〔同所 收〕 

0^ 亂 E 三本 隨 六卷 (他 ニ篇と 合輯) 享保 三年 (作者) 西澤 一風 〔近世 文藝 叢書 第 四 所収〕 


「重 帷子」 

「三本 鍵」 兩 

者に 封す る 

奠 


以上の 中、 特に 言って おかねば ならぬ の は、 近 松が 重 帷子 は、 亂 腔より 藉 りたと いふ 從來 の說 であ 

る。 この 說 どうい ふこと か 未だに 間々 行 はれて ゐ るが、 (現に、 高須芳 次郞氏 著の 「日本 近世 文學 十二 講」 

の 中に も、 その ニニ 五 頁に、 亂脛 などが、 近 松の 純化 を經て 「重 帷子」 となった と 書かれて ゐ る。) これ は 、「近 松 

の 研究 1 中の、 (その 十五 頁) 靑々 圜 曰くの 

「  「亂萩 三本 槍」 S 取 も 古く • 近 松が 材源 は、 大方 是 ならん と、 或 老人 は 曰へ りき。 同書 は 

 原本 を 見し 事な し。」 

と あるな ど を その 儘 受け入れて ゐ るので はなから うか。 成程、 此の 靑々 園 氏 曰くの、 明治 三十 年 前 

後 は、 この 亂 脛の 所見 もなかった であらう が、 今日で は、 前掲の 如く 複刻 もされて、 その 享保 三年 扳 

行で ある こと は、 周知の 事で あるのに、 どうして 未だに か， -る 謹が あるの か。 卽ち亂 腔 こそ 近 松に ヒ 

ントを 得た (と は. €1 分 は 思 はぬ が； 1 とか、 又は 刺戟され たと でも 謂 は 謂 ひ 得られる ので ある。 部 

ち 近 松の 一重 帷子」 は、 享保ニ 年 八月 二十 二日、 亂腔 は享保 三年で ある。 後の 物 を、 ：.1 の 物が 純化し 

た， 或は 材料に したと は 錯誤 も甚 しいので ある。 恐らく 近 松 は、 ffi 帷子 を. 何物よりも ヒント V ふ. る 
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ことなく、 巷談 を 直接 材料に し、 高鼯 茶碗の 四日 後なる に比べて， 重 帷子の In 餘後 では 其 間 多少 H 

時の 前後が あるが、 とにかく 殆ど 同時に 生れ、 ^談、 偶 々市井の 一事 實が、 一 は 浮世 草紙の 高麗 茶碗 

となり 一ば S 帷子と なった ので ある こと は、 無論で あらう。 以上。 

尙、 .H 分の 「大！ ャ.： 松の 破 物」 は、 先人の 感化. 又は 啓 一 k 、なく、 全く 文に 親炙して、 直接. E 分の 

產ん だもので ある。 然るに 此の 稿發表 後、 多年 索め てゐた f 近 松の 硏究」 (明！ 55 一一； 十三， ぶ 發行) を 其 後 他 

から 譲り受けて 早速 ー讀 すると、 その  一 二八 頁に、 故拘月 氏が 自分の 成した と 殆ど 同様な、 三 破倫 物 

について、 本 夫 姦婦 f 焱 夫の 關係を 表示して ゐられ る あるの を兑て 驚いた。 全く 一より 起った 二と 三の 

暗合、 類似で ある。 尙. 自分の もっと 云 ひたいと 思 ふこと を、 同 W の諸處 にす でに 説かれて ゐ ないで 

もない。 とにかく 自分 は 自分と して、 獨自の ものであった こと を 云 ひ 添へ てお く。 

—— 大 E 十 一 一一 年 六月 補 11 
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半 二の 『心中 紙屋 治兵衞 


J 


半 二の 機 本 

位 


近 松 半 二の 「心中 紙 S 治 兵衞」 と大近 松の 「天網 島」 との 比較- 延いては 却って 人に 知られて ゐな 

い 「心中 紙屋 治 兵衞ー の 硬化 丄た， 詩から 散文と 變 じた、 半 二の 機 本位の 通俗 寫實 主義の 木體を ら 

かにして a ようと 思 ふ。 大近松 を聖、 出 雲 を；： Si 聖 とし、 半 二 を火贤 とい ふこと は 成程 巧く 云 ひ 叶へ た 

もの だ。 竹 本 劇が 未だに 所謂 新舊 歌舞伎の 大部分 を 占め、 或は その 追隨 者の 多く を 有して ゐる ことか 

ら思 ふと、 殊に その 竹 本 劇の 大成、 その 發達の 素地 を 築いた の は、 大近 松なら す、 出 雲なら す、 半 二 

である こと を 思 ふと、 彼 半 二の 士腎 主義 また 偉なる かなと 謂 ひたい。 門 左 も 中々 操 を 顧慮した、 興味 

中心の 爲に 腐心す る 所が 多かった。 然し 私から 謂 はしめ ると 彼 は 矢張^ 情 狩人であった。 叙 i5$- よりも 

叙情 味に 於て 勝って ゐた。 半 二 は、 全く その 反對、 純然たる 叙事 本位- 散文 家であった。 火 近 松 は悲戀 

詩 を 歌 ひ， 半 二 は 面白い 操 芝居の 作に 唯專 念した。 出 雲 は 丁度 その 中^の 峠の やうな ものであった。 

同じ やうな 村で も、 「天の 網 島」 と 「心中 紙屋 治 兵衞」 と を 比較す ると、 我等 は、 その 懸隔の し 

いのに 呆れる、」 勿論 操 人形の 發達を 影響に 受けた 點も あらう が、 半 二の は 純然たる 劇で あり- 門 左の 

は 未だ 詩、 情感 本位で ある。 今、 私 は 「天の 網 島」 と 「心中 紙屋 治 兵衞」 と を 比較し、 その 荒 筋の 相 
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「天の 辋島」 

の 追隨作 


違 を 述べ、 內容 用意の 差 を 述べて、 以て 私の 言 を 如何に 此 等が 雄 辯に 語り 居れる か を 示さう つ 

「天 の 網 島」 の追隨 * 摸倣 作 は、 半 二 作の 前に も あり， 後に も ある。 卽ち 

天の網^^?(門左)享保五年十ニ月六日。 竹 本 座 〇 双 扇 長柄 松 (並 永永 助、 豐竹 上野) 寳歷五 年 七 七 nl。 

璺竹 .M 〇 中元 嗶掛贜 (三 好 松洛、 竹本嘉 蔵) 明 和 六 年 七月 阿彌陀 池來芝 〇 心中き 屋か (近 松 半 二、 

竹 田 文吉) 安永 七 年 四月 廿 一 日 北 新地 芝居 〇 天網， i 。時雨 炬健 (半 二？) 不詳 

である。 今日、 一般に 知られて ゐる もの は、 刊 本に 於て 天の 網岛 と、 劇 並びに 素語りに 於て 及 さ 

れてゐ る もの は、 時雨 炬燧 である。 「時雨 组鐽」 は、 半 二の 作と いはれ てゐ るが、 此の 「心中 紙屋 ュ£ 兵 

衞」 と 別物で ある。 恐らく 半 二が 在世中に この 「紙屋 治 兵衞」 を， 更に 增補 修正した か、 或は その 衣鉢 

を嗣 いだ 者た ちの^ 補 改題で はなから うか。 (若し 半 二の 作と すると、 此の 「紙屋」 の 安永 七 年 以後 天明 三年 

迄、 六 年間の 何れ かに 於け る 作で ある。 何と なれば 彼 は、 夭 明 三、 五十 九 歳で 歿した から。： * 「炬健 一は 我等 五行 本 

の 紙 治內に 於て 知る 限り は、 頗る この 紙 星 治兵衛 よりも 更に 劇化、 不純 化で ある。 饭 健に は， 末 段、 

太 兵衞善 六の 拔刀、 治 兵 衞之を 殺傷の 形式と なる が、 この 「紙屋」 に は、 危 くそれ を « へてゐ る。 其 

他お さんの 出家、 SS?!K 左衞 門の 苦哀 など、 末節に 於て、 その 精祌に 於て、 歌^伎 化と 通俗 映 養 劇化 位 

ゐの差 は あらう. 悉 しく は 時雨 炬 1^ の 丸本 を 手に入れた 上で、 此の 論の 補正 をしょう と W 心 ふ，、 で、 今 

は、 唯、 世上 流布の 「天の 網 島」 と、 比較的 純正 さに 踏み止まれる 「紙屋」 との 此の 雨 者の 比較に の 


み 終らう と 思 ふ ひ 

先づ 仕組の 相 遠 をい ふと、 

天 の 網 島 


上 の 卷 S 

中 0 卷 (紙 


內 晨) 


治 內) 


<* 中お！ 息 治 衛 

？?。 の？ 

茶屋の 

IA 厶厶厶 

畏 町の 段 

0  0  0  0 

^  Dtel の 段 


下 の 


下 の 卷 (大 和 屋外) 

A 厶 <1 厶 厶厶厶 

附名殘 の 橋盡し 

の 通りで， 「天 の 網 島」 の 骨子た る 上と 中と は、 一 紙屋」 の k の 下と 下の 下と に 殆ど その 全 鱗 を 受け 

入れて ゐる。 隨而 「紙屋」 の 浮 瀬の 段と、 長 町の 段と は、 全くの 新作で ある。 全くの 新作の 比の ニ^ 

は 後 廻し として、 共通の 二 段 (上の 卷と茶 の 段。 屮の卷 と 紙屋の 段) に 就て、 大近 松の を受 入れな 

がら も、 「紙屋」 が 如何に 詩より 散文 化に 腐心 (或は 安易に) して 成し たかを 說 明して みょう。 

先づ 上の 卷 (天の 網 島) と 茶 g  (紙屋) との 部分的の 目 しい 差 (寧ろ 半 二の 修正の 跡) を檢 索し 

てみ よう。 大 近 松の 上の 卷の 最初の 直謠 は、 「紙屋」 に は 1 切ル V 略されて ある。 直ちに 「よはが ® を 


江 

軟 

雜 

考 


『衞兵 冶屋紙 中 心』 の 二 半  07 


持ち出して ゐる。 恐らく 此の 宣謠 は、 半 二 在世 當 時には 陵れ きった もので * その 意味 すら 捕捉し 得ら 

れ なかった ので あらう。 「よねが 情」 以下、 大近松 本に 殆ど その ま、 である。 唯、 大近 松の 「納屋 は 歌」 

はや W- 

と あるの を 「時 花 歌」 と變 へて ゐる。 大近松 本の 「仲お のきよ が是を て」 以下 「女 景淸」 云々 迄 は、 

「紙屋」 本 は、 すぐに 「橋の 名 さへ も 梅 さくら」 へ 飛んで ねる。 此等 も- 半 二の 通俗 本位 を 心掛けた 

結果の 斧正と 見られよう。 「橋の 名 さへ も」 以下 殆ど 大近松 そっくり だ。 大近 松の 「行きち がふよ ね」 

ゆ.！ S 

が r 往來 ふ」 に變 つた 位ゐ。 但し その 下の よねと 小春の 對 話に 於て、 大近松 本のよ ねの 一一 一一 口 葉 r 互 ひに 

一 座 も 打 絡え」 云々 が 半 一 一本に は 無く、  r 氣 色が： 惡 いか」 云々 に 直ちに かけて ある。 唯 こふら あたりの 

二者の 對 照で 旣に肯 づける こと は、 大近松 本 は， 對話 でも 言葉尻が 齒 切れよ くぼつ りと 切って ある。 

(例へば 「やつれさん した」) 然るに 半 二 本 は、 甘く 引 張って ゐる。 (例へば 「やつれさん したの ふ」) 

其 他 は 殆んど 大近松 本 を その ま、 踏 憩して をり、 大近 松の 「侍 衆」 が 半 二で は 「侍 客」 と 明らかに 指 

定 して ゐ る位ゐ である。 大近松 本の 「なまいだ 坊主が」 云々 の 十數行 は、 例に よりて 半 二 本 は 之 を (V 

略して ゐる。 直ちに、 小卷 をして 河庄に 逃げ込まして ゐる。 此 らも. 半 二の 筋 を 運ぶ に々. IT 大近 松の 

それと は 違った、 文辭の才を2-せた低徊主義との，；^化が《-られる。 したがって、 小卷の 「表に 李稻； 太が 

ゐる わい の」 が 半 二 本で は 「表へ いやな 毛蟲 客が 来る わい な」 (双方 共に 太 V；：； ペ衞を 斥して はゐ るが) と 

なって ゐる。 李 天より 毛蟲 客の 方が 一般に は 分りが 早い に 決って ゐる。 こ& らも 彼の 大 g い-主義が 现 


ま'; FIT —  「衞 兵-? 台 S 紙屮 心」 本丸 -く 
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「浮 瀨」 の梗 

0 


舞 伎に 屡々 現る る 或る 型、 大近 松に は 無し。) 半 二 本の 善 六の 例の 惡 ふざけの 「結ぶ の 神の 紙屑に 貧乏 

紙 星の 治 兵衞」 の 云々 の はやり W は、 大近松 本に は 無論ない。 唯 この 意味に 近い 首 葉が  >  太 兵 衞のロ 

から 出て ゐる。 先づこ \ までの 比較 を 以てしても >  大近松 は、 太 兵衞を 普通の 戀敵 となせ るに、 半 二 

は、 太兵衞 を. 善 六より は 稍 ましな 然し 類^的な 迂： 山-な >  觀 衆から は 沿 精な 敵役に 終らし めて ゐる。 

歌舞伎に は、 えて か- -る とんちきな 敵役あって， 却って 觀 衆の 喝采 を 買 ふので あるが、 これ もさう で 

ある。 こ、 ら がその 發 生の 极 木で はなから うか。 大近松 本に は 無い が、. 半 二 本 は、 孫 右衛門が 現れ、 

治兵衛 が^られ て 後 * 太兵衛 再び 現れ、 大近松 本で は、 孫 右衛門に 唯 追 はれる ので あるが、 半 二 木で 

は、 この 降 偽名 宛の 二十 雨 の 借用 證文を 出して、 治 兵衛を かたりと 罵る 段が ある。 さう して 孫 右衛門 

から その 金 を返濟 させて 歸る 所が ある。 半 二 本で はまた この 二十 雨が 伏線と なって. 次の 下の 卷紙治 

內に 於て * 治 兵 衞に僞 金 だと 喚く ので ある。 

さて、 話が 一寸 混 がらが つたが、 かうな ると 我等 は、 ^,ぶ外流布されてゐなぃ半ニ本の全植概を述べ 

る 必要が ある。 によって 一層、 二者の 相違が 問 かにせられ よう。 

第一 段の 「浮 瀨」 は 5g 星て あらう。 最初 善 六と 太兵衞 との 密談が ある 0 善 六 は、； 兵 衞と從 弟で、 おさんに 惚れて 

* 戀 した 男、 さう して 太兵衞 の取卷 である 0 太兵衞 もこれ によると 伊丹の 紙 商で ある 0 蕃 六と は、 殆兵衞 を 僧む 點に 

&て 共鳴して ゐ る。 太兵衞 は小卷 へ、 善. 1 ハは、 紙屋の 財產 とおさん へ である。 太 兵 衞は純 色 敵で あるのに、 善 六 は、 


id 
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.55- 代と 色の 二道で ある。 け ふ は 浮 瀨で大 坂 t, 屋 仲間の 寄 合と いふので、 奧 から 同業 岩 木屋の 手代 新兵 衞が 現れる 0 こ 

れも 太兵衞 に追從 をい ふ 0 揚變 つて、 小お 出場の 途中で ある 0 小春 は 治兵衞 との 仲を揠 かれて、 親方の 厳しい 視に 

あって ゐ る。 今宵 は斷リ きれぬ 侍 客の 約束 (これが 孫 右で ある) が ある の を、 では 晝 だけと いふ の， て、 ある 僧.！ i に 名 

ざしで こ の 浮^へ 呼ばれる 0 僧は、小^^^の駕籠を追は へ て 此の i?i 淑へ來 る 0 作者 は、 此の 僧 をして 前代に 稀れ な 秘め 

て 露骨な 下がかった 事 を 謂 はしめ てゐ る。 僧 は 大和の 門徒 寺の 住職。 浮 瀨へ來 て、 內に 入る。 そこ へけ ふ の參 會に來 

た 治 兵衞と 丁稚が 現れる 0  丁稚を返って小^;^.と忍び逢ふ0(光景は、 浮 瀨の底 先で あらう 0 明示してゐな ぃ0)小^^と、 

せな 

人 H を 憚 かって、 背く になって！^ きぬ 話に 耽る 0 そこへ 木の 伊 (河庄 浮 瀬- W 外の 揚屋) の 亭主が 來て、 治 兵 衞に揚 

代の 貸 二十 兩を 催促す る 0 出来ねば、 小春と 切れる と いふ 一 礼 を 書け とい ふ 0 太兵衞 の, * である こと を 暗示す る。 

とそ こ へ 伊丹の 九藏 とい ふ 見知 越しの 男 も 現れて、 共に、： JE 兵 衞ーケ 虐める。 ^兵衞 は 困り切って ゐ ると、 太 兵 衞が現 

れ、 俺が そ の 金 貸さう と いふ。 ； g 兵 衞は太 兵 衞とは 初對而 では あるが、 相手の 腹 を 見 透して 借リな い 0 太 兵衞の 味方 

九 蔵 は、 代官 所へ 來 いと 小 腕 を 引 立る 0 そこ へ 最前の 僧 客 現れて、 「挨 按 する は、 事 を 鎮めろ 出家の 役」 と、 どく 治 

丘； 衞は その 出家から 二十 兩借リ て 木の 伊に 返す。 太 兵 衞九藏 退場。 そこ へ河〕.±-から^:1^きに來て、 小春 は 木の 伊の 亭 

主、 間の 登 八な どと る。 あとで 治兵衞 は、 名， W 無しの 借 證文を 出家に 波す。 (出家が、 名宛 は いらぬと 恩に 被せ 

て) 場面 展開 0 薄 月夜、 小 松の かげで、 先刻の 坊主 客、 赏は 乞食 坊主の 傳海、 衣裳 を K いで、 太 兵衞が 注文の 名.：^ な 

しの 治 兵衞が 書いた 二十 雨の 借 證文を 渡す 0 禮に 十雨、 「長 半の 堂塔 建立」 と傳海 喜んで 受ける 0 で 浮 瀨の段 は 終つ 

てんる。 

茶屋 (河 庄) の 段と なると、 大近松 作の やうに、 小春 出場。 善」 ハ太兵 衞 出場- こ- -で善 六 太 兵衛の 


毒舌。 孫お 衛 門に 追 はれ、 あと 孫 右衛門と 小春の 例の 對話。 治兵衞 出場， 例によって 縛られる。 太 兵 

衞 it 六 再び 登場。 前段の 傳 海から 取った 名宛な しの 證 文に、 太 兵衞の 名宛 を 書いて、 治；^ ハ衞に 二十 兩 

返せと 難題 をい ふ。 それ を 孫 右衛門に 金 を 返され、 唯一 武器の 證文は 取られて 二人 怫 頂 面で 退場。 ァ 

ト 例の 三人の 場面、 「天 の 網.： i5」 と 酷似。 ffll し 小春の 手から おさんの 文の 發^。 その 瞬 ！？• の 孫、 春、 治 

の描寫 が、 「紙屋」 は、 見物に も 解る やうに と 心掛けた せゐ か、 作 爲歷然 たり、 從 つて 稍 長文 句と なつ 

てゐ る。 治 兵 衞が氣 が 付かす、 物の 氣の 付く 劇の 心理、 -ー甘 通 興味 を 半 ニは捉 へたら しい。 大近松 作 

を 如何に 修補した か、 その 大贊 化の 現在 證據を 此の 一節に 據 つて 示して おかう。  - 

天の 網 島  心中 紙屋 治兵衞 

心得 やした と淚 ながら、 なげ 出す 守 一 「ハテ 今に 成って 何の うぢく 。サァ 早う 是 かく」 と 懐へ 手 5, 指 込 

袋 0 孫 甲 ひらき 、「ひい、 ふう、 んで 守り 袋、 引出す 一通 0 「ハテ^つ もない 此紙 W 殘ら ずお 返しな さ 

一 ニイよ。 -十、 二十 九教、 かず 揃 ふ。 れ。」 とい ひつ、 讀む 55 り。 「小 春樣參る 紙 f  。」 「あ、 これ そリ 

j や 0- せられぬ 大事の 文」 と 取 付く を 取り、 孫右衞 門、 「ス リャ こな 樣此 

外に 一通 女の 文 。「こり や 何 じ や」 と 

の狀の.$^:へ義理立て、0」 「コ レ兄者 人へ 0 何 所の 客から 來た狀 じ や。 

開く 所 を、 「あ 、モリ ゃ見 せられぬ 大 ちょつ 直せて。」 「ハー ァ f こ S から 狀が來 ようと、 思 ひ 切った 女 

事の 文」 と 取 付を钾 のけ、 行燈 にて 邵の事、 わがみ の構ふ事はな い， 小^^殿、 最前は侍冥利0 今は粉2^ の 

上書 れば 「小赛 樣まゐ る、 紙 屋 內 孫右衞 鬥。 商ない 冥利、 女 dS 子 限って 咄し はせ ぬ 0  ^の 中に も 夫 程お 0 
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厶 厶厶厶 厶.. 3 厶 厶厶厶  .1 

さんよ リ o」 よ み も はてず さあらぬ 敏 

にて 懐中し、 r 是小 はる、 最前 は 侍 冥 

利、 今 は 粉屋の 孫お 衞門 。商な ひ 冥 

利 女 Ids 限って 此の 文 見せず 0 我 1 人 

披 して 起 is 共に 火に 入る 0 誓文に 

違 ひ はない o」 「ァ、 忝い、 それで 私 


ィャ サ iKK のない は 女郎の 常 0 最前 e 水く さい 詞は、 欺う ぐ ふ 狀が來 

て 有る から 0 是じゃ 物 道理 じゃく。 失レに 心. E 'して 死なう とはい か 

い 阿呆で は 有る は い。 忍ひ驷 せば i~ す おかしい やら、 不便な やら、 

餘 りて 涙が こぼれる」 と 笑 ひに 紛らす 眞實 は、 口に 一 K はれぬ 心の 

「孫 右 衞門樣 0 必ず 其 文 外へ 見せて 下さ リ ますな OJ 「起請 共に 火に 入 

れる。 n レ誓 一一 一 U に 違 ひ はない QJ 「ァ、 11^4 い、 それて 私が 立ちます」 と 


が 立ちます」 と  0 

半 二 本の 下の 卷の 前、 長 町の 段 は、 小春 母の 內 である。 梗概 は、 小春の 母 は 眼を漠 して ゐる。 (小春 

の身賣 もこの 療治 代からで あった。) 煮 賫屋の 三 八が 來て、 娘 小春の 境涯 を羡 んで歸 つて 行く。 そこへ 

馬方が 來て 米を屆 ける。 母と 妹のお 市が お！ いて ゐ ると、 治 兵 衞が來 て、 「わしの 志 だ」 とい ひ、 小^_^と 

は 切れた が、 母 は 私の 親身の 親ぢ やというて、 小春 を 除いた 母 やお 市との 今後の 交涉を 約束して 歸る。 

アトで 母の 治兵衞 への 義理から 来た 小春 變 心の- m りが ある。 そこ へ 紀伊國屋 を 配 落した 小春が 來る。 

母 は 知らない。 一 場の 悲劇" 丁度 そこ へまた 紀伊國屋が 小春 を 追って 來る。 小春 裏口 へ 外す、」 母 は： 止 

直， 來な いとい ふので. 紀伊國 S は、 では 太 兵衞の 知经を 探せと 追うて ゆぐ。 アト 母と 妹の 愁嘆。 颇 

る 「河原 達 引」 の 堀川 を 思 はせ る. 劇的 面で ある。 

最後が、 紙绐 内で ある 0 「天の 網 島」 と は 違 ひ、 殆兵衞 の眼覺 める 前に、 旣に孫 右衛門が 來てゐ る 0 奥に、 兵衞 


の 起きる の を 待って ゐる體 o  (「天の 辆島」 は 此の 段の 登揚者 は、 おさん 夫婦の 他 は 孫 右と 伯母と、 舅 五左衞 門の みで 

ある Q)  ； IE 兵衞が 起きる と、 そこへ、 太 兵 衞が來 る 0 さう して 前場の 孫 右 (侍 容) から 受取った 式 拾 兩が惯 金 だと 吻ぃ 

て、 招換 へた 僞金 を敲 きつける。 兵衞 は、 「もと/ \ あの 證文 は、 浮 瀨の睹 坊さんから 借リた その 證文だ o」 お前に 

借 リた覺 え はない とい ふ 0 そこ へ 門口 へ ちょぼくれ 坊主が 來る 0 それ を； 兵衞 は、 「ャァ 先だって の 坊主 や t」 とやつ 

と發 見す る 0 坊主 は 一切 構 はず、 「ちょん がれ 節、 新 物の 始リ」 と 紙 治 を 材料に した  一 くだ リを 演ずる。 紙 しで、 

紙 治 を駡リ 得て 妙で ある 0  ( 前の 河庄で 演ずる 善 六の は、 善 六の 主 觀を窓 味して ゐ るか、 紙 治 夫婦の sio これ はま 

た 太 兵衞の 主觐を Sf? して ゐ るか、 紙 治の 遊女 買 ひ の 窮迫の 惡 である 0 同 一 ではな い 0  (このち よんが 4 の 中に、 「盆 も 

正月 も 小 ilv がお 〇〇 に 忍び 紙」 なる 春 的 句が ある 0 之 を 以てしても、 此の 「紙屋」 の 方が 遙 かに、 大近松 作よ リも 1 

層 俗衆の 喝采 を 得る 點に 於て 大賢で ある 0) そこで 太 兵 衞の奸 策 を 漸く； g 兵衞君 看破した 0 傳诲 に、 治 兵衞が 詰る と、 

傳海逆 棂を食 はし、 「サァ 請 a ぢゃ」 乞食 坊主に 金 借りた とい ふなら、 サァ 返せと 呶 鳴る 0 太 兵衞も 益々 附 上がる 0 

代官 所へ で 一 暦 脅迫す る 0 治 兵 衞堪ら ず 戸棚の 脇差 拔 かんとす る 0 奥から 始めて 孫 右 3^ れ、 おさん 共々：？ E 兵衞を 或は 

宥め、 或は 叱リ 付ける 0 膝ぎ の 所へ、 紀^ 闽屋 のォ兵 衞が來 て、 太 兵 衞のゐ るの を 見つけて、 太 兵衞に 小春 を 出せと 

掛合ふ 0 太兵衞 喫驚 0 その 譯は、 小^の 書 S に、 もとく 太兵衞 殿と 添ふ氣 であった が、 太兵衞 殿の つれな さ 故 欠落 

すろ。 行 先 は、 太兵衞 殿の 知邊と ある 0 此 通りの 證據 とそ の 書 a を 見せる。 形勢 一 轉。 之 を 眞に 受けた 太 兵 衞の周 

章 狼 狼、 悲歎、 「小春 や ー いく」 と 泣き出す。 (こ 、、り は 半 二 の 小 # は、 中々 策士で ある 0 最後まで 太 兵 衞を魏 弄し 

て ゐる。 半 二 は、 大近 松よりも、 腕が めって 張が あって 利口で、 ； 丘ハ衞 にも 太兵衞 にも 優越な 女 を 描かう としたので 

あらう 0) 太兵衞 は、 自分の 心常リ はない とい ふ 0 しかし 愚圖々 々してんる と 小 ils^: が 死ぬ/ \ というて、 ^海 才兵衞 
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諸共 a け 出ようと する の を、 最前 太 兵の 泣いて ゐる時 落した 手紙 を 拾った 孫 右が、 (その 手 就 は、 傳 海から 太 兵衞へ 

送った 一 件に 就て の 打 合、 並びに 十雨の 追 借用 を 迫った 物) その 手紙 を fs- み 上げて、 ド 、太 兵 博 海の 兩人を 打 裾 ゑる 0 

傳海 はすつ か リ白狀 する 0 小 赤の 偽 賓 g です つかりい、 氣 になつ た 大兵 は、 傳海諸共「惚れ、りれたが^5！ の2!*」 と： ^ぬ 

の 勝利^め かして 返 揚 0 才兵衞 も 退場 0 その アトへ 伯母が 來リ、 伯母と 孫 右の 眼の 前で、 ； 55 兵衞は 起請 を 書く 0 

以下 殆ど 「天の 網 島」 と 經過は 同様、 詞 句も變 りない。 唯 最後に 半 二 作 は、 小春が 來て、 いざ 心中 

ともろ 共 家 を跃け 出し. 大長 寺まで 來 ると、 (此 間、 丸本に て 僅かに 三 行) 待て C と 孫 右衛門 走り 付， 

「身す がら 太 兵 衞惡者 共、 iS 〈あの ェ みお 上へ 露 1 し、 五左衛門 殿の 疑 ひも はれて 矢張り § 耳 3^。 小春の 

身の 納まり も 諸事 我 胸に あり」 と 目出度く で 終り、 何の 心屮 どころ かとい ふ 段 取 だ。 

耍す るに、 半 二 作 は、 極めて 俗受 本位。 さう して 前後 照應、 技巧的 技巧が 冗い 程で ある。 說 明の 冗 

さに は閉 ：！ せざる を 得ぬ。 二十 雨の 僞 名宛の 證文。 それに 傳 海坊主の やうな 惡黨、 すっかり 歌舞伎 流 

である。 人物の 多 さも 無論で あり * 局面が 理？ 4 を 追うて 展開す る こと も然 りで ある。 善 六の やうな 性 

格、 治兵衞 とおさん と 善 六、 治兵衞 小春と 太 兵 衞の關 係 も 無理な 跡 著しい。 (祖 し大近 松に 比較的 作爲 

の 跡 著しから ぬの は、 實說 をより 多く 取り入れて、 さう して 急場の 作と いふせ ゐも あらう。 半 二 は、 

以後 その 摸倣 作 を 一 一まで 中間に 置. S ての 作で あるから、 斯うなる の も 自然の 勢 かも 知れぬ。) とに^ 無 

理 では あるが、 然し 面白い ものと 1 體に 心掛けた。 これが 後世の 所謂 歌舞伎の 祌髓 であった。 その 俑， 
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ir 街お' 冶. J. 紙屮心 の-二 半 


半 二の 執筆 


「長 町」 - 

「河 _M 達 J 

の 堀川」 


開祖 は， 11 し 彼 半 二ではなかった らう か。 (上の 卷で、 浮瀨 と河庄 と， 共に、 小春の 相手が 變裝の 客 i5 

であり、 且つ 坊主と 侍で ある こと も 面白い。 此の 思 ひ 付 は、 半 二なら で、 文 吉の思 付か も 知れな から 

うが。) 

最後に 謂 ふこと は、 この 「紙屋 治 兵衞」 の 一曲 中で、 何處 までが 半 二の 執筆で あらう かとい ふこと 

である。 無論 後半が 山で あり、 從 つて 下の 卷の長 町と 紙 治が 半 二の 執筆で あらう。 殊に 語り 乎 も、 上 

の-; 汆屋 になって、 政 太夫の 名が 大文字で 現れ. 長 町は梶 太夫、 紙屋 は、 唤 太夫と 染 太夫で ある" 染太 

夫 一座の 事故、 無論 紙屋の 段が 此 戯曲の 全主腦 であらう。 然し 長 町の 段 も 恐らく 半 二の 作で あらう。 

一 竹 E 文吉 は、 前 二 段、 半 二 は 後 二 段 を 執筆した であらう。 さて 此の 「心中 紙 星 治 兵衞」 に 於て 「；大 の 

網 島」 から 全く 獨 立した 場面 は、 「浮 瀨」 と 「長 町」 であるが、 就中 「長 町」 は、 しんみりした 好 悲劇 

の 場面で ある。 後の 「河原 達 引、 堀川」 (作者 不詳。 今^ 操^瑠璃 外！！ 年鑑に は、 天明 三年 §"f>: 竹 八 策 太 

夫 勤む と ある。 一般 說は 天明： 九 年頃。) に 影響 を與 へた かと 思 ふ 場面で ある。 卽ち治 兵 衞と俾 兵衞。 小 

春と おし ゆん。 小卷の 妹お 市と お 俊の 兄貴の 與次郞 と、 さも 似たり である。 唯 だ 遠 ふの は、 おし ゆん 

の 母 も 傳兵衞 も- お しゅんの 心 を 知れる に、 此の 「紙屋」 は、 肝 肾のュ め 兵衞も 小春の 母 も. 小 の K 

意 を まだ 知らす に ゐる點 である。 然し 悲劇 は 「堀川」 よりも 小春の 母 や 小春に 一層 多から う。 女 A〕H 心 

ひ 切り 乍ら、 その 母 に 使 を- 货 いでせ めての-. m 當と いふ 治兵衛 に も戀 に 溺れた 弱い 人間の が あ る。 

1  . 
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文辭 も， 全 四 段屮. 一 ばん^ 著き Q ある、 淨瑶璃 の 正 脈ら しい 悲曲で ある。 他の 舞 伎 や、 惡く する 

と 通俗 映 畫劇ゃ 二輪 如の 類と は逮 ふ。 私 は、 この 「長 町の 段」 を 半 二の 執筆と て， その 全鳞を 左に 

示さう と 思 ふ o( 校訂 は、 極めて 難儀した。 然しなる ベく 原文の 儘を殘 し， 三 四 を 漢字に 換へ、 且つ 遊 

しい 假名 遣の 誤 はこれ を： 止して おいた。) 私 は、 此の 場面 こそ、 小春の 獨舞臺 であって、 しかも 母 も 治 

兵衞 もお 市 も 凡てが 彼女の 衷情 を 知らぬ 所に、 作者の 巧みな 技巧が あらう と W 心 ふ。 これ は、 歌舞伎に 

うち 

. す るに は餘 りに 淋しい 場面で ある。 從 つて 是れ、 後年 永く 此の 「紙屋」 の 中、 河 庄と， 並に 更 袖の 

「時雨 炬健」 の 紙治內 との 二 場 だけが 歌舞伎に 殘り、 長 町は廢 絕に歸 した 所以で あらう が、 こ は 歌舞 

伎の 唯 一 手法た る 所謂 見物の 知つ て ゐる事 を 舞臺は 知らす に 汗 かく ことの 最も 請 目な， 好 場面で あり、 

殊に 小春 ュ W 兵衞の 二人が 相 逢 はぬ 事 は 面 く、 治 兵衞の 出方 彼の 心 持に 今少しの 修正 を 加 へれば、 紙 

治河庄 よりも >  今日に 於て は 寧ろ 復活し 得られる ものと 思 ふ。 


長 町 の^の 

全文 


下の 卷 長 町の 段 


大阪長 町家； は 宿屋 傘 尾に 煮 賣店。 屮に 貧しき 老病の 子に 目 は 『 兄えぬ 母親に、 孝行 厚き 小娘が かも じ if す 

く赏 仕事 0 我髮形 は舞资 笠、 ？ おた い 盛リを 木綿物、 贳- つた 儘の 木 櫛 さへ 追 女の子な リけリ 0 相惜屋 りぶ、 しリ 

三 八差視 き、 「婆樣 今 リ ました o」 「ヲ、 け ふ は 早う ござんし たの ふ o」r ィャも ふ 十 夜で 煮資 もとん と 明き や. 
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しせぬ。 £ 店 出して 唸 逃に 逢 ふよ リ、 宵から ぐったり 寢る 積り 0  n レ， お 娘 い つで も 精が 出ます の。」 「サ 

ァ て 下ん せ 0 わしが 目が 見えぬ ので、 しほら しい 手 仕 U え、 よう 養-つて くれます わ い の o」 「したが 額 立 

もよ いのに そんな 事 さす は、 惜ぃ物 じ や。 何と 三味線 仕込まん せぬ か いの- ヒ r いやく 小娘に そんな 惠 教へ 

, づ ，0  やん しゅ 

ると. 徒にな つて 惡 い o」 「へ ェ 堅 い 事 一 K はんす わ い の。 それでも ァノ姊 貴 は、 山 衆 じ やない か い の o」「 サァ あの 

あだ ひ 

小卷 はわし が 目の 煩 ひ を どうぞ 直したい というて 其 儕に 孝行の 勤 0 親の 氣て はどう かかう かと 案じの 絡え る 

間 はない」 と 涙ぐめば、 「ハ テ惡ぃ 合點じ やわい の 。結構な ベ  > を 着て、 身 は樂で 世界中の 男に 偬ら れ、 此世 

からの 極樂と は、 あの 事 じ や 0 お いらが 一 日 新地 中 や 「鮮毘 布 卷と寶 あるく 一 年の 鐳を時 ひ 間に 逍 はす やつ も 

るし こし 

手柄 者、 又 遣 ふやつ も 手柄 者 0 身上 厚い 紙 尾の 兵衞、 今 は 夫れ で 漆 漉、 いかう 薄う 成つ たげ な。 ャモど 

うしても あの 道 じ やわ い 0 ァ婆髹 も 若い 時から 三味線で も覺 えて 3W やん すリ やよいに の o」 「何い はしゃる や 

ら。 目 は 見えず、 あたまに 髮 もない 此ば、 が、 そんな 專覺 えた 迚 何に 戍 らう。」 「ァ 、 いやさう ではない ぞへ 0 

當世は n レ足は 4|T 艱で 目のうと い 坊主 さへ 北の 芝 でさへ 出語リ して 大入を さしました わ い の 0 婆樣も 三味 

線で も 引いて なら、 神明の 晚には 大きな 米に 成る のにな ァ o」 「ヲ 、マァ いろくの 事い はしゃる。 サ 、ちゃ 

つと いんで 寐 やしゃん せ」 と 呵られ て、 こそくと 惡ロ 明いた 路次 口から 已が 住家へ 走り 入る。 外 は 十 夜の 

かた 

日暮 前、 辻から どや いで 來 る馬士 0 「多 田 星の 妙 光 樣はど こじゃな」 と、 所 問 ふ の も is. 啼萆。 「ァ 、 これ か 、 

樣く  0 こ はい 馬 奴が 爱を 尋ねて 居る わい な o」 「ハテ 馬士に 近付き はない が、 妙 光 はこち じ やが 何の 用 じ や 

の o」 「ァ 、爰か い 0 天滿 から 米が 來 やん した 0 講 取って 下ん せ」 と、 馬から おろす 柴田後 o「 ァ 、 こんな こち 

の內へ 米の 來る覺 え はない。 モリ や 大方 向 ひ 角の 来 S で 有る ぞぇ o」 「ァ 、 いやく 爰に違 ひない」 と。 せ 


リ合ふ 中に いきせ きと、 色の 緣 とて- 大滿 から 爱にも 通 ふ 紙屋の 治兵衞 0 「ヲ 、太 « じ や 有った。 一一； 俊な が-り 中 

戶の內 へ 入れて もら を。」 「ェ 、 コ レ 丹那。 中 戶が何 所に 有る ぞ い 0 す リゃ叉 S 町の 妙 光樣と は、 どえらい 隱 

居の 下： L 至 敷かと 慰うたら、 こ いつはもう きつ い 薄 やくし じ や。」 「ハ テ扭惡 口 いふな。 大事の おれが 一 ッ 家の 

、そ：  りこう  ついで 

內 0 ャモ此 間 は，. 鬧 * しうて 便り も 致さぬ。 が 此僚は 利口な 直 段で、 け ふ內へ 取った. 手に お 下 ゆします C コ 

レ i|$f 駄 貰の 外に ソ レ  一 i. 呑 代 ol 「ャ 有リ 難い わい。 ャ又 どうで も粹 のみな かみやの 丹 那殿じ や、」 と もお 

だ ヒ さし  ふ！， J ん 

を ふるたい こ 口。 ハイす い 云うて 迫うて 行く  0 「コ レハ { '丹 那樣 0 マ ァく數 ならぬ 小〕 称 を 不便が つて 下さ 

リ ます さ へ 有る に、 其緣 につれ 此の は 、迄 樣々 のお 心づ かひ、 餘リく て 冥加な うご ざリ ます わ い o」 - ィャ 

是は お袋、 いかにも 是迄 折節の. i 翁 S? は、 小^^^が緣に連れて の事。 もぅ小^^^とは緣切リました。 サ S,? まし 

たぞへ o」 「ヱイ そリ やま あどう して （'く」 と あきれる 餌 色 打 守リ、 「ヲ 、こな 探 は 何にも 知るまい- 二 年 

れん！ 1| う を 打 込 んで身 を 打った 此！ IE 兵衞、 思へば いかい 徐者じ や。 惚れて 居る n から は、 すろ 程の 事が 條 

へす る 心中に 见ぇ、 少々 の あいそ 魔 かしも^の ある 女郎 ぢ やと 稱 乘が來 たが、 今 思へば 張て はなうて 羽 嫁の 

わいた 蟲 付の 柱 0  はとう か、 りく さリ 切って 有る わい 0 畏々 つま、 れて、 起 から 状 文から 役に も 立たぬ 真 

に 高 ぃ紙を費した商賣の冥加に^-きたかと、 今と いふ 今 夢が 覺 めました わ いのお -カ： ひの 起請 取！^ して 仕 

まう たれば、 埃 程 ももう 念 は殘、 りぬ。 さう 思うて 下され】 と、 閉 いて 母親 身 を ふる はし、 「M  、そんなら ァノ 

お前 樣をか はに して、 外に 男 を 称へ をった か。 ヲ 、モリ やもう お腹が 立たい で 何とせ うく。 力 其お 愤 しみ 

の 有る やつ に緣を 引いた 私に 又 今日の 此御 深切 は、 こ リゃ此 婆に 術ながら して 死ねと の 事で ござ リま すか い 

なくつ 一 「是は 又 わつ け もない。 コ レ こな 樣の 正直 は見拔 いて る。 あ、 いふ 不 心底な やつ、 親の 事 も 構 ひ 
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をる ま いと、 そこが いとしい 0 小春め が 事は是 限に しても.. 一 且請 出して こなさん を隱 W させう というた 男の 

訶 は、 おり や 違へ ぬ。 改めて 此！？ 5 兵 衞が眞 K の 母 者 人と 思うて、 猶 こな 樣を 大事に する が 結句 ァノ 小^め へ 

の敏當 0 ャ コ レ お市、 わがみ はおれが 妹 じ やと 思うて ゐ る。 其 か はり 又姊 めが うせた 共、 必ず 物 もい やん な。 

もうあ いつを 思 ひ 切ったら 一 家の 機敏 もような らうし、 是か らおれ もとん と 商 寶氣に 成リ、 ほんに もっけの 

幸 ひ 0 と は 云 ひながら 色 を 退いた と 思へば どうやら 斯う 何やら 落した 樣 で。 ァ、 いやく 是も m や 1 く。  K 

レ是 から 逝んで 商寶 精出し ましよ わい。 お袋 隨分 達者で、 お市 氣を 付き や。 てコレ もうく U の 不自由な に、 

そこに 居さん せ 0 其內來 ましよ」 と、 離の よい 男の 氣性、 傾城の 胸の 起請. は祌 ならで 白地に なして 立お る 0 

さん 

お市 もどう やら 氣 がか リに跡 打な がめ、 「コ レ か ゝ樣 0 丹那樣 から 下さった ァノ後 物、 貰うても だんない か い 

な。」 「ヲ 、あ 、いふ 男氣 なお 人。 1  おしても 取リ はさつ しゃる ま い。 というて 娘の 緣の 切れた に 米 一 粒で も 何 

とそれ が 請ら れラ 0 ほんに く姊 めが さう いふ 心になる と は、 今の 今迄 思 ひも 寄らぬ。 此後 1H 兵 衞樣に 額 を 

合さう 共 思 はね ど、 小春め を勘當 する が 天道 樣へ ハー Ki.lo 親で ない 子て ない 0 コ レ お市、 若し 来た 共 門ば た 

へ も 寄し やん なや 0 ほんに マ ァ時も 時、 有が た いお 十 夜に こんな 事閗 くも やっぱり 罪の 深いの か。 ァ、 なん 

まみ だくく。」 涙に 痰 をせ き 交ぜて 苦しむ 母の 脊撫 さす リ、 「コ レイナ ァ其 様に 氣を もまず と、 ちっと 寐 

やしゃん せ」 と、 指 寄る 枕 も 木地に 艷 のない 子 は 眞實の 孝行と、 入相の鐘 人 航も職 月 かげ 暴な き 我 身 を 我と 

我 男の 爲に 男に 疑 はれ、 死 出の 覺 悟の 鼓 入 は 親の 內 さへ はい リ かね、 視 けば、 內に 妹が 釣佛 境に 御明し の 灯 

かげ ちらつく 表の 人影 0 招く は 誰と 背戸 口に 透し るよ リ走リ 出、 「ヲ 、姊樣 か。 折：？； ようご ざんした に、 ひ 

よんな 事 や」 と 云 兼る 0 「ひ よんな 事と は氣づ かひな、 誰 ぞ來て 居る かや OJ 「ィ 、 ヱ 誰もない がな、 か 、様 は、 
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今す やくと 寢てじ やわい な o」 「ヲ 、そんなら ちょっとお 額が 見たい。」 I ィャ 待た しゃん せ。 めったに 逢れ 

ぬぞぇ 0 いかう お前の 事 を 腹 立てて o」 「ム 、モリ や マ ァ どうして 何として。」 「サ ァ其譯 は、 さっきに 天 滿の丹 

那檬が ご ざ ん して ナ o」 「ャ ャ あの 殆 兵 衞樣が 來てじ や 有った か o」 「ァノ  $1 兵 衞樣が o」 「ハァ それ なれば か、 樣 

も 機 縦の 惡 いが 尤も じ や。 定めて わしが 事 を、 人の やうに いうて じ や 有る ま い o」 「ァ ィ 逢うた とも 物い ふな、 

親子の 緣切 ると いうて じ やわい な。」 「ャァ そんなら アノ^ 兵衞樣 斗リか 親に 迄 あいそ 盡 された か。 M  、くこ 

つく は 

れ はな， くくい ふに も 云 はれぬ 此檬な 情ない 義理が 有る 物 か」 と 軒に 跪 ひ 泣 居し が、 「コ レ お市、 姉 は樣子 

が 有って 欠落して 來た わい の。 是 からどん な 遠い 所へ 行かう も 知れぬ。 さう いふ 譯なら か 、樣 も所訟 逢うて 

みあ か  fco 

下さん すまい。 是は そっと 斗リ なれ ど、 か 、樣の 御明し に 上げて たも。 物 は いはず と餘 所ながら お 暇 乞が し 

て 去た い。」 と、 い へ ば 妹も猶 うろく。 「コ レ姉 樣そリ やお 前 心^い 事い うて 下さん す C か ゝ樣 はよ わし、 わ 

しゃお 前 斗リを 力に して 居る わい な。 ゆうべ もゅぅべ とぉ前の死なしゃんした^55-を0-て、 悲しうて ならなん 

だ。 か、 樣の 手前 は、 わしが よい やうに いふ 程に な、 コレ どつ こへ も往 つて 下さん すな」 と、 抱 付けば、 抱 

しめて、 「ヲ 、よういうて たもった のう 0 其 深切 を閗 くに 付け、 一 人の 母に 孝行 を 盡す事 さ へなら ぬと いふ 淺 

ましい 身の上 を 推量して たも 妹」 と、 別れて て も 泣き 寄りの 眞 身の 兄弟 有りながら、 なぜ 神の 付き ぬら 

ん。 表 は 十 夜の 人 通リ、 小||^&瑶璃はぅ<\の挤子店先ぐゎったひし、 當リ 廻って かしましき S 母 は E 覺し 

起直リ 、「お市く どこ へ 往きゃ つた o」 「アイく 爱に」 と 入る 跡から 小赛を そっと 入口 の 戶を差 足に 母の 額 

見る に 先立つな つかし 展 0 それ 共 知らず 「コ レ お市、 今夜 は 若い 衆が いろくの 惡 さする 晚じ や。 めったに 

S す 

外へ 出 やん なや。 最前 氣を もんだ ので 瘕が 上った か 肩の 痛 さ 。しんど かろ けれど、 まちつ と撫 つてた も CJ ァ 
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ィ アイ やつば リさ うして 居さし やん せ」 と、 後へ 迴リ 妹が 親の 4- 抱 みや づか へなら ぬ小^*が う ら や ま し さ ol そ 

こ を ぐっとお してた も。 隨 分と 强 うく」 と い へど 小 腕の 非力に こた へ か ぬれ ど、 姉の で 押す に 押されぬ 

ちから 

親の 痛、 そっと か はって 孝行 を 分けて 莨 ふ も 親子なる 。「ヲ 、よう. こたへ ます。 大分 力が 強うな つた。 此痛を 

おこ  おのれ い たづ ts 

發し たは 姉の 小 赛め。 擠が 徒 にばつ かり 凝って 親の 事 は 何共 思 やし をるまい o」 「ィ M  くさう じ や ござん 

ことづけ  みあかし 

せぬ。 お前の 事 を 忘れさん せぬ 其證據 は、 さっきに 飛脚に 言 傅が 有って な、 此金を 御明に 上げて くれと て 持 

さし 

つて 來たゎ いな。 孝行な 姉樣是 やしゃん せ」 と 指 出す 包 0 「何 じ や ァノ此 金 を おれに くれた か。 ヱ 、穢ら は 

もじ まなか  し 

しい。 畜生めが 手から I 文半錢 賞うて に、 殆兵衞 様へ どうも 立たぬ。 ソレ 早う 戾 して 仕 まやく」 と投 ほか 

け  *- ふ. うだい 

る。 小春 は 悲し さやる 方な さ。 姉の 心 を 思 ひや リ、 「か 、樣 餘リじ や。 褒 にも 晴 にもた つた 二人の 兄弟、 私 を 

ふ ひ C  さん 

不便と 思うて なら 少々 の 事 は «1 忍して、」 と鎚 りなげ 、ば、 「サイ ノウ 其 わがみの 三ぶ 一 、 婶 めに 人ら し ぃ性极 

はなし 

が 有れば 何 思 はう ぞ。 あれ 程眞 K な；？ E 兵 衞樣、 最前 も惡 びれ ぬ樣 にいうて なれ ど內 I マ h の 咄を閗 けば、 小卷に 

か 、つてお ぬしの 內も 大分 明いて、 商 賫も不 手 廻し になつ たげ な。 お 內儀樣 や、 一 家 衆に せがまれ、 死なう と 

うそ 

迄 さっし やった と、 人の § -も媳 では 有るまい。 其 段に 成って 今更 n-- 放し、 外の 男 持た うと いふ、 思へば く 憎 

つとめ 

いやつ。 と は 一 K ひながら 小春め も、 やつば り 町の 娘で 5M いたら まんざら あ、 も 有. つまい 。勤 さした が^が 誤 

り、 親の 事 思 ひ 居らぬ も 無理で はない。 不孝な 子 を 持つ とい ふ も 皆 わしが 身の ほ 果じ や」 と、 跡 一 K ひさして 

$  I  さ. 5 う  . つ キノ  ， 

たぐ リー &0 又せ きの ぼせば、 「コ レ 中し 氣を しづめ て」 と洁 水烧、 一 トロ 吞 ます 左右よ リ おと  >  ひ取リ 付 介抱 

さ ゆ  さんい は 

に、 「ヲ 、もうよ にく。 が n レ お市、 此の 白； t は 誰が 汲んで くれたの。」 「ヱイ ヲ 、あの か 、様の 何 一 K しゃん 

お-一 

す。 -せ住 痰が 鼓る 故、 土瓶 は 私が 傍に 置いて やつば リ わしが 汲んだ のじ やわい な o」 一 さう で 有った か。 おり 


や 又 近所の 衆で も ござったら、 今の ざんげ 咄し 聞かし やった かと、 はっと 思うた。 n リャ姊 は 子 じ やない に 

わん 

よってな 杖柱 共 思 ふ は そなたば つかり。 可愛 やく まだ 親の 世話にならに やならぬ 年ば いに 苦勞 する。 H  、 

しに  ゥち 

此 目が 明かぬ 事なら いっそ 早う 死たい 0 おれが 生きて ゐる中 は姊め をよ せぬ は； g 兵 衞樣へ 立てる 篛 S 一。 死ん 

だ 跡で は 兄弟 中よう、 迚もの 事なら 達者で 長生して くれと、 小春め にいうて たも。 人の 恨で ひょっと 又、 惡 

のど  きも 

い 死で もし をろ かと、 おり や 夫れ が 案じられる o」 と、 いふ 萆 咽に むせ 返リ、 つまる 所 はか はい さの 慈悲心 肝 

にこた へ て も、 死なねば ならぬ iK 譯も 跡で 堪忍して たべ と 諸事 を 淚の哏 乞 0 折から 表へ 北の 新地 紀伊國屋が 

高く T 妙 光 殿の 內は爱 じ や、 明けて もら を」 と戶 をた ゝく 0 はっと 驚き 裏口へ 拔 ける 小恭の 有リ とも 知ら 

ず OT ヲ、 どなた じ や、 お市、 戶を 明き やい の Q」 「アイく  o」 明けた 門から どやく と、 「ィャ 紀伊國屋の ォ兵 

衞で ごんす o」 r ヲ 、是 はくよう マ ァ十 夜參り 遊ばした か 0 お市、 お茶 上げ まし や い の OJ 「ィャ 茶よりも ち 

や-つと 小^に 逢 ひた い。 愛へ 來て ましよ がの Q」 「ヱイ 何と おっしゃる。 ァノ 小春が さんじました か。 ィャ 

マ ァ どこに 居ます o」 「ァ、 n レ とぼけ ま いく。 小 は 4< 落 をした わ い の o」 「ェ 、 ィ o」r ゑ 、じ や 有るまい 0 

大事の 代物 0 來てゐ るなら 隱さ ずと、 波して 貰 を」 とかさ かけても、 しらぬ が有リ やう Q 「夫れ は マ アマ ァ氣 

づ かひな 事 じ やが、 こっち へ は參リ ませぬ。 此 間から 便リ もな し、 疑 はしく ば；^ い- S じ や、 御苦勞 ながら I 

べんお さがし o」 「ヲ 、さう いはい. て も家搜 しする」 と 男が 挑燈 先に 立つ G 「ァ 、コ リャ もうよ いく 埋んで 有 

る とないと は大が い 五 音で も 知る ォ 兵衞。 W もせぬ 所 尋ねて 居る は 隙 費やし。 コ レ お袋。 今でも 来たら 知ら 

さっし やれ や 0 隱 すと あれが 命に かゝる 0 どうで も. K 兵衞が 手筋の * 捜す が 近道。 サァ來 い」 と 飛ぶ が 如く 

に 行く 跡に ぎつ くリ 常る 親心 o「 憎い やつで も i おに か、 る 0 さっきの 包 は 何 所に」 と 搜し尋 る 上包み、 とけば 
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かたみ  し a 

ほどける 佛の 筐、 朽ちぬ 金に 珠數 一 連 OT ャァ そんなら どうで も 死覺悟 か。 尋ねに 行かう も 目 か いは 見えず 0 

しょ ゥ ど  . 

何 所 を 一？， ゅ途に 0 コリャ 小泰ゃ い」 小 く の聲 計り 0 爱 にと 云 ひたい 所 をば こた ゆる 辛抱 法 善 寺の 十 夜の 

わかれ i  びん 

を 別にて 紛れ 行く こそ、 便な けれ。 

以て 一 篇の好 中幕で はなから うか。 治 兵衞の 「物 を 落した」 云々 の 愚痴 も、 切なる 未練の 聲 として、 

近代 人に も 共鳴 深く" 小赛の 心內の 葛藤 も 亦 比較的 自然に 而も 鋭利に 描破され てはゐ なから うか。 若 

し 諸君に、 砂 中 一 玉 を 得た るの 感 あらば、 以て 予が 紹介の 勞 足れり である。 

11 大正 十二 年 六月 11 


«f: 賴と いふ 

洒樓 


浮瀨 について 

前 稿 「心中 紙屋 治 兵衞」 中の、 浮 瀬の 段の 浮瀨 といへ る 料亭に ついて、 左を發 見した 0 登載して おく  0 

「大阪 に浮瀨 とい ふ 酒 樓ぁリ 0 こ、 に は 白菊 君不識 などい ふ 大洒盃 有て、 よく 飮む もの は簿 にと マめ、 亭主 

引出物して、 これ を賀 すと いふ。 按ずる に 浮 は罰盃 なり 0 今 俗の 酒 をし ひると いふに おなじ 0 瀨は助 字 也 0 

晏氏 春秋 一 K々o  (中略) 彼 消 樓は大 洒盃を 8M きて 洒を しひる 故に、 浮？ i と 名 づけた るなる べし 0  X 江 戶の洒 客 

興に 乘 じて 狐つ" と いふ 戯 をす るに 浮 そく 狐 を 浮 そと «す0 こ の 浮 字 も 罰 盃の義 にて、 狐に 1^ をし ひんと 

いふに おなじ 云々。 (馬 琴 著、 烹雜之 記 前 集 卷下。 〔「百 家說 林」 綾篇中 卷所收 0〕) 

「浮瀨 此遊宾 の樓 は、 新洁 水の 坂の下に ぁリ て、 風流の 席な り。 遙に西 兩を見 わたせば、 海原 往来 ふ 百 船 


の 白帆、 淡路島 山に 落 か V る 三日の 月、 雪の けしき は 言 もさら なリ、 中には 花 紅葉の 木々^ 秋の 草々 を植 

て、 四時と もに 眺めに 飽 ざる 遊； i の 勝地な リ。 名に しお ふ 浮 瀨幾瀨 の 具 旗 を はじめ、 精々 の 珍 觴乂七 人 ！々 

の大 さか づき 等 を 祕藏す 。浪花に 於て 货 食 家の 魁た る ものな り 0 きの ふ 笠け ふ 傘の 雪 かな 柳亭」 (曉 

晴翁 〔1  ぶ 鐘 成が こと〕 編輯、 松 川 半 山 書： 圆、 安政 二 乙 卯 四月 权の 「浪華の 賑ひ」 武編 所載 0) 

尙、 同 寄に は、 如上の 文が 上半に あって、 他 は 雪げ しきの 浮 瀨の圆 が 描かれて ある 0 町角に あたって、 二 

階. Ml の 家が 幾 棟 もつ き、 手前の 樓の 二階に は、 人々 の 集り をれ る圜。 右手に # 越、 雪 を 被け る 大木な ど。 

背景 も 木立とう す 墨 0 廣 重の 縛 本 江 戶土產 やうの 畫致 である 0 

「 1 ばいで 氣も 浮む 瀨の 忘れ 貝 「浮 瀨」 は 大阪天 王 寺の 西、 新 IS 水の 料理屋で ある 0 「忘れ M」 は、 浮む 濑 

の 什物で、 鮑の H^lg の 穴 を 塞ぎ、 滔 杯に 作りて あるので、 七 合 半の 酒 を 盛る に 足る 大杯で ある 0 この 句 は、 

浮む 瀬で 七 合 半 入の 大杯 一 ぱいで 氣が 浮いた とい ふので ある。」 (大 刊、 荒木 魚 著 「狂 新 释」) 


者 雜派軟 戸 江 
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馬 琴 初 琴の 黃 表紙 


つか： *- は J 一して にぶ キ. -ゃ うげん 

曲亭馬 琴に、 寬政 三年の r 盡用而 二分 狂 首」 を處女 作に、 以後 數年黃 表紙の 作が 彼の 初期に あった 

こと は 周知の 事柄で ある。 「§ 物 之 本江戶 作者 部類」 に は、 此間の消^；^を概括的に述べてゐる。 「作者 

部類」 は 彼 馬 琴 自身の 自家 擁護の 匿名 作 (署名 は、 蟹 行 散 人。 序に 天 保 五、 i_ ^と あり。) でも あるので ある 

から- 比較的 之に！ K を 措く ことが 出来よう し， それに 「列 傳體小 說史」 はじめ、 殆ど 此の 祖述に 過ぎ 

ない と 思 はれる から。 今 左に、 その 中， 赤本 作者の 部の 要 文を拔 いてみ よう。 


曲 亭馬琴 

(江戸 作者 

部類) 


曲 亭馬琴  - 

寬政ニ 年、 壬 生 狂言 流行せ しかば、 用盡而 二分 狂言と いふ ニ册物 を摺 りて、 明春 辛亥 印行した 

り。 (和 泉屋 市兵衞 板、 歌川豊 國畫) 此折 は、 名 號大榮 山人と 署 したり。 深 川 八幡の 社頭に 倚 居し 

たれば 也。 この 年 (寬政 三年) 山 東京 偉、 故 あり 籠居 二三 月に 及び、 九 3 下句に 其の 1^ 釋 けた 

り。 故に 新作の 臭 草紙、 明春 正月の 出版に. 一筆に て 整 ひがたし と 云。 是を もて 馬 琴 代作して 稍 

, 其數， に 充てたり。 當年京 傅が 作 四 種の 內、 龍宮擅 i の 木 (二 冊 物 蔦 重 板、 .S 政霍。 « 向 は京傳 


'一', 、• 

一 SB 


考雜淤 軟戶江 


文 は 馬 琴 代作) 實語敎 幼稚- 1 釋， 0ー 一冊 物 同畫ノ 趣向 かき 入と も 馬 琴 代作な り) など 代作 なれば • 

馬 琴の 名 を 著 はさす、 書賈 へも秘 しければ 是を 知る もの 稀 也。 (常 稿 は京傳 自ら 書きたり) 寬政 

四 年 壬 子の 春の 新 板， 葳婚禮 塵 劫 記 (三 冊 物、 豐 31 畫芝泉 市 板) 自花團 子 食氣話 (三 冊 物 大和 

田 板)、 荒 山水 }K 狗の 鼻祖 (三 き物 右 同) 御 茶漬 十二 K 緣 (三 冊 物， 春英畫 伊勢屋 治 助 板) 當年 

此四 極より 馬 琴 作と 署 したり。 I 記者 云 息 婚禮塵 劫 記の 序 を 京 傅が 書きて . 曲亭 某^に 予 が隱れ 

里に 寓居し、 ひとつ 皿の 油 を 嘗めて 友と し 善しと いひし は、 京 が 薛 居の 折、 馬 琴が 止宿し 

て 久しく 慰め * 且つ この 折 は 臭 草紙の 代作 さへ したれば なり) かくて 寬政七 乙 卯年、 正月の 新 

板、 蔦屋重 三 郞がゅ 化 P へに より、 京傳が 善玉 悪玉の 第 四 編 (三册 もの) 四遍 招心學 草紙いた く 行 

れ しょり 其 名 を W に 知られたり。 されば 拔萃の あたり 作 多 かる 中に 滑稽 物流 行の 頃の 無筆 節用 

t 字盡 など は. 流行 江戸の みならす、 京 浪花 にても 人の 賞玩 大 かたなら す、 こ、 を もて その 翌 

年 京！； より 新 織 .3 金稱純 子に 似 字 を 織りた る を江戶 へ 出 こしたり。 C 中略) されば 寬政 一 一年より 

今に 至りて 四十 餘年、 書賈の 需已む 時な く， その 著 編 百 部に 及ぶ と：. ム。 (？！ 知 叢書 本に 據る) 

( 一 ) の 註。 京傳 は、 此の 年、 「仕 懸 文庫. 一， 「錦の 裏」 「娼妓 鍋 飾」 以上 三 書：， S 落 木の 筆禍に よ 

り、 夏 六月， 手 鎖 五十 日の 刑 を 受けた。 (根元の 蔦 重 は 身上 牛 诚の闕 所と なった。、  . 

增補靑 本年 表に も、 寬政 三年の 條 下に 始めて 
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刊隱 盡 m 而ー 一分 狂言 二 大榮 山人 作 豐國畫 

Hil 琴 初 作に て常リ 物な り 0 

と 見えて ゐるソ 其 他日 本小說 年表、 列 傅體小 說史等 殆ど 之と 同じい。 乃ち 此 等に 據 りて、 今 左に 二 

分 狂 一一 一一 口より 以下 馬 琴 作の 黄表紙 全部 を舉げ てみ よう。 以て 案外、 彼に 此の 種 戯作 中の 戯作の 多かった 

こと を阜證 してみ よう。 


馬 琴 作黃表 

統 年表 


馬 琴 

年齡 

二 五 

二 六， 


〇 馬 琴 作 黄表紙 年表 


外 


0 


0 


畫者 


板 行 

年 代： 


き刊赚 盡用而 二分 狂言 11 豐國畫 i 三年 

實語敎 幼稚 講釋 一一 一 政美畫 同 四 年 

右 署名 京傳 


同 花 春 虱 道行 一一 一 (或は 二) 宽政四 年 

京 山の 「蜘蛛の 糸卷」 に 載りた る 外 厘な リ 0 

曰く 「花の 春 虱の M 行 全 ニ册但 1 册五牧 宛 春 

朗寄： にて }€屋 出版 0 馬 琴 自序に 京傳 1： 人と あ 


年齡 


り 0 此双統 大に行 はれて ょリ、 年々 作 ぁリて 一同 荒 山水 天狗 鼻祖 一 一一 


二 七 


同 


外 


0 


0 


黉者 


板 行 

年 代 


高名に なりぬ o」 と 見えたり。 しかも 其 內容の 

如何なる ものなる か は、 て議 越に 上りた る 

ことなし 0 京 山 も 此本類 烧の時 失せぬ と ある 0 

盖し傳 本 極めて 稀な らん 0 

15 龍宮讀 鉢 木 一一 一 赏政蜜 寬政五 年 

右 京傳 署名 

襞 子 婚禮塵 劫 記 一一 一 敷國蜜 同 


同 


同 ニニ 
九 八 


草 兼 諷昔 

MM 敎怪 

紙 本 訓談 


SS 


考雜 波敏； 5  fll 


_ 一七 

同 


三 〇 

同 


御，； 氽漬 十二 因緣 一一 一 春英 鳖 寬政五 年 

自花圑 子食氣 物語 一一 一  同 

右 序に 京傳 SS と あ リ0卷 尾に 京傳 校と ぁリ 0 

銘 正夢 楊柳 一 腰 一 一一 攻美麈 同 

，^ 登 坂寳 山道 一一 一同 畫同 

右二 本、 馬 琴 序 傀 偶 子 作と あれ ど、 馬 琴の 作 

也 0 寶 山道 は、 楊柳 一 腰の 後篇に して、 I 名 

を增補 伊赏越 物語と 謂 ふ 0 

海 無 量 品 玉 一一 一 春朗畫 同 六 年 

心 舉晦莊 子 一ー一 重め 畫 同 セ 年 

在 爾爱身 成 余 一一 目 一一 一 同畫同 

右靑 本年 表の みに 見えた リ 0 此本 「I 爱有身 

成金 言」 として 文化 二 年 再 板せ リと 0 小說年 

表 列傳體 は、 文化 二 年に 新作の 如く 記載せ リ 0 

堪忍 五雨 金 言 語 一一 一同 畫同 八 年 

ヲゾノ タ ハレ ヲ 

報 馨 獺 狂 尾  一一 一 E 畫同 


一一 ：0 曲 亭增： ii  一 s£ 八傳 二 重 政 S 宽玫八 年 

同 四遍 招心舉 草紙 一一 一 政美篑 S 

R 小需雨 見越 松 株 一一 一 重 政畫 0 

同 墨 田 川柳 禿 筆 二 同畫同 

列傳體 小說史 に 享和ニ 年 版と す or 靑本 年表」、 

「小說 年表」 共に 宽政八 年と す 0 

三 一 無筆 節用 似字盡 一一 一 赏政查 同 九 年 

同 安倍 淸兵衞 一 代 八卦 一一 一 同 蜜 同 

ァ ホウ 

同 押 線 cl 痴漢 高名 二 同畫同 

同 加 古川 本藏 綱目 二 同畫同 

同 楠 正 成 軍 慮 智の輪 二 同 同 

同 大黑 拉黃金 柱礎 二 同 《 同 

同 龍ノ宫 苦界 玉手箱 一一 一 同 * 同 

同 庭 莊子珍 物 茶話 二 同畫同 

同 北 國巡禮 ^方便 一一 一同 同 


紙 表 昔 の期初§^馬  89 


三 一 武者 合 天 狗 俳諧 二  K 政畫 寬 IT 九 年 

同 彥山權 現 誓 助 劎>1  同 

但し 此本、 傀 偶 子の 著名、 リ 

同 賽山狐 修怨ニ  同 

右、 傀儡 子の 署名と して 「作者 部類」 に 載せ 

たリ 0 列傳體 にも 載せた リ 0 「靑 本」 等に 記載 

なし、 何に 由る か 0 

三 二 大雜書 拔茭緣 組  一一 一 政畫 同 十 年 

同 御 慰 忠臣 藏之敌 二 同畫同 

同 魏字 職齒想 案文 當字揃 一一 一同 畫同 

同 鼻下長 生藥 一一 一同 畫同 

同 時代 世話 足利染 一一 一同 畫同 

同 足 利 染拾遣 雛 形 二 同畫同 

同 增柳猿 蟹 合戰ニ 同畫同 

右三 本、 傀 偽 子の 署名 0 

三 三 翻 市頻三 &SSR: 落 際 

二 豐^ 畫 同 十一 年 


问 風見 草 緣女節 川 二 畫宽政 十一 年 

同 鮪 魚 尺 品 革 羽織 一一 一同 畫 同 

同 彼岸 櫻 勝 花 談義 一-一同 畫同 

同 料理 茶話 卽席話 一一 一  同 

同 無 茶 盡押兵 一一 一  同 

同 K 諺 口 紺屋 雛 形 一一 一 子典畫 同 

一一； 四 脶 人形 K 體機闢 一一 一 重政畫 同 十二 年 

同 譬論 義理 與 揮 一一 一 同畫同 

同 人間 萬 事 塞 翁 馬 一一 一同 畫同 

同 錢璧 貨寫總 一一 一同 畫同 

右、 列 傅體に は、 「錢鑑 金貨 字畫」 とぁリ 

同 備前擂 盆 一代記 一一 一同 S 同 

列傅體 は、 摺 鉢と ぁリ 0 

同 視藥 霞報條 一一 一同 畫同 

右、 天 保 八 年 再 板、 IE 芳箦。 

同 花見 話 M 盛衰 記 一 1 蜜 同 


三 五 買 飴 紙卞ん 野！ 井 話 二 重政畫 享和 元年 

同 足 手書 草紙 畫賦 一一 一同 畫 同 

右、 靑本 年表に は、 和檳 作と ぁリ 0 

同 敵 討 S 取 ^一一 一 同畫同 

同 曲亭 一風 京傳張 一一 一同 畫同 

同 敎訓跡 之 祭戯草 一一 一同 畫同 

同 浪速 枰無 女芬輪 二 子典畫 同 

同 春 之 駒象泰 行路  一一 一 ® 政晝 同 

同 父譬 宇都 {a 物語  一一 一 畫 同 

同 醉 五津の 館 五段 淨瑶璃 酒球 

二 同畫同 

同 输本 報響錄 一一 一 同 畫 同 

前 二 本 傀儡 子、 此本 玉亭子 署名。 

ヒナ ガタ 

同 山 鬼 一風 煙管 簿ー 一一  同 

列 傅 體に記 載レ 疑 はしけれ ど 0 

三 六 養 得 i 加 名鳥圖 二 重政畫 同 二 年 


三 六 初老 了簡 年代記 一一 一 子典晝 享和 二た や 

同 J^tl 世帶 太平 記 二 登 同 

同 鄉 g き蒔；；：^ 相  一一 一 ml  E 

同 野 夫鶯兒 歌曲 訛 一一 一 子 M; 畫 同 

同 六 冊懸德 ffl 草紙  一一 一 ffi 政畫 同 

此本、 費切巾候切^^話：ーーと五大カーー：畫剥^三 

の 二 作 を、 一 紙 を 上下 二 に 分ち て 記述せ る 

もの Q 故に 六册 8^ の 名 あり G 

同 畫木麼 i 傑 M  * 亭蜜 同 

馬 琴 序 Q 靑本ハ ヰ 表 は、 琴の 作と せリ。 姑ら 

く 之に 據 りて 此に揭 ぐ 0 小說 年表に、 r 此本後 

に、 鎧 草 筆 一本 三册と 改題す」 と C 

同 太平 記 忠臣 講釋 一一 一 璺國畫 同 

同 同  後 座之卷 一一 一同 畫同 

右二 本、 署名 魁 雷 子 G 

三 七 S 兼阳珍 紋圖彙 一一 一 豐廣畫 同 三ギ 

同  一 IS ゆ^  沸 fM 一一 一  秀 i 同 


雜 
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二； 七 購 §5 俟 一  1 i 畫 享和. ：- 年 

同 開帳 地 n  ;e ^灯 二 重政畫 同 

右、 列 傅體に K せリ Q 

コ： 八 小 夜中 山 齊啼碑 一一 一 畳廣畫 文化 元年 

同 新 研 十六 武藏坊 一一 一 重 政 * 问 

同 15  • 凡人 拍鄙 言 一一 一 同畫同 

同 敵 討 二人 長兵銜 一一 一同 畫同 

同 松 株 木 三階 奇談 一一 一同 畫同 

〇 此ハ牛 敵 討の 作 多く、 新 刻の H 分 2  二 は然リ 

にして 其餘 僅に 戯作 ぁリ とい ふ 0 京 傅 馬 琴 敵 

討 作 の 最初な リと い ふ 0 

三 九 妙 黄 奈粉毀 道 成 寺 一一 一 長喜畫 同 二 年 

靑 本に は、 妙？ i« 奈粉毀 道 明 寺と ぁリ 0 

1 1 ruualps ゥ チタ テマ ツル 

同 奉 打 札所 誓 一一 一 月麿畫 同 

同 猫奴牝 忠義 合奏 一一 一 豊國畫 同 


S 敵 討 雜居寐 物語 I 六 


同 三年 


rao 武者修行 木齋傳 I 六 Si 廣蜜 文化：！. 年 

列傅體 は、 文化 二へ 牛と せり 0 此本、 背 本 Jii. 表 

になし 0  . 

同 敵 討 if の壯夫 M 重 i 同 

同 大師 河！ S 撫子 話-; ハ同畫 同 

同 復 響 阿. 姑射 松 六  同 

右魁：窗子の1^?名0 列傅體 は、 文化 二 年と そり 0 

此本、 靑本ハ 牛 表に， S 載な し 0 

四 1 復仇 師之洞 六 卷亭畫 同 四 年 

一 名、 賓茶 郎談 0 

同 大老 一 

右、 お 白粉 店 萬 度の 春の 景物 也 0 

ra 二 敵 討 身代 名號 六 北齋畫 同 五 年 

四 三 匂 全 伽羅 之柴舟 一一 一 國良畫 同 六 年 

右、 上野 山 下 萬 丸 油 元 結 開店の 聚物也 0 

以上 之內、 合卷 時代に 移れる 文化 四 年 以後の 

分 は、 小說 iif 表 一 本に 據 りて、 今 これ を 拔く。 


粧 若水 ^Jl i 畫 同 


以上 約 九十 三種 

11 馬 琴 作、 黄表紙 年表。 完 11 

私 は、 何の 爲に * 馬 琴の 黄表紙 年表 をうる さく； へたので あらう か。 はじめ * 日本 小說 年表と、 列 

傳 體小說 史と靑 本年 表と 三本 を 校 4 口して 馬 琴の 初期 寛 政 期の 黄表紙 を 調べて 見て ゐ たのが、 たうとう 

どうせ 序でに、 彼の 全部の 黄表紙 年表 を： へて やれ、 丁度 嘗て 黄表紙の みの 彼の 年表 は 何れに も 無い 

からと、 大分 難^し 乍ら も- 右-やっと 作り あげた。 先 グ大 部分 信用の 出來る ものと 兌て い、 と 思 ふ。 

さて 馬 琴の 黄表紙の 中、 從來 活字 木と して 翻刻され たもの &屮 * 我々 の 眼に 親し いのは 左の 數種 であ 

る， - 

つか ひ はだして 

〇 盡用而 一 一 分 狂言 (寛 政 三年) 〇 堪忍 五兩<2ー§  (寛 政. へ 年) 〇 人 iwss 事 塞 翁 馬 £ 政 十二 年) 

〇 敵 討 资取眼 (享和 元年) (以上、 續帝國 文庫 「黄表紙！ 2 種」 所收) 0 花見 話 M 盛衰 記 (宽政 十二 年) 

〇 世帶 太平 記 (享和 二 年) (.W 上、 續帝國 文庫 1, 萬 物 滑稽 合戰 記」 所收) 

〇 曲亭 一 風 京傳張 (享和 元年) (有朋 堂 文庫 「黄表紙 十 種」 所 收) 

勿論、 馬 琴 は讀本 作家と して 名 を 成し. 恐らく 彼 自身と 雖も晚 年に は. 此 等の 黄表紙の 作し かも そ 

れが 九十 種に 餘る こと を こそば ゆく 感じた に 遠 ひない。 晚年 こそ 、彼 は 、善玉 惡 玉の 本家 * 勸 善懲惡 の 
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ならず 


元綠の 如き 觀 あるが * しかし 彼の 少壯 期の 此色々 の黃 表紙 は • しか 程道學 臭味の ある もので はな かつ 

た。 但し これ は、 彼の 黄表紙の 作 全部 を 並べた て X、 一  々それ を 現物に 據 つて iS ふべき であるが、 然 

し 今の 私の 用意と して は 不可能な こと。 但し、 恐らく 此の 斷ー 一一 一口 は 護な きに 近から うと 思 ふ。 

最近、 私が 偶然 購入し 得た、 それ も 敷 島 二 個の 代で 購 つた 彼の 初期の 、表紙が 一部 ある" 馬 琴の サ丙 

表紙 を 多く 翻刻に 於て 兌ざる 私と して は， 極めて 珍ら しかった d 殊に それが 偶然、 その 當時 評判の 作 

であった とい ふに 於て、 いやいや * それよりも 彼の 此の 作な ど、 全然 さまでの 道擧臭 なくして、 常時 

の 流 俗 黄表紙 作家の 亞 流と いふ 譏 は あるに しても， 開けた， 人間味の ある (道擧 臭と 反對の 意味で)、 

遊戲氣 分の 多い ものであると いふに 於て である。 馬 琴 を 道義 作家と する こと は * 世間の 多數の 定評 

であるが、 私 は 信じ 得ない。 事實、 他の 彼が 卑賤に SJ^. 做した 中 本 作家に 劣らざる 挑發 的の 描寫 を隨處 

に 彼の 作に 於て 發見 する 我々 は、 矢張り 彼 も 一個の 凡 情 的 作家。 比較的 高げ に、 深げ に、 且つ 敎化的 

に 見える の は、 彼の 糊塗 且つ 官： 傳の 巧かった ことと、 彼の 舉 問の 効で あり、 その 腹 は 矢張り 人並の • 

當 時の 戯作者 並びに 浮世 緒師に 共通の、 あぶない こと を 描いて- 我 も 人 も 一一 タリ 笑 ふ、 實 行と 蘇 術と 

一致の、 好色 主義が 影を强 めて ゐ たと 思 ふ。 それが 少壯 期の 黄表紙な どに は、 後世の 敎 へん 哉の 態度 

がな く * 寧ろ 人と 笑 はんかな の氣 分で、 彼 も ふざけて、 その代り 後の 讀本を 書く 時の 苦蟲 潰した 顔 (見 

掛け だほし では あつたが) と は 反 對に， E5 を 伸した、 然し 流石に デレ 助ではなかった、 多少 後年の 先 
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生 振りの 卵が あった さう した 顔 を 聯想させる * 悠長な 愛嬌の 多い ものである。 寧ろ 彼の 純な 處 がより 

多く そこに 現れて ゐ ると 思へ る 物で ある。 藝術 家で もない、 また 一世 匿 救の 志士で も 何でもない。 そ 

の 代り、 「矢張りい、 ねえ」 と 来さうな、 若 S 血の 勢よ く 廻った、 快活な 彼 を 見られる やうな 氣 がする。 

年 も 三十 一 の 盛りで ある。 (然し 「吾佛 の 記」 の 自筆に は、 此の 時、 旣に、 彼 は 遊蕩よ リ肶 したと あるが。 卽ち 「二 

十五の 時より 志 を 改めて 行状 を愼 しみつ」 と あるが 0) 然し そこに、 まだ ホヤく の 作家 晬 代から、 すでに 馬 

琴 門人と 自分の 名 をえ らい 地位に 出して 傀儡 子な どと いふ 變 名で 發 表する 所から 思 ふと、 相當 に矜恃 

する 所 はあった らしい。 この 矜恃 が、 晩年に は 一流の 道舉と 結び付いて、 あ， の讀 本と なり 了した ので 

は あるまい か。 

案外、 序言が 長くな つた。 それ 程 私の 興味 を感 たとい ふ、 その 敷 島ニ侗 代の 黄表紙と は 何 か。 寬 

政 九 年 板の 「無筆 節用 似 字盡」 三で ある。 彼 一個の 黄表紙 年表から いふと、 「二分 狂言」 以後、 二十 1 

種】、 三十 歳の 時の 作。 黄表紙 史の 上で は 春 町の 「金々 先生 榮華 夢」 の 安永 四 年から 數 へて、 此の 「似 

字盡」 、二十 三年 目の 作。 黃 表紙お として は その 頸錢 期の 作た る こと は 謂 ふ 迄 もない。 黄表紙が 敵 討 物 

に變 化した の は 文化で ある。 (その 以前に も 敵 討 物がない でもない。 現に 此の 宽政九 年に も楚滿 人の 敵 討 姥捨山 

などの 黄表紙が あり、 馬 琴に も是 より 先享和 元： やに 敵 討蹙； W 眼の やうに、 敵 討に 借リた 物が ある 通り。 しかし 大勢 を 

純 敵 討に 化した の は、 文化で あらう。) 然れ ば、 寬政 九から 文化 元まで は 僅かに 七 年 あるの みで ある" 寬政 
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九 年 常時の 黄表紙 作家 は、 京傳 *  f ル滿人 * 慈悲 成、 樹 下石 上 導の 代の 作家と 共に， 新進作家 たる 三 

馬、 一九、 彼、 が 名 を 現して ゐる。 然るに 三 馬 も 一九 も 未だ 彼程の もの はなく、 先輩の 京傳、 慈悲 成 

の 徒の 作、 また 後代に 謂 ふべき 程の 話題 を殘 さなかつ たのに、 獨り 彼の 作の みが、 卽ち この 「似 字盡」 

が ぼ 評に 上り， 彼の豫期以上の效£;^£2|榮心の强ぃ彼に與へ ぇたのは. 是 れ文學 者と して 彼 は 頗る 幸 

運兒 であった と 謂って よから う。 然し. 彼と しても、 此の 作に は、 相當の 努力が あった ことか も 知れぬ リ 

银 して 世評 を 贏ち 得た。 恐らく 後の 三； il5 作の 「小 野萬謔 字盡」 (享和 三. 年) の 類 は、 此の 「似 字盡」 の 

影 1： の 下に 生れた もので あらう。 とに 角 * 此の 「似 字識」 の ふざけた 趣向 は * 墮 落した 機智に 沈湎享 

樂 して、 我人 以て 得意に した、 當 時の 人心に いたく 迎合した のであった らう。 然 らば、 「似 字盡」 は ど 

んな內 容の物 か、 以下 その 叙述に 移る。 

なわ をむ すん f  たいこ ふ じ ^1ぅ た -t あん かみ かゆ  だい ふ もの やき くわと よふ 

結 繩 で 約 をな す。 火 古の 不自. E。 竹 薄で 紙に 报る。 三代の 不物 好。 科 斗 一 3£ 葉の むかし .（•。 

さ- r けつと W. の あと み  ついじつ く  くラ かいね はん *?  とつ ぶん  しう こうし  じ もん さう こゥ う J- 

食 頷 鳥迹を て。 遂に 字 を 作り。 穴. 一 海？； 獎偈を 取て 文 をな せり。 周 興 嗣が千 字 文、 野 相 公の 歌 

じづ くし たいてんし やうて ス かな  から に ほん かけあ は  しんさく さつぎ-つ  こぢ つけ か/ > じ ，ゥ 

字盡. 大 荼小篆 假名 まじり。 斑の 日本 を乘 合す。 一 一 一 新作 早急の。 一 から 一 一まで 檳着 は。 勘定 

あつ ち 01  しん &1 やう さ. 「し ふ てうつ け  なづく  しょ 

合て 智惠 たらぬ。 W1; 行 草紙の 符牒 附。 ムヒ ッセッ ヨウと 目る こと 書の ごとし 

寬政九 年 歳次 丁 巳 春 正 曲 亭馬琴 撰 囤 

これ だけが 序で 扉の 文字。 さて 次の ヒラキ 二 面 は、 右、 錄議 小野笪 の^ 像。 左- 卷物 形に なって， 


その外 题に 無筆 節用 書法 傳授 之卷と あり、 卷 物の 面に は、 ；な 戶の 無筆と 京の 無筆との， 雠を 少し 乜ん 

r  r  ,  つ きづ. 0! 

で、 ちっと 來 ぬか、 梯子に 杖 一本 畫 いて， 月末に のぼらう と 判じさせた、 無筆 節川齊 法の 功德を 述べ 

てゐ る。 上 は， ヒラキ 二 面 共に， 右より 續 けて 篁 卿の 略歴 を、 r 堯惠抄 に. S はく」 云 々と， か、 る 物に 

ふさ はしき 輕ロ 口調で 述べ、 終りに 無缓節 W 似 字の 卿の 發 明に いひ 及んで、 似 字の 效用廣 きを 稱 へて 

ゐ る。 

次の 二 面から は、 右の 隅に 一 廓、 似 字 を それぐ 現 はし、 殘 りの 一面 半 は- その 似 字に 速 絡した 畫 

"t と、 人物の 會話、 上欄の 地の文. 凡て 黄表紙の 體裁を 追うて ゐる。 然し 通の 黄表紙が、 ー篇 一貫 

した ある 說話 をな せる に 反し、 これ は その 面の 似 字に よった * それぐ 特殊の 場面と 叙述であって、 

全篇 一貫の 說話 でもなければ， 卽ち 全然 小說的 形式 を 保って ゐな いもので ある。 寧ろ 江戶 末期に よく 

う ける 幼宜向 の 文字 學び の 檜 本 の 如き 觀が あるので ある。 

第一 は. 様と かしく と、 文と 候との 似 字で， 字の 左り ぶちに 、「さま はさる、 梅の つぼみ はかし くな 

り。 文 はかん ざし、 そろ 鳥の あし」 と ある。 總は、 小姓 吉三 とお 七。 左り に吉 三、 坐って 梅の 花 を活， 

け、 右に お 七、 立って 文 を 手に して ゐる。 お 七の 一一 1  一口 葉に 、「八 巧 や 萬の かみかけて ばんに 靑 なと いはし 

やん しても おやの めにつく とうのい も 中 を わりな に」 云々 と、 商賫 物の 靑物づ くし。 古 三の 方 は. r コ レ 

，（- そんな 靑 ものづくしの ぢ ぐち をい は J„J. と 何も 小姓と おぼしめし かわいがって やってく ださんせ j 
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と ある。 上 は、 「十三の はつ 午に 戀と いふ 字の 手 習 はすいた すぐり と 思 ひつ、 云々。 ぼの 人の これ を 手 

ほんに つ i しみに よし」 と、 手習づ くしの 地口で ある。 道義の 芽生え はあった が • 矢張り 人並に 戯れ 

てゐる 0 

以下 は、 文 を^いて， 右 角の 文字と、 その 歌と、 及び 畫樣 とを說 明して みょう。 

r なえ つ *u まふす たぐち  ooco  0  0  0  0  0  0  0  00OO  0  0  0 

第二、 只、 苗、 月、 申、 田 口。 「只まない たなえ は 手お けに 月 ほうて う 巾が ひしゃく 口 あんど 

yo」 (右 は、 瞎 を 持った 女、 摺 鉢に あたる 男 0 左 は 鉢 を 拭く 女 ds、 姐に 鯛 を 料れ る 亭主 0) 

ひ. VM< ち とらふ てう かな ふ  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 

第三、 人. 町， ra、  丁、 叶。 「人 まちがた そや あんどう とらふ 文 丁 はかなぼう 叶て うちん。」 (右 は 

仲 之 町 天水桶が 兑ぇ、 提灯 を 手に 持った 金棒 挽の 男と 新造し 左 は 花魁と 充。 その 左に 誰 哉行燈 0 この 賓面頗 

る宽政(北：^)としては上乘0 さて 以上の これ だけに も 旣に肯 づけた やうに、 卽ち贊 面 中 大抵、 人物の 持物 又 

は 背景の 何れ かに、 似 字の 材料の 凡てが 含まれて ゐる ことで ある。 それが 大抵、 自然に 述 ばれて ゐ る。 以下 

同じ 0) 

てラ ない じうな かいち  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 

第 四、 丁內、 十-中、 一。 「てうない がすき に 十の じつる の はし 中 はさ いづち いちは かなてこ。」 

(この 面、 「似 字盡」 上中下の 中、 上の 終リ 故、 牛 面の み 0 似 字の 左、 すぐに それ 丈で 纏った $飞 © 嘴 を 手に 

すると、 1^ 卜げ て 地 を 掘れる との 二人の 男。) 以上 上の 卷 終り。 

てうし な  ひ め  O0  .0  00 つ  one  OOOO  o  o  o 

第五、 長、 品、 m. 日、 目。 「長 はつる 品 は 三つい し 田 はくつ わ 日 はふた つ 引めの じ 三つ 引。」 

f こ の圆、 半面 0 み 。输 は、 刺繍 をして ゐる 眼鏡の 男と、 その 師匠ら し い、 向って それ を兑る 煙^ を啣 へ た 男 0) 
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へつ やえ くち わました  0  0  つ OOO000O0  0  0  0  0  0  0  0  0 

第 六、 卞>  山、 口、 山 下。 「へんは やり 山 はやつ この うしろむき 口 はもつ そう 山 下 たけみつ。」 

此の 二 面 は、 別 招に した 寫眞 版の 如くで ある。 畫面は 謂 はなく とも 知れよう。 夜 の 11 として ま 

た 好個の 一 典型。 文字 は、 特に その 全文 を 左に 掲げよう。 以て 寫 a 取 版 不明の 個 處を對 照され たい。 

やっこ さけ をのめば 心つ よくな リて ちからが つ よくなる 奴 はよ くつと め 心 つ よくなる 奴 はけんく は をす る 奴 

ハ かる  つとめ 

とい ふ 文字に 心 を そ へ れば 怒と よみちから を そ へ れば努 と 又 奴と いふ 字 をニッ にわ くれば 女 又と かく 女 ゆ へ 

に またに よこねの やま ひ あり もじ なぞと いふ もの も あらそ はれぬ ものな り 

「コ レく 御む かひに ゆきをる がお そくなる はい 

「コ レサ あそびね へ 口 あけ だはな 

r 见 事-.,, \ ちゃう ちんの もの をせ うとい ふところ だ 

ほ. てリ -5 ならぶ  0 つ 00  0  0  0  0  0  0  0  0000 

第 七、 石、 邊- 込、 双、 「いしの 字が せんどう ほとり ほかけ にこむ はまん ぢ うならぶ ほばしら。」 

(これ も 同じく 私娟、 舟 饅頭の 输 である 0 文に も 「西 施が 媚 あってせ いしが 額 色な く陶 朱が き r 貴な き閬 越の 

ひけ. 6 の 

潑 娘つ ねに 江湖に さほ さす 舟まん ぢ うは ：： まみ へ より はな はちり ぬる 御用 心，/ \」 と ぁリ。 緣は、 右、 船頭 

と 船の 苦、 左、 船首に 立った 餞 頭の 君 0 その上、 飛べる 河 蟬の群 。言葉に も、 「さなだの 與 市の あ ふぎの まと 

じゃァ ねへ が こんや も大 かりまた で ゐられ るの だしみ ぐ つら ひのう」 と來た 0 尙、 似 字の 欧の 「こむ はま 

んぢ う」 は 一 寸 解し 難から うが、 何でもな い。 込の 入が、 船の し は、 舟のさきに立ったまんぢぅ^«の形 

いまや- つ すがた 

である。 こ V に 於て、 奇智 赏 すべし か 0 序でながら、 初代 豐國の 「粉 本 時世 粧」 の 坤の卷 の 最：； S の紛 に、 丁 


4 

d^)' き S 


a. に 


リ ま'. 


な 


お 


"4 


I 

度 この 「似 字盡」 の舟錢 頭と 同一 構圚の 槍が ある。 但し 此の 「似 字盡」 の 重政畫 はお 福の 接頭で あるが、 暨 

國の槍 本 は、 恐ら.、 同類の もので あらう が、 懸 絡した 美女と なって ゐる 0) 

ち ふ から ていこの  0  0  0 つ 000  :  000  -oo.ool 

第 八、 合、 寳.  一 a^, 此。 「あ ふ番 やた からと いふ 字 はんしゃ うなり 亭は ひのみ 此が ひのばん。」 

(！^ は、 二 面に ひらいた 江府大 通リの 俯瞰 圔リ 左、 雲の 中に、 星 越しに 火の見 0 下 は、 人 HiT  侍の 登 

域 姿。) 

ひさ か-一 ゐ しかう して  000  00 つ 0  00  00^ 

第 九、 兩、 久、 園、 而； 「雨なる こ久 はいな むら かこい かごし かふして こそくまで なりけ り」 

(培 は、 籠 を 背に した 里の 童の 手 を、 差 出せる 三人と、 左、 扇 を 何 本 も 手に して 子供、 しに 差 出せる 山伏 。當時 

安全 祈禱の 意で、 か V る 山伏の 流行せ しなるべし 0 但， L 特に 扇と いへ る は、 この 扇 を 各戸に 與へ步 きし か 0 

5% に、 文の 終リ にも 、「神道 者の 災禍 消 除 しゅげんじゃの 安全 祈 所、 ぜんしう の 立春 大吉 これらが 文字の か 

しな リ 0 こう も あらう か、 辨 けいが そこら あたかの 門松に 扇な けこむ けさのと した ま」 と ある 0 言葉に、 「ァ 

レ まか しょがき た」、 r まか しょ/ \ ,/,\ -」 「あに ィャ 十六む さしぼう をし て あそばう っニ 「コゥ あ ふぎ を とられ 

てはいた しぼう べんけい だ」 と ある。 「まかしよ」 と は、 か、 る 山伏の 名 か。 それとも 山伏 —— 武 さし 坊 —— 

十六む さし 坊の地 ：n から 來た、 負かしよ く か。 或は 又、 扇 を 蒔かし よくの まかしよ か。 それとも 山伏 を 

まかしよ と 特に IS うたか 0 去考 C) 

む よれ こと  O00  0 つ  0  000 つ n  000 

第 十、 へ、 ム、 ョ、 レ * 「。「へ はまみ ヘムの 字 ははな ょョの 字耳レ はっくり ひげ 「ひた いなり、」 

(此の ^半面。 肌ぬ ぎの 男の 右腕に くりからの 額 を 彫って ゐる彫 師。) 以上、 中の 卷 終り。 
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. w- よ さら やどる か I る  00  ,00  00>  000>-0, 

笫十 1 、 壸、 呂、 皿. 舍、 回。 「つぼ はつほ 呂の字 はかめ にさら はさら やどる はちろ りか へ る ひ 

i^rんo」 (半面の 綺 0 酒屋の 店先。 腰掛の 二人 客、 酒屋の 亭主 0) 

お A 一  、-ふ よっか こ- - ろざし  0O  0000  00  0C0O 

第 十二、 乙、 年、 云、 廿： n* 志。 「おと ははり としはつ りさ ほい ふ はう きはつ かお かもち こ、 ろ 

さす 笠。」 (右、 釣 をせ る 太公望と 左、 周の 文 王。) 

ひゃく  i- きいる くに  0  0  0  0  0  0  0  0  -  0  .-0  0  0 

第 十三、 百、 思、 時、 人、 國。 「百 はりんお も ふ はもく ぎよと き はかね 人 はしゅ もく にくに はじ 

が う ol( 右、 布 縫へ る 嫁。 左、 佛 壇に 向 ひ、 接 木 を 鳴らしつ、 ある 姑 Q) 

らん  >  がし i,,: ち き やう  00000  000000  P0,  0  0 

第 十四、 門、 東、 ；^" 京。 「門 ひやう し 木 市へ とい ふ 字 かな あんどう はたち は 木 戶に京 は 高札。」 

(右、 夜 廻の 爺と 犬 0 垣根の 前に 高 礼 0 左、 坦 极內、 緣 側に 娘と 子供 0 と" おの 一部 C) 

ぬ  みなみ あ. 0 の  000  0  0  000  0  0  0  0  0  0 

第 十五、 怒、 南- 雨、 乃。 「ぬ はね づ みみな みは かめに あめう さぎつ えつき の、 じあし のない た 

か 0」 (風 鳥と 餐 がめ を 見て ゐる 母、 子供、 往来の もの C) 以上- 下の 卷 終り。 

以上の 本文 十五 丁 以て 上中下 完結で ある。 此 作が、 人氣の 高かった こと は、 翌年、 京の 西陣の 織屋 

が、 此の 「似 字盡」 中の 似 字 を ま襴純 子の 中に 織 出して 諸 國に寶 出した とい ふに も 分らう。 (この 事、 

本 記述 冒頭の 「作者 部類」 の 文中に も 見えたり。) 殊に 靑本 年表に も已に 記されて ゐる ことで あるが、 本 

書 は、 天 保 十 年、 國芳畫 を 以て その 再 板 を 0- てゐ るつ 如何 なれば * かほ ど 世に 迎合され たか， 可笑しい 程 

である。 さて 馬 琴 は、 この 作に 當 つたた め、 矢繼 早に、 翌年 (寬政 十 年) 後 1痂 「< ^想 案文 當字 盡」 を 出版 
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馬 琴の 自畫 

自賛 


した。 馬 琴の 筆と 稱 する、 京傳の 生活、 家庭 性行 等に 比較的 好材料 多き * 且つ 寬政享 和文 化 頃の 文舉 

史の好 村證に 富める 「伊波 傳毛乃 記」 の 中に も， 

是 より (寬政 三年) 三 四 年、 草 冊子の 趣 多く 教訓 を 旨と せし かば •  K 人 は 其 意 を 得すして、 京傳は 

趣向の 盡 きたる にや、 近日 出る 草 冊子 は を かしから すと いひけ り、 依 之 馬 琴が 作 や. - 行れたり。 

この 比より is?: 寳. 慈悲 成 等が 作 は、 ますく 行れす、 一 九、 三 馬の 兩 作者 出で たれ ども， なほ さ 

せる 評判な かりき。 一九 は k 政 九 年の 冬より 名 を 出し、 一二 馬が 作 は 义ー兩 年後れ て 出たり。 云々。 

と あるが、 自分 は、 今此 等の 彼の 自畫 自黉を 其儘受 入れようと はしない。 唯 彼が 壯 くして 旣に 大家 

の 風格 を 街 ふに 急がし く， また 時好 を捉 ふるに 巧. 且つ 彼 は讀本 作家た るに 終始した るが 如く ゆる 

も その 實 半面に 過ぎす、 その 讀 本の 中に も， 精神的 遊戯 好色 は 隨處に 見られ、 且つ その 初期 作に は、 

斯 くの 如き 低級なる 作 を 以て、 しかも 時流に 投じ. 得意に なって 後編 を 著し、 又 之 を 再版した" 殊に 

再版 をな したる は、 彼が ，然 たる 讀本 大家と なり 了した 時で ある。 (此の 再 板 は 前に も 述べた 天 保 T 年 。卽ち 

彼の 七十 三歲、 八犬簿 大尾の 二 年 前、 卒前九 年で ある。) 卽ち約 一一 目す る 彼に 一 は、 此の 「似 字盡」 に餘 程の 

自信が あり、 且つ 得意 さがあった。 恐らく 初期の 出世作と して 懐し み もあった。 一は、 彼の やうな 讀本 

作家の 大家に も、 この 夜 Si や 舟 饅頭 や 靑物づ くしのお 七 や を 耻ぢぬ 程の 時好 本位の 彼が あった。 唯是 

丈の こと. を この 「似 字盡」 から 信じれば 十分な ので ある。 彼 は 聰明であった。 春 水 等の 如く^ を 露 
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骨に 現さなかった。 從 つて 上司に もよ く • しかも 下民に-も よくて、 亭々 たる 道義の 主張 >  流麗なる 文 

調、 該博 を 誇る 引證の 中に も、 船蟲 (八 犬 傅 中の 搖嫁) 賫娃の あの 醜怪 なる 描寫を 平然と やり 了せ た大 

膽、 道義の 皮 を 被た 肉 愁描寫 を 完了し 得た ので ある。 此の 「似 字盡」 は 然程の 彼の ケレ ン澤山 を 云々 

すべきで はない が、 彼の 後年 抹殺に 奔走した (初期の 低級 作、 又は 京傳 門人の 名 ある 板木 を 押収して 步 いた。) 

自負 倨傲- よくいへば 自重の 精神から もな ほ 抹殺し なかった、 否 平然 晩年 再版 を 許した * 雨く 自信の 

あり、 且つ 彼 自身 讀本 主義の 彼と して 尙 之に 牴觸 しないと 思った 戯作で ある ことに 想到す ると， 私 は 

此の 現物 を E にし、 それに 晩年の あの 堂々 たる、 白面 以て 人 を 威. 嚇 する 讀 本と， 彼の 鹿つ めら しい 顔 

との 對 照に、 可笑しくな るので ある。 

とに 角 此の 「似 字盡」 は、 黄表紙が 轉 化して、 敵 討 物に ならん とした 過渡 朋、 黄表紙 正 脈の 最後の 

流行 作であった 。(黄表紙 は 敵 討 本位と なり、 やがて 例へば 種彥ら の合卷 となった。) 殊に 讀 本の 大家、 道義の 

主張 を 以て 終始せ る 如く 謂 はれた 剛直 無比、 硬派の 如く 兌ら れる (然る こと を 欲した) 彼の、 比較的、 

いやみ  . 

吾人から いふ 嫌味の 脫 けたう ぶな 人間的な 彼の 現れて ゐる ものと して、 且つ 黄表紙と して は 珍ら しき 

(自分の 淺識 から はで ある) 一貫した 說話を 成さざる 異例と して 擧 げたので ある。 (彼の 遊戯的 好色 的 

の氣分 本位から いふと- 後の 「敵 討 蚤 取 眼」 など は、 まだ ひどい ものである。 ® にさ、 れて、 裸にな 

る 女房の 話な ど。) 以上 本 記 文の 長々 しきあった 由来で ある o( 大正 十二 年 七月) 


「まかしよ」 について 


I まかしよ」 


前槁、 「似 字 塞」 第 九の 山伏の まかしよ に 就て、 左の 解說發 or 轉 載して おく 0 

、 童謠 集ー卷 行智 四十 三 哉 編と あるの みに て、 K 年代 を 記さ，、、 れど、 卷 末に 願 人 坊が搶 を 二十 四 五 年 前 

まで は、 天神 樣く ださいと いふて 追つ かけある きしな リ。 其 後 はま かしょくと 一 K、 今 はまき や がれと い 

ふ 云 々と あり 0 而 して 「虚赏 馬鹿 詰」 (明 和 八 年 江 "户 印本) 市中 勸進 修行者の 條に、 大山 不動明王 芝 愛お m 

に 元 一一： 兩 大師と 唱へ もて ゆく、 跡 追て 附ま とふ 小童 等、 佛神 耳に も 入れず、 父^の 如く 慕 ひ 奉れば こそ、 

天神 樣ァ 下さいと いふ 云 々o 又寬政 S! 江戸の 風俗 を 記せる 「蔺の 落葉」 (寫 本) に、 童 等の 天神 さま 下さい 

と はやせし も 1 昔に て、 いつしか まかしよ と 名 を か へ て、 天狗の 面 を かぶり 云々 と あり 0 まかしよ は江戶 

以：^ に絕 えて 無き 由 諸 書に 記し たれば、 1K々o( 近世 文藝 叢齊、 第 十 一 俚謠の 緒言 0 朝 倉無聲 氏) 卽ち、 一.^ か 

しょ。 お 吳れの 意から 來た のであった 0 尙 同氏の 「此 花」 第 九に、 「まかしよ とわ いく 天 王」 なる 考證が 

ある 0 「まかしよ」 は 橋 本 町に 住んだ 願 人 坊主の 內 職で、 寳賸睡 代から 流行 リ 始めた もので あつたが、 宽政 

年間に、 町民と 事の 行 違から 喧嘩した、 それが 累を 他に 及ぼして、 市中の 僧 まれ 者と なリ、 終に 廢絕 した 0 

後に は、 わいく 天 王と 同 1 物の 如く 見做され、 兩者 混同 さる、 に 至った とい ふ 0 としても、 この 「似 宇 

盡」 の は、 山伏 姿で、 扇 を くので ある 0 「頭 を 白 布、 腹に 荒繩、 た 一： の. E 衣で 鈴鐸を 振って、 天神 樣 

の 方 1 ニ寸の 緣を薛 く、 毎年 夂. 一十 月から 寒中に 限った」 のと は、 違 ふが どうした こと だら うか 0 まかしよ 

の 變 態と い へ ば 論 はな いが。 
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近世 墮胎 史雜考 


5^ 世墮胎 史の資 科 は、 確かな 物と して は 案外 其 数に 乏しかった 0 勿論、 倉卒の 際の 涉纖 であるから、 他に 

拽 らした 物が 多い のか も 知れない 0 齊 文庫 所收の 諸^ 書 (該甞 「麼 胎」 の 項) が 比較的 まだ 力に なった 0  A 下 

の 自分の 記述 は廣 文庫 其 他の 揭 載に、 幾分 系統 をつ け 論 を 挿んだ とい ふ ものに 過ぎぬ。 然し 尙 以て 一般 譏 

者に、 一 讀を强 いる 點無 きにし も 非ず と、 卽ち敢 て 物した 0 尙 一 言 自分の 「墮 胎」 に は、 廣 狭の 二 義を 持た し 

めて ゐる 0 單に 堕胎との み 謂 ふ 時 は、 (此の 命題の 如く) 眞の 堕胎と 嬰 兒_胜 殺と 卽ち 此の 兩樣を 兼ねて 曰 ひ、 

他と 並べ 曰 ふ. &は、 (嬰兒 _魅 殺 若しくは-避 絍 など 、共に) 狭義の 眞 正の. i« と 思うて 貰 ひたい 0 


^機上 二つ 

の 葛 IS 


墮胎の 動機 上 二つの 區別 ある こと は、 無論 古今 異り のない 話で ある。 江戶 時代に も 無論 さう であつ 

た。 二つの 一?!: 別と は、 卽 ち育兒 制限の 意味から と、 痴情の 結果 之を掩 はんとし たとの 二つで ある。 育 

兒 制限 は 今に 始まった ことで はない、 夙う からあった。 然し 此の 江 戶 期に 於け る育兒 制限の 意呔は * 

爲政 者が 之 を 強制的に 爲 したの は 殆どな く、 卽ち 大抵 は 生活に 餘裕 なき 者が 自ら 之を爲 すので あった。 

さう して 此の 意味からの 墮胎 は、 他に 較べて 生活 程度の 潤澤 でなかった 細民 階級に 無論 多かった ので 

あるが、 然し 江戸時代 は 殊に 其の 土地 狀 態の 肥 瘠、 或は 裕福 か 否 か、 物資の 貧弱 さと 豐富 さとの 如何 


考 雜史胎 Eg  E 近  105 


に 紫が つて、 物资の 生産の 乏しい 凶荒に 屢. -惱 まされた やうな？ 9^ 土の 民に、 此の 墮胎 或は 嬰兒厥 殺が 

格別 頻々 と 行 はれた やうで ある。 卽 ち展. -鍵 0 北ハ 他の； 大災に nwd 舞 はれた 宽北 地方に 此の 風が 盛んで あ 

公然の 秘. お つたら しい、 是は 公然の秘密であった やうで も ある。 文化の 官； 布 傳播の 乏しかった せゐ から、 道義心 

の缺 如して ゐた爲 の现. S も大 にあら うが、 然し それよりも 土地の 凶荒、 彼等の 生活の 逼迫が 大 なる 原 

因であった であらう。 卽ち， 邊陬の 地方、 格別 東北 地方に 最も 墮胎が 多かった。 其の 意味 は、 人口 制 

限の 意味から、 親が 各自に これ を 行った ものである。 

他の 痴情の 發覺 隱蔽の 意味からの 墮胎 は、 無論？ 91 陬の 地に も 行 はれた であらう が、 それよりも 寧ろ 

風俗の 一層 類廢 した 都，^.; に、 生活 上の 條件 ゃ物资 は， 割合に 好都合で あり。 潤澤 であった 都 〈r: に頻々 

と：， 仃 はれた ものと て 可から う。 殊に 京大 阪 及び 江 戶、， 所謂 一二 ケの津 に は、 之が 多かった であらう し 

其 他 相 常に 殷富 を 傅へ た 各 城下に は、 此の 痴情からの 墮胎は 無論 多かった に異 ひない。 その 階級 も庶 

民から， 士 流にまで あった 事 は 無論で、 殊に 奥 女中の 類に は 當然の 事であった であらう。 

奥 女中と 謂へば、 格別 大江戶 大奥の 女中 共と、 各 俳優た ちとに 行 はれた 所謂 不義 *  (江 島 事件な どは不 

幸な 犠牲 * に過ぎない。 他、 1= ど此 類の 不 は、 頻々 たる もので あったらう。) それから 來た 此の 堕胎 行爲 が、 

必. f 頻行 した 苦で ある。 共 他 町家の 士女の 間に も， 此の犯罪が行はれた|6^-は謂ふ迄もなく、 花柳界に 

も 無論 行 はれた であらう。 花柳界の 意味 は、 發覺 を惧れ るよりも， 寧ろ 自家の 聲 色の 美の 保； と人氣 
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嬰兒棄 殺と 

東北の 諸 例 


の褰返 を 防止す る 意味で あったら うこと は、 古今 同 一 であらう。 

東北 地方 は、 誠に 悲慘 であった。 雜 書に 現 はれた 隨 胎 (多く は 嬰兒棄 殺) は， 殆ど 束 北 地方に 限ら 

れてゐ る觀が ある。 饑餾が 丁度 鬼 北 地方と 殆ど 想 を聯 ねて 考 へらる- - 如くに である。 先づ 人口 制^り 

意味の この 墮胎， 若しくは 嬰 兒棄殺 を 敢行した 束 北の 例 を、 諸 書に よって 述べて 見よう。 

「窓の す さび」 (享保 九 年の 自序 ぁリ) に は、 

「庄內 (洒井 氏 領分) の 民、 東國の 習に て、 子 生じて 三 四 人に も 及べば まびく とて 殺し 捨 つる 事 を、 老 E 水 

大腠 光朝 は 深く 憂へ、 樣々 思 ひけれ どもと かく 改め ざリ ければ、 貧民の 養 ひ 難き もの を 選び、 その子 五ォに 

なる まで 扶持米 を與 ふる 事に なリ て、 の 風 改ま リ ぬと ぞ 0 

戶田氏 宇都 営に 在リし 昨に も、 此の 政 ありて 革まリ ぬる 由な リー K々o」 

先 づ庄內 と 宇都 宮の 例で ある。 さう して 名君 賢 相の 之が 匿 救 策 を 講じた 例で も ある。 

墮胎 防止に 努めた 名君 は、 尙色々 ある。 本朝 要樞 (驾本 il 卷。 年代 作者 共に 不詳 0) の 第 匹 卷に は、 

ゝゝゝ 、ゝ  と： W. ぁテ 

「口 本 i^ll の 澄 境に 至リて は、 男女 子 多く 生 るれば、 其の 父母なる 者、 抱 婆 に 命じて 往々 之 を 殺さし む 0 

一 K々o 近顷、 <^津 殿、 私 領の內 にして、 子 を 殺す こと を 深く 禁ぜられたり、 其 後此事 非ず 0 仁政と 謂 ふべ し 0, 

此等 は、 前述の 例 も 亦 却って 墮胎と 謂 ふべき ではなく * 嬰 兒の棄 殺で あらう。 然し 墮胎も 之に 伴な 

つて 無論 慣行され たで あらう。 伹し會 津中將 は， (保 科 正 之 か) 之 を 禁じた とだけ であって、 如何なる 

對應策 をと つた か、 その 仁政の 所以が 明らかで はない。 


g- 子 夜話 (松 浦靜山 isl," の 編纂。 靜山は 天 保 十二 年 八十 二 歳に して 歿し たれば、 其の- U 前の 記 聞に 屬 す。) にも、 

その 第二 卷に、 

「奥 i の 民間 は、 子を產 すれば 卽ち 殺して (久彌 曰く、 これ も 嬰兒棄 殺の 類な リ 。墮胎 と は 謂 ふべ からず) 

育つ る 事な し 0 これ 取揚 婆の 產 所に 於て かく 爲 ると ぞ 0 常 州の 俗に 同じき か 0 然る を樂翁 初め 白 川へ 入部 あ 

リ てよ リ、 殊に 之 を 禁じ、 阔 中に 令 を 廻し、 民間に 娘 身の 婦 あるとき は、 CS けさせ 、撥 者 一人と 產婆 一人 を 

遣 はし あらため、 臨產の 時も^ 遣して 取 揚げさせ ける 0 但し その 手 常と して、 一 口に 金？ 一ュ M  二方 宛を與 へた 

りしと ぞ o」 と ある 0 

近世 畸人 傳 (伴 蒿蹊 著、 五 寬攻ニ 年の 序ぁリ 0) 第二 卷 にも、 • 

「關 東の 習 ひ、 貧民 子 あまた ある もの は、 後に 產 せる 子 を 殺す o( 久彌 曰く、 これ また 間引く 也。 多く は 第三 

兒ょリ 間引きた る もの V 如し 0) 是れを 間 曳と謂 ひ 習 ひて、 敢て慘 むこと を 知らず 0 貧 凍饑に 及ばざる ものす 

ら倣 ひて 此の 事を爲 せリ。 is の教 あれ どもな ほ 然リ。 然るに 陸 奥 白 川の 接 邑須賀 川と い へ る 所に、 內藤平 左 

衞 門 とい へ る 豪農 之 を 歎きて、 年 每に緣 を 求めて、 間曳 かん ふ-思 ふ もの 有リと 聞けば、 其の 養 ふ 財 を與へ て 

救へ り。 もと 米價賤 しき 所 なれば、 多分の 費に は あらず と、 自ら は い へ リ となん。 lK々o 領主 も 赏し給 ひ、 

苗字 帶刀を も 免され 士に准 へらる、 とい ふ o」 

と。 これ は 名君 直接の 行動で はなく して、 傍邑の 一 慈善家の 話で ある。 

百 姓 懶惰、 農に 勵 ますして、 墮胎を 流行らした 話が、 「草木 六部 耕 極 法」 (佐 信^、 天 保 三年の 著。) 
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とい ふに ある。 其の 第 十 ー卷 に、 

「上 總國は 領主の 在住す る ことなき II なる を 5^ て、 上より 農政 を 世話す る こと 無き が 故に、 百姓 は 甚だ 懒 SI 

にして 農 を 勵む者 ある こと 少し 0 是を 以て 脊臢の 地 を 未だ 開發 せず して、 荒野の み 多し。 一 K々o 故に かの 國 

の 百姓 十万 餘家 ある 中に て、 婦女の 自ら 其の 兒を 堕胎して 殺す こと、 每年三 四 万人 づ V な リ。 云 々o 今の 世 

に當 りて、 百姓の 自ら 己が 子 を 殺す 國は、 啻に 上 總 のみな らん や 0 滔々 として 天下 皆然り o」 

毎年 三 四 萬 人 づ\ の 墮眙と は、 ちと 話が 大装裟 の やう なれ ど * 或は 此の 驚くべき 數が、 事實 であつ 

たか も 知れない。 

其 他、 一 般、 凶荒 飢饉 等で、 邊 境の 民が 堕胎した 事 は、 尙幾 干の 書に 現れて ゐる。 今 その 耍を 摘む 

と、 

「：： 富 民の 田畑 を借リ C 耕作す る を 以て、 公税の 外に 數 多の 增税を 取リ 立てられ、 年な リと雖 も、 衣食 

. の 足らざる に 困し む 0  S 年饑 歳に 於て を や 0 是 故に 父母 あ リと雖 も 孝養 を爲十 こと 能 はず 0 婦人 赃娠 する こ 

と ある も、 大抵 I ま樂を 用ゐて 此れ を 堕胎す。 lK々o 所謂 富豪 兼併の 禍 に擢リ て、 其 父母 を 飢寒せ しめ 其兒孫 

を 毒殺して、 逮に他 邦に 離散す る 者、 幾 万人と 一 K ふ 事 を 知るべからず。 豈是農 R のみな、 りんや 0 山 R 鎮民百 

ェ 漁夫に 至る まで、 花 利の 金に 縛られて、 富 民の 爲に 生涯 役 使 せらる、 もの！ W めて 多し o」 (佐 藤 信^ —— 垂 

統 秘錄) 

近世 唯一 の 農政 改革 論者， 經濟舉 者の 上 首で ある だけ、 (信 淵 は、 嘉永 三年 正月 江 戶に沒 す。 壽 八十 
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二) 曾 ふ 事が、 現代の 時^に も 亦 適 中して ゐる。 問題外で は あるが、 古今 同一 轍の 理を 道破す る 哉と. 

讃歎 せざる を 得ぬ。 同じく 信 淵の 他の 著述、 r 鎔造 化育 論」 にも. 

「後世に 至る に 及びて、 諸 公 奢侈 を 好み、 淫 樂を縱 にす 0 邦 内 空虚、 百姓 困窮し、 十 室の 邑、 年々 子 を 堕胎 

、 、 \  か ぞ た 

陰 殺す る 者、 二三 を 下らず。 或は 一 國七八 萬に 及ぶ もの 往々 之 有り 0 況んゃ 四海の 大、 算 ふるに 朥ふ ぺけん 

や o」 (原 漢文) 

と ある。 七 八 萬と いふ 數は、 果して 誇張に 過ぎなかった ので あらう か。 

「何れの 國も 貧乏 百姓の み 極めて 多くして 富饒 なる 村里 ある こと 鲜 なし G 百姓 貧窮して 食物 衣類の 給らざる 

が 故に 婦人 胎 むと 雖も、 其兒を 養育すべき 儲蓄な くして、 往々 密かに 墮胎 する こと 多し o」(M 木 六部 II 種 法、 

I  ) 

「本朝に も 間々 多き 事な り0 或は 卑賤の 家 は、 貧苦に よ リて胎 を 堕し、 或は 東 家の 墙を 越え、 穴隙 を鎖リ 

て搖行 を爲す 者の 類 ひ、 懷 孕の 事 あれば、 必ず 墮胎 の藥を 用ゐて 不仁 不義 を爲す 0 故に 命 を 失な ふに 至る も 

あや-まち 

の 夥し 0  一 K々o 況んゃ 富貴の 家、 搖 行を隱 し、 過 を 飾る 類の 者 此の 事 を爲す あり 0 不仁 不義 戒 しむる に 言葉 

なき 也。」 (婦人 壽草、 四) (「婦人 壽草は 香 月 啓 益の 著 0 全 六卷。 賓永五 年刊 行なり。 婦人 產の 心得 書な リ 0) 

以上の 如く、 隨分 悲慘な 境遇に 置かれた 经 土の 民 は 枚 擧に遑 なき 程であった らう。 況して 人倫の 敎 

まだ 普くなかった 邊土 として は 尤もで ある。 さて 「婦人 ft 草」 の 項の 最後に も 罵って ゐ るが、 ^乏の 

爲 ではなく、 痴情 隱蔽の 故からの 墮胎も 都鄙 多かった こと は 勿論で ある。 m 舍の 例と して は、 rm 家 茶 


話」 とい へる に- 下女が 主人の 子 を 姙んで おろさう とした 話が 出て ゐる。 同書の 三に * 

「圃々 にて は、 孕める 子 を 四 五月に おろす こと ぁリ 0 是れ は國の 風に て 菜 大根 を捨 つる 樣の心 持に て、 罪と 

、、、、、、、、、、 

も 何とも 思 はざる な！ yo 父 都に 遠き 在々 にて 間引と て、 安產 したる 子 をす ぐに 殺す よ， L、 皆 罪 は 同じ 事 也 0 

昔の事に て ありし が、 下女に 手 を かけ 懐 姓した る 子 をお ろさん とて、 主人の 母御に は 四 五日 逗留に て 參る由 

を 申出で し を、 下男 其の 事 を 知り、 密かに 母 公に 告げければ、 それ は 速く 追 付きて 呼 返し 来るべし 0 我が 爲 

に は 孫な りと て、 親里に 安産 させ 育て、 成長して 後に 養子に 遣 はしける が、 追々 立身して 一 萬 石に て 國の家 

老 となり、 其の 國を 治めし 事 あり 0 か 、る 者 をい かで か 水と なし 果てん や o」 

とい ふ 記事で ある。 江戸の 話が 尙鑌 いて 語られて ゐる。 曰く、 

5 が 

「其の 水子に 性な きものと 思 ふ は、 大 いなる 了簡 違 ひなり 0 江戸に て 或る 婦 孕みて、 旣 におろ さんと、 おろ 

し 婆の 方 へ 行きて 賴 みける。 其の 夜の 夢に 大きなる 男來 りて 云 ふやう 0 我れ 折角 腹に 宿リ しもの を 闇よ リ閽 

になし 給 ふかと 恨みし ま、、 母 其の 手 を 取りて 引きければ、 手拔 くると 見て 覺 めた リ。 其 後お ろした るに、 

其の 子の 片手ぬ けて おりた ると ぞ o」 

これ は、 因果 譚 めくが、 兎に角 か \ る 話 も 相應に 信ぜられて、 一面 墮胎 防止に もな つて ゐ たらう。 

江戸の 流行 は此. の 婦 位ゐの 話で はなから う。 序でに 以上の 文中、 運々 諸 書に 現れて ゐる 「まびく」 な 

る 言葉で ある。 これ は 書物に よって、 墮胎と 嬰兒棄 殺と 兩 様の 意味 を 含んで ゐる やうで ある。 本來 は、 

無論 嬰 兒の棄 殺、 卽 ち育兒 制限の 意であった らうが、 後に は 胎兒の 殺害 卽ち墮 胎をも 併せて 意.^ した 
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であらう 事 は、 想像に 難くない。 「一一 一 in 海」 などに は、 〔片 田舍 などの 惡 俗に、 子 多き 時、 親 自ら 生兒を 殺す o〕 

(多 子 を 疎らに する 意。) とあって、 その 語原 は、 同じく 「問 引」 の 解釋條 下の、 〔畑の 蔬菜の 芽 出しな ど 

を、 間 を sa きて 引拔 きて 疎らに なす。〕 より 來 たもので あらう。 從 つて 地方の 一一 一一 口 葉と して 俾播 した もので あ 

らう。 (元 祿九年 版、 好色本 「小 柴坦」 三の 四 節、 「木 曾 山の 化生」 の 中に も、 「夫 は 山に わけ 入、 世 を 渡る 業に い 

とまな く、 その 留守に は：： 事しても、 誰咎 むる 事 も あらず。 その かたま リ五 人と も 出來れ ば、 世話の たねと、 子 を 

、 、 、 

まびく とい ふ はなし はこ ゝの事 o」 と あるの も、 間引の 一 例で ある 0 戲作 では あるが、 この 一節 は、 「間び く」 文！^ 史 

の 一 ともす るに 足リ よう。 木 曾と いふ の も、 作者 多少 據る所 は あらう 0) . 

次に 墮胎に は、 婦 自ら 行 ふのと * 產婆其 他に よる ものと、 兩樣が あるが、 婦 自ら 行 ふの は 姑く 措き， 

他の 街 助 者に は. 卽ち產 婆 等に は、 如何の 狀熊 があった らう か。 驚く こと は、 都鄙 共に 殆ど 簧紫 妝憨 

の 彼等が あった ことで ある。 多く は產 婆， 或は 物 慣れたる 老婦であった。 

墮胎帮 助を營 業に した 者の 例 は、 

「浪華に て 今 は、 傘 職なる が、 其の 家の 母、 子お ろし を 業と せし が、 今 は ® 死して 其の 業 はせ ざり し 也 0 或 

時、 淨土宗 の 尊き 僧 來り耠 ひ、 無緣の 家に も 御 立 寄 を 願 ひて、 請 待したり しに、 佛 前にて M 向し 給 ふと、 衣 

の 袖の 裳を兩 手に て拂 ひくし 給 ひし 故、 其の後に て 御 弟子 尋ね 奉りし に、 彼の 家 は、 子お ろし をした る 家 

なる ベ し。 赤子 來リて 我に 取り付く 事 夥し かリ しかば、 それ を拂ひ 去りた るな リと 仰せられ しと かや o」 (田 

家 茶屋、 三) 
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と あるが 如しで ある。 此の 話の 傘 職業の 母の 如き は、 產 婆であって 墮胎を 11.- 行った とい ふので は 

なく、 眞の墮 胎專門 業者と 謂 ふので あったらう。 それだけ， 此の 母 をして 墮胎 を營業 化せし め、 死す 

るまで その 之を續 けしめ たる だけ、 浪華の 淫薛な 風俗が 之 を 需要した のか も 知れない。 恐らく さう で 

あったらう。 

ほ 鶴 物より 西 鶴の 「好色 一 代 女 _C 歲享 三年 版) にも、 墮胎の 記事が ある。 これ は、 前述の 「小 柴垣」 同 採、 文擧 

的 作品の 例で は あるが、 寫實 風な 西 鶴の 作と して， 當 時の 事實 (尠くとも 墮胎の 風習に 就て) と は 云 

へよう。 卽ち、 その r 卷之 六、 三の 夜發の 附聲」 の 中に ある。 

「ゆく 3f もはや 六十 五なる に、 うち 見に は 四十 餘リと 人の いふ は、 皮 薄に して 小作りなる 女の 德なリ 0 それ 

も 嬉しから ず 0 一生の 間 さま >;L\- のた はふれ せし を、 おも ひ 出して 觀 A ふの 窓よ リ^けば、 蓮の 葉 笠 を 着た る 

やうなる 子供の 面影、 腰よ リ下は 血に 染みて、 九十 五六 程 も 立なら び、 聲の あやきれ もな く、 おは リ よく 

うぶめ 

と 泣きぬ 0 是 かや 聞 傳 へ し 孕 女なる べしと 氣を 留めて 見し うち に、 むごい か さまと 銘々 に 恨み 巾 すに ぞ、 

ちお ろし 

奴 はむかし 血 荒 をせ し 親な し 子 かと 悲し。 無事に 育て 見ば、 和 田の 一 門よ リ 多くて、 めでた かるべき 物 をと、 

過ぎし 事 どもな つかし。 暂ら， 、あって、 消えて 跡 はな かりき。 ：： ：o」 

子供が， 「おはり- -\ よ」 と. S うたと ある。 これ は、 「ぉ鈸 よ/. \」 ではなから うか。 子供ら は 最初 先 

づ 自分た ちを墮 した 缄醫を 恨んで ゐ るので はなから うか。 卽ち當 時、 隨胎醫 は、 多く 誠術醫 ではな か 

つたら うか。 尙、 九十 五六 程 も 並んだ と は、 どうい ふこと か。 全部 自分の 子供ら しいが。 すると 十五 
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六から 六十 頃まで * 四十 五 年に 始終 孕み づ めであった とした 所が、 五ケ 月で 一度 墮し、 少く とも 一年 

に 二度 づ-- 孕んで は墮 した ことになる。 彼女の 生産力の 偉大 さに 呆れる。 無論 誇張で は あらう が。 

尙同 西鹤の 「好色 五 人 女」 の 二、 樽 岸： おせんの はじめに も- 夫婦 池の 小さん といって- 1 れ子 おろし 

を專 業に した 老婆が、 ちょいと 顔 を 出して ゐる。 尙、 同 西鹤の 「好色 二 代 男」 に は、 「張 紙； 葉書き に 

や - さまお ろ しぐ すり 

して、 屋彌様 於 路志藥 あり」 とした- 京の 墮胎 藥寶 店の あった こと を 記して なる。 

閑話休題、 とに 角 京阪 地方に も、 以前から、 この 非行が 流行り * したがって 尊 梁 者 を 生んだ もので 

あらう。 但し 無論 京阪の みに は 限らない、 江 都も然 りで ある。 「中 條」 (或は 仲條) と は、 常時の 江戶 

に 於て、 墮 胎醫轉 じて は墮胎 その物の 義 にも 一般 使用され てゐ た。 「松 尾攀 記」 卷；： ： 六に、 「今の 世 中 

條流 子お ろしの 術 都下に 遍滿 せり. - 堕胎の 藥技を 施す 事な り」 と ある 此の 中條 である。 (「松屋 维記」 は 

有名な 高 田與、 IS  〔弘化 四年歿 0 壽六 十五 歳〕 の 雜考、 卷百 二十 C) 

稍 問^外で は あるが， 幾分 記述の 順序 上、 穩婆 (とりあげ 婆；) と中條流^^：科醫と、 せ (他. y 戶期產 科 

醫の 一 班に 觸れて 見よう。 

r 穩婆 0 とリ あげ 婆な り Q 阔史續 * 機 等 古代の 赏錄 にと リ 上げ 婆の 事な し。 産に 惯れ たる 常の 老女、 此の 事 

をせ しなるべし。 今 世のと リ あげ 婆と 一 K ふ もの は、 近世の 事な リ 0 是は 老女な ど 召使 ふ 事 もな きもの、 あた 

り 隣り の產に 慣れたる 入を賴 み、 其の 賴 まれし 入 を 巧者な りと いひ 觸れ て、 處々 ょリ賴 みしが、 後に は 家業 

の やうに なりて、 とりあげ 婆と いふ もの 屮： 來 しな る ベ し o」 (安齋 隨筆) 
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と あるが 如くで、 あったらう。 (安齋 隨筆 は、 伢勢復 丈 〔天明四年歿七十^€ の 雜考。 ニ卷) 

斯 かる 産婆が 間々 堕胎に も與 かった であらう と 思 ふ。 無論 此の 產 婆の 中には 中條の 流れ を 汲んで ゐ 

た、 半ば 醫術を 心得た もの もあった らう。 

中條と は、 中條帶 刀の 流派に 名 づけた ものである。 

中條帶 刀と いふ 豐 太閤に 仕へ た 男が その 祖 である。 帶 刀の 事 は T 婦人科 中條 流の 祖 なり。 秀吉 聚樂 

城に 在る 時、 帶刀兵 を 用 ふるの 暇、 醫術を 好み、 ：！^療を善くす。 婦人科 最も 奇 なり。」 (延壽 和 方 fl©) 

とい ふに 據れ ば. 彼 は 武人であって、 醫を 片手間に 行った ものら しい。 さう して 恐らく 秀賴を とりあ 

げた もの も 彼であった かも 知れない。 どうして 彼の 醫 術が、 後世に 傳統を 遣し、 それが 江戶に 於て 最 

も 繁昌した ので あらう か、 それ は 分らない。 無論 京阪に も その 流派が 榮ぇ たこと では あらう が。 

江戶期 產科醫 として 中條に 比肩して 繁吕 したの は 所謂 賀川派 產科醫 である。 中 條賀川 一 一派 を 以て 殆 

ど江戶 期の 產科醫 を 代表して ゐ たもので ある。 賀川氏 は、 玄悅 がその 初代。 彼 は 近 f;;! 彥 根の 産、 安永 

六 年 九月、 七十 八 歳に して 殁 した。 卽ち中 條流は 其の 創始の 年代に 於て 兄たり、 此は 第たり である。 

ー悅の 著述 「產 論」 は、 皆 川 洪圍が 之 を 潤色した とい ふ 物で あるが、 當時 產科醫 家の 唯一 の權 威で あ 

つたこと は事實 である。 

然るに 面白い 事 は， 堕胎 醫 として は、 賀川 氏の 流派 は餘り 名を殘 して ゐ ない。 或は 贺川 流の 胎醫 


「末 摘 花」 の 

句 


も あるに はあった らう けれど， 中條流從來の隋^;胎が餘りに時人に知られてゐて* 賀川流 者の 墮胎を も 

E ちに 中條と 呼びな したの かも 知れない。 r.^ に 角 中條が 墮胎醫 若しくは 墮胎の 異名た るが 如き は、 江 

戶 軟派に 與 かる^の 誰し もの 夙に 知る 所で ある。 

中條が 墮胎の 本元であった こと は、 安永 五 年. B. 季 秋の 序 ある 末番の 句集 「末 摘 花， 四 編 a- の諸處 に、 

その 證據が ある。 全部で 十四 五 句 は、 中 條に關 した ものである。 その 中、 比較的お 座へ 出せる もの を 

謂 ふなら ば、 

ラ しろ  ， 

rm '條 は枝閽 くも 手間 をと り 

仲倏へ 行く ょリ 外の 事ぞ なき 

面白い » 仲條で 待って ゐる 

などで あるが、 此の 「仲 條」 は、 (但し 中倏帶 刀の 中條、 末 摘 花に は 全部 仲條と ある。) 產科醫 とい 

ふよりも 寧ろ 墮胎醫 たる 事 明らかで ある。 さう して 此の 中 條翳は 一般に raf^ か 女 か。 これ は 主に 女醫の 

業であった やうで ある。 卽ち 昔の 子お ろし 婆や 取り上げ 婆が、 稍醫術 的に 進歩した もので あらう。 需 

耍 者の 心理から いうても， これ は、 女醫 が當然 だ。 現に延^5ぃ：八年の墮胎醫禁止の町觸れにも女醫とぁ 

るとの ことで ある。 (女醫 者— 仲條 流— 堕胎 醫と * 無論あった ので ある。) 

主人と 下女との 戀の跡 仕 末と して は是 にも 例が ある。 卽ち、 
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仲條へ 行く に 揮 下女ね だリ 

である。 ねだるべく してね だる 下女と、 女房の 嫉妬-人 Q 思 はく を 氣遣ひ 乍ら 銀くな つて ゐる 主人 

と の 照 應を想 ふべ しで ある。 

さて 中條 は- 普通の 產 婆と は 違って- 自宅 手術 を 主と したら し. S こと は- 此 等の 句に よっても 知ら 

る k が、 尙其 家の 表に は- 「n: 水 早 流し」 或は r 朔日 丸」 の 看板 を 掲げて、 公然 墮胎 藥を販 費して ゐた 

とのこと である。 さて その 中條宅 は、 ^備も 整って ゐ、 無論 秘密 も 保てた であらう と 思 ふ。 奥 女中 や 

大家の 後家な どで、 中條の 奥の間 は、 さぞ 群集した ことで あらう。 

中條 が、 墮胎 その物の 異名と なって ゐる句 も 列舉し 得られる けれど， 割愛す る〕 何の 因果で 中條帶 

刀 は， 自己の 姓に よって 千歳に 醜 を 流す ので あらう か。 思へば. 可哀想で ある。 

次に * 墮 胎に關 する 憲の 制裁で ある。 江戶 幕府の 「. せ 令と しても 一 藩主の 禁令と しても 明らかに 

墮胎を 禁じた る 文書 を存 す」 (百科 大 辭典) と 謂 へれ ど、 該 法令、 或は 藩侯の 禁令なる もの、 諸 書 を 如 

何に 撿索 する も その 斷片 だに 得る 所がなかった 唯- 町觸れ のあった とい ふ說話 や、 逮犯 者の 話 は？ W 

々あるが、 但し その 所 刑 も 如何なる 程度で あつたか 分らない。 「fc 姓 袋」 の. £ に- 

「山家の iii 民、 子 を 繁く產 する 者、 初め  一 二 入 育し ぬれば、 末 は 皆 雀く とい ひて、 殺す 事 多し 0 殊に 女子 は 

なら 

大方 殺す 習 はしの 村里 も ありし 0  (中略) 偶々 今の 世に も 此の 事 有りて 露顯し ぬれば、 父母共に罪罰に；^^ふ事 
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なり 0  又、 雙 子を產 める 事 あれば、 父母 大きに 耻ぢ 恐れて 忽ちに 踏み 殺し、 或は 媼 婆 I に賴 みて 絞殺， 

せし む 0  o」 

と あるが、 さう かと 思へば、 四 園の 形勢 上 * 現 はに 或は 暗に 墮胎 を獎勵 する か、 或は さう した 勢に 

まで 順 致せられ ていった 地方、 刑罰の 寛大、 寧ろ 默認放 過の 地方 もあった らしい。 その 例 は. 

「伊賀の 藩，；. f 藤 堂 氏 (何 代な リゃ 不明) は、 藩 内 食糧に！. にしきた め、 膣 胎 を獎勵 したと いふ ことで ある 0 尙 

九州の 飫肥 藩の 供 東 家で は、 嬰兒 殺が 行 はれ、 ニ兒 制であった。 三人 n の 子供 は 「まびく」 と 云って 殺し 

た。 此の 風、 安井 息 軒の 生れる 前 if  (宽政 十 年) まで 續 いた o」lK々o  (「性」 五 ノー？；、 平 井 明 夫 氏說) 

5： 贺は、 之に 據 ると 藩主 公然の 獎勵 である。 伊東 藩 は 藩からの 命令 か 或は 土地の 風習 か は 不明で あ 

るが、 とに 角 公然 行 はれた ものと 見られる。 卽ちこ i で 面白い 斷定 は， 束 北の 墮胎は 凶荒 飢筵 頻發の 

爲已む を 得. f の 事で あり >  然るに、 四 壁 山なる 例へば 伊賀の 如き、 或は 僻遠の 地 九州 日 W の 如き. 是 

は 现論的 食糧 制限の 義 として 墮胎を 行って ゐ たらしい とい ふ 事で ある。 さう して， 柬北 附近の 話題 逸 

話の 遣 聞が 比較的 多き に、 中 國西國 地方が 比較的 尠き は、 藩 自ら これ を 風^ 或は 一種の 民 治 策と して 

咎めなかった のに 據 るので はなから うか。 

さて、 次の 例 は、 自治 體 自身の 惯例 (その 主唱 者 は 村 名主) であった 例で ある。 

「舊慕 時代に 堕胎 或は 初生 兒を 殺害す る 風が 盛んであった こと は 世人 も 知る 通リて あるが、 此の 1-;% は 常^、 

下總に 於て 最 甚だしかった 0 此の 事 は、 「天明 集成 糸綸錄 J にも、 特記 せられて あるが、 下總の 如き は、 大槪 
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旗下の 士の 支配 下に 在って、 苛 歛誅求 相 躍げ るが ため、 人民 困窮の 綞に 達し、 ？ 4 得已 各地 名主に 於て 各 戸 財 

產の S 度に より 產兒 養育の 数に 等差 を 設けた ので ある。 此の 等差 は、 特等 無制限. -  一 if 、四 名、 二等 三 名、 三 

等 二 名 こ いふので あって、 これ- U 上 を 養育す るの は 過分と して 排斥せられ、 種々 の 社會的 制裁 を 受けた o」 

(大正 十 一 年度、 園 家 s«a- 界雜 誌) 

當今 流行の 產兒 制限と さも 似たり で此 はまた 思 ひ 切って 強制的で ある。 f 可歛に 苦しんだ 邊陬 として 

は，：： 然の勢 かも 知れない。 但し 此話 は、 墮胎 ゃ嬰兒 殺害の 例と も 限らす. 避娘勵 行の やうに も 取れる 

邀赃の 智識 けれど. 當 時の 男女 は 況して 田野の 民 は、 多く 避姙の 何たる か を 知らなかった らしい。 (但し 避姙 Q 

少知 C 識は 少數者 間にあった 害で ある。 例へば、 當 時の， お Is 本^ 本 等に、 避姙の 方法 を敎 へて ゐる。 無 

論 痴情の 結 SI- で. 產兒 制限の 意味で はない。) 偶々 知って ゐて も" 彼等の 眞 飼な 强 盛なる 性愁 は， 都人 

の 避姙を 事實行 ふべ からざる 程度であった。 まして 藥品义 は 機械的の 避姙 智識 は、 都鄙の 論な く 一般 

になかった 笞だ。 從 つて 此 等の 話 は 無論 避姙强 請で はなく して， 隋^ 胎 獎勵、 嬰兒 殺害 强請 である。 さ 

S 救 手段  て 肝^" の 幕府 其他 と し て は 其間 如何な る匿救 手段 を 取 つ たら う か 。 卽ち 、「雙3^ 三 兒 を生 み た る者 に 5:1^ 

母の 料 を 給し. 明治に 至る も摘數 年、 此の 支給 を賴 けた」 と ある。 (日本 社會事 < 朵) 然し その 文 獻は確 

として ゐ ない。 

彼等 堕胎の 方法 は 如何で あったらう 3 無論、 一 , ： 樂物嚥 下。 二、 (機械的 手術 自己 又は 他が する )0 


考 $1 史 K?  PS  lit 近 


/お 


三、 自己 振盪。 の 如きで あらう。 悉し くはい はぬ „ 


洒 1^ 本. 


「波の 鼓」 の 

お 種 


以上 脫 稿の 後、 更に Ef^ 當 つた 材料の  一 二 を 追加して おかう。 

中條流 云，々 とい ふの が、 洒落 本に 見當 つた。 それ は， 一向 不通 替 善 運 (甘露 庵 山 跳 蜂滿作 0 デ、 明 八 年の 

版本 ◦) の 中に、 

三 かつ 「此の ぢ うの もの をお めへ 見た か、 と は 半 七と 色事 ゆへ はらみし が、 跡 月よ リ月 やく をみ ねばき 

にか、 リ、 半 七が 所へ ふみに て しらせて やりし なり 0 半「 ム、。 おれ も あれが きに か、 つたから、 其のく 

すり を もってき た 。と 何 かかみ に 包んだ くすり を そっとた もとへ 入れし は、 てっき リ仲條 流なる べし。 云々。 

と ある。 但し 此の、 中條 流と あるの は、 菜して 中 條が調 4 口した 藥 であらう か。 或は， 旣に屮 條流は 

軍に 墮胎の 意と なり， したがつ てこ は墮胎 藥の隱 語に すぎない ので はなから うか。 

大近 松の 「堀川 波の 鼓」 にも、 お 種が 子お ろし 藥を買 つて 飮む 件が ある。 それ は、 いかなる 動機 か 

ら であった か。 作者 は 不倫 遂行 後のお 種の 心理に 餘 り觸れ す、 唯 最後の 本 夫 彥九郞 歸國の 日に、 下女 

が 主人の 彥九郎 から 問 ひ 詰められて， 

「御 勿體 なや。 私 は 何にも 存じません。 此 間お 種 様、 人に かくして 子 墮藥を 買うて くれと おしや リ ました 0 

1 貼 を 七 分 .械、 三 貼 を 二 匁 一分で 買って まゐ つたば かリ、  」 


おろ 

と。 この 女中の 一一 一一 口 葉で、 はじめて 知った お 種の 姙娠、 並びに 墮さ うとまでした 彼女の 心的 徑路 が、 

幾分 背 づける のみで ある 3 お 極の 此の 墮胎 行爲 は、 果して 慚愧 から 来たの か- 或は 單 なる 陰蔽から 來 

たの か， それ ははつ きり 說 明が 出 來ぬ。 それに また、 その 藥が ro^ して 利いた のか 利かぬ のか、 それ も 

分らぬ。 

藥 名と 賣價 一 が、 こ、 に、 墮胎藥の^^在と* 並に その 賫價と ある 事 は、 我等の 見つけ 物 だ。 但し これ は、 「波の 

鈹」 當 時の 寳永 頃の 相場で は あらう が。 さて その後 賫價は 不明 なれ ど- こ、 に乂ー  つ、 隨 胎の藥 名- 

並びに 賣 店の 所在まで W- ら かにした 記錄が ある。 それ は、 記錄 といへ ないか も 知れない が、 寬政年 il 

の 破戒僧の 記錄、 誰も 知る 延命 院實記 (近世 實錄 全書 第二 卷所收 ：) の 中に、 破戒僧の 曰當に ゆかり をつ 

く め むら 

けた 局条村 (一 說には 桃 村) の 下女のお ころが- 姙娠 したの を、 日常の 軍師 柳 全の す& めで * 墮胎せ 

しめる 件が ある。 

日當 「其方よ き 様に 輯む」 とて 金子 一分 渡し、  。 柳 全 は  、 それよ リ 直ちに 神 田 橘 町へ 行き、 月 

水 早 流しと いふ 藥を 求めぬ 0 是 れ墮胎 藥なリ 0   つ (此藥 を 用 ふるに 法ぁリ 0 但し 粉薬に て、 少し &; i みあ 

リ。 .？ ^め は i にて 朝夕 三度 用ゐ、 而 して 七 口の 內に其 効し なき 時 は、 此の 藥の 包紙 を 持参して、 其 譯 を 申 

さば、 また 外に 藥を與 ふると  一 K ふ 0)  0 

おころ は 大に悅 び、 法 書の 如く 四 度 迄 藥を吞 みけれ ども、 一向 其 効し 有らざる 故、  柳 全 聞いて、 「され 

ば、 藥屋 にて 請 合 候へ ども、 粉藥の 儀に 付、 十 人に 一 人 は 効能な き 事 ある 由 0 然る 時 は、 當人を 召 蓮れ 來る 
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べし。 差藥を 致し 候 はんとの 事な リ 0 是は十 人に 一人 も 其 利 目 あらざる とい ふ 事な き 由に 候」 と. S- すに (中 

略)  其 直截 橘 町へ 逑れ 行き、 差藥を 致させ、  三日 目に 安々 と流產 なして、 血 心 もな く 肥 

立け るに ょリ  (下略) 

卽ち値 は 一 分で 粉藥、 中條 流の 看板に もあった 月 水 早 流し。 それが 利かなければ 手 重なれ ども 差藥 

の 方法 もあった。 此の 差藥 でお ころ は 三日 目に 流產 したので ある。 曰當 も、 この 差 藥には 案じた とい 

ふから 餘程 危ない 藥 なんで あらう。 大近 松の 女中の 言より、 此の 柳 全の 方が 餘程^ 胎藥の 輪廊. V 傳へ 

あて 

て ゐる。 實錄 物故、 どうせ 常に はならない とい ふ 人 も あらう が， 事件の 經 過に 作爲は 多少 あらう、 然 

つな 

し此 等の 世相の 一斑 は， 殆ど 眞相 を傳 へて ゐ ると 做して よから う。 現に、 日 《：s に對 する 上司の 宣告 

文に も 、「 ……： 殊に ころ 懷姙の 出 承り、 墮胎藥 差遣し 候 ……： 」 と あるか. ら、 (寶曆 現 來集卷 之 二十。) この 

堕 胎已遂 事件 だけ は事實 であらう。 したがって、 此實錄 の 記事 も， この あたり 丈 は、 その 儘 信用され よ 

う。 (尙、 日本 社 會事棄 に、 「京 橋 具足 町に 堕胎 藥を賣 る 家 ぁリ。 胎兒 五ケ 月 以上 なれば、 證人 ある 揚 合に 之 を K る」 

i も あ る 0) 

最近、 左の 記事が 兒當 つた。 

「水戶 の 藩醫穂 穰 南 庵が 撰め る 救民 妙藥集 (本誌 本年 新年 號 0) に 墮胎 の 法 を 載せ た る を" 京 t; 芳村恂 益 が 請 

りしに、 望月 三英 は、 其隨 筆に、 堕胎 は、 廣 にて. E 牡丹と 云 ふ もの、 ら 此の 義を 家業に 致した るよ し、 此 

の 腐き 世界に かや-つの 儀 もなくて は、 民 用 不叶條 有 之 也、 閉 のがし のがしの 事。 拘益 がせ ましく 忍 ひたる 
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水 藩の 產兒 

制限 


は、 未熟の 所 ある 故な リと い へ リ o」 (「口 本 及 日本人」 大正 十二 年 二月 十  一 B 號〕 

この 望月の 墮胎 默認論 は、 巳む を 得ざる 產兒 制限 論で ある. - ところが 肝肾の 救民 妙藥集 (「日本 及 日 

本人」 大正 十二 年 新 號 所載) を 調べて 見る と- 中々 自分 達の 好奇心 を滿 足させて くれない。 其の  一二 九 

に 墮胎の 事 (はらみた る をお とす 事) とい ふの は あるが * 多分 これ 丈 は、 原文の 全部で はなから う。 不仁 

云々 の 文字ば かりで やむ を 得ざる その 秘法 は 掲載され てゐ ない" これ は 無 il 編輯 者の 手心から 來 たの 

,  ちょっと 

であらう。 望月 ni 英の 記事で は、 墮胎の 法 を これに 載す として ゐる。 それが 一寸 も 法ら しい もの はな 

い。 無論 原文に は、 巳む を 得ざる その 秘法が 附記され てあつた らう。 若し 原文に 之 有った とすると * 

これ 水戶侯 (光園) の產兒 制限 默認 (或は 獎勵) の事實 となる" 何と， なれば， 此の 「救民 妙藥 集」 は， 

元 祿癸酉 歳 (元祿 六 年) 常 陽 水戶府 醫士、 秘 積氏甫 庵宗與 撰で、 おまけに、 序の 一節に、 

「予 謹んで 命 を 承け、 其處に 求め 易き 藥方 三百 九十 七 方 編集して、  済民の 一 助なら ん歟 o」 

と あるに 由っても * これが 肯づ かれよう。 

尙、 大奥で 行 はれた 老中な どの 執政 者が 強制的に 行 はしめ た 墮胎。 例へば、 贵顯 から 入府の あった 

御 事： 所な どに、 姙娠の 事 あれば、 その 出生 兒が將 軍に 他日な つて は、 外戚の 威 を 振 はれても 幕府の 經 

略 上 困る といった 計 策から、 典醫に 命じて 調 藥を强 いたと か、 或は、 絶えす 服藥 せしめて ゐ た とかい 

ふ 話 は， 無論 多少 その 事實を 見た 事で あらう。 他の 大藩小 藩に も、 政治的 結婚の 結 架、 或は 妻妾の 權 


カハ^-ひなどから起る此の悲慘事は、 尠 くなかった であらう。 (大正 十二 年 四月) 


S 月 目に 

A  ！ 


！ した 0 


五月 目に 一人 

前 稿、 「近世 墮胎か ~ 雜考. 一の 中、 igl® 一  代 女の 「五ケ 月で 一 度度し、 少，、 とも 一年に 二度- -ノ  、孕んで は 腹し 

た」 ことにつ いて、 左の 葉書に 接した 0 柳 3 ^よりの 接證 である。 

r 五ケ 月に 一度 墮し たこと になる の を 呆れて ゐられ ますが、 柳^^に 丁度 い 、例*>" ぁ！ 

いつつ * 一  、--  I ，ノ. 

仲條へ 五月お いて 3! じ-欲  (贰 編) 

で こんなの が 渾山ゐ たやう です 0 

仲條 へ叉來 やした は 洒落た もの  (參 編). 

など は、 もうお なじみに なって ゐる 奴で せう 0 おかげで 仲條 も、 シコ タマた めて- 

仲條 はむ ごったら しい 藏を たて  (贰  一. ^糊) 

たりし ました 0 云々 (大正 十三 年 一 月、 能勢久 一 郎 氏よ リ) 


中條は 「ナ 

力 デゥ」 


「仲 條」 は 十 力 チウ か 

「墮 胎史 雜考」 中の 堕胎 醫 「仲 條」 は、 チウ デゥに 非ず と存 候が 如何 ナカと したる 或る 例 證有之 候 0  (大 

正汁ニ；|^四月十五1«、 井上和雄氏ょリ) - 
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藥名 c 其 他 


藥の 禁止 


墮 £H の藥名 

「月 水 早 流し」 の 他に、 「月 水留 丸」、 「朔日 丸」、 「月淺 へ」 其 他い ろく 稱 したと いふ 0 白水 (英 泉) の^ 本 

こうしょ くむた ま： ^ いわ 

『痴情 夢 魂 佳話』 卷の 中に も、 或る 圖に 此の 月 水 早な がしの 商標が ある 0 その 商標 は、 上に 花菱の 紋 ぁリ、 

兩 わき 「本家 一 K々」 と ぁリ、 下に、 眞 中に 大きく、 「月 水 早な がし」 と ぁリ、 その 右に、 「朔日 丸 百 五 文 

□□  ロロく すリ」 左に、 「萬 人に ！人も 相違 無 之 候 □□□□」  その下に仲條と2^んてんるo 天 保 中期 (十三^^ 

禁令 刺) の ものと 見て 可から う 0 

藥と醫 の 禁 止 

「町々 の內、 月 水 早 流と 申す 看板 を掛候 もの 有 之、 如何 敷 候 間、 名主 共 心得 を 以右體 の 看 权取人 候 様に 碑. 仰 

付 度 候 間 達し S 候と .大 保 十三 年 壬 寅 五月、 被 仰 出 候、 云 々o. 一 (老婆心 話 二) 

「市中 女醫 者と 唱候 者、 血 道の 療^ 正 救 致 候 は不苦 候處、 其 中には 娘 娠之者 を 賴に應 じ K リ ss、 堕胎 致させ 

候 類 も 有 之 哉に 相 閉不届 之 至に 候、 向後 右 樣之儀 於相閗 は、 賴人迄 も 逐一 遂 穿鑿 争 度， t 可. 5. 付 候 此旨兼 

而可存 候」 (天 保 十三 年 十 一 月朔 a の 達 0) 凡て 水 野 越 前が 大英斷 に 由る ので ある 0 「！i 德川赏 紀」： 人 保 十三 if- 

十 一 月の 項に も、 「市中に 女醫と 呼ぶ もの ぁリ。 令 せらる 、むね ぁリ」 と ある 0  侈 禁止、 女髮 結、 岡場所、 

椅双 新、 役者 等、 すべてに 厳 令 頻出した 中に、 此の 女 碧り 禁令 も、 その 生る、 こと f 一ろ 當然 である 0  W みに、 

水 ij は 、天 保 五 年 三月、 本丸 老中に 補、 同 九 年 S 四月の K 素 儉約令 は、 その 所謂 天 保 改革の 魁、 E 十二た 牛の 女 iKi 
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紡 波 世 厳禁、 同 十三 年の 諸令發 布、 同 十四 年の 鬨 九月 第 一 1! の差控 まで その 手 を 緩う しなかった ので ある 0 一 


山 本 北山の 

「むかし あ 

りし こと I 


山 本 北山の 「むかし あり 、しこと」 にっき 

三 田 村 蔦 魚 氏の 「お 大名の 話」 中の、 サン ガ一婆 子の 家^に とい ふ 章に も 、ちょっと 出て ゐる 物で あるが、 

出 本 北山 (山 本 喜 六 信 有) 作の 教訓^ 本 「むかし ぁリ しこと」 の 中に、 嬰兒殺 (まびき) を 戒めた 綠が ある 0 

「むかし ありし こと」 は、 中 本、 表紙 友 紙、 表紙と 序 三 丁、 本文 十 丁の も. の、 表紙に は、 中央に むかし ぁリ 

しこと、 右に 山 本 喜 六 信 有 作、 左に 東都、 下に 谷 古堂と よめる 印が ある。 表紙 裘に、 心 を^ ひ 居る 11 ぁリ て、 

上に、 「敎駄 さんかくと いびつの こ、 ろ 角に して 其のち 丸くな ほせ 人々」 の 歌が ある C 次に 序  一丁 0 本文、 

十 丁 表裏 一 圆づ 、計 二十 11 の 翁と 教訓 說 明が ある 0 今 左に、 序の  一 丁 分 を 載せて おく 0 

このぐ わさつ し  ある ほく こく  <ん ひ どみん じんき  こ  しき よ ゃリ  C-J 

此蒉册 子 は、 或 北國邊 鄙の 土民 0 人氣 あしく して 0 子 を まびく とい ふ ことの。 頻りに 流行け る を 0 その 國 

りゃうし 〔！, > か 々げ ま きびし  きん  やま ゆ 3! あるじ ゆ めい  け ふけ  いさ 5 か 

の 頜キ- 深く 歎 かせ 給 ひ。 嚴 くこれ を 禁ずと いへ ども 止ざる 故 或 儒に 命じて， J れを敎 化せし むれ ども 0 聊 

もち  こうしき リ これ うれ ひ  ほく ざん やまもと せんせい  ±か  せんせい "か，， ぐ ふぐ ふ 

用 ふるもの なし 0 侯 頻に是 を 患 耠 ひて 0 北山 山 本 先生に 0 これ を 謀られし かば 0 先生 その 理解の 愚 夫愚婦 

つう  si  -It と  このし よ あら は あづさ  <1 つ  ひろ  W. やう ぶん ちみ しぎ ほどこ  +< んゎん 

に通ぜ ざる 故なる こと を悟リ 0 此書を 著し 梓に 彫て 0 弘 くその 領分の R に 布施せ しかば 0 や 年ば かりにし 

- 3 し ヴ，？ じ V ん， お i!L やか. 3  乂  ：  やみ，  き  これ よつ こ C しょ ひろ よ しき ほどこ ぐ 

て。 自然と 人 氣も穩 にな リ 0 子 を まびく こと も 止た りしと 聞け リ 0 是に 依て 此書 を弘く 世に 布施して 0 

み..；) せう マ ：-.- め ふ，" ，  ぶつ ：！ り. ごくらく ぢ ごく たいさう さが  み  たん さと 

民バ 童の 目に 觸れ しめば 0  家の 樂 地獄の 體 相を畫 きし を 2- るよりも 0 近く 人 をして 道の 一 端 を も 悟ら 

, • ほ  いしい 、1 く  V！  H やうし あ ひ はか ぐ わかち か はるし  づ  は，.， ゑ 

しむる 一 助 ともならん かと 0 石 井一 i 田の 兩子相 謀リて 書： 家 隣 春 子に 乞 ふて 圆 せしめ。 板に 彫る ことに はな 
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これし i し いは^る ひと もつ ひと やさ  みち  ちかか  -- i  よし あげ ； 

リ ぬ0 是子思 子の 所謂 人 を 以て 人 を； ？5 むる の 道に も 庶幾、 しんかと 0 玆.にそ の由を擧て^5:となす 

安政 五 腿 月  挫 園 主人 一 

S みに、 出 本 *.E は、 「名 信 字 天 稱喜 六、 幕府の 士  0 井上 金峩 門人 0 又號 孝經樓 主人 0 下 谷 金 杉に 住す 0 一 

文化 九 申年 五月 十八 日 歿す of に. 六十 八。 s 山 本 念 寺に 葬る o」 (名人 忌辰錄 下) よりて、 此の 「むかし ありし 一 

こと」 の 刊行 は、 北山 歿後た る こと、 安政 五の 序によ リて 知らる 0  ( 以上 三 大正 1- 三年 六月^) 

間び くの 特例  •  一 

-  一 

嬰 兒棄殺 又は 墮胎 の.. 意味で、 「間び く」 なる 語 を 生んで ゐる こと は、 前 稿 「近世 墮胎史 雑考」 に悉 しく 述べ！ 

たが、 最近、 これと 一線の * 涉は あるが、 とにかく 異例の 用語 法を錢 見した。 そ "れ は、 元 祿七板 行の 好色 落 

語 本 「正直 咄大錢 圼ー 之卷」 (近世 文藝 叢書 第 六 所収) の 第二、 番太郎 が出來 口の 倐 下に、 女 磨の 詞に、 

「さリ とて はこな た の やうな 〇〇 は ある ま い、 とき，， 5\> はまび かしゃれ、 命が つ ヾ きませ ぬと いふ 0 助 兵. 

衞 され どもかん にんな リが たしと いうて：：」 

と ある。 これで 見る と、 荒娃の 亭主に 對 して、 房事 制限の 意に 使用して &る ことで ある 0 若し 多產 能率の 一 

女房 なれば、 制限され たら、 自然 産兒 制限に もなる から、 瞭胎の 意の 間 虫く と 一 味 通ず る やうに もなら う ol 

(さて 此の 咄は、 亭. H,. の 名が 助 兵衞ゅ ゑ、 助平 (荒娃 者) の 起原の 一 として、 笄て 「□= 本 及 日本人」 誌上に、 

南方 氏が 紹介され たこと も ある 0) (大正.！"  二 年、 七月) 


ら か 「iiJi| 子男姻 4&I 


「婚姻 男子 訓」 から 


上下 ニ卷の 


家藏 に、 「婚姻 子訓」 とい ふの が ある。 硬い やうな、 软か いやうな 本で ある。 上下 二 冊の 大本で、 

一 冊 序 共 約 四十 枚づ、 の 量。 著者 は、 尾 張潘田 義宗撰 〔本文の EI 頭に は、 22 張 六合 亭觝宗 集說と ある。 祗宗 

とも 書した もので あらう o〕 と ある。 上卷 表紙 裏の 扉に も、  . 

此害 は、 古今 先達の 確言 を a めて、 繁緣の 至要 を 記し、 世間の 人情に 通じて、 男子の^^：^を娶るに賴リぁる事 

をお しへ、 末に 至りて はむ ことな リて身 を 治め 天然の 壽 を 保つ 肝耍 をし るす。 

と ある 通り- 男子 本位に 害 かれて ある。 上梓 は上卷 凡例の 末に、 文化 一： 年 乙 丑 立^と ある。 なほ 凡 

例の 中に、 「愚 今年 三十。 故に 三十 歳 迄の こと は 身に 徹して 發明 すれば、 愚 首 を W く。 三十 以. H, の 事 は 

推量り のみに して、 未だ 其 場に 至ら ざれば 不知」 と ある。 卽ち、 津 m 氏 一一； 十 歳の 時の 編^で あるに し 

て は 相 <a に 纏まった 著 寄で ある。 ^凡例の 最 末に T 此 *S 高位せ 1{S の 人の 爲 にも 著 はさす， 牛馬 を 追 ひ 

車 を ひく 者の 爲 にも 著 はさす。 唯 農 商 中 品の 息 £ 力の 用心に 記す のみ 云々」 と ある。 極めて 普， 1^ 人的な 

立場から とい ふので ある。 上下 ニ卷 の目錄 をい ふと、 

上之卷 (緣談 大意 0 年月 之 事. - iiqw 齡？) は 之 法則 0 男女 相^ 之 解 逝 -ー 丙午 is.w 之 事 0 血脈の 解。 05Ef> 愼 むべき 
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上卷 解題 


一、 緣談大 

意 


下之卷 (女子 見 立る 傳 0 姘烟 之略傳 0 婿 心得べき 事 0 夫婦 情 之 事、 夫婦 交媾 慎むべき 事 0) 以上 十二 

である。 

下卷 は、 稍撣 るべき こと も あるから、 今 は上卷 のみに 就て、 姑ら く 一一 一一 口 はう。 編 暮 であるから、 篇中 

諸處 に、 故老の 一 一 一一 口 や >  他國 人の 言 や、 或は 內 外の 典籍の 中から、 それに 該 常した 言葉 を 拾 ひ 出し、 ま 

た それに 就て 編者の 意見 も 添へ てゐ る。 ま那の 物から 引いて ゐ るので は- 周禮ゃ 小學が 多い。 其 他- 

老醫 曰と か， 蔡醫 曰と かいふの が 多い。 (老醫 や 擧醫ゃ は、 編者の 接見した 人々 であらう。) 以下 古典 

の 拔載を 除いて、 此 等の 常時 現存の 人々 の 言 や * 愚 一一 目 曰くの 編者 自身の 言の 中、 面白く 又價値 ある 物 

を 成るべく- 拾って みょう。 一 に、 當時、 江戶.^~朋文化初年に於ける庶民の婚姻方法、 性 木 位の 女 

性觀 家庭 觀 等が 見えて、 誠に 面白い所の ものである。 

先づ 一 、 「綠談 大意」 の 面白い 記事 を 拾 はう。  . 

〇 古老 曰。 唐土に て は、 同姓 を娶る は、 族を亂 ると 云 ひて 禁ずれ ども、 ^朝に て は、 親しき を 重ぬ ると いひ 

て、 同姓 相娶 るな リ。 されば 從 弟よ リ 以下 は、 此を 合せて 妻 夫と すと い へ リ。 

是れ 近親結婚の 肯定で ある。 

〇 愚 言 0 世俗の 詞に、 緣 は定リ 事と いふ 人 あれ ど、 赏は、 定リ たる 物に あらず 0 定リて あ リ とて、 打 拾て お 


二、 婚姻す 

る 年月の 

事 


く 時 は、 三年 待ち 五 年 延べる と雖 も、 緣來る ことなし 0 此 故に、 最初よ リ 堪忍 を 旨と して 取 結ぶ 時 は、 西と 

なリ、 緣 となる こと 速やかな =o  _ 

「最初より 堪忍 を 旨と して 取 結ぶ 時 は、 因と なり 緣 となる こと 速 かなり」 と は、 哲通 婚姻 上の 大部分 

の眞理 (それ は 現代に も眞理 である) を 道破して ゐる。 かう した 綠は、 昔 も 今 も 何千 人 何. お 人。 うか 

くして ゐる うち 子が 出來 て、 愈々 緣 らしい ものが 罔 まり、 事後から 事前へ、 そこに 或る 契緣が あつ 

たと^1„？ へ出して來るのも、 締める に は 都合の よい、 合點の 早い 人情の 常で ある。 昔 乍ら の 仲人が、 今 

日の 婚姻に も 流行す るの は、 矢張り 此の 眞理が あるから だ。 

〇 宿老 曰 0 相傳 へて いふ 0 往古 は 農 商お しなべ て 夫々 に附佥 せし 由 也 0 當世 は、 M: 瑕の 子に はなう して、 不 

足 ある 子に のみ 附く ことに なれば、 丈夫の 意氣 ある 者、 愧づ べき 事 也。 併し わが 家 h お 不如意に して 他人に 損 

、、、、、、>、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、 

失 を かけろ 位ゐ の仕義 なの は、 附金 ある 嫁を迎 ふる も 可な リ となり 0 

附舍の ある 嫁 を 貰 ふなと いひ 乍ら *  後で 一 寸餘 裕を存 して ゐる。 矢張り 附金の 嫁が 流行った ので 

あらう。 百 兩の附 金が 無くなった 時分、 嫁の 彝の低 さが 氣 になり 出した こと は、 川柳 子の 穿ちの みで 

はなかった らう。 

第二 は 、「娘 姻 する 年月の 事」 である。 

言 0 凡て 城下^ 泊、 騾宿此 外 繁華の 地 は、 嫁 娶の道 早く、 村里 山家 は晚し 0 


ら か 「訓子男42.1^^？^」 
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三、 夫婦^ 

違の 法則 


どうい ふ 加減で、 村里 山家 は晚 かった のか" 古今 正 反對。 此頃 では 却って 都會の 方が 晩婚の やうで 

ある。 昔 は、 今の 都會の 如く、 田舍の 方が 生活難 を訴 へたせ ゐ ではなから うか。 

〇 近 江 固 人 曰。 江 州 は、 木本 小 谷の 遣 は、 女の 歳 二十 二三より 三十 迄に 嫁入す と。 

〇 藍屋曰 0 阿波 國は 城下と い へど も 多く は 十九 二十に 至リ て、 嫁づく 0 十四 十五に して、 緣に 付く は ひたす 

ら 稀な リと い へ リ 0 

近 江 は 極めて 晚婚 であるが、 是れは 近江國 人が 世間 傳稱の 如く、 理財の 念强 く、 働け る だけ 女子 を 

して 家に 居ら しめたせ ゐ ではなから うか。 阿波の 十九 二十 は、 南國 のせ ゐ もあった らうが、 今から 思 

へば 通の 年齡 である。 然し 編者の 耳に は、 普通よりも 早し と 聞かれた ので はなから うか。 

〇 老翁 曰、 凡 吉事 を 表する に は、 春 夏に 執行 ふべ し。 百事 育て めぐむの 意 ぁリ。 秋 冬に はなすべからず。 百 

事暖 して 末 を 遂げぬ 意な リ 0 又 日を定 むる にも 上、 十五 日の 間を吉 とすと い ヘリ。 

〇 恩 田 仲 任 (本卷 の 序文 執筆者) 曰、 和漢と も 納采に は 朝 を 用 ひ、 入 舆には 夕 を 用 ゆ 0 婚は昏 時む ふよ リの 

名に して、 陽 去 陰 來の義 を 表する のみと 見えた リとぞ 0 

〇 山家 人 曰 0  の邊 は、 嫁入 はみ な 白 晝なリ といへ り。 

以上 は、 婚姻の 月次， 時間の 解說 である。 

第三、 夫婦 齢 遠の 法則で は、 

0 愚 言 曰、 二三 違 ひ は、 嫁の 姿 年老に 見えて 釣合よ ろしから ず 0 十四 五 や は、 婿の 姿 年老に 見えて、 是 亦よ 


ら か 「訓子 男 姻婚 J 
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五、 血脈の 

享 


六、 息子 愼 

むべき 條 


ろしから ず 0 七 ッ八ッ {t^t ひ 可な リ 0 子 ありて 後^ 好の 至 被なる は、 十 年 Sli ひな リ、 云 々o 

第 四の 男女 相性 云々 は、 餘 りに 時代錯誤が 甚 しいから * 一般に は 興味が なから うと、 ISJ おく こと 

にした。 

第五 は、 血脈の 事で ある。 癩病の 話で あるが、 當 時の 癩病 觀 としても 面白い、 殊に 玄醫 曰くの 如き 

は * 當 今の 學說の 如く、 瘢病 は遺傳 ならす して 黴菌の 傳染 作用で ある こと を旣に 道破して ゐる。 卽 ち， 

〇 老酱 曰、 按に癩 は、 正しく 外 闪 ならず。 血 分の 洁？ I によれ リ o( 中略) 此 故に 癍を 病む 人の子な" と い へ ども、 

常に^ 生卵 生の 物 を不食 0 外 邪 侵 淫の調 謹 を 失せ ざれば、 則ち 免る、 こと を 得て、 そのうへ 三世 を貍 るう ち 

に は、 .0 然と 傳染の 根を絕 する の理 あり 0 

〔醫 曰。 癩は 血筋 淸き 家の人々 と い へ ども、 新たに 發る こと あり。 s々o 

〇 1 書 曰。 此病 よく 傍人に 注ぎ 染 む。 故に 人と 床 を 同じう すべ からず と 一 K々o 

〇 學醫曰 0 右の 如 初めはみ な 外 邪に 侵され 氣血 凝滞して 惡疾を 起す 也 0 然れ ども それより は、 血脈 相承して 

is "む 也 0  いかなる 貴人と い へ ども 卒然として、 感ずる 事 あり C 云 々o 

最後の 學醫 曰で は、 傳染 と遣傳 と、 雨つ 乍ら 之 を 認めて ゐる やうで ある。 

第 六の 息子 愼 むべき 條々 の 中で は、 却々 現代の 青少年に も與 へて い \ やうな もの も あるかと 思 へ ば， 

稍 滑稽な もの や、 餘 りに 道學者 めいた もの も ある。 それ-^ に 引いて みょう。 

〇 椽を需 めんと S ふ 三年 も 前より は 則して 女色 を 慎むべし Q 尤も 愛妾 (かこ ひもの) すべ からず、 甚緣を 破 
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する の理 あり 0 

〇 嫁に する 氣も なき 娘に 文な どお くりて 瑕 つくべからず 0  . 

かこ ひ 厶厶厶  <1<1A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶ム (厶 厶厶厶 

〇 他の 愛妾に 手 さすべからず 。但貢 鹿戀は 女の 方より 賴 よらば、 手 さしても 苦しから ず。 (親の もとにお き 

て、 一ヶ月に 金 一分 もやる を 貢 鹿戀 とい ふ C) 

〇 三味線、 小唄、 舞な ど 上手なる 子 0 又宫 園豐？ ^節な ど 語る 娘 を 曾て 娶 るべ からず 0 

OS 分な 事 だが、 これ は、 此 時分 名古屋 あたりに 登？^ 節の 流れ 宫 II 節が 流行って ゐ たことの 文獻 である。 珠 

に 三味線、 小唄、 舞な ど h 手なる 女 一切なら ずと ならば、 名 古 屋は由 來遊藝 の 地、 上下 流 を 通じて 娘に 三味 

線、 小喷 など を 習 はしめ た C 何 處に習 はざる、 娶る によき ものが あったら うか 0 但し 「上手」 と 特に 斷 つて 

はゐ るが、 この 所 は、 稍當 時の 風尙 に憒慨 した 道 家の 口吻で ある o〕 

0000000000000  000000000 

〇 遊女 を 請 出して 妻に する こと、 いはず とも US? しき 也 0  . 

〇小借家^2ひ の 娘の 艷 姿に 愛で ゝ取リ 上ぐべからず 0 大家 を修 むる こと 成りが たきもの 也。 

厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <1<3 厶厶厶 厶厶厶 <3 

〇 我が 勇 はたと ひ 二度 H なリ とも、 嫁 は素婦 がよ し。 新手の 嫁 は 使 ひよ きもの 也 0 

最後の ーーー£ 葉 は、 男性 本位と して、 稍 得 HI 勝手な 話で ある。 然し 男性から は、 どち 道 斯うなくて はな 

ら ぬの だら う。 

〇 すべて 人 は 身を蕩 せば、 放蕩に 染み、 身を愼 めば、 篤 K に 染まる 物 也 0 されば、 宫圜 長哏を 好けば、 心淫 

△  △△<!  △ 厶厶厶  < "厶  厶<"厶 厶厶厶  厶厶厶  <<1<3<3<" 厶 厶厶厶  厶< "厶厶 厶厶厶  厶<3 厶  <1<3 

a に 流れ、 敵 討 をよ めば、 魂性惡 くな リ、 奇談 を 好めば 怪 事に 近づき、 ； f 落 本 を 好けば、 懐輕 くなる 0 老莊 

列 准 南 子の 類 を 信ずれば、 五常の 正しき を輕ん じで、 放埒に 流る、 も、 皆 我氣の 倚せ 所に よるが 故 也。 然れ 


雜 

記 


ら か 「訓子 男 如 ^45 1 


ば 書を讀 むに も 取捨 あり 0 

〇 男子た る 者、 餘の事 は 稽古せ ずと も、 孝經、 論語、 曲 績を學 びて 尊き 敦を味 は ひ、 晝夜身 を はなす ベから 

ず 0 

最後の 語 は、 無論 編者 一流の 道學的 口吻で あるが、 それだけ 當 時の 商家の 靑 少年が、 滔々 として 遊 

藝に 走って ゐ たので あらう。 前掲の 、「宮 園 (暨 節の 一波 蘭 八 節の 派 流、 春 太夫 節と も 一 K ひ、 男女 痴情 を 哀切に 

&、 つた もの。 丁度 新 £ と同樣 よく 似た もの 0) 長 を 好けば 云々」 や T 洒落 本 をれ： けば 云々」 や は. 寧ろ 當 

時の 市井の 靑 年に、 宮園を つたり. 長唄の 女 師匠へ ョ參 したり、 洒落 本を讀 んで大 通を氣 取って ゐ 

た 者た ちの 多かった こと を 傍 "する 所の もの だ。 殊に 「： 洒落 本 を 好けば 一 懐中が 輕 くなる と は、 哧弊 

を 云 ひ 得て 寸鐵 妙々。 以て： € 落 本な どの t 、文樂 や、 宫 園 長哏 などの 俗曲の、 常時 n!^. 州の 城下に も歡迎 

されて ゐ たこと がわ かる。 況して 本元の 江戶 は、 如何の 狀 であった らう。 本 著の 編者 津田 氏の 言の な 

いのが 遣憾 である。 

最後に 第 七、 雜 記の 中から、 一 ニを拔 かう。 

〇 或 人 曰。 妾腹の 子 は 必ず 美麗な リ0 愛妾に は 美女 を 用 ゆるが 故 也 0 

-〇 鳥屋が 曰く 0 然れ ども 烏 類 は、 多く 雄鳥に 似る 物な リと い へ り。 

0 老醫 曰。 女の 年 十四に して 胎を なす 者 あり。 而も 其 小 兒必ら ず 夭す 0 

〇 愚 言。 予が 知る 方に も 娘の^ 十二に して 經 水く だリ、 十三に して 懐 孕し 出 產ぁリ て、 其小兒 程なく 死たり 0 


〇 愚 言 o 同年-ぐ らんの 女 を嬉に 人れ ると き は、 後 必ずお 袋の やうになる 也。 心得べ し 0 

お？ H こ 

〇 慈母 曰 0 十四 五 の媒 は、 善朴 にして、 親 達 まかせになる もの 也。 十七 八の 娘 はは やかれ これい ふ ものな 

此の 慈母 曰く は、 昔で も かれこれと いふ 娘に 手 古 擦った 母親の 述懷 である。 今 は 一 赴の 事で あらう。 

くる は  お ほち やく 

〇 花街 女 見 曰。 禿のと き、 剛氣 なる 子が よき 遊女になる 也 0 又しても ほ へ る 奴 は 善す ぎて 結句 あか ぬ もの 也。 

女房と は 左右 反 也。 とい ヘリつ 〔お ほち やく は、 名 古 M 地方の 方言 0 剛情と a 暴と 狡 滑と 放縱と 色々 に 使 ひ 分 

けねば ならぬ。 結句 あかぬ の あかぬ は、 駄目の 意 也。〕 

〇 愚 言 0 此 故に 唯氣 配の やさしき； g を 見立て 求む ベ し 0 さり 乍ら 他に 育ちた る 1^ の氮赏 まて は 知れぬ ものな 

れば、 其 子の 友 だち 或は >M 物に 行く 家な どに て 聞 合すべ し。 

以上で ト： 卷は 終って ゐる。 略， その 輪廓 を 紹介し えたと 思うて ゐる。 通讀 されて、 諧君は 案外、 人 

情 古今 同 一揆な 事に、 今更 乍ら 感じられた であらう。 我等 も その 感 なき 能 はぬ ので ある。 

(大正 十二 年 三月) 


恩 田 惠樓が 

こと _ 


前 稿、 婚娘 男子 訓の 記者 津田 氏の 傳 不詳な のが 殘念 である 0 序文 肇 者の 恩 田 仲！ ii は、 傳明睞 である。 せめ 

てこれ なリと 叙して、 本文 記者 不明の 遣 憾を础 はう 0 恩 田 氏 は、 尾 藩の 大儒 且つ 詩 家であって、 號を 惠樓と 

いふ C 人名 辭 書に は 左の 如く あら 0 

恩 田惠樓 儒者な リ C 名 は 宣充、 字 は 仲 任、 字 を て 行 はる 0 通 稱は新 治、 岡 田 新 川の 弟な リ C 恩 B 宗致 
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に 養 はる o 君 山に 舉 びて 詩 を 能くす C ォ mi. 怕 氏に 讅らず 0 時の 人 之 を 尾 府の連 璧と稱 す。 文化 癸 酉 (十 

年〕 八月 歿す 0 ハキ 七十 lo 著す 所 蒙 求 續紹、 世 說音釋 a 修韻 略、 赏奇隨 筆、 丁常餘 昔、 盾圜 誌、 巵圜文 

章、 惠樓令 集 等ぁリ C  (核 諸家 人物 誌) 

卽ち、 ^1-田氏、 無输. 此の 恩 田 氏に 師事した もので は あらう が、 何分 不明で ある。 恐らく 年壯 なる 一 學徒、 

詩 學を恩 田 氏から 受けた もので あらう 0 


津田 赣宗の 

傳 


津田 氏の 傳、 判 明 

津田義 宗の傳 が 判明した。 「尾 張 地名 考」 の 著者の 同姓 正 生と 同人であった。 fi- 生、 一 に 義宗と 一 K うたの 

だ 0 今、 刊本 raj 張 地名 考」 に據 ると、 正 生 は、 安永 五 年 四月、 尾 張 海 部 郡 佐 織 村 大字 根 高に 生れ、 嘉永五 

年 十お 二十  一 n 七十 七 jjT て 歿した。 恩 田 仲 任 及び 藩儒の 鈴木朗 に學ん だ。 一種の 鄕土史 研究家で 多年 日本 全 

土 を跋涉 し、 五十八 拔に は、 信 州鎗ケ liw の 絶頂 も 極めた 0 著書、 尾 張 地名 考 0 給ケ 日記。 莨 煙 心得 草 0 眼 

前教 近道-り 古典 地名 辯。 尾 張 方言 考 0 尾 張本國 帳集說 0 古 學 百 人  一 等の 数 種が あった 0  ^^を六合庵と いう 

た 一 K々o  (大正 十三 年 十二月 抓) 
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考雜波 軟戶江 


賣 比丘尼 考 


比 の 各 

名稱と 意義 


「東海道 名 

所 記 J の 沼 

津泊リ 


歌 比丘尼、 熊 野 比丘尼、 勸進 比丘尼、 綺解 比丘尼， 寶 比丘-尼- 或は 丸太な どと 稱 した 江戶 時代 私 始 

の 一 種、 比丘尼の 考證 である。 

熊 野 比丘尼と は， 次揭 以下の 如く， 熊 野に 因綠を 多く 持った 故の 稱呼 であり、 其 他 は、 歌 を W ひ， 

勸 進を爲 し、 地獄 極 樂の縫 t: を爲 したから それぐ 倘々 に 仇名と したので ある。 賣 比丘尼 は、 謂 はす 

0  f. いたた  まるた 

と 知れた. 賫色 比丘尼の 義。 丸太 は、 圓頂、 太は寶 女の 女。 i 好色 訓蒙 岡， ffj の 「比丘尼、 丸太」 と；^ 訓 

せる も爾 なりと いふ。 (其 他、 尼 出 —— の报リ にて 出 づる賣 女。 竹 釘 -11 圓頂 にして 髮な きを 象りて 謂へ るな リ 

とい ふ。 凡て 寶淫 比丘尼の 異名。 外 骨 氏 著 「笑 ふ 女」 に據る 0) 

歌 比丘尼の 現れた る 文獻屮 * 最も 古き は、 淺井了 意 (賓永 六 年 九月 二十 七日 歿 0 年 七十 歳) の 著と いは 

るる 「柬 海道 名所 記」 (萬；？ 5 年間、 或は 元年 刊行と いふ) であらう。 曰く- その 沼津 泊り の 記事の 內に， 

？ぅ 

「いつの ころ か、 比丘尼の 伊勢 熊 野に まう で i 行 をつ とめし に、 その 弟子み な 伊勢 熊 野に まね 

る。 この 故に 熊 野 比 と名づ く。 其の 中に 聲 よく 歌 をうた ひける 尼の ありて、 うたうて 勸進 

しけり。 その^？^子また歌をぅたひけり。 又 熊 野の 繪と名 づけて、 地 ごく 極樂 すべて 六道の あり 


樣を緣 にかき て、 繪 ときをい たし、 奧深 くお はします 女房 達 は * 寺 まう で 談義なん どもき く 事 

なければ， 饯はを 知らぬ 人の ために、 比丘尼 は ゆるされて、 怫法 をす、 めたり ける 也。 いつの 

問 にかと なへ うしなうて、 熊 野 伊勢に まゐれ ども 行 を もせす 戒を やぶり、 繙 ときを もしら す、 

歌を肝要と^-。 綠の屑 細く、  化 粒、 齒は 雪よりも 白く、 手 あしに 臃 ig を さし、 紋を こそつ け 

ね ど- たんが ら染、 せんざい 茶、 黃 がら 茶 * うこん 染， くろちゃ 染に白 裏 ふかせ >  黑き帶 にこ 

$  、、、、、、* 

し を かけ. 艰 けたれ て 長く、 黑き蛸 子に て かしら を 味に 包み たれば その 行狀 はお 山風に なり 

ひたすら I； 城. ni 拍子に なりたり。 持戒の 比丘 を を かす もの は、 そ， の 科 五 逆 罪の 內 なりと 經には 

說 かれた るに、 比丘尼の 方より >  つきつけの 切賫 をいた し 侍る ことの かなし さよ。 (中略) と樂 

阿彌 す. - りあげて 泣きければ- 氣 のちが ひける とて、 男 も 亭主 も與を さます。 びくに ども は 肝 

をつ ぶして， 逃げて 去け り。」 (pi 知 叢書 本に 據る) 〔樂 1： 彌す、 り 泣き、 比丘尼 二人、 逃げ ゆく 圖 

を 載す。 比丘尼 いかにも 黑 帽子に して、 手に la を 持ち、 その 宮に は、 牛 王 を 入れ 居る もの.^^ 

し。 久 彌。〕  . 

右に、 「いつの. S か」 と あれば、 此の 「束 海道 名所 記」 の 一 S 治 年間より、 更に 古に 溯って、 此の 起源 

ょ存 する であらう： (骨萧 ぼに は、 寬 永の. ぬとの 比丘尼の 圖を 載せて ゐ る，」 次 揭。) 右に も ある 如く * 常 初 は * 

比の 比丘： HT 歌と お 談義と、 自行 化 他で ひたすら 固めた ものが、 後に は、 歌と とんでもない 化 他 (賫 


比 

丘 
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考 雜 波 n  it 


「倭 訓菜」 等 

ジ 3}jv  S が 


色) とに 轉 化した もので あらう。 (「寛 文の 頃、 びん ざ、 らを 持たせ、 欧 をうた はせ しょ リ 風俗 大に 下る 。尤も 唱 

歌 もや ひなり。 此 時よ リ賣女 のき ざし を 現せ リ C, 一  と 「我 衣」 にも 见 ゆ。) さう して 初めは、 熊 ^に；^ す いに 

行った ものが、 後に IT 彼等の 己が 勝手、 さまぐな 巢 筒が、 始終の 熊 野と なった もので あらう。 

此間、 此の 熊 野に 行った 云々 に 就て は、 異說が ある。 この 「東海道 名所 記」 より は 後世の 筆者 ゆ ゑ、 

何ともい へない が、 卽ち 谷川 士淸の 「倭 訓棠 j に は- 「熊 野に 住んだ」 と ある。 曰く- 

「びくに。 熊 野 比丘尼と いふ は- 紀州 那智に 住みて、 山伏 を 夫と し、 諸國を 修行せ しが、 いつ 

しか 歌曲 を 業と し拍校 をなら してうた ふ。 こ を 歌 比丘尼と いひ、 お 女と 伍 をな すの 徒 多く 出來 

れる をす ベて、 其の 歳 供 をう けて 一山 富めり。 此の 淫を賨 るの 比丘尼 は  一 M にして、 縣 御子と 

ひとしき も を かし コ」 へ 倭訓菜 中編〕 

「其の 歳 a- をう けて 一 山 富めり」 と ある。 これが 栗して 事實 であった とすると- 熊 野のお 山は賫 比丘 

尼の 元締、 僧形 私娼の 大本山の やうに 取れる。 語 家なら ば、 だから 寶女 をお やま 11 お 山と いひ 

ますと 落 をと ると ころ だが )o この 倭訓 菜と 殆ど 同說の ものに は、 

r 紀州 那智の 比丘尼 は、 皆 山伏 を 夫と し、 諸 州 歌曲 を 以て 勸進 をす る 比丘尼 を總 ベて 其の 歲供 

を受 く。 殊に 東都 色 を賫る 比丘尼 數千人 ありて 多く 供料 を 贈る 故、 一 山 富みて 豐 なる 一 在家な 

り。」 (「廣 文庫 所收」 靑 SI-JI 隨筆、 六) とい ふが ある。 


こ k に 「東都 色 を寶る 云々 と あるから * 卽ち倭 訓菜說 と F 、海道 名所 記 說とは 折衷して 考 へられる。 

卽ち • 當畔、 比丘尼に は 種 々のヌ 統 ありて、 熊 野 在住の ものと、 また 熊 野 を 道場と した 他國の ものと、 

後に は 更に 何ら 熊 野に 上った 經驗 なき、 他の 土地 在住の ものとの 各種に 別れた もので あらう。 さう し 

て 然し それらの 凡てが 熊 野 を 以てと にかく 己が じ、 のお 山と した こと は 同 一 であらう。 (「倭 訓 木」 の 

「紀州 那智に 住みて」 と ある は、 ！ t- をし に 在 山しての 意に も 通 ふの かも 知れない。) ともあれ 後に は、 

何でもない 者まで もが、 熊 野を眞 似たり 歌を眞 似たり した こと は 無論で， 此等 も、 はた fi- 眞の勸 進お 

談義 •# 門の 淸淨 比丘尼 も、 ひとしな みに 熊 野 比丘尼、 又は 输解 比丘尼、 又は 歌 比丘尼な どと 汎稱 され 

たもので あらう。 

尙、 is^ 治以 is の 比丘：^ 形態 を竊 ふに 足る 多少の 村 料が ある。 曰く 「近世 奇跡 考」 所 引の 殘 口の 記。 

曰く、 骨 衆 集： 卽ち、 近 は 奇跡 考 (京 i^o 文化 元年の ii: ぁリ 0) 卷ー 一の 中に、 

わきば 5 み ぶんこ  .S とき 

r 殘 口の 記に、 歌 比丘尼、 むかし は 脇 挟し 文 K に卷 物入れて >  地獄の： il- 說し， .g の 池の けがれ 

をい ませ、 不^^.女の哀を泣する業をし- 〔此 邊、 一^道 通鑑」 にも 同文 あり。 久 彌。〕 年 籠の 1:^ り 

に、 烏 牛 王 配りて， 熊野權 現の 事觸 めきたり しが、 いつの 稗よりか、 かくし 白粉つ けて、 付 S 

帽子 〔此の 付髮 帽子， 不詳。 或はし ころ 付 •  頭巾の 如き をい ふか。 卽ち^ 海道 名所 記の^ にも、 

しころ の 如き もの 垂れ をれ り。 卽ち， こ、 の 「黑 帽子」 と 一  の 物なる べき か。 久 彌。〕 に は 


^廣く 成し 云云 (下略) 東海道 名所 記 (萬 治中扳 本) 云- 比丘 ども  一 二いで 来て 歌 をうた ふ。 

頌蜀は 2^ きも わけられす、 丹： .1 とか やい ふ ふしな りと て- た あ、，//^、 と 長たら しく 引き. f り 

たるば かり 也 = 次に 柴垣 (明曆 中 はやり 小歌) とやらん * もとは 山の手の 奴 どもの 踊 歌なる を、 

比丘尼 I 彫に のせて うた ふ。 みどりの 眉 ほそく、 薄化粧し、 齒は 雪よりも 白く. 黑き 帽子に て. M 

を ぁぢに 包む。 云々。 (下略) か， ふれば 熊 野 比丘尼の 風 治の 頃 はや 變り、 た、 りぶ-この 變 りたり 

と は、 萬 治 以前 は、 输解 比丘尼。 以後 は- 歌 比丘尼 11 » 色の 變化を 斥せ るな らん か。 久彌 o〕 

紫の 一 本に 云々。 〔次 揭 r 嬉遊笑 驚」 所 引の もの 悉 しければ、 こ k に 略く。 久 彌。， 一 此の 歌 比丘 

尼と いふ もの、 今 はたえて 名のみ 淺れ り。」 〔此の 「近世 奇跡 考」 所 引の 東海道 名所 記 の^は- 

本考 冒頭 東海道 名所 記の 文の 前 牛で ある。 久 彌。〕 

然るに、 「今 はたえて 名のみ 殘れ り」 と ある。 その 今 は- 京 傳が近 W 奇跡 考編裹 了の 時 は、 文；^ 元年 

なォは el ちその 以^に 此者 亡びたり と 見る ことが 出 來 よう  >  然るに、 同 京傳著 骨董 集の 中に も- l-a. 

圆 ありて、 (同上 編 下 之卷後 0) 

「下にいだ せる 古畫、 その 風體を もて 時代 を考 ふるに * 寬 永の 比 かける ものに て. 勸進 比丘 Irn 

の繪 解す る 體にぞ あるべ き」 

と ありて、 その 揷圖 は、 「〇 古書： 勸進 比丘尼 繪 解圖、 按す るに 今より およそ， な 八十 年ば かり 前、 寬， 取 


中に 於け る搶 なるべし。 頭 を 白き 布に てまきた る は、 ふかき ふり 也。 七十 一番 職人 盡の綺 を 合せ： る 

べし」 とあって- その 左に、 武士 體の 若衆 二人、 その 前に- 頭に 白き 布を卷 きたる 比丘尼 二人 差 向 ひ 

にて， 〔卽ち 宽永顷 は. B き 布 を 頭に まき、 朱 だ付鬢 轄子黑 精子なら ざ リし也 0  〕 手に 細長き もの を 持って ゐ る。 

その^^は霄に 「手に 持てる はぢ ごくの 输卷 なるべし」 と ある。 又、 庭の 緣 先に 腰かけた る 丸 頭の 小 比丘 

尼 あり、 腰に 衲杓を 神し、 手に 物 を 持てる 圖 が ある。 その-傍 書に、 「此 小び くに、 手に もてる は びん ざ 

さらなり」 と ある。 緣の 上に、 蓋な き！ ：« やうの もの あり、 その上に 編 笠 載り をり、 (編 笠 は、 今一 签 * 

小 比丘尼の 足ち かくに も. 緣に 立て かけあり。) それに、 「牛 王 箱なる べし」 と ある。 〔このせ； I と、 東海 

道 «所 記の 挿 槍 £• の宮と 頗る 相似た リ"^ 頭 は、 黑帱 子と 此の 白 布を卷 くと 異れ、 宮は 同じで あつたの だ o〕 

これに、 寛 永 頃と 判斷 せる を 見れば， 卽ち歌 比丘尼 は、 東海道 名所 記の 萬 治よりも 更に 古く、 寬永 

(元年 は、 西紀 一 六 二 四 年、 同 二十 年 は 同 一 六 四 三年。 共に 家 光治 世。) 若しくは それ 以前に その 濫鶴を 認めな 

ければ ならぬ。 唯 さへ、 尼と 將軍家 光と は 聯想され 易い のに、 (三代 家 光が、 伊勢 宇治、 正 IM 院の 院主 某 尼 

を 過分に 引接した と は、 野史に 夙に 博 へ られて ゐる處 0 某 尼 は懷赃 したと の 曙 も 立った と。) この 歌 比ーェ 尼まで も 

が、 その 治世 下の 寬 永に 端を發 して ゐる とすると- 上の 好む 所 下 之 を 好む の理に 依りて、 これが 發生 

を 招致し- 後 來の純 私娼 風 を 生む に 至った ので はなから うか。 ち將軍 (氷 光、 歌 比丘尼 を 魔む とい、 

は 酷評で あらう か。 少 くと も. 將軍家 光、 歌 比丘お 顿 客の 皮切りと はいへ るで あらう。 
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1: 骨 i 乂 集の 記者 「京 傳」 は、 本資比丘尼考胃頭に自分が引ぃた_3^1»道名所記の文を更に揭げ、「か 、れば、 北 n 

の勸進 比丘；^ は、 地獄！ 樂の^ 卷を ひらき、 人に さし をし へ 槍 解して、 佛法 をす、 めた リき 0 下の も^ I . 

骨 着-集 卅揭の もの —— の 體を见 るに、 宽 永の 顷に 至りて は、 それ を 略し、 かの 綺卷は 手に 持てる 斗リ にて、 

比丘尼む かひ 居て、 翁 解の 言に 節 をつ けて、 拍子と りて うた ひしに やとお ぼ ゆ」 と考證 して ゐる。 誠に さも 

あるべ し o〕 

萬 治 以後 江 尙、 萬 治 以後の 比丘尼 風俗に ついては、 「嬉遊笑^1見」に 『紫の 一本』 と共に 『一代 男 J を 引いて、 略 

戸の 比丘尼 

々其の 輪廓 を說 明して ゐる。 卽ち同 九に、 左の 記事が ある。 

「比丘尼 は、 同書 (紫の 一本) 赤阪 の條. 「うら 傳馬 町へ 出た るに、 下町め つた 町から 來る 比丘 

尼 風流に 出で たちて 云云。 やうす を 聞けば めった 町より あまた 來る 比丘尼の 中で も- 永 立お ひ 

めお まつ 長 傳と申 候が、 爱 もとの 名と りに て 候。 あげや 一： あげやの 發 生に 注意すべし。 是れ * 

「我 衣」 の 中 宿と いふに 同じ からん。 久 彌。〕 は 仁 兵衞， 安兵衛と 申 候が、 きれいに て 候り 今の 小 

袖 かたびら は 宿へ つき 候と ぬぎすて.^、 あかしち にみ 銷ち み 白 さらし t】 金染 に、 紅 絹の 袖口 

うら 襟 かけ、. 黑 じゅす 茶 じゅす 幅 廣帶、 黑^  二重の 投 頭巾 又は 帽子で 包む も あり。 小 比丘尼 供 

坂 田の 比丘  につれ、 是れに 酌 とらせ、 市 川 流の 夜もすがら 藩墜 草の 大事の ふし 云々。」 TS  、越後 坂 田の 條. 

尼 

〔一 代 男卷三 T 木綿 布 子 も かりの 世」 の 中に 出づ。 久 彌。〕 r 勸進 比丘尼 聲を 揃へ て ひ來れ り。 

是 はと 立ち よれば かちん 染の布 子に 黑 綸子の 一 一つ 割り前 結びに して、 あたま は いづく にても： S 


じ 風俗な り。 元 これ はか やうの 事 をす る 身に あらね ど * いつ 頃より をり やうみ だり になして * 

遊女 同前に 相手をさ だめす、 はに 二人と 云 ふこ そ を かし けれ。 〔勸進 比丘尼の 繪、 何れ を る 

も >  此の 如く 凡て 二人 づれ なり。 是れ 都鄙の 如何 を 問 はす 常に かく 定まり ゐ しもの の やう 也。 

いかなる 所 闪ぞ。 後揭 「續 飛鳥 川」 にも 歷然 二人と あり。 古今 二人 は 不文の 規約な りし か。 而 

して 二人 を 一 人が いかにしたり しか、 を かし。 尙- 揚代も fz と- 此の 一 代 男 を 始め、 以下 揭ぐ 

る 諸 書に も散兑 する が 如く * 並の 場き は、 殆ど 一 お しをりし ものの 如し。 久彌。 〕 あれ は 正しく 

江戶 めった 町に て 忍び 契り を こめし 淸 林が つれし 米 かみ、 北 ハの時 は 菅笠が ありく やうに 見えし 

が、 はやく も 其の 身に はなり ぬ 云々。」 按 ふに 〔嬉遊 笑覧の 著^、 喜 多 村 信 節〕 めった 町 は- 寬 

永 江 戶圖に 神 田 鍋 町 新 石 町の 南の 方に f  一丁 あり。 "： 儿れ 今の 多 町な り 。今の 名 は 略名と 聞え たり。 

今 小 柳 町 0 一に 比丘尼 橫 町の 名 あり。 其の 邊 よりこれ 有りし 處 なり。」 

「紫の 一本」 は、 元祿 期の 歌 舉者戶 田 茂睡の 著- (茂睡 は、 賓永 三年 四月 十 M 曰、 七十 八 歳に て 歿。) その 奥 

書に、 天 和 三年 癸 亥 遣 佚 道 人と ありて T 此の 紫の 一本 は， 櫻 田に 住し 光融 入道 所勞の 頃、 慰みに 害 

め、 予に淸 書せ よと 贈りて」 云々 と あるに 據れ ば. 天 和 三年 若しくは それ 以前の 茂脾. 執筆た る こと 明 

かで ある。 郎ち 此の 「嬉遊 笑覧」 所 引の 比丘 足の 記事 は、 天 和 年 の 風俗と 兑て 可で あらう。 卽ち 「東 

海道 名所 記」 の 萬 治 前後に ついでの、 好記錄 であらう。 一 代 ER は、 西 鶴、 天 和 ニノ ヰ 版、 これ 亦 常時の 
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天 和より 元 

錢寶 永に 至 

る 比 lyM 


比丘尼 風俗 を 知る 一 遣 村と すべきで あらう。 

恰もよ し、 此 等の 傍證 となすべき ものが 尙、 一 個ぁる。 卽ち武江年表天和年間記18^-の條に.「この頃 

はやりし 比丘尼の 內、 神 田め つた 町より 出 づる永 立、 ぉ婭、 おまつ、 長 傅と いふが 名と りに て あり 

しと ぞ。 襦子か 羽二重の 投 頭巾 を かぶる によって、 これ を繙子 S と 名 づけたり」 と ある。 祌 E めった 

(滅多) 町 は 格別 上玉が 巢を食 つて ゐ たので あらう。 

.大 和に ついで 負享、 元綠、 寶永、 此の頃の 比丘 ra- に は、 尙 一個 好個の 資料が ある。 「我 衣」 (江 戶曳尾 

庵 南 竹 著、 卷 尾に 文政 八 年と ぁリ 0) である。 曰く， 

ス 前略) 天 和の 顷 より 世上 遊女 發 t する により、 かやう の 族も賫 女と なりたり。 然れ ども 元来 

僧 "おなれば， 衣服 は 木： 都 を 着したり。 天 和寅享 Q 頃 は、 淺黄 木綿、 白き 淺黄も あり。 素足- わ 

ら 草履 >  菅笠 手 覆、 かけ ひしゃく 腰に さし、 文庙を 持たせたり。 元綠 頃より 黑棧留 頭巾 を 着す。 

これより 他の 色の 布 子 を 着す、 され ども 無地 也、」 すげ 笠 手 覆 文" g. を 持つ。 

寳 永より 小 比丘尼に 抦构を さ \ せ、 文庫 を 持たせたり 。〔小 比丘尼- 柄杓 をさせる こと は， 骨董 

集の 寬永 頃の 圖と 同じ 也。 然れ ば、 此間 ，11 寬 永より 寳永 11 此の 事な かりし や 否 や。 久彌〕 

if^rl より 中 宿 ありて 是へ 行く。 朝 五ッ過 或は 四ッを 限りに 出で、 夕七ッ 限りに 宿へ 歸る。 鳌の 

間 彼の 中 宿に ありて 他へ 修行に 出る 事な し。 和 町 北側 裏 ごとに あり， 新道へ 拔 けて 大方 中 宿 


大 K の 船 比 

丘 尼 


なり。 せ 冶 法師と て 公儀 御醫 者の 屋敷 也。 是を 冶 店と いふ。 又 八官町 御堀 通り 町 屋に中 宿 有 

り。 後 京橋璺 町に 有り。 (下略)」 

如上、 天 和より 元 ft 寶 永に 一旦る 頃の 比丘尼 風俗の 1 斑仄 見えた る は 多 さすべき であらう 。殊に 中 宿の 

發生 を元祿 なりと 明かに せる は、 比丘尼 賫淫 史上 貴重なる 記錄 である， - 以後の 中 宿の 分布 も 前掲 r 1 

代 男」 のめった 町と 共に， また 記憶すべき 好 資料で あらう。 良享 時代の 比丘：：^ について は、 なほ 「好 

色 一 代 女」 卷三 (良 享 三年 根。 西 の 「調 謔歌 船」 の 中に 左の 如く ある。 勿論 大阪の 所謂 船 比丘尼に 

局限され たもので は あるが。 

「そ も. （- 川口に 西國 舟の 碗 下して、 我が 故 鄕の嬝 々思 ひ 遣りて 淋しき 浪の枕 を a- かけて、 其 

人に 濡 袖の 歌 比丘尼と て、 此津に 入り 亂れ ての 姿 舟 、艫に 年 かまへ なる 親 仁 居ながら 楫 とりて、 

ゝ、、 、 あたま かビし 

比丘尼 は， お ほかた 淺黃の 木綿 布 子に、 龍 門の 中幅 帶前 結びに して、 黑 羽二重の 頭隱、 深 江の 

ざし 

お 七 指の 加賀 笠、 〔此 邊、 江戸と 大差な き 風俗な り。 久彌。 J うね 足袋 穿かぬ とい ふ 事た し，" 紹 

ふた ひとつ  力し 

の 二 布の 裾 短 かく、 とりなり 同一 に雜 へ、 文臺に 入れし は、 熊 野の 牛 王 酢 A 耳 姦しき 叫つ： n， 

びし やく 

小 比丘尼に 定 りての 一 升 干 杓、 〔こも また 骨 素 集の 寬 永と 稱 すると 同 一 風俗な り。 久 彌。〕 勸進 

とい ふ 聲も引 切らす、 流行 節を謠 ひ、 それに 氣を 取り、 外より 2- る も かま はす、 元 船に 乘り移 

り 分け 立ちて 後.，. 百繁 ぎの 錢を袂 へ 〔こ、 も賣代 百 也" 前掲、 「 一 代 男」 參照。 久 彌。〕 投げ 入 
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京洛の 比丘 
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れ ける も 可 笑。 ある はまた 割 木 を 其 値に 取り、 又は さし 鯖に も 代へ、 〔とんだ 物々 交換な り。 久 

彌。〕 同じ 流と はい ひ 乍ら、 これ を 想へば、 すぐれて さもしき 業 なれ ども、 昔 曰より 此處に R 馴 

れて 可笑しから す。 云々」 

以上 は、 大阪船 比丘尼の 記事と して、 後揭 「筆 拍子」 と 前後 相照應 して、 好個の 輪廓 一斑で あらう。 

尙、 貞享頃の京洛の比丘11^の狀がぁる。 「近世 風俗 志」 (守" a! 谩稿〕 所 引の 「好物 訓艱 II 彙」 0. 時 や 良 

享 三年 彌生 中の 五日。 洛 下の 野人 作者 無色 軒 三 白 居士」) の 中に、 その 散見が ある。 守貞 曰く、 「予 が藏 すると 

ころの 貞享 三年の 印本 好物 訓蒙圖 彙壹卷 常時の 名妓 及び 其 ころ 名 ある 比丘尼 夜發に 至る まで 其の 事跡 

を 委しく 載せたり。 原本の 十が 三 を 抄出して 左に 載す」 云々 と ありて、 その 中、 比丘尼に 關 して は、 

〔圖 ぁリ、 略す。 黑 頭巾に 鉢卷 をな しをり 0 手に 笞を 持つ 0  二人 描かれて、 1 人 に、 「とリ へ のよ し」 と あり or 鳥 a 

山の 芳、」 常時 此のよ し 比丘尼 中の 流行 妓なリ し 也 0 久彌 o〕 

r 〔訓 蒙圖 翁〕 いつの ころよりか 齒は 水晶 を あざむき、 眉 ほそく 墨 を 引き、 黑ぃ 帽子 もお も はく 

らしく 被き て加賀 笠に ばら をの 雪駄、 小歌 をよ すがに してく はん- (- とい ふし ほの n もとに わ 

け を ほのめかせ、 下略」 

卽 ち. 未だ 歌 比丘尼の 形態 を 有した る賫 比丘尼で あつたので ある。 〔守 良 附記に 曰く、 「齒を 磨き 盾 を 描 

き黑 頭巾 か 笠 ばら を 雪踏 等、 て 江戸 比丘尼の 扮と 相似た リ 0 唯 京 坂に まるたと 異名す 0 江戸に も 謂 レ之献 否 を 知 


らず」 というて ゐ るが、 江 戶も稱 したので ある 0 「 風；^ 志 道 軒傳」 に、 「踏 返した る 丸太の 名物」 と ある 。「好色 徒然 5^ 

ぜャ」 にも 此 由出づ 0  3^ 揭。〕  . 

尙 * 當 時の 京の 比丘尼に ついては、 略是 と同說 ながら、 尙 一書が ある。 卽ち 「人倫 訓蒙圖 彙」 七 冊 

(元 祿！ 一一 年 板、 源 =1 郞畫 0) の 中に、 

「歌 比丘尼 は、 もとは 淸淨の 立派に て、 熊 野 を 信じて 諸方に 勸進 しける が、 いつしか 衣 を 略し 

て齒 をみ がき 頭 をし さいに 包みて、 小歌 を 便に 色 を 費るな り。 巧齡歷 たる を 御 寮と 號し、 夫に 

山伏 を 持ち- 女宣の 弟子 あまたと りした てつるな り。 都鄙に 有り。 都 は 建 仁 寺 町 藥師の 闘 子に 

侍る。 皆是 末世の 誤 也。」 

とい ふが、 卽 ちそれ である" 卽ち都 (； 京洛) にも、 貞享元 ー祿の 頃、 比丘尼の 持て 離された 例證 である。 

(尙、 京洛の 賫色 比丘尼 は. 一 名仕懸 比丘尼 ともいうた。 貞享四 年の 京 板 一好 色 貝 合」 (好せ 訓蒙圜 * 

- 後編、 ニ册 )• の 中に、 此名 出で たりと いふ。 色 仕 懸の義 なりと。 外 骨 氏 「笑 ふ 女」 に據 る。 卽ち、 貞享， 

資 

元祿， 京に 於て また 比丘尼の 跋扈した 好記錄 である。)  ヒ 

京大 阪、 江戸と 限らす、 賑 な驛路 にも その 出沒を 見た こと は * 「東海道 名所 記」 の 沼津に 限らな か 丘 

つた。 前掲 「 一 代 男」 の 坂 田 も その 例で あるが、 現に、 同じく 西 鶴の 「織 留」 (元. 祿七 年刊) の卷 叫、 m 

「諸 國の人 を 見し る は 俘 勢」 の 中に も、  考 
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の 比 
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お 客の 種 


「叉 明 野原が (宮 川の 西 岸、 山 田と 一橋 を隔 つる 小 侯に ぁリ と、 現 賭 軍 飛行 揚 也。 久彌。 )(.：：L 夂 U) 此の 胄 

野錢褂 松の 邊 りに 一一； 十 ra: 五： 牛 以來道 者に 取り付きて 世 を 渡りた る 歌 比丘尼 一 一人 ありけ る。 所の 

人 異名 を 付けて 取 付 虫の 壽林、 古狸の 淸 春と いひて、 通し 馬の 馬士 駕籠 迄 も 見知らぬ はなし。 

. 歌 も W はす、 立ち寄りて 是れ 伊豫の 松 山の 衆樣、 是れ潘 磨の 書 寫の御 出家 さま- これ 備前岡 山 

の 女中 さまと- 人 を ノ乂 て- -國 所の 違 ふこと 千度に 一度な り。 云々」 

と。 元 ；祿 七 年の 刊本 であるから. その 當 時と て も * その 「三十 四 五 年 il」 は， 寬文 元年 頃 こ あた 

る。 卽ち 「束 海道 名所 記」 のず：： 治と 殆ど 同時代で ある。 徂 し- 此の 比丘. 尼、 「倫 前 岡 山の 女中 様」 など 

と 云った 所より 推せば、 此の 比丘尼 二人 は 純然たる 費 色の 徒で もなかつ たらう。 歌 比丘尼の 本 來に近 

い^であった らう。 現に、 「織 留」 此の 章の 終りに、 r 勸進 一 文に て換 へて 行きけ る」 と あるに 據っ て 

も それが 窺れ るので ある。 

0. 常時、 これ を 買った お 客の 極^に ついては. 如何で あらう。 江 戶に關 した 記事で は あるが、 

「昔 は 小者 扠 などの 遊び 者な りしが、 今やう は 人に よりて 若き さ ぶら ひもす ると 語れり。 いづ 

み 町、 八官 町な どに 宿 あり。 曰 毎に 行くな り。 わけて 桶 町、 町へ 行く を 上品と す。 「比の 町 

名. 「我 衣」 とよく 吻合せ り。 久 彌。〕 頭巾に 針させる は、 針卷に 留めけ るな りと ぞ xtraH< ^と 

云 ふ 比丘尼， 米屋の むす 子と 情死した る 事な ど 見えたり) 是を 異名に まるたと 云. JSO 一 (好色 徒 


然 草。) (「嬉 遊 笑覽」 所 引の 文に 據 る。) と ある。  . 

附記。 此の 源太郞 比丘尼と 米屋の J 子との 情死 一件 は、 正德の 頃で あらう。 「我 衣」 に、 「正 

德年 中中 村 源 太 郞と云 ふ 女形の 役者 あり。 これに 面よ く 似た る 比丘尼 あり。 源太郞 比丘尼と い 

ふ、 名高き 比丘尼 也」 と ある、 これで はなから うか。 

® ち 前に は 町家の 子弟 (その 中よ リ、 わ 中 者 も 生じた。 前祸の 如し。) 後に は 武士まで も >  殊に。 後揭 「江 

戶眞秒 六十 帖」 所載の 如く. 武士と 比丘尼との 心中まで 生じた 位ゐ であるから、 卽ち 此の 賣 比丘尼の 

顧客 は、 四 階級の 凡て を 通じて あつたと 斷 じて 可から う。 勿論 これ は 、江戸 を 標準に したので あろが、 

他 都 i£- も然 りで あらう。 

靑 架圜隨 筆に も、 「束 都 色を寶 る 比丘尼 數千 人」 とあった。 卽ち 此の 比丘尼， 當初は 街道 筋， 津々 浦 

々. 到る 處^ 娠 なる 土地に マての 勸 進の 姿 を 見せたり しが、 元祿の ii- を 經て、 政令の 他に 渐く 文化の 中 

樞 たる 實際的 地歩 をト ：！ め、 人馬 亦絡綠 * 更に 漸く 回 熱し 来れる 士 民の 變態 性欲 性 は * 兹に 野郎， 遊女 

の 他に 比丘尼の 面白き を發 n 几し >  (强ち 三代 家光將 軍の イカ モノ 食 ひに 倣った とい ふ ので は あるまい 

が、) 隨 つて 此の 比丘尼 は、 一 暦の 流行 を 此の 束 都に 極めた とい ふべき であらう。 卽ち常 初の 勸進、 繪 

解， 歌 • 漸く 廢れ、 天 和 貞享の 頃より は 唯 賫淫の 比丘尼の み榮 え， 終に^ 通の 娼婦 もこれ に 加入し、 

續々 比丘尼 出の 變形賫 女と、 以て 交々 賫 比丘尼の 名 を 擅に したので あらう。 
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然るに 「骨董 集」 の，； 1 揭の 段の ッ。、 キに、 『日 次 記事 』 なる もの を 所 引して 曰 (るが ある。 曰く 

「日次記^3^- (延賓 声、 享の 間に 作れ. 0 とい ふ) 二  W の烧 に. 「倭 俗 彼岸 中。 專作， 1 怫事？ 民 g 請-熊 

野 比丘尼； 使. 說， i!g 樂 地獄 圖？ 是謂， 揭 ム々、 にと あれ ぱ、 延 资負享 の 比 迄 も 其名殘 はありけ 

ん かし o」 

と ある。 卽ち延 寳貞享 の 比 迄 も 其名殘 はと ある • 其の 名殘と は 何の 名殘 であらう か。 恐らく 输解比 

丘 re^ の名殘 との 意で あらう が、 これに 似た 賨 比丘尼 は， なか/、， 延 寳貞享 どころ か、 元 綠 享保 愈々 

後世 永く これが 在り、 その 跌扈を 見た こと は >( 元祿賓 永までの 記錄 は、 旣に 載せたり。) 殊に 東都に 於て そ 

の 猛烈 さがあった こと は， 左の 諸 記録が ある。 

「熊野比^！：！尼勤に出づる事如何の謂れゃ。 勸 進して 牛 王を資 りしよ し > 何れと なく 賫女 となる。 

。 。  早稻 。 00-0000 愛お 

先 づ祌田 〔これめ つた 町 か。 久 彌。〕 より 出 づるを 上と して、 わせ 田 下 谷 竹 町 本 所 あたご 下と し 

て、 宿 は 新 和 泉 町 上と し、 八 官町を 中と し、 其の 外淺草 門跡 前 京撟太 S 尾 敷 同心 町 所々 へ 出で 

ぬ。 〔以上、 「我 衣」 と 又よ く照應 せり。 久彌。 ：j 下 も 船へ 出る。 〔是れ 舟. 饅頭と 均しく- 一名 舟 

びくに。 丸太 船と もい ふ。 久 彌。〕 元 頭巾 は黑 ちりめん 加贺 笠な り。 〔是 れ柬^ 道 名所 記 所載と 

狩 を 合す。 久 彌。〕 正 德ニ 年、 俄に 頭巾 淺黄 木綿に 成る。 常 座 殊の外 苦しく、 後 は 上 比丘尼 は 

子 比丘尼 二人連れる。 但し 吉 原の 太夫の まねに して 衣類 を 著 飾る。 大鶴小 鶴な どと て はやり、 • 


〔「我 衣」 に は、 鹤 * 小 鶴と して、 常時神田にゐたりし名妓ならぬ名比丘^^の事を記せりo 後、 

鶴 は、 啣へ 管より 火、 火 罪に 問 はれたり と 同書に ^ゆ。 久 彌。〕 歷々 の 遊びに して、 全盛 目 

を 驚かしけ る。 元 文 六 年 〔 元 文 六 年 は、 二 バニ 十七 日 改元、 寬保 元年な り。 こ は、 元 文と 明記 

しあれば、 その 一月 二月 頃の ことか。 武江 年表に は、 寬保 元年の 頃と あり。 久 彌。〕 八お 町に て 

櫻 m 邊の 武士と 心中して、 其の 跡より 〔寛 保 三年に 觸 出づ" 久彌。 〕一 切 比丘尼 町屋 〔中 宿の 意 

いで じさむ ね 

ならん。 久彌。 〕 へ 出 問 敷 匕 n 御 停止な り。 此の頃 比丘尼の 商 ひ 夥し。 衣類 頭巾の 仕 立， み別逮 ひ、 

著た る 姿よ き やうに して 遣し ける。 さるに よって 姿よ ろしき 也。」 (江戸 眞砂 六十 帖) 〔.y 戶眞砂 六 

十帖。 序に、 「私に 曰 元綠ニ 己巳 年 出生して 六十 餘 年の 星霜 を考へ 見る に は々 珍 is^f 多し 云々」 と 

あれば、 寳磨 頃の 著な らん か。 久 彌。〕 

と あるに もよりて 知れよう。 

恰も 此の 記事に 相應 して， 「我 衣」 にも 左の 記事が ある。 

「&i 頃 は、 (比丘尼の 中 宿) 茅場 町 組 尾 敷に 出す。 享保九 年小濱 民. 部屋 敷 脇へ 引く。 (比丘尼 

さ あや 

の) 往來は 木綿 服 なれ ども、 中 宿に て は紗綾 縮緬 島 八 丈の 紅 裏 模様 を 著す。 夏冬黑 ちりめんの 

投 頭巾 を 著す >  尤も 長し。 櫛弃 さ- -ぬ遊 女に ひとしく、 けしから ぬ^ 様 也。 其 頃淺草 門 跡の 脇 

法 恩 寺 前に も 中 宿 有り、 是は 劣れり。 宿 は 祌田多 町より 出る。 又 深 川 新大橋 向より 出る. 安宅 
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丸の 跡の 町家な り。 是を あたけ 比丘尼と 云 ふ、 下品な り。 四ッ 谷の 早稻 田と 云 ふ 在よりも 出る， 

下々 なり、 小身 屋敷の 門番 或は 寄. 4门辻< ^を賴 み 宿と す。 享保十 年 茅場 町 組 EH^ 敷白コ シ 長屋より 

八丁 堀 松 平 越 中 守 殿 屋敷 北の方 鳥居 丹 波 守 殿上り 屋敷の 跡へ 引越す。 寛 保 二 年 〔此の 年次 違へ 

り。 元年な らん。 久 彌。〕 八 (R 町に 心中 出來 る。 公？？ 151 になり、 つ ひに 賫 女に 落ちて 、〔中 宿 解散せ 

られ て、 營業 禁止。 よりて 去って 公^とな りたり とい ふの 意 か。 久彌〕 それより 中 {15 堅く 御 停 

止に て やみたり。 延享 I 一年まで 神 田の 宿に て 客を留 ると 云 ふ。 〔これ 中 宿 以前の 自家 營 業に 還り 

しもの か。 久彌 c〕 此ごろ 〔不詳。 曳尾庵 折々 の隨筆 なれば、 卷 尾の 文化 八 年と 見る を 得す。 久 

、、、、、、、、、、、  、、、、、、 

彌。〕 は 又 何 々方へ 行く やらん、 柱來 するな り。 

〇 延享の 頃より、 御 停止 を 破り 元の 如くに 成したり。 〔こ は 後 揭寬保 三年の 觸書を 破り， 延享の 

頃. 更に 賣 比丘尼 復興せ りとの 意な らん か。 久 彌〕〕 (「燕 石 十 種第匚 本に 據 る。) 

彼此、 江戶眞 砂と 我 衣と 對 照せば * 正德、 享保 後の 賫 比丘尼の 形態 分布 歷然 たる もの あらう。 さ 

さて 右に も ある 如く、 常時、 比丘尼 は、 町 住居の m 窟と、 枕席 出仕の 中 宿と 二 個に 往來 して ゐた。 

町に も 中 宿に も 上中下の 品等が あった こと. 右 等に 依って 知る ベ しで ある-、 

卽ち、 歌 比丘尼 は、 寬永 以前、 寛 永、 正 保、 慶安、 承應、 明 曆を經 て、 賣淫の 風渐く 盛んに、 萬 治 

(東海 S 名所 記 印行の 年) 寛 文、 延寳、 天 和、 貞 享を經 て、 殆ど 賫淫專 門と なり- 元祿、 寳永. 正德- 享 


終 


保、 元 文， (以上、 寬永 以前より 約 百 二十 餘 年。) を經て >  益々 その 横行 を： a- るに 至った ので ある。 

內、 元 文 六 年 (寛 保 元年) の 心中 事情の 如き は >  賫比& 尼 史上、 特筆すべき 一 事件で あらう。 幕府 

はこれ に 懲りた のか、 此の 心中 後 もな く- 卽ち寬 保 三年 亥閏 四月 二十 八 曰と いふに、 (增 訂武江 年表 

にも 此の 記載 ぁリ 0) 

「勸進 比丘尼， 花 1^ なる 衣類 着寶女 體紛敷 不屈に 候。 右 中 宿 等 致 候 者 有 之 候 は 、早々 可訴 出」 

旨の 觸を 出した とい ふ。 (尙、 已に寬 永 三 亥年に も、 此の 種の 御觸 一 度び 出で きとい ふ。) 然し この 御觸も 1 

向效 なく、 延享ニ 年の 頃より 再び 此種賫 女 を 見た こと は、 「我 衣」 上掲の 如くで ある。 

而 して， その 終期に ついては、 

「古老 云、 寬延、 寳曆の 初 ころ 迄 も  >  勸進 比丘尼 も 〔勸^ の 風、 未だ 一部 を存 したりし 也。 但し 之と 

て も 陰に 賫 色の 徒た リ しこと は 疑な し 。久彌 o〕 寶 比丘尼 も あり。 芝八官 町- 祌田横 大工 町に あり。 

是 にっ^きて 下 直なる は、 淺草田 原 町、 同 三 島 門前、 新大椅 川端 杯に、 家 毎に 二三 人 づ-- 出て 

居りたり ムぞ。 表に 長き 葭簧を 立てたり。 養絨輪 T 帶し なほして 化し 風俗、 夕 比丘尼 淺 黄に 一お ^ 

比 

る 日和 虹。」 「寶 られぬ 先に 遊女し なら ふ、 紙 はった 柄杓で 小 倉 うちつけて。」 六 玉 川、 「比丘尼 ，， 

の 化 被よ しすから 見る。」 (嬸遊 笑 覽卷九 上、 娼妓 0) 

と ある を 信ぜば、 寳曆 (その 元年 は、 西紀 一 七 五 一 年。) の 初め を 3 取 後と すべき やうで ある。 然るに、 燕 考 
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石雜志 (文化 七 年の ii; ぁリ。 馬 琴の 撰 0) に は、 その 卷 三に、 

「ゆた けき 御代の 長久 はる 隨 に- 物と して 今大 江戸に 具足せ ざる はなし。 しかれ ども 昔 ありて 

今な きもの は 云々。 このうち すた/. \ 坊主、 おはら ひ を さめ >  比丘尼と 扇 寶りは 二三 十年以 

前 ありけ り。 十 歳 前後の 小 比丘尼 ども 黑き 頭巾 を 被り 裾 を 高く 引 あげ-腰に 柄杓 を 揮した るが、 

三 四 人 を 一隊と し老 尼に 宰領 せられて 人の 門に 立ち、 いと 訛た る聲 してうた を ^ふに- 物 をと 

らせ ざれば おやん なと いうて 催促せ り。 昔 は^ 彫 をす りて g; ひし かば、 今に 比 尼 5 彫の 名 は 遣れり 

とぞ。 地獄 變 相の 圖を說 き 示して、 嚴婦を 泣かせし 熊 野 比丘尼の 流なる べし。 云々。」 (守 良 澄 

所 引の 「睡餘 小錄」 の 文、 また 1" ど 之と 同文な り 0 似し これに は、 天明の 比まで はと ぁリ 0 久彌 0) 

但し これに は、 十歲 前後の 小 比丘尼と 宰領の 老 尼と あるの みで、 別に 賫 色の 十八 九 は 書かれて ない。 

隨 つて 賫色 比丘尼の 終期 は、 或は、 事實、 賫色歌 比丘尼 は、 寶曆の 終りに 絡え-正系の 勸進風 だけが、 

小 比丘尼 どもに よりて、 この 文化より 一 一三 十 年 前まで ありし もの か 。卽ち 燕石雜 志の 文化 七 年より！ 一三 

十 年 前と いへば- IK 明 元年 頃 か 若しくは 寛 政 三年 頃で、 嬉遊 笑覧 故老の 一一 一一" の 寬延寳 暦の 初めと いへ る 

と、 餘 りに 懸隔が 甚し. so  (文化 七 年よ リヨ 十 年 前 は、 天明 元年、 寶曆 元年 以後 三十 一年。 文化 七 年よ リニ 十 年 

前 は宽政 三年、 费曆 元年 後 四十 一 年 0) 

〔守 貞漫 稿に も， 「睡餘 小錄」 の 文 を 引いて、 「天明 以前に は賫 色の 風も廢 して 門戸に 立ちて 米 


夭 明年 間 未 

だ 盛ん 也 


錢を乞 ふ を專ら とせし 也。 叉 京阪に も 當時は 彼 比丘尼 踐絶 せし 也〕 此 比丘尼 其始を 知ら ゃ寬文 

より 風衰 へて 歌 を W ひ、 天 和より 寶 し、 元 綠 より 中 宿 あり。 寶永 正德、 享保元 文、 寬 保の 間 

盛んに 行 はれ、 寛 保 一た び 中 宿を禁 すれ ども 亦其禁 弛み、 再び 行 はれし が、 又 漸くに 衰 へて 安 

永 天明 比に 全く n: 都に 廢絕 せし 也^ と斷 じて ゐる。 但し、 「京阪に も當 時は廢 絶」 とい へる が、 

然ら す、 多少 形態 こそ異 りたらん が、 近く、 文化 頃まで ありし こと は、 —— 而も； 買 色の 徒 也 I . 

後揭の 「筆 拍子」 の 文 を 以て 推すべし である。〕 

然るに、 蜘蛛の 糸卷 (^東京 山 著、 弘化 三年の 序) の 「かくし 賫女」 の 中に T 天明 中 盛んな りし は 云々。 

深川大 橋び くに 切 二  fso 下 は 百。 泊 リニ 朱 云々」 と ある を 見れば、 天 明朗な ほ寶色 比丘尼が 殘 Eg!..v 據 守し 

てゐ たこと は 明かで ある、 (又、 此に 珍と する は >  常時の 比丘尼 揚 代の 叩 細なる 表示 ある ことで ある 0) 

天明 年 盛んな りしに は、 尙 一典 據が ある。 曰く、 增訂武 江 年表の 天刚 年^の 中に、 

「勸進 比丘尼- 芝八官 町、 祌 大工 町より 出る-" 是に續 いて 淺€ャ 田 原 町、 同 三 島 門前、 新大 

橋 海岸 等な り」 

と ある。 場所まで 明細に 指定して ある 以上、 これが 本當 であらう。 〔予 は、 此の 「勸逸 比丘尼」 を、 禁令の 

爲已む を 得ず 勸 進の 古 態に リ、 而 かも 密寶淫 を 緩行せ し、 卽 一つ 以前の 寶 比丘尼に 異ら ざる 者と 口し る 也。〕^ ち 天明 

頃まで 賫色 比丘尼 未だ 盛んたり とい ふ を 正しと すべき か。 乃ち 「摸 遊 笑覽」 故老 曰く を 斥けねば なら 
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ぬ ことになる。 如何。 

然るに、 こ- - により 多く 年次 を 延長した 尙ほ 異說が ある。 曰く * 明 和 誌 (鼠 澳十種 一所 收) に、 

「二 享 和の 頃より 往々 處々 さかり 場に. 小 比丘尼 合力 を 乞 あるく。  i$ 朝と し 頃 十八 九 二十 位 

の 比丘 十四 五 人 づ-- つれ 立. 所々 もら ひ あるく。 大^^$:5!にかしらぁりて， 年 ごとに 越後 加 

賀の國 へ 女の子 を 買 出し 行、 比丘尼と するとい ふ。」 

と ある。 此の 比丘尼 ども は 何で あらう かで ある。 享和 は、 その 元 (牛 は- 馬 琴 「燕 石 雜志ー の 文化 七 

年の 以前 十 年で ある。 但し 此の 明 和 誌 所 揭の享 和 頃の 小 比丘尼と いふ は、 歌 比丘尼 賫 比丘尼と も^ 記 

してない から 何ともい へす、 或は * 他 普通の 勸進 比丘尼の 一 時 的 流行で あらう か。 (常時、 比 死：^ に 各糨ぁ 

り 0 伊勢 比丘尼な ども 相 t。s に 流行した こと は 各 翁に ある 0 其 他、 各地に 比丘尼が あった こと は、 無論で ある 0) 然し 

この 「十八 九- - 一十」 といへ るが、 何ともい へす いので ある。 

尙、 「只今お 笑 草」 (二 代瀨川 如皐の 著。 自序に みづの へさる 〔壬 申。 卽ち 文化 九 年〕 と あり。 續燕 石+種 第二 

„^収 じ の屮 にも， 黑 帽子 を 冠れ る年增 尼と 同じく 子 佻 との 输 ありて. 上に 、「浪花に び やん せう とよ 

び、 江 都に 丸太ぶ ねとい ふ" (守 a; 澄 に は、 京阪のみ の稱呼の如くこ ^；丸太を云 へ る こと、 前にい ヘリ。 之に 

據れ ば、 東西 共通の 異名な らん。 久彌。 ) 其 譯は 知らす。 花淸 しい わしゃ 是も 芥子 畑 一 と あり。 次に 一. 歌 比 

丘 尼 (朱書、 M 「は 絶てな し」 の 題 下に >  左の 記事が 見えて ゐる。 重複の 嫌 あれ ど、 是も 載せて おかう。 


「往古 紫の 一本な どに も 3^ えし、 いづみ 町八官 町び くに なぞの 餘流 にて、 天明 〔これ 卽、 また 嬉 

遊笑覽 故老の 言と、 燕 石-雑 志の 二三 十 年 前との 中間 說 にして、 若し 燕石雜 志の 二三 十 年 前 を、 三十 年 前にと 

れば、 卽 ち 天明 元年に して、 期せず して、 只今お 笑^と、 燕石雜 志と、 及び 守良漫 稿 所 引の r 睡餘 小錄」 と、 

及び 武江 年表 天明 年間 記事と、 1： 者 歌 比丘尼の^ 滅 期の 一致で ある 0 天明 說が、 多少 確 I 「-さ を 加へ たリ とい 

ふべき か。 久彌〕 の 比まで 新大 橋の 東 詰、 淺草、 みしま 門前な ど 〔武 江， ギ表 記事と 殆ど 同 二 W 所な リ 0 

久彌 c〕 に葭贅 立よ せし 花賫、 江 口の 宿に て ありし が、 勸進 にて いづる は のころ、 飛鳥 山 日ぐ 

らしの 邊目黑 の 不動 雜. ケ 谷なん ど、 人 群集の 所へ， 十六 七廿 許の 比丘尼、 蒲化桩 して 無紋に 

淺 黄ね づみ、 紬 やうの 小袖う ち 著て- 幅 ひろき 帶 前にむ すび、 つむり は 納豆 ゑ ぼしと かいへ る 

ものの 如く、 黑 木綿に て 折た る 帽子 を かむ り、 牛 王 箱 にゃあらん、 たい 箱と はいへ る黑 塗の 文 

庫 様の もの 小 わきに かいこみ、 小 うたうて もの 乞 ふ 事に ありけ る。 これに もト 比丘 g 二人，^ 

一二 人り つれたり。 また 小 比丘尼 は 粗末なる 木 めん 布 子に て脚枰 はき * 手お ひかけ て、 うしろへ 

垂れの ある 常の 角 頭巾 黑 もめんに て 作りた る を かむ り、 五合 程 も 入るべき 柄杓の 抦の みじかき 

を 持ちた るが 年の ころ 六ッ ばかりな るより、 十一 二 比 迄の 小 比丘尼 三人り 四 人り うちつれ- こ 

れには 御 寮 比丘尼と て 十有餘 にて いと 憎さげ なる が、 IS じ 出た ちに て 牛 王 is か. - へ て っき；1^4 
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ひ、 町々 門々 へ來 てうた ひける。 唱歌よ くも 覺 えね ど 

追 風 (資力) 

比丘 mei?  鳥；^ Q みなとに 船が つく。 今朝のお ぬて にたがら の 舟が、 大 こくと お ゑび すと にっこりと > 

チト くわん おやん なんとて、 愛々 數 こわねに て 物 こ ひける。」 

歌まで ある はとんだ めつ け 物で ある。 

. 尙、 「續 飛鳥 川」 (八十 九 翁、 文化 七 年 以後の 著。) の 中に も- 比丘尼の 歌 を 載せて なる。 曰く * 

比丘尼の 吸  「歌 比丘尼， うりび くに。 歌び くに は， 雜司ケ 谷の 會 式に 茶 iBji 々々を 廻る。 W に、 「めぐりあ は 

二 

せのう つり 香 も • むすびと めた よ 糸 ざ くら、 おやり なんし. 「祌 のお まへ に 松う へて * 花 も し 

よ 小金ば な。」 賫 びくに は. 二人 づ、 屋敷 を 廻る 遊女 也。」 〔これに 據れ ば、 is、 復古の 歌 比丘尼と、 

仝 娼の寶 びくにと 二様 ありた るが 如し 0  r 守 良漫 稿」 中の 睡餘 小錄を 引ける 論斷中 〔前提〕 にも 照應 して、 此 

の 事 確 實なリ とい ふ を 得べ し。 久^ o〕 

同じく、  r 續飛鳥 川」 の 別項に- 

「比丘尼、 寬政 以前 大 橋にば かり 冇り、 隱資 女な り。」 

と あり。 こも * 天明 を 終期と せる に. 多少の 裏 害せる ものと 謂 ふべき である。 尙 「親子 草」 にも 「比 

丘 尼と いふ もの、 今 は 一向 見 當らす 候」 と ある。 「親 草」 は 寬政九 年 版、 卽ち 矢張り 前 說と相 呼應し 

て、 天明 を 以て 賫 比丘尼の 廢絕 期と して ゐる らしい。 すれば、 明 和 誌の r 享 和の 頃より」 が 益々^ し 


い。 若し 有りたり とせ は、 復古の 勸進 一 方であった ことが 確實 である。 威 は 延享の 誤りで はなから う a. 


K 地 は 文化 

猶在リ 


尙、 すでに 貞享 頃、 义は それ 以前より 阪地 にも 是 あった こと は 、「好色 一代 女」 の 記述 を 初めと し、 

「大阪 に はび やん せう」 とこれ を 謂 ふと 「只今お 笑 草」 の 胃 頭に も あれば、 爾來引 綾き これが 榮 えて 

ゐ たこと は、 明かで あるが、 尙、 「筆 拍子」 (文化 顷根 行) の 「伽 遣 ふ 船」 の條 にも- 

「中古 は 熊 野の 牛 王を賣 りて、 さも 殊勝な りし も- いつの 程に か 色 を 商 ふ 者に 成りし が、 それ 

さへ 今 (文化 頃) は 姿 か はりて 舟 比丘尼と 云うて、 小舟に 打乘 り- 大船 毎に 漕 寄 すれば、 いっと 

て も 炭 薪の 類を與 へる 習と は 成りぬ。 これなん 比丘尼に 布施 物 を 遣 はせ し餘 風なる べし。」 (外 

骨 氏 著、 「笑 ふ 女」 に據る 0) 

と ある。 宛然 r 1 代 女」 の 記述と 同 1 であり、 船 比丘尼 氓び なかった こと はこれ で 分った が、 さて 

こ.^ に 疑問 を 措く の は、 江戶 は、 前に も 云うた 通り、 遲く とも 天明 頃 に^んだと ねばならぬ 純賫色 

比丘尼が、 「一 代 女」 當時 その ま、 の 船 比丘尼と して、 大阪の 此の 「筆 拍子」 の 「今」 にあった、 文化 

に存 して ゐ たこと は 聞き物で ある。 江 都は嚴 令の 爲已む を 得す 廢滅 したが、 阪地は 割合 に^かで あつ 

た爲、 水上に^ 出沒 して ゐ たと 見ねば ならぬ ので あらう か。 如何。 疑 はしい けれど- とにかく 此に擧 


「t "栗毛」 二 

川 さ きの 比 

ly 尼と 哏の 

H 


げて おく  0 

尙、 田舍ま はりの 比 化 尼に ついては、 古く 「一代 男」 の 坂 田と 好個の 對照 を爲す ものに、 文化 期の 

「柬 海道 中 膝 栗毛 四 編 上」 〔喜 三 二の 序、 文化 乙 a: せ (二 年) と ぁリ〕 の 二 川 さき 一： 坊主 持の 項〕 が ある。 卽ち文 

化 頃、 原始的な 比丘尼 風俗が 猶ほ 街道 筋に 出没して ゐた證 左で あらう。 〔- 以て、 下揭、 本居宣 長の 「賤者 

考」 と對照 すれば 一層 妙で あらう。〕 曰く、 

「(前略) 此內 あとより、 びくにが 三人 つれに て ゆびに つけし 管 をなら してうた ひくる うた 「身 を やつす 

賤が おも ひ を 夢 ほど さまに しらせた や。 ゑい そり や。 ゆめ ほど さまに しらせた や. - サ アサさん 

からへく 北 八 「あざやかな 聲 がする トふ りか ヘリ、 ヒャァ 比丘尼 だ/ \o サァ彌 次さん わた 

しゃす 彌次 「ヱ、 いめへ ましい 北 八 「人に 荷 を もたせる は 中，. 一\ い、 もの だ。 是 でお 佻 を 速た 

心 もちだ。 ャ ァ，， こいつら ァ まんざら でもね へ。 彌 次さん 兑 ねへ。 こちらの 比丘尼が おれ を 

見て。 ァレ いっそに こ./ \ と 愛敬が こぼれる よふ だ- 畜類め 1- 次 「あいき やうの い、 のじ ゃァ 

ねへ。 ァ リャ顏 にし まりのね への だは 北 八 「わるくい ふぜ ト此內 あとに なリ さきにな リ行、 びくに 

はま だとし も 二十 二三、 今 ひと リ はとし ま、 十二 一の 小び くにと もに 三人 つれ、 中に も わかいび くにが きた 八 

の そば へよ リて 「乇 シ あなた 火 はお ざ 0 ませぬ か 北 八 「アイく  (中略) 北 八 「今夜 一 所に 泊り て へ 

の。 なんと 赤 坂 を 行なせ へ。 一所に しゃせう (中略) びくに r ナ 一一 わたしら が 。たと へ 髪が 有つ 


ひて 

たと て 誰も 構 人 はお ざり ませぬ 北 八 

「ある だんか。 わつ ちら ァ 一ばん に 

かまう 氣だ。 なんとか ま はして くん 

なさらん か びくに 「ヲホ 、、、、(中 

略) 野 みちを さつく と 行 過る、 北 八 あ 

きれて 見お くる 云々 (下略) 

以て、 當 時の、 比較的 色氣 乏しき 比丘 

尼 〔それだけ 本 來の廻 行 比丘尼〕 の 1 端 を 知 

るに 足りよう。 (尙、 此項、 「膝 栗毛 輪講」 駭 

遠の 卷に、 此の 折の 比丘尼の 3； 其 他に つ いて 考 

證見ゅ C 就て 看るべし 0) 〔比丘尼の gr こ、 

に 又 一 例 や-見た るを奇 とすべし o〕 

最後に、 本居宜 長の 賤者考 より， 「勸進 

比丘尼」 の 項 を 故かん。 

r 勸進 比丘尼 は、 歌 比 \ ^とも 熊 野 


サ 


$ 卞ラん 

1 K 


LI 


お』 


^  ^f  \も 


や. ん 


* ヽ イリ 


ヶ 


比 ともい ふ。 地獄の 搶卷物 を 昔 は 持ち ありき て、 繪 解して 女楚 ゃ勸 進したり が、 綺卷^ は 

すたれて、 一種の 歌 をうた ひ、 柄； 5： を 持ち ありく ことなり。 もと 熊 野に 來 りて かの^ 卷物 をう 

け、 諸國を ありき ける 山なる が > 今 は本國 には總 ベて 此の 者な し。 江戶 名古屋 などに はありて， 

歌 をうた ひて、 ぉ勸 進と て 米 錢を乞 ふ。 京大 阪 にも か k る こと あり やよ くも 閱 きしら. fo 〔大阪 

にあり しこと、 「 一 代 女」 「只今お 笑 草」 及び 「筆 拍子」 等に 見 ゆ。 前參 照。 久彌。 ) 京 あたりに 

此の 種 は あれ ども、 賣婦 同様にう ち/ \ 色 を賫る 者な り。 大阪 もし かる にゃあら む。 その他の 

國々 にも あるべし。 伊勢の 小 侯 比丘尼と いふ あり。 是 れはビ ンザ 、 ラと いふ 物 を 手に かけ 鳴ら 

して 錢を乞 ふ。 此の 者た まく 熊 野に 來る事 ありと きけ り。 昔の 餘 波なる べし。 (小 俣 比丘尼 

は、 前掲 「織 留」 中の 比丘尼と 同じ 也。 卽ち 織留の ー兀祿 前後より、 宣 長の 近世まで， 彼の 二 女 

の傳統 を嗣ぐ 者、 小 侯に ありし 也。 か \ る 類 他の 地に も 多 かりし なるべし。 久彌。 ) 

名古屋 あたりの 歌 比丘尼 も、 もとは 此の ビン ザ、 ラを 持ち 鳴らして 來 りしが、 後 はふと ころ 

にいれ て 軒 毎に は 鳴らさす， 刖に 長き つ、 V きたる かぞ へ 歌な ど ありて、 好む 時 はこれ を： S ふと。 

おのが わかき 比 聞きし るの みに て、 ふつに 見た る 事な し。 何 ごと も か はり ゆく 世 なれば、 今 は 

いかな らん。 それもう ち，^ に は 色を賫 るな どもき けり」 (宣長 は、 享和 元年 九 二十 九日、 年 

七十 ニ殁。 故に、 若き 頃と は、 いつ 頃な りし か。 恰もよ し- 寶曆 元年 は、 彼の 二十 ニ歲 である。 


すれば， 嬉遊 笑覧 故老 說と 相似たり とい ふこと になる。 久彌。 ) 


比丘尼の 沿 

革槪說 


とにかく T 鮭. 鰹、 大名， やしき、 生い わし， 比丘 1:^ 紫、 ねぶか、 大根」 (三 都 名物の 狂歌の 屮 、江戸。 

蜀 山人、 「一 話 一言」 所載 0) とも 云嚷 された 歌 比丘尼 は、 寬 永以： M すでに その 風 都鄙に 行 はれ、 專ら熊 野 

仕込の 絡 解 をな して 米 錢を乞 ひ あるきし が， 寬永 頃に、 給 解よりも、 さ、 らに 合せて を ii^ ふこと 主 

とな. その 頃す でに 往々 にして 賫 色の 風 あら はれ、 一 ffi: 治 頃 は、 宿場 女郎と 同じく、 街道 筋に 出沒、 

以て 「東海道 名所 記」 の 作者に 拾 はれ * この頃 寬永 頃の 白き 布を卷 ける 頭 は、 黑き 帽子 様と 代り ゐた" 

さう して 無 fJE 京大 阪 にも 流 i: して ゐた。 (大阪 は、 屋形 町に 彼等の 奧窟 があった とい ふ。 近世 世相 史に據 る 0) 

顧客 は、 小者 奴より 後 は 武士まで も 之に 加 はり， 江戸 は、 益々 資淫の 風 盛んに、 延寳、 天 和、 资享， 

元. なの 問 愈々 流行 を 極め. その 窟 並びに あげや 現れ、 中には 舟 稼ぎ ともなり、 正 德ニ年 以後 は、 そ 

の 風俗 も 多少 變 りて、 頭巾 は淺黄 木綿と なり、 义吉 原の 太夫の まねして、 以前の 木綿に ひき かへ て 綾 

羅を纒 ふこと、 なり、 全盛 人の 目 を そび やかし、 遂に は 元 文 六 年 一 武士と 心中す るとまで 情 海の 花形 

とたった。 此頃江 都 以外 は 漸く 廢れ て. 殆ど 江戶の 名物の 如くな り、 隨 つて 上司の 取綠 漸く 厳しく、 

しかも 需要 猶旺ん に 天明の 頃 (或は 寶 曆頃ン まで その 流行 を 精け * 終に その 跡を滅 すろ に 至った。 タ 

f^w. 非寶 色の 比丘尼 速の 戸毎の 勸迪 もあった であらう が、 比丘尼 歡迎 のホ體 はこの 寶色者 流に 


ヒ 

丘 

考 


I 

あった こと はぶ：： めぬ。 而 して その 賫 色の 徒 も、 盛 行に つれて、 純 比丘尼 出 も あれば、 はた 純 私 g の變 

形、 All^ 描への 丸坊主 もあった こと は 無論で あらう。 後 は、 賫 比丘尼た らんが 爲め、 その 扮を 装った^ 

多き にゐ たこと も事實 であらう。 これが 大略、 以上の 歸納 である。 

なほ、 當時 比丘尼の 愁頭 は何處 であった か。 初めは、 熊 野の やう 記せる も あるが- (前 揭、 「倭 訓菜 J 

等) 更に 一 說、 

「今の 比丘尼の 愁 頭と いふ は、 本 江 州 水口 甲 賀郡大 峰の 大 先達 钣導寺 御朱印 二百 石 の 寺に て、 

天台宗 梅 元 岩 本院な り。 故に 文臺 とい へる ものに 元は 牛 王 を いれたり とい ふ。 此事 人の 知れる 

事 まれな り。」 (增訂 一 話 I 言卷 四十 八) 

と あり。 然し これ は 所謂 歌 比丘尼に 關係 なき 一般 普通の 比丘尼の 頭であった のか も 知れぬ。 然し 

• 牛 王と いふ 點、 多少の 疑 ひが ある。 或は、 是れ歌 比丘尼 輩の また 您頭 でもなかった ので あらう か。 如 

何 0  * 

附記 尙、 賣 比丘尼の 帽子、 衣裳、 履物、 笠 等の 變遷 につ いて は、 「我 衣」 〔燕 石 十 種 第 一所 收〕 に 圆解を もて 約 

說 しあり 0 就て 見るべし 0 守 貞谩稿 (近世 風俗 志) にも、 その ま 、これ を轉 載せ リ 0 これらに も 及ばん 

かとせし が、 予の 此の 考、 寶 比丘尼の 變邀 分布 を 主にせ る 記述 なれば、 殘リ 惜し けれど 凡て 省きつ 0 恕 

せられた し 0 尙、 以上の 述の 他、 餘日、 再び 他 書 渉孅を 重ね、 ！？^^修正することぁるぺし。 

—— 大正 十三 年 四月 —— 
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賣 比丘尼 考铺遺 

その後、 「，寳 比丘尼 考」 の 補 遣と して、 偶然 左の 三 項を發 見した。 尙、 此類 多から う。 旣載所 引の も 

のと 重複の もの も あれ ど、 面白き^ 資料 も あれば 特に、 登載して おく。 所 據の本 凡て 別に 珍しく もな 

けれど、 一括 通覧の 便 を 計ら ひての 事で ある。 (尙、 比丘尼の 細腰に ついては、 鳶 魚氏舊 「新 小說」 所 

載 「細腰の 研究」 なる 一文に く はしい。)  . 

〇 色 比丘尼 比丘尼 は 女 僧な り。 異名 を髮 長と いふ は、 齋宫の 忌詞に 僧を髮 長と 稱し、 尼 を 

女髮 長と 稱 すと あるに 本 づき たるべし。 尤 一二 衣 を 着て 怫道を 修行すべき 身の、 いか なれば 邪 

行の 戒を 破て、 姪 を賫る こと を活 業と する や。 渠も淸 女が いひ けん 木の はしの 類 なれば、 丸 

太と 呼る、 も宜 なり。 されば 都と いへ ど、 比丘尼の さま は法氣 づきて 可怜 からす * 伊勢の 明 

野原 朝 熊の 比丘尼 も， 職人 盡の緣 を 見る 心地して 愛な し。 況んゃ 遠州繩 手の 比丘尼 は、 さな 

がら 花 子に 等し。 今 は 昔に なりぬ、 神 田 安宅より ねり 出る 折 腰 歩の 風流なる、 楚 王に 見せな 

ば六宫 細腰な しと 歎息した まふべ し。 思 出 ゃ八官 町の 枕に 落る 三綠 山の 七に、 缝 のなからん 

里 もがな とか こち、 和 泉 町の きぬ t さそ ふ歸 大工の 聲に、 鳥 はもの か はと わび けん も 夢な 

り や。 昔 見し 其 面影 も诸に 遊ぶ 蟹の 子なら で艄の 窓より 顏 さし 出し、 小歌うた ふ も はしたな 


と」 


く，  辨 名に しお ふ 顔の 色 も. 雪の ふる 日 はいと-に 愛な し C 怖 本 太夫が * 夕 越 ゆけば と 

伦 けん， 川風 寒く 千鳥 鳴なる 橋の 抉に * 軒 を 比し 暖簾の 內 より * ゆき 、の 人 を 喚 子 鳥、 お ぼ 

つかな くも 立よ る 荒 魂が、 短き 郎鄲の 夢に 五十の 鵝 信を算 しあへ す繙 ひきちぎって やる も， 

流石に 物の 哀 もこれ より ぞ しると * 俊 成 卿の 言の葉 もお も ひ 出られて 可笑し。 c 麓の 色卷五 

近世 文藝 叢書 第 十 風俗 所收〕 

-れざ j  〇 大橋 新大橋 西廣揚 なりと ぞ 〔紫 鹿 子〕 顛拔新 大橋袂 チヨ ンノマ n  n リ此淨 土の 風俗、 頭に 黑 

き 頭巾 を 戴き、 衣裳 は 常の 如く、 其 形佛體 なり。 マウ シ くと 呼ぶ 事頻 なり" 〔遊里 花〕 上大 

橋 端 詰、 濡事を 見て 心 わるい 海士。 〔蜘 の糸卷 〕 大橋 比丘尼 泊 二 朱、 切 二百、 下 ；。 〔好色 訓蒙 阖彙〕 

豐 芥子 曰、 予が 所蔵に て闕 本年 號 なし。 貞享 元祿の 頃に やに 載る 圖 比丘尼 丸太 比丘尼々 々 々 ぃざ蔡 問 

ん、 齒は 白う して 頭の 黑き はこれ なん 丸太 船、 寄べ 定めす 色 をう り 歩行く。 昔 を 聞けば 妙法 

も 手 まだう し、 阿 爺 もた す 魚く はす、 寺参りに 竦き 家 美 (かみ) さま. 談義も？^^法も！：^にとま 

らぬ女 直に、 地獄 極 樂の畫 を かけて 繪解 しで 聞かせ、 老の坂 登れば 下る 常なら ぬ 世の 無常 を 

示して、 心なき にも 洎を こぼさせ、 いと も 殊勝に 有け らし。 いつの 頃よりか 樹は 水晶 を 欺き • 

眉 細く 墨 を 引き、 黑. S 帽子 もお も はくら しく かつぎて、 加賀 笠に ばら 緒の 雪駄 * 小^ をよ すが 

にして， 勸 進と 云 ふし ほの 目 もとに わけ を ほのめかせ、 六尺 中間が 思 ひ 種と なる。 帽子と り 
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て 枕した る 頭つ き は、 西瓜の ほけ たるに いきうつし なれ ど、 なづむ 上から は吉 野の 卷、 高 馬 

の 秋と 目 も あやなり。 夜の 逢？^ は 仲 の 堅い 法度に て、 おて きと なれば 我方へ つぼ 入り さす 

る、 酒のませ茶飮する1^11^茶3|に替る事なし。 勤に 事 か i さぬ 比丘 ra? は、 紙 も相應 にっか ひ、 

脚 布 も 色白な り。 衆生に 綠 薄き 御 方 は、 揚錢も 定まらす、 はり もい きぢも 沙汰な し。 安い 物 

は錢失 ひ、 いやな 虫 を 置土產 にしつ、 跡に て は 何ぞが 見えぬ と 云 はぬ 事な し。 〔びく 人 せりふ〕 

時に こっちの 宗體 は、 つむりの 頭巾 は 富 士の八 葉 を 表し、 かん ざし 月の 光 を かす、 帶は 虚空 

の 一 圓窓、 下駄 は 九 品の 蓮華 を蹈 み、 文臺は 世の 布施 物 を 保ち、 流れ 盡 きせぬ は、 昔 

のえ にし 千ホ ：- の 文 を、 ^¥ ^と 客が 無理 云 ふ は， せまいと 口舌に の 中 直り、 云 ひ 拔け間 

に 合ひ鳗 茶屋、 男を祌 S の と 伏せう と * 涅槃 の 床は是 こそ 彌陀 の 八官 町、 世間 を とんと 

丸太 船。 〔華 里 通 娼考〕 比丘尼 國 丸太 國 とも iK 人物 毛な し、 fK 竺の 風俗に 近し。 佛法を 信じて 

勸 進を專 にす る。 但し 此國 害： ありて 夜な し。 大熱國 にて 笠 を 放さす。 按に 此阔の 人往々 小船 

に掉 さして * 深 川の 大船の 間に 遊て、 船中の 旅客 を たぶらかし、 巾着の 底 を はたかし む。 或 

は鄹陽駿臺の^！！邦に漂流して赤坂奴の へそくり錢を奪ふ。 土産、 頭巾 天 笠 遺風 文 je>:  S にあら 

ず 箱な り、 米と 錢とを 入れて 上下の 口 を 養 ふ 駄た 5- し Mi 塗 多し びん ざ さら， 黑 米飯^ 腰 を 好む 故に 

飯の 食へ ざる やうに す、 楚王^ 腰 を 好む の 餘風右 國の產 物な り。 〔かくれざと 下卷近 W 文 I 一叢 # 第 十 
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「閉 上手」 


風俗 所收〕 

〇 びくに 祌田 へんにて 比丘尼が 二三 人 行 逢 ひて、 つれ 立 はなして 行く を 聞く に T け ふはつ 

ちゃの、 通り 町で、 ゑ \ 女 を 見やした。 ソレ ハ/ \ とんだき りょうでの、 島ち りの 小袖に 紫 

うら を 付けての、 帶 は黑縊 子の 幅廣 を路考 にむ すんでの、 そして 髮 はとい ふて 手 を あげ T わ 

が 身で なし 深 川 ほんだ さ。 〔聞 上手 小咄 十 種所收 ：一 —— 大正 十三 年 六月 補 —— 


「本朝 醉菩 

提」 ょリ 


比丘尼 1- の 

四 


賨 比丘尼 續補遣 

〇 「本朝 醉 菩提」 (京傳 作) を讀ん で居リ ました 處、 歌 比丘尼の 吸 を 見出しました から、 御 通知 o( 本朝 醉 菩提 

の、 姉妹 本 事 品 第五) 

か ぶ 

「その 跡へ は 五ッか 六ッの 傷々 しき 小 比 尼 丘が 黑 木綿の 頭巾 を被リ 柄杓 を 腰に さして 出れば、 老女 云、 そ 

ぅリ  ぶんこ 

ち は 今少し 生 立て 伊勢 か 熊 野へ やらねば ならぬ 0 比丘尼と いふ 者 は、 牛王寶 とて 文 匣 を 脇 挟み、 熊 野の 地 

けがれ  あはれ  なリは ひ 

獄 の緣說 して、 血の 池の 稜を いませ、 不產 女の 哀を 泣す が活業 ぢゃ。 いで 比丘尼 歌うた へと いへば、 アイ 

と 答へ て 小さき 指に、 比丘尼 I 彫 を 打 鳴し、 

『梅 はに ほひよ、 模は 色よ 人 は 美 目よ リ唯心 0 ぉ勸 進、 おやん な』 

と 舌 も 廻らず 喷 ひければ、 わけて 哀に 見えに けリ。 lK々o」 (大正 十三 年 六月 二十日、 逸 名 氏よ リ) 

〇 新しい 活版本で すが、 「新版 端哏」 に、  .： 
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纔邊 比丘尼 


比丘尼 3- の 

五 


伢 勢に 宇 橋、 內宫 外宫、 八十 末社の 宮續 き、 あ ひの 山で はお 杉お 玉が、 しまさん こんさん なかの リ さん、 

岩戸 山に は 道つ き、 二見 ケ 浦に は 浅 間 山、 あう むせき 機邊 びくにに 代々 神樂、 これ 申し 泊らん せ 0 

とあります 0 磯邊 比丘尼と 思 ひます 0 こ の S 、集 は 大正 八 年の 發 行です が、 この W がいつ ごろから 3； はれた 

もの か 不明です が、 こんなに 35 はれて ゐ たのです から、 かなり 澤山ゐ たもの の やうに 思 はれます 0 今 ある 土 

產 物の資 ffi が 北：：" も あんなに あつたと すれば、 あの 資 女た ちの 中に も、 こんなの がゐ たので はないで せう か 0 

或は、 蠑螺 K ではない かと も 思った リ して， G ます 0  一 K々o  (大正 十三 年 六月 二十 六日、 能 15- 久 一 郞 氏より) 

〇 「『よさ. 板の、 转姿 窓から、 見れば、 花なら ば 初 櫻、 nr ならば 十三夜、 盛 まだし き、 閤の內 さて は、 野に 

く 百合の、 花し よが ゑ 0 ちとく わんく』 とぞ謠 ひける。 ャィく 喧しい 丸太 女 等、 甚に 及んで 何事 ぢゃ番 

所が 眼に 見えぬ か C lK々o ァ 、ヽ 堅い 侍ぢゃ 0 是ょリ 厳しい 番所 波に 搖らる  >  かかり 舟の 中 迄 も、 小 は附 

けた リ假寢 の 伽に 呼ばん す。 疲 しめての 寢心 は髮の あるより 無い 方が、 びら くせいで よ いげな 一 K々o」 〔大 

近 松 院本、 「吉野 都 女 楠」 第 四〕 こ、 にも 比丘尼 唭が ある 0 尙、 比丘尼 は、 好色 一代 男卷 三、 戀の捨 銀の 中に 

も、 「橋 本に 泊れば、 大和の 猿 引 一 K々o かやう の 類の {佰 とて、 同じ 穴の 狐 川、 身 は樣々 に 化る ぞ かし 0 此所も 

寳子、 浮世 比丘尼の 集リ」 と 現 はれ、 大近 松の 「五十 年忌 欲 45 佛 ，1 の 下、 「お 夏 笠 物 狂 ひ， r の 中に も、 「三界 を 

た 家と して、 袖 笠 雨の 5s リ にも 心と，、 めぬ 假枕、 流れに あらぬ 川 竹の、 笹 の小笹 のびん ざ さら 云々」 と、 

淸十 IS に由緣 ある 二人の 喷 比丘尼 を 描出して ゐる 0 同 近 松の 「夕霧 阿波 鳴 渡」 の中卷 にも、： 『よいた やして 長屋 

へ 比丘尼 引 入れ』 と ある Q 尙、 此の 颠多 からう 0  . 1 大正 十三 年 十二月 久彌補 I 


考尼 丘比寶 


169 


170 


お 雜波軟 f3 江 


鳥 追から 女 太夫へ 


浮世 檢 5? 調 


1® 恶 的な 媚 


「鳥 追から 女 太夫へ」， 鳥 追の 沿革で ある。 沿革と いうても、 軟 かな 話で ある。 鳥 追 變替の 詮索 をし 

て、 かねて は 彼女 「鳥 追」 の 三日月形の 編 笠と 紅の 笠 緒との 風姿 11 大 江戸の 春が 産んだ 浮世 綺情 

に 浸りたい との 享樂 的な 念願に 過ぎぬ。 

元 一二の. 江 戶を賑 した もの は、 諸 大名の 外觀 だけ は嚴 めしい、 內寳は 「封建」 の洛印 みじめな 猿芝居 

的な 登城 姿ではなかった。 

年に 一度 開放 せられた、 第四階級 として あらゆる 試練に 堪 へたる 彼等 町人 士女の 歡び、 享樂の 的 は.. 

げ にや 幕府が 非人の 名 を 冠せ て ゐた者 ども、 お 歳、 鳥 追、 赛駒 • 大 祌樂、 大 fill 舞の 類であった。 とり 

だいく  みめぐ リ  つれび さ 

分けて、 「 …：： 大々 祌 樂門禮 者、 梅が 笠 木 も 三圍の 土手に 囀 づる鳥 追 は 三^ 霞の 連彈 や」 (洁 元、 の i^) 

と W にも^ はれた 鳥 追の 優しい 蠱惑的な 媚態 は、 江戶 ならでは る 能 はぬ^ 麗な 背景の 基調であった。 

さう した 鳥 追 は、 一たい 江戸 期 或は 其 以前の 何時頃から 發 生した もので あるか。 最初から 女 太夫の 

みであった らう か。 また その 女 太夫 も 非人の 類と は 誰し も 知って ゐる であらう が、 どうして 非人の 導 

業と なった か。 また 鳥 追の 語原 は 如何。 その 考證を 多少 こ&に 費やさう と 思 ふ。 


鳥 追に は、 三次の 變 t: があった。 第一 次の 鳥 追 は • た^ 家の 鳥 を 追 ふや 付人で ある。 卽ち 田園の 一 

賤 夫の 業であった。 ぎ 「鳥 追 船」 (一名 鳥 迫) は- 丁度 この 意味の ものであった。 「鳥 追 船」 は- 九州 

tl: 摩の 日暮 殿、 訴訟 用に て 滞京 十 年餘。 その 留守に 家来の 左 近 尉と いふ もの、 その 家 を 横領して， お 

家の 妻子 をして &| 追 船に 乘 りて 水 の 鳥 を 追 はしめ た H 暮 殿の 歸阅 によりて 罪 發覺 するとい つた も 

さんしゃう だいふ ごにんり 十 ふ 

ので ある。 「三 莊 太夫 五 人 嬢」 (竹 田出雰 作の 掙瑶 璃、 「三莊 太夫」 物の 一。 但し 此の 作-; 35 前に も 三莊太 失の^ 說は 

隨ハ "淨 瑠璃に はれて ゐる) の 中に も、 對王 丸安靠 娘の 母の 御臺 が、 人賀の 乎から 佐 渡で 鳥 追の 苦役に 服 

した ことが 哀絕を 極めて 描かれて ある。 徂 しこの 時の 御臺 は， 傳說 では 粟 圃の鳥 を 鳴子 を 鳴らして 追 

つた。 さう して 此の 事件 は. 村 上 }^皇 の 天 暦年 間 (西紀 九 3 七 11 九 五六) 卽ち 平安朝 前期 末の 事で ある 

とい ふ。 若し 此の 說に 現れた 御 臺の鳥 追が 眞 である なれば、 田圃 鳥 追の 賤役 は、 旣に 古く 此の 時代 か 

ら 存.； ft して ゐた 事になる J 然るに 「近代 世事 談」 に は、 「鳥 追 は 長者の E 園の 03- を 追 ふば かりの 勤めに 

て 妻子 を 養 ふ」 とあって、 その 者 ども- 歳 曾に、 この長^|<^(三河の某所) の 宅に 來り； お を 招り て， 長者 

の 富を證 めた る^ を^ ふと ある。 その 文中、 延 文の 頃と あれば、 延文は 北朝 後光 嚴院の 年號、 尊氏義 

詮の 時代 (西紀 一 三 五六 11 一  三 六 〇) である。 鳥 追 第一 期が 室町 草創期 若しくは、 遙 かに 三 莊 太夫 傳說 

の 村 上； 大皇 期に ある こと は- これ 等に 依って 略判斷 がっくで あらう。 同 眷に曰 ふ 歌の 遣 風な りと 稱 

する のが 菜して 是 ならば、 この 追の 風 は 無論 延文 以前に 發 生して ゐ たので ある。 は事談 の 三 河- 4i 者 
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の話眞 f らば. 歲 首の 鳥 追- また 萬 歳と 同じく 三 河が 發 生地で ある。 

第二 期の 鳥 追 は * 所謂 r 雍州府 志」 にも ある 敲き 與次郞 一 名 鳥 追の 鳥 追で ある。 これ は， 第 一朗の 

風が 更に 發 達して、 1 種の 營業 化した ものである。 r 雍州府 志」 悲田 院の條 に、 「元旦より 十五 日に 至 

るまで、 笠 を 着 * 白 布 を 以て 面 を 覆 ひ、 手を敲 きて 祝 語を唱 ふ。 門戸に 倚りて 米 錢を請 ふ。 是れ敲 き 

與次 郞と號 す。 又 鳥 追と 稱す o」 (原 漢文) と ある， 是 である。 守貞漫 稿に は、 これが 「安永 天明 (十代 家 

^時代、 西紀 一 七 七 二 —— 一 七 八 八) の 頃迄來 りしが、 後 之を廢 す。」 と あるから、 恐らく 室町 期から 江戸 

中期まで- 京阪 地方に 於て 行 はれた もので あらう と 思 ふ。 而 して 敲き與 次 郞の與 次郞と は、 京の 悲ロ 

院の 頭であった のが、 その 配下の 者まで もこの 頭の 名 を通稱 したので あらう と い ふ 事で ある。 

江戶 では、 これが 女 太夫と なった。 これが 第三 朗の鳥 追で ある. K 或は 京阪に 敲の 存在 中、 旣 に江戶 

に 女 太夫の 鳥 追が 生れて ゐた かも 知れない。) 京阪の 敲き は、 手を拍 つたり、 又は 掌 を 扇に 敲 いたり、 

又は さ- -ら (割 竹の 類) や 或は 笹竹ゃ 木片 を 擦り 鳴らした りした。 これ は草创 期、 田野の 鳥 追が 矢張り 

さ \ら を 使用した。 夫から 出て ゐる らしい。 r 增補 松の 落葉」 にも その 意味の 歌が ある。 (同書 卷第 四。 

古来 中興 踊 歌百番 の內、 第 百 「ささら 踊」) が變 りも變 つたり、 卽ち 三味の 三下り となった。 さう して 京阪 

の 醜い 檻褸を 纏うた いかにも 乞食の 徒た る 男性 姿が、 極端に 柳腰 皓齒の 美女と 變 じた。 

江 戶の女 太夫 は、 無論 松 右衛門 や 車 善 七 (當時 江戸の 非人 頭) の 配下であった。 然し 平常 は 彼女 等 は 所 


、夫 太 女 ら か 追 鳥  m 


謂 女 太夫と して 一種の 賤 業の 徒であった。 守 貞漫稿 入の 部に、 「右 小屋の 妻 娘 は、 女 太 夭と 號け、 菅 

笠 を 被り、 綿 服綿帶 なれ ども、 新しき を 着し、 襟 袖口に ii 緬等を 用ゐ. 紅粉 を粧 ひ、 日和下駄 を 穿き， 

いと^め きたる 風姿に て、 一人 或は 二三 人 連れて、 三絃 を彈き * 巿店門 戶に據 りて 錢を乞 ふ を 業と す。 

"往々 此の 女 太夫に 美人 あり。 巿 店に は 一文 を與 ふるのみ。 他國 より 勤番の 下士 等 は、 邸 窓の 下に 呼び、 

二三 十 錢を與 へ、 一曲 を 語らせ、 或は 花 遊山の 所、 多く 女 太夫の 徘徊す る 時、 彼の 士 酒興に 乘じ杯 

を與へ 煙管 を 共に 喫 ふ 等、 言語に 結せ り」 と 憤慨され たもので ある。. これが 「元日より 十五 日まで、 

衣服 は 平日と 同じと 雖も、 新 綿 服 を 着し、 三 終の 唱歌 を 異にす。」 (同書) と ある。 それが 元日 は、 「編^ 

を 被り、 ：：.： 中旬 以後 は、 菅笠に 換 ふる 也 U 編 笠の i- を 鳥 追と いふ。」 (同 害) と ある。 

して 見れば、 江戸の 鳥 追 も， 女 太夫が 鳥 追と いふ 名の 下に 來た 期間 は、 京阪の 敲與 次郞と 同じく 元 

日より 十五 日の 半月で あつたと 見える。 さう して この 新 綿 服に は- 彼女 等， 階級 制度の i=? しい 折抦、 

分けて 賤民に 屬 する 彼女 等と して は * 淚の 出る やうな 苦心が あった。 

「鳥 追の 姿は淸 新で^ 闥 であった、 冠った 笠の 紐が 紅 鹿 子の 紋、 白い. 顋に 結んで， m 洒な 木綿 屮 

形の 着附 * 帶も 木綿 だが、 凝った 中形 を擇ん だ。 それ を 引 掛けに 結ぶ。 水色の 脚雜、 白 足袋に a 和 下 

駄、 化粧 を 淡白に して ゐ たい 概して 木綿で あるが、 袖口に 半襟 だけ は 縮緬 を附 ける。 それが 妙に：； K 立 

つ。 大抵 老若 二人 宛 組んで 行く。 後から 米 袋 位な 麻の 袋を擔 いで、 親 や 本 夫が お ffl- して： Q る 。その 牧入 
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阿 彌の脚 

本 


は、 よい 時には 松の 內に ニ兩 f 一分 位の 貰 ひ はあった とい ふ。」 (三 田 村窵魚 氏、 「江戸の 珍 物」 ょリ) 收 入に 

關 して は、 「當町 (江戸 をい ふ) の 非人 小 sd- より 來る者 一人に 十二 錢紙 包を與 へ、 他 は 一 錢を與 ふ。」 (守 

貞漫槁 上) とも ある。 

さう して 彼女 等の 晴着の 反物 は、 普通 木綿の 反物に 比して 三 倍の 高値であった とい ふ。 賤民の こ 

ととて、 幕府 は 絕布を 着用 させなかった。 乃で 女性の 弱點 (賤民と 雖も 矢張り！ S 憐な 女性 ども) を 巧 

に 利して、 彼女 等の 欲求 を滿 足せし める 一種の 吳服屋 が ^来た。 彼等 は 年中 非人の 女性に 向く やうに 

木綿 中形の 凝った 染を 工夫して、 就中 女 太夫の 初春、 鳥 追 姿に は、 法令 を 潜った 溢い 派出 好み を 凝ら 

したと いふ。 從 つて 此等を 需要した もの は >  同じ 非人で も 金 廻りの よい 仲間であった 0( 今日で も飴寶 

などの 女藝 人が、 木綿物で 存外 粹 ななり をして 來 るの は、 此の 遣 風で も あらう。) 

鳥 追に 關 して、 これ を 村 料と した ものに 河 竹 默阿彌 作 「夢 結 t 鳥 追」 (おこよ 源 三郎) の 安政 三年 作 

が ある。 講談 種に もな つて ゐる。 このお こよ 源三郞 の事實 は、 鳥 追ではなくて、 座 光寺 藤三郞 なる 信 

濃 衆 千 百 石の 旗本と 瞽女お 八重との 事で あると いふが、 私 はこの 實說 よりも 笼 化せられ 戯曲 化せられ 

た. おこよ 源 三郞を 取る。 そのお こよ も 矢張り 婀娜な 鳥 追 姿が 凡ての 悲劇の 基であった。 (ft? 追に 關 

した 芝居で は、 三世， S 竹 新 七 (默阿 1 門人) 作に 明治 十 一 年の a 追. f 、？ 松が ある。 外題、 n 一十 四峙改 F: 新 

話。」 新 平民と 改稱 せられる 明治 初年 を 背景に した もの。 仕組 は、 賤民 毒婦の iKh ま 。ソ 


づニ太 おら か .fe  m 


女 太夫の 鳥 追の つた 歌 は 如何なる もので あるか。 これに も 前後の 變遷 があった。 その 初めは- 丁 

虔 「世事 談」 の 延文年 問 三 河に 行 はれた ものと 大同小異の 內容。 長者 を證 めて その 田地の 廣 いこと を 

稱へ、 色々 その 長者の 邸の 初春の 光景 を 叙し. 併せて や 年の 害鳥 驅除、 豊年の 稳 ある こと を 祈った や 

うな， 可な り 長い ものである。 (仝 M 、一  ^陽唱 話」 に出づ 0  r 江戸の 珍 物」 及び 「百科 大 辭典」 に 亦 載す。) それ 

が 後に は， 鳥 追の 文句 を寶 入した 普通の 小 W となった。 「お 長者のお 庭に 音の する の は 誰々。 ぉ大 靈 

く。 簪 やらう か， 鳥 追に。 買って やらう か 鳥 追. - 柬の 方に は淺 黃帷、 mi 羽織、 髮は本 m か 鳥 追。」 

(文政の 「新 鳥 追」 の 一節 0) の 如きと なった。 又 「常の 歌、 及び 淨瑶璃 と異る 一節 を S ひ、 三味線 を ま 

紘 して 來 る。」 (守 贞漫稿 上) とも ある。 此の 繁絃 が、 昔の さ \ら の波殘 とい ふべき であらう。 

江戶で この 女 太夫の 鳥 追が 何時頃から 行 はれた か。 「近世 世相 史」 に は、 元祿 期の 年中行事に 旣 にこ 

れを 載せて ゐる。 然 なれば- 京阪の； お敲 きの 鳥 追と 既に 同時に 存在して ゐ たので ある。 京阪に. ぉ敲き 

滅 ぶる も、 (京阪に は 女 太夫 は 生れなかった ：) 猶 この 江戶 鳥 追 は 滅びなかった。 然るに 明ュ ^ を琳と 

して その 面影 もた うとう 诚 びて しまった。 今や 猥雜な 三 河； ：-£ 歲、 獨り餘 喘 を 保つ のみと なった ので あ 

る。 「美しき もの、 凡て 滅ぶ」 とで も- 嘆した くなる の は、 無理 か。 

【追 補】 11 三莊 太夫 物の 古淨 瑶璃， 並に 小說 類め 書目 を 補って おく。 

〇 說敎與 七郞の 正本 「さんせ う 太夫。」 之に 次ぎて 淨 瑠璃 山 本 角 太夫の： 本 「都 志； +: 丸に 岡 本 


文 彌及其 門人の 語 物なる 「三椒 太夫。」 紀海 音に 「山椒 太夫 戀慕 湊。」 (寶永 五 年豐竹 座)。 「山椒 

太夫 葭原 雀」 (享保 五 年 豐竹座 登場)。 竹 田 出 雲に 「三庄 太夫 五 人孃」 (享保 十二 年 * 竹 本 座)。 

寶曆十 一 年に 竹 田 小 出 雲に 「由 良 湊千軒 長者」 (實は 半 一 r 三 好 松洛等 合作) あり。 〇 小說に は、 

むすめ 

其磧の r 唤分五 人媳」 (享 保！ 一十 年刊 行)。 降りて 不乾齋 雨聲に 「三 庄 太夫. E 良湊 長者 入船」 (文 

化 九 年刊 )o 東西 庵 南北に 「由 良湊 入船 日記」 (文政 五 年) 等が ある。 〇 歌舞伎に は- 賓曆 四 年 

のきの みな. V 一  こ：^ わのと り-どし 

八月 市 村 座、 「.E 良 千 軒髮鬼 湊」。 天 保 八 年 七月 市 村 座. 「三莊 太夫 銑 鷄 歲 」o 嘉永五 年 四月- 

河原 崎 座、 「昔談 抦三桝 太夫」。 明治、 「增 補三莊 太夫」 等が ある。 11 大正 十二 年 一 月 11 

〇 尙、 鳥 追の 研究に ついては、 京 附近の 鳥 追 は、 江 馬 氏の 一日 本 歳 事史 京都 之 部」 に悉 しく、 その 變遷 は、 

朝 倉 氏 「此 花」 (第 十六) にも 嘗て もの せられた 0 尙、 原始的、 寧ろ 本载 的な 田圃の 鳥 迫に つ いて は、 ^て飒 

俗畫報 (六 三と 一〇 六) にも 出て ゐ たが、 爐邊 叢書の 川 n 氏 著 「續飛 靡の 鳥」 にも 諸齊を 引いて 悉 しく 出て 

ゐる。 お 追の 歌 (女 太夫ので はな い) も 多く 載って ゐる 0 其 他 鳥 追の 歌 は、 「俚 謠！？ (文部^ 文藝 委員 會編 

寡) にも 載って ゐる 0 


者の 起源 


藝 者の 起源に 就て 多少 心 付いた 事 ども を 書き記さ うと 思 ふ。 それに は 「江戶 花街 沿革 誌」 (關极 氏) 

が 最も 耍を 得て ゐ る。 今 そ の 記事に 藉 りて 記す ことにする。 

遊女の 兼帶 遊女 は、 正德享 保の 頃まで は， 後世の 藝者 を羧帶 してね た。 遊 文の 他に、 茶屋の 主 $r 或は その 娘 

などが、 三絃 を彈 いたり W を 奏したり 踊を爲 したりした。 此 等の 輩 を 取 持と 呼んだ。 享保 以後 は 漸く * 

遊女の 色藝を 兼ねる ことが 止んだ が、 しかし 猶 新造の 中で 遊藝に 通じた もの は、 客の 前で 絃歌 を 事と 

した。 資曆の 末に 全く 魔れ， 遊女 は、 賣 色の 專 門と なり、 爱に 始めて 女藝 者なる 一 階級 を 生じた。 

蹄 子 を 生ず 一 是 より 先き 廓 外で は、 旣に踊 子 (1 に 躍 子) なる 者 を 生じて ゐた。 初めは 遊藝を 以て 士 民に 侍って 

ねたが、 後に は、 私娟 同様と なった。 此 類が、 後世に 至って 町藝 者なる 名に 變 じた。 その 當時 (寶曆 

の はじめ- 新士 n 原へ もこの 踊 子が 輸入され た。 小 樓で踊 子の 名義 を 以て 公然 色を賨 らしめ たもの が、 

寳曆叫 年に は 二十 餘 人の タパ. きに 及んだ。 然るに 同 八 年に は 踊 子 を 抱へ た 妓樓は 僅かに 四戶、 妓は五 人 

に 過ぎなかった。 同 十一 年に は 踊 子 を 抱へ た 樓數は 三戶、 妓は 三人に 減じた。 此 等の 少數の 踊 子 は， 

皆 他の 遊女と 同じく 部屋 を 持ち、 店頭に 列^した が、 風俗 は 異様であって * 後帶に 結んだ。 明 和 だ： 年 
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に は、 この 蹄 子なる もの は 全く 絕 えた。 卽ち 新たに 興った 藝 者の 勢に 蹴落された 0 である。 

藝子 現る 一 寳展四 年、 始めて 踊 子の 他に 藝子 一 人が あった。 同 十 一 年に は、 始めて 藝子 と共に 藝 者の 名 を る 

に 至った。 卽ち藝 子に は、 大黑屋 (小 樓) に豐竹 八十 吉が ある。 藝 者に は、 扇屋 (大樓 ) に 歌 扇が あ 

り、 玉屋 (大樓 ) にらん * ときの 二人が あった。 伊勢屋 (小 樓) に 主 水が あった。 是 より 先 、"寬 保の 

頃の 細見 記に 豐竹兼 太夫、 同 妻 太夫な どの 藝人 のあった ことから 推す と、 藝 子と は此 等の 藝 人に 與へ 

た換 名で あらう。 藝 者と は 單に三 被 を 以て、 當時 流行の 小 _s など を 歌った 者の 類で あらう。 明 和 五 年 

に は、 藝 子の 數 二十 餘 人であって、 安永 七 年 は、 藝子 十六 人、 藝者 五十 餘 人の 多き に 至った、 されば、 

女藝者 一 藝 子の 起り は. 寬 保の 昔であって、 女 藝者を 生じた の は、 寳曆十 年頃の 事で あらう。 云々。 

なほ、 同書に は、 文化 年間から、 慶應へ かけて、 廓 內女藝 者男藝 者の 員數を 示して ゐる。 


文化 年 問 

文政 年間 

天 保 年 問 

安政 年間 

慶應 • 年間 


女藝者 

1 六 三人 

1 七 二人 

1〇 六 人 

二 四 五" 人 

三 四 一人 


男藝者 

四 〇 人 

二 五 人 

二八 人 

二 五 人 

三 八 人 


合  計 

二 〇 三人 

1 九 七 人 

1 三 四 人 

二 七 〇 人 

三 七 九 人 


町 
m 
者 


m 

藝 

者 


(天 保 te- 度 ひ 減少 は、 關极氏 は 明示 しないが、 例の 水 野 越 前 守の 風俗 肅淸の 影響に H るので あらう か 0) 

以上 は、 主に 吉 原に 就て 云った ので あるが- 深 川 はどうであった らう. 所謂 辰 巳藝者 はどうで あつ 

たらう。 守 貞漫稿 第二 十 編 娼家 下から、 左の 數說 を拔 く。 

「江戶 官許 非 官許の 遊里 どもに 藝 者の 賫 色す る こと 無 之。 唯 だ 深 川 仲 町と 大 新地の 藝者 は賫 色す る 也" 

故に 仲 町に 遊ぶ 者 は、 藝者を 犯す を 功と す。 蓋し 初參 等の 客に は 容易に 賫色 せす。 夫 も 人品と 時宜と 

金と に應 じて、 初會 にも 之を賫 る。 馴染 客に も： iK 色せ す。 江 戶深川 仲 町 等の 藝者を 侵す に は， n 止め 

金と 稱 して、 客より 金 三- 刚を 靑樘に 出し、 靑權 より 藝 者に 與ふ。 京阪の 枕 <1- と 同意 也 J 仲 町 は、 藝者 

色と て 前に も 云 ひし 如く- 色 客 を數輩 持ち， 女郎に 似たり。 或は 客の 妾に 均しき 者 を预け 置きて 遊び 

に 行く も あり。 此 所の 藝者は 尊大に して、 女郎 却って 謙 退す。 云々。」 

吉原辰 巳 以外の 町藝者 は、 どうで あったら うか。 

「江 戶藝 者と も 云 ふ は >  吉原 及び 深 川より 市中 を 指して 云 ふ 一一 一一 口な り。 兩國柳 橋邊、 葭町甚 銜門 町经、 

堀江 町邊、 京橋邊 等に 多し。 fK 保 以前 は * 堺 町葺屋 町に も 有 之。 今 は 猿 若 町に 之 有りて 芝居 茶屋に 出 

る 也。 天 保 後に も. 堺町邊 に 再出せ しが、 常時 名主 熊 井 氏 厳 刻に て その ま 配 中には 甚だ 稀な り。 是は、 

天 保の 府 命に (天 保 九 年 十二月 二十 八 の 厳命。 當時水 野 忠邦旣 に 老中たり。 久彌。 ) 町 藝者も 三：^ 等 伎 聽を以 

て 座興 を 催す のみに て 色 を寶ら す、 親 兄 等 を 奉 養の 爲に する 者 は、 之 を 許す。 fm 色 をな す 者 は， 之 を 
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咎 む、 之 を 罪す。 叉資女 養女に も 非す * 奉公 入に 抱へ、 藝 者に 出す こと を禁 す。 云々。 京阪に は、 町 

藝者は 之 無し。 江戶の 町藝者 は、 尊ら 貨食 店に 之を迎 ふる 也。 又た 舟行 等に も 之に 供す る 也) 兩國以 

下 前に 云へ る 外に、 下 谷 池の 端、 仲町邊 * 芝 神明 其 他山の 手に もこれ 有り。 是等は 場所に より 一席に 

二 朱 也。 (普通 は 一席 一分、 長 坐に は、 之 を 一倍 又は 二倍す と 云) 陽に、 藝 者と 稱 する は私稱 にして、 

酌 人と 云 ふ を 名目と す。」 

以上で 大凡 そ盡 きて ゐ るが- なほ 序でに 京阪 地方の 藝 子の 記事 を * 同じく 「守 貞漫 稿」 から 拔 いて 

江 戶と對 ii しょう。 

『藝 子、 彈妓 也。 乃ち 江戸に 云ふ藝 者な り。 昔 は 藝子之 無し。 遊女 三 絞 を ひく。 其 後 未熟の 遊女 は彈 

くこと を 得ざる 者 あり。 或はへ 4 大を 究めて 自ら 之を彈 かす。 「一 目 千 軒」 に 曰く、 太夫 天祌 自ら 三 枝 を 

彈 かざる 故に、 帮間 女郎 を 呼ぶな り。 义藝 子と 云 ふ 者 外に あり。 昔 はな かりし に、 寳 曆ー兀 年に 始まる 

云々。 「1^ 標」 (大阪 新 町 si 見 之圖) 〔近.：^ ダ藝叢 W 第 十 風俗 所收〕 に 曰く， 裕叫 女郞と 云へ る 者 は、 揚茶里 

へよ ばれ、 座敷の 興 を 催す ための 者な り。 琴三紘 胡弓 は 云 ふ も 更なり、 昔 は 女 舞 も 勤めし おなり。 享 

保 年中より 藝 子と 云 ふ 者 出で 來り 云々。』 然 らば、 大阪 は、 享保、 京 は. M 曆に 始まる か。 

「京阪、 島 原 新 町、 其 他祇圜 島之內 以下 諸 所の 藝子皆 色 を賈る 也。 .v^a 戶吉 藝者は 更に 色 を资ら す。 

他所 俗に 云 ふ 岡場所 の 藝者も 其 所 の 風に より 或は 之を賣 り、 或は 色 を. K ら す。 京阪 藝 子 色 をも賫 る と 


諸雜書 「藝 

者」 の 記事 


雖も * 亦 女郎の 如く 假 初に は 雙枕 せす。 其 主人た る 置屋に 茶屋 を 以て 之を談 じて へ>?- を與 へて 後に する 

を 本と す。 其の 與 ふる 所の 金 を 枕 金と 云 ふ。 其 多き は 十雨、 或は 一 一三 十 兩少き は 二 W なるべし。 云々。」 

藝 者の 起源 は、 大耍 右の 如くで、 以て 京阪 東都の 狀況を 知り 得た であらう と 思 ふ。 古今 その 揆をー 

にす とい ふ 言葉 も あるが、 この 藝 者の 起源 をよ くく^ね て たら、 矢 張 現下の 彼等賫 色狀 態の 詮索 

と 大した 區別は 無い やうで ある。 京阪に も 無い 特色で あつたと いふ 吉原藝 者の 藝 一 本で 通った とい ふ 

事 も、 隨分 怪し. S もの だが、 (最初 は 鬼 も 角 その 末 は) 兎に角 その 風が 傳 はって ゐる のか 否らぬ のか、 

多く 何處 の都會 でも (大阪 は、 私の 聞知る 所では ヘム 然祕密 の 准 公娼で あるが) 遊. 1 內の藝 者が、 他の 

町藝 者に 比 絞して、 藝 一本で 立って ゆく やうな 傾向の ある 事 は、 まだ 嬉しい 事に 思 はれる。 

追記 -11 其 後 * 藝 者の 起源に 就き、 當 つた 他の 記事 を諸雜 書から 拔萃 してお く。 

〇 昔は當 地に 承り 及ばぬ 舞子 遊女な どの 類 も出來 候て- 都て 是 等の 事 長 じ 候て は 世の 财用を 費 

し 風俗 を 破り 云々。 (正德 三年の 事 也) (白 石 物 價議) 〇 我等な ど 若年の 比までの 儀 は、 躍 子な 

ど 申 者 は、 たと へいか ほどの 高給 を以、 C 抱. E. 度と 有レ之 候へ ども、 御當 地の 町中に は 一人 も 無 

之、 三味線と. &す もの は、 盲 女の 女より 外に は 引. & さ る 事の やうに 有 之 云々。 常時の 儀 は * 

件の ごぜな ど 申す 者の 儀 は 沙汰に も 承らす、 野に も 山に も を どり 子 三味線ば かりの 如く 罷成候 

は * 元祿 年中 以來の 儀 にても 可 有 之 哉 云々。 (落德 集) 〇 元 文の 頃 は. 江 戶中を どり 子と いふ 女 


一お 


慈 

一起 
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有て、 立 花町 難 波 町村 松 町 を 第一 として、 處-- にあり。 素人の 娘に 三， 味 線 淨瑶璃 を敎へ 込む。 

歷々 の 慰みと して 處々 にあり。 留守居 寄ん n の 茶屋な どへ 遣 はし、 藝 者の やうに して， 母附添 ひ、 

出 人し けり。 云々 o( 武野 俗談) 〇 〔原本 洞 房 語 園〕 (享保 五 年) 近年 町々 に 踊 子と いふ ものお 國 

歌 舞妓が 類 云々。 御 停止に て 其 後 叉 流行れり. - 〇 踊 子 御 停止 (寬保 元年) 舞子 三鉉 等に て 所々 

に 雇 はる、 內に、 遊女て いに 類す る もの 多し。 依って 其の 類 停止。 〔ころび 藝 者の 募祖 なり〕 (我 

衣) 〇 女げ いしゃの 事、 歌舞 はもと より 遊女の 所業なる を， 後に は 其 道心 得ぬ もの 多くな りし 

より、 おの づ からせぬ 事と なれり。 云々。 叉藝 子と 云 ふ 者 外に あり * 昔 はな かりし に 寶曆元 未 

年に 始まる とい へり。 (嬉遊 笑覧 九) 〇 今、 藝 者と 云 ふ 女 は、 昔 舞子の 名 殘 なり。 又はお り藝者 

と は、 深 川の げいしゃより 云 ふ。 明 和 七 年の 冊子、 辰 巳 園、 藝者を 喚ば むと 云 ふ處， はおりに 

しまし やう かとい へり。 もと女 共、 羽織 を 著た る 故な り。 豐後節 はやりて 此風 起れ り。 (同 九) 

0 豐後 語りの こと をい ふ處、 あまつ さへ 女が、 あられ もない 羽織 をき て、 脇差まで 差した 奴 も 

折 ふし 兌 ゆる ぞ かし。 昔 は 堀の 舟 宿の 女房ば かり ぞ羽 おり を 着ける。 云々。 昔 女郎に も 男に 作 

りたる あり。 其餘 風な り。 (下 乎 談義 ン 〇fK 明の 頃 は * 世の中 暇 はしく， 武家 にても 少し 酒 盛め 

く 折 は. 町藝 者と て 酌 取 女 を 招く は， 何れの 家に も ある 事な り。 され ど此 Q 酌 取 女 も、 質素の 

風 ありて、 髯 結に 紅 絹の 切 をよ しの 紙に 包みて 用 ふる 事 流行り、 地 女 等 も 是を舉 ベり。 <r は 田 


舍娘 も- 蟹 結に 縮緬 を ：s ふるな り。 天明 年間、 町方の 女 ども、 櫛卷 とい ふ髮 はやり、 髮を 束お 

て 摘に つらぬき、 根元 を 文通の 反古に て卷 きし 物な り。 今 は 見る 事な し o( 蜘蛛の 糸卷、 追加) 

〇 歌 舞妓 河原者の 曲藝を 以て、 事業と し 糊口す る 者 を、 男女と もに 藝 者と 通 稱す。 江戶 中に 二 

萬 人の 餘 これ 有よ し。 女 を 羽 折と いふ、 親兄弟 を やしな ふ も 多し。 ニー 人餘の 中、 上手 高名な 

る もの は、 一 ケ年 こ， 束 修武巧 雨 程づ、 も 取る よしなり 。され ど 倉廩 を 持ちし もの は 一人 もな し。 

〇 女藝者 流行りて 江戶 端々 遊 所 は 申す に不 及、 並の 所 にても 藝 者の 二人 三人な き 町 

はなし。 餘り 募りて 吉 原品 川の 賨 女の 妨げになる により、 寶女屋 より 訴 へて、 高 繩邊の 女 藝者十 

二三. „ ^戎刀 cffi たる 事 ありけ り。 (久彌 曰く、 一書に 天 保 十 年 八月) 皆藝 者に 極り て 遊 所に 行く 者な 

かりし なり。 寬 政の 御 改正より 羽織 も 藝者も 三味線 も 皆 止めて、 正風 體 になり. たり。 (賤の を だ 

lo 0 寳曆の 頃 * 扇 屋の歌 扇と いふ 者に 始まれり 。其 初 は、 歌 扇 ひとりな りしが、 後 (久彌 曰く 

後 は 昔 物語。 に、 齊麼 十二 年の よ リとー K) 追々 に 外の 娼家に も 茶 家に も 出で 來て、 細 の やりての 

前の 所に 「藝者 誰、 外へ も 出し 巾 候。」 これより 遙か 後に、 大黑 屋秀： 《 と いふ もの けんばん (久彌 

ほく、 見 根。 或は 檢番。 券番と 書す。) を 立てたり。 藝者を 踊 子と 肩書して、 店へ も 遊女と 同じく. 

び ゐて客 をと りたる 娼家 も ありき。 其 前 は、 藝 者と いふ もの は 更にな く > 遊女の 中に て 三 を 

彈き、 ^も 歌 ひし ことにて， 多く は 新造な り。 三 線の 出來る 新造 を 揚げよ などい ひて 呼びて 彈 


かせた る ことなり。 に 並み ゐる時 も、 皆 唄 を 歌 ひ！！ 一線 を彈 きたるな り。 是れ 昔よりの 様に て、 

中頃より 此 Q 習 はし いっとな く 止みたり。 今 も を 張る 時に、 すがが きを 彈く は、 三 線， 1^ とて 

新造の 役な りと い へり。 (これと 殆ど：^ じ 文。 手柄 岡 持の 後 は 昔 物語 及び 守 貞漫稿 下に も 出づ。 

久彌。 ) (中略) さて 女藝者 は、 十：： の 白拍子の 名殘 などの 如く： H 心 ふ 人 も あれ ど、 さに 非す。 もと 

遊女より 出で k 踊 子の ー變 せし もの 也〕 云々。 a 二 養雜記 二) 〇 女藝 者の 事 を 昔 は 踊 子と いふ" 

明和安永の頃ょり藝^！^と呼び， 者な ど、 しゃれたり. - 云々。 〔文化 八 年。 三 馬の  一 vft. 世 床」 初 Q 

上に も. 「者の 事 だ わ ナァ」 と、 者と いへ る こと 3- ゆ。 久 彌。〕 ；. K 明の 頃まで、 橘 町藥硏 堀の 藝 

者、 座敷に 出る に、 振袖 着て 來り、 留 袖に 着かへ、 又 歸る時 は必. f 振袖 を 着し が、 今 振袖 を 着 

る ものな し。 夫より 柳撟 同朋 町. 本 町 B 本 橋とう つりて、 眉 を 一？^ し. 齒を染めたる藝^^多くな 

りぬ。 云 *。 むかしの 藝者は 娘 ゆ ゑ. ま はし 方に お袋の 付き 來る亊 多し。 今 は 眉な く^を 染め 

たる 藝者 多くな りし 故、 お袋の 來るを す、 お袋の 役 を^ 帶 する なるべし。 云々 o(. 奴 一  〇 今 

の藝 者に、 ころばぬ はなく 老若の 別な く 金 次第と なりし 故、 力の 及ぶ 限り 女 千 を 十 人 も 二十 人 

も 抱へ て 藝-才 に 出す、 其 趣 遊女に 變る ことなし。 (文政 雜記) 〇 犬 保の 改革に は、 市中の 的 取 女 

を 禁ぜられ たれば、 藝妓は 半 元服と なり、 丸 髭に 結ひ絲 切り 齒 より 前の 齒 のみ を， 染め 三 敲は糙 

竿なる もの を 工夫して 密かに 往来したり。 昔 は 犬なる 三 終 箱を携 へたれば、 到底 箱屋の Ef^ 手. 
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借ら ざ， -ば、 重 搬し得 ざり し を >  此 より 後 女子 をして 風呂敷に 包みて 運搬せ しむる の 便法と な 

りしなる べし XIS,^:SI!14 き) 〇 維新 前の 藝 著の 風 は， 必す帶 を 長く 垂し、 長き 莽を揷 し、 伊 

達の 素足と 稱 して 夏 冬 共 足袋 を穽 かざりし こと 娼妓に 同じ。 而 して 客の 前に 出 づる時 は 勿論、 

平常に も 羽織 を 衣る こと あらす。 只 深 川の 妓 のみ 之 を 着たり。 維新 後帶を 垂らす こと 廢 りたる 

が、 明治 二十 四 五 年頃より 再び 流行し、 li- は 今も债 式の 日の み 挿せり" 昔 は必す 最初に は紋付 

を 着 ) て 出で、 後に 縞の 衣服に 着かへ しが、 この 事 一時 廢り、 今復 再興した りと 雖も， 最初の 

衣裳 も着替 も 同じ 様なる が 多し。 茶 花園 蒸、 笛 胡弓 琴 等の 餘藝 まで も 心得、 自 から 俗 諮な ど 

りて 歌 ひたる もの 也 o(io 〇 藝妖の 名 も 其 初 は 娼妓と 同じ 事な りしなる べし" 藝妓の 色 を賫ら 

ぬ 頃 こなり て- 遊 腐の 藝妓は 通常 人と 同じ 名 を 付けた るべき が、 町藝 者が 俠を 以て 名を賣 るの 

點 よりして 奴な どの 名 起り、 之に 次で 男らしき 名 を 付く るに 至りし なるべし。 (同) (久彌 口く 

社 會事彙 所說の 如く. 初め 娼妖と 同じ 事な りし は、 歌 11 など 其 通り なれ ど、 後、 町藝 者が 男 名 若 

しく は 何奴と いふに 至りし は、 當 時男畫 盛んにして 彼等 往々 女装せ しょり * それに 對抗 する た 

め 男に 近き 活 澄と ぉ俠、 脇差 を帶し 羽織 を 着した る も 豐後節 太夫の 云々 も あらんが、 是に鼓 原 

因 を！ a かす や。 名の 男 名と なりし は、 無論 男 直の 摸倣と いひて 可也 u)〇ss 子 は 京 は 寛 文、 江戶 

は； 大 ゆ、 貞享 の頃傳 し， (久彌 臼く" 是れ 町方の 踊 子 也" 但し 外 骨 氏 編 「賣 春婦 異名 集」 に は、 


i&: 起の； S 藝 
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寬永 頃より 江戶に 在りし とい ふ。 けだし 外 骨 氏 は 女歌舞伎に 之 を 結び付け しならん。 私娼 擬ひ 

の 踊 子 は その 以後 を 正しと すべき か。) 元 fi 一 一年 五月！ 一十 一 曰に は、 巳に 踊 子の 屋敷 方へ の 出入 

を 禁じたり。 然るに 寬 保延享 (八 代 吉宗) の 頃 は、 江戸 中 到る 處に踊 子の 二三 人な き 町 は あら 

ざり きと 云。 吉原 にて は 女 藝者を 略して 藝 者と いひ、 之に 對 して 封 £ 問 を男藝 者と いへ り。 市中 

にても 明 和 安永の 頃より 踊 子を藝 者と いひ、 廓 內の藝 者に 對し之 を町藝 者と 謂へ りつ Gc: 科大辭 

典) 〇 寳曆の 末、 藝者踊 子と 肩書して 傾城 同様 店頭に 列せ しめ 客 を 取ら しめたる 娼家 云々。 共 

等 も 風俗 は 傾城 の 仕掛 前帶 の 姿と 別 を 立 て 後帶 に裝 はしめ しと ぞ。 (近世 世相 史) 〇 江戸の 踊 子 

は、 元祿 以前 天 和 年間に 生じ、 古く は 舞子と も 云々。 元祿 となり 立 花町、 難 波 町. 村 松 町 を 本 

場と して 舞曲 以外 盛んに 醜 を も 云々。 〇 明 和 年 問、 卽ち吉 原に 歌扇ハ 出てから 少し 後に、 i 方 

町に 菊彌 とい ふ あり。 是が踊 子の 全盛 を 誘 ひ， 彼等の 跋 凰を兑 るに 至りし かば、 吉 原品 川の 遊 

あと 

女 星 は、 上に 訴へ 此の 菊彌を 土地より 追拂 へり。 次で 有名な りし は 深 川 仲 町の 本屋お 六 云々。 

〇 踊 子を藝 者と 云 ふやう になり し は 天明の 末年より。 〇：. 一八 明享和 時代に は 年の 長け た 女 多 かり 

し。 〇 踊 子の 送迎 は 初め 其 母親な りし も 文化 年間 止み、 間もなく 箱 丁 現 はる。 〇扮 装 は 振袖で 

來て留 袖に 替へ、 歸りは 又 振袖で、 此風 後に 廢れ、 冬 は專ら 銘仙 縞の 小袖、 夏 は緋の 帷子。 年 

中 素足の 吾妻 下駄。 深 川の み 羽織 を 着たり。 深 川 は 舟 宿の 女 將を眞 似た る 也 X 以上 日本 花柳お ソ 


C 深 川、 後 は (天 保に 旣に然 り) 羽織 も 着ねば 男装 もせす、 淺脂ー it 粉， 水 も 滴る ll?wss に 仕掛 

とい ふ 無 反り 一 文字の 櫛 を 戴き >  無地 小紋 裾模様な どの 紋付 潇洒 たる 衣裳に 下げ 帶と いふ 淸妍 

の 風 は、 やがて 世に 辰 巳の 俠 骨と 云々 ノ， 近世 世相 史) 〇 江 戶の踊 子 又は 町藝者 は， 私娼 類似 

となった ので、 天 和 三年. 享保 中、 寬政中 * 天 保 十 年 八月と に吉 原からの 申立で- 橘 町、 高 輪 

等の 藝者を 召 柿った。 文化 十 年に は 箸 侈 を 禁じて 美 装の 者 は 夫々 押 込 を 命じた。 〇 幕末 期- 吉 

原藝 者に、 町藝者 をして 一切 廓へ 三味線 持って は 入らし めなかった。 深 川 は 文化 文政に 榮ぇ、 

柳 橋 は 安政より 榮 えた。 (以上 日本 花柳 史) 〇 藝 者に 關 する 法令。 踊 子 時代 は 元祿、 寬保、 延享 

等。 藝者 時代 は 天明 七。 文政 七。 天 保 四，^ 天 保 九。 同 十三。 弘化 五。 嘉永元 等の 諸 法令 町觸等 

背嚴を 極めき。 法令 等の 一斑 は， 百科 大 辭典 並に 日本 瓧會 事彙， 或は 國史 叢書 本： 浮世の 有様」 

等に 散在せ リ。 I 久彌 補)。 

1. 大正 十 年 六月 II  . 


源 iii の者藝 
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吉 原の 三景 

容 


夜 櫻， 燈籠、 俄と 吉 原の 三景 容の 一 であった 吉原 俄につ いて、 その 起源、 沿革な ど を 茶ね てみ よう 

と い ふので ある。 

先づ、 吉原 俄に 言及す る 以前、 その 先 縦と 思 はる. - 京阪の 「俄」 の 起源、 形態に、 一走り 目 を 曝し 

てみ よう。 無論 知らる & 如く- 後世の 所 調る sal. なる 「俄」 は， 阪地 仕込の ものである。 但し これに 類 

似した もの は- 古くより 京洛に もあった やうで ある。 その 京阪の 概觀 である。 〔吉原 俄 は 京阪 俄と は 別物 

だとの 議論 も 起る であらう が、 .E 〈刀 は、 その 系統、 京阪に 在りと 見る ので ある 0  く はしく は^ 說 o〕 


京阪の 俄 


〇 京阪の 俄 


俄に 類似した 滑稽の 所作、 踊が、 我が 國 古来より 各地に、 祭禮 * 祝典 を 機と して 行 はれた こと は * 

察する に 難くない。 唯、 原始的な 單 純な ものが、 巧趟を 混へ た 複雜な 物になる だけの 差で ある。 嬉遊 

笑覽 にも 引いて ゐる 「一代 男」 島 原 遊興の 件に 現れる 滑稽 所作 は- これ を 俄と 未だ 名 づけなかった に 

しても、 次第に 原始的な 滑稽 さが， 見た 上の みの 形態の 滑稽 さが、 思案 を 混へ ての 滑稽に 移り 来たつ 
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枝 巧 化した 

® の 據 


1 代 男、 二 

e 男 等の 所 

M 


た 頃の、 按巧 化した 頃の 濫觴で ある こと は 否めない。 試みに、 r 一  代 男」 の 原文に 就て 見る と、 「好色 

一代 男」 卷之 七の 中の、 「末社 樂 あそび」 の條に 現れて ねる ものである。 m く. 

r 彌ヒ- ！ 桐審に 四手 切って、 むし こより 兀と 出せば、 丸 尾の 三階より 大黑惠 比 須を差 出 

す。 之 をに て 柏屋の 二階より， 懸小鯛 せければ， 庄右衞 門 は 砲 路に釣 髭 を 作り出せば、 隣よ 

り 三 社の 託宣 を拜 ます。 又、 向 ひより 舍槌を 出す、 其 時 あ ふむ は 驟燈. 蓋に 火を點 じて せる。 

丸 M から 佛に 頭巾 着せて 出せば. 柏 星より 釣瓶 取 を 出す。 八文字 まより 姐 板 a すれば、 丸 g よ 

り 牛蒡 一把：： せかけ る。 猫に 大小せ. ti させて 出せば >  干 畦に 楊枝 銜 へさせて する。 炭 消に 注 速 

繩張りて 出せば. 竹の 先に 醬 油の 通帳 を附 けて 出す。 彌七 烏帽子 着て 頭 差 出せば、 向 ひより 十 

二 文の.：？ -錢を 投げる。 北から 惜粉 木に 綿帽子 卷 いて 出せば、 南から 障子に 上々 士 C 墮胎藥 あり， 

同じく 日. 通の 取 揚婆も ありと 書いて する。 巾り 二階より は、 班ハ、 天蓋、 葬禮の 道具 を 出せば、 

泣く やら， 大笑 やら、 揚屋 町に 其の 日出 かけた る 女 郞も男 も、 らす 表に， £ て. 心 は 穴. - になり 

て 三 所の 二階 を 眺め 暮 して： 十：： 今 稀なる 慰是 なるべし と， 興に 乘 じて. まだ 所 SIfv 々とい ふ 程 

に * 後 は 大道に 出て 文 作、 何れ か 腰 を よらざる はなし。 ニム々)」 〔久彌 曰く、 奸 《J 二 代 男卷 二の 「髮 

は 島 田の isf 僧」 の屮 にも、 之に 似た  一 口 断の 實演の 如き もの ぁリ。 尙他 にも 多 かるべし o〕 

かう した" 滑 i," な、 當意卽 妙、 梓. せの 「いふが 如し」 の 問答 體の もの は、 一 代 男 〔天 和 二：^ 板〕 の當 
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時、 (或は 尙 古く)、 恐らく 現實 されて ねた もので あらう。 無論 作者の {4! 想で は あるまい。 さう して こ 

れが、 所謂る 複雜化 時代の 俄の 最初の もので あらう パ 原始的， 單 純な 俄の 最初 は、 無論 安永 四 年 六月 

大阪 上梓の 「古今 俄 選」 にもい へる 如く、 神代 天の岩戸の 鈿女 命の 舞の 如きで あらう。) 

これに 類似した ものが、 大阪 にも この 當時行 はれて ゐ たこと は 無論で あらう。 唯 「俄」 と名づ くる 

稱呼を 生んだ の は" これより 後、 享 保の 頃、 しかも 大阪が 元 だとい ふに ついては" 

一 ， 享 保の 頃 ほひ、 住吉 祭の 参詣 群 をな せる 中、 其の 歸さ、 飮 みあかし たる 酒樽 を 竹馬の 先に 

く、 り 付け、 提灯の 如くし. めいく 持ち 添へ て 高く 差 上げ (一 K々) 翌年 は、 はや 鬼お 一 1 の 面 

など を袂 にして 行きて * 歸る さを樂 しみ. （- たるが、 いっとな く 趣向 をな す やうに なりて、 今 

の 姿に なりし。 (中略) 

其の 頃より 程 も あらせす、 た たと へな ど を專ら として、 或 ひ は 形 も 作らす、 やはり 住吉參 り 

の歸る さの 姿に て、 一， 俄 じ や 思 ひ 出した」 とて 通る を、 所 なりと て 袖に 槌れ ば、 「扨 去年 も、 

此の 歸る さは、 別しても ない 事ながら、 思 ひ 付て お 目に かけ ましたが. 常 年 はとん と智 華』 が 

出 ませぬ ゆ ゑ、 無念ながら も 捕 へられた 所で、 一度/ \ 斯様に ぉ斷 を. e. 上げます。 其 代りに は 

よく. （-顏 をお 見知りお かれ 下さり ませい。 來年 はきつ と 思 ひ 付て 笑 はせ ます ぞ」 など \ いひ 

て 過ぐ ると、 其の あとより 鬼の 面 をき て 大手 を ひろ iif て、 ハ 、、ハ ゝ 、と 大笑して 行きして. S* 


nil 

m 
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これら を餘 程の 奇妙なる 趣向な りと て どよ みたる 事 也。 (古今 俄？ 3 卷 一 ) 〔； 豳藝褰 害 第二 所收〕 〔久彌 

曰く、 大阪 俄の 臺本 奥と して 又璺 富な ものに は、 流 俄 天狗 (十 册、 一仙 編 五册、 天 保 三年 根本) が ある。 當時 

の 流行 俄狂言の 十数 種 を 極めて 精鈿に 紹介して ゐる。 卽ち 常時の 實演上 重要な 教科で あったらう o〕 

恐らく これが、 「俄」 なる 名稱の 元で あらう とい ふ。 さて. 「俄」 なる 語義 は 如何で あらう。 無論 * 

當意卽 妙の 義 であらう。 「思 ひ 出した」 と あるに よっても 知れる。 頓才、 さそくの 滑稽 所作で ある。 に 

つ いて は、 

「俄と いふ 言葉 は、 物に 當て 思案 工夫 もな く、 思 ひも よらざる に、 卒忽 とっかく ひよこく 

いひ 出し 仕る 事 を 俄と はいふたん めり。 "冗れ； 大 下の 通稱也 j 此を 以て これ を 思へば、 漢土の 滑 

0.  n 本の 俳諧、 错是れ 俄 也。 (下略) 」 (古今 俄選卷 - 、 漢十俄 濫觴の 巾) 

「或 人の 云， 古人 註して に はか は速戯 なり。 S に 云、 俄 は 我 も 人 も 趣向 を-印 ひ 鼓 ふの 字義な り。 

字 彙に曰 (略)。 されば、 常 意卽 妙の a 流. に髮も 入れざる にや。 其の 趣向 ある を 以て 木 意と 

すと 云々。 さあれ ど、 年々 さまざまの 事ぐ さ、 善盡 し美盡 し、 潤色い やましに して. 人の-斗 目 

を 喜ばしむ る 事 等閑なら す、 故に 祭の 花なる に 准 じ、 踊の 曲 あるに よれり。 (以下 略)」 (^-s 雑 

話) 〔燕 石 十 種 第三 所收) 

と ある 「卒忽 とい ひ 出し 仕る 事」、 又は 「速 戯」、 恐らく 此 等の 解に 盡 きて ゐ よう。 
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俄狂言の 始 

まり 


而 して 此の 「俄」 が * 京阪に 於て、 次第に 發 達し、 各種 を產み 出した。 卽 ち、 一 ， (く はしく は 

俄狂言) 京阪に て S 月諸祌 祭の 夜、 之を爲 して 興す。 二、 座敷 俄 劇場 用の かづら 衣服 を S ふ、 しか 

も 紅粉 は S ひす * 素顔 也。 或は 芝居 狂言 を學 び， 共に 滑稽 を專 としたり。 三 • 流し 種々 の 扮を投 し 

或は 平服に ぼて かづら をせ S し、 一言の 滑稽 或は 諧謔 をな して 行き過ぎる を 云。 など (A ト、 守贞 设稿雜 

劇 下に 據 る。) と 生じた る は、 必然で あり、 且つ、 第 一 の 俄が 簡單 なる 民衆的 野外劇、 第二の 座敷の 俄 は、 

後世の 所謂 大阪ニ  8 加 芝居、 第三 は 賤民の 徒の 遊藝 と、 かく 別れ、 ，M ほ 後世の 尊 業 的ニ① 加役 T ォは， 

第二の 物より 恐らく は 發 達した も ので あらう。 〔近來 (天 保 十二 年 前後- •  • ： 老練の 輩 新作 の 俄 をな せし ょリ、 

述を 結び、 俄師と 呼びし ょリ 素人 俄黑入 俄と 二流に 分ち、 今や.： . なんど、 袷 ど 歌舞伎 粋 者の 心と なリ 、給金 いか 程と 

定め、 芝 の 小屋に て逍具 鳴 物 を 人れ、 揚棧 救に て：^ する 事と なりぬ 0」 (裏 都 午睡 初 編 上、 俄 茶番)〕 無論 初めは、 

廓- S: の 射 間、 或は 一 般 市井 問の 通人 若しくは、 茶 R 中年 どもの 戯に發 した もので は あらう が。 (义、 

降に は、 第一 の 俄狂言の 中に も、 第二の 座敷 俄の 素質 —— より 複雜 なる —— 卽ち 役者の 髮、 其 他 芝居 

物眞似 等より 來 たもの も 混和して ゐた であらう。) . 

「難 波の 夜宮 は 俄の 始まり」 (古今 俄^の 序) と あるの は、 恐らく 第 一 の 俄狂言の 始まりの 謂で あらう。 

〔さう して 或は これが 後說 の、 島 原 代* 口 祭の 俄に 傅染 した もの かも 知れない o〕 此類 が、 江戸の 茶 桥と似 かよ ひ、 

蜀 山人 をして、 似て 非なる もの 也と 力ました もので あらう。 (俗耳 鼓吹) とにかく、 「俄」 は、 祭の 景 
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物た る 滑稽 所作、 义は 臨時の 座興と して、 野外に、 又は 戶內 に、 又は 路上に 隨時 京阪 を 主に 發 連し 來 

り、 そ Q 風流れ て 都鄙に 傳 潘し來 つた もので あらう。 而 して、 この 名 は 大阪に 享保顷 より 生れた こと 

前に も 述べた が、 京 は、 一代 男 等に よりて 知らる- - 如く. その 風 古くより 間々 行 はれ、 阪 地の 發 達と 

同時に、 この 風 (阪 地の 複雑なる 各樣 式) また 京に も 流染し 至って ゐ たもので あらう。 

京に 流行る I 年號の 明記 はない が、 元 文の はじめ， 大阪式 俄 京に 流行る といった 傍證的 記事、 卽ち 左の 如き もの 

が ある。 

「俄と いふ もの あり。 云々。 始 りて 三十 年ば かりに なるべし。 近年 はます く 熾に 行 はる。 云 

々。 多く は 裸身 又は 肌 を 脱ぎ. 額面 手足 或は 全身に 丹 墨 藍 粉な ど を わざと 拙く 塗り 隈取り (云 

ン (久彌 曰く、 これ 「せ 今 俄 選」 の 中に いへ る、 俄の 一種 「出たら め」 であらう。) 今 {a 祇園 御靈の 祭な 

どに は 彼の 輩 幾 群 ともなく、 しかも 大方 その 近邊の 者に てぞ 有りけ る。 ？ぽを かけて 所望と いへ 

ば 立ち 止り、 或は 無根の 戯語 をい ふ。 或は 得 もい はれぬ 身の 働き をな して ゆく、 冷^に てこれ 

を兑れ ば、 その ま、 なる 乞食と いふべ し。」 (孔雀 樓 筆記) 0H 遊 笑 覽に據 る) 

嬉遊 笑覧に は. 著お 喜 多 川 氏 III く、 「孔张 樓は淸 田 君 錦 (久彌 曰く、 越後の 學徒 なりと。 「海 錄」 に は 播摩淸 

絢 選と ある。) が號 なり。 此の 筆記 明 和 戊 子夂- 一と 記せり。 それより 三十 年 前 は 元 文 四 年な り」 と^？證し 

て. 3 る。 (但し、 文 は、 三十 年ば かりと ある 0 卽ち元 文 四 年と も 限るまい が、 とにかく その  卽ち享 保 後間 
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もな く、 大阪 式猥雜 なる 俄が 京に 流行って ゐ たと いふ 自分の 說の 裏書で はなから うか。 それとも 偶然、 同時の 發 *1 と 

之 を 見ねば ならぬ だら うか 0)  . 

その 頃の 京 俄に 就て は、 尙 一個. 同じく 嬉遊笑 覽之を 引いて ゐ るが、 出典 は 、「一目 千 軒」 の 記事で 

ある。 今 原文 〔近世 文藝 叢書、 第 十 風俗 所收〕 について みると、 

天 和 年間， 中堂 寺 村に 住吉屋 太兵衞 とい ふ 泉 州堺の 出生の 女郎屋が あった。 家の 裏に 住 吉大明 

神を勸 請して ゐ たが、 今の 島 原に 移轉 した 後、 右の 鎭守 を殘 してお いた。 その あとに て 庶民、 

その 明 神に 願 かけする に 凡て 協うた。 今は眞 ーー：ーロ 地に なり、 光明 院と いふ。 社僧 あり、 中堂 寺 村 

の住吉 といへ る 本社 これで ある。 其 後、 太兵衞 庭に， 住 吉の祠 を 移し、 中堂 寺 村 住吉の 御旅 所 

となした。 御旅 所參詣 夥しき により， 享保 年中 * 今の 山に 移し 替 へた。 毎年 五月 十九：： "より、 

ゎリ もの 

此の 祭 禮の練 物が 出る。 二十 一日より 二十 九， 日まで 募 方より 君 連中ね り 物， 二十 八日に は 練 物 

廓 を 出て 中堂 寺 村 本社へ 參 つて 西口より 歸る T 夜に 入りて 他所より 靡へ、 紙細工、 燈籠、 作り 

物 >  俄な ど あまた 持 来り、 夜 i- るまで 京 町中の 老若男女 貴賤 男女 群集お びた し」 〔住吉 神社の 

事 並に 祭の 事〕 (以上、 原文の 耍略) 

と ある。 此の 住吉 御旅 所 祭 禮の俄 は、 たしかに、 「一 代 男」 當 時より 更に 進歩した 卽ち阪 地 式の も 0 

であった らう。 それが 獨自の もので あるか、 大阪難 波の 夜 {ぉ その ま X であるか、 不明で は あるが。 伹 
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し、 これ を 引いて ゐる嬉 遊 笑覧の 著者 は * 以て T かかれば 一目 千 軒に いふ 所. 卽ち 俄と 名 づけて 一種 

の 戯事と なれる が始と 見えたり。 江戸の 吉原 町のに はか も 同じ 頃に や 云々」 と あるが、 卽ち 此の 島 原 

の 【俄」 を- 俄の 起原の やう 見て ゐ るが、 これ はや はり 大阪を 最初と すべきで あらう。 何と なれば 

「一目 千 軒」 の 原文に 據 ると， 享保 年中. 今の 山に この 御旅 所 を 移した ので * 祭の 發展 は、 それ 以後で 

ある。 すれば- 大 阪の享 保の 頃に 生れた 「俄」 の 名實の 出現に 吃度遲 れてゐ るに 遠 ひない。 〔^ち、 此 

の住吉 祭の 俄 も、 「孔雀 樓 筆記」 所載の 物と 同樣、 元 文 初めの 物で あらう と 思 ふ o〕 

以上で- 一先 づ、 「俄」 の 語義 * 起原- 京阪の 發生を 打 切と する J 阪地 俄の 複雜 化、 營業化 は 、「古今 

跌 pM にく はしい。 「風流 俄； 大狗」 も 尙ほ缺 くべ からざる 資料で ある。 义、 俄 流：， 仃に對 する 大阪 町奉行 

の 諸 禁令 は， 大阪市 a^. 二. 四に 數 條を收 めて ゐる。 これらに 就いて 看る を 可とする。 〔尙、 大 K の 俄と 

江戸の 茶番、 茶番の 起原 等 も あるが、 此等は 他の 機會に 譲らう 0 茶番と 俄の 别は、 その 槪念 は、 俗 鼓吹、 皇都 午睡 

初 編 上の 卷、 守貞漫 稿雜劇 下に も^れて ゐる o〕 〔大阪 俄につ いて は、 尙、 笑 ふ 門 (大阪 俄の 變；！ ^) と賴 して、 風俗 51 

說  一 ノ 三に 久保 田米齋 氏の 略述が ある。 參考 とならう。〕 

〇吉 原 俄の 起原、 沿革 

？ 1 口! 〔此の 俄の 字、 吉原 は、 仁 和賀と 書く が 常 なれ ど、 今 は便宣 上、 俄の 共通 字 を 以てす。 字體の 上よ リも、 江 


考雜 波軟戸 


享保 十九 年 


戸 IS 自の ものと 思 はし めんと せし その かみの 誰かの 巧智 なるべし。〕 の 起原に は *  ニ說 ある。 1、 享保 十九 年 

八月 說。 二、 明 和 四年說 である。 一 の享保 十九 年說 は， 動機 を • 廓內九 郞助稻 荷に 正 一位の 宣下の あ 

つた 祝で あると し、 二の 明 和 四年說 は、 & 崎稻 荷社內 天神への 奉納に 關 してと して ゐる。 先づ 一 を舉 

げ ると、 山 崎 美 成の 「新吉原略說」 (文政八年晚夏十三日の^^。 燕石十種第ニ所收) に 曰く. 

「同年 (八月) 廓 中 ねりもの を 出し 仲の 町 をね り 行く， - これ を兮 俄と いふ" 其の 始は、 享保十 

九 年 甲 寅のと し 九 郞助稻 荷 正 一 位大明 神と 官階 ありし 時の 八月 祭禮の 願に てこの 事 起れ り。 (近 

頃まで も 俄の 中に 大門 口に 葉 附の竹 二 本 左右に 立てし め、 繩 引き はへ て ありし。 これ 祭； 1 の 意 

なる を もてなり。 然るに 今 さる 事 もな しとい へり。) さて 今の 冇樣の 一斑 を 親 ふべき もの は、 喜 

多 川 歌 磨が ゑが ける 年中行事 〔久彌 曰く、 これ 初代 十返舍 十九 編、 歌 麿 * の靑樓 年中行事 上下、 享和 W 

年 根。〕 に、 六樹圜 が吉原 十二時 〔久彌 曰く、 例の 北 溪畫。 此の 中に 假裝 人物の 行く 俄の 辯ぁリ o〕 など 

併せても 思 ひやる ベ し。」 

と ある、 これが 基本で あらう。 現に 「嬉遊 笑覽」 にも， 一目 千 軒の 文 を 引きて、 

「江戸の 吉原 町のに はか も 同じ 頃 (久彌 曰く、 一 B 千 軒に い へ る 島 原の 住吉 祭の 俄) にや、 享保 十九 

年 八月、 九 郞助稻 荷の 祭禮に 起れ りと いふ。」 

と、 乃ち 新吉原 略 說の說 の受賫 りかと 思 はるる 程で ある。 〔笑覽 は 文政 十三 年 2 序 あり o〕 この 「新吉 原 S 
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略說」 「嬉遊 笑覧」 說の享 保 十九 年 を その 儘 承認して 反復して ゐる もの は、 「日本 花柳 史」、 「近世 世相 一お 

史」 などで ある。 大概 如電氏 も、 間く 所に 因れば と斷 つて は あるが、 その 「北 州考」 の 中に、 「元來 九 

郞助稻 荷の 祭禮 にして、 享保 十九 年 正 一 位の 官階 ありし 時に 廓內 盛んなる 祭典 を， t ひ、 其 時 種々 のェ 

夫 を 凝らし、 俄かに 狂言な どせ しに 起り >  俄の 名稱も か- -る急 作よりの 名な り。 今日 行 ふに も 獅子 を 

眞 先に 立てる は、 其の 祭禮た るの 證 なり。」 と 此の 享保 十九 年說を 承認して わられる、 

二の 明 和 四年說 は、 一に 金 曾 木が 基本の やうで ある。 余 會木 (文化 六 年 五月より 文化 七 年 八月までの © 

山人の 手記 0  〔新 百 家 說林卷 三 所 收〕) の 中に， 

rr  午 (文化 ヒ年) 三月 十五 日， 淺草黑 船 町の 邊の 本屋に て • 安永 六 年吉原 俄の 输 本の 古 

きを たり。 朋誠識 と 云へ る 序 あり。 喜 三 二の 事な りと 思 ひて 買 はんとせ しに • 、王 人 見えす し 

て 具-さす。 问十 八日 淺草簑 市の 日、 隅 ffl 川の 花見ん と 淺草を 過ぎし 故 * 此書を 買 ひたり。 序に、 

(速力) 

鳥の 鳴く あづまの 花街に 連 戯を翫 ぶ 事 は 難し。 明 和の はじめ 祇園 離、 雀躍な ど其萠 ありし に 

因りて、 同 四のと し 亥の 秋に して 初めて 起れ り。 厥 後中絕 えたる を 去々 年不圖 再お ありて、 

猶 去年に 繼ぎ其 娠ひ年 を 追うて 盛んに 趣.：^ 倍 興 有 (らん) か、 これ 此鄕 の榮 をます みの 鏡な 

れ ば- 各 其の 藝を 移して 燈 籠の 花の 薰を 通さす、 明月の 餘情を 儲けて 紅葉の 先駔 せんと， 或 

風流の 客人の 仰 を 秋の 花に して、 藝 者と 素人と を 論ぜす、 禿と 娘と を 厭 はす、 我と 人との 一?f 


m 
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りなく- 人と 吾との 隔てぬ を もて 俄の 文字 調 ひ 侍り、 豈又宜 ならす や。 

安永 六 年 仲秋  朋誠識 

ことし 文化 七 年まで 三十 四 年な り。 〔按此 序 明 和 四 年 丁亥 俄 起り、 安永 四 年 乙 未に 再興に なリ〕 か、 る 

本 にても- 俄の 起り し 年 號を考 ふるに 足れり。 义跋に 「郭 中に わかもの あり、 頭 は 茶番の 如く， 

尾 は 祭禮- 足 は 踊の 如くに て、 啼聲 芝居に 似た る もの は 何 やく， 是卽ち 俄て ふ 物にして 日々 

夜々 趣向 をな し 枯らす、 きの ふの 輿 は 飛鳥 川 かわり やすき を 花に して. 餘 さす 殘さ す圖盡 せし 

め、 明月 餘 情と k 卣し、 初 編より 二 編 三 編に 及び、 追々 數編 を繼て 遊客の 電 覽に備 ふとい ふ、 大 

門口った や 十三 郞 板。」 此の 跋 にて 此の 本の名 明月 餘 情と いふ 專を 知れり。 111 月 £ニ^ 

とい ふので ある。 〔久彌 曰く、 序でに。 此の 「明月 餘情」 の朋 誠の いへ る、 我と 人との 讓 りなく 一 K 々によって 

俄と い へ るな リと は、 r 吉原雜 話」 其 他に も 散見して ゐた 0 牽强 附會甚 しい 語義 考 として 一 切 取らなかった が、 基 は、 

こ の 喜 三 二の iB^ が俑を 〔ね して はゐ なから うか。 尙此 の 喜 三 二 の践 は、 吉原 俄の 實體を 巧みに 約說 して ゐ る。 卽ち茶 

#> 獅子、 踊の 謂で ある。 く はしく は 接 說を參 照 0 尙、 此の 「明月 餘情」 に は、 稀書 複製 會第 二期 中の 飜 刻が あ？ c:l 

然し 叫 和 四 年 は是で 確かと しても * その 動機が 分らない。 玆に明 和 四 年 說には 反逆して ゐ るが、 そ 

の發 生の 動機に 就て 明らかなる ものが ある。 一 說 として 引かう。 前に も 語義の 上で 一 寸 引いた 「吉原 

雜話」 である。 〔吉 原雜 話、 年代 作者 不詳 。然し 記事に 據れ ば、 前 揭喜三 二の 明月 餘 情と 同時代、 若しくは 以後で 
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あらう。〕 

「一、 にわか は、 寳曆の 頃、 もちろん 其 前より 三月 花 兒 の 頃な ど は 藝者牽 頭 持 折に ふれ 客人の 

慰みに、 取り あへ す 仲の 町に て 色々 の 思 付 をな せし が、 (久彌 曰く、 これ 吉原 俄が、 秋の みなら 

十 春に も ありし 異說 なり。 又、 藝者牽 頭 持の 色々 の 思 付、 これに その 先蹤を 京阪に 在りと 自分 

が 惟 ふので ある。) 京都に ての 夜宮 (久彌 曰く  * これ 島 原の 住吉 祭の 類 か。) などの 折の やうに 

(久彌 曰く， やうに と あれ ど、 京 を 翼 似ての 意と も 取れる が 如何。) 其の 一興と なしけ る。 然る 

に 寳曆の 頃 (久彌 曰く， 頃と あり。 これ 寳曆明 和の 頃に して、 卽ち明 和 四 年なら ざる か。) 橋 51 

眞先 (眞 崎) 祌 明の 社 地に 高 辻 家より して * 天滿宮 を勸請 ありし 時、 仲 町に 梅 松 Q 作り 花 を 

. 飾り- 梅 鉢の 提灯 を 飾りて、 其 時い と 花やかなる 俄 を 始めし 事より 貴賤 群集せ り。 是れ 全く 祭 

の やうに て、 しかも 共の 時 直に 思 ひ 付きて なす 事故、 俄と いふ 名 あり。 (久彌 曰く， これ 尤もら 

レき 詮索 なれ ど、 旣に 京阪に 一般 名詞と して 「俄 1 が 生れて ゐる 以上、 可笑しき 話で ある。 或 

は强 ひて 江 戶獨特 の ものと なさん ための 附會 ならざる か。 やはり- 名稱に 於て は * 京阪 を 輪 入 

せりと 見る を 可とせん。 但し 形態が 如何程まで 京阪 を 露 似たり や- 叉 は 暗 4c なり や * 叉 は 特殊 

0 も Q なり や は 不明 也。 卽 ち、 或る 點 まで、 獨創、 嗜合、 摸倣 交々 ありし ならん。 後に も 謂 ふ 

が 如く  I 踊の 類は獨 創に 近く. 封 £ 間の 戯 技の 如き は、 京阪の 摸倣と いふべき が 如し。 唯 名 
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みは、 當時 祭の 餘興 などの 義 にて 「俄」 が 普通名詞と なれる * その 語 を その ま \ 借りし ならん 

乎。〉 5。 

其 後 暫く 中絶せ しが、 安永 五 年に や 菊月の 頃 * 五町より 家々 の 子供 を ゑら み、 樣々 の 趣向 あり 

しょり、 年々 舂は花 秋は燈 籠、 つ いて 俄の 遊び ある 事と なりぬ。 云々。) 

朋 誠の 記に は， 安永 四 年と 蜀 山人 も 類推して ゐる 如くで あるが、 これ は 安永 五 年、 但しに やと ある 

から、 これ は 同一 と 見て 可から う。 唯 寳曆の 頃と 明 和 四 年の 相違の みで ある。 これ も 自分の 前の 說の 

如く、 この 「吉 原雜 話」 の 筆者が 唯 記憶に 任せての^ 呼で、 實は明 和 四 年であった らう。 然し 眞崎云 

々 は異說 である。 九郞 助に 全然 關 係がない。 然し これ も 或は 最初の 一 回 だけ これ 義崎 を機會 として * 

所謂る 吉原 俄の 華美なる 新形式が 生れ、 以後 は、 九郞 助の 祭禮に 伴って 此の 新形式 を績 いで 行った と 

見るべき だら うか。 但し 吉原雜 話 は、 菊月と ある。 一 月桕 遠す る。 乃ち この 吉原雜 話の 記載 を 素直に 

受ける と、 吉原 俄が 九郞 助の 祭と 結び付き、 さう して それが 八月 一杯と なった の は、 餘程 後の ことか 

も 知れない と 惟へ て來 る。 

この 眞崎稻 荷 社内の fK 神 祭と、 かの 明 和 四 年と を 一 しょに した ものが、 關根 氏の 「江戶 花街 沿革 誌」 

の 記事で ある。 曰く、 

「(前略) 俄 踊の 起り は、 明 和 四 年眞崎 天神へ 奉納の ため， 年若き 遊女 を 出せし を始 とす。」 


とい ふので ある。 

なほ、 享 保說、 明和說 の 中^ 說 ともい ふべき ものに * 北 里 見聞 錄卷 四 の 「屮秋 俄の 事」 が ある。 此 

の 記事、 《：m 時の 吉原 俄の 原始的 形態 を 描きて、 精し きものが あるから、 その 全文 を 左に 揚げよう。 

中秋 俄の 事  - 

其 起り さだか ならす. 北 女 間 起原に も、 常世 廓に て 春秋な ど 俄と 稱し， 踊 やうの こと をす る も * 

何となく 昔し のばしく こそ 云々。 是 を；：^ れば、 明 和の- S まで、 春 も 俄と いふ 事冇 しに や、 こ は 

近年の 事 なれば 猶可 45s-。 予按 する に 諸 國に盆 踊と いふ 事 あり、 此 里の 俄 踊 も 北ハ餘 風に や。 〔久彌 

曰く、 此-筝 は吉原 俄の 原始 を 踊と し、 且つ 各地 盆 踊の 類と 做す 說、 自分の 京阪 俄 傳播， 說と は反對 である 0  .a 

分 は吉原 俄の 招く  \？ づけざる 最初の 物が、 ^ー體 の もので あっても よい 0 そ は、 自 分の いふ 京阪の 俄 束流說 

以前 Q もので、 これ 以後 假裝、 滑 接 所作な ど 入り 來リ、 踊  一 IT て なくなった 。現に 「吉 原雜 話」 にも あるが 

如く、  15 間藝 者の 類が 戲事 を爲 した 0 これ 「一 代 男」 の 記事に も 均しく、 卽ち これらに 純 京阪の 餘風を 認め 

た い。 さう して 世 江戸 人の 手に 江戶 化した 吉原 俄の ず. 體が 生れた 0 つま リ.. 全然 種 を 京阪に 借リ ず、 京阪 は 

滑 精な る 一 KIJi、 問答、 所作、 江戸 は 踊で 二種 別途で あるに しても、 そ の單 調な る m が、 核雜な る吉原 俄と な つ 

た、 その 助產婦 は、 糙 かに.： W 阪 俄が 勤めて ゐる、 豈名稱 の 同一 位ゐ からの 話で はない とい ふので ある 。尙後 

を见 られ たい。〕 明 和の 頃の 俄の 输岡を るに， 其、 の內に 大津繪 所作事 嚷 子方、 犬で きくと 有 

りて、 引す り 星臺揚 障子に 藤 花 を 下げ、 內に嚇 子の 體、 共 前にて 女藝者 離し 方、 おい r^、  f 
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め. おゆき. おな みと；^ りて • 何れも 振袖 を 着し 頰 被り をな して、 立ちながら 三味線 .1^1 ひく。 

又 其 前にて 新 かな ゃ內 たけの、 大 ゑび ゃ內 すまの * 同 ふり 袖に て 塗 笠 藤の 花 を 持ち 所作事の ass 

也- 次に 京 町  一 丁 R まん ど 持 かぶろ 十 人餘と 有り。 其 次に 官女 揃と 有りて * 鶴ゃ內 かしく， 岡 

本屋 s: みよ * 額 俊 jsi: 內 紅葉、 丸 海老 星內 ゆかり、 若松 星內若 鶴と 云， 何れも 五つ 衣に 緋の 袴、 纓铬 

を 戴き 槍 扇 を 持ち， うしろより 爪お りの 傘 を さし 掛けた る圖 也〕 古風な り。 又 其顷の 細見 を 

るに、 初 角 町 大津繪 所作事た けのと いへ る は、 新 かな や 幸 抱 江 口が 禿 也^ すまのと いふ は、 大で 3 

老星和 右衛門 抱染 山が 禿 也。 京 町の 官女み よと いふ は、 引 込 禿に や. 今に 於て 此の 岡 本 やにて 

は^のお の 字 名 あまたお リ。 紅 紫 は、 額 俊 星 忠右衞 鬥抱山 岡が 禿な り" ゆかり は 丸 海老 や 

銜抱風 析が禿 也 然れ共 鶴ゃ內 かしく， 若 まつや 內若鶴 は， ともに 全盛に て，  < 座敷 持の 印 を 

すゑたり。 然れば 其 頃 は- 全盛の 傾城 も. 俄の ね" 物に も 出で たりと 見えたり。 是等も 叉. II 拍 

子の 遣 風と いふべ し。 戶張仙 里 曰、 例年 俄に 獅子の 練 物 を 出す 事 は、 安永の 頃藝 者に おいちと 

いへ ろ 者. ：大然 の妙聲 にて、 きやり 音頭に 妙 を 得て、 大 常せ しかば， 是 よりいつ も 獅子 を 出す 

ことと はなり ける よし. M 〔文化 十四 年 撰、 寬閑樓 佳 孝 編〕 〔近世 文藝 叢書、 第 十 風俗 所牧〕 

〔註。 引 込 禿と は 禿 を 十四 五よ リ引 込み (秀の 役 を 止めさせ)、 やがて 振 新と して 客に 接せし むる もの だと い 

ふ G 久彌 ひ〕 
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以上で ある。 中 * 踊 は 元より あれば 別問題 * 他の 二者の 中. 獅子の 起原 は 右で 分った が、 間 ども 

の 俄 11 後に 化して 茶番の 起り が 不明 >  恐らく 「吉 原雜 話」 に 謂 ふが 如く， 寳磨 以前から あり. これ 

らが 京阪 を まね， 而し てこれ を 俄と 京阪 その 儘 呼んだ ため， 後の 吉原 俄の 名の 起り となった の だら う。 

0. 此の 北 里 見聞 錄の 記事 を 其 儘 踏^せし ものに、 「江戶 花街 沿革 誌」、 「江戸より 來 京へ 3」 などが あ 

る 0 

「江戶 花街 沿革 誌」 に は、 此の 明 和 以前に、 廓內に 春秋 二期 俄 ありし こと を、 nft 記に えたれ ど 疑 ふ 

べし」 として ゐ るが、 古く 春に もあった こと は、 r 吉原雜 話」 (前 揭を兒 よ) の 中に も 見えて ゐる。 卽 

ち、 或は * 春秋 二期， 古く はあった のか も 知れない。 然し 此等 は、 未だ 吉原 俄なら ざる 無名の もので、 

卽ち， それが 京阪の 廓內 遊び を 似た、 或は それと 偶然 同じい 單 なる 假装、 ねり 物、 又は 滑稽なる 所 

作の 類に 止まり、 士 口原 俄の 如き 美 絢爛なる 踊 —— 獅子 —— 茶番の 三者 完成した もので は 無論な かつ 

た。 

(今 自分 は、 京阪の を眞 似た、 又は 偶然 同じい というた が、 眞 似た 方に 主 をお く。 故 は， 江戶 

抱の 京 生れ 女郎 又は 來府の 京阪 通人 どもの 教示に よったら うとい ふ 意兑も ある。 殊に、 享 保と 

いへ ど、 まだ 遊藝の 大般は 京阪に 胎を 借りて ゐる ものが 多い からで ある。 享保 十九 年と いへば 

豐後橡 が 東上して ねて、 璺後 節が 歡迎 されて ゐる頃 だ〕 その 頃、 同じ 京阪 系統の この 俄 遊び 〔無 
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論 これ は 前段に もい へ る 如く、 踊 一 體の もので はない. - 辭 間ら の 戯事 を 斥す。〕 が 乙な りと して、 

吉 原通士 に歡迎 された かも 知れない" それが 吉原 俄の 形態に なった の は、 江戶 人の 趣向に よつ 

て 洗練され たせ ゐ であらう。 純 江戸の 茶番が * 安永 年間に 發 生した と. S ふの もこの 自說の 裏書 

になる。 卽ち、 蜀 山人に は 怒られる かも 知れぬ が、 茶番 も、 その 初め、 は- 此の 吉 原に も紀 

行った 京阪 流の 俄狂言 を 取った か、 或は 茶番 起原に も ある 通り、 樂屋の 茶の 番をした 役者の 下 

廻り 連が、 それらが 京阪から 東下りの 連中で、 大阪 でも 見 様 見 まねの 座敷 俄 をして せ- それ 

が 江戸 人の 洗練 を經 て.、 今日の 如く 異種の ものと なり 來 つたの かも 知れない。 茶番 は 措いて、 

とに 角、 自分に は、 吉原內 の帮間 どものに はか、 後の 吉原 俄の 三 要素の 一 たる 滑稽 演技、 吉原 

俄の 名稱の 元た る もの、 元 を 木. - ねたら， 京阪 俄で あらう と考 へる ので ある。 無論 人間 共通の 滑 

稽 動作 は、 京阪 も 江戸 も lEil 別 はない が、 その 遊藝 らしき ものに 於て ある。) 

さう して それが 古く 享保 十九 年頃より：， t はれ、 (大阪 で 俄の 名 を 生んだ と 同時 頃) 同 時に、 踊ね り 物 

も 行 はれ、 それらが やがて、 秋 一回と なり， 所謂、 吉原 仁和賀 となり 恒例 事と なった の は， 1K; 崎天祌 

奉納に もせよ， 九郞 助の 爲 にせよ. とにかく 明 和 四 年頃で あつたの かも 知れない。 卽ち 自分 は、 享保 

十九 年 說と明 和 四年說 とに、 積極的に 妥協- 中席 を 取らう とい ふので ある。 北 里 mj- 聞錄 の暖眛 なる 態 

度 を 打開して である。 さう して 尙、 吉原 仁和賀 の、 盛大なる 廓內俄 11 三景 容の 一 が 生れた その 誘因 
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に は、 自分 は. 京 島 原の 「一 目 千 軒」 にもい へる. 住吉社 御旅 所の 奉納な どの 摸倣から 來 てはゐ ない 

かとい ふ 臆斷を 掲げたい。 卽ち島 原が やって ねるなら 此方 もとい ふので はないだら うか。 卽ち， 島 原 

は、 元 文 寛 保の 間、 (享 保と は 見す に) その 漸次の 發達 と共に、 遂に 摸倣 义は 對抗の 意味で * 明 和 四 年 

(其 間 約 1 一十 幾年) 新吉 原に もこれ に 劣らぬ 美々 たる 景容を 生んだ ので はなから うか。 

吉原 俄の 明 和 年間 說に は、 尙. 一記 事が ある。 

r 吉原 俄の 始めは、 明 和 年中 予ニ 十三 歳の 時な り、 最初は、張拔の大天窓など冠りて、さま.^ 

の 異形に して、 男藝者 踊り 歩きた る もの 今 ある 茶番狂言の 如し。 (久彌 曰く、 これ 確實 に、 京阪 俄 

の 直輸入た る 憑 據也。 故 は、 茶番の 起り は、 こ ，4 よ リ尙遲 し C) 見物の 笑 ひ を歡 びた る ものなる が， 近 

比 色 * 樣々 工夫 をな し * 祭禮 同様し なして， 古への 俄の 趣意 は 失 ひける。」 (寳曆 現 來集卷 之 二) 

「近世 風俗 見聞 集 第三 所收〕 〔久彌 曰く、 古へ の 俄の 趣意 は 失った とい ふ の は、 自分から いふと、 京阪の 

摸 彼を脉 した、 祭 鱧 同様と は、 江 戶生粹 とい ふ 意に とれる ので ある 0 卽ち 自分の 京阪 俄 を- Is 原 俄の 先達と す 

る 一典 據 とも 思へ る o〕  , 

こ に、 尙ー つ、 吉原 俄の 起原 を. 享保 にも あらす. 明 和に も 非す、 尙 以後の 安永 天明に おく もの 

ち. り、 但し 「の 頃に や」 と あれば、 明 和 四の 誤聞で あるか も 知れない。 卽ち、 

r 吉原毎 秋 八月に 俄狂言の 事、 茶屋 桐 屋^ 兵衞 とい ふ 者 あり * 今 現在せ り。 此者 歌舞伎 役者の 
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眞似を このめり。 安永 天明の 頃に や， 角 町 遊女 屋中 ft! 字屋 とい ふ 同氣相 求む の 者と 二三 人 寄 合 

ひける が * 或 時 ふと 思 ひ 付きて、 俄狂言 を こしら へ、 中の 町 を 往返し ける に * 遊客 ども EJ^ 物し 

て、 これ は 風流な り 面白し と 評判し ける により、 彼等 も 乘が來 て- それょり^；績きてニ三日も 

狂言の 趣向 を 取替 引替して、 中の 町 を 往返し 樂 みけり。 これ 俄 狂 1=c の始 にして、 段々 と埒 おし * 

毎 秋の 定例に 成りし なり。 〔小川 顯道 著、 「塵 1^ 談」〕 知 叢書 第 九 編 所收〕 

とい ふので ある 0 

以上で、 吉原 俄の 起原 を 終る。 次に * 若干、 その後の 糠績- 隆盛に 及ばう。 

r 吉原 にて 俄と いへ る 戯れ、 大いに 流行す。 仲の 町に 埒をゅ ひたり。」 (半日 閑話 卷 十三) 

安永 五 年の 項で ある。 

起原 は、 眞崎 天 神への 奉納で あつたか は 知らぬ、 以後 は、 九郞 助の 祭禮と 伴った こと は- 諸 書が 

致して ゐる。 「吉原 大全」 にも 左の 如く ある。 

「(前略)  新吉原 へ 引きう つし * すぐに 正 一 位 九 郞助大 明 神と あがめけ る。 今よ し 原に て 

緣 結びの 祌 として 立願す。 毎年 八月 朔 日より 祭禮 ありて、 ねり 物 等 を 出し- 夜 は 所の 人々 にわ 

かな ど 思 ひ 付きて、 見物の 群集 山 をな す。  」 

〔異考 —— 「吉原 大全」 は、 誤謬 多し との 說も あるが、 明 和 五 年の 印本、 澤田東 江の 著 0 すれば、 この 吉原俄 
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の 明 和 四 年說の 直ちに 1 年後で ある。 然るに、 右の 文 を 見る と、 どうやら、 九 郎助稻 荷の 祭が 以前から あつ 

て、 無論 これ は、 享保 十九 年の 正 一位 以後 每年 あるに はあった らうが、 その 祭の 景物と して、 夙に 俄が あり、 

明 和 四 年の 眞崎 奉納に 始まった もので ないやう に解釋 される 0 如何 だら う 0 明 和 五 年 印本で あるから、 こ の 

頃に は 誤り はなから うと 思 ふので ある 0 然し、 何處 まで も 明 和 四 年の 眞崎 奉納 說を 固守す ると ならば、 吉原 

俄の 美々 しさ だけ は、 明 和 四 年、 然し その 俄の 形態 は、 すでに 一部の 滑稽 所作と して、 九ー糾 助の 祭！ i、 享保 

十九 年 以後、 無論 あつたと、 矢張り 此の 妥協が 生れる o〕 

九郞 助の 祭禮と 同時に 行 はれた 尙ほ 他の 記事に は、  . 

「八月 朔 日より 黑助稻 荷の 祭式 行 はれて- 晴； 大 ニー 十日の 間 俄 を 出す。 此日乂 抱の ものに 祝儀 を 

出して， 遊女 仲の 町へ 出る に、 俄 中の 人拂を さする。 十五 曰 目に 至りて は 其 狂言 を 改め. 此里 

の 見物 湧出す るが 如し。 但し 此の 里に 限りて * 今日より 娼妓お しなべ て 座敷 着に 枱を 着る 事 を 

例と せり。 此日 仲の 町へ 出る 遊女 は、 みな 白 無 1^ を 着せり。 (久彌 曰く、 是れ 八朔. 也。 但し 問 腐 外 

なれば これに は 言及せ ぬ。) 〔柳 花 通 志〕 〔天 保 十五 年、 秀山入 撰、 近世 文藝 叢書 第 十 所^〕 

卽ち、 單調を 破る ため， 上半 月- 下半 月と 二度に 分けて、 上下と 呼んだ， さう して 狂 一 W も變 へたの 

である。 〔趣向 も、 安永の 「明月 餘情」 に は、 二三 日で 變 へた やうに 書いて ゐ るが、 こ、 へ來 ると、 稍窮 して 上下 

二回に 限った ものの やう だ o〕 

r 當月中 (八月) 新吉原 俄ね り 物 出る， 風流のお どり あり。」 (增 補江戶 年中行事 。享和 年間 刊。) 〔民に 


菌； 2:  K さ t;  ^  ^  f せひ モ 
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「此月 (八月) 朔 日より 九郞 助い なり 祭禮 にて、 ねり 物 を 出す。」 (北 里 年 巾 行事 0 安永 二 年 著、 花樂 

散 人) (同) 

とも ある。 

卽 ち何處 まで も、 京阪と 同じく 神事 祭 禮と綠 を^して ゐ たので ある。 全くの 遊戯と 化し 終って から 

も， ； ST 大門 口に 竹 を 建て 注 連 を 張った とい ふ 〔前揭 0 新 吉原略 說。〕 のが 可愛らしい。 さう して 吉原俄 

そのものの 內容 は、 獅子舞と、 藝 者が 三番、 男藝者 (？ ^問〕 が 三番の 踊り K 永番 があった。 卽ち， 踊、 

茶番、 獅子舞の 三體 一致で ある。 〔丁度， 方今 各地の 祭禮 にも この 三者が 殆ど 踏^されて ゐる やうに。〕 

さう して 明治の 末 は、 九月 中句から 晴天 十五 日間 行 はれた。 

〇 

所々， 臆斷を 混へ く 來 たから、 自分の 意が 分らなかった であらう。 最後に 自分の 思 ひ 付いた 「吉 

原 俄の 起原、 沿革」 を、 一纏めに して 見る。 

1 、 初期。 單 なる 廓 內 春秋、 花時 又は 秋の 九郞 助祭 日 其 他 をり くの、 大盡其 他の 客に 2- すべき 爲 

の、 遊女 牽頭持 どもの 遊び。 15, マ 素 は、 牽頭 持の 戯事 1； 滑稽 仕 科) 及び i ？々， 遊女の 踊の ニ點。 (此 

頃 未だ 踊 子、 又は 藝子 現れす。) これ 純然たる 京阪 俄 輸入 又は 摸倣 時代。 享保 十九 年 前後。 
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二- 中期。 京の 島 原 住吉祭 等の 俄、 或は 浪花 夏祭の 例に 倣 ひ、 九 郞助稻 荷の 祭禮に 多く 之 を 行 ふ。 

但し 未だ 年中行事と ならす、 華美なら す。 耍素 は從來 よりの、 慰問 どもの 戯技、 (これ 狭義の 俄 

也) 新たに 廓 內に發 生した る 踊 子、 又は 藝子、 又は 女藝者 (後にー括して藝^^。 この 項に は、 本 

著 一 七 七 頁 —— 一 八 七 頁の 「藝 者の 起源」 參 照の 事。) の 踊との ニ點。 

「俄」 の稱呼 は、 初期 以後す でに 之を稱 して ゐた。 初めは. 男藝者 どもの 戯れ、 滑稽の 枝の みに、 

京阪 その 儘 「俄」 の 名 を 借りて 用 ひた。 この 語 次第に 口 馴れ、 轉 じて、 後に は 廓 内の 一 般 遊戯、 

祭禮 時の 餘興類 一般 をも稱 する に 至った。 卽ち 無論 踊 も 俄と 稱す るに 至った。 卽ち 恰も 此頌 は、 

すべて 廓が をり くの 戯技 並に 踊 を 一括して 「俄」 と稱 する に 至った。 是 れ卽、 廣義の 「俄」 の 

發生 である。 但し、 その 語が 元來 京阪 仕込な のに 漸く 氣 がさし、 さりと て 今更 口 馴れた 親しみ 深 

き 「に はか」 の 他に 適當な 概括 的稱 呼な く、 不得已 「仁 和賀」 の 字 を 宛て、 中に 通人 ども は >  人 

と 我と が 云々 とか、 或は 何の 祭に 俄に 思 ひついた から 俄と 稱 したと か、 京阪と 別物の やう， 出自 

を 異にせる やう 惟 はれた き爲 め、 附會 說樣々 出づ るに 及んだ。 卽ち 此の頃 は、 江戶 化せん とした 

る 時代" 明 和 ra 年 前後。  • 

三、 11^。 確實 に、 1  母 年 八月 一 ぱい、 九 郞助稻 荷の 祭 禮に伴 ふ 祝 事と して 行 ふこと に^ 定 "(真 崎說 

は 採らす)。 その 要素 は、 從來の 封 £ 間 共の 茶番 (但し 此の 物、 前期の 狹義 俄より 轉化。 府內 今期の 


考俄 E に に 並、 俄  2U 


一 茶番の 發生發 達に 伴 ひ、 京阪 風より 純江戶 風の もの、 卽ち 狭義 俄より 茶番と 脫 す。) と、 藝者 (今 

期 以後、 廓 內藝者 益々 多し ン の 踊と、 新たに 藝 者の 獅子舞との 三點。 ここに 於て、 純 江戸 化し 盡 

- せる 時代。 卽ち吉 原 三 大景容 の 一として、 府內 外の 耳目 を 奪 ひたる 時代。 (爾後、 昂然 吉原 仁和賀 

と 之 を 呼ぶ。) 是れ 安永 以後 幕末まで。 

以上で、 自分の 叙述 は、 一先 づ撊 筆す る。 自分 は 犬の 野暮天、 大正 年次に 亘 つて、 吉 原に 此の 景容 

が 行 はれて ゐ たか 否か を 知らぬ。 又、 今次、 此の 震災 後に、 此の 行事 を 復興す るの 餘裕 あり や 否や も 

知らぬ。 唯  >  時、 新 舊の差 こそ あれ、 八朔に 面して、 この 吉原俄 (繪に 知る) を 思 ひ 出して * この^ 

なかの ちゃう 

述に 及んだ ので ある。 最後に、 別に 揷圖 とした、 明治 二 年 八月 板劳幾 ゑが くの 「仲 之 街 仁 和 賀ー覽 之 

圖」 三枚 繽を今 一度 見返し * この 往時の 景容 を？ S ばう と 思 ふ。 

揷圖 として は、 歌 麿の 靑樓 年中行事の 類の 繪も あるが、 これ は 複製 數本 があって、 知る 人 も 多から 

うと、 幸 ひ 本文の 叙述、 比 if 的 江 戶末朗 の それに 少 かった から、 その 補足に もと、 この 芳幾 * を 以て 

した。 芳 幾畫尙 他に 一 圖を藏 して ゐ るが、 所掲の 物の 方が 賑か でも あり、 それに 予が 本文の 圖說 とし 

て も 十分と 惟うた からで ある。 他の 一 圖とは 獅子舞 三枚 續 である。 (本 著、 「藝 者の 起源」 中に、 別 指と し 

て 挿入した ニ圖の 中、 敬麿畫 くの 藝者 は、 是れ拾 もまた 當 時の 「仁 和賀」 の扮 装と して、 また 見る に 足る もので あ 

る。 併せ 覽られ たい 0) 尙、 自分の 想像す る 吉原仁 和賀の 屋臺の 踊に 均しい もの は 11 芳 幾の 圖の 如き 

1  - 
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n 、 無 一一 一一 C で 人形 好みで は あるが、 伊勢 古市に 毎年 八月 十五 日 行 ふ。 現に 自分が 大正 十 一年 夏實 a し 

てゐる こと を 告げて おく。 卽ち是 等 は、 吉原仁 和賀と 同じ 趣向、 同じく 廊內の 一 行事と して 見る を 得 

よう 0 

(余白に、 一 九 撰 欲麿畫 の靑樓 〔 一 に吉 原〕 年中行事 上之卷 の、 吉原 俄の 項の 本文 を 引いて おかう 0 

「又 こゝ に九郎 助と い へ る は、 往昔 千 葉九郎 介なる もの、 勸 請せ しによ リて 其稱を 蒙らし む 0 此柳 il^ にて 

は 赤繩の 神と 崇め、 每年 八月 朔 日より 祭式お こな はれて、 練 物に わか 等 を 出す 事 連綿と 怠慢な し 0 此節燈 

籠 客 伫和賀 客と 誠して、 恒に倡 門に 履 を納れ ざる もの も 供に 倡 行せられ て、 來往の 錯亂、 責賤 混じ、 夜每 

に 湧出す るが ごとし QJ) 

： I 大 E 十三 年 八月 1= 


「似 眞 口の 都 三」 ハ九ー 


國丸畫 の 1 


一 九の 「三 都の ロ眞 似」 

面白い ものが あるから、 此の 機會に 披露して おかう。 數 ヶ月 前、 私が 購入した 浮世 繪 類の 內に、 偶 

然發 見した ものである。 それ は、 國 丸の 畫、 三 河屋文 兵衞板 行の 「三 都の 口真似」 と した 一枚 繪 > 

• 竪繪大 錦 判。 一枚 を 六 個に 仕切り、 上 は、 右が 縫、 大阪の 達 衆と した 半身、 左り は 文" 中 は、 右が 文、 

左が 京の 粹 がりと した 半身。 下 は. 右が 維で、 江 都の 男 *  ^は 文で ある。 繪は、 大阪の 達 衆 は. 顏を 

しかめた 大額、 願 を 靑く隈 どって ゐる。 間拔け 面が 稍 皮肉に 出て ねる。 京の 粹 がり は、 月 代の 痕に左 

手 を あて、 右手で 朱の 杯 を 受けながら， 心持ち 眉の 下がった 黑紋 付， 黑襟 赤の 襦袢 を 清た 男。 粹 がり 

らしい 體だ。 江 都の 勇 は、 鉢卷 をした 例の 勇 君、 あらい 辨慶縞 を 着用。 しかし 今 私が 問題に しょうと 

いふの は、 繪 ではない。 繪 は、 國丸 (初代 豐國の 門人) の 繕で、 とり 立て、 別に 巧で もなければ、 ど 

うとい ふので もない。 唯、 その 中の 文に ついて だ" 三 都で 計 三 個の 文が ある。 それが、 その 總と 呼應 

し 乍ら も- 亦獨 立して、 當 時の 三 都の 男の 中の sf- の 氣風、 長短 所 を 極めて 皮肉に 剔抉 自由にして ゐる 

所が 面白い の だ。 よく 人 は、 當 時の 三 都の 氣風 を云爲 したり、 江 戶っ兒 と 上方 贊 六と を 比 したりす 

るが、 fci の 比較、 千の 傍證 よりも、 この 三 個の 文、 それぐ に 配られた 三 個の 文の 方が より 多く 一二 都 
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地な 色 捕捉 

の 小品 


作畫の 年代 


の 彼等 矜恃 たりし 男性の ァラを さらけ出して ゐ ると 思 ふ。 それが 例の 地方色 打 出に 於て は、 懸換 への 

ない 老大家、 十返舍 一九の 執筆に 成った ものであるから、 一 歷 に 嬉しい。 一九， は、 例の 膝 栗毛に 於て 

巧みに 地方色 を 浮き立た して ゐる こと は、 今更 謂 ふ も 野暮 だが、 この 錦緖の 一一 一個の 文な ど は， 好個に 

地方色 捕捉の 小品、 も れが输 の解說 とよりも 獨 立して かに 生 ils- ある もの だと 思 ふ。 國 丸の 畫ゅゑ こ 

の 錦繪も 或は、 坊間 偶々 之 を 見る ありと する も. 閑却され 易い もの かも 知れない。 が、 か、 る片 ir 

なほ 且つ 一九の 精到なる 此の 表現、 迫眞の 皮肉 さ を 以て 生命が あり、 價値 ありと 思 ふ。 强ち我 徒の 零 

碎 なる ものに 强 ひて， 價値を 措かん とする 反 凡 衆 的の 痛快 さの みで はなく、 此 類の 如き， 當 時の 三 都 比 

較の好 小品、 好 資料と しても、 或は 尙ほ 一九の 手輕 い、 しかも 彼の 特色た る 地方色の 表出に 於て 離れ 

按を 有した 彼の 本質 を 窺知す るに 足る、 また 一 資料と して、 紹介の 價値は あらう と 思 ふ。 

此の 小品 は >  彼 一九の 何時頃の 執筆 か、 東海道 中 膝 栗毛 板 行の 前 か 後 か、 或は 晚年 であらう か。 

多少 此等 年代に 就て 考慮し、 最後に その 全文 を その 儘 登載 (例に より 讀み 易から しめんが 爲、 右榜に 漢字 を 

折々 振って おく。) してお かう と 思 ふ。 

此の 搶に は、 撿印 として 極印 一個が ある。 先づ是 からい ふと、 (以下 繁雜を 厭 ひ、 要旨 だけにす る。) 

錦 櫓の 極印 單行 時代 は、 1、 寬 政より 文化 元年までと *  2、 文化 十三 年より u< 保 十三 年までの 後 二 

期で ある。 しかし 畫家國 丸の 年代と して は * 無論 後期で ある。 卽ち撿 印に 據 つて 文化 十三 年 以後 天 保 


十三 年の 問に、 この 錦 槍が 現れ、 卽ち國 丸と 一九との 合作が あった ものと しなければ ならぬ。 爲念 • 

國丸 一 九の 年代に 言及しょう。 阔丸は 文政 十三 年末 (卽ち 天 保 元年の こと。 E 十二月に 天 保と 改元) に、 三 

十七で 死んだ 豐國 門下の 秀才。 さう して 彼の 畫 筆の 處女作 は 文化 六 年頃で あらう とい ふ。 (抨內 氏 「芝 

居 絡と 豐國及 其 門下」 の國 丸の 項參 照。) ところが、 一九 はどう だら う。 1 九 は、 天 保 二 年 八月 殁、 壽 六十 

八 歳の 老大家で ある。 さて 此の 錦繪 は， 然れば 文化 十三 年 以後 國丸殁 年の 文政 十三 年に 一旦る 何時頃の 

作で あらう か。 それに は、 一 九と 圃 丸との 交涉に 一 應 及ばねば ならぬ。. 國丸は 文化 六 年 を 初 筆と して 

以後 數十種 (今一々 数へ てゐる 暇がない が、 百に は 及ぶまい と 思うて ゐ る。) 小說挿 縫の 中、 (錦緣 類の 根 行 は、 

全然 不明の 数で、 到底 その 數を擧 げられ 得ない から、 之 を 略く 0 但し 錦输 も、 彼の は、 當時 國貞、 國安、 國直 等と 共 

に、 相 常な 数に 板 行され たらしい。.， 初 筆の 第一 一年 E 文化 七 年に- すでに 「111 利劎勳 功」 一一 一の 一九 作に 挿 

繪 を畫， いて ゐる 4? 補靑木 年表に 據 つて、 爾後 (文化 七 年 以後) の 一九 作 國丸畫 の 稗 史の數 を， 一 走 

り數 へ ると， 文化 八 年に 一 極 同 九 年に 一種。 同 十一 年に^ 種 U 同 十一 一年に 三種。 同 十三 年に 一 種。 

同 十 年に 二種。 文政 元年に 一種つ 同 三年に 一 極" 以上で、 文化 七 年 以後 計 十五 種で ある。 S3- にこれ 

のみで 類推 は危險 であるが、 一は- 一九と 國 丸の 提携に 於て、 一は、 錦输の 極印？ 啦 行が 文化 十三 年以 

後 だとい ふ 此の 標準に 於て、 兩 者から、 此の 三 都の ロ眞 似の 年代 を 考_ ^すると、 文化の 極 末 十 ral ハキ頃 

か 或は 文政 初め、 遲 くも 文政 三年 頃で あらう と 思 はれる ので ある。 その 證據 として 尙云 ふと， 國丸は 
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文政 元年 以後 殁 年の 同 十三 年 迄に >  元年 (四) 同一 一年 (五) 同 三年 (三) 四 年 (四) 五 年 (六) 六 年 (一) 七 年 

2 ハ X 年 以後 十 年まで si し ：}。 十 一 年 0  04- 一 一年 0  0  fy 一一 一 兀|:( 一 ) 死後の 天 保 一 ；年 ( 一 ) と 以上の 小說 

挿 綺の總 數を擧 げてゐ る。 (增 補靑 本年 表に 據 る。) この 國 丸の 賽 筆生 命の 迹を 見る と， 文政 五 年の 六、 

同 七 年の 六の 多作 は 論外と して 概して、 元年 二 年頃に * その 堅實 なる 平衡した 數量を 有して ねる やう 

である。 それに、 一九との 提携の 最後が 文政 一一； 年 (靑 本に 現れた ものと して は) であると すると- 恐らく 

此の 錦 繪は， 文政 元、 二、 三の 頃の 作で あらう と 思へ てなら ぬ。 (國 丸の 挿緣 が、 文政 八 年 以後 激減した の 

は、 或は、 坪 內氏說 の 如く、 師豐國 の 代作に 耽った せゐ かも 知れぬ 0) 

以上の 絮說、 誠に 我人、 迂路に 踏み 入った かの 觀が ある。 ともあれ、 以下、 一九 執筆 「三 都の 口 

眞似」 を發 表する に 就て、 背景と して その 年代 を 幾分 確かめ- 一層 これ を讀む 上に 氣乘 させよう とし 

た 婆 心に 外ならぬ。 併せて これ を機會 に- 一九と 國 丸との 提携 如何 を 單に靑 木 挿辖の 上の みで 先づ撿 

索して 見た ので ある。 とにかく- 國丸 は、 一九に 可な り 引立てられ たもので あらう。 (尙 これにつ いて 

は、 「浮世 箝」 第 六 號の齋 藤氏 「歌 川國 丸」 の 文 ■ の屮 にも、 種彥 作、 國貞畫 の 「三 津瀨 川上 品 仕 立」 ニ册 によって、 

一九、 國 丸の 生前の 提携が 窺 はるべき 好 資料が 擧 げられ てゐる 0 但、 この 資料の 要旨 は、 抨内 氏の 「芝居 粉と 豐國及 

其 門下」 の 國丸論 中に も 引かれて ゐる 0) 

次に、 一 九 自身に 就て、 尙數行 をい ふと * 一九の 製作に 於て、 此の ni 一都の ロ眞 似」 と 交涉を 有す 
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物の 年代 


る 地方色 打 出の 作物 所謂 膝 i 大 毛の 年代 をい ふと、 〇 東海道 中 膝 栗毛 (初 編、 享和ニ 年。 八 編、 文化 六^。 

發端十 K き 〇 續膝 栗毛 初 (金 虽雜) 广 文化 七； r 〇同^ ズ宮 島) (文化 八 )o  C 同 三 (木 曾) (文化 九)。 〇 同 四 

(木？ (文化 十) d 〇问 五 (同) (文化 十 一 )。 〇 同 六 (同) (文化 十 f  0. 〇 同 七 (同) U 乂化 十三 y 〇 同 八 

(同 K 文化 十三)。 〇 同 九 (善 光寺) (文政 二)。 〇 同 十 (草 律) (文政 三)。 〇 同 十 一 (同) (文政 四)。 〇 同 十 

二 (同) (文政 である。 (其 他に、 「奥 羽 一 覽道屮 膝 栗毛」 の 自初編 至 五 編 あれ ど. こ は 二 代 一九の 

作。) 乃ち 本 問題の 「三 都の ロ眞 似」 と 交涉の 年代 は、 善 光寺. 草津の あたりで ある" 卽ち 彼と して は 

東海道 及びせ 島、 木 曾で 十分 地方色 作家と して 名を賫 りつく した 揚句で ある。 S- ち この 點、 この 錦-綾 

板 元の 機智が 閃いて * 常時 挿输畫 家と して 寶 出しの 國 丸の 畫に、 地方色お 出の 老大家た る 一九の 文 を 

添へ、 尙、 追々 賨 出した ものと 見て よから う。 (現に 此の 錦 翁に、 追々 摸 きを 賣出 すと 廣告 されて あるが、 私 

は、 この 一枝より 持たぬ〕 續 狩が あるかな いか。 豫告 だけ か、 不明で ある 。摸搶 として、 同じ 三 都で も、 今度 は 女性 

を 材料に した もので あれば、 文、 畫 共に 一 層而 白から う。) 卽ち 1 1 者の 利用で ある。 而 して 老大家た る 1 九に 

ありて は、 此の 小品の 執筆な ど， お茶の こさい/ \ たる ものであった らう。 

さて 愈々、 この 一九 執筆 「三 都の ロ眞 似」 の 本體を 示さう。 さう して その 如何にうまい ものなる か 

を 示さう。 や、 京阪に つらく. 江 戶に寬 なる 憾は あるが、 とにかく、 彼の 鋭利なる 皮肉 * 諷刺が、 い 

かに 一 5 遍 なく 行き 波り をれ るか を 玩味され よと。 以上。 


三 都の 口 眞 似 


十返舍 


丸 畫 

九 著 


お ほ さか  たて し.^ 

大阪の 達 衆 


餘 其樣 

あんまり そない にや まひ づ かしく さるな わ 

知， 鼻 垂撺  新米 

しられた はな たれの ごん 七と いふて しん ま 

千石船 安ュ』 川 C 水 水 


何 吐  怪  奴等 

コ レ なにぬ かしく さる やら けたいな やつら じ や 

誰  思  北濱中 

し を たれ じ やとお も ふて じ や 北ば まぢ うで 

0  男  慮外  ；, I, , つ， ./.  /  f.  7, 

いのいり がら ほどば りつく おと こじゃ りよぐ はいながら せんごく ふね を ぁぢか はの せんす 

浮  淡路島 築  住 吉 高度 籠  植 ス」 明 リ 接 

いへ うかべて あは ぢ しまの つき 山 すみよし のた かとうろ うは うへ ごみの あかりとり ねな 

他 田 伊丹 生 諸白飮  男  吠 

がら 見て いけ だいた みのき もろはく のみつ けのお と こじゃ わい の コレ わるう ほた へさら す 

頭；^  拾  何う  强 

と どた まの かけな と ひら はせ てこます がどう じ やい ナントつ よい じ やない かい みそい ふ 

久絕食  病人  腰拔爺  幾人 來 

じ やない が ひさしく ぜっしょくで ゐ るび やう にんか こしの ぬけた ぢ さまなら いくたり きて 

相手  橋 詰  赏 はう  當  所 

も あいてに する のじ や サ. -' は しづめ まで 出て もら を かい こちゃ 日 あたりの よいと こ 見た て乂 

喧嘩  ^  もう 押 利 男  損 

けんく はする のじ や わしと りがいの すし じ やない が あたまう おしの きくおと こじゃ もの そ 

喧嘩  何程  分際 

ん のい かぬ けんく はなら なん ほな とする のじ や あぐち も きれぬ ぶんざいで 

言  足 許 

ちょこざいな ことい はすと あしもとの 
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明  去 

あかる いうちと つと- - いな， < せ 

私お  茶资 食 はう わい の 

わし も いんで ちゃづけ く を わい の 


京の 粹が „ 


なる まど 京女 郞と いふて おなご は 京の こっち やわい な ァー 

S 焚 小 女郎  (？)  第一 色 

たきの こめろ どもまで しゅみで な て 

て 


兑 さんせ 


風 


ま 


ナ ン ト きょと いもん じ やない 力い な 

界物思 


ら 


京の 粹 がり 

S 屋， 媳，' 

うらやの カ&ゃ 

0 

5P いいち はいろ がしら うて ふうぞく 力 やさしう 

^  藝子山 衆  恐 

そのうち ゑら いは ひがしの げいこ やましう は あそ 

に 入ん げ 間ん か.^ いの と はお." も はれぬ 天人の ~珠 うで もったいな いとお も ふ ほどの こき 5" ちゃ 

これ を  >  へば l^?くのぉ男とこどせiが京へf 京のお 女な ご を 見て いきても どる は 

お！！ じ やない かいな お 女な ごば かりじ やない 男 も それに つれて かも 川の f にみ 田 1 き あげる 

"^じ やさ かい しぜんと-^ V くしうて 水ぎ はが わい な そじ やさ かいわし も.^ も £ふ ことに 

^ とつと に！ S ま おんの？， なん ぞで とつと いなお 女な ごの しかも ふきり やうで 

-  >  -.^たら それ こそ マ ァ 

S 生 

うして やりたい わい 

此方 小便 混 


わ いな 


その 


つて 


男 釘き ，奴， — 

■ せおと こやき なやつ に 力 

可の 樣に嬉  居らう か 

どない に うれしがり おろかと おも ュさ 力い 

表  小便 買 


其樣な 女 


來 


な 


コ レく もてへ せ， う べん か i がきた じ やない か こちの せう y んは水 まぜん さ 力 


「似 眞 口の 郡 三」 の 九— 
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買  换  氣 

コ レ /\ な とか へ こ となら そのき で 

若しも 肥 汲  誰.  實 

もしも こへ くますなら たれ ぞ ついて ゐて みば かり 

, 去  小便 共 掬  去 

ふて レ なすな せう べんと もに すく ふていな せ 

茶粥 腹  山  困り果てる わい 

みな ちゃがゆ ばらで 水 たくさんに は こまりはてる. H い 


ね をよ ふか へと いふた がよ い 

か へ い 

す- 


江 都の 勇 


江戸の 勇 


手 ュほ  建 

コ ゥ 手め へたち や ァ 


損 

人 を 見 そ N. 


おつ 


麥藁^ ェ 唐人 笛 

、なった か むぎ はら ざいく のとう じんぶ へ を 見る やうに 

^  ^  )  江 都つ 子 性根 玉  药 玉 違 

に ひお くった こと をい ふな コ レエ ゑ どつ このし やうね だま ァ こんにゃく だまた ァ ちがって 

眞事  野郞輕 小で も 縮緬の 揮 

ぶる/ \> する のじ ゃァ ねへ ぞ ほんの こったが やらう はけいせ うても ちりめんの ふんどしと 

仕 付 緒 無 着物 著  無  葛 西 中 痢 病が 流行 ■  冀 

しっけ をのお へき もの はきた ことのね へ 男 だ かさ いぢう にり び やう か はやり ゃァ しめへ し く 

凄  俺  江 都 中 育  尻穴廣 

そ 力 あきれる も すさまじい おいら ァゑ どのまん なかに そだって けつのあなの ひろいお かげに 

> 一人前 雪隱  垂男 其の上 店 貸 一文 借 無 夜 

や 7 ひとり まへの せっちんへ 大 びら にたれ たおと こ そのうへ たなちん いちもん - 

夜中 何時  歸  露地  大屋 開け  犬 

るよ なかなん どきに かへ つても ろじの 戶 をお ほやに あけさせながら い ぬの 

> 謝  韋駄天 守  飛脚 

レ つて あやまらせる 男 だから いだてんの まもり を かけて ゐる ひきゃく じ やね./ 

t 一，. 寸 退-,  敏味 辛味  螺梭 殼 

は いっすん も ひ 力ね への だ そんない やみから み をい ふと こ のさ ゐ からが 


がり はなし よ 

糞 小 言 

\ マての こごと を 

後 

^ あとへ とて 
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頭  ど }f、  4^  舞 

あたまの ど てんじゃう へお 見 まひ 申す が ぐっとで も 

言  朝 比 奈門破 じゃァ 

いって 見ろ あさひな の もん やぶりし ゃァ あるめへ し 

押 强 奴等 だ わえ 

とんだお しのつ よい やつら だは へ 


tlT し々 t つ！， き  大 でん ま 二  丁目 橫町 

差屮：中し 候。 地 本 問屋  三 河屋文 兵衞版 


穴 正 十二 年 九月 11 


「toi 眞 口の 都 三」 の 九 一 
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『江 戶 名物 詩』 

此 (大正 十二 年) の 九月 一日、 並に 二日の 兩 n に H つた 未曾有の 震災の ため、 ffil 東京 は 1" ど壞滅 した 0 無 

論 * 東京に 饞か にして 殘リ つ、 あつ た蔡江 11 の 面影 は、 此. 際 相伴うて そ の 輪 1^ を 消す に 至 つ たので ある。 江 

戶 趣味と 人々 がい ふ 0 無論 此の 爾く 呼ばれた 江戸 趣味 は、 我等の 「江戸 J なる、 いにしへの 見ぬ 世の 幻想に 

浸ら ん とする 時々 に 限って 與 へられた 一 稀の 感 與，ー - ぁリ、 興 て ぁリ、 好尙 であった。 然 し まだ 最近まで は、 

その 好尙、 思慕の 機椽 として、 如實に 近い 一而と して、 我等の 想像の 翼の 支障の 主耍 部分と して、 葡 東京が 

あった。 舊 東京 は、 此の 意味に 於て、 我等の 江 II： 趣味の 一面の 好资 料であった。 然るに 我等の 「江戸」 は、 • 

此の 曉、 斷 然と 該 時代の 稗 に據、 しずん ば 全く その 好尙 の如實 さは 不可能と なり 了った ので ある。 そ も 

この 震災に よって、 我等の 惑ず る先づ 一 の 銜擎て ある 0 從 來と雖 も、 その 我等の 江戸 思慕の 感じ は その 璺か 

なる は、 潤， へる は、 葚稗 史« 槍 * にあ リて、 舊爽 京の 餘影 にはなかった 0 然し かくと は知リ 乍ら、 なき を 強 

ひて 索 めんと する 葚 東京に 對 する、 我等の 凡 情 的な はかなき 雜望 があった。 それが 際、 すっぱ リと 破壞さ 

れて しまったの である。 卽ち、 「東京」 によって 江戸 を 感じ 知、 しんとし、 その 如實 さの 神髓の 消却に 嘆く、 し 

かる 幻滅の 悲哀 1^、 今後 「東京」 によ リて 繰リ 返す 煩 は 全然 除却され たので ある 0 卽ち 我等 は、 典籍の 上に、 

稗史の 上に、 搶畫 の 上に、 iSff ら 知らん と 欲する ものの み 知らば 可な リの 簡捷 さに 愈々 斷定 せられた ので ある 0 

こ V に 震災 そ の もの V 我等に 先づ與 へ た 反動的 教唆が あると 思 ふ 0 


r 詩 物 名戶江 J の 著 人道 外方 


「扛戶 名物 

詩」 


方 外道 人 


さう した 感^に 迫 はれて、 最初 私の 取り出し たもの は、 方 外道 人と いへ る 男の 著した 「江戶 名物 詩」 て あ お 

る 0 天 保顷に 都下に 喧傳 せられた 名物の 各 肆に對 する 狂詩の 創作、 とその 編で ある 0 名物 詩の 各肆 は、 給 ど 

今次の 震災- R 域に あった。 舊 東京の 一 部に 卽ち まだ その 殘骸を 保って ゐた 答で ある 此等 も、 すっかり 根絕ゃ 

しに 遭った 譯 である。 私 は、 此の 「江戶 名物 詩」 を 手に して、 憮然と した。 これまで 左程 氣 にもと めな かつ 

た その 内容の I つくの 狂詩が、 あらためて、 生きた 思慕の 燃料と なって、 私の 心に いやと いふ 程の 熱 を、 

感激 を、 刺戟 を與 へた。 私 は自個 一入に それが 濟 まされ なくなった。 同好、 同 癖の 士 にも これが 頓 ちた くな 

つた 0 是れ、 こ. -に その 「江戸 名物 詩」 の 解題と、 並びに その 全 內容の Si 介と に &んだ 所以で ある 0 

憲に 「江戸 名物 詩」 は， さらで も 1K 保 常時 Q 江戶 四民の 好尙、 生活 振の 一端 を 知る 好資 科、 しかも 

一 は、 七 際 震災に よりて 愈々 滅亡に 歸 した 舊 江戸の 各店 舗、 飮食 調度 其 他の 滅びた る波殘 を^ぶ よす 

がに は、 恰 適な 具たり 得る ので ある、 さて 一 たい、 この 「江戶 名物 詩」 の 著者 方 外道 人と はいかなる 

人物で あつたか。 「江戸 名物 詩」 の 此の 署名 を 見る にいた つた 以前 は、 嘗て 私の 知る 所なかった ffl- で 

ある。 人名 辭書 を檢 索す ると、 一 は、 此の 名物 詩の 序 を 基と して、 一は 別に 木 下 梅 庵と して、 二 W 異 

人物た るかの 如く、 錄 されて ゐる。 

方 外道 人 狂詩 家な り 本姓 は 福 井 氏 通 稱を健 藏と曰 ひ 梅 庵と 號す天 保 中の 人家 世々 醫を 業と す 江 

戸に 住す 道 人出で X 木 下 氏 を嗣ぐ 其の 人となり や 風流 洒落 狂詩 を 好み 茶菓 詩、 江戶 名物 詩 等 を 著 


考雑 派軟戶 江 


逸人の 交友 


方 外 *S 入圆  ryMTIF り す 一 時人 口に 臉炙 する 所な り。 (文 莊漫錄 。江戸 名物 詩 序 0) 

木 下 梅 庵 江戸の 詩人に して 名 は 健、 字 は 成 美 通 稱健藏 

方 外道 人と 號す： 大保 中の 人な り。 (廣益 諸家 人名 錄) 

前の 「方 外道 人」 の 項 は、 後に も 示す 如く， 名物 詩の 序 を 

その ま i とい ひたい。 唯. 「江戸に 住す」 並に 「一時 人口に 膾 

炙す る 所な り」 の 二 項を缺 くの みで ある。 後の 廣益 諸家 人名 

錄に據 つた 「木 下 梅 庵」 の 項 は、 前者と^ 人の 如く 取扱 はれ 

居る が、 その 中、 前者に 缺 くる 所 は、 名 は 健、 字 は 成 美、 の 二 項で ある。 卽ち 寧ろ 本業 詩人に して、 

醫は、 父祖の 衣鉢 を縑 かに 嗣 いだに 過ぎない ので あらう。 詩 を 本業と した こと は、 人名 辭書 登載の 前 

後 二 項の 合致す る 所で も あり、 且つ 以下に 示す 「名物 詩」 胃 頭の、 迂庵 主人の 序 「余暇 尙從事 刀圭」 

と ある を て も 知らる るの である。 

方 外道 人 (木 下 梅 庵：) の略傳 そのもの は， 以上で 盡 きる として、 ，：r 以上に 洩れた る こと は、 そ^ 

交友 關係、 並びに 狂詩 人と しての 當 時の 位置 等で ある。 交友 關 係に は、 名物 詩の 卷 頭に- 常時の 儒宗 

たる 東條琴 M ，宽政 七 年 芝 宇多川 町に 生る 0 先 折 〔叢談 續篇 等雜著 頗る 多し 0 維新 前後、 越後 高 田 榊 原 氏に 聘せら る 0 

明^ 十 1 年歿。 八十 四歲) が 叙して ゐる所 を れば、 (琴 棗、 此の 序の 時、 四十 二 鼓) 殊に 「彼 之明暢 者- 森 鼓 g 


[m  ^  ^] しぶ あ まも' 
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戸 名 和！ 6 本より 


者、 淸^, 首、 無不盡 在」 と推獎 して ゐる所 を 

見れば、 em 時旣に 狂詩 家と して raf に 無名の 徒 

でなかった ことが 知れよう。 其 他、 阿部 棵齋 

(本 京 家 0 明^ 三年 歿、 六十 六。 「江戶 名物 詩」 に跌 

す。) 中 西研齋 (江戸の 書家。 ^稱 原晋。 名 は 惟寅、 

字 は 子恭、 小溪 堂と 號 す。 生 歿ハゃ 不詳 o)si; 澤文齋 

(江戸の 儒者 0) 松 本董齋 (l^f ど 能く せる 害 家、 法 

眼に 叙す 0 明治 三年 歿 0) 花 笠 文 京 (戯作者の 一。 

束條 氏. - 寒 臺の弟 C 萬延元 〔或は 安政 元〕 歿、 七十 

六 0) 一 一世 立 川焉馬 (戯作者 0) 畑 銀 鶏 (金 鶴の 子。 

書家に して、 狂歌 狂文 をよ くす。 灭保顷 0) 菊 地 五 

山 (高 松 侯の 儒官 0 市川宽齋の門下0詩を：^て^る0 

安政 华 歿。 ^八十 £。)  i^I: 澤雲山 (詩人。 市 川お 

齊 門下。 嘉永五 ハネ^。 七十 五。) 秦 E 化， お (害 家。 M 

他の 男 0) 等の 醫 {zr 儒者、 戯作者， 詩人 等 を 
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交友と した こと は、 此 等の 諸家の 肯像 を、 「江戸 名物 詩」 胃 頭の 「諸 先生 品 諸 名物 之 圈」 (溪齋 靈) 此 

： m、 序の 第 六 丁 ゥラょ リ第七 丁 全部、 三面。 但し 再版 本に なし。 今、 別の 一 本初 版本に よりて 描 ふ 0) としたに 據 

つても 知れよう。 而 して 此 等の 肯 像の 中には、 吾人の 寡聞なる、 なほ 他に 數 個の 名家 を 逸して ゐる 5! 

も 知れない。 參考 の爲、 「品 諸 名物 之圖」 に 現れた その 人名の 全部 を舉げ てお かう。 伊コ P 惟 草。 文齋。 

董齋。 桃 林。 接 天。 妓竹 (妓の 竹なる 意。 こ は I. 論 酒 間 斡旋の 一人物。 諸 先生の 中には 人らず。) 操齋。 錦 河。 

文 京。 文 雄。 通 澄 = 南 枝。 (以上、 右の 一 面。) 凉々。 梅 月 (女 )o 焉馬。 硏齋。 靜 一 。 五山。 眞的。 星 5?" 

鐵鷄。 文 K (女)。 柳涯。 銀 鶏。 琴臺。 (以上、 左の 一面 0) 抱 儀。 六 山。 松 守。 雲 山。 東溟。 春亭。 竹 雪 

(女)。 文營 (女)。 雪下。 春久。 武雄。 竹魯。 村彥。 S 上、 その ゥラ 一面。) 人物 總數、 妓竹共 三十 九 名。 

內梅 文囿、 竹 雪 * 文營の g 女 姓 あり。 文囿、 文營 は、 文齋の 門下 か。 竹 雪 は、 竹魯の 門下 か。 以 

上の 諸人 物、 溪齋畫 (英 泉) であって 顔 も 皆 相當に 描き 分けられて をり、 頭髮 (剃髮 の もの 多し 0) 着衣 

(琴 祭の 上下。 其 他 種々 なる、 階級 を すべく 扮裝を 異にせり。) 大刀の 有無な どの 書 別け によって、 相當に 

個人の 寫 生に 據 つたで あらう と 思 ふ。 圖は、 六 七 人 づ\ 1 團 となりて、 或は 酒 食 (この 洒<^ も 名物て あ 

リ その 品評で あらう 0) 或は 茶菓 (同上、〕 或は 他の 名物 を 中央に しての 品評の 圜 である。 飮 食の 品評に 與 

つた ものた ち は 就中， 有德の 羅 に 中った と 喜んで ゐ るので あらう。 

次に、 方 外道 人に つき、 遣憾な こと は、 彼の 生 狡 年月日 不明なる ことで あるが、 こ は、 差 常り そ Q 
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「扛 戶 名物 

詩」 の 解題 


典據は 一 もない。 唯 類推 を 借りれば、 名物 詩の はじめに. 「方 外道 人名 物 詩 推敲 之圖」 と ある 圇の中 

に、 方 外 Q 货象 (待、 差 添。 着 坐して、 座 邊に菜 子函ゃ 5 の 名物 数個 を 匱 く  0) として、 まだ 若き 感じの 額 を 

描け る ことで ある。 二十 五六の 表貌 なること である。 然れば 無論 明治 初期まで 或は 生存して ねたの か 

も 知れない。 琴臺 すら 當時 四十 二 歳であった。 しかも 彼 自ら 琴臺 老人と 署 した 早老 流行の 當時 故、 案 

外方 外 自身 も， 年齒 として は 若かった のか も 知れない。 次に 彼の 師系は 全く 不明で ある" 唯 銅 脈 (畠 中 

氏 0 京 肺の 人 0 狂詩に 巧。 名 は 正盈、 歡齋 と號す 0 字 はねむ る。 綽名 を 銅 脈と いふ。 通 稱は賴 母。 蜀 山人 同時の 人。 

享和 元年 歿。) に 私淑す る 所あった のみで あらう と 思 はれる。 何と なれば * 「名物 詩」 の はじめに、 「銅 

脈 先生 背 像」 として、 銅 脈の 肖像 を 一面 入れ 居れる が 故にで ある。 (別に、 次の 面に、 純 澤散人 超の、 銅 脈 

に關 する 右の 贊ぁ リ。) 以上、 覺束 なき 詮索の ま. 1 を 記して おく。 

さて、 「江戶 名物 詩」 そのもの、 解決に うつる。 「名物 詩」 は、 予の藏 本、 初版 再版の 二 本と も、 

凡て 初 編  一^で ある" 二 編 ありし や 否や は 全く 不明で ある" 本の 體裁は 半紙 四つ 折大 * 見返しに、 梅 

巷 道 人 著. 江戶 名物 詩、 樂木書 屋藏と 三 行に ある。 (此の 板 元に 就て、 予の 疑問 を 其 儘に 攀げ てお かう。 卽ち 

此の 樂木書 辰と は、 此の 著の 跋文 筆者た る 阿部 &、 齋の號 から 來て はゐ ないか 0 櫟は樂 木で ある。 而し てこ は 一部 此流 

好專 家の 道樂 出版で はなから うか、 J 或は、 各 舗から 出版費,^ 夫々 分擔 させて ゐ るの かも 知れぬ が 0) 全丁數 は、 序 

七 * 扉 一、 本文 十七 (內、 第二 丁 は 二と 又の 二と 宽 出せり。) 跌 一 、 計 一 一十 六で ある。 內、 序 中に 「銅 脈 先 
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本文 招 介 


生 肖像」 (半 丁) 「方 外道 人名 物 詩 推敲 之圖」 (同) 「諸 先 ：1}： 品 諸 名物 之圖バ 一 丁半 J ヒラキ 二 面と その 衷 一 面。) 

と 三 圖を揷 み、 本文に は、 「越後 屋」 (三越) (此 圖、 半 丁， 全 一 面。 以下 特に 註せ ざる もの は、 凡て 此半 丁、 

仝 一 面 也。) 「ョ本 橋 通  一 丁目の 豪華」、 「山 本屋」、 「古梅 園」 * 「大 丸」 * 「一 一州 橋」 (雨 國) T 日 野 屋」、 「長 

井 兵 助」 (此の 圖、 ヒラキ 二 面。) 「淺草 遠景」 (同) r 吉原」 (同) 「かよ ひ齚」 (吉原 仲 之 町。) 「柳 j« 書の， 通 

ひ 解の 詩」、 (詩 は、 無論 方 外の 作。 唯 別格と して 特に、 左 一 面 を 費せ しもの か。) 「森 山 蒲燒」 (水道 橋 附近 。)• 

「同 森 山蒲燒 の贊」 (こも 方 外の 作。 櫻 所 道 人 書と あって、 仝 一面。) 「越 川屋、 並に 住 吉屋」 (ッ ぐキ、 ヒラ 

キニ面 0) 「網 中の 鋰」 (濱田 屋に關 せる もの か 0) 「向島 附近， r 「墨 水の 花」、 「長命 寺 前の 樫 餅」、 の 以上 數 

圖を揷 入して ゐる。 (但し、 此等 は、 IS 立した もので はなく、 本文と 表、 又は 裏 をな して ゐる 0〕 揷繪畫 家. とし 

て は、 予の 知れる 限り は、 卷 頭の ； 品 諸 名物 之圖」 の溪齋 (英 泉) と、 「越 川屋、 住 吉屋」 (同 溪齋 r 

「仲 之 町 かよ ひすし」 の國直 (初代 豐阔 門人。 人情本に 多く 挿搶 あり。) の 一 一 浮世 綺師と 並に 雪 堤 (長 谷川 氏。 

江戸 名所 圖會の 畫者同 雪 旦の子 0 名は宗 一。 明： 十五 年歿 o 壽 六十 i:o) の 三者 あるの みで ある。 然し 他と 雖も 

相當な 他派の 畫家 であらう が、 今撿 索の 煩 を 略く。 唯、 左に、 その 畫 者の 名のみ を擧げ てお かう。 所 

山。 瓢々 山人。 雪 堤。 源 あ。 雲峨。 立 兆。 國直。 南涯。 遠齋。 猴 山。 溪齋。 秋峨 女史。 章。 浩雪。 他 

署名な きもの 四。 

さていよ く 本文の 全部 紹介に うつらう。 (本文 は、 一 面 を si 九 行。 一名 物に 題と も 三 行。 卽ち 前後の 二 面 
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を 除き、 他 は、 I 面に 三 名物の 割 也〕 


(以上、 表紙 裏 返し) 


江戸 名物 詩 序 

周詩楚 其 言旣 


緬思 時變。 不能 無 樂府歌 行。 

趱焉則 偶 儷 之 明暢。 律 絡 之 森厳。 詞曲之 淸^。 愈 

出 愈 新。 各 有 所長。 要 亦 永聲之 一 端 耳矣。 我 土 所 

謂。 狂詩 者。 遇 物 抒情。 能寫 性靈。 與風人 旨， - 無 

以 異焉。 世 之舉： 者。 以其辭 易 解。 概以爲 鄙 俚淺俗 

可 謂 誤矣。 方 外道 人 有 見 於此。 狂詩 惟 耽。 其人旣 


狂。 頃 著 斯編以 狂 其不 狂者。 彼 之明暢 者。 森嚴 者。 

淸髭 者。 無不盡 在，^ 是亦言 志 之 一 端 耳矣。 余欲詳 

序 其 意。 事長楮 短。 不獲 覯樓。 聊 題言 引 首 丙 中秋 

琴臺 老人 雨 窓 對客書 董齋 閑人 書 

(以上、 序 8 第  一 丁) 

江戶 名物 詩 序 

方 外道 人 遊， 1 無 何 有鄕- 夢爲， 1 胡蝶， 柯々 然 入，, 常春 

國裏， 飛，， 翔 紫 霧 紅塵 間 天 香， 遂，, 衆芳， 隨，, 時世 

之樣， 取，, 當今之 意, 俄然 而覺 將. 記，, 其 所，. 得者然 

恬愴 虚無 自 厭，， 其 煩， 乃 撰，, 短詩， 以 記，, 物 之 名 "干 

"世 者， 名 曰， 1 名物 詩, 非" 敢爲， ，1 定名 以傳， 一之 干 不朽, 

唯 欲 託-有名 之 物 >  以 記- 1 無名 之 詩-耳 道人此 棄夢矣 
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蔬矣 無. 爲，， 矣寓曾 二 莫.. 以，, 飮食之 徒， 而議巾 

道 人./^ 也 

天 保 丙申春 三月 擧 半道 人 識 

江山！ 人 書 

(以上、 序の 第二 丁) 

江戶 名物 詩 序 

方 外道 人。 本姓 福 井 氏。 通稱 健藏。 號梅 庵" 象 世 

爲 醫-, 道 人出。 嗣干木 下 氏。 其爲人 也。 風流 洒落。 

好 所謂 狂詩 者。 賦之 自娱。 蓋 抱 有爲之 村焉。 遁乎 

無用 者 也。 予聞之 友人 享父 焉。 旣而。 得 讀其所 著 

茶莫 詩〕 今 復有此 名物 之 情 可 謂詳而 靈矣。 與 

彼 151! 々干禮 法而。 不解 時宜 者。 論 不同 日 也。 聞 道 

人改 業。 餘暇 尙從事 刀圭。 起死回生。 亦 或 有焉。 

此集之 出 又 安知 不換 世間 俗 骨 之 神 丹耶。 


丙. S. 春日迂 庵主 人题 

煙霞 釣叟 * 

(以上、 序の^ 三 丁) 

常惱 平仄 成 歯 碾不叶 自由 自ぉ言 可憐 石 痲消渴 輩 孰 

似 我 太 や樂額 

代 方 外人 苦吟 上人 

鐵鷄習 書 

(以上、 序の 第 四 丁 表) 

(此 處、 序の 笫四 丁裘、 「銅 脈 先生せ 像」、 鐵 锩習寫 

なる あ リ、) 仝 一 面 CJ- 

ケル 二 ケル- ークク カラ  レ  レ タリ スニヲ  力  力 

於：， 文 於" 詩如レ it 錢不レ 切 不レ離 似" 通 "索 歟銀欺 

^5難，.分誰疑銅齓不，，銅脈， 

純 澤散人 題 

S 栗 庵 書 
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(以上、 序の 第五 丁 表) 

(此 處、 序の 第五 丁裘。 方 外道 人名 物 詩 推敲 之圖、 

春 峰 II なる ぁリ。 仝 ： 面 0) 

我 是が蕩 無 頓生只 於- 1 惡 態- 飽紅情 先師 跡斷困 n 家 

督, 乍. >  汲 k 流 噴-太平- 

代 方 外道 人 接 天堂 主題 

六 山 閑 入 書 

(以上 序の 第 六 丁 表). 

(此處 、序の 第 六 丁 裏より 第 七 丁 裏表の 三面に S り、 

溪齋畫 の 諸 先生 品 諸 名物 之 11 あり 0 但し、 予の 一本 

之 を 略く。 事情 ありて、 再版 時 削りた る もの か 0) 

(此？ r  0ro 扉の 表。 江戸 名物 詩の 五 字の み。) 

四 里 四方 江戸 中 家 ん 名物 家 々 風 穿鑿 縱椅濃 M 吟味 I 

坐 見 天下 泰平 功 

題名 物 詩卷首 凡智子 


曲 轅散人 書画 

(以上、 扉の ゥラ) 

(以下、 本文 第  一 丁 始まる。) 

(尙、 本文 は、 凡て 句點を 略け る も、 今！^ み 易から 

しむる ため 之を附 し！ M きたり 0 返點、 送 假名 は 一 切 

原文の マ 、とせり 0) 


江戸 名物 詩 初 編 


江戸 方 外道 人 著 


不拘 順序 

越後 屋 吳 服 


駿河町 巧 


カタ ナ  ハル カナリ ノ アキ ナイ レ 

兩側 一 町 三 井 店。 小 僭 判 取 帳場 返。 半時 商內 何千 

貫。 知是 繁昌 江戸 花。 

下 村 山城 油 本兩 町 

111 都 無，. 類 山城 製。 貴賤 珍 San ハ十州 r 貯得 道中 輕-ー 
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幾日？ 不 "融不 "替 一番 油。 

鈴 木 越後 羊羹 本 町 一 丁目 

江 戶誰知 越後 名。 本 町，^ 口  土 藏宏。 常時 處處多 U 

新 製？ 依レ舊 羊羹 天下 鳴。 

三 馬 江戶水  同 二  丁目 

近年 三馬大 流行。 德 利往來 店不』 r 賨出 繁昌 江戸 

水。 粧成八 fn 八 町 娘。 . 

玉屋 紅 同  所 

朱 旗 搖影本 町 風。 認得 暖簾 玉屋 中" ぼ 上人々 貴- 1 

寒 製？ 買 来 猪口 幾 杯 紅。 (以上、 第 一 丁) 

(此 處、 第二 丁 表 0 全面、 11 一越の 圖) 

丸 角 屋仕立  本 町 二  丁目 

紙 人服紗 巾着 類。 年 々織 出 新 工夫。 近年 胴亂 多-鞠 

形？ 古渡 印 甸縞廣 東。 ■ 

鳥 飼 和 泉漫頭 本 町 三 丁目 


鳥 飼 和 泉 無，， 鳥 飼？ 饅頭 日々 注文 多。 唯 歡皮薄 蹈 

尤好。 荷 出 蒸籠 日 幾 荷。 

酢屋 三臓圓  本 町 四 丁：：：" 

箱 入 人参 三 臓圓。 本家 酢屋本 町经。 世間 勞症虚 分 

者。 一 劑嘗來 性 命 全。  (以上、 第二 丁) 

近江屋 太牢饌 室町  一丁目 

銅 網 招 脾近ぁ 店。 反 本 巴艾太 牢饌。 黄 牛肉 製 {且" 進 

, 酒。 又 是味喈 與>1 甘 泉？ 

近 江 屋感應 丸 同  所 

正 野 法 橋玄三 製。 驅，, 役 萬 病， 都 回， 春 一 泣 百疋滅 

法價。 乍， 去 卽效實 如 ^ 神。 

十 時 庵 金砂 挺 伊勢 町 裏 川岸 

仙 補 薬舍秒 挺。 吞來卽 坐五體 寧。 新 製； 大行避 邪 

法。 梅 香 一 注 十 時馨。 

美濃屋 消毒 散 南 横町 川岸 
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ぁ檳l^i<^•瓢簞。 梅花 萬 能 諸瘡 安。 就 ^ 中 賣弘消 

毒 散。 曰 吞-1 1 匙- 不 kk>。 

住 伊吳服  日本 橋 中 通 

京都 i き新帶 地。 判 取 帳場 小 愴忙。 読物 手附 三日 

限。 金泥 染類 决不レ 商り 

瓢簞 茶漬  同 浮世 小路 

俳 偕 之 開 小 集 筵〕 浮世 茶漬 忙， 1 出前？ 坐 間 並 销 多 

ルカ 勺。 客人 笑 指 slk 連〕 (以上 又ノ 第二 丁) 

百 川 褸參會 日本 橋 浮世 小路 

諸家 振舞 名 弘实。 ^^^切更無>1 1 日 休？ 浮世 小路 浮 

世 客。 百 千來會 fn 川樓。 

唐 林 小 倉 野 日本 橋 西 河岸 

十分 小 倉 野。 喰來 一 碗 薄茶 淸。 卷皮養 性 遠山 

餅 盡" 疋唐林 新 製 名。 

紀伊國屋 喜世留 四 口 市 


喜 世留多 四日 市。 紀伊國屋 大 繁昌。 赤銅 眞錄 流行 

形。 毛 彫 < ホ銀盡 地 張"  (以上、 第三 丁 表) 

(此 處、 第： 一一 H: 汆 全面、 所 山 S の 通 I  丁目 (？) 豪華 

の圖) 

須原屋 武鑑 通  一丁目 

藏板 尤多須 原屋〕 袖 珍 武鑑 一 家榮。 年 札 役替仕 

ァラ タメ  ケッリ テ  ニヲ n ナヮル 

改。 日 日刊 成海內 行。 

白木屋 諸式 同 上 

諸式 注文 望 次第。 ^ 牧 品物 小， 可， 量。 唯 非， 1 吳服 

絲 而已？ 萬 事 人間 無 盡藏。 

山 本屋 山 本山 同 二  丁目 

買 者 立幷客 如， 市。 番頭 手代 少無， 間。 1 時 責出三 

千 斤。 多！^ K 自園山 本山。 

古梅 園 古墨  通 二  丁目 

ィレ  ガタナ  ノ  ル 

南都 仕 入 松 井 店。 日本 撟南 翰墨 5r 紫 玉 書 奴 招来 

口  タ チマチ ス  ノヲ 

處。 筆端 乍 爲 -1 古梅 香？ 
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本惣 茶道 E4、 新お 衞 n 町角 

靑磁染 付 高 隨 物。 備前 瀨戶古 唐津。 所持 道具 多- 1 

花 堂 雁皮紙 通 四 丁目 

-リ  ァザャ カナリ / ゥナ ハモ  ゾ 

半切 文 筒 短冊 鮮 e 暑中 團扇 幾多 錢。 金 花 堂上 金 

花發 C 染出雁 皮 五色 謹。  (以上、 笫四 丁) 

(此^|、 第五 丁の 表、 日本 橋 附近の 圖 々山人 晝 a 

"虹 山胰 0 商家に <1 の 印 ある は、 山 本屋 か 0) 

(此 處、 第五丁の^2^- _ ^窓 翁 超の 古； 5t 園の ar) 

文 魁 堂筆硯 m 四 丁目 

水 筆 羊毫小 文筆。 端溪和 硯製尤 新" 跳 來日 R 書 

あ 客 ^ 半 是米庵 門下 人に 

味 嗜屋元 結 赚麵繩 請-丁目 

元 結賣初 味噌 屋」 數年不 絕 is 繁昌。 佘拊ガ 細 奴 

モフ トシ スへテ ル  ノシ モト 

尤太。 都 爲， 1 人間 頭上 霜？ 

紀伊國屋 於滿鮮 上 横町 新道 


何 歳 初 開齚屋 店。 連綿 數代 市中 鳴。 海苔 玉子 鹽梅 

妙。 知是 女房 於 i 情。 

明月 堂薷麥 

ノゾパ  /  ィ ゾ ガハシ モリ ル 

明：！^ 堂 中 新 费麥。 蒔畫 重箱 注文 忙。 盛 來白髮 三 

ヒ キヌ 午 ク マ シリカ クノゴ トク シ 

千 丈。 挽 拔無. 交 似 個 長， - 

瑗 菊 煎 茶 中橋廣 小路 

？ I 湧 v5-.ir 甘 菊. 冢。 掃除 ま. 淨 牀几 斜。 休來 南北 束 

！^客。 煎 出 山吹 喜 |& 八 水。 

木 谷 實母散 

江戶中 橋實母 散 J 和 方 祌妙卽 效奇。 產前產 後 $1 通 

用。 袋 好 婦人 血 道 時。  (以上、 第 六 丁) 

瀨繞頭 南 傅 馬 町 四 丁  0 

傳馬町 頭， M 瀨店。 鏝頭 元祖 製尤 新。 毎朝 蒸 立 皮 如 

, 解。 爭買 世間 下戶 人。 

坂 本 氏 仙女 香 同 三 丁目 
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3-t ル. 'カタ ハラ Z  /  / 

新 板讀來 草紙 傍 e 此家 口上 兩三 章。 京 橋 之 北 春風 

夕。 町 內吹薫 仙女 香。 

玉 木 屋，煮 豆 芝 ロー  丁目 

二 ル  マメ カム 匕ャ ウギ- - ナン コ ウメ ナリ  ゥリ ムルズ 

玉 木 煮 來坐禪 豆。 干瓢 銀杏 小 梅 新。 主人 寶初知 何 

歳リ 定是九 年 fEsk 春。 

. ^好 庵 金 化粧 芝 神明 門前 

名 久祌叫 門 ；。 沈香 白檀 伽羅 芳〕 古來刖 有ニ兒 

4„^愛？ 大好 庵中舍 化粧。 

艘麼祐 元齒磨 柴 井 町 

看 坼 假名 文字 白。 康數 代齒磨 香。 口中 諸 病 多， I 

奇藥？ 盡是祐 元 家 i 方。 

屋反魂 丹 芝 田 町 四 丁目 

田 町 元祖 反 魂 丹。 一 泣 呑 來諸病 安。 霍亂 食傷 义腹 

痛。 懐中 貯得萬 人歡。  (^^上、 第 七 丁) 

(此 處、 第 八丁 表 a 大 丸の 圖) 


(此 處、 第 八丁 裘。 雪 場圆、 林 齊疆の 二 州 楠の 景) 

大丸屋 新形 通 旅籠 町 

流行 新形 流 縞。 仕込 澤山 滿，， 土藏？ 忽去 忽來四 

あ 客。 町人 武士 半分 娘。 

越後 屋播 廣 菓子 石 町 

新 1 流行 播麿 掾。 來 菓子 鴕，， 於 花 f 人人 携至知 

何 處。 定是權 門 取次 家。 

签屋艾 小 網 町 

往礼 看板 一 町 高。 知是 伊吹 签屋 艾。 土用 寒 前 注文 

多。 子供 中小 大人 大。 

翁屋翁 煎餅 照 降 町角 

砂搪 上品 味 尤輕。 進物 年中 客. M 榮" 縱有 U 結^ 千 

菓子？ 如，：^ 煎餅 少，, 江 城？ 

萬 久煮染 芳 町 

牛  カラム  ノノ 

蒲 鉢 長芋 燒 豆腐。 干瓢 椎^ 露自 含。 一 重 見舞 幕 之 
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內。 味 得 直 知萬久 甘。 

松 本 蘭 奢 水 住吉町 

寳出 一 方 蘭 奢 水。 鬓付紛 粉 製 尤芳。 家名 松 本紋銀 

杏。 看板 彫 成 岩戸 香。  (以上、 第 九 丁) 

四方 赤味噌 新 和 泉 町 

劎菱瀧 水 土 藏充。 上戶 往來嘗 V 舌 通。 出店 分家 行 ^ 

在。 味 赤 似，， 四 i.^ 紅？ 

鹤 屋錦鎗 通 油 町 

役 あ 似 顏國貞 筆。 狂言 寫出 響，， 三 都？ 近來刖 あ，， 流 

行畫？ 田舍 源氏 數編 圖。 

玉屋 花火  兩國吉 川 町 

流星： 虎尾 入 4iH 鳴。 十二 挑 灯 照， 水明。 兩國 年々 大 

ョビハ ヤス / 

花火。 滿城喚 • 玉 屋聲。 

.  松 本屋 稀资丸 雨國廣 小路 

稀 登 松 本家 傳方。 看板 高懸兩 國濱。 平生 服用 身 


無， 病。 買來 1^.: 在近鄉 人。 

扇面亭 書畫扇  兩國橫 山 町 翁 is 

文 晃武淸 米 庵 筆。 五山 詩 怫綠陰 詩。 年年 仕込 新- 1 

書畫？ 扇面賣 初發會 時。 

若 松屋 幾 代 餅 同 吉川町 

兩國 一 番若 松屋" 雜煮 汁粉 客 來頻。 世間 名物 多 零 

落。 幾 代 獨歷幾 代 春。  (n 上、 第 十 丁) 

和泉屋 唐本  兩國橫 山 丁 三 丁  H 

玉巖 堂上 多 i? 本。 經史文 te- 土 藏餘。 誰 道、 H.; 人尤好 

事。 百 千 書名 腹中 儲。 

日野屋 小間物  同 三 丁目 

主人 閑 月 曉 ii ま。 諸 色道 具 店頭 堆。 近 來新製 一 

奇品。 貴賤 爭買脊 令臺。 

與 兵衞鮮  お 兩國元 丁 

流 齡屋 町々 在。 此頃 新開 兩國 東。 路ん奥 名與兵 
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衛。 容來 V ザ 坐 一 一間 中。 (以上、 第 十 一 丁 の 表) 

(=^ 處、 第 十  一 丁の 裏 0 源雜 (？) 筆の 日 W 尾の 圖、 

暖簾に せきれい だいと 見 ゆ 0 成程、 店頭に 武士 ぁリ、 

町人 ぁリ a) 

V  fcb  4J,、1 單 刀  兩國 同朋 町 新地 

づ V,"  ^ ヌじ  ^^^^^ 

今日 彈初 何檢 校。 勾 當四度 互 爭 レ吟。 三 終 胡弓 河 

東 節。 一曲 人 歡豐ー 琴。 

萬 八 書畫會 睛 SK 衞 n 町 

一 EE 八樓上 會。 不， 拘， 1 晴雨， 御 臨。 先生 席上 皆 

揮， 毫。 帳面 頻付收 納金。 

日 高 屋緣馬  淺幕 御門 外 

江戸 一 軒權馬 初。 家藏， 1 眞筆梶 原書？ 日 高淺草 御門 

外。 六 百 年來此 住居。 (以上、， 第 十二 丁の 表) 

(此處 、第 十 1 1 丁 の ja5:I と 第 十三 丁 の 表と ヒラキ 二 面、 

雲 峨畫、 長 井居 合拔 の圖) 

丸 屋大圑 子 御蔵 前 町 


土間 店廣 御藏 前 j 丸屋 盤中圑 子圓。 評判 從來 大安 

賣。 一 盆 喰 盡腹便 便。 

長 井 兵 助齒磨 御藏 前 

看板 太刀 正面 飾。 兵 助 居 合 上，, 三方？ 人人 待 得 今 

將 "拔。 齒入齒 磨 口上 長。 

山 口 星壮立 淺草 並木 町 

マリ カタ  レ  / ナ  トモ ナリ  ヒテシ t 

鞠 形 利 休 煙草 入。 流行 金物 製尤 濃. - 通人 相 at- 若 相 

問 C 並木 町 頭 山 兵 縫。 (以上、 第 十三 丁 

(次に、 第 十四 丁全ナ シ。 所藏本 二種と も 第 十四 丁 

を缺く 0 是れ、 第二 丁の 重出に ょリ て、 こ の 一 丁 を 

略け る もの か 0) 

村 田 喜世留 淺草 御藏 前 

店自 繁昌 品 自鮮。 風流 仕込 在， 1 村 田？ 近 來新製 文 

人 張」 吸 出 詩歌 幾 首烟。  . 

. 永 樂屋干 侮 苔 淺草 雷神 門前 

帖帖 乾來積 如， 紙。 年年 賫出 早春 風。 in 焦 吸物 豆 
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腐 汁。 韆 有-一枚， 味不， 同。 

金 龍 山 餅 淺草 寺境內 

金 龍 山 畔余寵 餅。 餅 {E 飽化 黄粉 新。 日日 觀 音お 詣 

客。 掛 k 取 食 幾多 人。 (以上、 i か 十五 丁 表) 

(此 處、 第 十五 丁 裏よ リ第 十六 丁 表へ、 ヒラキ 金 龍 

山の 遠景 ◦ 立 * 寫) 

(此 處、 第 十六 丁 裏よ リ 十七 丁 表へ、 ヒラ キ吉原 

大門の 景。 立 兆寫) 

薪 星薷麥 吾妻橋 川端 

薪屋無 k 薪 又 無 "炭。 坐 舗 一 一階 大川濱 。唯今 淺草 爲，， 

名物？ 歲歲 年々 薷麥 新。 

八 百 善 仕出 新 鳥 越 

八 巧 善名饗 ニ^ 東？ 年中 仕出 太 1^ 風 ジ此家 欲， 識 n 壁 

梅 妙？ 請 兑數編 料理， 通。 

田 川 星料现  金 杉 大恩 寺 前 

風爐 a- 淨 在，， 干 庭？ 醉後 浴來酒 乍^。 會席 薄茶 料 
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现好。 駐春 亭是駐 人亭。 (以上、 第 十七 丁襄) 

(此 處、 第 十八 丁 表。 仲の 町 かよ ひずし の 圖0 國直 

寫) 

吉 原通鮮 

吉 名物 兩 三種。 通鮮此 IS 製 尤奇。 遊客 通 來多喰 

盡。 摟中 首尾 十分 宜。 

(此 一詩に て、 第 十八 丁 裏 全部 0 此の 詩、 柳 庵の 書 a 

下に 南 涯の笹 と、 遠齋の 白魚と あり 0) 

竹 村 最中 月  吉原 中ノ町 

色白 最中 I 片月。 卷來 煎餅 品 尤嘉。 暑 塞 年玉 义時 

候。 茶屋 携行 得意 家。 

橘 星 助惣燒 飽 町 三 丁目 大橫丁 

助 惣燒始 助 您燒。 極上 鹽梅聞 二 四方？ 先祖 由來 住居 

シ  カラ  シ  、 

久。 家名 自與 ，1鐘 町， 長。 

鈴 木 兵 扉 菊 一 煎餅 同所 大通 

兵 扉 龜町三 丁目" 跳來 煎餅 容 紛紛。 古今 唯 朝？ i 


形。 燒 做，， 風流 菊 一 紋？ 

於鐵 牡丹餅 同北横丁馬揚^?: 

トノ  ヲ テツ  Z  -1 ル  リス  ト 

馬場 之 角 一 軒 家。 於鐵數 年此地 誇。 盛 出 盆 中 胡麻 

アン  シテ ス / ト 

餡。 人 賞 爲，； 牡丹 花？ 

瓢簞 星薷麥 四 丁目 

腽飩 薪 麥瓢簞 星。 名字 十三 町內 聞。 代代 諸家 多，， 出 

入？ 注文 日日 容成 Js。 

彼 屋粟燒 市 谷 左內坂 

左 內坂傍 暖簾 古。 粟 燒寶出 幾年 榮。 誰 言 山手 無：， 

名物？ 使屋 一 軒巿谷 鳴。 (以上、 第 十九 丁) 

(此處 、第二 十 丁 表 a 水道 檣 森 山蒲燒 の彔、 猴山维 o) 

森 山. 蒲燒 

水道 橋 外 住，， 水灣？ 蒲 燒評利 久，， 世 問？ 此{ 永 風景 自 

然好。 窗外 有， 森义 有， 山。 

(此 詩に て、 第二 十丁裝 仝 部 0 樱所迸 <  の 害な リ a) 
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萬 文 加 Ilf" 餅  赤 坂 御門 外 

タ ジム/  ナク カラ シ 

賣初 一 種 加 .：^" 餅。 新製品 多 客 自喧。 赤 坂 町 町 幾千 

戶。 流行 唯 是禹文 家。 

豐島屋 白酒  紳田缣 倉 河岸 

白酒 高名 豐島 屋。 氣强色 薄 一 家風。 人人 欲 J 貝 多 

難』 貝。 賫始 寶終 半日 中。 

內田屋 酒店  外 神 田 昌平 橋 外 

昌平 橋 外內田 前。 德利如 k 山 酒爲， 泉。 孔子 門人 多，, 

上戸？ 瓢簞携 至 是顏 淵。 

深 川 屋蒲燒 餅 P 田 仲&加 sa- 

ヲレ  シ- .S ゥナギ 力 二 ト 

蒲燒 名物 深 川 星。 魚 切 年中 休日 長。 歩 鳗鱺糧 一 

皿。 喰來 風味 異， 1 尋常^ 

龜屋柏 葉 餅 断 J 田 旅籠 町 御 

ノ  カシ ハモ チチ  シ ゾ ，\ 

寳生 門外 暖簾 龜。 萬 歳 千秋 柏 葉粢。 形 小 色白 何 足 

y 賞。 喰來 第 一 味^ 宜。 


翁 屋煮染 上 廣 小 路 

暧餱 高掛翁 之.， s。 幾《2盤臺煮染！^|。 上野 花 開 三月 

始。 辨當重 詰 注文 喧。 (以上、 二十  一 丁) 

歡挙屋 錦袋圓 池 ノ端片 町 

格子 數間 錦袋圓 • 小僧 取次 靜 如. 禪。 請 1^ 一  貼 巧 

/  I  シス  ハレ  ナ ラン 

文 包。 現出 觀音是 結緣。 

日野屋 小間物  同 仲 町 

仲 町 第 一 日 野屋" n| 物 並 來望不 J^" 六十 餘州諸 

名產。 此家肸 在 ニ土藏 中？ 

酒 袋 香 煎 同  所 

祇園 不レ及 香 煎 味。 下 谷 仲 町： は 袋 方，、 【貝 得 家家 皆 

便利。 客；^ 先 出 一杯 湯。 (以上、 第二 エー 丁 表) 

(此 處、 第二 十二 丁 襄ょリ 第二 十三 丁 表へ、 溪齋畫 

のヒ ラキ、 右 越 川 屋、 左住吉 のお 頭雜 杏の 彔) 

越川屋 袋物 同所 仲 町 
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カン ヤン 匕 ニシテ モ ナジ シ タテ  二 ッゥズ 

閑 靜縫細 製 尤ェ。 仕 立從來 世上 通。 胴亂 聰帶懷 

物。 人人^！！：識越川風。 

住吉屋 喜世留  同 ， 所 

住 吉屋名 響 n 他疆？ 人人 持 得壽更 長。 買來 日日 注 

文 品。 半 是櫻張 出世 張。 

七 澤屋手 遊 池 ノ 端 

長 持 簞笥臺 子 類。 一 も 屏風 一 尺樓。 看來兒 女皆歡 

y 目。 恰似， ふ 人 島 稗 遊？ (以上、 第二 十三 丁 裏) 

(此 處、 第二 十四 丁 表 0 秋峨 女史に 成る 老爺、 鲤の 

か、 れる 手辆を 肩に せる 圖ぁリ 0 別に 桂 陰の 「試 喫 

江 南 鯉 魚 尾 候 家先此 1 杯羹」 の 題 ぁリ. 0 

無 極 巷薪麥 池 ノ端廣 小路 

池 砌 樓高無 極 巷。 近來 出店 在 „ 千 南？ 太平 一 i 

豚 裔麥。 開し 盖 自然 香^ 含。 . 

濱田屋 奈良茶 3 下佛店 

茶碗 大平鯉 濃漿， - i? 解 吸^ 亂潮ー „ ん。 坐 舗 客 夥濱田 


タ, クタ * ク 17  f 

星。 混 雜唯聞 打， 手聲。 

安宅 松^ 御船 葳前 

本 所 一 番 安宅 鮮。 髙名當 時 莫レ可 "並。 權家 進物 三 

lii 折。 玉子 如乂 4- 魚 水晶、 (以上、 第二 十 s 丁. S) 

(此 庭、 第二 十五 丁 表 0 章畫の 向島 附近の 景 0 滿路 

春風 踏 日 斜柳蔭 竹 外 水之涯 なる. E 襟 閣  <  の 書 あり) 

(此 處、 第二 十五 丁 裏 0 浩雪婁 の 櫻 花ニ朶 0 松風の 

想 を附す 0) 

船橋 屋 煉羊奠 川 佐 K 町 

本家 久住深 川岸。 菓子 羊獎 天下 横 e 縱有 n 同名 同 

在？ 船 1^ 文字 自然 明。 

平 淸會席  ？； 1- 川 

會席 風流 辰 巳 誇。 坐 鋪近對 水^：ぁ。 尾花 梅 本山 あ 

客。 g 染連 來此， 地 奢。 

大七洗 鯉 

客 込 奥庭 屮ー 一階。 溫^:!^ 石 滑 暖 如" 蒸。 酒 \ ；?; ^色> 彼 
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.來 處。 洗 出 鯉魚數 片冰。 (以上、 ^二十 六 丁 表) 

(此處 、第二 十六 丁 裏 。長侖 寺 附近の 景。 一任 人 呼 

成惡 容必敲 長命 寺 前 家 の 柳涯 の 超 あり o) 

武藏屋 濃紫 同 

向島.：：？ 名武 藏屋。 舂花秋 月 客 來頻。 葛 西 太 郞今何 

在 G 一  碗濃漿 風味 新。 

- 長命 寺樓餅 同 

. 幟 高 長命 寺邊 家。 下 戶爭買 三月 頃。 此節業 平 吾妻 

遊。 不. 吟， 1 都鳥  >吟コ 櫻 餅？ 

海老 屋 料理 王  子 

アキラ カナリ 

攧干 面 水 潺援。 王子 一 希 普請 殷。 初 午 稻荷權 

現お。 晚來賣 切 客 空 還。 (以上、 第二 十七 丁 表) 

签 屋錢刖 品  川 


遠國 奉行 發，， 品 河？ 此家昆 送 客如レ 蛾。 町人 出入 同 

ノヒ  -ーク  ノキテ 

席 使。 用役 頻驚 二目 錄多？ 

江戸 名物 詩 初 編 終 S 上、 第二 十七 丁 S 

和 嶠於馬 王 濟於錢 皆 癖 也 耳 杜預於 傳自知 其 癖而不 

能止者也^^：友方外道人襟度洒^好所謂狂詩滑稽諧 

謔常 以爲戯 亦. 1 也 耳 先刻 茶 菜 詩 今 復嗣刻 此《„|| 、孤 亦 

自知其 ^而 不能 止 者 歟余把 讀之能 記 江湖 途件 名物 

諷誦 之 間 眞敎人 鬼 目 鴻耳也 思 夫 自非今 之淸世 安能 

得 以此爲 癖 以此爲 戯售此 做 名物 鬻之以 做 生計 乎耍 

亦 淸世之 餘澤也 予與方 外同淸 世間 民 而同癖 之交久 

矣刻成 之 日 喜 書 之 云 丙 e. 桐 月樑齋 主人 識干 雜花繞 

屋蒹薰 四來堂 三 峰 樵 者 書 (以上、 第二 十八 丁。 完) 


餘  Ills 


〔餘 言〕 

三 馬 江戸 水 


右の 江戶 名物 詩 校訂の 傍ら、 心 づきた る 各 名物の 中 三 四に つき， 略 註 を 試みよう。 

〇 三 馬 江戸 水 (第二 丁の 裏) 作者 部類、 三 馬の 項に、 「三 馬 は 板木 師菊池 茂 兵 衞の子 也。 名 は 太 

助、 總 角の 時より 茅場 町た る 地 本 問屋 西宫新 六に 仕へ て 後に 手代に なりぬ。 年季 滿て後 去て 山 

下 御門 外なる 書林 萬 屋太次 右衛門が 婿養子に なりし に、 妻 早世し たれば、 途 に離緣 して 石 町な 

る 裏屋に 借 宅す。 其 後 大阪の 町人 某が、 江戶掛 店の 中絕 したる を 再興す とて、 これ を 三 馬に 委 

ねし かば， 遂に 本 町 二 丁目に 開店し ける。 しかるに 來の藥 は 多く 賣れ す、 三 馬が 新 製の 江戶 

の 水と 云 ふ 賫藥、 世の 婦女子に 愛せられて、 渐 々多く 賣れ しかば、 なほ 種々 の 藥を闥 ぎて 其 身 

の 株に したり。 戯作 は 寬政八 九 年の 頃より 名 を 著して 云々」 と ある 是 なり。 これによ く 似た こ 

と は、 京傳 (京屋 傅藏) の 煙管 煙艸 入、 鼻紙 袋、 楊枝 入 等の 本業で ある。 京傳の 此の §K も、 隨 

處 その 戯作に 自己 吹聽 せられ、 また 當時 通人 間にいた く 流行し K 造 品まで 生す るに いたった が、 

京傳の 死後、 弟 京 山 跡を嗣 ぐに 及び、 此の 本業 を廢 したと いふ。 然るに 三 馬 は 其の 子に 至りて 

なほ 父の 此の 本業 を 改めす ノ 富裕な 生計 を 得た とい ふ。 然し こ は、 一一： 馬の 子が 商賣 人肌で あつ 

たとい ふよりも、 寧ろ 京傳の 煙草 入 煙管の 類よりも * 三 馬の 賣藥の 方が より 多く その 生命の 長 

かった こと を證 して ゐ るので はなから うか。 さて 然 らば、 その 江戶 水と は. 無論 化粧水、 水 白 

粉の 類な らんが、 如何なる 製法な りし か は、 不明で ある を 遺憾と する。 近 は 世相 史の 中に も、 
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「化 載 水 は. 江戸の 水， 髮付は 常 盤 香， 紅 は 玉屋と 至り、 詮索 は 江戸の 習 ひとやい はまし」 と 出 

で- -ゐる J 〇 文 魁 堂 筆 g (第 六 丁 表) その 第 四 句に、 「半 是 米庵鬥 下人」 と ある、 この 米 庵で ある。 

米 應は人 も 知る. is 河 米 庵、 (寬齊 の 子。 安永 八 年 亥月 少パ 日に 生る。 s: リて名 は； 一： 亥 亦 通 稱に川 ふ。 字は孔 

er 小左衞 門と 稱す 0 書家と して 一 世に 鳴る 0 就中、 楷隸に 巧みな リ 0 《=^"て金澤藩に.5^事す0 安政 四 年 七月 

十- < 日江戶 に歿。 年 八十。) その 書名 一 世に 藉甚 した こと は、 此の 狂詩 を 以て 亦， 左と 做す に 足り 

よう。 〇 仙女 香 (第 七 丁 表) 坂 本 氏 仙女 香の 名 は、 江 戶期鎗 本 稗史類 を繙く 者の 恐らく 此の 名に 

觸れ ざる こと 無き 程， 紙上 廣吿の 盛んなる ものである。 草紙 類 はおろ か、 錦緣の 類に も- 美人 

燮 ありて 化粧 をな す あれば、 そこに 必す 仙女 香の 袋 を 見た。 廣重畫 くの 東都 名所の 中、 隅 田 川 

ル景 (佐 野 喜 板) の 「眞 崎の 夜雨」 に は、 その 石燈 籠にまで これが 刻され てゐ る。 以て 資地廣 

吿 紙上 廣吿 併せ 得て， 當 時として は廣吿 道の 耍領 をよ く曉 得して ゐ たもので あらう。 英泉、 國 

貞等 時代の 錦綺 草紙に その 甚し きを 兌る。 以て その 當時 最も 流行した もので あらう。 酷 だしき 

はわ 印にまで その 廣吿の 手 は 侵入して ゐる。 今 左に、 紙上 廣吿の 一例と して、 「和合 人」 中卷尾 

に 所載の 物 を 載せて おかう。 曰く • 


『i かほ， 美 髭 仙女 ^ 


包 四十 八 個 


此御 くすり は 享保十 一 年 二十 一 番の 船の 主伊孚 九と い へ る 淸朝人 長 崎 偶 居の 時 丸 山中の 近 
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鶴 屋錦緣 


扇 面 亭書畫 

扇 


.Id 屋の 遊女 菊 野に 授 たる 顔の 榘の奇 方な り。 傳 ていふ 淸朝 P 「れ にて 宮中の 婦人 常に 此の 藥を 

用て 粧 をかざる とぞ。 右の 傳方 故あって 予が 家に 傳 へたる を (略) 

功 能 (略) 

口上 右の 御く すり 十 包 以上 御 もとめに 候 は ビ當時 三 芝居 立 者 立 役 女形 正め い 自筆の 御 扇 

子け いぶつと して 差 上 候 間 十 包 御 もとめ 被 遊 候 節 は 御 このみの 役者 名前 御し るし 御 こし 

候 は ビ其品 差 上申 候』 

この 「口上」 が 面白いで はない か。 人氣 役者 を 利用した 所なん ぞ、 今どき 眞 似が 難から う。 

〇 鶴 屋錦鎗 (第 十 丁 表) 小 林 氏、 仙 鶴 堂と もい ひ、 元 ft の 頃からの 出版業者、 後に は 特に 錦總類 

の 板 元と して 有名で ある こと は、 誰し も 知る 所。 鶴 喜と も稱 した。 唯 謂 ふべき こと は、 此の 狂 

詩に 現れた- 「役者 似顔 國貞 筆」 「近来 別 有 流行 畫田舍 源氏 數編 圖」 なる 二 項で ある。 此の 「名 

物 詩」 の 挿 繪には 浮世 緣師 として は， 國貞と 同格の 英泉 (實質 は國貞 以上で あらう と， 予は思 

ふが) 國 直の 二人が あるに も拘ら す、 作者 方 外 は、 彼等に 言及す る 所な く、 國貞 にこれ を^つ 

た。 殊に 「響 H 都」 と は褒辭 頗る 盡 して ゐる。 以てしても 國貞の 常時の 如何に 羽 振よ く、 師、 

並に 同輩 を 凌駕して ゐ たかが 知れよう。 その 證左 として 特に。 〇 扇 面 亭書畫 扇" (第 十 丁の ゥラ) 

その 詩の 中の" 文 鬼， 武淸、 米 庵、 五山. 詩佛、 綠 陰の、 筆 並びに 詩の 作者に ついて ビ ある。 


文晃は 誰し も 知る 畫者。 武淸は 喜 多 氏 * 字 は 子 慎、 可 庵と 號 した、 冗淸堂 • 鶴 翁の^ 號 がぁづ 

た。 江戸の 畫家 • 文 鬼の 門下。 壯年 にして 一 派 を 成す。 安政 三年 十一 一月 殁、 年 八十 一 と。 米 庵 } 

は、 市 河 (川) 米 庵 * 解題 中に 旣に 述べ たれば 略す。 五山 も 同様。 詩佛 は、 大 窪， 詩怫。 名 は 行、 

宇 は 天 民、 通 稱は柳 太郞， 瘦梅、 又た 詩聖 堂と 號 した。 常 陸の 人、 移って 江戸に ゐた。 草書 を. 

よくし >  詩 また 海内に 鳴った。 時に 市 河 寬齋、 柏木 如亭、 菊 地 五山と 江戸の 四 詩 家と 稱 したと Q 

當時賴 山陽、 文晃 とも 交友が あつたと. - 綠陰 は、 儒者。 山 本 氏、 名 は 信 謹 字 は 公行 一に 茶佛老 

人と 號 したと j 〇 日野屋 小間物。 (第 十一 丁の 表〕 その 狂詩 中の 「貴賤 爭買脊 令臺」 の 句で ある？ 

脊令臺 は、 鶴 If 臺 であって， 鶴^ は、 諾册ニ 神 云々 の俗傳 から 來てゐ ようと は 誰し もの 考へ及 

ぶ 所で あるが、 さて その 臺とは 何で あらう か。 無 論 一種の 四ッ 式目 屋道異 であらう に は 遠 ひな 

いが。 幸 ひ、 此の 「名物 詩」 の 此の 第 十  一 丁の 裏 は、 日 野 屋の圖 である。 その 圖の 中に、 梅花 

堂なる 男の 題が ある。 曰く 「記 取 遊 仙 IT 一  趣脊 令臺」 と ある。 すれば， 無論 淫具 たる は 叫ら 

かで あらう。 卽ち 此の 意 は， 遊 仙窟に もこれ に 類した 物が ある， それ を 記 取せ よ、 であらう。 

今 遊 仙窟 中の、 此の 種の 臺の 記載 を 探して ゐる 暇がない が、 一 趣と は、 同種の 意で あらう。 さ 

て 此の 脊令臺 は、 いかなる 形の もの か。 或 人が、 幸 は ひ 「或る ヮ印 でも 讀んだ ことがある。 枕 

の やうな 小形な もので， パネ 仕掛に なって、 女性が 口に 敷いた ものら しい」 との 事。 臺と いふ 
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と 大きな もの i やうに とれる が、 矢張り 形 は 小さな ものである らしい。 現に、 此の B 野 屋の阖 の 

中に も、 小僧が 捧げ 出して ゐる 物が、 小 枕 位ゐの 大きさに a える。 これ は 無論！^ 令毫の 積り で 

あらう。 脊令臺 と 命名した の は、 日本で は、 鳥の 鶴^ は. 諾册ニ 神の 性的 傳說に 容易に 聯想 さ 

れて、 淫具 たる ことが 一一 一一 口外に 明らかで あるが 故にで ある。 ハ遊 仙窟 中の 同 趣の 物が 何と 謂 ふか 

は 知ら 4^ ^い。) とにかく 此れが 流行 もし、 且つ 大 びら に 賣られ たもの らしい その 證據に は、 圔 

の 中、 暖簾に 公々 然 せきれい だいと 白ぬ きにされて ゐ るからで ある。 成程、 詩の 通り 士も 町ゾ 

も W1 頭に ゐる。 〔其 他、 各 名物に ついては、 尙 「紫 草」 (商標 集、 集古會 舊刊) に、 その 中の 若 千、 考證出 

でたり 0 よりて、 こ、 に 略す 0) 

參  考 

右の 「江戸 名物 詩」 の 他に、 享保 時、 都下の 名物 及 流行 事物に 關 する 「江戸 名物 鹿 T」 なる 

草紙 ある あり。 左に 「增 補武江 年表」 中の 該 記事 を藉 りて、 彼此 對 照の 興 を 喚ば う。 

「增 補武江 年表」 卷六。 天明 年間 中に 、「天明 時代の はやり 物 を 集て、 江戸 名物 鹿 子と 超せる 草 

羝 あり。 云々。 (無聲 云。 江戸 名物 鹿 子 は、 享保 十八 年の 刊行に して 云々) 其の 目錄 一 一 一 を 記 

す。 A 鹽瀨鏝 頭 <1 本 町 色紙 豆腐 A 味 屋元結 <1 木 鄕魏窒 A 歌 比丘尼 びん ざ&ら A 油 町 紅 输厶 白 

木吳服 △ 本 町签田 目 藥五靈 香 厶破笠 塗物 厶淸 水 夏大根 種 A 勸化僧 厶赤坂 左 たばこ 厶淺 草 茶 筌ム 
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芝 三 官飴厶 横 山 町 花 蘆 綠厶彌 左 衞鬥町 薄雪 せんべい 厶淺 草 簑市ム こん， --- 坊厶吉 原 朝 n のみ だ 

△ 散 茶 女 郞<1 目黑飴 A 駒 込 富士 團扇<1 麵町 助懋燒 <3 てうし 蝶 A 髭 重 兵 衞が飴 <1 赤 坂 鍔 < ^長 坂 元 

給厶松井源左衛鬥居合<1個鳥藤<1吉原太神樂厶趣町獸<1湯島唐人の祭のねり物<-淺草柳掉-挽^^^ 

倍 子 △ 兩國の 幾 世 餅 云々。 〇 料理 茶 嵐 行れし は、 葛 两太郞 牛 御前の 門前、 平 岩の 所 也 大黑屋 孫 四 

郞 同所 秋 葉 社 手前 也 武藏屋 權三郞 同所 麥斗 庵と いふ 巾 子 屋眞崎 四季 庵 中洲 新地 一 一軒 茶屋 永代 寺 

山內 川 いせ 町 裏 川岸 竹 屋宗助 深 川洲崎 云々 ピ Cf 江戶 名物 鹿 子」 は、 珍書 保存 會發 行の 謄寫祓 製本 あ 

り、 三册。 天 時の 風俗 市井の 好參考 である。 併せ 看られむ こと を 望む o〕 ——• つ 正 T 二 年 十一、 十二月 0 

江戸 名物 詩 管 見  飯 島 花 月 

貴誌 第 十四 冊に 「江戸 名物 詩」 を 詳細に 解疆考 證し且 その 全部 を揭 出せられ たる は 吾等； i: 好 

者の 大に 感謝す る 所で ある。 (中略) 同 書 は 隨分廣 く 世に 行 はれた から 今に 多く 存在し 敢て 珍書 

とい ふ 程で も 無い が、 唯 その 完本の 少 いの を遣憾 とする。 友人 花 岡 百 樹氏所 藏本は 貴下が 底本 

とせられた 二 本と 同一 らしい。 然るに 「江戶 名物 詩 初 編」 として 出版され て 二 編 以下が 出來な 

かった ので， 零本視 される 嫌 ひが 有った とで も 謂 ふの か、 家 藏の複 刻本 は 版木に 入木して、 卷 

尾の 「江戸 名物 詩 初 編 終」 と ある を 、「江 戶 名物 狂詩 選」 と 改め、 表紙の 題簽 及 返し も 同様の 
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狂詩 選」 

改超 


第 十四 丁の 

存在 


書名に 改 刻され て 居る が、 本文 1 丁の 書名 は 原 刻の 儘で 馬脚 を 露 はして 居る" 扱 これ は ホン 

の 臆測 だが 此の 複刻は 銀 鶴の 所爲 では 有るまい かと 思 ふ。 此男 は賫 名家 で 能く こんな こと をし 

たらしい。 風來 山人の 「長 枕褥 合戰」 を 小 本に 複 刻して 且 私に 其 中の 文章 を改窗 したの は 全く 

此の 銀 鶴の い たづら で 有る。 素より 親に は 似す 學問も 無かった と 兄え て、 俗惡極 劣な 詩文な ど 

を駢 ベて 街耀 する 癖が 有ったら しい。 或は 江戶 名物 詩は複 刻の みならす 原本の 出版 も此 男の 仕 

事 かも 知れぬ。 其 故 は 多くの 狂詩 中に 類例 を 見ぬ 程 正しい 漢文の 序跌ゃ 揷緣を 加へ、 且 それが 

殆ん ど嘉永 安政 頃の 開え た 名家の 箪蹟ゃ 名前 を列舉 してあって、 银鷄 鉄鷄錢 鶏な ど 一 族の 名前 

を 多く 加へ たのから して 敢て 臆斷を 試みる ので ある。 所で 疑問と する の は、 貴下の 二 本 (花 岡 

氏の も) 第 十四 丁が 落丁で あるとの 事 だが、 家 藏の複 刻本に は、 十四 丁が 存在して、 其 表に は 

左の 三 首が 載って 居る。 

釜六签  小 木 名 川 

主人， 淸湖練 垣 di。 從來 好事 風流 Itu 禱得八 k:: 八 町 釜。 日々 寶出幾 萬 千。 

翁 薄 麥  深 川 熊 井町 


白 せ i 翁。 下 戶上戶 得意 同。 從敎 世間 薪麥 衆。 一 椀1.^得急爲，通」 


金^羅 仕-: H 


S  ^下 
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金 麩 羅名響 二 海邊？  4,. 席料 现品 鮮。 揚出或 五 藻屑 卷。 初 知意氣 在，： 深 川？ 

十四 丁の 裏 は， 深 川の 太 川端と 兑 えて 帆 檣 林立 の S1 から 富 士を遠 す る圖で 畫者 は水亭 とし 

て 信の 字の 印が 有る。 題詞は 外の 畫 面と 異 りて^ 鷄の 狂歌 「みあが り をして 呼ぶ 客 はた を やめ 

の 心のう ち も 深 川の 里」 の 一 曾 を： S 葉 假名で $ ^も 漢詩 かと 思 はせ る體に 書いて ある。 これ も 銀 

鷄が こけおどしの 慣用 手段で ある。 ^臆測に 過ぎぬ が 此の 十四 丁の 版木が 全部 紛失した か义は 

裏 半面の 綺の 部分 だけが 火災 其 他の で 損傷して 問 に 合せに こんな 繪と鎮 歌で 埋めた ので は 

有るまい か。 兎に角 異様に 感じた から 聊か 一一 一一 c ひ 試みて 大方の 敎を請 ふ 事と する。 

： (久彌 曰く。 釵れ の 此の 書信 中には， 氏の 藏 本が、 此の 十四 丁 有る こと は 述べられ たが- 

予 及び 花！： 氏 本の 如く， 第二 丁が やはり 重出しての 上の 事で あるか 否 か 分らない。 „ ？-に 角 花 

月 氏の を複 刻本と すると， この 第 十四 丁 は 原本に は 全然 無い もので、 後に 彫られた ものと よ 

り考 へられぬ。 從而 氏の 「此の 十四 丁の 板木が 全部 紛失した か 又は 云々」 0 一 H は、 いか V か 

と 惟 へ る。) 

附言。 貴誌に、 第 八丁 裏の 兩國撟 の 畫の題 詩 を林齋 として ゐられ たが、 これ は ii 齋で卽 ち 生 

方 鼎齋、 名 は 寬字は 猛齋と 云った 人で 有らう。 陰文の 印面 を 「賓 印」 と判讀 して 斯く思 ふので 

ある。 


鶴 か 


(久彌 曰く、 これ は 御說の 通り * 林 は 全然 §i の誤讀 であった じ 叉 五 丁 表の 挿繪 〈一は 山 木 山の 商 

標 かとの 御說 明で あるが， It^s 等 は 其 位置から 考 へて < 一力 ギヤ マ イチ ち 白木屋の 誤り だら うと 

解して ゐた。 

字で に 知りた いのは 同書 十  一 丁の 表 日 野 尾 小間物の 詩 中に 在る 脊令臺 の 事で ある。 1^丁のー3^1 

に 日 野 星 店頭の 圖が 15^ つて 扇の 地 紙 形 をした 箱 様の 物を賫 つてお る體 だ- これが. 謂 鶴 IST で 

吾等の 臆測 を 以て すれば 彈カ 仕掛の 腰枕樣 の 物で は 有る ま い か。 其 房 具た る こと は 精 を^す 

るに 丸に 金字の 暖簾 印、 せきれいの 稱、 之に 題せ る 「記 取 遊 仙^ 1 趣 (？、 云々」 の，^5^などから 

推測し 得られる が 未だ 其 製を詳 にせぬ の 遣憾 とする。 1K 保 頃 出版の 「花紋： 大 浮撟」 に 「鶴 15 

臺は閑 月 庵 山曉が 戯れ に 工夫 を以 て 製す る 所な り」 と 出て 居 る は 無論 こ の 日野屋 主人 を 謂うた 

もので 有らう。 凡そ 房 具の 大 仕掛なる は隋揚 帝迷樓 記に 載す る 所に 上越した もの は 有るまい。 

素より 小 說稗官 の 言で は 有る が 淫蕩 生活の 場 帝の 宮廷に は事實 あんな 事が 行 はれた かも 知れ 

ぬ。 この 鶴 销臺も 或は 迷樓 SJ^ の轉關 車な どから 思 ひ 付いた 工夫で は 有るまい か。 政て 新の 道の 

通人 達に 高敎を 仰ぐ ので ある。 

(久彌 曰く。 花 Mr 氏の 書簡 は、 前 稿の 校了 後に 着いた。 せきれい 臺の 事で あるが、 花 月 氏と 似 

たり 寄ったり の 臆測 を 小生 も 前- m に 試みて お いた。 然る に 越 え. て數 n:! 今」 & に 偶然，； 藏り 末 明の 


「詩 物 名 戶 江」 の 著 人 道 外方 


15； 


せきれ い § 

の 11 


笑府 に出づ 


よが 9 

来^ 本 實娱 敎綺抄 全」 の 終、 能 之 道具 圖 式の 中に、 せきれい 臺の圖 が歷然 あるの を發 見し 

た。 底の 平たい 枕 式で、 女の しりの 下へ 入る まくら 也と 註が ある。 例の 數多 道具の 中に 入れて 

ある 所から 推す と  >  道具の 中の 極め 付の 物で ある ことが 知れる。 燈臺下 暗し と は 斯んな 事 だ。 

尙 同時に * 支那の 「笑 府」 にも、 和名せ きれい 臺と 同一 趣向の 話が ありと、 他より 指摘 を 受け 

た。 成程 ある。 卽ち、 笑 府下の 閨 風の 一節に、 『有 ァ嫁ニ 女 干 他鄉， 者よ。 歸寧。 母 問 n 鄕土相 同 否？ 

カラ  ハテ  ニノ ハテ  二 

答 曰。 只 有 二 用. 枕 不一. 同 C 吾鄕 ffl 在 一一 頭？？^, 彼 處用在 二 腰 一 裡？』 と ある * これ だ、 これ だ。 名づく 

る 所 はない が， か i る 風習の あった こと は、 是に 依って 知れる。 卽 ちせきれ い 臺と相 均しき も 

ので ある。 面白いで はない か。) -—— 大正 十二 年、 十二月 C  - 
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『大地震 末代 噺 種. 


はしがき 


此 手に入れ たもの 、中に、 端本で は あるが、 「； gglg 珍說 見開 錄」 とい ふ ものが ある 0  〔家藏 に は、 此の 

本 一と 二と ニ册 ある 0 但し 問題に する の は、 その 一 である。 故に 姑く 二に つ いて は 省く  o〕 表紙 外 超に は爾く 

ちに 名され てゐ るが、 見返しに は、 藍 招で 帆 檣の 模樣が ぁリ、 上に 前代未聞 大地震 a: 濤乃 奇談と ぁリ、 本文の 

-v-b-s  お ほぢ しん まつだい *J なし 

はじめに は、 お 獻珍說 見聞 錄 序と ありて その 序文が ぁリ、 その 次 2  丁に は、 大地震 末代 噺種 とあって、 ッ 

- 、キニ 面で， 避難の 檢 ぁリ、 上に 說 明が 加 へられて ゐ る。 本文 第  一 丁の 初めに は、 地 津波 乃 奇談と ぁリ、 -：：5 下 

本文 十九 丁、 最後に、 地 津波 農 奇談 卷之 一 終と ある 0 到る 處 表題が 異 つて ゐ るから、 何ともい へない が、 と 

III!, ズ 

にかく、 內容 は、 嘉永七 甲 寅年 十 一 月 w 日 五日 (嘉永 七 年 十 一 月 二十 七日 改元、 安政 元年。 将 通に 安政 元た や 

十 I 月 四日 五日と いふ 0 卽 ち江 戸の 安政 二 年 十月 二日の 地震 2;- 前約 一 ケ年 0) に 一旦る 近畿 地方の 震災 律：： g の 被 

害の 中、 大阪を 主にして 書かれた ものである 0 

從來、 安政の 地震と いへば 江戶 のみ 傳 へられ、 比較的 此の 前年の 近畿 地方の 震災が 等閑に 附 せられて ゐ る。 

實は 自分 も 此の 書 を 手に して 始めての 注意で ある 0 此の 本の 「大她 震 末代 噺種」 の 文字 を 見て、 戸の 安政 

地震と 早合點 した 程て あつたから。 恰もよ し、 最近 發 行され た - 15^. え， 災と對 策」 (本 庄榮 IS 郞氏著 0 大阪每 

日 新聞社 發行) の 中に も、 第三 章 第三 節 近世 近 幾 地方の 大 震なる 條： ト、 第三に 安政 元 ハヰ 十 一月の 鴛 5$： として、 


『種 噺代末 地 大』 


.數 頁 を 費され て& る。 同書に は、 主に 大阪市 史 の記錄 によ リ、 且つ 木 律 川 大正 橋來 詰の 震災 記念碑なる も 

の、 仝 文 を 結 介して、 その 輪廓 を 幾 〈刀 示して は 居らる-^ が、 當 時の 市內 及び 附近の 人心 憫々 被害の 實 に 於 

て は、 搔 痒の 感が甚 しい。 丁度 此の 缺 fl? て餘り あるね、 偶然 自分の 發 見した 此の 「妙 gfil 錄」 

である。 敢て 珍書と いふ 程で もない が、 零碎 なる 小册 子で ある だけ、 從來問 超に された もので はなから うし、 

それだけ 却って 好事家 研究家に は、 案外の 献物 をな す や も 不知と、 4 ^に、 その 大 たい を 原文の ま、 介す る 

ことにした 0 

行文、 時として 人心 敎戒 の肇に 走り、 道學と 警世の 口吻 ある は、 著者 不明 なれ ど、 常時^ 井の 無名 識者の 

擎 になった もので あらう 0 〔因みに 此 「珍說 見聞 錄」 は、 中 本。 板 元 出版 年月 並に 著者 凡て 不明 Q 棉岡 卷 一 は 

卷頭色 招 避難の 圖の 他に、 高 坊主の 圆と、 八助邀 難の 圖と計 三面 ぁリ。 卷ニ は、 「水難の 相 云々」 の描圆 一 面 

あり o〕 (以下 原文 紹介) 


兢 鶴珍說 見聞 錄序 


子 は、 近き 地震 E 濤の 天災に 依て、 日 比 善事 乃德 行に 依て 危難 を 免 がれ、 亦 は積惡 不善に 

よりて 災を 蒙り、 或は 身 を 亡し 家 跡を斷 ち- 不義に して 朽名を 世に 流せし を 始め * 地妖に 恐怖 

顏 倒の 餘り 衆人 を 驚戰し 奇談 滑稽 珍說 等、 諸 國損所 乃 地名 員數 もらさす、 擧類 人々 後世に 残し、 

子孫 乃 爲に勸 善徵盖 の 一助 ともなり、 次て 天變の 節に 臨みて 狼狠 ざる 心得の 様 種々 を 記す。 是 

前 事 を 忘す して、 後 叟乃師 となす の 謂 也。 書 乃 大體を 演て換 端 書。 
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嘉永七 甲 寅年 十一月 四日 朝 五ッ時 過より 大地震、 それより 晝夜少 々づ i ゆり、 五日 靈七ッ 過 

又/ \大 ゆり、 夜五ッ 半時 頃大 ゆり、 夫より 格別の 火 震 は 無 之 候へ ども. 大底 人家^れ 破損 

圆の ごとく * 且 大道へ た、 み を 敷 あるひ は 小屋 を 掛け， 夜 を 明し ける 事. 前代 未 問の 事 ども 

也。 (n レ ダケ -1 テ表襄 の  一 丁。 下 牛 は、 各， ニ面ッ グキ、 避難？ 圜 0 岱赭と 藍の 二 彩 を 混ず。 軒先に、 

障子の 屋根、 筵の 戶 などの 小屋が け ありて 中に 人々 坐せ る圜 G) 


津波 乃 I  § 津波 乃 奇談 


古語に 曰く， 治世に 亂を 忘れ ざれと は、 强に 武夫 をのみ 誡 しめの 格言に あらす。 億兆の 一 € 民皆此 語に 

據 すん ば あるべ からす。 旣に當 f 学 水 七 甲 寅年 十 一 月 四日 朝 五つ 半時 頃、 柬の 方より 大地震 起り、 市中 

いで  ひろの にげまど  お ほ ゆり  .  % 

の騷動 大方なら す。 老を 助け 子 を 抱へ て、 大道に 出、 あるひ は廣 野に^ 惑 ふ。 大震 半時 は 力り にして 

なり 

祌社佛 閣門群 人家 倒れ • 或は 破損し、 死人 怪我人 等 も少く ありて. 漸く 治り、 其 後 は 汁 ゆるぎと，， e 

つつ はり  あ キ-ち  \ 

ければ、 人々 安心し けれども 猶大 震の あらん 事 を 恐れ、 俄に 家に 突 張 を かひ、 大道 i41 地に づ SSi をし つ 


考雜 軟戶 江 


らひ 杯して >  四日の 夜は是 に. V な 明し、 翌る 五日の 朝に 至れ ども * 大 震なければ 少し 安堵 をな し >  人 

々打 集 ひ * 誰彼 は 咋日は 顔色 土の ごとく 成たり. 誰々 は 一？^ 著が ほ をな して 狼 肌ぬ るな ど 仝 B て 打 どよ 

*， フ 

めきけ る。 此話 はさし 置つ。 叉々 昨日の 如き 事 も あらんと 地震 を 避る の 設けさ ま，^ \- なる 中に、 是を 

かり  ゅリ  とリの  をち か- 

さくる は 舟に しか じと て、  川 舟 を 借て、 大震 あらば 是 に取乘 らば 上より 落懸る ものなければ 心安し と 

ひつじ さる  おこ リ 

て， 船 を 用意す る 人 多く ありて、 其う ろた へ甚 し。 斯る處 に 五日 晝五ッ 半時 頃、 又 未 申の 方より 火 地震 起 

^ら 

しかば * 取 物 も取敢 す、 用意の 川 舟に 取乘、 內 川に 繁 ぎなら ベ、 ふた X び 震ん 事 を 恐れ、 船中に て 食 

など  なリ いだ 

事 等の 支度 杯して しばらく 時 を 移す に * 夕方より 沖の 方 雷の ごとく 鳴 出し けれども、 時なら ぬ 雷鳴な 

らんと 何の 心 付た る 事 もな く * 只 地 しん をのみ 恐 れゐたり しに、 夜五ッ 半時 頃に 至り- 大 津波 起り. 

安治川口 木津 川口に か、 り ilS る 大船 小船、 纜 切れて 高浪に 押れ、 右兩川 n より 彌が 上に 內 川に 込 入 事、 

矢よりも 早く 勢 ひ 烈しければ、 是が爲 に 海 船 も 川 舟 もこと ぐく 打く だけ、 川端の 人家 土藏掛 並べし 

橋せ ザ は、 船の みよしの 爲に破 却し、 死人 怪我人 數 知らす。 是 治世に 亂を 忘る \ こと 勿れと いふ 誠め を 忘 

却して、 無事の 時 に變 事を覺 悟せ ざるより 斯る 事と はなり ぬ。 むかし 寳永四 年 十月 ra: 日の 大地震に も、 

川 舟に 取 乘り內 川に 並繁 ぎしに，、 津波 來 りて 舟 をく だき >  溺死す る 者數を 知らす。 叉 は 廣野明 地に 出 

て 難 をの がれし 等の 記錄 ありて- 後の いましめ とせし も、 無事の 時 は 此記錄 を 眺め もやら で. 常の 覺 

悟な きが 故 也。 又 常に 心掛 ある 人， は、 左 迄う ろた へる 事な く- 廣 野に 鲞を 出して 敷か さね- 共 上に 
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髙 坊主の 話 


破船 並に 死 

人の 話 


成し， あるひ は 家の 內に舟 乍 も、 家碎 けて 上より 落 か&る 物の 防ぎに 心 をく ばり * 無事にの がれし 人 

も 多く あり。 是 治世に 亂を 忘れす、 變の 時に 至りて 動ぜざる は、 常の 覺悟 能と 謂つべし。 因に 云、 家 

の內 にあり て 地震の 防ぎ をな す は、 重 戸棚 第笥等 すべて 手 丈夫なる 物 を 並べ、 上に 疊 あるひ は 滞 国な 

ど を 敷、 その 下に 居るべし。 是 弱よ く强を 凌ぐ の理 なり。 

〇 高 坊主の 話 

いで  くが  かき や 

大阪海 59- へ、 十一月 五日 大 つなみの 前に、 たけ 二 丈餘の 海坊主 出て 海より 陸の かたに 向 ひ、 水 を 揮 遣 

る やうに して 姿；； }^ へすな りぬ。 人々 奇異のお も ひ をな し 居る 內 に. 海 ；3 雷の ごとく 鳴 出し， 程なく 大 

津波 來 たり。 これ は此變 を吿ん が爲に 出た るな らんと、 もつ ぼら いひ ふらせ ども 全く 左に あらす。 地 

震に 就て 海底 裂け， 泥水 を 吹 上た る 也。 其 高さ 二三 丈に して 形ち 高 坊主の ごとく 見へ しが， 諸人 昨日 

ほけ もの 

よりの ぢ しんにて 心 落つ かぬ 折から なれば、 海怪の 様に HE- なし、 一 人が 髙 坊主と いひ 出しぬ るより- 

市中 一 統 のうは さと 成たり。 其證 とする は、 髙 坊主の 出たり とい ふあたり は， 是迄 船の 通路に 櫂に てこ 

た-  せんど  いぶか 

ぎ 行きし が. つなみの 後 は 櫂 立す〕 船人 等不. 番 りて 長き 竿 又は 繩に 石な ど を 付て 下し るに， その 深 

さ 底 を 知らす。 是に 依て 泥み づを吸 上し 事の 實 なる を 知るべし。 

〇 破船 並に 死人の 話 

なる 

大 津波に 付、 安治川口 大船 百 七十 四艘、 破船に 成。 十 一 口 迄に 川 中より 上る 死駭 三十 人。 木津 川に は 
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大阪 大地震 

II 而；^ 亂の 

話 


大船 五 IG 九十 艘茶船 六十 九艘 上荷 五 百 六十 六艘 破船に 相 成。 十 一 日 迄に 川 中より 上る 死骸 三 tli: 十三 

人。 此外 死骸の 上らざる 分數 知らす。 人別 大小 足の. a にて、 凡 死人 六 千 餘人有 之 由。 

〇 大阪 大地震- 1 而混亂 の 話 

天滿 IK 祌 井戶屋 かた 崩れ、 夫より 柬寺町 寺院 鬥群 崩れ、 此 近？？ 1- いたみ 家 住居なら ざる 所 多し" W: 寺 町 

余-見 羅の繪 馬堂大 崩れ、 不動 寺 本堂 菱形に 大損 じ、 堀川 戎境內 破損 多し。 堂 島 北の 新地 曾 极崎少 々づ 

V 損じ 家 多く あれ ども、 大損 じな し。 下 原！^ 大損 じ >  人家 多く 倒れる。 幅 島 上の 天 神 大損 じ、 鳥居 倒 

る。 同 中の- 大祌拜 殿 崩る。 同 下の 天 祌綺馬 堂 崩る。 此 近所 人家 四 五軒 崩る。 五百羅漢 堂大 崩れ、 羅漢 

像 堂 外へ 出た る も あり。 また その 儘なる も あり。 同 光智 院玄關 倒れ、 本堂 大損 じ、 汐律橋 北 詰 東へ 入 

人家 四 五軒 大 崩れ、 同 南 詰 大土藏 壁 落る。 常 安橋 南 詰 西 角の 人家 往来へ 倒れ か i る。 ざこば 兩國 ばし 

籠屋町 南西 角 十二 三軒大 崩れ、 紀伊國 橋 南 詰 西へ 入 表 家少々 崩れ、 裏 長家 二三 軒大 崩れ。 京 町 堀 羽 子 

- -ち 3 . ま  し-つ ま 

板 橋 角 人家 大 崩- 手 過ち あれ ども 早速 火鎭る 。それより 半 丁 斗り 西 角 五軒 大損 じ。 阿波座 奈良屋 橋 筋お 

くび 町角 人家 倒れ 掛り、 住居なら す。 同 小間物 店 西南 角 右 同斷。 戸屋 町す じ はぶの 横町 六 七 軒 大崩リ 

戶屋 町す じ 阿波橋 西へ 入 南が は 裏 八軒大 崩。 この 近 59- 損じ 家 多し。 願 敎寺對 面 所 崩る. 境 ftm じ數多 

あり。 帶屋町 北が は裏大 土藏大 崩れ。 北 ほり 江 六 丁目 人家 四 五軒 大 崩れ、 此邊揭 じ 多し。 阿 彌陀池 本 

堂少々 損じ。 鹽町 さの や 橋 高 街 西へ 倒れ、 卽死 二人 あり。 長 堀 さの や 橋 東へ 人襄 長屋 八 九軒大 崩。 順 
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_v- ぶい. t  み だう 

慶町 井池 二三 軒大 ゆがみ" 久太郞 町 井池 北へ 入 ニ軒大 崩れ。 南 御堂 少々 そんじ 南の 門大 ゆがみ。 本 町 

ぎつ わし 4 ラぢ  ざ ま と 

狐 小路 半 丁斗大 崩。 座 摩 鳥 3$ 繪： at 堂 倒れ、 末社の 破損 多し。 北 御堂 井戸屋形 大 崩れ。 淸 水舞臺 西へ こ 

け 大破 損と なり、 その ま、 留り有 之。 天 王 寺 太鼓 堂大 崩れ、 同龜 井の 水星 かた 倒れる。 其 餘境內 所々 

掼じ 多し。 五重の塔 少し ゆがむ。 のばく 蠟ゃ 納屋 十三 間 斗 崩れ、 孅も土 も 一所に 成。 玉 造 觀昔寺 本堂 

たかつ 

大 崩れ。 髙律 新地 高津 ばし 南へ 入 納屋 十 軒ば かり 犬く づれ。 玉 造 二 軒 茶屋 量 丁 東大 崩。 此邊 崩れた る 

かんぬし 

所數 知らす。 道 とんぼり 芝居 小 家少々 損じ。 生 玉 鳥居 倒れる * 祌キ： 屋敷の 近邊 損じ 家 多し。 寺 町 寺々 

なんば  をち 

本堂 ゆがみ、 或は 門 堀 等、 大小 損じ あまた あれ ども 悉く 記さす。 難 波 鐵元寺 釣鐘 落る つ 天下 茶屋 稱： 

り 崩る r 梅 邊多く 人家いた み、 大仁寺 百姓家 三軒大 崩れ、 寺の 靡 裏 倒る" 5g 江村 安樂 寺 本堂 大くづ 

れ- H 姓 家 二 けん 崩る、 視 じ家數 知らす。 南 安治川 どぐ ろ邊. 大損 じあ また 有 之- 九 條村前 だれ 岛富島 

びす  こ 

戎島、 この^^火くづれ、 損じ 家 多し。 龜椅 にて 土藏ー ケ所川 中へ 崩れ 込み. いた はしき 次第 也。 右 之 

外 市中 大損 じ 家 等、 あまた あまた あれ ども， 悉く、 記しが たければ 略す。 


〔最後に、 〇 八 助の 話、 とい ふの が ある。 これ は、 一寸した 地震の 滑稽 を 加味した ェ ピソ- ド である。 これ 

に 費して ゐる 丁数 約 九 丁。 餘リに 冗 マし ければ、 その 15 概 のみ を 記さう o〕 


r 大阪 西邊の 新田に て家內 男女 六 七 人暮す 百姓」 があった が、 常 靠永七 甲 寅の 年 十一： =： 四日の 
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地震に 人々 大に 恐れ、 それ を 凌ぐ 用意 さま /s.^ であった が、 その 日 は大震 もな く *  ^五日 朝に 

なって 小 ゆり 度々 であるから、 廣 場に 小 家 を 作らん と 、「丸太 を 地に 打 立て 木 竹の 類 をく、 り 付 

て 屋根と なし」 敷物 を 敷かん とする に 、「新 邊 百姓に て 秋の 取 入 も 仕 廻し 時節 なれば」 莛 はみ 

な 二階に あった。 主人 下男 八 助 を 呼んで それ を 下し 來れと 云 付け， 八 助 心得て 取りに 上る 頃、 

(此頃 はや 七ッ半 頃) また 震り 出し、 八 助 周章て、 二階 を轉び 落ちて その ま- -氣 結した。 人々 

驚いて 介抱した が 蘇らない。 然るに 地震 は 追々 に 烈しく 家 も 震り 倒される 程であった から、 八 

助が 事 も 打 忘れて 人々 は 避難した。 「此時 海中^々 と嗎り 出す と 等しく 大 津波の 音 百雷の ごと 

く」 海^^から逆浪立ち， 小 家 も 危なくな つたから、 人々 は 逃げ出した〕 ^もな く、 此の 家 も 水 

入り 床の 上 ニ尺餘 りに も 及んだ が、 八 助 は 後 前氣絕 した 儘で あつたが、 此時水 忽ち 口に 入り、 

息 を 吹き かへ したつ その 頃 は 夜の 五ッ半 頃で あつたが、 火の 光り は 少しもな く. 身 は水漬 りに 

なって ゐた" 八 助 は合點 ゆかす T 我 先程 地震の ST に 二階より 落ちて 死した る 苦 也 d 今斯 くの 如 

く眞 闇の 所へ 來り寒 氣の堪 へがた き は， 先日 も 法談に て 聞きつ る 地 ごくな らん」 と 恐る く 思 

案して ゐ ると • 益々 波の音 嚼々 と、 人の 泣き叫ぶ こ ゑ 耳 を 貰く" 八 助 は 愈々 地獄な らんと 思 ひ、 

寒さ は 寒し 疑 ひもな く 八 寒 地獄な りと、 「常に は 念怫の ー聲も 巾さぬ 若者 なれ ども」 此塞 さと 恐 

ろし さとの 苦しみに 堪へ かねて、 大きな 聲 して 念怫を 申しつ X ふるへ てゐ た。 人の 泣き叫ぶ 聲 


を 聞けば、 あれ は 叫喚 地獄よ、 鬼 共に 追 ひ 廻され 責苦 をう けて 泣 叫ぶ と 思った。 つなみの 波の 

音 * 船の 碎 ける 音が すると， これ は 修羅道な らんと 思った。 八 助 恐ろし さに 這 ひ 廻り 乍ら T 蒲 

圑の 積ん で^りし 所へ さぐり 常り ければ、 何 か は 知らす 此 中へ 隱れて 苦 患 を 助からん」 とふと 

んの 水に 浸りて 重く 冷たい 中に 押 割って 這 込んだ が、 寒さ 恐ろし さに 氣も 絶えん ばかりで あつ 

た" 漸く 津波 も 治り 水 も 退いた から、 先に 逃げた る 人 も 追々 寄り 集り 家に も 立ち 歸り來 た。 夜 

の八ッ 時と も覺 しかった。 火 を^して 家の 內を ると、 床の 上 一 一尺 餘りも 水 浸に なった 様子で * 

竈の 中座 敷の 內は 目も當 てられぬ 荒れ かたで ある。 人々 は 八 助 を 案じ 出し、 家內を 探し 廻った 

が 知れない。 あの ま、 津波に さら はれた のか、 不便な 事 をした" 「夜 g- けば 行衞を ts^ ねん」 と， 

人々、 竈の 下 を 焚 付け 乂入 を 沸し、 飯 を 焚き 兎角し 始めた。 その 人聲を 蒲圑の 中から 八 助 聞いて • 

ソリャ 鬼 共が 我 を 責めん とて 來た、 と 誠に 恐ろしく 思 ひ 乍ら- 視き兒 ると， 「一 ッの鬼 は 火 を 焚 

きながら 鐵棒を 持って ゐる。 是 はかま どの 前に 火 吹 竹 を 持って ゐる 也。 一 ッの鬼 は 罪人 を 石臼 

に 入れて 鐵 棒に て捣碎 きゐる。 是は指 鉢に て 味 を 憎る 也。」 八 助 一 曆 恐れて 精 ！ ばいの 聲を出 

して， 南無 阿 彌陀怫 を ふる ひ./ \ -唱へ 出した から、 人々 は大に 驚いて， 「火 吹 竹 を 持ち， すり 子 

木 を 持た る 一 一人 は 其 儘 蒲團の 積み上げ たる 傍へ 走り 行く にぞ」 、八 助 は スヮャ と 蒲團の 中に 隱れ 

こみ、 なほ も 念佛を 唱 へて ゐた。 彼の 二人の 者 は、 てっきり 海の 妖怪が つなみに つれて 陸に 来 
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「吟〉 1*^ 兑閉 

錄」 第二 


變を 遁れし 

善人 の 0 


たの だ、 よし その 本性 を E ^届け やらん と 蒲圑を 取り除け にか かる。 八 助 は. r 此 一枚 を 取られな. 

ば 忽ち 鬼に 責めら るべ し」 と 力の 限り ふとん を 持って 放さぬ。 二人の 者 は、 双方より やっと 聲 

を かけて 引 捲く つた。 八 助力 及ばす ハァ、 とい ふ聲 と共に ふとん を 取り 放した。 八 助 も 今は堪 

らす 仁王 立に 立った から、 八 助な りと は 心 付かす、 一途に 海妖 なりと 心得て 二人の 者 は 却って 

气. 絕 した。 とかくす るう ち T 夜 も 明け渡りて よく 見れば、 蒲圑の 中より 出た る は 八 助に て、 二 

ほう f い 

ッの 鬼と 見えた る は 同じ 家に 刀 一： 使 はる、 侍 輩な りき」 とい ふので ある。 

0 

序でに. 同 「：^5S 珍說 ES 錄」 二の 記事 を 拾って みょう。 此方 は、 概して 平凡で ある。 大分 勸善懲 

プ-f ,~  ,,ゝ 

惡の 傾向が、 一 よりも 激しい とい ふの が 眼に つく 位ゐ である。 卷 頭に 律 波の 奇談 卷之 二」 と あつ 

て、 以下、 「變を 遁れし 善人の 話」、 r 變 にあ ひし 惡 人の 話」、 「水難の 相 免 がれざる 話」、 「新居 驛の 話」 

の ra; 篇を牧 めて ゐる。 

「變を 遁れし 善人の 話」 とい ふの は、 斯うで ある。 (仝 文に も 及ぶまい から 梗概 だけにす る。) 

r 大 阪西邊 に 或 人が ゐた。 十 一 月 四日の ことで ある。 例の 地震に 、「舟に 乘る にし かじ」 と 隣の 

人が 勸め たから、 自 分 も 舟 を 借りて 川端に 紫ぎ おき、 「叫 日の 夜 も 小 震度々 なれば，」 震る」 ぼ 毎 

に 舟に 至り、 震り やめば 叉 家に 歸り、 祌棚に燈明を^^げ怫前に額き信心不亂でゐた。 「五日の 
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晝七 時半 頃， 前 m よりも 翁 烈しく 震 ひ 出しければ、」 主人 女房 息子 幼き 娘、 下女と 都合 五 人 舟に 

至った が、 暫くに して 渐く 震も穩 になった。 がふと 、「佛 壇の 本尊 先祖よりの 位牌 は 持來れ ども 

肝心の 伊勢大神宮 を 始めと し祌 棚に 納めし 所の 御祓 を 失せり。 勿體 なし」 と 主人 船より 立ち上 

る。 .^^子これを：；-て. 親父 一人に ては覺 束な し。 我 も 共々 にと いへば、 女房 は 小用に 娘 も 小用 

に、 行き 度よ しい へば、 一 下女 一 人 舟に 殘 さん も 心 元な し」 とて 您々 打 連れ 1 度に 船より 上り、 

我家へ 歸り、 卞： 人 は 手水 をつ かひ、 身を淸 め， 神棚の 御祓 をお ろ， し、 女房 娘 は 厠に 小用な どし 

て、 暫く 時 を 移す うちに、 怪しから ぬ 人の 泣聲、 鳴聲 など 聞え ければ、 何事 やらん と 門に 出て 

川端 近くに 至り 25- れば、 大 津波の 來^ で、 大船 小船 悉く 碎け、 船に ゐる 人々 殘 りなく 溺れ 泣き 

叫んで ゐる。 云々。」  . 

その 末尾に、 少々 此の 敎訓を 云 はんが 爲、 强. S ての 假作 であると、 我等 をして 此の 物語 を 思 はしめ 

る稃 の、 曰く 「此人 s> 常に 奢り を愼 しみし に、 急難の 場に 望みても 神明 を 疎かに せす、 大神宫 の 御 被 

を 取 忘れし とて 家に 歸 ると いふ は、 全く 祌明此 人 を 加護 ありて 免れし め 給 ふなるべし。 S に 我 神！； に 

生れて は、 斯 ありた きもの 也。」 と娓々 述べ てゐ る。 


變 にあ ひし 

惡 人の 話 


〇 變 にあ ひし 惡 人の 話 
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水難の 相 免 

がれざる 話 


前と すっかり 反對 で- 「常に < ^銀 を 貸て 不當の 利 を 貪り 慈悲 善根 をな さす、 神 怫をも 尊信す る 事な 

く， 恃嗇 にして 夤錢を も 費さ^ りければ」 とい ふ 男が、 舟に 避難して ゐ たばかりに 溺れ、 その 家の 下 

婢は、 主人の 無理な 命 を £ズ んで、 家に 残りて 火の^ をして ゐ たばかりに 助かった とい ふ 因 架 譚。 

次に 荒 無稽な 話で は あるが >  丁度 今. M  (大正 十二 年 九月の 闢東震 火災) の 流 首 変 語の 頻々 たるあった 

と 同じ やうに- 當 時の 蜜 語の 一 として 見れば 無邪氣 であり- 且つ 敎訓味 も ある。 但し これ とても 著者 

の 作お かも 知れぬ と 疑って みるが、 滿更、 さう らしく もない 物が ある。 これ は 全文 を祸げ よう。 

十ね なん  さ-つ まぬ 

〇 水難の 相 免 がれざる 話 

ほ. ご  なにがし  ある 

爱に志 州 鳥 羽 御城 下の 片 g ^りに- の院 といへ る 眞言 宗の寺 あり。 下男 毎朝 慕 原の 掃除 をな すに、 或 

こけ  おひ いづ 

苔む したる 五輪の 石碑 の^りに， 長き 髮の毛 地中より 生 出る を 切 取 事畔々 也。 いっとても 不思議の 事 

とのみ おも ひながら * 別に 人に も咄さ ざり しに 去る十一月 三日， 例の ごとく 慕 原の 掃除 をな すに， 狼 

• , 、もと  よけい  を ひいで 

^^^輪の木に、 いつよりも 餘 斗に 髮の毛 生 出 ありし かば、 餘り 奇異に おも ひ， 此 よしを. & により、 住 憎 

を 始め 沙彌等 もと もに 五輪の 傍に いたり れ ば- 下 sf- の 巾す にたが はす. いかにも 不審 なれば- 五り 

んを取 除け 掘 反し るに、 石植 あり。 其 石植の 蓋の 隙 問より、 髮の毛 へければ， ふた を 除け て rs- る 

に、 中に 髮鬆 長く のび. 額 は 土色に て、 骨と 皮との みの. <、 目 を 3- 開き 邊りを 廻す ゆへ、 は，贫 は 恐 


rM«  (く 末赏地 大 J 


お？  いつ 

れ 怖きながら、 其 人に 向 ひ、 「見 受 くる 處>  裝裟 ころも を 着し 居 給 ふ は、 御 僧と 思 ひ 侍る。 何の 頃に 土 

中に 葬む り、 叉 何人なる や」 と 尋ねけ るに、 其 人 答へ て 、「我 は此 寺の 住持 也- 水難の 相 あるに より、 

さけ  ぢ やう 

難 を 避、 且は 祖師 大師の 跡 を 追 ひ、 文祿ー 一年に 定に 入た る 者 也」 (文 祿ニ年 は 今 を 去る 事 三百 六十 二 年) と 答 

へけ る。 人々 是を 聞て， 誠に 世 移り、 代 換り年 久しければ 口碑に だも傳 へねば、 我等 迚も 知らね ども. 

まつだい  よ リ 

今に； 命な し 給 ふ は實に 末代の 不思議 也。 「先々 方丈へ 御 越 あるべし」 と 寄 か k り 助け出し、 方丈に と 

もな ひ、 り 近所 宗の 寺院 は 勿論 丹那の 人々 にも 使 を馳て 知らせけ るに ぞ- ^^,:-々此所にぁっまり* 

うやま  か  ぢ やう 

敬 ひ 尊み、 幾久しく 御敎 化に 預 りたし と 申ければ、 彼の 人、 r ィャ， 我等 は 水難の 相 ありて 定に 入、 

.  C-  ひら 

年を經 たる ia!^ なれば， 矢 張 元の 士 中へ 塊め 給へ」 と辭 しければ、 人々 も 其 意に 應 すべ けれども. 平に 

-ー V.  やむ こと 

ー兩 日は此 所に 止り 給へ A- 勸め ける 故、 止 事 を 得す、 其 儘に て ありし に、 翌日 大 津波の" 4 に 其.？；！^ のこ 

おし  おほさ か 

らす、 .枰 流しけ る。 其 人 も 共に 死した らんと、 其 寺 近？^ の 者 一 人 不思議に 命 を 助かり、 難 波の しるべ 

の 方へ 逃來 りて 物語りし 也。 

ちなみ  さけ 

因に 云。 此僭 水難の 相 あれば、 是を遍 んが爲 に 年久しく 土中に ありし が， 天 變の 時に 至って 掘 出さ 

こと は 

れ 死した る 也。 是 前世の K 緣遁れ がた き理り 也。 されば 此度 溺死の 人 々も， 皆 前世の 約束と おも ひ 給 

ふべ し。 〔掘リ 返された る 前 住持と 尻餅つ ける 住持と 小僧の 圆ヒ ラキ、 此卷 此の 一 圆 のみ。 久彌 o〕 


新 3ig 释の話 


最後に 「新. 居 蘇の 話」 とい ふ 昔話が ある。 元祿 年中の 話 。少し 今度 〔嘉永 七〕 の地震^|5に盡きて、 その 附 


錄 たるの 觀が ある o 極槪 だけにす る。 元祿 年中、 「當驛 に 築 紫 漓の大 諸侯」 が？ 「關束 下向の 節お 泊り に」 な，： 

てんやく  たしな み  I 

つたが、 侍醫 何某 も 御供に 侍って ゐ た。 それが 旅 宿に $15 いて 平日 嗜 の 通 リ自脈 を取リ しに、 死脈であった Q; 

他の 從者を 召して、 一 入 く 診察す るに、 これ も 「死脈 あらざる ものな し o」 鷲いて 殿の 本陣に 走リ、 殿の 御 一 

腿 をう か ひしに *>4 も 死脈 0 只事に あらず と、 右の 趣 を 申 上、 「是は 常 所に 變 あるべし o」 と 急ぎ 跡の 驛. a 一 

須 貧まで 來て、 御 脈 を 見る と、 こ、 も だめ 0 たうとう 二 川まで 來 ると、 すべてが 平服に なった。 と、 その 時 一 

「遙 かに 海山 震動 の 音 間え ければ」 さて こそ 二 川白須 X 一  帶大 $t 浪 の 來襲 をう け たこと が 明らかになった 0 一 

とい ふので ある。  I ：大 E 十； ij 年 四月.  . 
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、 . 浮世 繪師の 心理 

1. 春 信. 歌 磨な どに 對 する 考察) 

嚴 逾な藝 術-. まで はない が、 「斯く あるべし」 を體 現した のが， 我々 の， # くと も 考 へて ゐ る， 名 づけて 

ゐる藝 術 その物で ある やうな 氣 がする。 評者 は、 现想 主義の 糟^ を Is めた， 詰で あると 謂 ふか も 知れな 

い。 とまれ 我々 は、 r 斯く あるべし」 を 如實に 提示して 吳れる 所に， すべて 藝 術の 有難 さ、 存在の 惯似 

が あると 思 ふ。 

输»、 特に 私の 愛好 二な き 浮世 綺は、 格別 この 「斯く あるべし」 の體 現で あると 思 ふ。 というた 丈 

では 判然 分らない であらう。 私の 浮世 綺 と は、 こ \ では 美人 输の 謂で、 殊に 泰信. 歌 磨な どの 創作 を 

目して 稱 したので ある。 

春 信の 描いた 美女に は、 舂 信の 希求が ある。 歌 麼 の 描いた 美女に は、 歌 麿の 希求が ある。 希求 卽ち 

「斯く あるべし」 である。 「斯く あるべし」 は、 一種の 偶像で あらう。 卽ち 彼等 熱烈なる 美女 愛好者 は、 

各自の 偶像 を {^ 己の 創作 を 以て リア ラ ィズ した。 
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自らが 描， 

夢 


現在の 觸目を 否定して， 至髙 至妙 を ほのかなる かの 土に 求む る、 さう した 狼 岸の 心 持、 それ は、 少 

數の 人の 心に、 時として 閃く 影で ある。 それ は， 様々 な 形 を 取って 現れる。 或は • 單 純な 意味の 歷離 

稳土 的の 心 も 湧かう し、 はたと 無窮の 大悲に 觸れて おびえた 最上 者に 取り 槌ら むとの 心 も あらう し、 

一所 不住 そこ はかと なく 迷 ひ 出で- -、 せめて 憧々 たる 心の 飢ゑ、 周圍 の： t 寂 を 忘れよう とする {4! しい 

努力 も 湧かう。 

私 は、 春 信. 歌 磨な どの 彼等が、 壓離稳 土 的な 左^ 突き詰めた 離れた 心 を， 外 園に その 時世 牲に抱 

いて 居た かどう か は 知らぬ。 然し 彼等の 作 畫の心 域が 最上 者の 創造で ある こ - は 勿論で あると すると、 

そこに  一 の 否定から 生れた 肯定の 惱み、 丁度 聖者が、 自己の 最高な 欲求 を， 後光 祌々 しい 祌佛の 姿 

を 以て .In: ら滿 足した やうに、 自らが 描く 夢 —— 偶像と もい はう —— で、 今 ある. S しさ 酏さを 忘れよう 

とした 悲しい 心が、 彼等 搶師 の 中に あり はしなかった かと 思 ふ。 

さう した 我々 の今考 へる やうな 心 は、 自ら 意識して ゐ なかった にもせ よ- 尠くとも 彼等が 純然たる 

モデル 作家でなかった 限り、 彼等の 美人 は、 彼等の 手に 成された 美人で、 當 時の 現實界 にも 恐らく 貌 

られ なかった もので あらう。 然 すると 一 種の 偶像の 把持 者 • 自己 創作の 夢に 陶醉 した 一 穩の ドリ ー マ 

1 ではなかったら うか。 

然し 何とい ふ 寂しい 心で あらう。 私 は、 自分の ことの やうに- 彼等の 寂し さが 朐を 打つ。 夢 を 描い 
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春 信 ゃ敬麼 


て それの 創造的な 喜びに 滿 ちて ゐる時 はま だい-。 然し それ も 僅かな 時で ある。 私たちであって も然 

うで ある。 .HE 己 作成の 偶像に 醉 つて ゐる間 はい、。 それが 如實に 見えつ- - あるから。 然し それが 愈々 

自己の みが 描いた 影で あると 分り、 外 圍に然 ある もの 一個 もな しと 分った その 時、 どんな.^^しさが* 

私 を^ ふだら う。 見 粟て ぬ 夢の 寂し さで ある。 夢を見て 暮し 通したら， よかった。 然しい つか 人 は、 

外圍 の眞實 に眼覺 めて はたと 驚く。 

からだ 

春 信 も 歌 麿 も， その 一生 を 通じて、 實 際に 彼等の 體が 觸れた 愛人 も. 多かった らう。 歌麼は 格. g 少壯 

時から 遊蕩 を仕盡 くしたら しい。 さう した 遊蕩の もとに， 或は 妻女と いふ 名 ほの もとに、 彼が 相 知つ 

た 女性 を， 彼 はいかなる 心 持 を 以て 受け入れたら うか。 恐らく、 彼等の 夢と はちがつた r 現資」 の 彼 

女であって、 彼等の 最上 美 を 創造す る- 彼等の 心 奥に 潜んだ 美の 偶像に 燃燒 した 心 は、 兩眼 を瞑ぢ て、 

いさ 一よ 

見る を 潔し としなかった であらう。 

それ 程の 深い 省察 もな く、 春 信 や 歌 麿 は、 唯 だ 美女 を 形而上に 表現して、 自分の 「稀へ」 の 腕の ％ 

え を 自慢したり、 俗衆の 好色 的な 心に 媚びた のみで あらう か。 歌 iSQ 美人 はま だ餘 程現資 味が ある も 

の、、 春 信 こそ は 全く 夢で ある。 非 現實の 第一で ある。 春 信 は 然程に 所謂 通俗 输師の 心に あったらう 

か。 私が 考 へる 程の、 夢の 創造， 自分の 偶像の 表現に 對 する 悲しみ や 喜び やが， あつたの ではな かつ 

たらう か 0 


彼等の 版查 

技巧 


偶像に 依らなければ ならない 心。 せめて 自ら 描いた 偶像に、 斯く あるべし との 期待に 自ら 浸って、 

やっと 現實の 裏切られた 思 を 忘れよう とする。 さう した 寂しい 心 域 は、 私ら もつ ね/ s,\. 味 はふ ことで 

は ある。 然し 私ら は、 畫 家ではなかった。 求む る 美女の 姿 も * 自ら 描く こと は、 た 心の 姿と して 幻 

の やうに 浮べる こと は 出来る もの X、 一層 それ を實 1^ らしく 表象 的に、 例へば 繪畫に 現 はすこと は 出 

來 ない。 人 は、 形な き 幻 だけで は、 自分の 心に 蟠 まる 影で あると はいへ、 それ をせ めて 紙と 筆と を 借 

りた 繪畫 にで も 表現し なければ、 滿 たされぬ もの だ。 

春 信. 歌 麿 は、 此點に 於て 幸福であった。 彼等 は * 自分の 幻 を 自由に 形に 表現し うる だけの 天禀を 

抱いて ゐた。 私ら は、 かう した 天禀 がない だけ、 美女の わが 幻 を 彼等の 先人の 筆の 迹に 慰めて 歩いた。 

然し 從來の 我が 日本 畫に、 美女の 群 を 偶像 的の 信念から では あるが、 比較的 寫實 風に とり 扱 ひ、 さう 

して 殆ど 美人の 描寫を 以て 一貫した の は、 浮世 縫であって、 就中 春 信と 歌 麿と である。 私 は、 乃ち 彼 

等に 慰められ るより 外に 仕方がなかった。 

殊に 彼等の 版畫 技巧 は、 純 東洋 畫の、 落 筆 簡素な 空間の 一 部に 全 體を喑 示しよう とする 畫 風と は異 

り、 西洋 畫 式の 背景 も 濃 やかに、 着 彩 描 線 も 非現實 を現實 的に 浮き立た せる 體の 線と 色の 融和が 巧み 

に、 第二の 立體、 實在變 じて 實有 らしく、 時に 沒線 的と いふ 程に、 直ちに 感覺 的に 全體の 風姿が、 私 
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戶 

雜 
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理 心 の 師 检世浮 


の 實感味 を 唆る。 純 日本 畫式 は， 如何に 巧妙な 美人な りと はいへ、 そが 餘 りに 觀 念 的で 抽免 的で、 唯 

素 絢の 美人 ， { 仝 間にと り殘 された 偶 人の 如き 感 あるに 過ぎない。 素 絢 (應擧 門下) の 美人な ど、 この 例に ふさ はしい 

もので あらう。 殊に 日本 畫 式の 胡 粉 を 塗り あげる 乎 細工 は、 美人の 額 をして 却って 非現實 にす る。 浮 

世繪 の 地 紙を應 用した 白 の 無 彩と は 比 ぶ ベ くもな い。 浮世 鰭 は、 殊に その美 人 は 、畢竟 非實有 の 上に 築 

かれた 寳|^、 多様な 殊に 問色應 川の 色彩と 沒線的 描法との 融和の 下に 生れた 光り ある 姿で ある。 


愛欲の 思の 

不思議 


愛欲の 思 は不田 (議な ものである。 私 は 年長ける につれ て、 女性 を もの 新しく 見、 へる やうに なつ 

た。 昔の やうな 女性に 稍 崇高 さあく がれ を 感じた の は、 可笑しい 程 今と は 相 遠ざかって、 今 は， た 

私の 滿 たされぬ ほのかな 愛欲の 探求の 爲に 女性 を考 へる やうに なった" それが、 中年 期の 5?； 性と して 

當然 でありと も考 へ、 また 一般の 男性の 習で あらう にしても、 それで は餘 りに 自已を 傷つけ る、 然躁 

から $1 ー躁、 こんなに 焦躁 を續 けて ゐて どうす るの かと 悲しまれて、 せめて 自分の 愛欲 本位の 女性 を 忘 

れ ようとす る。 然し 1? なく 私の 頭 は 愛欲の 爲の 女性に なって しま ふ。 愛欲が 乾いたら、 この 人の 世 は 

どんなに 寂しから う。 然し この 愛欲 あるが 爲に、 わが 身 は 萎え， わが 心は疲 る。 聖者 は， 愛欲 を截る 

こと 「夏日の 蓮の 根の 如くせ よ」 というた が、 語 は眞理 であらう が、 下品の. K 分に は、 中々 實 行され 

さう もない。 
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卽 いて 離れ 

離， St て卽バ 


愛欲の みに 相手 を 見る の は、 自分 を 傷つけ ると 同時に、 相手の 信 を 裏切る。 愛 は 心が 基で ある。 な 

ど 然程 今更 野暮な こと は考 へない が、 然し その 道程の あの 烦 しさ- 道程 を果 しえ てからの あの 哀 

0. 期待 を 裏切る あの 枯淡、 これが 堪らない。 卽 いて 離れ、 離れて 卽 くと 「殘 雪」 及び 「新しい 芽」 

の 作者 は敎 へて ゐ るが、 彼 も 未だ その 眞に 徹して はゐ ない。 その 彼 ほどに 愛欲の 圈內に 滲透して ゐな 

い 私に とって は、 まだ この 愛欲 を 離れて 見る こと は、 迚も 出来さう もない。 愛欲 本位の 夢から また そ 

の 夢、 さう して 义 かとば かり、 同じ 哀愁、 枯淡に 心が 苦つ く。 でなければ、 相手の 思 はぬ 裏切り かで 

ある。 さう して 又、 愛欲 本位と はいふ もの X、 その 實， 近代に 生を享 けた、 け、 冷たい 理智が 時々 眼 

を覺 して、 昔の 純 遊蕩 兒の 如く- 愛欲に 身を溺 らし 生 を 委ねる ことが 出来ない。 醉 つて ゐる瞬 問 も • 

全 的に でな く， 自分 や 自分の 仕事 を氣 にかけ る。 相手 もさう である。 女性 は本來 いふと 愛欲 本位で あ 

ら ねばなら ぬの だが、 今の 女性 は 假令賣 春の 徒、 比較的 愛欲の 氣 分に 浸り 理解の それに 多い 老と雖 も • 

かづ  ^-i/v 

たと ひ 藻屑の 中から 被き あげた 純な 戀 心が 偶々 ありと はい へ、 多く は 生活 を 背景に 持って ゐる。 

私 は 再び 「斯く あるべし」 を 如實に 眺めて 行く より 他 はない。 r 斯く あるべし」 の 賽 は、 永久の 我 

婦 である。 永久に 自分 を 裏切り はしない。 不純な 愛欲 本位で あっても 別に 小言 はい はない。 道程の 後  一， M 
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の あの 幻滅 もない。 自分の 覩る 時々、 異 つた 心と 眼 を 以て 迎 へて くれる。 私 は 比較的 自分の 期待に 近 ？ 2 

い 我 婦の幻 を 探して 歩いた、 はてに 見付けた のが 浮世 繪 であった。 春 信 • 歌 麿な どの IK 才に 依った 彼 

等が 創造した (でな くば 偶像と いはう) 風姿に 鎚 るより 仕方がなかった。 安價な 享樂と 人は嗤 ふか も 

知れない。 然し 周圍に 見出す ことが 出來 す， 而 して 偶々 それに 近き もの ありと 雖も それに 親しむ こと 

を 許されぬ、 でな くと も醉 ふべ く沒 頭すべく 爾く 素質 づけら れ なかった 我々 にと つて は、 これに わが 

愛欲の 思 を 晴らす より 外 はない。  - 

「斯く あるべし」 を 提示して. s 分に 愛欲の シンボルたら しめて くれる 春 信よ、 歌 磨よ。 私 は 終生、 

君達に 感謝の 詞を惜 まな い であらう。 

11 大正 十二 年 二月 —— 


浮世 繪 の 肉體美 

浮世 繪 から た 婦人 肉體 美の 印象、 及び その 變遷 を迎 つてみ よう。 大抵 年代順に よって 話 を 進める 

ことにする。 

浮世 綺 初期で、 先 づ肉體 美と 謂うて. もの は， 懷月堂 一派の、 あの 大きな 一人 立の 美人で ある。 

元祿七 年に 殁 した 菱川 師宣と 前後して、 懷月 堂と 名づ くる 一派の 畫 家が、 長身 豐顿の 美人 を 描. S た。 

その 祖 安度の 年代 は 不明で あるが、 或は 師宣 以前で あり、 さう して 師宣に 感化 を與 へた もの かも 知れな 

い。 この 末葉の 中で、 度繁 など は 名手で ある。 その 畫風 は暫 らくの 間 時代 を 劃って ゐ ると いってい --。 

京都の 两川祐 信。 大阪 から 江府に 來た淸 元の 枠の 鳥居 淸信 或は 後の 奥 村 政 信 あたり も、 此の 懷月堂 一 

派に 食 ふ 所があった。 鳥居 淸 信の その 揷搶 本の 挿繪 は、 元祿 はじめは、 颇る菱 川師宜 に似て ゐた。 淸 

信の 弟子で あるとの ー說も ある 政 信 は、 懷月 堂と 師宜 と、 更に 淸 信の 畫と 及び 京の 祐 信と 此 等に 併せ 

て 更に 彼 一 流の 優婉な 氣分を 出した ものが その 畫 であると いってい- -。 政 信に 至る 迄の 婦人 畫の 中， 

肉體 美と いふ 中に 入れて 差 支な いのは、 先 づ懍月 堂度繁 などの 大 美人と、 西川祐 信の 上方 式 美人、 丸 


ぼち やの 顏、 肥 腰との 持主なる 女性の 描寫 で， ある。 政 信 は それに 嫌味 を 省いて、 江戶の 土の 匂. = ^浸み 込 

ませた ものと 謂うて よから う。 然し 嫌味が 無くなつ ただけ、 それ 丈肉體 美で は 稍 劣れる 觀 がないでも 

ない。 祐信 やその ゼの懷 月 堂 あたりと は異 つて、 幾分 瘠せた ものと なって ゐる。 それ 丈 あぶな 緣 式の 

もの を 描いても、 挑 發感が 乏しい。 顏 はま だ祐信 風で あるが、 足 は .餘 程 細くな つて ゐる。 洗鍊 せられ 

たとい へ ば、 さう である。 

懷月 堂と 西 川祐信 は、 共に 豊頰 であるが、 懷月 堂の 方が、 線が 強いせ ゐも あるが、 全體が 緊張して 

ゐる。 祐信 は、 ふわりと 出 來てゐ る。 殊に 懷月堂 は、 均齊 のとれ た 長身で ある。 然るに 祐信 は、 ぼち 

やりと した 肥 腰 で， 寧ろ 肉 體美を 謂 ふと 此方に ある" 祐 信の 後に 大阪に 現れた 月 岡 雪 鼎 は *  ー&? これ 

を强 めて 稍 下品と なり、 美人 を 描いても 下女の やうな 感じが する。 肉筆 は、 然し 然程で もない。 

江戶を 中心に した 畫家 は， 流石に だらけて はゐ ない。 政 信 は デリ ケ I ト さに 於て、 凡ての 先 に 勝 

つて ゐ よう。 それが 更に 優しくし ほらし くな つた ものが、 石川豐 信で ある。 石川豐 信の 美人 は、 その 

三枚の 「風」 の總 など， 風に 吹かる 上 二 美人 を 描いて ゐ るが、 餘程感 覺美を 超越した、 營養 不良 式 美 

人と なって ゐる。 総の 中の 美の 幻像に 餘程食 ひ 込んで ゐる。 この 畫風を 承け て、 湯 上りの 半裸 體 美人 

—— 政. 豐に、 更に 優婉と 艷 冶な 感じ を 高調した ，-—— 、 それに 多くの 秀作 を殘 した ものに. ctis 一 「代 

の 淸滿が ある。 更に 此 等の 繊細 美 を 大成した ものが、 鈴 木 春 信で ある。 


m 
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春 信の 美人 肉體美 は- 全く 變態 性的 肉體 美で ある。 折れさうな 指 や 足〕 抱いたら 露と なって 消え 

さうな。 柳腰と いふが、 柳腰 過ぎる。 均齊は 極めて とれて ゐる > 然し餘 りに ささやか である。 現實 を. 飛 

び 放れて ゐ る. 夢の 國 である、 宣女 的の 肉體 美で ある。 迚も 健.；^ 體の 男性の 欲求に そぐ はない ものば 

かりの 遊女 や 娘 や 女房で ある。 私が 變態 性的 肉體 美と 謂うた の もこ & である。 此の 春 信の 風が 暫 らく 

は續 く。  丁度 昔の 懐 月 堂が 或 時期 を 劃した やうに、 此の 卷 ほが また 時期 を 割す る。 機 田 湖龍齋 でも， 

歌川豐 春 あたりで も. 大抵 は 此の 春 信 式で ある。 春 信 門下の 春 重 (司 馬 江漢) や 駒 井美 信、 田 中 益 信 

あたり は 無論の こと だ。 

二 

それ を 稍 また 昔の やうな 豐頰肥 腰に 返した のが、 北 尾 重 政 や 勝 川 春 章の 連中 だ。 然し 昔の やうな 上 

方 系の 豐顿 ではない。 無論 緊 きしまって 來てゐ る。 赛 章よりも 重 政の 方が ー曆 肥えて ゐる。 それ を： 5^ 

に 姿 本位に、 更に ^感 味 を 盛った のが、 鳥居 四 代の 淸 長の 美人 畫 である。 淸長 はまた 或る時 朗を 劃し 

てゐ る。 歌 H でも 一 時 は 此の 淸長 風で あつたし * 春 章の 弟子の 春 潮で も， また 重 政の 弟子 政演 (山柬 

京傳 のこと：^ でも. 或は 細田榮 之で も 初代 歌 川豐國 でも， 窪 田 俊滿の 類で も * 何處 かに 此の 淸長式 を 

加味したり、 或は 酷似した 作品まで 殘 して ゐる。 淸 長の 顏は緊 きしまった 豐^、 殊に 驚く の は、 その 

長身で ある ことで、 殊に 肌 を 表 はした 線の みづ くしい 表現に 巧みな ことで ある。 湯 上り 美人 を 描い 
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て も， あくどい 刺戟で はない が、 彼女が 完全な 肉體 美の 所有者で ある こと を 思 はせ る" 但し 線の 勁 健 

なせ ゐか. 稍 まだ 堅い 感じがない でもたい。 挑發感 * スヮ キ，" トの點 に 於て なほ 數 歩と S つた もので 

ある 。が- 然し 彼 は 大きな 浮世 繪の！ ^である。 これ を 更に 優婉に しかも 豊滿 な肉體 美に 描いた ものが * 

歌麼 である。 

喜 多 川 歌 麿 は、 丁度 昔 政 信が 祐 信から、 春 信が 政. IT 淸滿 から 承け たやう に、 彼は淸 長の 作風 を 

襲って ゐる。 均齊 は、 旣に淸 長に あった。 それ を 承け て、 歌 麿 は、 更に 妖艷味 を 加へ た。 淸 長に 較べて 

稍 だらけて はゐ るが、 媚態 は 一 曆 歴然たる ものが ある。 此點歌 麿 を 古今 獨 歩の 美人 畫 家と 稱 する 點か 

も 知れない" 歌 麿の 感化 は、 後代. 水く 績 いた。 榮 之の 弟子の 榮水 ゃ榮昌 でも、 又は 初代 豐國 でも 歌 川 

豐廣 でも • 春 潮で も * 北齋 でも、 榮 之で も何處 かに 彼の 感化 を 認めない 譯に はいかない。 浮世 搶 中で、 

一 ばんこの 肉體美 の 標題に 恐らく； W 人が 萬 人 指 目す る もの は， 此の 歌 磨で あらう。 (然し 此の 歌 麿の 美 

人 さへ、 その 顔の 面長 を 以て 直ちに 肺病 質で ある， 肉體 美で はない と 謂 ふ 人が ある。 我々 は 衛生 美人 

のみが 肉體 美の 所持者で あると は考 へて ゐ ない。 歌 磨の ものが 若し 非衛生で あり 病的で あると いふな 

らば、 春 信 あたり を 此の 人々 は 何と 謂 ふで あらう か。) 

此の間に 肉體 美と いふに 常 嵌らない かも 知れない が、 特種の 個人的 興味 を 描いた 美人が ある。 それ 

は、 葛 飾北齋 描く の 美人で ある。 北 齋のは 際立って 祌經 質で ある。 ヒス テリ カルで ある。 謦-國 の 美人 
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も， 歌 麿ゃ淸 長を眞 似て しかも 肉に 乏しく、 此の ヒス テリ カルな 傾向 はないで もない が、 北齋 に格刖 

著しい。 而も 北 齋と雖 も その 初めは、 概して 斯うで はない。 その 勝 川 春朗、 更に 後の 菱川 宗理と 署名 

した 時代 は、 普通の. 線の 勁い 傾き は あるが、 さ 程 故意と らしくない 美人 を 描いて ゐる。 それが あの 

晚 年になる と 激しくなる。 顔が 別に 祌經 wcx ではない。 而も あのい やに 神經を 尖らせる やうな 着物の 裙 

の 細かい 慄 へが、 全體 に神經 質の 感じ を與 へる。 隨分 山出し 女中 を 描いた 寫生 的の ものの 中には、 今 

日の 衛生 美人 式の ものがないで もない が、 あの 着物の 線に 切 角の 感じ も 消え失せて 了 ふ。 堅 硬 精緞苟 

くもせ ぬ 彼の 態度 は 立派で あるが >  甘い 幻像 を 呼び 起したい 美人 畫 にも- これが 踏^されて は 閉口し 

ない 譯 にいかぬ。 顔の 感じ は 全體に 決して ヒ ス テリ カルで はない。 矢張り 豐頰の 中で ある。 

三 

これ 迄の 叙述の 中 * 春 信 を 私 は變態 性的 肉體 美と いうた が、 然し 顔 は 左程 矮小で もない。 资 せた 方 

ではない。 政 信 ゃ豐信 あたりの 顔を繼 いで ゐろ。 祐信 程の 豐頻と 殊に は 謂へ ない が瘦 せても ゐ ない。 

普通の 頓 であり 顏 である。 全體に 浮世 給で 所謂 肉 體美を 謂 ふなら ば、 腰の 肥 瘠 を 問題に せねば ならぬ。 

腰と 米る と、 豐信ゃ 春 信 や 湖龍齋 あたり は、 變態 的肉體 美で ある。 一人 も 子 を產 めさう にもない。 然 

るに、 その かみの 祐 信になる と、 それ こそ 跨いでも 産み さうな^ をして ゐる。 

-却說 * 歌 麿の 次ぎに、 エポック、 メ ー キングな 畫家は * 池田英 泉で あらう。 英泉 は、 歌 麿 を 脊を短 g 
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かくし， それに 尻 を 大きく したやうな 美人で ある。 姿が 悪い 代りに 肥えて ゐる。 此の 傾向の ひどくな 

つたの が、 國貞 あたりの 美人 晝だ。 初代 廣 K の 美人 畫は、 や \脊 が あり、 姿が よい 代りに、 顿が 淋し 

い。 衛生的で はない。 英 泉の 美人 は- 立た すれば * 見と もない が、 坐ら したならば、 價千兩 の 服 をす 

る。 媚態 盛んな りで ある。 國芳 (國貞 と 同様、 初代 國の 門人) も. 稍 この 英泉 流の 美人で ある。 唯 

それより 傳法 肌な 所が 加味され て ゐるリ 姿 は 割合に 均齊が とれて ゐる。 此の 末期の 間で は >  國芳は * 

昔の 淸 長と 謂 ふべき 所で あらう。 英泉は 無論 歌 麿と 謂 ふ 所 だ。 英 泉に そっくりな 美人 は 國貞に 時と し 

て ある。 姿は異 ふが、 廣 重に その 扮 態の 似 かよった のが ある。 英 は 殆ど 美人 畫家 (風景 畫も 若干 あ 

り) で 終始した だけ、 その 作畫も 多く > 從 つて 同時代の 諸君に ® からぬ 感化と 刺戟と を與 へたので あ 

ら 50 

四 

以上 說く所 を、 耍約 すると、 所謂 肉體 美に 於て 最も 勝る もの は、 懷月堂 —— 祐信 —— 政 信の 第一 S 

と. 淸 長の 第二 期と- 歌麼の 第三 期と- 英 泉の 第 四 期で ある。 肉 體美を 問題に せす * 單に 美人 を 問題 

にす ると， 浮世， では、 
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である。 斯うして 概觀 して 來 ると、 懷月 堂から 春 信へ は、 祐信ゃ 政 信 ゃ豐信 ゃ淸滿 やの 晝{豕 が あつ 翁 

て、 春 信の 道を拓 いてね る" 後代の 淸長 から 歌 IS へ も * 歌 麿から 英 泉へ も， 傳統 若しくは 古人の 糟粕 

に 自己の 創出 を 多 或は 少に 加味した に過ぎない。 歌 磨の 偉大 さも， 淸 長がなければ 生れなかった かも 

*^ら 

知れぬ。 斯う 考 へて 來 ると- 鳥居 淸長は 傑い。 彼の 美人 畫は、 殆ど 彼 G みの 獨 創に 近いから である。 

彼 は 鳥居 一一 一代 淸滿の 門人で あつたが、 淸滿 の緣紬 一方で は 無論ない。 初期の 作に 春 章 や 湖龍齋 あたり 

に 類似がないで もない。 顏は春 章に、 姿 は 湖龍齋 あた. りに。 然し それ は餘 りに 小さな 事柄で ある" 過 

半 は 彼の 大きな 獨創的 技倆で ある、 此に 於て， 浮世 繪 美人 肉體 美の 中、 所謂 衛生 美人に 堕ちない 程度 . 

に 於ての 美人 を 描いた 點か らも- また^の 美人の 表貌 姿態が 先人に 見る 能 はざる 特殊の 點か らも、 彼 

を、 私 は >  此の 短 か. S 說 話の 中の 第一人者に、 推獎 しない わけに はいかな いので ある。 

浮世 搶 の 肉體突 を 論じたら ば、 餘坊、 と せかけ て その 實 彼等の 眞劎な 仕事であった (と 私 は 信す る) 

舂晝 にも 無論 言及せ ねばなら ぬが、 今 は その 自由 を 有しない。 唯， 此の 種の 作晝 でも、 淸長、 歌 奮、 

S. 國芳 あたり は、 群を拔 いて ゐる こと だけ を傳 へたい。 本當 は肉體 美と いふべき は， 全羅を 撒し お 


た 彼等 美人に あるので ある。 

春 信 は、 肉感 朧 ろな 重 女。 然るに 技巧の 巧み さも 加 はって、 末期に 至る 程、 この 技巧 は 冴え、 感覺 

も 鋭敏に なって ゐる。 此點 になる と 國芳を 最も 大きな 作家に 獎 めたい。 前期の 淸長ゃ 春 潮 も. これに 

は 劣る。 挑發 的で は 歌 麿と 英泉 であらう。 國芳 は， に 西洋 畫を 加味した (彼 は 居常に、 外 國の銅 版 

の 切り 拔 きを 何百 枚 も 用意して、 人 體描寫 の參考 にした。) 澄 刺た る 最も 均齊 のとれ た 肉 體美を 描いて 

ゐる。 殊に 彼の 無數 なる 此等ェ tl チッ タスの 中、 大本 若しくは 畫帖 仕立物の 白團々 に 於て、 £ 取 も然り 

である。 乃ち， 浮世 綺の 肉體美 を眞に 見む とならば、 實は、 唯 一 こ- -に 憑據を 置かねば ならぬ こと を 

附 足して おく。  . 

(大正 十 1 年 十一月 二十 二  sis) 


浮世 繪の賣 春 讃美 


世界に 誇る 

板 畫藝術 


浮世 检の名 


命題 は、 「浮^ 檜の 賫春 讃美」 である。 然し 誤解 なきやう に 願 ひたい。 私が 資春$ 突す るので はな 

い。 賣春を 讃美した もの は、 浮世 鎗 である" 畢竟 浮世 緣に 現れた 彼ク. -畫 家が 讀 美した 賫春 階紗の 印象 

であろ。 所謂 花柳 美人の 印象で ある。 

ー體- 浮世 總と は、 世上 周知の 如く、 世界に 誇る に 足る >  江戶の 文化が 生んだ 板敦藝 術で ある。 一 

名錦繪 ともい ふが、 然し この 錦鎗 は、 浮世 緣の或 時期、 板畫が 次第に 發 達して 多色^と なり、 絢爛の 

美. 京の 錦に も をさ^ \ 劣らぬ 物と なつてから、 江戶 人が 特に 名 づけた ものである。 卽ち 浮世 給の 中 

期 以後の 製作に 對 しての み 本來は 冠すべき 名稱 である。 從 つて 今、 私 は 全部 を 一様に 浮世 槍と して 論 

議を 進めて ゆく。 

浮世 總と いふ 名義 は- 浮世 は當 世- 現代と いふ やうな 意味で、 當 時の 風俗 畫、 時世 畫 といった 意味 

が、 浮世 綺 である。 誰が 附け たかは 分らない が、 當時ー y 戶の 初めに * 浮世と いふ 名 を 冠した 色々 な も 

のが 流行した。 浮世 巾着、 浮世 袋、 浮世 人形、 浮世 圑子。 それが 次第に 士 民の 日常生活に 切實 な交涉 

を 持つ やうに なって、 卽ち 浮世 床、 浮世 風呂の 類 を 生んだ" 文學 作品 上で は寫實 主義に 根抵を 置いた 


美 讚 春 贊の椅 Kff: 


最初の 浮世 


浮世 搶の三 

大别 


美人 晝の取 

材 


當 待の 作物 を 浮世 草紙、 又は 浮世 本と もい ふ。 甚 しいの は、 當時 遊女 買 を， 浮世 狂 ひとい ふた。 骨董 lg 

集に も 「遊女に 戯る. -を浮 は 狂と いひし なり」 と ある。 浮世 草紙 は、 淺井了 意の 浮世 物語 (延寳 年間 

作。 延蜜 元年 は、 西紀 一六 七三 年) から 出で、. 一般 天 和貞享 から. 寳歷明 和 、安-水に かけて 此 種小說 

のハ ゆと なった J 浮世 人形、 浮世 圑子 は. 元祿 頃に 流行した) 浮世 床、 浮世 風呂 は. 現に 式亭ニ 一馬の 著 

作まで ある。 さう して 肝腎の 浮世 綺は いっから * この 稱 呼が 始まった か。 それ は 不明で あるが. 貞享 

(西紀 一六 八 七 ハキ) の 「江 戶鹿 子」 に 「浮世 總師. 菱川吉 兵銜」 とい ふ 指摘が ある。 これが^^ 

搶師 なる 言葉の 文献に 現れた 最初で あると いふが、 事實は 浮世 搶 なる 市井の 稱呼 は、 貞莩 ra 年よりも 

なほ 以前の 事で あらう。 先づ 延寳、 天 和、 貪享の 間と いうても よから う。 

さて  一 口に 浮は鎗 というても * 其の 種類 は 色々 ある。 大^す ると 三種になる。 芝居 繪と 美人 繪と風 

景畫 とで ある。 今日 歐 米に 喧傳 せられて ゐる此 等の 代表作 家 を擧げ ると、 芝居 綺 (役者 綺を 含む) は. 

ほく さい  ひろしげ 

glf  ii. 初代 ii。 美人 給 は 以下の 樓述に 譲り * 風景 畫は、 有名な 北齋と 初代 廣 重の 如きで あ 

る。 然し 畫家其 物から いふと、 役者 緣の畫 家であって 美人 畫の 製作 も あり、 又 風景 畫家 にも 美人 畫が 

あり、 一概に 斯う ど は 謂へ ない が、 今日 評價の 上から 右の やうに 謂っても よから うと 思 ふ。 

愈々 本題と 交涉を 持った 美人 畫の 話で ある。 浮 は 槍に 美人と 謂うても、 實は 色々 ある。 悉 しくい ふ 

と， 無噏 各種の 階 敏ゃ職 某が 含まれて ぬる。 即ち 花柳 美人 それ も 遊君と 藝者、 茶屋 女房， 娘、 或は 夜 


(私娟 の 一也)。 素人 階級に は、 町 娘、 町 女房， 或は 武{, ^の 女性 >  或は 水茶屋の 女 (つまり 看板^で ある。 江 

之 も 私娼の 一種であった r この やうに 各種に 百 一って ゐる。 然し 其の 中- S も 多 いのは 謂 ふ 迄 もない 花 戶 

柳 美人、 殊に 遊君. (江戸で は 主に 花魁と いふが。 11 この 稱呼 初めは 吉 原に 限られた リと) の 美人 畫 である。 ま 

藝者は 「洞 房 語 園 一 に據 ると、 踊 子の 名に 於て 旣に享 保 年間 吉宗將 軍の 頃 現れた。 今から 約 二百 年以 ま 

一考 

前の 事で ある。 然し 藝者 として 花柳界の 一半 階級と して 發 達し 出した の は. 文化 文政 以後の 事で ある。 一 

從 つて 化 政 期の 畫家 でない 限り は、 藝者 を餘り 多く 描いて ゐ ない。 それ 以前 は 大抵 遊君で ある。 而も 

その 遊女 槍の 畫 様が、 三味 を彈 いたり 琴を彈 じたり して ゐる。 所謂 賫 色と 賫藝 と、 遊君と 藝 者との 合 

ー體の 時代であった 證據 である。 

浮世 稳の 先驅者 は. 岩 佐 又兵衛 である。 これに は 異論 も 色々 あるが、 "H 驅 者と いふ 意味なら ば 差 支 

ないで あらう.^ それから その 眞の 意味の 創造者、 第一歩 を 確實に 踏みし めた 畫家 は、 菱 川師宣 である。 

師 宣以來 幾多の 畫家 广 殆ど 三 fc 人 以上 • 肉筆 畫家を 混へ たら、 八 に は 上らう") が 浮世 输に 現れた。 

H< 和、 貞享、 元 祿の菱 川から、 明治の 芳 年へ かけて 約 二 H 年間、 その 描く 所 は， 大抵 は 風俗 畫 而も 美 

人^^^がその大半を占めてゐる。 この 浮世 鎗師 であって 美人 を 描かなかった の は、 恐らく 寫 樂位ゐ とい 

つてい \ だ らう。 他 は 觅に角 その 量の 多少 は あれ、 美人 を 描かない ものはなかった。 然程に 美人 畫は 

浮供输 製作の 過半 を 占めて ゐる。 其の 殆ど 無數の 美人の 中で、 量の 一番多いの は * 無論 花柳 美人で あ  ー| 


る。 當時江 戶士民 行樂の 中心 は * 劇場 か然ら すん ば 遊廓であった。 從 つて 當 初から 風俗 ち i ぉ資主 一一 

義を 1! 榜 して か. - つた 浮世 槍の 美人 畫に 花柳 关 人の 多 いのは. 無 ft. もない 事で ある。 さう して 此の 花 

柳 美人の 中、 大半 は 花魁で- 藝者 がその 餘りを 占めて ゐる (： さて 以下 少しく- 又 兵衞- 師宣の 草創期 

から * 月 岡： 方 年に 至る 二百 年 以上の 各 時代に 亘 つて、 各畫 家の 描いた 花柳 美人、 主に 遊對に 就て. 北ハ 

の 印象 を 略 かた 述べて みょう。 

又 兵衞に 就て は、 色々 異說が ある。 然し 今日 共の 眞 筆と 謂 はれて ゐる もの を 「國 華」 などの 類で 見 

て も. 唯 温，^. な 上品な 氣分 である。 描く 美人 は 無論 當 時の 遊女であって、 慶長元 和 頃の 遊女の 一瞥に 

足りる のみの 事で ある。 然し 時世 粧を 主に 描いた. 先 驅とは かに 謂へ よう。 

師宣に は、 繪 本が 多く ある- 到る 處に 此の 遊女が 描かれて ゐるー 然し 未だ 遊女 本位の もので はなく、 

一般に 遊廓 內の 描寫、 太夫の 道中 姿で あると か、 格子 先の 氣色 であると か、 座敷で 客と 遊 宴の 狀 であ 

ると か >  まだ 何處 のな にがしと いふ 太夫 夫々 の 特徴 もなければ， 其の 遊女の 蘭に も 一 々の 個性が 現 は 

れてゐ ない。 次に は 京都の 畫家 である 西川祐 信が 出で た。 祐信は 他の 美人 も 描いて ゐ るが • 花柳 美人 

いろ 

も 可な り ある。 例の？ 0 顿， 惡 くい へば 丸 ぼち やの 節で ある。 師宣 に比べる と 餘程寫 實&" で 全 體に色 

が 現れて きた。 その 感化が 多少. に 及んだら しい。 奥 村 政 信の 美人 は、 稍 之に 似て 居る。 大阪の 

にしむ らしげ なが  いし か は. V よ 

月 岡 雪 ije も、 稍 硬く は あるが、 祐信 風の 遊女 を 盛んに 描いて ゐる。 政 信の 次に 西 村 重 長の 鬥人 石パ， 8^  . 
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がに * が 見 はれたん 政！ 一一-口 も豐信 も、 丁度 師官； と祐 信と が 產んだ 子 や 孫の やうに、 寫實 的で あり 乍ら * まだ 

何處 かに 上品な、 甘くない 所が ある。 まだ 祐信ゃ 雪 鼎の 方が、 上方 式と いふの か、 餘程 甘い といって 

で。 鳥居 淸滿 も、 此の頃 纖 美な 美人 を 盛んに 描いた。 師宣 以後に、 或は 之と 前後して 懐 B 堂 一派の 

畫 家が ある。 度繁 など、 その 名手で、 線の 强ぃ 割合に、 軟 かな 感じの ものである。 祐 信に 感化が 及ん 

だら しい もので  >  美人 は、 天平 式の 豐頰、 大抵 一人 立の 大きな 美人が 多い。 

次に が 出で た。 春 信 は、 例の 極めて 凉 しい 眼の、 誇張 的と 思 はれる やうな 細い 手と 足との 

所有者た る 美人 を 多く 描いて ゐる。 花柳 美人 も 多い。 それに 此の 畫家 は、 餘程戀 愛の 場面に 巧みな 拔 

隔を 持って ゐて、 遊女の 夫々 の扮 態。 立ったり 坐ったり、 歩いたり、 それに 四季の 風物が 背景と なつ 

て、 餘程 風情が 加 はって ゐる。 その美 人の 代表作 は、 繪本 r 靑褸 美人 合」 五 冊で ある。 (明 和 七 年 版) 

但し 之に は 背景がない。 然し 春 信の 美人 殊に 明 和 頃の 花柳 美人 を 見る 好 模型で ある。 總 てが 處 女性 を 

失 はない 遊女の 如くに 描かれて ゐる" 初み-しい、 けだかい、 中の 蓮と いふが、 性來が 蓮であって、 

また 永久に 蓮で ある やうな、 少しも 類廢 的な 處ゃ、 遊蕩 氣分 などがない。 額 は餘程 類型的であって、 

個々 の i 射が してない。 之が 缺點 といへば 缺點 であらう。 次に 礎 田 湖 籠齋が ある。 (豐信 、春 信 同 # 西 

村 重 長の 門人) 此の 人の 花柳 美人 は. 春 信と 大同小異 である。 幾分 實感 味が 多い かとい ふ 迄の 事で あるつ 

丁度 之と 前後して、 力 と 政との 合作 「靑樓 美人 合 姿 鏡」 の 9^ 一二 冊が ある。 (安永 五， ヰ 
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遊^ 氣分本 

位 


鳥 31s: 淸せ 


春" の 現 S 

欧川豐 1^ 


募 多 川 欲 麿 


版。 春 信の 「靑樓 美人 合」 との 距離 は 七 年 ある。) 是は、 春 信の r 美人 合」 と は、 大體に 於て 異 つた 物で あ 

る。 春 信の は、 遊女の 肖像 集で あるが、 春 章. 重 政の は 遊女 を 中心に、 背景の 密 なる ものが ある。 殊 

に 春夏秋冬の 風物の 推移 を 添へ て 情趣に 豊かなる ものが ある。 卽ち これ は 美人 本位と いふよりも、 遊 

廓氣分 本位と いふべき 物で ある。 春 章な どの 顔 も 案外い i こと を肯づ かせる 物で ある。 春 章 は、 役者 

緒畫 r 豕 として 響いて ゐ るが、 その H  & チック ス などに は、 隨分 美女の 艷態、 子の 春 潮に も 後代の 歌 

麿に も を さ 劣らぬ ものが ある。  . 

次に 鳥居 家 四 代の が ある。 この 人 は、 頗る 背の 高い 美人 を 描いて ゐる。 線 は颇る 勁い。 さ 

うして その 勁い 線が.：^ 外、 柔 かな 感じ を 生んで ゐる。 淸 長に は 渐く藝 者の 綺も 現れて ゐ るが、 矢張り 

花魁の 綾が 多い。 然し 大抵 は， 花魁に 何物 か を 添へ、 客と か * 朋輩 女郎と か、 場所 も 室内 室外 色々 あ 

る。 半裸 體の やうな 作 もないで はない。 淸長 は、 春 信 を 一 層現實 化して、 次の 歌 麿に 及ぶ 中間、 卷信 

が 父、 淸長は その子、 歌 麿 は 其の 孫の やうな 關係 になって ゐる。 清 長の 美人 は、 現實 的で は ある もの 

うたが はとよ はる  t 

の. まだ 額廢 的な 所が 餘程少 い、， 濂 洒な氣 分と いって. s\。 淸長 以前の 歌川豐 春に は 美人 は ある 力 

大抵 田 中 益 信 (春 信 門人) あたりの 畫 様に ちかい。 

次が、 愈々？ が である。 歌麼 は、 實際 美人の： 大才と 呼ばれ、 汎く歐 米に も喧傳 せられて ねる. 

畫： 豕 である。 彼 は隨分 遊蕩 家であった とい ふ 話 も ある。 そのせ ゐ か、 描く 所 は 花柳 美人が 多い。 殊に 


288 


考雑 波軟戶 江 


美と 淫蕩- 

神聖と 


勝 川 春 潮 


S 細 田榮之 


髙雅 な與眛 

窪佼滿 ， 


せいろうび. 二ん めいく わち はせ せいろう  と^^』 

靑樓、 或は 避 君と 名 を 冠され たもの が 多い。 例へば 靑褸 美人 名花 合、 靑褸 十二時、 遊君 を 冠ら した も 

ひ は、 Is 六 f 豕キ ぉ^^七小町とぃふ類でぁる。 その 顔の 類型で ある こと は爭 はれぬ 事實 である。 然 

し 其の 歌 麿 式と も 謂 ふべき 妖艷 な、 打 上った やうな、 戀の諸 分 を 知り 盡 して ゐる やうな * 併し 何處か 

に 冷た さの ある やうな 顔。 美と 淫蕩と 神聖と、 それに 江戶 女の 聰明、 利口な 所がよ く 現れた あの 顔に 

は、 誰でも 動かされな いもの はないで あらう。 敲 いたら 案外 1 ^たい、 情のう すいもの であるか も 知れ 

ない が、 た 眼 は 非常に 挑發 的で ある。 色氣が 多い。 さう した 顔が、 彼の 繪を 繰る 何處 にも (遊女 以 

外の 物に も：^ 轉 がって ゐる" 誠に 彼 は、 生れ 乍ら の 靑樓畫 家、 遊君 畫 家であった ので ある。 彼の 晚年 

の 作に、 「I 円樓 年中行事. 一二 册の給 本が ある。 これ は， 當 時の 花柳 5.- の 好材料で ある。 然し 美人の 特徴 

. ^つ が. I しゅんて う 

は 之に は缺 けて ねる。 (享和 四 年 版) 勝 川 春 潮 (春 車 門人) の 美人 は， 八 分 淸长、 二分 歌 麼 とい ふべき で、 

稍々 豐頓、 悪う はない。 

次に， お 之が ある。 榮之は 生れが * 浮世 繪師中 稀な 高い 家柄で あるせ ゐか X 彼 は， 御 勘定 奉行 

細 田 丹 後 守 三世の 孫。 彼 自身 も 九 代 家 治の 御 小納戶 役であった とい ふ) 其の 畫も 描かれた 花柳 美人 も 

中々 氣 品の 高い ものである。 遊君 も 御殿の 奥方 かと 思 にれ る やうに 描いて ある。 恐らく 彼 は、 モデル 

く マし，. 5 乙 まん 

を 見る 事な く、 唯 自己の 高雅な 趣味から 描いた 美人に， 遊君 を 冠ら したに 過ぎな からう。 ゆ； 5! 俊滿 (一 

說、 直 政 門人 C 窪 田 氏 0) に は、 光と 陰 を 描 分けた 遊里 描寫- 淸長風 美人が ある。 


m  m お 資の綺 ffi 浮  w 


北 尾政演 

お 飾北齊 


北 尾政演 (山 東京 傳と 同人) は 重 政の 弟子で、 初期に 錦输も 描いた。 その rg| 美人 合 自筆 鏡」 ^天 

かっし かほく さい 

明 四 年) は 傑作で ある。 葛 飾 北 齋は、 初め 春 章に 師事した が、 此 頃から 獨自 の、 あの 不竊 奔放な- 堅 硬 

な 精 組な， 一物 も苟 くせざる 風俗 畫風景 畫を 描き 始めた。 彼 は その 製作 往く處 として 可なら ざるな き 

概 がお つたが、 美人 畫も 初期の もの は >  まだ 鴕 冶な 態が あって 惡 うはない。 菱川宗 現時代に 私の 好き 

なのが ある。 美人 畫の 製作 は、 寬政享 和の 頃に 多い。 

うた； は 七よ くに 

次に 初代 歌 川 豐國が あり- また その 弟子の 國貞の 類が ある。 花柳の， 美人 も隨分 盛んに 描いて ゐる。 

豐國の 遊女 は、 額 は 歌 麿 風、 姿 は 淸長風 色々 あるが、 凡て 肉に 乏しい。 迎も歌 II ゃ淸 長の 魅力 はない。 

國貞 (後の 三世 登國) は * 藝 者に 於て 巧みで ある。 遊女 は- 格別 遊女ら しい 特徴 はない。 唯英泉 流に 描 

いた ものに， 娼婦ら しい 匂が する。 豐國の 弟子に、 今 一 人 國芳が ある。 こ の 突 人 は、 また 颇る特 

が ある。 傅 法 肌な 所が ある。 すっと 胸の 溜飮 まで 下る やうな。 然し 遊君の！ は、 餘り体 法 肌で もな 

い。 藝 者の 描寫、 或は あ 人 上りの 町 女房と 思 はれる やうな ものに、 堪らない 好い ものが ある。 江戶ッ 

子の 意氣と 張りと を 象徴した やうな 美人 を 多く 描いて ゐる" 豐 II と 同時代に 歌 川 豐廣が ある。 その美 

あんどう ひろしげ 

人は豐 II より 品が ある。 そのお 子に 初代 安藤 廣重 (歌 川廣 重と も稱 した) が ある。 池 E 英 泉に 似た 美人 

で 稍 淋しい。 (豐 國、 豐廣 は、 共に 豐 春の 門人で ある。) 

同畔 朋に英 が ある。 これ は： 大下 一 品の 突 人裹家 である、) 祧發 的な 織 惑 的 な^や、 素 振 を 持った 夷 


歜 川豐國 

敬 川國贞 

阈芳 

意 氣と張 

^川 豐廣 

安 膝 廣重 


英泉は 天下 

1 品 ： 


人畫 家と して、 私の 好みから は * 歌 腐の 上に ありと いっても い、 所の ものである 3 英 0^ は * 英山 (： 菊 

あ 一- 

川 氏の 弟子と 普通 謂 ふが、 これ は 餘り當 にならない。  彼 は、 藝者 にもい、 のが あるが、 女郎の 输が隨 

分 ある。 さう して 其の 特色 は、 女郎の 綺に 一 暦 多. S ので ある。 文 をよ む 遊女の 立 姿、 煙管で 船 杖 をつ 

いた 思案投首の 坐像、 その 背景に は， 實寫と 思 はれる やうな 花街の 氣 分が、 浸み 出る やうに 描かれて 

ゐる。 總 てが 挑發的 である。 糙 かに 歌 磨に 比して、 下品で ある。 然し 挑 發感、 實感味 は、 彼より 數等 

の 上で ある。 鎗の 女の 話で あるが、 自分に は、 歌 麿の 美人よりも 链 かに 暖 味に 富み、 愛して 吳れる や 

うに 思 はれる。 さう して 存外 彼女 は、 客に 分け隔てがない。 所謂 ふらぬ 女の やうに 思へ てなら ぬ。 殊 

， ， ，  やぶにらみ 

に その じろ つと 横目 を 使った 長. S 睫毛の 色目、 斜視の やうな その 眼が、 天下一品 だと 思 ふので ある J 

げに隨 毛の 細かき 描き 方は英 泉の 特色であった。 並びに 直ちに 閨事を 聯想させる、 あの 髮のほ つれの 

描き 方 も。 

以下の 畫家 は、 略す る 事に する。 

以上 述べた やうに、 約 二 fc 餘 年間に 現れた 美人 畫家、 其の 花柳 卖 人の 中で， 自分の 最も 印象の 深い 

の は、 ； ：- 人 ある。 春 信と 歌 麿と、 英 泉と 三人で ある。 今玆に 三人の 大體の 特色 を、 今一 言 謂うて おか 

うつ 春 信 は 其の 美人、 多く窒 內の 坐像、 形 もさ さやかに、 全體の 感じ は. 靈的 である、 - 所謂 簽 と^と 

の 問題で、 露の 國に 棲んで ゐる 遊女の 如しで ある" 之が、 處 女性 を 永久に 失 はぬ 遊女の やう だと 謂つ 
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た譯 である。 

歌 麿の もの は、 大抵 半身像で ある" 其 傑作 は、 所謂 大 曾に 多い。 之 は • 前に も 述べた やうに 靈と肉 

と を 巧みに 調和した， 春 信の 靈に 新しく 肉を發 見した 靈肉 合致の 世界の やうで ある。 而も 八 も體の 感じ 

が、 遊女 を 女神の やうに 取扱った ものの やうに 思 はれる。 英泉 は、 半身の 大首 は！^ なく、 大抵 立像 

^ である" 窒內窒 外 色々 ある。 凡て 色氣の 描寫が 非常に 多い。 遊女 を 最も 遊女ら しく 人間的. に 描い 

た、 靈と， ST と 謂 ふが、 最も 肉 本位の ものである 事 を 思 はせ る。 


浮世 給の 世界 は、 畢竟 一半 を 賫春婦 の描寫 に、 一半 を 役者 即ち 芝居の 描寫 に、 (極 僅か を 風景 畫に) 

斯 くして 其の 畫技を 傾倒して ゐる。 耍す るに 江戸の 最も 民衆的 藝術、 世界 稀 有な 人工で なし 遂げた 版 

畫藝 術の 主要部 分 は、 此の 賣春婦 * 然ら すん ぱ 所謂 河原乞食で あつたの だ。 自分 は 之が い \ とも 惡ぃ 

とも 今は暫 らく 論議 を 避ける が、 唯 如何に 浮世 繪が、 否 江戸 太平 二百 餘 年の 士農工商の 凡ての 階級が， 

此の 賣春婦 に 憧憬と 讃美と を吝 まなかつ たか， それが 諸君に 多少と も 御 理解 願へ たらば、 滿足 である 

(大正 十 年 四月 二十 六 8、 大阪 中島 公 脅 堂に て 講演) 


上 
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死飨の 名義  浮世 繪の 芝居 鰭の 中に 死^なる もの k 存在す る こと は、 多く 人の 知る 所で あらう。 死 簿とは 即ち、 

死んだ 役者の 似 顏繪の 謂 ひであって、 當時 市井に 盛名 を賣 つて ゐた某 俳優の 物故 後 51 もな く- その 宵 

死 翁の 一般 像畫を 特殊 各 様の 意匠に よって、 これ を 描き、 其の 畫の 中に 右 俳優の 戒名- 殁年號 月日 * 或は 墓所 

形式 

在の 寺院 名 等 を 記入した ものである。 さう して 時として 右の 記載の 他に、 この 俳優 を 記念す るた めの 

追善の 文と いふべき ものが、 當 時の 相當の 地位 を 得て ゐた 作者の 手に よって 綴られて ゐる。 ffll しかう 

した 事ぐ らゐ は、 芝居 緣 を涉獵 する もの- -誰 しも 容易に 知る 所で あるが、 然れば この 死繪 は、 一たい 

何時の 頃から、 しかも 誰 俳優の 死から 創始せられ たか。 而し てこの. K 家 は 無論 浮世 綺師中 役 繪 芝居 

槍に 筆 を 染めて ゐた 者に は 違 ひない が、 その 誰 派の 如何なる 畫 家から 如何なる 形式に 於て 创始 せられ 

たか この 問題 は、 從來の 劇道 又は 浮世 緣の諸 書のう ちに 餘り 多く a ぬ處 で. . 未だ 判然した f 何人 

から も 確 めら れてゐ ない。 唯甞 て宮武 氏經營 の大阪 版の r 此花」 にこの 死繪の 考證の 出で た ことがあ § 


創 
始 
期 


る。 今 私 はこの 考 を參考 に、 自分の 所藏林 料と 他に 散！^ した 所と を 綜<!„： して、 若干 これの 起原 沿革  ー| 

に 就て 述べて nE^ ようと 思 ふ。 

死綺 は， その 創始 期 は * 寬政 初年で あらう とい ふこと である。 一 たい 役者 繪 (主に 似 額綺) を 役者 

繪 らしく 描き 始めた の は- 即ち 役者 総の 眞の 意味の 誕生 は >  勝 川 春 章の 綺 本舞裹 扇 (文調と 合作) で 

ある。 この 舞 薹扇は 明 和 七 年 版 (西 一七 七 〇) である。 然り とすると 寬政 初期と 明 和 七 年と は 距離に 於 

て 約 二十 年で ある。 即ち この 二十 年間に、 役者 似額输 は， 春 章. 文調 等の 大家の 努力に よりて、 输そ 

の 物の 進歩と 共に、 叉 市民の 好 劇 趣味 並に 似 額繪^ 賞の 風 を 亦た 盛んなら しめたで あらう。 即ち 當然 

寬政 初期 あたりに はこの 一個 俳優の 死 を 記念す る 死 鎗の發 生が あらねば ならなかった ので ある" 殊に 

折よ く寬政 初期に は 名優の 二三が 相續 いて 物故した。 即ち 初代 中 村仲藏 (秀 鶴) や >  二 代 目 市 川 門 之 

助で ある。 仲藏 は、 寬攻ー 一年 (西 一 七 九 〇) 四月、 門 之 助 は 寬政六 年 十月に 物故した。 即ち 死繪 は、 

この 秀鶴ゃ 門 之 助 等に 關 する ものが 最初であって、 當初は 唯 其の 似顔 槍に 法名 を 招り 込んだ のみの も 

のであった らしい とのこと である。 然し まだ その 頃 は、 「死 繪」 なる 名稱は 起らなかった らしい。 

もりさだまん か う 

死搶 なるこの 名稱 が、 文 獻に現 はれた 最初 は， 私の 見た 限りで は、 守 貞漫稿 (近世 風俗 志) 三十 一 • 

雜劇 上の 末尾 • 安政 元年の 八 代 目 圑十郞 の 死 繒に關 する 記事 中に、 「古来 役者の 死繪は 二三 種に 限れ 

り」 とい ふ 文字が ある。 この 死總が 唯一 の典據 である。 然し この 記事の 安政 元年 以前に 於て 夙に この 


死 


检 


考 


考 雜波欽 p  m 


初期の 置 家 


死检の 色彩 


費 招の 風 


名稱は 普通 士女の 間に 行 はれて ゐた であらう。 尠くとも 文化 文政 期に 於て 旣： に 行 はれて ゐた であらう。 

次に 死綺 創造 期の 寬政 初朗に 於け る 畫家は 誰で あつたか。 今 健に 斷 一一 一一 口 は 出來ぬ もの V、 寬政ニ^^^-に 

しゅんえい 

於け る 役者 鰭の 畫家 は、 春英 (春 章の 門人) の 二十 一一； 歳、 初代 豐^の 二十 二 歳 等が ある。 而 して 春 章 は 

晚 年であって、 しかも その 殁前ニ 年 (寬政 四 年 六十 七 歳 死) である。 即ち 春 章， 春英 あたりの 創造で 

はなから うかと 思 ふ。 文化 文政に 入って 當時 役者 稽の 大家 は 無論 初代 豐國 である。 (春英 は、 文政 二 年 

殁。 但し 豐國の 盛名に は 及ばなかった。) 即ち 死 繪の糠 承 は- その 流 ：订 は、 豐國に 於て 偉大なる もので 

あつたで あらう。 而 して 當 時の 作者の 筆に 成った；？ S3 の 文 を 上欄に 揭 ぐる こと は、 恐らく は 此の 初代 

豐國 あたりから 創始せられ たで あらう。 (後 登^ 畫 ii 世 路考死 粉の 說明參 照) 

死鎗の 色彩が 所謂 死 縛 特色の 薄 藍 指の ものと なった の は. 初代 豐國全 成 【期の 文化 文政 を經 て、 天 保 

弘化 となった、 その 弘 化の 頃で あらう。 何と なれば， 幕府が 版畫の 華美 を禁壓 した 天 保 十三 年の 法令 

あ si 

S, 窮餘の 一 策と して 英泉 等に 於て 作晝 せられた 藍 招 (藍 ； 色 义は藍 を. 王 色に 一 二の 單彩 ある もの) 

の 風 を 凰 似て， (但し 此の 藍摺、 天 保 十三 年 以前に、 中 本草 双 就 等に 於て、 すでに これが 發 生、 若しく 

は 類似 を 見た こと は、 事實 である。) 以後 緣 にも 之 を ffl うるに 至った。 然るに 普通の 錦繪が 法令の 弛む 

に隨 ひ、 再び 華美な ものと なった 嘉永 以後と 雖も、 死綺 のみ は 然得 たこの- W 招の 風 を その 畫 彩に 棄 

てなかった ので あらう。 卽ち弘 化 以後に 於て は、 この 藍 を S 調と した ものが 頗る 多い ので ある。 但し お 


此 以後に 於ても、 多色 措の ものがない でもない。 現に 後段 說 明す るが 如く、 嘉永 柳に 於て 四 世 歌右衛 

門の 死艙 は、 藍 招なら ざる ものが ある。 而 して 弘化 以前 藍 指 以前の 色彩に 就て 云 はば、 此等 死綺は 一 

般に罩 彩であって、 藍 や 濃淡の 黄. 茶な どの 二三 色惜 である。 

判の 大きさ  次に その 釗の 大きさで ある。 死繪は 一たい、 普通 は 初期 後期 共に 一 枚 ilg  (普通の 錦 输大) であった 

らしい。 徂し 例外と して ニ枚續 三枚 績な どもあった。 (八 世 圑十郞 の 時には、 現に これが あった。) 次 

橘 興  に畫の 構圖は 如何であった らう。 大抵 は 平凡な その 役者の 像畫 であって、 ^として、 その 役者 生存 

中の 人氣を 得て ゐた 役柄に 扮裝 した 姿 を 描いて- それに 死の 意味 を 着けたり、 又は 單に 死の 意味から * 

かみしも  じゅ. il- 

水色の 转 を 着けたり- 珠數を 手に したり させて ゐる。 八 は 圑十郞 は 例の 悲慘な 末期 を 遂げた ので 格 

別意 匠 を 凝らした のか、 現に その 死 鰭に、 「暫」 の 風を脫 いだ ま \ の、 例の 置 を 背後に、 硯の墨 招り 流 

し 紙を展 ベて 筆 を 乎に する。 その上 擷には * 「暫」 の つらねに 擬 した 「しばらく 手 向の つらね」 なる 追 

悼 文まで 載せた 賑やかな もの も ある。 同じく この 八 世 圑十郎 の死输 であるが、 これに 限り 彼の 繼母を 

憎む 揚句、 a 刺： 風の もの、 例へば 七 世 圑十郞 が 盲目に なり、 別に 猿 (： 八 # の 異母： 猿藏の 意味) を 

使 ふ 猿 廻し 風のお 爲 (八 世の 繼母) を 描いた もの も ある。 これな ど は 純死输 の附錄 と：：^ てよ からう。 

(八 代 目の 自盡 は、 安政 元年 八月で ある。) 

主材 人物  云 ひ 忘れた が、 死 繪の主 村人 物 は、 役者と も^らぬ。 狂 一 W 作者、 戯作者な ど >  又は 浮世 綺師 (初代 


一 歹 


0 


考 


296 


あ 雜派軟 r: 江 


製作 種數 


貧家の 落款 


檢印 


廣 重の 死输を 三代 豐國が 描いて ，0 る。 然し これ は 死 鎗とは 云へ ない 程の 多色 招で ある。 廣 m, 刺髮 して 

珠數を 手に す。 上擱に その 略 偉 及び 辭 世の 歌 を 3g ぐ。 なほ 三代 豐國の 死綺を 門人の 圃周 などが 描いて 

ゐ る。) といった もの も ある。 次に 死 給の、 例へば 或る 役者に 關 しての 製作 種類の 數は 幾何で あったら 

うか。 盛名 ある 役.：^ の 死 を Rf ふべ く、 何 種の 死繪を 以てした か、 その 數 である。 それ は， 前揭 守負漫 

稿の 引證 にも あるが 如く、 大抵 一 個の 役者の 死によ つて、 一 一三 種であった。 5： し 例外 もあった。 其の 

最も 甚 しいの は、 例の 八 世 圑十郞 で， 彼のみ は、 その 死 緣の數 * 殆ど， 一三 十 精 (戯場 年表 は、 一 枚 

檢 草紙 三百 餘 通と ある。 伊原 靑々 園 氏の 「市 川圑 十郞」 に は、 無慮 六 fn 餘 種と ある。 守 貞漫稿 は 三 四 

十 品と ある。) であった。 また 死 搶の風 を大 仕掛に した 卽ち 彼等の 死 を 材 とした 草双紙の 出版 も あつ 

た。 ハ四世 歌 右衛門の 死に „ ^此の 種の 物が あり。 八 世 圑十郞 にも 追善 升 孝子 〔霍壽 作〕 等が ある。) 

畫 家の 落款 はどうで あったら うか。 即ち 有無 一?il 々である。 初代 豐國の 頃まで はこれ があった らしい。 

それが 弘 化の 藍 招 風と なると， 多く 無 落款で ある。 嘉 永年間 も 無 落款で ある。 安政 元年の 八 世 圑十郞 

の 「暫」 に擬 した 物 も 無 落款で ある。 但し 安政 五 年の 廣 ffl 死输の 如き は、 麗々 しく 豐國 (三代) の 署名が 

ある。 检印 (錦 簿撿閱 の 際 * 行事が 捺 した 印) は、 どうであった らう。 初代豐 國 時代 は. 例の 極めの 

印が はっきりと ある。 弘化 以後 嘉永 時の ものに は、 無 落款と 共に、 撿印も 何ら 無い。 死綺 ばかり は 普 

通の 錦繪 及び 小 說檢本 類の 如き 嚴肅 なる 撿閱 下に あらなかった のか も 知れぬ。 


最後に 今- lt の所藏 になる 主なる 死 給に よって、 これ を 例示して 見よう ( 


下 


例の I 一 (其 一 )。 四 代目瀨 川路 考死！ i。 (鱟 國畫。 有 落款。 極め 印 あり。) 女 姿と なりて、 黑 き裝裟 を； ひ， 

坐して 尺八 を 膝に 突いて ゐる。 右手の 傍に 編 笠、 脊に 機の 枝が 見えて ゐる。 着て ゐる 衣裳、 袖口と 据 

とに、 路考 の紋、 模様の 如く 數多 おかれ、 頸に 珠數を かけて ゐる。 路， 考の紋 の 一部分、 袖口と 褪と薄 

き 茶。 紋と 核と 笠と 黄。 上镧 に十數 行に 百 一り、 殆ど 幅 一 面に 山 東京 山が 吊 文を揭 げてゐ る。 山 束 京 山 

述と ある その 下の 角 形の 印と 額の 唇の 色と- うすき 朱の 色。 山久の 出版元の 符號 まで ある。 0： 好みに 

付 豐國晝 の 下に は、 例の 年玉 印が 薄 赤く ある。 卽ち 彼の 四十 四歲 爛熟期の 作で あり、 自稱 ではない が 

逸品の 一 と 思 ふ。 全體 が- 茶と 黄との 二色に 依って、 死綠 の死繪 らしき、 路考 に相應 しき 女性的と 死 

檜の 寂し さ 陰 さとよ く 交響して ゐる o( 京 山の 弔文の 左 隅に • 路考の 法名と 殁 年月日と 俗名と が、 三 行 

になって ある。)  . 

例の 二  I  (其 ニン。 四 世 中 村 歌右衞 門。 これ はまた 極めて 無 趣向な もの & 標本。 左に 框 あり， その 屮に 水色の 衣 

を 着た 男性 * 珠數を 頸から 襟へ 垂らし- その 框 から 手 だけ を 出して ゐる J その 前面に は 同じく 他の 一 

個の Ei- 性が あって、 畫の 中央に 一杯に なり- 立ちて 藍色のお を 着、 水色の 拷 を 穿き つ i ある。 さう し 


-」 


检 
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例の 三 


てこれ は、 雨 手 を あら はさ やして、 卽ち 後の 帶 へそれ を 常て、 前なる 紐 を 結んで ゐる。 根 中の 人物 は 

また その 手 を 垂れて、 立てる 人物の 袴の 後半 分 を 支へ、 その 二 筋の 紐 を 引いて ゐる。 相手の 入物の：^ 

を 穿く の を 助けて ゐる 風。 框 中の 方が 顔 は 稍 さびしく ある。 これ は 何 か" 四 世 歌 右衛門に 就て 調べれ 

ば 何 か 意味が 分る と 思 ふが。 大方 四 世の 先代で あるか、 或は 框 中の 珠數を 頸に せる 者 こそ 肝腎の 叫 i 

であって、 その 前面に 立てる は、 彼の 養子 祝崔 でも あらう か" 立てる 人物の 地に 布く 袴の 祸の 上に、 

同じく 珠數が 置かれて ある。 框 中の 人物の 周圍、 框は 自然に 蓮の 花と 葉と で 飾られて ゐる。 色彩 は * 

水色、 蓮の 花の 黃、 葉の 綠、 二人の 人物の 襦 神の 襟な どの 紅、 然し 水色が 主にな つて ゐる。 上に 崔 

と 白 ヌキの 雲形が あり。 右に、 俗名 法名、 大阪中 之 芝 3^ に而ニ  十七 日， 浪花 中 寺 町淨國 寺と 之 丈の 

文字が ある。 畫風 は全體 に、 拙劣。 大 阪出來 であらう か。 若し 江戶 とするならば、 二 代國貞 (三代 璺 

國 門人) の 筆ぐ らゐ であらう か。 (歌お 衞 門の 死 は、 嘉永五 年。 三代 豐國の 全盛時代 である。 卽ち當 時 

の 役者 繪の晝 家 は、 殆ど 三代 豐國の 一派に 屬 する。) (この 緣は、 ^款、 出版元、 检印、 共に 無し) 

やまだち  ころも 

(其 三)。 同じく 四 世 歌 右衛門の 死 維。 これ は、 だんまり 風の 綺で、 山賊め いた、 衣 を 着た 百 n 蟹の、 

左手に 如意 を 持って、 後から 綠體の 鬼が 黑の 金棒 振り上げて ぬるの を 支へ、 右手 は、 膝 もとに 仆れて 

出 匁 を 振 上げて ゐる婆 (奪 衣 婆の 意で あらう) の 右の 腕 をと り拉 いで、 右足 を その 婆の 右から 左の 肩 

へ 懸けて ゐる。 亡 .體 の色彰 は、 彼の 衣の 茶褐の 色と、 鬼の 體の 濃い 綠と、 婆の 衣の 黃の 草の 模様と * 


售 


嵌 

括 


全面に 直る 背の 黑と である。 左に 中央、 位牌 形の 中に * 法名， 殁 年月 3、 行年 • 俗名、 俳名の 翫雀.  ー§ 

家號の 成駒屋 などの 文字が 竪に 大小 數行 ある。 而 して 背の 空間に 點々 と 蓮の 葉 を 降らして ゐる。 この 

蓮の 葉と 位牌がなければ- 一 つ 家の 婆の 芝居 給 かと も兒 られる 程の、 死繪 として は， 最も 破格なる も 

ので ある。 彼の 一 代の 好評 を 博した 諸 役の 中の 稻葉 幸藏 あたりの 扮裝 でも あらう か。 さう して この 誓 

は 同 じく 無 落款 では あるが、 出米榮 えから 三 代豐國 で あ ら う と 思 ふ。 

前 上、 數 1  一一 n を 費して、 多少 乍ら 死線の 考證 に盡す 所あった。 念の 爲、 私の これ 迄雜說 した こと を 要 

約して 置かう。 若し 謬 あらば 是正して 頂きたい。 

死繪 は、 寬政 初期から 明治に 至る の 芝居 似 額 緒の 一種。 畫の 取材 は、 俳優， 又は 浮世 綾師， 又は 

劇作家 乂は 戯作者 等、 軟派に 於て 市井に 名 を； 買った 人々。 大きさ は 大抵 大錦 普通の 判で、 中には 二 枚 

續 三枚 續 もあった。 一 個の 人物の 死に 關 する 種類 は. 大凡 そ 二三 種 * 多き は. 八 世 團十郞 の 例で ある 

が、 然し これら は 稀で ある 事。 色彩 は. 初期 中期 は 淡彩. 弘化 頃藍摺 となり、 嘉永 頃から 時として 多 ， 

-处 

色 指 广 前掲 四 世 歌 右衛門の 後者の 例の 如き) の もの もあった。 その 畫家 は、 泰章. 春英 等から 初代 豐 

國 等の 歌 川 派に 多き こと J 給の 形式 は、 平凡な 背 像、 意味の 特殊な もの もる 背 像， その 俳優の 或 事件 一お 

(生 時 か 死の 前後) を 主 村に した もの 等 も ある 事。 落款 は、 初代 Ha 岡まで は 有り， 藍 指の 前後 (天 保 一 

弘化嘉 永 安政 頃) は、 之 無き が 多き 事 C 檢印 は、 一 貫して 腐 行せられ ざり し 事。 以上 等で ある。 一考 


追 補 

荷 風 氏の 

「大 窪多與 

里」 


(大正 九、 九、 ニニ 稿) 

追 補 0 右の 「死 給考」 脫 稿の 後、 永 井 荷 風 氏の 「大 窪多與 里」 に、 死後の 記述 ある を發 見した。 

卽ち 左の 如き ものである。 

『先頃より 役者の 死 搶と& す もの 集め 居候。 死擒の 起源 は 矢 張 役者 似顔 输の 鼻祖と 訛傳 せら 

るる 勝 川 春 章 あたり かと 存候。 春 章、 春英、 初代 豐國 あたりの 死繪 は其數 あまり 多く は 無 之 

様に 御座 候。 二 代 目豐國 以後 國貞 國芳 あたりの 作 甚だ 多き を 見れば、 死綺の 流行 盛と なりし 

は * 專ら天 保 以後の 事なる べき か。 坂 東 一一： 津五郞 • 五代 目 路考、 しうか なぞ 多く * 其の 中に 

て も 八 代 目 圑+郞 の 死檢は 夥しき ものに て 小生の 見た る もの にても 七 八十 種 は 有 之べ く 候。 

死繪も 一 般の 浮世 緣と 同じく -大 保 以後に 及びて 甚 しく 俗と なりし は 致 方な き 次 に 御座 候。 

舂 章より 髻： 國 まで はさして 死 總 らしく 描かす、 唯 白 無 1}§ を 着て 悄然と 立ちす くみた る 姿 なぞ、 

却て 哀愁の 氣味 深く 有 之 候へ ども >  近世に 至りて は 凡て 露骨に 三途 川の 榜示杭 を 出し、 空よ 

り 蓮華の 花 を 降らし、 或は 雲の かなたに 極樂 座の 芝居小屋 を 見す るな ど. 大抵き まった 趣向 

のみと なり、 明治に 入りて 澤村 小傳次 また 團菊 左に 及び、 この 平民 美術 も 千秋 樂 となり 巾 候。 

三月 十四日』 

尙、 私 は、 本年 四月 初旬、 大阪 三越で 開かれた 同地 同好者 主 催の 劇に 關 する K 覽會を たが、 
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死檢 は、 餘り 陳列され てゐ なかった。 唯 眼に 留 つたの は • 八 代 目の 死 緣のニ 11 一枚であった。 ^ 

々、山村 • 町田兩 氏の 「芝居 錦 鰭 集成」 にも 死緣は 冷遇され てゐ る" 唯 一 枚、 宽政十 一 年、 勝 

川 舂英畫 (落款 あり) の 中 村 傳九郞 の 死繪が あるば かりで ある。 脇差 を 佩んだ 上下の 立 姿" 上 

に 「舞 鶴 も 今 はめい どの 夜の 鶴、 名のみ 此 世に のこる おもかげ」 の 歌と * 中 村 傅九郞 追善の 七 

文字が ある。 (大正 十、 八、 二 七 補) 

以上 を ものして 今日で、 すでに 三年 ほど、 生憎 自分の 藏躉 は、 死緣に 於て 少しも その 量を增 

して ゐ ない。 此の 自分の 「死 繪考」 、自分の 舊來の 僅かな 原品に よりての 考證、 それに 先人の 說 

以外に 新しき を 何ら 加へ ざれ ど、 しかし 嘗て r 此花」 の 死 繪考， 及び 永 井 氏の 「たより」 以外、 

未だ 死搶 について、 聞く こと 無き やう なれば、 蛇足と は 知りつ \、 舊稿 のま \發 表する ことに 

した。 機 (死 搶の鬼 集 せらる &) を 見て 大に 更にと は 思 ふ ものの、 唯 さへ 出 ものの 乏しい 今日， 

それ は 何時の 事 やら 分らぬ。 (大正 十三 年 六月)  . 


藍摺の はじめ 

錦 搶の藍 一 色の 指 は、 天 保 十三 年の 水 越の 厳 令に. E らす、 それ 以前に も すでにあった こと は 


旣に曰 はれて ゐ るが、 稍 性質の 差 は あら ラが、 小說の ロ鎗に 此の 藍^が 旣 にあり、 それが 年月 

が 確かで あるた め、 從 つて 此の 藍 指の 工夫 は、 錦 槍は斷 一一 一一 ロ出來 ない が、 小 說ロ繒 類に は 天保以 

前す でに 行 はれて ゐる ことが 明確で ある。 それ は、 文政 七 年 申の 春 日の 序 ある 南 仙 笑 楚滿人 

(二 代 目 也、 卽ち 初代 春 水) の 「軒並 娘 八 丈」 (初期の 人 i" 本) や 文政 九 丙 戌 正月 發 兌の 序 ある 鼻 山人 

の 「花街 壽々 女」 (同、 花街 藍の 續篇) やの 序 及び 口 籍が藍 13 である ことで ある。 (外 骨 氏 「此 花」 

第 十三 枝に は、 天 保- れ 年の 國貞晝 「其 裏 梅 真砂 白浪」 の 草双紙 を 例と して 擧げて ある。) 序、 ヒ 

ラキニ 面の ロ綺 及び 目錄 などが 全都 藍 招で ある。 繫者 は、 共に 英 泉の 飽 筆で ある。 
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一  こ  ち  ふく や え  ど  る 1 の 5 かえ 

東風 吹 江 戶繪榮 

「云 はすと しれた 事 なれ ども 一 年中 を も ふそうたら 一 夜 あくれば 若水 屠蘇 酒、 商人 は扇資 、道中 双六、 

寳船、 ill 帽子 着た 大 祌樂、 初 もの 詣 では 共 年の 明へ 當 りし 祌 への 惠方參 り、 初 寅の 日 は芝兪 杉、 牛 込 

の 毘沙門天 * 卯の 日 は 井 戶妙儀 山， 三日 上野の 兩 大師、 谷 中大黑 寺の 餅の 湯。 門 萬 歳に 鳥お ひその 

あとの 福大黑 • 养 駒に 鶴 I 遞細 * 禮 者の ちどり 足 は ほ まで 赤く， ハ牛季 者の 棧 とめ は片袖 光る」 と は、 歌 

あづま 

川瞥. 廣畫、 初代 南杣笑 楚滿人 戯言の 總本 『東 わら は J  (k 下 一- iifz 文化 元年 板) の 中の 一 W 葉で ある。 

江戸 も 漸く 押 詰って、 文化 文政の 頃 ともなれば、 禁裏と 公方との 疏隔 は、 次第に 其の 端 を 啓き、 國 

防の 患 も 漸く その 娘 は しさ を 加 へ る 頃と なった が、 江 戶の 士女に、 然した ビ もう 太平 逸樂の 夢に 耽つ 

て. Q た。 上に、 豪ハ者 代 無比、 放蕩 古今に 絶した 大御所 (家 齊) を控 へた 彼等、 滔々 として 所謂 「袋 か 

ら る も 芽 出た しりはじめ」 の 芽出度 さに 忘我の 體 であった 武士の^ 級から. いかのぼりの 絲 ひく 町 

人の 丁稚 を 速れ た 我儘な 小 枠から、 絹物 を 禁ぜられて 織 かに 派手な 木綿物の 縫合せ に 女らしい 滿足を 

得た、 聲も陽氣な眉も淸しぃ女太夫の-：：！追に至^^まで， 凡てが 束 風 吹く 初春の 樂 しさ 眼 かさに、 我 を 

忘れて ゐ たのであった" やがて 起る 火き な 「國」 の惱 み、 箱いて 起る 反 封趙の m わ 想に も、 些の 豫感も 


、し ま J 

太平 逸樂の 

夢 
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なかった やうな、 さう した 無 自覺の 心、 陶醉の 夢の 一瞬 を 永遠にまで 引 仲した やうな * 彼等の 凡てが 

そこにあった。 彼等が 如何に 國の 新しい 惱み、 再生の 前の 蠢 めき を 知らなかった か は， 文化 文政の .a! 

から 愈々 益々 その 技巧 を 冴え、 益々 人間の 手 戴と して は 恐らく 古今 未會 有の 驚異とまで 進めた 浮世 綺 

はんした 

板畫 11 數 多くの 當代 以後の 浮世 師の筆 管から 成った、 板 下と 彫と 指と 益々 三拍子 揃 ひ 出し； r そ 

れが 所謂る 津々 沛々 に 迄， 榮 えた 事 を 想像 すれば 足りる。 

江戶緣 は、 民衆 藝 術の 第一 の 烽火であった こと は 謂 ふ 迄 もない。 その 題材の 花柳と 演劇であった こ 

とも。 然し 其 他に 隨分 江戶 民衆の 生活と 直接 交涉 して ゐる事 も 否めない。 況して 一年 i: 樂の 最初. 愉 

悅 の先驅 たる K 月、 初春の 行樂 行事 は、 勿論 その 題 村から 見逃さなかった。 數の繪 本に. 數の 一 枚 給 

(或は ニ枚績 に， 三枚 續に、 或は それ 以上に) に 掬 まれて 描かれた 事 は 謂 ふ 迄 もない。 

苦蟲 を嗨漠 して、 始終い らくして ゐ たやうな 顔の 北齋 にも、 正月の 賴は隨 分 ある。 じ やうに 初 

こと ぶ さ 

春 壽 の 酒に 陶然と したで あらう。 同じ やうに 女 太夫の 鴕 冶な 姿に、 人非人の 境涯 を 惜しん. たで あら 

う。 況して 江戶 市民 行 樂の氣 分を飮 込む に 敏感であった 初代 豐國 や、 より 多く 敏感で 且 技巧に 演 練し 

来った 彼の 門下 國貞 (後の 三代， 國) や 國芳- 及び 其の 末流に、 華やかな 正月 を 背景と した、 數々 の 江 

戶输の ある こと は， 無理なら ぬ ことで ある。 

浮世 槍 は、 師宣 頃から 板畫 主に 一 枚 綺に榮 えてき たが、 春 信ゃ赛 章、 淸長ゃ 歌麼、 榮 之と 諸 大家 を S 
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益々 生活 味 

の 表現 


數へ てきても- その 特色 は、 主に 靑樓 美人 か然ら すん ば 俳優 芝居の 槍であった。 四季 時 をり の 風物 を 

背景と する にしても、 或は 間々 それ を 主 村と したに しても、 多く は 春 は 花^く 春と 限られて、 東風 吹 

く 初春の 描 寫は少 かった。 赛 信の 繪本 r 靑樓 美人 合」 の 舂の卷 にも、 羽子板 を 弄んだり、 鞠 突く 正月 

らしい 遊女 はゐて も、 それが すっかり 月と いふ 人間 一 年の 最も 樂 しい 生活 味と 切迫して ゐ なかった。 

歌 磨の 美人 も 大抵 は 美人の 顏ゃ 姿態 本位で、 殊に 正月と いふ 生活 味の 表現 は 殆どなかった。 其 他 役者 

繪の 大家 春 章の 輩に 至って は尙更 である。 然るに 初代 髻： 國、 豐廣ゃ = ^齋ぁ たりから， この. 止 月 氣分を 

主 S! に またとり 入れる やうに なった ので ある。 C 卽ち 廣 3©兩« 十二 候の； 一； 村 緩 十二 組の 巾の、 正 3;、  §5 國 

蜜の 如きが ある。) それ も 一 つ は、 浮世 精が 益々 生活 味の 表現 を帶 びて 来たのと、 一 つ は， w:i 國北齋 たち 

の 末期の 諸 大家が、 先輩の 粉本、 典型の 踏錢 から 新 境地 を 開かう とした 努力の 賜で あると も 謂 へ よう。 


國貞の 「^^^ 

の あした 雪 

の乘 合」 


幾莒 かの 私の 藏 品の 緣を 全部！^ に 引 繰り返して みた。 中から いろいろ 初春 氣 分の 鎗を拾 ひ 出した。 

懐かしい 江戶末 胡の 頹廢、 然し 酣醉の 夢の 著しい 物 だけ を 左に 列べ てみ よう。 

ま め 

先づ 初代 國貞、 その 香 蝶 樓國貞 時代の 三枚 鑌 『i^ の あした 雪の 乘合』 が ある。 極印で あるから * そ 

の 1K 保 四 年 以後 同 十五 年に 亘る の 作で あらう。 右 一 枚 は、 獅子舞 (幅 助) と 角兵衞 1 歌 右衛門)， 町 

藝者ー 一人 (紫 若と 菊 次 郞)。 中 一 枚 は 町人 (海老 藏) と 浪人 (九 藏)。 左 一 枚 は、 山伏 (猪 三郞) 儡愧師 (多 
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E 「初 卯の 

11  一一 ill 


翳 玉 


10 船頭 (吉 三郞ソ である。 人物 も それぞれ 括弧の 如く 實 在の 當 畔人氣 俳優の 似顔 を^め， 化：：： 景は雪 

うづた 

の 隅 田 川で ある。 右手に さ 1 龍 山の 塔が 見えて ゐる. - 藝 者の 伞に、 山伏の 笠に、 雪 は 白く 堆 かい。 町人 

の乘 つた 駕籠 (駕籠 界は 船中に 見えない) の 後に、 枝 もた わ、 た 繭玉が びら り 下って ゐる。 人物の そ 

れぐ 配合- 風情- それに 人氣 俳優の 似顏。 嚇 かし 常時の 士女の 血 を 湧かした ことで あらう。 

今 一 圖。 同じく 香蹀樓 署名の 三枚 續 「四季の 內初 卯の 日詣」 が ある。 右の 一 圖は， 手拭 を 襟に した、 

若い 娘の 繭玉 を 肩に せる 繪。 その 膠 付の しなら くと、 晚 年の 彼の 输の 鈍重な 腰 付の 美人に は 似合 は 

ぬすつ きりとした 風情。 中 一 &は产^1に入った蜆と盥を後ろに、 帶 際の 悛 紙に 白い 手を^いて、 かに 

棲 をと つた 藝者。 左 一 枚 は 叟に鲤 の 生氣も 甚だしく. そっと 口元 を i 祌 へた 同じく 藝 者が 前に 立てる 繪。 

その 脊 あたりに 、「妙 義大權 現、 東宰 府天滿 宫」 と 二つ 大きな 提灯 を 垂れて ゐる。 三 &に 一旦って {仝 は 一 

速の 繭玉の 飾り。 問 はすと 知れた 鷂井戶 H< 神社 頭の 景 であらう。 「近世 風俗 志」 の 初 卯： n の. 項に、 「江 

戶 にて は 妙義詣 とて、 龜戶 天祌の 社頭、 法 性 坊の祠 に群參 する 也。 此の 法 件， 坊は、 叙 山の 阿閎 梨に て、 

卽ち菅 祌の師 なる を 以て、 爱に祝 ひ 祭れる 者 也。 妙義權 現と は^ 祌 なるべき 敷。 飽戶 の祠に は、 法 性 

坊、 華表に は 御嶽山の 懸額 あり。」 と ある、 此れに 相逮 ない。 

餘 分な 話で あるが、 此の 繭玉 こそ は， ； II： は 舊ぃ江 戶の緣 起 物の 殘れる 中の 唯 一 の 懐し き 物と して 好 

く。 柳の 枝に た わ \ に 枝 垂れた あの 玉よ、 さう して 紙 作り、 土 作りの 色々 よ。， r 卷」 その物 を象微 する 


0  一一 i  a さ 裂  ^^adm 
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阈芳の 「春 

の跟 ひ」 


に ふさ はしい 靑 柳の 小枝と * 人の 欲望 を 最も 端的に 表現した 種々 の 小寳〕 私 は 「春」 の 句 ひ を^す 唯 

一 として 之が 好ましい。 繭玉 は 昔、 緣起 物と して 町人、 殊に 花柳 美人に 尊ばれた。 私が 大正に 生れて 

之 を 好ましい 遊戯 物視 する よりも もっと 眞劎な 願 ひが 祈りが、 彼女ら にあった。 近世 風俗 志 を 繰った 

である。 試みに 繭玉の 說明を 省 記して みょう。 

「繭玉 は 土 丸 を W ゐ、 其 他 は 厚く 重ね 張りた る 紙 製に て、 胡 粉， 丹 綠靑、 其 外と も 彩 を 加 ふ。 Bi の 外 

にも、 的に 箭の 中した る 形 あり。 元日に は 淺草寺 を 始^ * 其 他 参詣人 多き 神社 等、 頭上に 之を資 る。 

初 卯- 龜井戶 亦專ら 之を賫 る。 當月中 諸 神社 緣日亦 之を賣 る。 買 人 は、 霜月 酉 市の 熊手と 问 じく、 义 

共に 大井 裏に 之 を 釣る。」 と ある。 

かぶら  うちで  いり ふわち や- フ  . 

さう して 其圖と は， 千兩箱 や、 お 龜の面 や、 蕪 靑の形 や * 打 出の 植ゃ、 人^ 帳 や、 其 他 寳珠の 類 を 

釣り下げて ゐ る。 緣起 物の 一 、 京阪に は 無 之と 記して ある。 當名古 星 あたり も、 此の 繭玉 は 流行され 

てゐ る。 すると 之ば かり は 江 戶の風 を 倣ひ傳 へたので あらう。 (但し 繭玉、 凡て マヒ ダマと 訓 じて あ 

る。) 

嘉 永の 頃の 作に、 一勇 齋國 芳畫の 「春の 娠ひ」 三枚 續 きがある。 右 は 廻禮の 町人と iKt の 者ら しい その 

t らひ  .  ち， b を 

供。 中 は、 獅子の 大きな 面 を据ゑ 、お 跋を 持った 大祌樂 のい なせな 一人の 男" 左 は 鳥 追の 紅 緒の 姿で あ 

る。 (本 著 「鳥 追から 女 太夫へ」 の挿检 は、 卽ち是 である。) 降って 安政 期に 入る と、 正月の 趣向 も 愈 々奇拔 


な ものに なった。 百花 爛漫 一 時に くと は 此の 謂で あらう。 中、 最も 巫山戯た 但し 常時の， 江戸の 士女の 

行 樂氣分 の 象徵 とも 謂 ふべき 三 代豐 圃 の 「梅暦 見 立 八 勝 人」 ( 安政 七 年初 养寳 出) の 圖を 解說し てみ よう。 

梅^と はあって も. 人情本の それと は關 係な く 、八 勝 人と はあって も 滑稽本の 八 笑 人に 關係 はない。 

八 枚 描 ひ、 大 首で 皆 それぐ 人名 は 正月 氣 分に 伴った 假 作の 名に して ある。 假 へば 男 達、 春 駒の 與四 

いかの グ 

郞 J 男 達、 砜 巾の 幡藏〕 男 達、 千鳥 驟の毬 之 助。 男 達、 飾 海老の 門松の 類であって、 繪の 上に、 稽古 

本 風に 文句 を陳 ねた (所謂 彼等 男 達、 ッラネ の 文句 を 記した。) 物 を 掲げ、 下に 一 々その 大 首が あり、 

衣裳 は 夫々 に 因んだ お 正月の 飾り物 を圖 案に して ゐる。 恐ろしく 洒落 氣の 多い ものである。 ^な は、 

雲母 さへ 招り 込んで ゐる。 例へば 毬の 助の ッラネ は T 江戸 紫の 突 羽根に 殿 さま かみさま 三 ケの莊 * 曾 

我に. E 緒の 千鳥 掛、 歩みの 板 や 羽子板の 角た つ 達 衆の 其 中で、 心 も 丸い 毬の 助が、 色に は 引 を 虎 御前 

 」 の 如きで ある。 芝居 趣味に 耽溺した 江戶 人に 巧に 迎， ォ した 其の 趣向、 殊に その ッラネ が 曾 我 

と 云々 して ゐ るの は- 初春 興行 は 曾 我と 昔から 決って ゐ たからで あらう。 其 他 源氏 綺 或は 風俗 捲の 類 

で、 三代 豐國 及び その 門下の、 「十二月の 內 睦月」 の 如き 畫題 は數 ふるに 遑 ない 程で ある。 私 は それ 等 

を 一 々見越して、 措 江戸 末期 役者 鰭の 大家、 或は 近き 未来に 於て 春 章、 寫樂、 初代 豐圃と 比肩す る 地 

位に ならない とも 限らない 國 周の 作畫の 內、 一 一三 圖を 列舉 してみ よう。 

國周畫 作、 慶應 三年 卯年 正月 板 行の 二 枚績、 役者 似顏鎗 である。 二 枚に 亘 つて、 全面 を 繭玉の 趣向、 


それに 吊られた 舍. 箱- 的 矢、 大幅 帳の 類 • そ 

春 れに 一 々男女に 扮 した 役者の 似 額が ある。 役 

居 名 は • その 右 傍の 短冊に 記されて ある。 右の 

ー阖 は， 「三 浦 屋抱、 岩 藤」， 「傾城 尾の 上」。 

左 は， 「船頭 丹 治實は 大蛇 丸」 T 藝ゃ 女房 實は 

女： T ぶ E 也」 と 「奥州 屋禮 三郞」 の 一一 一人物。 暇 

や 力な 思 ひ 切って 正月ら しい 物で ある。 謂 ふ 

迄 もな く 之 は 默阿彌 の 芝居で ある。 默 阿彌當 

時 开- 十二 歲、 正月 市 村 座の 興行で ある。 ぉ靜 

禮三の書卸された^^で， 此の 似顔 給 は、 おし 

な ひ 

づ禮 m を 絢 まぜに した 傾城 草履 打の 中： 役の そ 

0 れ である。 分って ゐる 役者 はお 靜 * 岩 藤 は 田 

國 之 助。 (丁度 彼が 脫疽を 病む 前年で ある。) 禮 

周 三 郞は家 橘 (翌年 五代 目 菊： な 郞と改 む) 等で 


戶江吹 a 東  sit 


吟 


「當 立 1^ 

見ゥ： 五節 

句」 


けいせい * が くるわ c.f  r* 

の 大ー瘙 であった。 因みに 此 時の 藝題は 例の 如く 首 我に 因んで， 「契 情 曾 我 .1 龜^」 で、 その 中 草履 打 

の 部 は- 鏡 山の 尾 上. 岩 藤 を 世話に 最も 碎 いた 物で ある。 今では 之が 倾城 草履 打と， ぉ靜禮 三との 二 

つに 分離され てゐ る。 今一 枚. 國 周に 面白い 趣向の 物が ある。 それ は 翌麼應 四 (明：？ 2 元) 年 正月 板、 鳥 羽 

伏 見の 戰が行 はれて ゐろ 矢先、 江戶 はま だ 此んな 悠暢な 板畫が 生れて ゐた。 それ は， 圖 に.： 一一 味 線の 胴 

またの はるす •  、な 0 

を 大きく 垂れて、 その 胴に * 三番 叟の顏 と 鶴の 模様が 大きく 見え. 上 は、 稽 tG 本の 體で 右に 再 春 菘 

S, 中 村 芝翫と あり- 木 文に は 「その 昔 秀鹤の 名に し 負 ふ 都鳥の 折. を 得て」 云々 と ある。 當時守 田 

座に 再勤 (？) した 芝翫に 因んだ 物で あらう。 

を 仕舞 ひかけ ると、 三代 國の 「八 勝 人」 と 同じ 時の、 矢張り 安政 七 年： 止月賣 出しの、 「常世 立 衆 

見 立 五節句」 の 冗 枚 揃 ひが 眼に 人った。 その 內の若 駒の 春 R 郞は正 節句の 擬人で ある。 助 六 風の 立 

姿。 摺も色 も 極めて 上物。 衣裳に は、 海老、 梅、 七五三 飾り、 羽根 等。 それに 春に 因んだ 「初日 影 さ 

すが 睨みし 眼の たった 若ぎ の 友の 勇む 駒下駄。 花の 屋」 の 狂歌 を 添へ てゐ る。 これ も， 初春 氣 分の 一 

であらう。 

其 他 $ 類 を涉獵 したら、 幾ら も 此の 初春 氣 分が あらう。 風景 畫には 手 を 著け なかった が、 廣 重の 

東都 名所な どに、 隨分 此の 初春 氣分は ある。 (例へば、 その 霞が 關 など) 然し 凡て を 省く 事に した。 

初春の 屠蘇 機嫌、 みなみに 來れ 此の 江戸 縫の 春 をと 嬉しがって おく。 (大 E 十 一 年 一 月) 


田 之 助の 脫直發 病 年に つき 

「東風 吹江戶 綺榮」 の 中、 國周畫 作の 中、 「 …：… 岩 藤 は 田 之 助。 (丁度 彼が 脫疽を 病む 前年で あ 

る。」 と 云 ふ 事が 載って 居ます が、 さう すると， 慶應 三年が 前年で あれば 明治 元年 (九月 改元) 

に 彼が 脫疽 になった と 云 ふ 事になります が、 私の 覺 えて ゐる處 によると I たしかな 材料 は燒ぃ 

て 手元に ありませ ぬが) それと 少し 違 ふ 様です。 何卒お 調べ を： i ひます。 私 は、 たしか 田 之 助 

は、 慶應 三年に 病氣 になって ゐた 事と 思 ひます。 慶. ぼ 三年の 五！；！： に 市 村 座で、 「善 惡兩 面兒手 

柏」 (姐妃 のお 百，) の 狂言で お 百 を W 之 助が 演る 害の 處、 足 痛で 休み， 家 橘が 變 つた 事が ありま 

すが、 それが 彼の 病 氣の現 はれた 第一 であった と 思 ひます。 其 後 その 年に は 出勤な く. 慶應四 

年 二月 守 田 座で 、「娘 形 澤村田 之 助病氣 全快 什 候 問 初日より 罷出相 勤 申 候」 と 看板 を 出して、 乙 

女 重の 井 狂 一一 目 r 染分 千鳥 江戸 棲」 とる り 「田 字 梅 後 着 重 縫」 淸元 連中 を 演じて ゐ ます。 而 して 

翌年の 明治 二 年 二月 守 田 座の 「廓 文庫 舖島 物語」 で、 又病氣 が再發 して 休演し、 同 五月 (「河 竹 

默 阿彌」 に は、 七月と ぁリ Q 久彌 0) に は病氣 全快と 看板 を 出して- 「11. が J 星 今宵 逢夜睦 一一 一 I  口」 淸元 

連中の 所作に 出て ゐ ます。 それで、 その 年 はもう 出なかった でせ う。 而 して 愈々^ 痕 として 片 

足 を切斷 したの は、 明治 三年 だと 思 ひます。 


それ 故 • 慶應 三年の 翌年 は 彼の 病氣 について 私 は 一 卄覺 えて ゐな いのです が * 明治 元年に • 

病氣が 明瞭に なった と 云 ふ 様な 事實が 御座いませ うか。 勿論、 慶應 三年に 舞臺を 休む 程な 病氣 

であり， 明治 二 年に 义 それ を 繰返して ゐ るので すから、 その 間の 明治 元年に 何ともなかった と 

云 ふ 事は考 へられ ませぬ が。 右 御 尋ねし ます。 (爽 京、 吉田暎 二) 

右の 質問に よって、 私 は 何に よって 慶應 三年 を 田 之 助が 脫疽を 病む 前年 としたかと， 記憶 を 

調べる と. 關根只 誠 翁 著 「演劇 叢 話」 の 中の 芝居 年浪 草に 據っ たらしい。 同書. 明治 元 戌 辰年 

の條に 「正 s: 守 田 座へ 中 村 福助、 中 村の しほ 下る。 澤村田 之 助 脫疽を 患 ひ • 名醫 ヘボンの 療治 

を 受け， 義足 をな し 五月より 三 座へ 出勤、 ヒと ある これに 據っ たもの らしい。 成程 御說の 通り 前 

年より 旣に彼 は 脫疽を 病んで ゐた。 (此 事、 「河 竹默 阿彌」 にも 出 づ。) 全く 小生の 早斷 で、 實 は， 

「脫疽 發病前 四 ヶ月」 とすべき であった" 御 好意 を 謝す。 切斷 も、 關根 氏說の 明治 元年 は、 誤。 

明治 一一 一年 二月が 正しい のであった。 (久彌 ) (大正 十三 年 二月》 


ゾ y グ . 


榮搶戶 江 吹 風 東 
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浮世 繪 風景 畫雜談 


浮世^ 風彔 

m れの B 统 

司 馬江漢 


浮世 鰭の 風景 畫は、 その 發源 はと 來 ると、 中々 問題が 大きい。 一個 眇 たる 浮世 緣^ の 一部で あるけ 

れ共、 大は 泰西 文化の 初潮の 詮索に 始まり、 中々 これ だけで も 繁雜な 然し 有意 味な 研究題目 である。 

今、 これ を 私の 持 合せの 智識に 任せて 概說 してみ る。 

浮世 簿の 風景 畫 (風俗 直の 背景た る 風景 をい はず、 純 晝 をい ふ。) は、 その 傳統 の祖は  >  司 馬 江漢 (一 

七三 七 ー 一 八 一 八) である。 江 漢 以前に も， 蘭 法畫を 承け たもの がないで もない。 例へば； 大草 一 揆の叛 

徒の 中に あった 山 W 右衛門 作の 如き も然 りで ある d 彼の 直譯 的な 風景 甞： や 人物 畫が、 今日で も 稀に は 

傳^ ^して ゐる。 彼 は、 共 後 特に 赦 されて 、江戸に ゐ たとい ふ。 さう した 山 田 一流の 西洋 畫襤承 者が 他に 

幾人 もあった ことで あらう。 江漢は 彼等の 中の 鬆然 たる 大家であった〕 ， 江 漢は長 崎に あって 蘭畫 並に 

銅 版 術 を 繭 人から 承け た。 彼の 異國 趣味 は 益々 增大 せられて 行った。 遠近法 を 稍 正確に こなし 得る や 

うにな つた. - 樹木の 陰影、 ^火の 隱見、 明滅、 凡て 西洋 畫の 風格 を 追うて 如實 となった。 然し 此に注 

目す る こと は、 彼の 風景 畫は、 大半 肉筆で ある。 泥 緣具を 以て 塗られた 肉筆 畫 である。 (少 gl に 銅版畫 

の 試作 あ リ。) 而 して 江 漢は、 また 浮世 繪 正統の 大家 * 美人 晝 古今の 名手 鈴 木 春 信の 門下で もあった。 
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考 雜胶軟 ； 5 江 


談雜畫 ^/^粉 世 浮 


0M 


浮世 搏の創 

造 


肺宣 以後の 

寮 家 


政 信の 浮檢 

根元 

^木 春 信 


皮の 自記に よる 懺悔 文 (「格 悔 si」) によれば * 最初 彼 は、 春 信 門下と なって 春 重と 號し、 春 信 式の 美人 

畫板晝 の 製作に 從 つたの みで なく、  ^^として師春信の蟹作を行ったとの事でぁる。 

•  •  • 

當時、 浮世 緒 正統の 畫家 は、 風：： おに どうした 眼 を， t つて ゐた であらう。 浮は搶 の^ 造 は 普通 岩 勝 

§ (一  五 七 八— ニハ五 〇) とい ふけれ ど- 此は 嚴密に 謂へば 誤りで ある。 眞の 意味の 創造者 は、 無論 菱川 

ii: (元 祿 七ハ ホウ &、 七十 餘 ils) である。 其 後 大家に は、 肉筆の 宮川長 春 二 六 七 九 ー 一七 四 九) 同 春 水、 板畫 

の 一  六 六 四 I 一  七 二 九)， 读月 堂度繁 等の，！^ 月 堂 一 派、 奧村政 信. ( 一 六 八 六— 一 七 六 四)、 西 杓 重 長 

(賓曆 六 年歿、 六十 餘歳 )、 石 川 豐；！ 5 二 七 一 111 七 八 五) 等の 面々 が 輩出した。 然し その 多く は 風俗 畫. 冢 

であって、 風景 畫と 目すべき もの は 未だ 成されなかった。 た 師宣に 濫觸を 開いた 芝居 畫、 劇場の 描 

出に、 稍 風 是畫 らしい 手法 を 行 ふ ものが あった。 劇場 內 部の 描寫に 於て 卽ち 土間と 舞臺、 棧敷 等の 關 

係に 於て、 稍 後世の 遠近法ら しい 手法が 自然にあった。 (此 頃旣に 此の 手法 を浮繪 というた。 政 信の 横 

繪に往 々此の 命題 11 浮緣 根元 11 の 物 を 見受ける。 浮 $e は、 然し 後代の 豐 春の 大成に 負 ふ 所 多き は、 

謂 ふ 迄 もない。) 其 後 稍 風 3： 京畫 らしい もの \ 一部の 現出 は、 鈴 木 春 信 (一七 二 五 ー 一七 七 0) である。 春 信 

の畫 は， 無論 美人が 中心で ある。 風景 は 副へ 物に 過ぎない。 然し その 中に 自然と 現 はれた 風景 畫の手 

法 は、 彼の 卓絶した 手ー裡 から.； 出せられ てゐ た。 家屋の|^"後たる庭園、花木、屋外人物の小川、 小山 * 

丘陵、 雪の 光り、 雲の た M すま ひ、 總 てが 彼 一流の 圖案 的で あると いふ 謖りは あるに しても， 旣に 
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考雜波 軟戸江 


春 信 以後 


欲 麿 


風景 畫の 先驅 となす に 足りる ものが あった。 

江漢 は、 この 師の春 信の 風 を 承け た、 加 ふるに 直接 蘭人から 垂示 せられた 純 紅毛 畫の 手法 を 以て、 

肉筆の 風景 畫、 板畫の 美人 畫を 製作した。 . 

江漢の 如き 純 風景 畫の 試み は、 然し その後 暫く 現れなかった。 以後の 浮世 檢は 如何なる 傾向で あつ 

たらう。 矢張り 風俗 畫 (主に 美人 畫) がその 主位 を 占め、 芝居 畫が其 二に ゐた。 磯 ffl 湖 龍 齋は春 信 を 

殆ど 機 承した。 勝 川 春 章 (一 七 二 六 II 七 九 二) は、 役者 畫 と美 入畫に 終始した。 東洲 齋寫樂 は、 1^^:+の 

役者 似 額緣を 更に 一 as^ 的に 凡眼から は 誇張と 思 はれる 程の 細微な 表情に 迄 力 を 注ぎ、 以て グ a テス ク 

な は界を 創造した。 鳥居 淸長 ( 一 七 五 二 ー 一 八 一 五) は、 芝居の 看板 畫 から 轉 じて、 美人 畫に 偉作 を 多く 

殘 した〕 然し 淸 長に 特に 謂 ふべき こと は、 春 信、 春 重 (江漢 の 前名)、 湖 龍齋の 作に 旣に現 はれた 人物 

の 背景た る 自然の 描寫、 卽 ち斷片 的な 自然の 一隅の 描寫に 於て 益々 正確に 近づき、 益々 精緻な ものが 

あった。 かの 「江の 島詣 三枚 續」 の 如き は、 この 意味から 最も 日本風 景畫 史上に 記憶すべき 作で ある。 

この 風 を 承け て 愈々 大成に 近から しめ 加 ふるに その 本領た る 美人の 描寫に 於て、 十；： 往 今來獨 歩の 境地 

を拓 いた、 卽 ち遊婦 をして 女神の 境にまで 脫胎 せしめた と 謂 はれて ゐる喜 多 川 歌 麿 (一七 五 all 八 0 

六ヽ 次いで 現 はれた。 歌 麿 は 美人 畫の 美人の 表現に 於て は、 モデル 三分、 觀念七 分と も 謂 ふべき 非寫 

實 風な、 美女の 現實な 羅列で はあった もの-^、 花鳥 樹木 魚貝の 類 は、 當 時の 作家と して は 稀に 0- る 
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的な 花 

鳥 魚貝 


. ^田榮 之 


赏 政と 京傳 


寫實 的な 畫家、 自然 を 正しく 明らかに 見ようと した 畫家 であった。 この 寫實 的な 花鳥 魚 良の 描寫 は、 

後朋の 北齋、 廣重等 其 他の 群に、 或は 刺戟 を、 或は 感化 を * 或は 粉 木たら しめた こと は 疑 ふまで もな 

い。 歌 磨の 次に、 細 K 榮之 (文政 十二 年歿、 六十 餘歳) が ある。 彼 は 浮世 総 師中唯 一 の贵族 出身 (御 sii 奉 

行 鈿田丹 後 守 三世の 孫〕 であるから、 從て其 の 美人 畫 にも 高雅な 匄が 多かった。 然し 庭園 山水 を 背景と 

した ものに は、 その 自然の 斷片は * 歌 麿の 風 を 承け て、 自然に 忠實 ならむ とした 倾 がないで もなかつ 

た。  - 

尙、 云 ひ 忘れた が、 春 章と！： 時に、 北 尾 重 政 (一七 iloil 八 二 〇) があった。 彼 は 浮世 输史 稀に る 

師系 不明の である。 その 作畫は 一枚 畫の 板畫 Si く、 綺 本が 多かった. 、王 超 は、 武者、 美人、 往く處 

として 可なら ざるはなかった。 風景ら しきもの もあって * 現に 浮 給と 命题 した、 政 信 風の もの も ある。 

かの 有名な 春 章との 合作で ある 「靑樓 美人 合 姿 鏡」 の 極彩色 三 冊の 如き も、 花 升^ モの 描寫は 日木畫 

在米の 傳 格と 多少 異る 閃が あった。 山 東京 傳は その 門下で あり、 畫名を 北 尾政演 とい ふ。 彼 は 多く 戯 

作に 於て 名 を 成した リ 然し 彼の 自 畫 作に 成る 黄表紙 挿繪 類に は、 背景の 自然が、 遠. 近の 均齊に 於て、 

已に 巧みた ものがないで もない。 

次いで 現 はれた の は、 浮世：.； g 後期の 一 1 大家と も 謂 ふべ き 歌 川 豐國と 葛 飾北齋 であ る。 

箏の 進む に 任せて 書いて 來 たから. こ i で また 一寸 後へ 一!^ ら ねばならぬ。 そは璺 國の師 たる i>-_ ^の 


浮 欲 
m  'II 
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問題で ある。 歌川豐 春 ( 一七 三 五 I 一八 一四) の 作品の 一 瞥 である。 豐國 の師豐 春 は 浮世 繪の權 成 者と し 

て は * 第二 流 以下で ある。 然れ ども その 門下に、 ま； e:. 國其 他の 秀才 を 多く 産んだ こと \、 一  は浮綺 (う 

きゑ) なる 別個の 畫風 とに 於て、 彼 はまた 史上 有數な 記錄を 持って ゐる。 璺春は 決して 浮 紡の 创始者 

ではない つ 然し 世上 然く 目され てゐる だけ、 それだけ 彼に 浮繪の 創作が 多かった であらう こと は、 否む 

譯 にいかない。 浮 槍と は 何で あらう か。 浮繪は 遠近法 を 娱も幼 揮に 應 用した 透視 畫 風の ものである。 覜 

機關に 使用し 始めてから、 その 需用が 起った の だとい ふ。 而 して その 浮 襟 は豐泰 以前に も あり、 しか 

も その 命題が 奥 村 政 信の 横 總に之 を晃る こと 巳に 述べた。 然れ ば、 寧ろ 此の 政 信 を こそ 浮綺の 創始者 

であると いふべき である。 鬼に 角 從來の 人物 畫 世相 畫の 背景であった 自然の 斷片 が、 こ- -に 多少 纏ま 

つた 形 を 取った ものと 思へば い \。 その キ題 は、 神社 佛閣の 雜跻、 或は 三十 三 間 堂の 的 矢の 類の 如き 

比較的 { 仝 1? の廣ぃ 人事， その 全幅の 動作 を 取扱った ものである。 一種の 鳥瞰！ I であって、 丁度 今 H に 

も ある 神社 佛閣の 諸緣起 類の 圖簿と 類似して ゐる。 豐春は 此の 浮綺を 多く 描いた。 浮繪 とは签 に そ 

の 景物が 浮 出す る 如く  13- たより 名 づけた ものら しい。 然し この 草创 期の 浮输 が江漢 等の 菌風 叢の 手法 

と 相俟って 後世 姨 出した 浮世 鎗の 風景 畫家を 發し たことの 多い こと は 一 一ー 一口 を俟 たぬ。 但し 浮綺 なる 此 

の 名 稱は、 豐. 春 以後 豐國及 其 門下の 作に 折々： 受けられ、 天 保 期、 廣 重の 飛躍 以來は 餘り用 ゐられ な 

かった やうで ある。 悟、 愈々 豐國 と北齋 及び 其の 門下の 話に 移る。 
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豐國 (一七 五 五 ー 一八 一 一) は、 豐廣と 同じく 璺 春の 門人で ある。 而も 歌 川 派の 巨頭と して、 秀キを 輩 

出し、 今日 猶 その 傅 統を i べして ゐる點 から 见て、 彼豐國 は、 獨り 浮世 繪史 の樞 要な 地位 をい ：！ める のみ 

ならす、 日本 美術史 上の また 特殊な 抹殺し 能 はぬ 頁 を 把持して ゐる" 然し 豐國 夫. E.:^ に は、 前期の 春 

信、 淸 長. 歌 麿 等の 如き 世界的と 許す に 足る 所の 藝術 h 秀拔な 特徴 は、 不幸 彼に は 無かった" 彼 は 多 

ォ 多能であった。 美人 畫、 役者 維、 小說 揷綺、 擒本 類、 此^ 一枚 输緒 本の 種目 は 枚 舉に遑 ない 程の 多作 

を 遣して ゐ るに も拘ら す、 彼の 藝 術の 全力 は 一個に 集中され なかった" 唯 役者 綺の 風格に 於て、 卷章 

寫樂の 風を亞 いで 稍 一 歷冩實 的なら しめたと いふ 點に 於て * 彼の 藝術 的收 * を W する におる のみで あ 

る. - 唯 彼に は 門下に 秀才 を 夥しく 生んだ。 前期の 春 章、 歌 麿 等に ありても 門下に 秀^ はあった。 (例へ 

ば、 春 章 門下の 泰英、 恭好、 春 潮 等の 如き また 錚々 たる 大家で ある。) 然し 豐國 程の 永い 傳統を 支 ふる 

に 足る だけの、 門下 無數を 生まなかった。 豐闺 門下の 尤物 を列擧 すると、 一 に國貞 (これ 後の 三代豐 

國、 ベ r 日 現存せ る 殆ど 多くの 璺國畫 は， この 三 代の 作で ある。) 國芳、 1： 政 等 其 一方に 莉を へた もの 

は ® くない。 ニ代|8^國 (豐 重と 同人。 豐國の 養 チ、 後 素 亭と號 す) の 如き も晚年 振はなかった もの \ 

その 遣 作 は、 また 佧作尠 く はない。 國虎、 圃安、 國直等 また 彼の (初代 豐國 の) 門下と して 他派の 

家に 拮抗す るに 足る 力作 を 残して ゐる。 降って 國 貞改メ 三代 豐國 ( 一 七 八 三— 一八 六 ！：) の 門下 IT また 

初代に も 勝る 程の 包容の 大 を；； 小した。 明治 前半 g? に 一旦る 國闺 (主に 役者 綺) の 如き は、 彼 三代の 門下 
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として は、 最も 傑出した 大家で ある、 其 他 中 家 小 家の 輩無數 である。 國芳ニ 七 九 六— 一八 六 一) また 門 

下の 養成に 力めた。 卽ち芳 虎、 芳幾、 芳年 等が あって、 ^年 は 水 野 年 方 を 生み、 年 方 は、 現代の 淸方 

(鎬 木) 故 輝 方 (池 田) 等の 新 浮世 搶を 生んで ゐる。 (美人 S, 檜畫 家と して 現代 畫 家中、 私の 最も 好 愛 

する 鱒 崎英朋 は、 芳年 門下 右田 年 英の鬥 人で ある。) 

彼等の 藝 術を綜 括す ると、 一 に 美人 畫、 二に 芝居 繪、 三に 風景 畫、 四に 武者 糌 (戰爭 歴史 畫) であ 

る" 國政は 役者 繪に 於て * 春 章 寫樂と 雁行す るに 足る 大作 を殘 して ゐ るし- 二 代 豐國の 如き も、 美人 

畫と 役者 繪と 少數の 風景 畫 とに 力作 を殘 して ゐる。 國直國 安の 美人 畫 及び 人情本の 挿綺， 亦 彼等 一流 

の デカダン 味が 著しく、 江戸 末期の 頸 廢文華 を 漏す に 適って ゐた。 國 貞は、 田舍 源氏の 揷緣を 出世作 

に、 風俗 畫、 役者 搶、 武者 綺、 風景 ffi 等 多 數の作 を板晝 及び 繪 本に 殘 して ゐる。 就中、 彼の 風俗 畫 及び 三 

代豐國 以後の 夥多の 役者 綠、 及び 未曾有の 板畫 技巧 を 費した、 五十 以上の 板木 を 使用した 一枚 繪の源 

氏 鰭の 如き は、 質の 問題 はさて おき 量に 於て 彼の 名 を 銘記す るに 足りる。 國虎 は、 北齋 一派に 似せて、 

特殊な 紅毛 風の 風景 畫を 描いて ゐる。 國芳は 役者 繪に 於て は失肷 したが、 武者 繪 美人 畫に 於て、 彼 一 

流の 江戸前の 句 高き 豁達 任 狹の氣 を in- せて、 男女の 骨法、 亦 彼 獨特の 正確な 寫實 から 來て、 W 胄を帶 

せる 者 も、 美 衣を纒 へる 歌妓も 均しく 彼の 油斷 のなら ぬ 西洋 畫 風の 手法 智識 を 傾注した。 風景 畫に於 

て、 亦 傑作 多く、 明暗 遠近の 工夫、 北 齊*英51^*廣 重 輩に 對抗 して， 優に 一 地歩 を 占めて ゐる。 その 門 
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下の 芳年 は.' 北 齋の癖 を 併せ 得て、 愈々 着實 正確なる 人體の 描寫、 風景の 羅 致に 努めた。 

次に 葛 飾 派に 一 瞥を與 へる。 その 祖北齋 ( 一 七 六 〇|1 四 九) は 人 も 知る 有数の 大家。 歐 米に ありて 

は、 探 幽應擧 の 名 は 知らな くと も、 一個 北齋 (及び 歌 麿、 及び 廣 重の 名と 共に) の 名 を 知らざる はな 

い 程の 世界的 畫家 である。 彼 は 夥しい 板畫、 及び 繪本 (主に 畫譜の 名 を 以てした)、 揷綺本 を 遣して ゐ 

るから、 彼の 藝術 生活の 撿討 は、 容易な 業で はない。 九十に 垂ん として、 猶 未だ 自己の 手法に 滿 足し 

なかった 彼 は、 終生 祌人 共に 駭く 程の 全 的 努力 を 以て 畫 事に 從 つた。 美人 畫の 上に も 彼 は、 特殊な 畫 

格 を 出して ゐ るし、 また 魚貝 草木 類の 描寫に 於ても 一歩 益々 自然の 堂奥に 侵入して ゐる。 然し 彼の 名 

を 成した 者 は、 後世の 吾人が 以て 彼の 藝術 上の 最首 位に おく は、 彼の 風景 畫 である。 彼の 風景 畫は、 始 

めて 風景 畫 らしい 風景 靈 であった。 江漢に 師事した とも 謂 はれて ゐる彼 は、 蘭 畫其他 百般の 在 來の風 

景鼍を 参着し、 換 骨して 自家の 手法の 開 創に 盡 した。 彼 は 初め 春 章の 門人で はあった が、 後， 自ら 破 

門 を 求めて 獨 立の 反旗 を 翻した。 初期 は、 先輩 を韆 承した 美人 畫に 筆を揮 ひ、 世評 身 世 思 ふ 儘に なら 

す- 唐 芥子 寶ゃ砂 文字 書きまで なして 生活の 波に 弄 ばれた。 然し 彼の 不屈な 魂 は 遂に 彼 一流の 乎 法 を 

生んだ。 稍. 苦^、 堅 硬と も 非難すべき では あるが、 彼の 人物 風景 は、 傳統の 總てを 破 却した、 彼の 眞骨 

頭 を 現す に 足る ものが あった。 彼の 門下 は 亦た 名人 輩出した。 北溪、 北裤、 辰齋は 其の 雄なる もので 

あって、 而も 彼等 は、 師北齋 の 如く 獨創 力に 於て 極めて 富んで ゐた。 北溪は 美人 畫の 製作 も あるに は 


322 


考雜派 軟 戶江 


北壽の 風景 

空前の 「雲 1 

の描寫 


あつたが、 根本 は 風景 晝で あった" 北 霧 は 北溪に 勝る 風景 畫の 名手で、 しかも 北 齋をも 凌駕す るに 足 

る 別個の 純 風：： 京 畫の收 穫を殘 してなる G 

北霄 は、 頗る 偉才の 畫 家であった" 北齋の 風景 畫が 未だ 漢畫の 手法 を何處 かに 漂 はして ゐ るに ひき 

換 へて、 彼 は 純た る 歐風畫 を 開 創した。 光線のと り 入れ、 山の 襟、 雲の た i-f まひ * 凡て 歐風畫 から 

招致して、 而も 獨特な 日本 板畫の 妙味 を 失はなかった。 彼の 雲 は 真に 空前の 描寫 であった" むらく 

と 湧け る 海濱、 または 丘上の 白雲、 その 幾團々 は、 地 紙の 白を應 用して 如實に 明るく 描寫 せられた。 

カラ 指 (無色の 版木 を用ゐ て， 物の 模様 を 地 紙に きめ 込む こと) を 以てした 雲の 群 は、 彼に 始めて 見 

られ た。 後世の 廣重、 英泉 等の 風景 畫. 冢も 試みなかった 雲の 變化、 幾 種の 描き 分け は 彼に 始めて 成さ 

れた。 師の 北齋に 於て、 その 發生は 多少 ある もの X、 彼の 如く 明るき 雲、 光る 雲， 幾様雜 多の 雲 を 表 

せる 板畫按 巧を盡 して 描いた ものはなかった。 廣秉の 雲 は 横に 穩 やかに 曳ぃた 一 刷毛 二 刷！^ である。 

英泉、 或は 國 t 方 等の 雲 も、 同じく 霞と ：3- 紛ふ 雲の 形で ある。 而 して 北壽に 特筆すべき こと は、 彼は靈 

間の 描寫が 最も 多い ことで ある。 白日 下の 雲の 壯大な 峰の 族 £! それ は 彼の 板畫 にの み獨リ られ 

るので ある 0 

却說， 版畫の 風景 畫に 於て、 西洋 畫の 如く、 額緣の 如き 感じ を與 へる 紙幅の 周圍に 輪廓 をと る こと 

は. 北齋 並に 其 門下の 版畫に その 多き を 見、 ^^として其の輪廓に. 特殊の、 唐草 其 他の 圖 案 的 趣向 を 
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門下の 異國 

趣味 


其の 追隨者 


廣 重の 藝術 


凝らした も Q をまで 受ける。 北齋も 船る 異國 趣味の 靈 家で あつたが、 (例へば 彼の 風景 靈に、 畫題及 

落款 を 假名の 横が きにして * 恰も 歐風 文字の 如くした もの も ある。) 彼 北 壽等は 一 歷歐 風趣 味に 感染し 

てゐた j 卽ち辰 齋畫の 「七 ai ケ濱」 の 風景 畫は、 周圍の 輪廓 は、 黑. f に 白く、 一種 變體 な羅馬 字の 紫 

ぎ を 以て 飾られて ゐる d 却說. 此の 北齋、 北壽、 辰 齋の歐 風趣 味、 風景 畫の 新聲 は、 同期 後期の 新人 

に 幾多の 追 隨7% を將來 した。 歌 川豐阈 派の 國虎、 國貞、 國芳、 二 代 豐國等 皆 風景 畫を殘 して ゐ るが、 

阈 虎の 如き は 最も 北齋 一 派の 感化 著る しく、 國良は 寧ろ 廣 重の 感化. 一 一代 豐國 はまた 北 齋と英 泉と に 

何處 やら 相 融通す る 風格 を殘 して ゐる。 然し 國？ 一個 は 夙に 此 等から 脫胎 して、 北齋、 北壽 或は 廣重 

等の 純 風景 畫 家に 比肩す るに 足りる 獨自 風景 畫の 手法 を殘 して ゐる。 次は廣 重の 問疆 である j 

安藤 廣重 ( 一 七 九 七—！ 八 五八) は， 豐廣 (一 七 七： 一；— 一八 二八) (豐 春の 門人であって、 美人 输張交 繪小說 

挿繪 等に 相 應な手 を 持って ゐた。 然し 同門の 豐國の 盛名に は 及ばない。 彼の 誇り は、 唯だ廣 重の 師 

たりと 云 ふに 於て；； 取大 である， 0 の 門下であって、 彼 こそ 北齋と 比肩す る 世界的 風景 畫家 である。 彼と 

離 も、 その 一 生の 作品 総 本 類， 小說 揷繽、 狂歌 本 又は 美人 畫、 武者 繪， 歴史 縫の 若干 は ある もの &、 

彼が 名 を 成し 彼 を 代表す る は， 保 永 堂 版 等の 「東海道五十三次」 の 風景 績畫， 及び 無數の 江戶 名所、 

其 他 諸國の 風景 畫 である。 廣 重の 風： 畫は人 も 知る 所の ものである。 彼 は その 初期に ありて は， il^i 春 

式の 浮繪を 描いたり. 英山英 泉 流の 笑 人 を 描いたり して ゐ たが、 • ？！ 後 十數年 *  mj^ 然保、 水 堂 版 ia- 海道 五 
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十三 次 (天 保 五 年、 三十 九 歳の 作) を 振り出しに • 彼 は 風景 畫家 として 前代 無比の 盛名 を 巳に 時人から 

する に 至った。 然し 嚴密に 謂へば. この 東海道に 至る 迄に、 旣に、 彼に は、 幾多の 東都 名所 江戶 名所 

の 類が ある。 若 書き を尙ぶ 骨董 癖からで なく、 彼の 初 明の 江戸 名所 東都 名所に は、 佳作 少 くない。 殊 

に 彼が  一 W 齋と 落款せ る 東都 名所 十 枚 は、 初期の 傑作で あらう。 かの 英國 風景 畫家 ホイ ッスラ ー に感 

化を與 へたり と 謂 はる \ 「兩國 の 宵 月」 の獪 はこの ー幽齋 東都 名所 中の 一枚で ある。 其 他 佐 野 喜 (出 

版元の 名) 板 行の 「束 都 名所」 に は、 中期 以後の 作に 比して 寧ろ 佳作に 乏しくない。 然し 保 永 堂 版の 

五十三次 は、 彼の 盛名 を 一 1^ に 博した 最初であって、 雨後、 之に 類似の 束 海道 數 極の 製作、 次いで は 

英 泉との 合作になる ー岐蘇 街道 六十 九 次」 の 如き、 彼 は、 順風に 帆 を 孕ました 大船の 概 があった。 M 

後最晚 年の 「名所 江戶 百景」 に 至る 無數の 風景 畫は， 彼が 獨占 場であった。 廣 重の 風贵畫 は、 此の 如 

く、 彼の 生 時に ありて 旣に 時人の 喝采 を 博した ので ある。 丁度 美人 畫の歌 磨が 生 時旣に 世人の 渴仰を 

得て ゐ たが 如く。 

廣 重の 風景 晝、 その 風致 を 一言 以て 謂へば、 無 韻の 音樂 である。 色 影 を 以て 成された"！^ 微妙なる 詩 

である。 音樂と 詩！ 彼の 風景 畫は、 この 言葉 を 以て その 內容を 表現す る ことが 出來 るで あらう。 音 

こ あぐ 

樂とは その 畫面 にあら はれた. 色彩 描 線の 交々 から 來るス ヰ ー,- なる 交響 をい ふので ある。 詩と は、 そ 

の裡に 無言の 然し 人の 魂 を 把握す る 力 强さを 以て 歌 はれた 畫 家と 自然と 心 胸 相 投影した 釗那に 生じた 
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讚 歎の 調べ， 大自然が 含んだ 無邊涯 の 愛 0 心、 無始 無 終の 永遠 性の 偉大な 壯 美な 悲哀に 觸れた 人 0 心 

の へ、 をい ふので ある。 廣重は 自然の 前に ひれ 伏した。 自然 を 征服し ようと は 思はなかった。 

淚 垂れつ- - その 無邊の 慈悲、 慈悲の 極の 盡涯 なき 哀愁に 觸れ て、 うな 垂れて ゐる。 北齋の 風景 畫 はこ 

れと 正反對 である。 北齋は 自然 を 征服しょう とした。 丁度 近代 科學の 手に よって 自然の 雷鳴， 雲 雨 を 

凡て 人爲の 下に 奴隸 たらしめ ようとした 如く、 彼 は 非凡な 精力の 溢れた 氣魄を 以て、 自然 を 一喝して 

自家の 脚下に 摺 伏せし めようと した。 語を換 ふれば 北齋は 自力 門. 廣重は 他力 門で ある。 無論 他力 門 

徒の 槌る阿 彌陀の 姿 は、 廣 重が 視 たる 取扱った 自然で ある。 

米 國の廣 重 熱 は >  甚大なる もの、 眞 に我國 人の 想像 以上で あると いふ。 しかも 彼 愛好の 主張者 は 彼 

土の 婦人 界が 主で あると いふ。 歐 米に ありて は 女流が 男性よりも 藝術 愛好の 熱が 高い。 此類 では あら 

うけれ ど、 廣 重の その 風景 畫の 全幅 を 流れつ- - ある 優しみ * 愛の か やき は、 又 以て 彼 土の 女流と 相 

感應し 共鳴す る 度の 深いから でも あらう。  •  • , 

廣 重の 他に 廣 重に 些少の 感化 を與 へ、 別個 風景 畫の 地位 を 保つ 者に、 池田英^!^(一 七九〇ーー 八四八) 

が ある。 英泉 は、 #^i5<4 二 七 八 七 I 一八 六 七) の 一派， 夙に 美人 畫家 として は 古への 淸 長歌 麼に 比肩 

する に 足る 技倆 を 有して ゐた。 彼の 美人 畫は、 遊冶淫 の 極端なる 描寫を 以て、 古往今来 第一人者で 

, のち 

ある。 無数の 靑樓 美人 は、 彼 を 以て 始めて 人間ら しい 命 を 吹 込まれて ゐる。 この美 人畫の 特^の 他に 
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五雲 亭貞秀 


彼 は、 風 畫に 於ても 秀拔な 手腕 を 示して ゐた。 廣重 とのん C 作 r 岐蘇 街道」 の 幾圖は それで ある。 そ 

の 風景 晝は廣 重 ほどの 溫推 さはない。 然し 北 齋の堅 硬 を 稍 軟化して， その 摸倣の 迹 はあり 乍ら も， ^ 

個の 風格 を 打 出して ゐる。 丁度 英泉 は、 北齋 から 廣 重に 及ぶ 中間 者であって、 廣 重に 對 して 問 接 的の 

感化 多く、 恰も 助産婦の 如き 位置に ある。 

其 他 風景 畫に は、 國芳の 東都 名所 (初期)。 二 代豐國 及び 國貞、 國虎。 明治 初期の 小林淸 親、 井上 安 

治、 月 岡芳年 (圃芳 の 門人) の 努力 等 ある けれども. 雜に 流れる 嫌 あれば 兹に 省く。 唯！； 芳及 びそ 

の傳統 に、 風景 畫の 佳作 偶々 多く * また 明治の 廣重 ともい ふべき 小林淸 親に も 問題に する ことの 多い 

こと や. 井上 安治 (淸 親の 門人.〕 安ニと^^-款し、 探景とも^^:款した")には、 好個の 新 東京 畫 ありて、 浮世 縛 

風景 畫掉 尾の 收穫を is して ゐる こと や を 附記して おく。 廣重は 二 代 三代と 明治に 及んで ゐ るが、 二 代 

に 稍 佳作 あり、 せ、 他は廣 重の 名 を！ す ものである。 

着に、 國寅 a 二 代 國) 門下に あって、 特殊な 風景 畫 家が 一 人 ある。 それ は、 負 秀で ある。 彼 は， 

埋れた 天才と も 名 づくぺ きで、 (山畸 直お 氏な ど は 熱心な 彼崇拜 者で ある" 然し 一 般 的に は、 今日？ 降 便 

を 有して ゐ ない。； ー國貞 門下と して は、 眞に 異才で ある。 彼 は 風景 畫に 於て 廣 重と はまた 打って 變 つた 

技倆 風格 を 有して ゐた。 彼の 號を 五雲 亭 或は 玉蘭齋 とい ふ。 然し 彼の 作 は 美人 簿 武者 綺等 なきに しも 

非れ ど、 コ 一 枚 續の純 風景 畫が 彼の 得意の 壇場であった。 武者 精 等の 背景に も、 彼 獨特の 大きな 穴.^ 問の 
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自然の 描寫が 見られる。 國- 力の 武者 鎗 にも 見られぬ でもない が、 贞秀の はより 多く 自然の 幅員が 偉大 

である。 卽 ち貞秀 は、 武者の 亂闘 は從、 その 乃 夜雨 雪 等の 自然の 描寫が 主で ある やうに 見られる。 「赤 

德 義士 討 入」 の  一二 枚讀の 如き はこれ であって、 た^ 一個 龙大 なる 雪の 月夜 を 主題と して、 館の 屋根 を 

傳ひ 行く 義士の 群 は、 微細に 而 かも 如實な 點景 人物で ある" 晚 年の 「相 州 大山 參詣 の圖」 一 二 枚 綾の 如 

きは此 風の 大成であって、 彼の 作畫は 一 般に いふと 豐春 以來の 鳥瞰 圖 式の 浮 鎗と廣 重の 風景 畫と 一 一 者 

合して 割った やうな ものである。 極めて 別格な 風景 畫の 製作者と して 注目 町る に 足りる。 

最後に-〕 浮世 稳 風景 畫 につ いて は， 如上の 他、 平賀 鳩溪、 江漢鬥 下の 亜 歐堂田 善、 北齋 の. 門人で あ 

つたと いふ 安田 雷 州 等の 銅 版畫、 並に 長畸畫 家の 一派に 對 する 考察 も 無論 必？ 女で あるが、 今 は、 暫く 

純 浮世 槍の 傳統 のみに 止めて おく。 尙" 廣 東に 就て は、 本 著別揭 の、 r 廣重畫 最初の 東都 名所」 を 参照 

せられたい。 (大正 九 年 九月) 


SSS 種の 風景 

蜜 


房 種の 風景 畫 

房 種の 面白い 風景 畫を此 頃 手に入れた。 房 種と は、 畫 家の 傳統 から いふと、 恐ろしく 下級で 

ある。 知る 人がない かも 知れぬ。 初代 國貞の 門人に 貞 房が あり、 その 良 房の 門人に 房穩が ある 

ので ある。 房 種 は 明治に も 生きて ゐて、 予 等の 從來 知る 房 種 は、 赤々 した 明治の 風俗 螯 美人 畫 


を 描いた ものの みに 所見が 劃ら れてゐ たが、 これが 今度 一大 驚異 (房 種と して はで ある) にぶ 

つかった。 その 明治 以前、 好個の 風景 畫を爲 した もの あるに 於て である。 それが 予の 最近 直 集 

の 一 。 圖は、 比 良 暮雪の 一 枚。 近 江 八景の 八 枚 物で あるか 否か を 自分 は 知らない。 年月 も 房 種 

として は 案外 舊ぃ。 撿印 は、 改印と 寅 九の 二 個 印で ある。 卽ち 安政 元年の 九月で ある。 まだ 初 

代廣重 も 國芳も 房 種 の 祖 父 師匠な る 國貞も 一 一 一 代譬. 國 として 盛んに 榮 えて ゐた頃 である。 そんな 

頃に 此の 一個 年少、 眇 たる 彼が、 廣重國 芳らと は 別個な 好 風景 畫を爲 して ゐ たこと に 驚かれる。 

圖は大 錦 横緣， 比 良の 雪 を 被いだ 峯が 遠景に あり * 前 は漫々 たる 湖水、 その 間に 五六の 帆船が 浮 

ぶ。 それだけ では 何の 變て つもない が、 特徴 且つ 此の 畫を好 印象派 的に 新味 多から しめて ゐる 

の は、 湖水の 水の 部分に、 斜に山 もとから 手前へ、 二 本 著く 太く 引いた 藍の 線で ある。 これが 

潮流の 意味 を 表した ので も あらう が、 とにかく これが 故意と らし くもなく 見え. その 大膽 さが 

また 婉曲に 收 まり、 新鮮 味 を 多量に 持た しめて ゐる。 山と 上緣 との 間 Q 墨の ボカ シも よく 利い 

てゐ る。 了 M 毛 二 刷毛の 雲 も歸雁 も、 相應 した 器用 さで ある。 板 元は 森 治で ある。 房 極で ある 

だけ、 我らの 敬意と 愛 著と を 一 署增 さしめ た。 彼の 師の貞 房 は 國貞鬥 下で は 有数の 好手で ある。 

これに 培 はれた せゐも あらう けれど。 (大正 十ミ 年、 五月 補)  一 


328 


考雜 派軟； 5 江 


安治に ついて 

最近、 中央 公論 (大正 十三 年 五月) に 載った 小 林哥津 女史 (淸 親の 遺子 一 の r 淸 親の 追憶」 は * 

面白き 讀 物であった。 明治 初期の 風景 畫の 輪廓 も 見えて、 有益な 資料で も ある。 內、 井上 安治 

に關 する 記事 を 要約す ると、 

「安 台 は、 it 親 を 慕って、 往来した 人。 准 門人で あらう。 安治、 淺草 並木 町の 細い 露 路に住 

んでゐ た。 若く して 肺 を やみ、 ごく 短命で 死んだ。 天才 肌の 男であった。 探景 (安治) の畫 

は、 細心で、 淸 親と はちがつた 詩趣 を もった 人。」 云々。 

尙、 安治 は、 俗稱 安次 郞 或は 安二郎。 畫名は 安二と も 落款した が、 他に 安 はる 畫と いふの も 

ある。 從 つて 安治の 讀 みは • 安 はるが 正しから う。 明治 二十 二 年九パ 十四 H.  二十 餘蔵 にして 

殁 した。 云々 (浮世 繪の 研究 第 十二、 井上 和 雄 氏の 文に 據 る。) とも ある。 

. I 大正 十三 年 十二月 補 -—— 
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廣重畫 最初の 『東都 名所』 

初代 廣 m: の 東都 名所 物の 最初と して は、 普通に 川口 板の、 例の 「兩國 の 宵 月」 の ある 「東都 名所」 

十 枚、 所謂 ー陶齋 がき を 以て 汎く世 に傳 へられて ゐる ^ なる 程、 人の 云 ふが 如く、 この 「東都 名所」 

十 枚に は， 却って 後期の 江戸 名所 類の 諸 作 を 凌駕す る 程の 色々 な 意味からの 佳作に 富んで ゐる。 草創 

期に 屬 する 彼 自身の 東都 名所 物と して は、 實に 不思議な 程で ある" 若 描き を 無暗に 愛玩す る 一派の 好 

尙 癖と は 內容を 異にした、 眞に桂 作の 集まりと して 珍重に 倚せ ぬで もない。 然し これが ei- して 彼の 眞 

の 第一 聲 であらう か" 「東都 名所」 の眞の 最初の 產聲 であらう か。 彼 はこれ に 至る までに、 習作の 刻苦 

つ  うま 

を 精んで は來 なかったら うか。 恐らく 一 旦 にして 此 等の 佳作が 產れ はしなかった であらう。 一 幽齋が 

きのこれ は、 文政 十二 年頃の 作で ある。 その 文政 末に 及ぶ 以前、 彼 は、 「東都 名所」 に 嘗て 筆 を 染めた 

ことがなかったら うか。 私 は、 時々 この 疑問 を 抱いて ゐた。  . 

それが、 最近 解けた。 矢張り 川口 板の 前提、 最初の 習作が あつたの である。 廣 重の 藝術 そのものと 

して は、 勿論 習作 期の 作品で あるから， 價値 はない ので あるが、 翻って 彼廣 重の 永い 藝 術史， あの 偉 

大な 風景 畫家 (東都名所のみの問^^でなく) の 藝術的 生活の 永い 過程の 第一歩と して は、 特に 記述 を § 
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「東都 名所 


習作 時代の 

唯一 


煩 はす だけの ものが あると 信す る。 人 も 知る， 彼の 東都 名所 類 は、 彼の 風景 寮 作品 史の 第一 lor しか 

も 私が 以上 謂 はんとす る は、 則ち その 東都 名所の 虞に 最初- 卽ちこ は、 彼 Q 全 風景 畫の 先驅、 n 具に 偉 

大な 風景 畫 家の 呱々 の聲、 生れむ とする 惱 みであった ので ある。 

それ は、 永壽堂 板の r$ 名所 十景」 である。 二 ッ切中 利 ぼな f の ものである。 嘗て 廣重年 「お 展覧き 

目錄第 十九. に， 此中 一 枚の 記入が あった。 夾都 名所 十景 として， 深 川 新地、 執 _t 氏の 所 藏に屬 する も 

のであった。 私 は、 該目錄 の 作成者が、 これ を ー陶齋 がきの 次に 掲げた 所より 推して ー幽齋 がき 卽ち 

川口 板の 以後の 作と 見做して ゐた。 恐らく 大多数の 入 は、 この 第 十九の 名所 十景に 何等の 注目が なか 

つたで あらう それに 目錄中 寫眞版 登載に もこれ は 抹殺され てゐ る。 で 私 も、 最近 實 f を 一見す るに 

至る まで は. この 僅かな 一枚の 記入に、 大した 注意 を 喚ばなかった。 然るに 何故 この 名所 十景 が、 從 

來 抹殺され てゐ たか、 如何 なれば 嘗て 何人から もこの 十 景に關 する 問題 を敎 へられなかった のか。 そ 

れが 不思議と 思 はれる 程、 私 はこの 十景を 見る に 及んで， 色々 な 興味 を惹 かされた。 

殊にそれが久しく疑問にしてゐた川ロ板の^3^都名所に至る準備* 習作 時代の 唯 一 遣 品で ある と^じ 

たからで ある。  - 

東都 名所 十景 は、 私の 見た 範圍 は、 五 枚で ある。 露 乳 山、 袖ケ 浦、 兩國、 道 液 山、 深 川 新地 (これの 

み、 年忌 UI 錄に 記入 だけ ある こと は、 前に も 云うた C) の 五 枚で ある- 十景と あるから は、 多分 十 枚 完備で、 
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なほ 他の 未知の 五圖が ある 笞 である。 五 枚の 智識から 云々 する の は、 幾分 烏滸がまし さ を 感じないで 

もない が、 從來 嘗て 說 かれなかった こと、 依 而敢て 以下の 解說に 及ばう。 

落款 は、 彼の 最初 期の 美人 畫の 少數に 見受ける と 殆ど 同じ 硬い 揩霄に 近い 書體 である。 拙著の ri 

浮世 鎗の 印象」 中の 寫眞版 「美人 赴 莛圖」 (4- 錦 堅) の 落款と 殆ど 同じく- また 有名な 初 明の 美人 畫 「外 

と內姿 八景」 の 落款に も 幾分 似て ゐる。 文政 年間の 作た る は 勿論で あるが、 「外と 內姿 八景」 がフ エノ 

Q サ氏說 の 文政 三年 作 (橋 口 氏 は 文政 五年顷 とい ふ) とすると、 これ も その 前後の 作で はなから うか。 殊 

に 「外と 內姿 八景」 と 相 同じく 永壽 堂の 板 行で ある。 川口 板の 朿都 名所が 文政 十二 年 (或は 文政 十 K 牛顷 

か) とすれば、 この 永壽 堂の 東都 名所 十景 との 年代の 距離、 これ を 文政 三年 頃と すると * 約 十 歳の 年 

月で ある。 橋 口 氏 說に從 つて、 「外と 內」 を 文政 五 年と し、 川口 板 東都 名所 を 文政 トニ 年 •  頃 としても 約 

七 八 歳の 距離が ある。 とに 角 川口 板 を 生む に、 最少 程度 七 八 年の 習作 期が あった こと は、 この 十景と 

川口 板と 對照 すれば、 肯 かれる 事實 であらう。 

東都 名所 十景 は、 私の 實 見の 五 枚で は、 極めて 拙劣で ある。 恐らく これ を 見た 何人も、 彼廣 重の 名 

を耻づ かしめ る ものと 謂 ふで あらう。 否 恐らく 廣重畫 の 落款 ありと 氣づ かす、 浮 鎗の豐 春 あたりの 摸 

倣の 拙な、 無名 作家の 眇 たる 作品と いふか も 知れない。 見た 感じから 云 へば、 寧ろ 「外と 內」 よりも 

舊 きかと 思 はれる 程で ある。 「外と 內」 に は、 旣に、 彼の 美人 畫 として、 風景 畫と はまた 異 つた 彼 獨特 
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な 幽婉な 情趣 を滿 たして ゐる。 跃け 出しの 作家と は 思へ ない。 廣 重に 寧ろ 美人 畫家 としても 立派な 素 

質 や 技倆の あった こと を證據 立て i ゐる。 それに 引替へ、 この 東都 十景の 拙な さは、 落款の 書 體の標 

證 なくん ば、 「外と 內」 と は 數十步 離れた 幼 揮な、 寧ろ それより 以前の 作品と 見做して 了 ふか も 知れな 

い。 況して これが 如何に！^ 貭 目に 見ても、 浮繪の 傳統を その 儘 受け入れ たとい ふより 外に 特色がない 

に 於て を やで ある。 

十 景の中 上掲 五 枚の 印象 は、 單 に浮输 式と いふより 外にない。 岱藉.^J綠とが基調になって、 遠近の 

關 係、 水平線と 手前の 岸の 人家， 立 木、 總て 草創期の 風景 畫 たる を 裏切らぬ ものである。 緊繪、 右上 

隅に、 丸形の 圍 みがあって、 それに 東都 名所 拾景， 兩國、 或は 道灌 山と， 命題が 入って ゐる。 上部に 

狂歌 風の ものが、 いかにも 碎 けた 書 體で、 躍った やうな 形で、 稍畫 面の 大きさに 相應 して 大き 過ぎる 

程の 文字で、 一首 宛が 書かれて ある。 

S 國) 兩國の はし は 龜ょリ ょリ 風に 扇 を はなし さうな リ 

(袖 ケ 浦) さほ ひめの 花の 便リか 御殿 w、 さくら もて ゆく 袖ケ 浦風 

(道 灌 山) 道灌の 城跡た えてい ま はた 1- ド！ のみ ふせぐ 畑の 繩ばリ 

(眞 乳 山) を さな子 も 遊び あきて や 待？ 山、 また 姥が池 尋ねて ぞ；： ：ルん 

(深 川 新地) 深 川 や こ V も 新地 を つき出しの 海 手に めだつ 茶 や の 見通し 
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者 
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以上の 狂歌が 掲げられて、 餘り これら 

の 狂歌の 提示す る 意味と 直接 交涉の 乏し 

S やうな、 平凡な、 單に浮 総 風の 風景が 

描出され て ある。 線 も浮鎗 風に、 直線 的 

で， 人物 もた ピ形 ばかりの 細かく、 兩國 

など も. •  询國の 橘 は あるが、 名所. 案內體 

になり 終って ゐる。 全體は 颇る豐 春の 浮 

鎗式 であるが、 樹木の 描法、 殊に 枝 紫 は， 

甚だ 北壽の 手法に 似て ゐる。 或は 北 森に 

舉ん だと は、 ここら あたりから， 斷ー 一一 一口が 

出來 はし まひ か。 

廣 重の 有名なる 風：； 京畫に は、 大抵 その 


名作の 準備 一 作品の 準備と しての 習作が あった。 保 永 堂！^、 東海道の 先驅 として は、 山 淸板鬼 海道 (大 錦竪： 一一 ッ切、 横 

の^ 豬 。「錦 紛」 十號 の石并 氏の 說に據 る。〕 があった。 近 江 八景に も 泉 巿板近 江 八景 (a ッ切橫 檢。) が あつ 

た。 rai< 然、 東都 名所に も、 從來先 驅と傳 へられた 川口 板よりも、 より 以前に 眞 の先驅 として 此の 永壽 


廣 

畫 

初 

來 

名 

所 


S36 


考雜汲 軟戶江 


立 齋に搏 

) た 年月 


「新選 武者 


堂の 「東都 名所 拾景」 があった ので ある。 (廣 重の、 一 幽齋 から 一 立 齋に韓 じた 月日が 明確で ない。 唯師の 豐 

廣 歿後 〔登廣 は 文政 十  一： if 五月、 五十六 歳 歿說を 取る〕 師號の 一柳 蹐を 直接 嗣 がず 1 立齋と 改めた とい ふ從來 の說に 

從 つて、 若し 歿後 直ちに 改めた とすれば、 川口 板 は ー幽齋 がきで あるから、 妙く とも 文政 十一 年 五月 以前の 作で あ 

る 0 然 すると、 柬都 名所 拾景 との 年代 距離が 愈々 近くなる 0 卽ち此 から 彼へ の 飛躍が 益々 滑稽になる 0 1^ 都 名所 拾 骨、 

或は 「外と 內姿 八景」 ょリも 以前の 作で はなから うか 0) 

久彌 曰く。 予の r 廣重畫 最初の 東都 名所」 は暫 らく 以上 を 以て 打 切と する。 讀 者に 實證を 示 

す爲 「東都 名所 拾景」 の 中の 深 川 新地の ー圖を 掲載して おいた。 その 如何に 浮繪の 摸倣で ある 

か を 25- られ たい。 色彩 は、 草と^ 緒で ある。 彼 晩年の 得意の 藍の 色 は、 まだ 發 明され てゐ なか 

つた。 別に 揭 載した 「新選 武者 揃」 の內 は、 落款から 推せば、 丁度 此の 「名所 拾景」 前後の 作 

である。 家 藏にニ 枚 ある。 內の 1 枚 その 一 部 を 載せて おく。 (大 錦、 十数の 武者 を 描く) 

此の 武者 と， あの 風景 畫。 まだし も 彼 は 美人 畫家 として、 「外と 內姿 八景」 の 逸品 を 有した。 

若し 彼に 藝 術の 敵と して 英泉 >  國貞 輩の 美人 畫 家な かりせば、 彼 は 此の 「外と 内」 の 傾，： 1： を大 

成して 行った かも 知れぬ。 武者 繪 にも、 阈芳の 大家が あった。 從 つて 彼 は 「外と 內」 の 秀作 も 

顧みなかった、 況して 「新選 武者 揃」 の 如き は。 到頭 比較的 不得手な 東都 名所 拾景 類の 完成、 

一筋の 道 を 自分で 發か うと 苦んだ ので ある。 藝術產 みの 機緣、 げに 不思議で はない か。 

11 大正 十二 年 五月 —— 


廣 重の 立齋に 就て 

やまとぶ.？ こ 

廣 重の 立 齋と稱 した 時朗に 就て、 私 は、 『倭义 庫』 外題 袋の 落款に よって、 嘉永 三年 か、 でな くば 弘 

化 五 年から 嘉永 三年の 間、 この 二 年ば かりの 間で あらう と 嘗て 云った。 (後揭 、「浮世 翰 漫錄」 の四參 照) 

しかし 此頃、 それを更に^^定すべく、 或る 有力な 發見を 得た。 これ は 大方の 諸君の 中には、 夙にお 氣 

づきの 方 も あらう かも 知れぬ。 が 誌上に は * 未だ 一度 も 現れぬ やうで あるから. こ- "に 若干の 餘白を 

借りて、 淺見 を 述べて 兑 ようと 思 ふ。 

初代 廣 重に、 魚盡 しの ある こと は 誰れ も 知って ゐ よう。 而 して これが 大制 横緣、 二種 ある こと も 周 

知の 事實 であらう。 卽ち 一種 は、 永壽 堂の 板に て. 天 保 四 五 年の 作。 (『廣 重 年忌 目錄』 による) 他の 一種 

は山庄 板に て、 天 保 十 年頃で ある。 (同上) この 二種の 中、 前期の 天 保 四 五 年 板と 稱 する 魚づ くし 十 枚 

の 中、 二 枚まで 明かに 立齋の 肩書の ある 署名が 見ら る-こと である。 その 二 枚 は， 「黑 鯛と 小 網」 の 1 

いさき 

枚 、「笠子と 幾 魚」 の 一 枚で ある。 ■ 1 枚ぎ りで あれば、 或は、 彫師 が、 一 の 字を脫 落した とも 思 はれよ 

うが、 二 枚まで 存在す る こと は、 その 頃 既に 彼が 立齋 を自稱 した 證據 である。 これに 據 つて， 私の 弘 

化の 末から 嘉永 三年 頃と S ふ 立齋說 は、 更に 遡って、 この 天 保 四 五 年に 變更 されねば ならぬ。 


1 立 齋を併 

用す _ 


「草肇 畫譜」 


しかし. この頃 は、 一 立 齋をも 併用して ゐ たこと を 認めねば ならぬ。 現に この 魚づ くし (天 保 a 五た 牛 

板) にも * 他の 八 枚 は I 立齋と ある。 時に 一 立 齋と稱 し、 また 時に 立齋 と簡稱 した もので あらう。 さ 

うして この 天 保 四 五 年の 魚づ くし 二 枚に 亜いで、 再び 立齋と 現れた の は、 天 保 五 年から 數 へて 十四 年 


目の 『繪 本草 筆 畫譜』 である。 これ は 外 超に も， あ J 


と 『立 齋草筆 畫譜』 と ある。 この 『草 筆畫 


譜』 は、 初 編 は嘉永 元年、 二 編 は 同 三年、 三 編 は 同 五 年の 刊行で ある。 さう して、 初 編 は、 種 員が 序 

を 書いて ゐ るが、 その 序文 中. (本の 一 牧 目の 裹 一 行 目) に、 立 先生と ある。 また 卷 尾に は， 立齋の 判が 

刹 然捺 されて ある。 二 編 は、 三 馬が 序 を 書いて ゐ るが- その 序の 中 (二 枝 目の 表に) に、 立齋 一家の 畫 

則：； ム々 とい ふ 文字が ある。 して 見る と • 魚づ くしの 天 保 四 五 年が 若し 板 行年 代が 誤りで、 それより 後 

さう ひつぐ わ ふ 

期の ものと いふ ことにな つて、 立 齋の天 保 四 五 年說が 破れる にしても、 この 『草 筆 畫譜』 からい つて、 

立齋 (たと ひ 他に 一 立齋を 併用 はしても) と稱 した 最初 は、 嘉永 元年た る こと は、 もう 動かす ことの 出 米 

ぬ 確定 事實 であらう と 思 ふ。 さう して、 嘉永 元年 後、 G らも 立 齋と稱 し、 他 も 立齋と 認める やうに なつ 

て も- まだ 賣り ひろめた 一 立齋の 名が 多少 殘 つて ゐて， 自分 も 時には この 舊の 一 立齋を 落款に も詞に 

も 使用した ことで あらう し、 また 他 も 時には 昔ながら の 一 立齋を 以て 彼 を 呼んだ ものが あつたで あら 

なんせんせ-つ そ ま びと 

うと 思 ふ。 それ は 、『草 筆 畫譜』 三 編の 序 を 南 仙 笑楚滿 人が 書いて ゐ るが、 其 文中に、 偶々 ri 立齋云 
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々」 と あるに よっても 想像され る A 


-clf に 51 立の 重廣 


魚づ くしの 後期 (天 保 十 年頃の 板) のに は、 立齋 とも 一 立齋 とも 肩に なく、 唯だ廣 重の 名のみ で、 特 

改稱の 理由 は 一 立 齋と讀 める。 さて. ー體 いかなる 仔細で 彼が、 この 天 保 四 五 年 あたりから、 或は 一 立齋、 或は 

立 齋と稱 し、 嘉 永年間から は立齋 と の み稱す る やうに なった かとい ふに、 惟 ふに、 聲 名の 愈々 高まる に 

つけ、 ー立齋 では 多少 昔ながら の少家 時代の 臭みが ある。 寧ろ 立齋の どこともなく 落ちついて 大家ぶ 

つた 名の 方が， その 頃の 彼の 多少 矜恃を 感じつ \ あった 心 持に ぴったり 適った からで あらう。 或は * 

立齋の 方が， 一 立齋 とい ふより 語呂 もよ く， 從 つて 呼びい \ と いふ 點に あつたか も 知れぬ。 

(大正て 年 十一月 稻) 
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I、 極め 印 

の 使用 期に 

f 耽て 


極め 印 使 W 

期の 新說 


三代 璺國の 


浮世 繪漫錄 

1 、 極め 印の 使用 期に 就て 

g& の 使用 期 は、 從來 諸家の 研究に 依って、 大凡 そ 天 保 十三 年 半までと 漠然と 定められて ゐた。 而 

も 之が 殆ど 確定した 事實の 如く 稱 へられて ゐた。 それが 最近に 至り。 卽ち 本誌 (「浮世 输」) 第三 十五 * 

號、 井上 和 雄 氏の 「撿 印考」 (中) 及び 同 第三 十六 號、 石 井硏堂 氏の 「撿印 考，： (中) の 疑問、 などの 諸 

研究に 依って、 天 保 十三 年 半 以前の 舊說が 破られ、 玆に天 保 十五 年初 期までの 新說が 成立た うとして 

ゐる。 浮 W 緣の 鑑賞 上、 その 第一 の耍義 たるべき この種 檢印考 が、 如斯く 諸氏の 新 研究に より， 着々 

その 眞相 を閬 かに， する に 至る の は、 浮世 槍 i 集 者に 對し 誠に 第一 の 福音で あると 謂 はねば ならぬ。 就 

て は、 私の 如き は、 迎も 如上の 諸氏に 伍して、 考證を 街 ふべき 勇氣 もない 程の ものであるが、 唯 • 前 

上 二 氏の 說、 就中 この 1^ め 印 使用 期に 就て * なほ 之 を 裏書すべき —— する に 足りようと 思 ふこと を、 

この頃 家蔵の 中から 發 見した から、 聊か それに 就て 言 辭を 費したい と 思 ふ。 

ふう 9 う くわせん うち いとざくら 

それ は、 家藏の 「風流 六花 i ノ內、 絲櫻」 (三代 豐國) なる 三枚 續 である。 不幸、 六花 選の 內、 この i 


「a 流 六花 

選の 內」 


絲樓 のみで * 他の 五圖 にも * これと同じ 撿 印が あるか どうか は斷定 出来ない が、 この 絲樓 は、 鋭れ も 

なく 極め 印で ある。 圖 の大體 をい ふと、 船中 太夫 遊覧の 圖 ともい ふべき もの。 三枚の 全部に 苴り、 船 

うちかけ  かた 

が 細長く 描かれ、 中央の 一枚 は、 太夫が をり、 牡丹、 菖蒲な どの 花の 意匠 を 組んだ 禰襠を 着て， 形の 

如き 输笄の 重げ な 頭 を 稍 俯む けて、 兩 手に 文 を 持ち、 視線 は、 その 文字 を迎 つて ゐる。 左の 膝 を 立て、 

その 衣 は 麻の 葉 紫ぎ の 赤い 大きな 模様。 帶が 前に だら りと 垂れ >  珠を 抓んだ 龍の 爪が 蝶って ゐる。 右 

の 一 枚 は、 8ぎ とも 思 はる- 4 增 女が、 傘 を 太夫に さしかけて ゐ、 その 右 果てに は、 新造が 一 人、 掉 

,ゃ あやつって ゐる。 その 新造の 力 を 柔らかく 入れた 腰 あたりが. しとやかに 屈まり * 後の 同じ 三代 豐 

國ゃ 他の 彼の 末派な どの 手法と は 全く 違った、 それより は 上品な、 穩 やかな 棲の ひらき。 左の 一枚 は 

羽子板 や 鞠 や M や 突 羽根な どの F ほりあった 模様 を 着た ー對の 秀がゐ る。 一人 は、 水の 中へ 落した Kr 

- 赤の 大きい —— を 竹の 先で 搔き 寄せよう として ゐる。 三枚に 一旦って、 船の 下 は、 やかな 大きな 
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波の 線、 その 色 は 濃い 藍で ある。 上に は、 一面に 外題の 絲 櫻が 垂れ、 その 細かな 花びら は、 うすい 水 

色の 背景から 白く 拔 かれて ゐる。 中央、 太夫の 頭上の 大 傘に は、 細長い 男 枕 やうの もの、 鈴 をつ けた 

-  .  まじな ひ 

のが、 吊 下げられて ゐる。 ある 江 戶逋の 人に 聞けば、 この 枕 やうの もの は、 實は 一種の 禁 厭の 具で r 

男の 性器 を 象った もの、 嫖客 萬來の 意味で ある さうな。 それ は 但し 問題 以外。 この 大凡 その 說明 でも 

略々 窺 ひ 知れた であらう と 田， いふが * この 圖は、 後の 豐國に 見る 如きけば/、 しい あくどい 色彩 や、 亂 


浮 
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考雜 撖軟戶 a: 


弘化 二三 年 


雜な 背景 や、 無理な 人物の 配合な どが してない。 背景の 一面 ベタ 指のう すい 水色 も、 おっとり した， 

分を與 へる のに. 非常に 有效に 働いて ゐる。 絲 櫻の 枝 垂れた 枝の 筆 使 ひも • お々 しい 力 ある もので あ 

る。 三代 豐國 として は、 先 づ上乘 の ものと 思 はるる。 その 板 元は 山久- さう して、 落款の 工合 を いふ 

と * 據名當 時の ものと は 思 はれぬ やうな ものである。 それ は、 後に 殆ど 惯 用した 年の 字の 圍 みの 長 方 

形、 その 中に 豐國畫 の 署名が ある。 一陽 齋 とも 香蝶樓 とも 何ともない。 そして- その 落款の 部分 だけ 

g の 色が 使って ある。 家藏の 中で、 この やうな 圍 みの 落款の 現れて 來 るの は、 この 三枚 續の 外に は 役 

人名 撿印ニ 個 時代 (嘉 永年間) の ものに- てり ふり 町 ゑび す や 板の 狐 忠信の 似 額 総が ある。 その 以前の 

役人 名 一 個 時代 (弘化 年間) の もの は、 大抵、 簡素な * 地の 色の 上に 署名した もの か- 乂は、 署名の 畫 

の 字の 下に、 年の 玉 印を捺 した ものの みで ある。 然し 他に、 この 弘化 年間に * 旣に、 この 圍 みの 落款 

が 現れて ゐる のが あるか も 知れない。 從っ てこれ は、 何とも 斷 1  一 iC は 出来ない が、 落款の 字體、 格好 か 

らい ふと， 嘉、 水 年間の ものと 同 一 である。 

隨分 冗々 と 述べて 來 たが、 要するに， 私 は * この： 一； 枚 綾 は 彼の 獎名當 時 (ヌ保 十五 年 正 W0 の ものと 

るより は、 それ 以後 暫 らく 經 つてからの 作の やうな 氣 がする。 然し 繪 にあら はれた 筆力 さて は 配色 

の 工合 は、 嘉永 以後の ものより は- 餘程 若々 しく 而もす つきり として ゐる。 で 私の 臆斷 からい ふと * 

弘化 二三 年 あたりの もので はなから うか。 若し さう とすると、 極め 印の 使 S 期が * 更に 延長され て來  一^ 


る。 而し てこ i に、 山久 (この 翁の 板 元) 側から 調べ て 見る と、 『書賈 集覧』 (井上 和 雄 氏 編〕 では， 山久 i 

事、 山 本平吉 (榮久 堂) は、 文政 11 天 保 を その 營業 期に 見られて ゐる。 然し 山久 には嘉 永年間の 板畫 

(後出、 「白 ヌキの 改印に 就て」 參照) も あるから * 此の 井上 氏の 天 保 は 寧ろ 嘉永 とすべき である。 扳 元の 問 

まさて 措いて、 單に强 いて この 豐國畫 を 天 保に Hi 限 するとして、 であっても なほ、 天 保の 最後 は、 同 

十五 年 十二月 (十二月 十三 日に 弘 化と 改元) であるから. 此 極め 印 付の 醫-國 晝を同 十五 年の 末に 山 久で出 

板され たものと しても 敢て 不思議で はなから う。 しかし これ 等 は、 餘 りに、 漠然たる 事實 を根抵 にし 

た 推定で あるから * 確た る ことで はなから うが。 鬼に 角國貞 改め 二 代豐國 (石 井 研 堂 氏の 說參 照) とも^ 

に斷 つて はない から、 それに この 年の 字の 細長の 圍 みの 落款 體が、 旣に 天 保 十五 年 正月の 師匠 名 名 

當時 及び 間もなくの 彼の 板 畫に之 有る ことが 證 明され ない 限り * この 堂々 たる 一 家氣 どり の 落款から 

考 へて、 もう 餘程 世間から 豐國の 名 を 認められ てからの もので あらう と 思 ふ。 して 見る と、 この 極 

め 印 は- 天 保 十五 年 以後、 尙兩 三年が 間まで、 役人 名 一個の 檢印 と共に 併用され てゐ はしなかった か。 

何だか 餘 り臆說 めいて はゐ るが、 暫 らく 記して、 江湖の 高見 を 待つ。 

或は、 何 かの 出 板 元の 都合 上， 以前に 檢閲を 經 てあつた ものが、 この 時に なって 漸く 出 板され た。 

從 つて 撿印は 極め 印の ま. - であるとの 說が 出ぬ とも 限らぬ" 然し 從來の 天 保 十三 年 半までの 極印 使用 

の說 より 推す と- 假令 この 三枚 續が^ 名當 時の 出 板と しても. その 間 約ニケ 年の が ある。 これ 


844 


考雜派 軟戸江 


は、 出 板の 停滯 として は餘 りに 長す ぎる。 從 つて， この 弘化 ニー 二 年頃までの 議論 は、 或は 反證 あって 

破らる- - にしても， 少く とも 名當 時、 卽ち天 保 十五 年 正月 前後まで は、 この 極め 印が 用 ひられて 居 

たこと は、 斷定 しても よから うと 思 ふ。 卽ち尙 且つ- 井上 氏め 井 氏 諸 先輩の 極め 印 使用 期 を 天 保 十五 

年初 期に 劃され たのに 對 して、 この 私の 議論が、 多少の 裏書 を爲 して ゐ ようと 思 ふ。 


11、 白ヌキ 

の 改め a- に 

就て 


「阿古 屋の 

奪 賫」 


«^ して 嘉永 

二 年 か 


1 一、 白 ヌキの 改め 印に 就て 

『浮世 鎗』 第三 十七 號、 井上 和 雄 氏の 檢印考 下の 文中に、 白 ヌキの 改め 印發 見に 就て 說 かれて ゐる。 

此頃私 も、 ふと この 白ヌキ 改印 (十五 真上の 改印 1) ある 者 を 家 藏に發 見した J それ は 井上 氏實 見の も 

のと 同じ 濱 及び 馬 込の 役人 印が あり >  その 下に， この 改印が 押捺して ある。 鎗は、 同じく 三代 |Ri 園の 

あ こ やの こと ぜめ 

もので、 阿古 屋琴責 の 三枚 續 である。 右に 岩 永、 太刀 を 持って 極めて 誇張 的な 赫ら 額で 力 味 返り、 (そ 

しげ fc  r 

の 太刀の 長さ は 頗る 岩 永の 性格 を 躍動せ しめて ゐる o) 中央の 一枚に は、 重忠が 立って、 扇子で 岩 永 を 支へ、 

左 一 枚に は 阿古 屋が、 嬌笑 を帶 び、 山 石 永の たけり 工合から は 寧ろ 傲 とも 見ら る、 顔で、 左 膝 を 立て、 

制裁と 仲裁の 1 1 者 を 仰ぎ見て ゐる。 (此の 給の 右 一 牧の岩 永、 大正 十 一年 三月の 雜誌 「國 粹」 の 口 給に 出づ。 白 

ヌキの 改印 もぁリ 0) 板 元は- 山久。 さう して この 變體の 改印 は- 三枚 全部に 押されて ある。 これが 菜し 

て 嘉永ー 一年 C 井上 氏 はこの 印 を この 年に 推定して 居られる。) の 似顏仏 g であるか どうか は 分らない が、 落款の 


三、 ニ代國 

政に 就ての 

疑問 


二 代 國負說 


香 蝶樓と あり、 玉 印の ある 工合から 見る と、 その 當 時の ものら しく 思 はれる。 この 似顔 給が 何年 何月 J! 

と 分れば、 井上 氏の 推定に、 多少の 蛇足 を 添へ うる ことにな らうと 思 ふ、 

三、 一 一代 國 政に 就ての 疑問 

くにまさ 

ニ代圃 政の ことな ど、 彼等 末輩 を 云々 する の は、 この 『浮世 繪』 の 貴 a な 紙面 を胃瀆 する やうな こ 

とか も 知れない が、 一は 私の 深い 疑問で も あり、 また 彼に したと しても、 江戶文 華の 大局の 上から 見 

ると、 多少の 寄 與は盡 して 居ようと 思 ふから、 此に暫 らくこれ に 就いて 述べさして 頂きたい。 

くにさ だ 

二 代 W 政と いふの は、 一 體 誰れ をい ふの か。 これに 俘って 起る 疑問 は、 二 代國貞 (梅 蝾樓國 政の 改名。 

一一： 代 豐國の 長女の 婿。) のこと をい ふの か。 それとも 他に 二 代 政なる ものが あつたの かとい ふ 疑問で あ 

る。 黑田源 次 氏 は、 二世 國政を ニ代國 真の 前名と 認めて、 卽ちニ 代國政 は、 二 代 國貞と 同一人物と 見 

ら れてゐ るら しい。 それ は、 本誌 前々 號の 歌川國 政に 就て (上) の 文中， 左の 數行。 

ニ代阈 政.！、 此圆の 成った 文政 六 年に 始めて 生れ、 豐國 先生 捧筆 碑の 建立 せられた 文政 十一 年に 

も 僅かに 六 歳であって、 國貞針 中に も 其 名 を 列す る ことの 出來 ない 程の 後進で あるから である。 

(三 頁 上より 下) 

に 依って 見る と、 二 代國政 は、 國貞 門人、 さう して 文政 六 年に 生れ 云々 から、 二 代 國貞と 同人 物 Q 
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意决. であらう と 想像され る。 何と なれば、 三世 豐國の 墓碑に よって、 二 代國貞 (ra-ftijg) が 明治 十三 

年 死亡の こと を 知り、 (『浮世 翁』 第 十三 號 一一： 十四 頁參照 0) また 彼の 享年が 五十八 歳で あると するならば、 

〔「浮世 检の諸 波」 (原榮 氏 著) などに より。〕 明治 十 年から 遡って 箅へ ると、 丁度 文政 六 年 は、 この 二 代阔貞 

の 出生の 年に 該當 する。 從 つて 黑田氏 は. 二世 國政 は、 ニ代國 寅な りと 認めて 居らる、^ つ 人で ある。 

然るに. ニ代國 貞は、 三代 國政 なりと する の說が ある。 それ は、 先づ 第一、 直接 二 代 國貞の 門人で 

>N  、  i こう つ さい.： L 一う  —  1 

あり- 三代 國貞 を名乘 つたき 堂豐齋 翁に よって、 師のニ 代 國貞を 三世 國政 云々 と 明言され てゐ る車實 

である。 (本誌 〔浮世 給〕 第一 號、 二十 七 買、 「役者 翁の 順序」 なる 文の 冒頭。) 而 して 現に豐 齋翁 は， 四 は國政 

から 三世 香 蝶 樓國貞 にたり ましたと 云 はれて ゐる。 卽ち翁 は， 師を 三代 國 政と 認め、 二 代と は稱 して 

ゐ ない。 直接 その 門人た る 翁の ことで あるから， 師の 三世 國政 云々 も * 餘程 確かな 根據 ある ことで あ 

らう。 他に 二 代 國貞を 三代！： 政と 稱 して ゐ るの は、 『浮せ 綠師 便覧』 (故 钣島虛 心 氏) である。 その 國貞 

の 項で 見る と * 明かに 三代 國 政 を 二 代國貞 として ゐる。 關根 氏の 『浮世 畫人傳 J 下の 初代 國貞 の系圖 

では. 二世 國貞 の鬥 下に 三世と 肩に 署 して 國 政と ある。 さう して、 その 國 政なる 文字の 直下に * 梅 堂 

俗 稱竹內 榮久と ある。 低し、 この 梅 堂 云々 は豐齋 翁の こと を 指す ので はなく、 榮久 は、 宗久の 誤りで， 

r 便覽』 のい ふが 如く 二世 國貞 そのもの であらう と 思 ふ- 而し てこの 『畫 人傳』 に 三世と あるの は. 

これ は. m: 良 (初代) より 數 へて、 直系 G 三代の 意味で あらう。 さう して その 是に國 政と あるの は、 梅 


堂國政 * 卽 ち豐齋 翁の ことで あらう と 思 ふ。 卽ち r 畫人 傳』 は • 二 代 國貞も 豐齋翁 も 梅 堂で あるから * 

この 二者 を， 说问 した もので あらう と 思 ふ。 

然るに、 なほ 玆に 一 っ黑田 氏と 同じく 二世 國貞を 二世 國 政と いふの が ある。 それ は、 本誌 〔浮世 絡〕 

十三 號の、 莊逸樓 氏で ある。 卽ち 氏の 該號 三世 豐國 なる 文屮 >  門人 二 ill 壽齋國 政 後國負 を^ ひ- 四 

世醫國 となる。 竹 內氏也 (同一 一； 十四 頁の 下) と あるの を兑 ると *  二世 國政は 二世 國貞 である。 然るに * 

井上 和 雄 氏 は、 此 等と 反 對に、 便覽 などの 如く、 二 代 國貞を 三 W 國政 AJ 見られて ゐる らしい。 それ は- 

本誌 〔浮世 繪〕 第二 十八 號の 三代 豐國の 背 像なる 文中， 國政 (三 代)、 竹內、 名 は 宗久、 云々 と あるの 

でも 分る。 (同誌 二十 七 頁の 下) 此等を 互 ひに 檢 索して 來 ると- 二世 國貞 は， 二世 國政 なり や- 或は 三世 

國政 なり や。 二せ 固 政なる もの は 誰かと いふ 疑問が 起ら すに は ゐられ ぬ。 (彼等の 如き 末 壁に、 斯うした 

疑 間で 苦しむ の は、 誠につ まらな い ことで は あらう が 0) 

然るに、 兹に 唯一 つ、 二世 國政 を糙 かに 二世 國貞と は 別人と して 取扱 ひ、 而も 二世 國 政に 就て 稍委 

しい 說明 をした ものが ある。 それ は 前に も 引いた r 便覧』 である。 卽ち其 第二の 國 政の 見出しの 下に * 

1^ 耿川、 〇 一 世豐國 門人、 二世 國政、 長文 齋 

國政 と號 す。 山 下 氏、 俗稱 5? 藏 0 錦賓、 〇 天 保 

と ある。 この 書き方 は、 餘 程確實 な 形で あるから、 この 二世 國 政なる もの を * 輕々 に沒視 する こと 

は出來 まいと 思 ふ。 然し 不思議な こと は * 私の 寡 間 か は 知らぬ が、 長文 齋 とか， 山 下 氏と か 凡て 此等 
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のこと は、 殆ど 他 書、 或は 從來の 他の 諸家の 說 かぬ 點 である。 が r 便覽』 の飯^^〔氏は. この 『便 覽』 

など も、 實地. 錦畫 そのもの を 村 料に して 編 袋され たとい ふから、 一反 證 とする に 足りる と は S ふ。 

若し この 『便 覽』 所載の 二世 國 政なる ものが 眞 なりと すると- 本誌 前々 號の黑 田 源 次 氏の 初代 國 政の 

しはらく  A 

研究に も、 多少の 疑問が 生じて 來る。 卽ち 氏の 圑十郞 の 暫 の圖に 就て、 その 國政を 初代と し、 文政 

六 年と せられ、 文政の 末 頃まで 彼の 存在 を 認めて ゐら るる やうで あるが、 若し 然り とすると、 この 『便 

覽』 の 二世 國 政の 天 保と あるのに 牴觸 して 來る。 卽ち 文政 六 年から 天 保まで は， 僅か 六 七 年の ことで 

ある。 この間に、 國 政と 署名した 多少 有力な 畫 家が、 いかに 初代 豐國の 門下が 多士 儕々 であった と は 

いへ、 二 名まで 輩出し ようと は、 多少 如何 はしい。 それに、 初代 豐國の 死 は 文政 八 年で あるから、 こ 

の 二世 國政 (便覽 の) は、 それ 以前に 入門の 香。 さう すると、 殆ど  一二 年の 間に. 同名異人の 國 政が 二 

名あった ことになる。 然し 他から 考へ ると、 この ニ代國 政なる もの は、 豐國 在世中 は 他の 名で ゐて、 

ほしい ま- 

その 死後 揎 に 兄弟子の 國 政の 名 を 壊いだ とも 見られる。 然し これ も 疑問で ある。 而し てまた 後の 二 

代 國貞卽 ち國貞 門下の 國 政が、 國 政と 稱 したの は- 遲 くと も弘化 一 二 年頃 (草 雙紙倭 文庫 第 1： 編の 上. （ 弘 

化 三年 春 版 11 に、 表紙の 裏检 を、 國 政が 畫き、 國政 省： と 落款が 見えて ゐ るから 0) であるから- (時に、^^11;門下 

のこの 闕政 二十 四 歳) r 便覧』 の 一 一世 國 政が、 謂 ふが 如く 天 保 年 問と するならば-天 保 後 僅か 一 一三 年の この 

弘化 三年に、 旣 に國貞 門下に この 國政 があって、 その 名を稱 して ゐ るの も * 稍 可笑しい。 すると 二世 


四、 雜、 三 項 


期 


國 政なる もの、 (『便覧』 の ものが あつたと して) は， 1 世豐國 にも 就き、 三代 豐國 にも 就き • その 名 を ま  ー| 

た 年少の 梅蝶樓 (二 代 ゅ貞) に 譲った ので はなから うか。 然し 此 等の 議論 は、 臆測 を ffii ねた もの、 皆 

私と して は 疑問で ある。 卽ち 『便 覽』 の 二世 國政說 は、 黑田 氏の 初代 國 政の 文政 說を稍 打消す 氣 味が 

ある。 かと 思 ふと、 梅 蝶 樓國攻 が弘化 三年 頃 (無論、 それよ リは 以前、 即ち 師の國 良 常時に 入門し、 此の 名 を 

名乗った と：： るべき である。) に已に 存在して ゐ たこと から 推す と、 便 覽のー 一世 國政 も瞹昧 になって 來る。 

鬼に 角、 この 國 政なる 名跡 は、 餘程 世間から. また 畫師 から も 價値 高く 見られて ゐ たに 違 ひな 

い。 さて 如上の 私の 二世 國 政に 對 する 疑問、 誠に 下らぬ 詮索で は あらう が， 若し この 『便覧』 の 二世 

國政を 打消す 議論が 何方 かにあった ならば、 二世 國 政の 正體が 知れて ゐ るなら ば. 敎 へて 頂きたい と 

思 ふ。 


四、 雜- 


項 


色々 なく だらぬ 詮索で、 貴重な 頁 を 大分 費して しまった。 然し 今少し、 本稿 執筆に 際し 構へ た 腹案 

が殘 つて ゐ るから * 以下 それ を箇條 書に して、 諸家の 批正を 乞 はう と 思 ふ。 

W. 廣 重の 立 齋と稱 せし は、 小島 烏 水 氏な ど は、 嘉永 安政の 年間と いはれ たが、 前號 拙稿 〔雜誌 「浮世 

检」 第. 二十 九號 「草双紙の 外 親 袋」 について 0〕 にも ある 通り、 應賀作 草双紙 『俊 文庫』 十 四 編の 外题 に 
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1  一 S.A の 

襲名 


I 陽 齋雛獅 


は旣に 立齋の 落款が ある。 而 して それ は， 嘉永 三年 春で ある。 然るに、 それ 以前の もので は * 十三 編 

(無 落款) 十一 一 編 (外題 袋 遺失) 十 一 編 (無き ilT 但し 廣重 風) 十 編 (重の 落款と 一 立お の 印 あり) である。 

に此 等から 推す と、 十 編 は 弘化五 年： 尸瓶陬 (正お のこと) 版で あるから * 立 齋と稱 したの は、 遲 くと も嘉 

永 三年、 でな くば、 弘化五 年 (三月 十五 曰に 嘉 永と 改元) から 嘉永 三年の ST この 二 年ば かりの 間で あら 

うと 思 ふ。 

g 一 一代 國貞 の國 政より 國貞 への SS 名 は、 一 鼓に は 安政 二 年の 豐國 長女との 緣 組の 年と 稱 せられて ゐ 

るが、 家藏の 『八 犬傳 犬の 草紙の 內』 なる 一 枚擒 (家蔵の もの 五 枚 あり。 山 蔦 根) は. 凡て 國貞畫 と あり 

て、 撿印 によると、 役人 名 二 個と、 子 九と あるから、 嘉永五 年 九月の 版で ある。 然し これ は 或は 再版 

であって、 初め 國 政と あつたの を 國貞と 改訂した の だとしても * 尙、 三代 豐國の 『江戶 紫 五十 四 帖』 

(嘉永 五 森 治 板) の內， その 四十 一、 まぼろしなる 見 立 Is の 背景 を， こ の 國貞が 描いた と 見え * 右上 

の 外題の 下に 小さく 一壽 齋國 真畫と ある。 (この 緣は、 同年 十二月 板) この 『五十 四帖 J は 凡て 國盛 ゃ國 

幸な ど 三代 豐國の 門人が、 背景 を 描いた 師 との 合作 物で ある。 故に、 これから 云っても、 二 代^ 夷の 

名 は、 安政 二 年 以前、 遲 くも 嘉永五 年頃で あらう と 思 ふ。 

g 一陽 齋雛獅 豐國畫 は、 si- して 初代 か。 『浮世 搶』 第 十五 號の 三十 四 頁の 問答 满に、 この i 浙款が あ 

つて， その 答に これ を 初代 とし 文政 六 七 年顷と 認めて ゐられ るら しいが、 これ は 寧ろ； 一： 代 璺國で は な 


追記 一 


追記 二 


1 らう， 


を どり- b いよ-つ えど さかえ  しはらぐ  ■  - 1  >  i  二、  JnTI 

何と なれば、 家藏の 「踊 形容 江戶 鎗榮」 なる 暫の 芝居 総 三枚 續 (『日本風 俗史』 にこの 畫 の縮圖 


ぁリ。 これ も 初代と したら しく、 文政^ 代の 芝居と して ある。) が ある。 これに この 通りの 書體の 落款が ある 

が、 よく 見る と- 繪の 上部、 圍 みの 線 外に、 午 七の 撿 印が ある。 この 檢 印から いふと、 安政 五 年 七月 

の 板 行で ある。 (安政 五 年 は、 日附 印の み。 改印な し。) また 板 元の 濃 州 屋安丘 ハ衞の 濃 安から 考 へても. 三 

代らし く 思 はれる。 (濃 安 は、 f 年の 廣重ゃ ニ代廣 重の 板 畫若千 を 出して ゐる 0) この 圖様 は. 勿論 初代のに 

も あるが、 それに は雛獅 とはなかった。 『風俗 史』 所載の 物 は、 全く 家. 藏の 一陽 齋雛獅 と 同一 である。 

雛獅 とい ふ 意味から も、 どうも 三代ら しい。 菜して 初代で あらう か。 (大正 七 年 八月 卞五 H 稿) 

追 記 

( 一 ) S の 極め 印考に 就きの 文中、 榮久 堂の 營業 期を嘉 永に 延長した が. 今 ふと 『うす 紫 宇治 

曙 1 初め 種 員， 後仙果 作、 初め 三代 豐國、 後 ニ代國 貞畫) Q 八 編 を 見る と、 板 元は 榮久 堂で， 

安政 辰 春 (三年) の 出版で ある" 卷 尾の 廣吿を 見ても • 三代 璺國 などの 錦繪 出版 を 多少 繼綾 

して ゐ たらしい、 すると、 嘉永 はな ほ 安政に 延長せ ねばならぬ。 

(二)  S の 白ヌキ 改印の 文中。 阿古 屋に 就き • 今、 『歌舞伎 年代記 績編』 によって， 嘉. 水 一： 几 、二， 

三の 三 平に 亘 つて 調べ てみ ると、 嘉永 三年 九月 河原 崎 座に、 追善 兜 軍記と して、 ffi 忠广 九藏) * 

岩 永 (海老 藏)， 阿古 屋 (猿 藏) とい ふの が ある。 多分 これで あらう。 否、 違 ひ あるまい。. する 


浮 

一翁 

i 俊 

ー錄 


と、 井上 氏の 白スキ 印嘉永 ニ年說 は、 當然嘉 永 三年に 延長され よう。 

ニ代國 政の 新說 

新刊の 「浮世 繪」 (藤 懸靜也 氏 著。 大正 十三 年 五 巧 初版) を 見る と •  ニ代國 政と して、 左の 1 

節が ある。 (同書 第三 五六 頁) 

二 代國政 國 政の 死後に 至って、 二 代 目を稱 し、 一壽 资と號 して、 牛 a 左 内 坂の 逯に 住んで ゐ たが、 技 

倆 は 初代に 比べて 著しく 劣って ゐた 0 

とば かりあって、 師系 *  ^年 共に 漠 として ゐる。 唯 注意す ぺき は、 藤懸氏 は、 同時に 初代 圃 

政に 就ても、 「文化 七 年 十 一 月 晦日、 享年 三十 八 で^した。」 (同書、 同 頁) として ゐられ る こと 

である。 若し、 si- して 文化 七 年に 初代 國 政が 死に、 爾後 (文化， 文政、 天 保) ニ代國 政の 此の 

劣 手が 存在し、 以て 天 保末弘 化の 三代 國政 (二 代 國貞) に 至った とい ふなら ば- a 分の 疑問 は 

釋 然 たりで ある。 然し、 此の ニ代國 政の 新說 、「便覧」 說の ニ代國 政と 些も 共通 點 がな いのは、 

藤 懸氏は * 何に 據られ たこと であらう か。 (大正 十三 年 十二月 捕) 
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はしが、 


性的 歷史. 

版查& 


發 生の 考査 

と 上司の 


はしがき 

「本朝 艷寄： 考」、 頗る 微妙な 問題で ある。 私 は、 この 徵 妙な 間 題 を、 決して 遊戯的な 立場から 考究し ようとい 

ふので はない 0 汎く は、 我が 國 民族の 性的 歴史、 狭く は、 我が 检畫史 殊に 版 畫史と 密接な 交； 添 を 有って ゐる 

からで ある。 私 は、 本朝 艷畫 その物に 對し、 例へば その 畫風 又は 畫樣の 說明を するとい ふので はない 。艷 u 風 

そのものの 具 的な 說 明に は觸る k ことなく、 唯 だ この 艷 龕なる ものの 一波の 畫が、 我 朝の 何時 代から 發生 

した か。 その 發 生の 淵源 は 如何 0.-. 我が 國 Ig 創の もので あらう か 。又は 支那 あた リの 傳來 に、 その俩を^^^して 

ゐ るか。 それ 等の 考査と、 及び 江戸 期 頻繁た る この 波の 寄 版行に 關 する 上司の 取締 は 如何で あったら うか 0 

さう した 問題 を、 民族 歴史の 一端、 成る 牛 面の 說明、 その 村 料と し ：.- 提示し ようとい ふので ある 0 從 つて 

者に 依って は、 私の 案外 枯淡な、 * 享樂 的な 筆致に 失望 せられる 方が あるか も 知れない 0 然し 私と して は、 


本 


一考 


I 

當分こ の 種の 問 题に對 して は、 こ の眞 面目な 舉究 的な 態度 を 改める 譯に はいかな い。 殊に 斯る眞 S 目な 記述 

に 於ても、 からず 自身の 筆に 戒飭を 加へ なければ ならない。 然程に 今 私達 は、 或る 拘束 を. JL 分 達の 筆の 上 

に 感じない 譯に はいかな いので ある。 私 は、 自分の 肇に對 して 非常な 厳 肅さを 抱いて、 今 この 稿の 维を 逸め 

る ものである こと を、 最初に 宣 明して おく 0 記述の 頓序 として、 ま づ驟畫 の 名義 考 から 始める 0 

第 r 名義  第一、 名義 考 

考 

I 般の稱 呼 ^晝の 本朝に 於け る 名義の 數は， 尠くとも 五六 種 は ある。 普通 は、 之 を 一般に 春畫 というて なる。 

が 然し 元來 この 春畫 なる 稱呼 は、 無論 支那に 生れた ものである。 元來 「春」 は、 支那に 於て 男女の 愦 

の 意に 舊 くから 用ゐら れてゐ る。 詩經 にも、 「有， 女 懐， 春」 と ある。 この 「春」 と は 無論 戀 愛の 義 であ 

る。 其 他 支那に ありて は， この 春畫の 他に、 或は 春宵 秘戯圖 とい ひ、 或は、 秘畫 とい ひ、 或は 秘戯畫 

支那の 錢生 ともい ふ。 (支那に 於け る秘畫 の發生 は、 前 漢時代な りと いひ、 或は それ 以前な りとの 反 對說も ある。 

但し 支那に 於け る發 生、 及び 其の 沿革 は、 他日の 機 會に讓 る。)  . 

我 朝の 名義 我 朝に 於て は、 如何なる 名義 を これに 生んだ か。 先づ 年代順に よって 列 辜して みょう。 

一、 おそく づの緣 。(或はお そぐ つの 繪 なりと いふ) 二、 枕綺。 三、 枕 草紙" 四， 笑鎗。 五、 わ 印。 

其 他に、 支那 稱 呼の 秘 戲圖、 又は 秘靈" 祕 戯畫， 又は 春畫。 或は 髭畫、 閨房 畫、 闞畫， さて は淫畫 等， 


K 面 U な學 

究的 
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おそく づ の 

检 


おそぐ つの 
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交々 その 階級の 差に よって 呼ばれた ものである" 以下 簡單な 解釋を 之に 下して 見よう。 

I、 おそく づ の緣。 (或はお そぐ つの 鎗) 

「おそく づ の繪」 と は， 如何なる 窓 味で あるか。 嬉 遊笑覽 は、 之に 解說 を與 へて 曰く、 「おそ はた はれ 

たる 事 


づは M なるべし。 陽物 をい ふに 似た. リ」 と。 § ち の 謂で ある。 〔ま t か 13^ Jiffs' 


に J^d; 花 月 か 額る の 新說、 而も 明^なる 解を是 に 下し てんら れる。 曰く、 假息 II、 若く は 愜側圖 の， - 

吴 音で あると いひ、 例と して、 大突 令の 醫疾令 及 義解を 引いて ゐられ る 0 悉 しく は 就て 尉るべし 0  J 

「おそぐ つの 総」 と は 如何。 「國語 辭典」 (上田、 松 井) に は、 左の 如く、 之 を 述べて ゐる。 

おそぐ つの ゑ- 枕繪. 春晝〕 (玉膨 間 P 一  說戯畫 たりと。 (嬉 遊笑覽 P 類聚 名目 抄曰、 「俊 頼 ロ傳抄 

くつ  お ュ ぐつ 

に、 人の 麥に みそか 事 すれば、 ぬぐ 杏 重なると い へば、 si!; 务の意 か。 夫木抄 三十 二に 、「ぬぐ 

沓の かさなる 上に かさなれば  >  いもりの しるし かひ は あら じな。」 

之に 據れ ば， 「おそぐ つ」 と は. 襲咨の 意で あり、 卽ち 姦淫 不^ を 意味す とい ふから に は、 この 「お 

どち 

そぐ つの 繪」 は、 姦淫の 畫と いふ 意味になる。 この 解釋 と、 前 上の 「おそく づ」 に對 する 解釋と 1 何 

方が 正しいで あらう か。 元來、 この 「おそぐ つ」 と 「おそく づ」 と兩 様の 名稱を 生んだ のも奇 である。 

一たい 何方が 本 來の稱 であらう か。 それが 極れば、 その 意義 も 極る 害で ある， 然るに この 「おそく 

ほうし 

づ」 なろ 名義 は、 古今 著 聞 集に 眞 先に 現れて ゐ る，」 卽ち同 十 一 、 鳥 羽 佾". ^及び 繪 かく 侍 法^の 二者の 

對 話中に である。 (この 出典、 第二、 ー發 生の 根本」 中に 舉ぐ。 奢 照) これに は， 「おそく づ」 と ある。 
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或は 傳寫の 誤 かも 知れない が， に^ その 證 とする に 足りよう。 嬉遊 笑め 3^ は、 これに 據 つて 解 說を下 

して ゐる。 「おそぐ つ」 と ある は- 「燕 ilS 雜話」 四 (百 家說 林緩篇 所載) に， 「赛畫 は、 和名お そぐ つの 输 

とい ひて、 俗にい ふ笑鎗 のこと なり。」 と あるの が  >  その 一例で ある。 國語凝 典. 所載の 說も その 一例で 

ある。 今遽 かに その 先 後を斷 する こと は 出来ない が、 思 ふに， 初め 「おそく づ」 であり、 時に それが 

訛って 「おそぐ つ」 となった ので はなから うかと 思 ふ。 杳は、 それに 與 へられた る 後日の 附會 であ 

らうと 思 ふ。 兎に角お そく づの緣 (或はお そぐ つの 繪ン は、 本朝 最古の 名稱 である。 

一一、 枕：^。 三、 枕 ざう し。 

これ は、 同時に 發 生した もの か。 或は 枕 ざう しが. その 先であって * 枕 ざう しの 鰭なる 意味で、 枕 

繪 なる 稱 呼が 生じた もの かも 知れない。 或は 共に、 枕べ 又は 枕の 抽斗に おく 意より、 之 を S 點と して、 

同時に 1 は枕緣 となり、 1 は 枕 ざう しとな つた もの かも 知れない。 恨し 「枕の 鰭」 とい ふ もの は、 こ 

の 枕 繪と異 る ものである。 武雜 記に 曰く、 

「御 枕の 搶の 禁中に もお 用ゐ候 事な り。 かたく は獏。 かたく は 菊- 义は鹤 などの 類 を かき 

申 候。 公方 様に も 同前」 

と ある。 これ は、 無論 r 寳船」 と 同じ 性質の ものであった らうと 思 ふ。 

枕 ざう し は、 古くから 淸 少納言 の隨筆 「枕ノ 革 子」 と 混同され てゐ る。 一 たい 枕 ざう し はこの 淸少 


納 一一 一一 口の 隨 筆なる 同名に 何ら かの 因由 を 有して ねる であらう か。 現に 「松屋 筆記」 一 にも • . . 

「春 畫は、 俗に 枕 草子と い へり。 そ は 淸少納 言 犬 枕と い へ る ものに よりて 呼びけ るに や。」 (久彌 曰く 「犬 

枕」 は元祿 十五 年刊 三册。 一種の 好色本) と ある。 これで 見る と、 r 淸少納 一一 目 犬 枕」 から 來た 名稱 寧ろ 異名 

の やうで あるが、 さう とも 謂へ まい。 恐らく この 名稱發 生の 當 初に は、 御本尊 納 一一 一一 口の 隨筆枕 草子が 何 

等の 緣由 をな したに 相違な からう。 恐らく 「枕」、 こ- -に 因を發 し， 以て 閑 房 を ヒントす るに 足る と考 

へ、 尙、 納言の 隨筆も あれば 聞え よしと して ffl ゐる やうに なった ので あらう。 さう して その 間 一種の 

滑稽 味 も ありて、 益々 雨く 傳唱 された もので あらう。 而 して 初めは、 貴紳の 問に この 名稱 生れ、 後代 

に 及んで 自 から 下 にの み沉く 用ゐら る、 ものと なった もので あらう と 思 ふ。 「枕 稳」 は 「枕の 緣」 

などから 思 ひ 着いた ことか、 或は、 この 枕 草子から 來 たもの かも 知れない。 然し これに 就て、 婷遊笑 

覽に 左の 如く 言うて ゐる。 

『枕 ざう しと は、 榮花 物語に 、「きぬの 褸 重なりて、 うち 出した る は、 色々 の 錦 を 枕 草紙に 作りて、 

うち 置きた らん やうな り。」 乂、 新六帖 に、 「と ぢ おける 枕 ざう しの 上に こそ. 昔が たりの 夢 は 見え 

けれ。」 春曙抄 に、 枕 さう しの 名の. E 說 ける は 非なる べし。 朝夕 身に 添へ たる 冊子と いふ 義 にて、 枕 

くれ  もろこし 

は、 枕べ なり。 源氏 桐壺、 「この頃 あけ 暮御覽 する 長 恨 歌の 御繪 云々。 やまと Q 言の葉 を も 唐土の 歌 

を も、 た その 筋 をぞ、 枕 ごと (解に 曰く、 寢 話と いふが 如しと。) にせさせ 給 ふ 0」 と あるに 同じ。 さる 
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を枕緣 に、 枕 草紙の 名 を 呼ぶ は * 枕畫 とい、 を隱 したるな. リ OJ  木弘泰 氏の Is. ぼ 枕 草子 i^s= 抄上 端 

ニノ ゥラ 弘恭 氏の 頭註 に 、一， 枕 は 夜 の ものに て、 人の 見ぬ 所に 用ゐ るが ゆ ゑに， 人！：！ かくすべ きこと をな 時 の 霄 

に 枕 言と いひし 也」 と ある 0 枕 iilB は、 ^は 此の Ji、  紙も從 つて この 意に 均し，.、 人に かくすべ *^ 紙の 意 か 

も 知れない。) 

l^ife  然し この 說は 兎も角と して、 ゅ.草紙と枕禱と^;區^を， 強いて 付けるならば * 枕 W い^とい へば. 冊 

子の 類。 文章 又は 解 說の義 を 主に 含め. 枕 給と い へば. ？ 平に 叢圖 本位の もので あらう。 他の 稱 呼に 於 

あなが 

て も、 笑 繪と笑 本と 兩様 あるが 如し、 で Q る。 然し 強ちに 斯うと も 亦た 斷定 は出來 ぬらしい" さう し 

て 此の 稱 「枕 鎗」 「枕 ざう し」 は、 何 降 代から 起った か。 不明で は あるが、 寬永ー 一十 年 (西紀 一 六 i; 三 

いめつ く i 

:f 糟と 一代 年) 以前で ある こと は らか である。 即ち 油糟 (松 永 点德 が、 山^ 宗鑑の 犬筑波 集の 前 5- を 借りて、 それに 附 

女 

句 を 試みた る もの。 寬永 二十 年 5,:. 版) に、 尊く も あり 尊く もた しの 句に 、「枕^ を It 漢の 奥に 書き Is^l へ て」 と 

ある。 貞享 三年 版 「好色 一 代 女」 の (國 主の^ 妾) なる 倏下 にも、 

お. 

「され ども 武士 は、 投 正しく， 奥なる 女中 は- 男 見る さへ 稀 なれば， まして 樺 檔の句 も 知らす。 

菱 川が 書きし 小氣 味よ き 姿 枕 を 見て は、  」 

色里 一一 一所 世 と ある。 その 「姿 枕」 こそ この 緣の 謂で ある。 亞 で元祿 元年 版 「色里 三 所 世帶」 中卷、 大 坂の 卷の 

帶 

二 T 戀に」 It. 敷 あり 女髮 切り」 の 中に 曰く、  . 


「IK 綿 を 入れし 錦緣 の^、 寢 問に 名 女 揃の 枕鎗、 さながら 思 を 裸になし (中略)， 此外 斯様に 思 ひ I 

も よらぬ 取合せ 可笑しき 中に も. 氣を 移し， 堪忍の ならぬ 様に 掠へ たる 座敷な り」 云々。 

右に、 きつば り 枕鎗と ある。 恐らく 此 種の 詮索に 據ら すと も、 この 名 は、 餘程十 u くから、 或は 窒町 

期 あ；！ りから かと も 思 ふ。 さう して この 稱呼 は. 江戶期 全般に、 一般的に 行 はれて ゐ たもので あらう 

と 思 ふ。 現に 延享ニ 年の 「賢 女心 化粧」 にも， の稱 呼が 表れて ゐる。 椅遊 笑覽の 著者 臼く、 「其磧 が 

賢 女心 化 被 一 賢 女心 化粧 (に)、 淸少納 首 も. 次第に 不如意に て、 袋 入の 枕 草紙 をして、 內證 のた すけと した まへ 共 

0  0  0  いぶ キ おろし 

氣吹艇  云々 (と あり )o 戯文ながら、 其の 頃 之 を 枕 草紙と 云 ひし を 知る」 と" 平 田 篤 胤の、 r 氣吹 K」 上に も 、「寳 

まくら ざ-つし 

曆 安永 あたりの 春 賽帖に 云々」 と ある。 以て 推して 知るべし。 

四、 笑繪" 五、 わじる し。 

笑，  笑艙 は、 笑 ふべき 鎗、 可笑しき 緣の義 であらう。 單に 滑稽 畫 なる 意に 用ゐら る.^ 事 も ある。 その^ 

畫の 一名と して 行 はれた る は、 江戶 胡に 多い やうで ある。 枕 鎗が京 坂に その 端 を 開いた のに 反し * こ 

3 二る し  れは 江戶に 生れた もので あらう。 わじる しと は、 丁度 狂者 をき じる しとい ふが 如く、 所謂 江戶 人の IF 

喩を 好む 性癖から 出で たもので ある。 卽ち 笑繪の 意味で ある" 笑緣は 一般に 用 ゐられ た。 或は 御殿 女 

中な どから、 この 稱 呼の 俑を爲 して ゐる かも 知れない。 わじる し は * 多く 通人 义は繪 草紙 寅 買の 者 流 

に稱 へられたら しいので ある。 然し 私 は， 嘗て、 爲永 派の 鹩 本に 於て、 作者 自ら その 篇 中の 人物に 此 
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の わじる しの 名 を用ゐ しめて ゐ るの を 見た ことがある。 (梅亭 余： 鵞の 匿名 作であった かと 思 ふ。) 當今 

でも- 或る 玄人 側 商人 側に、 この 稱 呼が 用ゐら れてゐ る。 ^しき は、 指に て 輪 を 描いて 符徵 となす も 

の も ある。 〔尙、 玄人 側で は、 ^5!5丁( 一  般に 通用せ ざる： 又は、 をめ (男女の 意) ともいうて ゐ る。〕 

餘分 のこと であるが、 讀 和と いふの を說 明して おかう。 讀和 は、 玄人 1? の通稱 であるが、 文章 本位 

の鴕 木で ある。 讀む わじる しの 謂で ある。 大抵 総 は 普通 公刊の 人情本 風の 物であって， しかも 文に 特 

色を發 揮す る。 が 中には、 文と 総と 雨樣 ひどくて、 しかも 文 本位の もの も ある。 これ も讀 和の 類で あ. 

る。 

名義 考が 案外 長び いた。 先づ これ 位ゐに 止めて、 次 は、 第二、 發 生の 根本に 移る。 


第二、 發 生の 根本 

發生 C 根本 は、 何時 代であった らう かとい ふ 問題で ある。 最初の 討究 は、 * 朝の みに これ を 他 外 邦 

の それと 同じく 偶然に 發 生した もの か。 又は 支那、 或は 印度 あたりの 傳來 かとい ふこと である。 

これ は、 無論、 原始 民族に 共通な、 我が 國 古代から これと 似た もの、 同じ 性質の 緣畫 は、 その 醣生 

は必 すあった であらう と 思 ふ。 藝 術の 起源 は、 原始 民族が、 性慾の 發 現から 來てゐ ると いふ。 卽 ち. 

彼等 男が、 相手の 女の 來 るの を 待つ 間、 武器の 柄な どに、 女の 顔 や 性器の 形 を 刻んだり して、 退屈と 


吉備 a 傰 


tl 化 K と 外 

來僧 


熱^^とを慰した。 それが 凡て 藝 術の 根元で あり、 表現の 最初で あると いふ。 無論、 日 本 民族の 我々 祖 

先、 先住民族 も 移住 民族 も 同じ やうな 表現の 徑路を 取った であらう。 從 つて、 男女の 性器の 絡 、表徴 > 

或は 交 歡の圖 など、 旣に 彼等の 拙な き 手に、 或は 使畫 として 或は 器物の 裝飾 として、 或は 立體藝 術と 

して 現れて ゐた であらう。 嚴肅 にい へば、 我々 の 本朝^ 畫は、 此に 起源 を 求めねば ならぬ。 (原始 民族 

の 生；^ 器崇拜 も此に 多少 加味して 者へ て もい &と思 ふ。) とに 角、 艷畫 の幼穉 なる もの は、 我國 にも 獨 

自に發 生した と兑 てい-"。 而 して 後代に 及んで、 漢土と 交通が 開かる-^ に 及び、 一歩 進みた る 形 似畫。 

寫生 的の それが、 文化の 先進 國 たる 彼 土より 將來 され、 卽 ちそれ が 本朝 彼 畫の發 達の 俑を爲 した もの 

であらう と 思 ふ。 卽ち推 古 朝に 端 を 開いた 遣隋 使、 後代の 遣唐使、 彼我 使節の 相往 來を兑 るに 至った 

あす お 

飛鳥 朝、 奈良 朝、 平安 初期に 苴 つて、 この 問 必す歸 朝 者の 筐底、 彼 土の それが！^ された もので あらう 

と 思 ふ。 殊に 怪し いのは、 元 正 天皇の 時と、 孝 謙 天皇の 時と、 二回 唐土に 渡った 吉 備眞備 である。 彼 

が渡來 した 唐 は玄宗 皇帝の 極 盛期で ある。 類 唐 糜爛の 極たり し大 唐の 世相 間、 殊に 年少 早熟な りし 彼 

(彼の 第一 回 渡來は その 二十 四 is)  ^. また 一個 秀拔 な享 樂兒、 遊荡兒 であった に逮 ひない。 享 淫蕩の 

權化 ともい ふべき 大 唐の 玄宗 と、 歸朝 後、 當時声 Ha たりし 後の 孝 謙 帝の 侍講と なり、 恩寵 を 得た とい 

. ふ眞備 と、 その 問 を 結び付けて、 疑問 を 打ちた くなる ので ある。 

或は、 それ 以前、 彼 土の 歸化民 义は儈 徒の 渡來と 同時に， こも 亦た 傳來 した もので はなから うか。 


本 
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眞備 より 後の 桓武 期の 最澄 *  .S 海の 渡 唐の 頃で は 恐らくな からう。 無論 平安朝 以前に、 旣に 宮廷 貴紳 

の 間に この 秘畫が 弄 ばれた もので あらう と 思 ふ。 

^證 として、 本朝： 畫の發 達 を 調ぶ る も 一 策で ある。 雄略天皇の七^^^  (西、 E 六 三 ハキ) 畫師因 斯羅我 

を fC 濟 より 招いた 事 や、 崇峻 天皇の 時、 畫家白 加の 來 朝した 事 や * 其 後、 推 古 朝 曇徵の 高麗より 來る 

など、 以上の 三韓 を 經て大 睦 鎗畫の 傳統傳 来の 事實ゃ * 聖德 太子の 寺院 输師 に對 する 保護 獎 ^ (各^ 肺 

を 定め、 課 III を 免じ 世 業たら しむ などに よって、 t1 賽は 頓に發 達した。 然し 之に 伴って 幼禪 なる 古來純 

粹の 表象 拔 巧が 發 達した こと は K" まれぬ。 降って 文武 天皇 (西、 六 九 七 11 七 〇 七) の 時の、 畫ェ 司の 設 

5^ など、 或は 次いで 天平 時代の 怫敎の 興隆と 唐 文化の 摸倣と K 運の 進暢 と、 三拍子 揃って 0- した 藝術 

の鏘然 たろ 時代 は、 無論 此の 幼穉 なる ェ チック ス にも 進歩 を與 へたで あらう。 平安 期、 前代の 叢ェ 

司 を 改めて 鎗所 (平 域 天皇 大同 三年) とした 頃に は、 河 成 (百 濟)、 金 岡 (R 勢) などの 純 粹畫家 も 现れ、 土 

佐 (倭畫 の 本流/ その 副 流と して 春 日の 類 を 生み、 覺猷 (後 を 肴よ) などの^ 派の 大家 また 現る X に 至つ 

た。 丁度、 此の 11 に 於て、 我がお そぐ つの 鎗は、 最も 發 達し 來 つたで あらう と 思 ふ。 次揭の 如く、 覺 

献 とその 、泊 子 と , 之 に關 した 問答 の あるの を兒 て も肯づ ける。 

^ち、 凡て 木邦綠 畫の發 逢と 共に、 影 を 小さく し 乍ら、 この M  n チック 描 畫は發 達した であらう。 

邀 として 起源 を^ぬ るに. E もない が、 以上の 覺献に 及ぶ 本朝 繪動の 略 沿革 を 以て、 略々 此 物の 發達も 


古今 著閎集 

の 逸話 


暗示し 得た であらう。 或は *  ^畫そ Q もの を 支那よりの 傳 來と兑 るよりも. 畫 技の 傳來. H 發 と共に、 

別途に、 此のお そく づは >  な 朝の みとして 發 達し 來 つた もの かも 知れぬ。 魔： 備に 疑 を かけたり、 渡来 

僧， 又は 歸化 民の 將來と 見る は、 僻目で あるか も 知れない。 何れと も據 るべき 文獻 はない. - 唯. 遣憾 

乍ら 以上 二様の 暗 測 を 提示して おか 。 

却說. この 「おそく づ」 なる 名稱の 文獻に 現れた 最 一切 は、 古今 著 聞 集へ i^K 集 は、 .；i に建畏 六と ある。 

卽ち 西、 一二 五 四 年) である。 g5 ち 前述べ た覺猷 (鳥 羽 僧正) の 逸話で ある。 

「同傦 正の 許に、 繪 かく 侍 法師 ありけ り。 あまりに 好く 習 ひければ 後 ざまに は. 僭 正の 筆 を も 

あやまち 

耻ぢ ざり けり。 此の 事を佾 正ね たまし くや 思 はれ けん、 いかにもして 失 を 見出だ さんと ひ 

給 ふ 所に、 或 時 件の 僧. 人の いさか ひして 腰刀に て 突き 合 ひたる を 書きて、 自愛して ゐ たりけ 

こぶし  あやまち 

る を 、僧 F: 見 給 ふに 、其 突きた る 刀、 iin 中へ 拳 乍ら 出たり けり。 よき 失と 思 ひての 給 ひける は、 

f  と r 

「わ 儈が續 (を〕 書く- 永く 禁む べし。 いかなる 物 か、 人 を 突く に 拳ながら 背へ 出 る 事 あるべき。 

つか  いか 

柄 口 迄 突きた るな どをこ そ，， 嚴 めしき 事に はいふ を、 これ は あるべき もな き 事な り。 かく の 

心ば せに て は、 綺書 くべ からす」 とい はれければ、 此の 僧 かい 畏まりて， 「其の 事に 候。 これ は 

緣の故 實に候 ふなり」 とい ふ を、 僧正い はせ も 果てす、 「わ 法師が 緯 の故實 * かたはら 痛し」 と 

いはれ ける を， 少しも ともせす、 「さも 候 はす。 蔡き 上手 共の 書きて 候 ふお そく づの總 など を 


一ぬ 


本 

考 


ぶん  s 

御覧 も 候へ。 その物の 寸法 は、 分に 過ぎて 大に 書きて 候 ふ 事、 いかで か實に は， 然候 ふべき。 

-01 そらごと 

ありの 儘の 寸法に て 書きて 候 は 5>-、 見所な きものに 候。 故に 搶空 事と は 巾す ことにて 候。 君の 

あそ  こと tfw 

遊ばされて 候 物の 中に も， 斯る事 はお ほく こそ 候ら め」 と、 へり をお かす 言 ひければ、 僧正 理 

に 折れて、 言 ふ 事な かりけ り。」 (古今 著 聞 集、 畫圜第 十六) 

と ある。 右のお そく づの鎗 である。 鳥 羽 僧； 止 は、 源 隆國の 子、 覺圓佾 正の 弟子。 名 は 覺猷。 遂に 天 

台の 座主 法務 及び 三 井寺の 長 吏大儈 正と なる。 曾て 鳥 羽に 居る。 專ら倭 ま W をよ くし、 一家 をな す o( 扶 

桑畫 人傳) 所謂 鳥 羽繪の 創始者で ある。 この 僧正 また 所謂 「おそく づ の鎗」 の 創作が あつたで あらう と 

思 ふ。 この 僧正 傳 にも 記載せ る 如く、 當時、 旣に 倭畫が 生れて ゐた。 倭畫は 前に も 一 一 一一 口うた が、 その 先 

驅に百 濟河成 (文德 帝仁壽 三年 歿) があった が、 淸知 朝の <A 岡の 巨 勢 氏 また 之 を ぎ、 堀川 朝の 藤 原 基 光 

(土 佐の 始祖)、 近衞 朝の 藤 原隆能 (夹 B を稱 す) に 至って その 爛熟 を將に 見む とした。 この間に 鳥 羽 僧正 

また 出で た。 (僧正 は、 崇德帝 保延六 年歿) 僧正 及び 他の 此等 倭畫々 派に、 この 「おそく づ の繪」 の 創作が 

あった こと は 疑 もない ことで ある。 常時、 旣に 彼等の 先輩に、 此の 種の 作畫 のあった 證據 は、 覺猷の 

； as; 子が、 古き 繪師 共の 云々 と 言へ るに よっても 分る。 古き 输師と は、 河 成 か、 金 岡 か、 基 光 か、 隆能 

か、 誰々 だら う。 殊に， 籐原氏 時代に！！^ み產れ た倭畫 が、 彼等の 享樂廢 類 趣味に 媚びる 點 からい うて 

ちが  かち. 5 

も， この 創作 は 夥しく 有った に 違 ひない。 鳥 羽儈正 遣 筆の 中險畫 (この 名 は 龜山院 の 皇后、 緣 合の 時、 勝 


著 聞 a- の 他 
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ちた る緣に 名付けられ しな リと 0 龜山院 は 元寇で 有名で ある。) ニ卷 とい ふの が ある。 一 卷は放 Eg の卷。 1 卷 

は 陽物 くらべの 卷 なりと いふ。 私 は 嘗て、 この 陽物 くらべ かと 思 ふ ものの 摸寫を 見た ことがある。 露 

骨なる 戯畫 である。 但し 春 的耍素 は、 比較的に 乏しい。 戯れた る 意味の 物で、 齄畫 ではない。 然し 非 公 

開の 性質た る こと * 無論で ある， (ー說 に、 この 勝搶 ニ卷、 束 寺に 傳は リ、 後、 s 粉 a:. 又 兵衞 藏 之と いふ。) そ 

の實、 是 以上 非公開の、 眞の管 底 秘畫が 彼に も必 すあった らうと 思 ふ。 〔最近 尾 州 家蔵と いへ る傳. =1 羽 僧 

正の 或る 檢卷 物、 男女 合戰 とも 名づ くべき 物の 摸 本 を 見た。 こ は、 全然 艷畫 であった。 (大正 十三 年 五月)〕 然し そ 

れが爲 に は、 今村證 のない の を 遣憾 とする。 

松屋 筆記 一 に據れ ば、 十：： 今 著 聞 集に は. なほ 「師の 房の 後家の 事 を 春畫に 書きし 事」 ありと いふ。 

今、 先賢の 指摘に よって， 古今 著 聞 集を撿 索して 見た。 鳥 羽 僧正 逸話と 同じく、 同 第 十六に あった。 

左の 如き ものである。 これ こそ 眞の 閨房 秘畫 である。 文に 據 ると、 この 儈は、 著 聞 集の 作 老生 存當時 

現在して ゐ たやう である。 すれば、 著 聞 集 序に 建 長 六 年と あるから、 この 話 は、 後深草 朝- 執 權北條 

時 頼の 時代と 類推す る ことが 出， る。 

r 禱 師大輔 法眼 賢慶が 子に、 何某と かやい ふ 法師 ありけ り。 賢 度 逝去の 後， 後家と 不快に な 

りて、 ^論の^^-ぁりけり。 六 波 羅 に訴へ けれども、 事 ゆかで 程經 ければ、 この 法師 输も さかし 

く 書きけ る ものに て、 件の 後家が 有樣 振舞 を 初めより 書き 現 はして けり。 問 男して. 合した る 
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古き おそ. 

づ の 翁 


袋 法 肺蜜卷 

と 小 柴垣 


所な ど * さまぐ に 書きて. え もい はや 彩 ど りて、 II つけて 六 波羅へ 持て 行きて、 奉行の 者 ど 

もに 見せければ. ；踟訟 を 殊に 執し さんの 心 はな かり けれども. 繪 その 興 あるに よりても * と 

まど 

かく 持てさ まよ ふ 程に、 雨 國 司まで も 見て、 訴訟の 旨悉 しく 心得 解きに けり。 遂に 勝ちに けり。 

件の 法師 * 攝津國 宇 出の 庄に いまだ あり。」 (古今 著 聞 集。 搶圆第 十六) 

弟子と 後家と 何う して 不快に なった か、 不明で ある。 探れば この 弟子 も嗜ぃ 事が あり はせ ぬか。 そ 

れは 鬼に 角と して， 鎗 にして 六 波羅に 持兹- したと は、 頗る 讼話。 この 坊主、 中々 の 洒落者で ある。 ま 

た それ を a せつ けられた 舉行 はじめ、 「繪、 その 興 あるに よりても、 鬼 角 持てさ まよ」 つた 揚句、 兩國 

司まで も兑 たとい ふ、 この 兩國 司の 面が 可笑しい。 さう して 此の 鰭に よって 始めて 訴訟の 33 を悉 しく 

解いた とい ふの も、 人間 放れの した 話で ある。 

兎に角 如上の 鳥羽儈 正の 記事 をのみ 以てしても. 當時、 この 「おそく づ」 が 貴紳に 盛 行して ゐ たで 

あらう と 思 はれる = 然うして この 「おそく づ の鎗」 の 古き ものと して は、 嬉遊 笑覧に おそく づの緣 と 

して T 十：： き 繪の傳 はれる は- 小 柴垣。 ふくろ 法師な どの 外に は、 未だ 兑 及ばす」 と ある。 松屋 筆記に * 

一 に はくな ぶり。 代 炎 法師 畫卷 など、 また 古し」 と ある。 (此の 中、 に はくな ぶ リは諸 書に 見 《： ほらず 0 袋 法師 

畫卷 は、 袋 草子と も 云、 詞不 詳、 畫は 飛彈守 惟久 だと 一 K ふ 0 元本、 柳 祭に 於て 燒失、 別に a: 士：！ 具 鹿 摸 本が あると 0 

小 は、 港 K 卷の 名で 有名。 詳本略 本が ある。 補遣參 照。) さう して 此の 類の ものの 中. 「十一 一枚 ある もの 往 P 


忙しい 禁厭 


第三、 江戸 

期の 盛 行 

及 禁令 

版 畫の發 達 


初期の 寛大 


公然と 署名 

す 


々ある は、 0 櫃に收 めた る ものと いへ り。 叉 衣 概に納 むる 事 も あり。」 (I?ksK 覽) と あるが、 尙 他に、 

蒈概こ 納めた 例 も ある。 これら は、 凡て 禁 厭に 忙しい 支那の 風習 を 承け 傳へ たもの らしい。 火災 を 防 

まじな ひ  — 

ぐ、 典籍の 蟲食 はぬ、 衣類 自然に 殖 ゑるな ど、 莫迦々々 しい 禁雁. ら來 てゐる 


第三、 江戸 期の 盛 行 及び 禁令 


江戶 期に は、 これが 巖も頻 々流行した。 これ は、 版畫の 創見、 (日本 版査の 創作 は、 四天王 寺の 扇 面古寫 

經の K 。藤 原 末期 だとい ふ 0) 此 期に 於け る 眼 まぐ るし いその 發 達に 伴っての 事實 である。 我等 浮世 输の 

其 他 一般 版畫 沿革 史に携 はる 者に は、 自然と その 消息が 諒解され る。 殊に 元来が この^ 畫 は， 往古 「お 

そく づ」 の 時代 (A 時代 は 殆ど 肉 摯躉) にあ りても， 一個の 寫實 風の 畫風 ともい ふ を^よう。 乃ち 江戶^ 

の當 初、 寫實に 根柢 を 置き、 時^ 粧 の描寫 に 第一 途を發 見した 岩 佐 又 兵衞、 轉 じて その 大成 者菱 川に 

ありて は、 無論 この 風の 好色 畫の 執筆が あった こと は 否む 譯 にいかない。 殊に 菱川 (師宣 ) は、 浮世 

繪の眞 の 意義に 於け る 創造者で ある" 從っ てまた 江戶 期^ 畫 のまた 創造者で もあった ので ある。 その 

？ s 時 幕府 は. 未だ 此の 種の 版行 物に 對 して 颇る 寛大であった。 恰も 庄司 丧內に 遊廓 公許 を與 へたる が 

如く * 放て 獎勵と は 行かざる も、 殺伐なる 士風を 太平 謳歌の 遊 冶なら しめんと して >  見て 見ぬ 振して 

ゐ たの かも 知れない。 從 つて、 その 《=m 初に は. 公然と 賓者 並に 書肆 板 元の 名を署 したる もの、 數多現 
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^宣 の作畫 


以後の 作畫 

家 


「好色 むら 

く坊」 - 


れた。 

師宣 の筆畫 として. ^色 軌範、 花の 盃、 さ 、げ緣 枕、 色雙 子、 戀の うわもり 等が 現れた。 其 他， 延 

寳、 夭 和、 贞享、 元 fi の 間に は 盛んに 版行され た- (その 板 行の 最初 は， 承應明 唇の 頃で あらう とい 

ふ。) 「常時の 春本に は、 麗々 しく 菱川 師官： 畫 とか、 古山 師重畫 とか、 繪師石 川流宣 など & 署名し、 尙 

出版 書肆 も 亦た IId 開 版と か、 鱗 形屋板 行と 明記して ある.^ これより 後、 鳥居 淸信、 奥 村 政 信. 等 も 

多く 描いた が、 其の 署名の もの は 少ない。 京都で は 吉田半 兵衛、 西 川祐信 署名の もの 多く 出版され た。 

降って 寳曆明 和 安永、 夭 明 頃に は、 月 岡 雪 鼎、 鈴 木 春 信、 礎 田 湖龍齋 * 勝 川 春 章、 細 田 榮之等 5!^ 名の 

もの 多く 出版され た。」 (外 骨 氏、 「此 花」 第 十三 枝) 

軟派 通の 外 骨 氏の 言で あるから、 一 々證左 を 攫んでの 斷 一一 一一 n であらう と 思 ふ。 私 は， 祐 信. 政 信 31?： 名の 

つ：. たて 

ものより 未だ！ 0- たこと がない 。湖 龍齋 あたりの も Q は、 署名で なくして、 篇 中の 或 部分に、 衝立の 繪 など 

じょぶん 

に 湖 龍と 落款 ある もの を 見た。 春 信の 如き も * 序文に は、 储 かに 春 信の 畫 である こと を 意；^ した も Q 

を 見た。 歌麼. 榮 之の 類 は、 篇 中の 男女の，^ n 話の 中に、 或は 歌さん • 或は 榮之 云々 と 曰 はしめ、 該畫 

者た る 事 を 暗示した もの ある を， 見た。 讀物 本位の 好色本の 類に 至って は、 作^名 は 逸 〕 たれ、 版元， 

出版 年月 を 明記した もの、 (作者な きも 序文に は 大抵 署名が あり、 以て その 全篇の 作者た る 事 を 钤肯せ 

しめる のが 多い。) 例へば、 「好色む らく 坊」 の 如きが ある。 (本 著、 前揭、 「好色む らく 坊と 作者 桃 隣」 解 超 


1;^ 信 以後の 

發 達と 需要 


英 i!^ と國芳 


參照) 其 他、 此類は 殆ど 無數 であった。 1 度び 「好色本 目錄」 の 類を繙 かば 容易に 知れる ことで あら I 

う。 西 鶴 作、 稱西鹤 作、 (「色里 三 所 世帶」 の 如き)、 其 磧自笑 作の 類 は 云 はす もがな である。 

鬼に 角、 所謂 「おそく づ の鎗」 は、 浮世 緒の 盛 行、 板畫の 向上と 共に、 頻出した。 師宜 から 始まつ 

て *  (師宣 は 元 綠七年 七十 餘歲 にて 殁。) 雨來約 二百 年間、 明治 初年に 至る 迄、 數度 禁令 出で ながら も、 

その 板 行の 盛 出 を 見た。 初めは、 單 なる 壘搶、 墨 招 本で あつたが、 錦緣 技巧の 發明 以後 (春 信 以後 y 

その 着 彩、 彫 fjr 精密と 絢爛と を 極め、 齊 通の 板書に 比して 數 倍の 高値 を 以て 販 資された。 その 需要 

先 は * 主に 御殿女中。 或は、 士族に ありても、 その 士女の 婚禮に はこれ を 用具と して 供へ た。 町人 間 

の享樂 心に 之が 投合して、 その 歡迎 された こと は、 謂 ふ 迄 もない ことで ある。 畫師 は、 師宣 以來、 明 

治 初期の 歌 川 末派に 至る まで、 その 數 蓋し 夥しき もので あらう。 而も その 畫風 も、 師宣 あたりの 原始 

的 (浮 W 鰭と して) 素朴なる に 反， し、 時代と 作畫 技巧との 進む につれ て、 時代の 加賸 的な 類廢と 淫^ 

に 傾 合する ため. その 描寫も 唾棄すべき 嫌惡 すべき ものと なりつ \ あった。 しかも、 江戶 末期 多數の 

畫 家の 如き は、 古人 先輩，、 此種 おそく づを 以て、 人 體描寫 の 粉本と した" 明治に 至る も、 風俗-^^械家> 

美人 寮 家 は、 多く これに 依って 人體の 素描に 習 熱した ものであると いふ" 中期 末期の 諸鴕畫 家の 中、 

春 言. 歌 磨. 榮之 共々 に その 板畫に 現る.^ 如き 特徴が あった。 池田英^3^は、 就中 此の方 面に 竦 腕を冇 

し、 しかも 彼は蔺 風の 解剖 的 智識、 所謂 性學 なる もの \ 一端 を 知って ゐる らしかった。 歌 川國芳 は、 
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殊に、 居常 西洋 Q 木版 畫の斷 片を貯 へて、 粉本と したと 謂 はれて ゐ るが、 その 爲 でも あらう 力 彼が 

畫 いた 此 種の ものに 於け る 這 個の 描寫 は、 その 均齊を 最も 得て ゐる。 

さて 次に 禁令の 間 題に 及ばう。 

江戸 幕府の 禁令 は、 四 五 度 出た。 今見當 つた だけの 年次 を 記して みる。 その 最初 は. 享保七 寅年 十 

一 月 (吉宗 時代、 西紀 一 七 ニニ) である。 

新 板書 物 之 儀 -1 付町觸 

(前  略) 

1 唯今 迄 有 來候板 行 物の 內 好色本 之 類 は 風俗 之爲 にも 不宜 儀に 候 間 段々 相 改絡版 可 申 候 事 

(中  咯) 

. 一 何 書物に よらす 此後新 板 之 物 作者 並 板 元 實名奥 書 爲致可 申 事 

(後  略) 

これが 爲、 西 鶴 物の 好色本 其 他の 春本 類 は， 大 恐慌 を 來し、 比較的 温和な もの は、 好色の 名 を 削り 

改題す るか、 或は その 程度 以下の もの は * 絕 版の 巳むな きに 至った。 從 つて 無論 これ 以後 公刊の 鴕畫 

本 類 は 跡を絕 つた 譯 である。 然し それ も 名 儀の 上 だけで * 秘密 出版 は 相 變らす 頻繁であった。 需耍は 

益々 盛んで あつたの である。 天明 頃に は、 再び その 法令 も 弛み、 緣賽 及び 猥褻 具 は 公然 t$ 頭に 並べら 


天明 七年植 れ たらしい。 何と なれば * 天明 七 年 (家 齊、 第 一 年。 西紀 一 七 八 七 年) 植崎 九八郞 なる もの、 時弊 十數條 

時の 上書 

を 指摘して、 松 平定 信に 建言した ことがある。 その上 書 〔日本 經濟 叢書 前 輯に收 む o〕 中に も- 

「近来、 勉 たい 風俗 悪しく 相 成り、 戲搶を 店先へ 開き、 商 ひ、 或は 張 籠 陽物 を 並べ 賨り候 ふ 家 

相 見え 候。 是 等の 類嚴 しく 御 停止 被 遊^ 奉存 候」 

と ある。 氣の 毒に も、 彼 はこの 上書の ため、 卑怯なる 當 局の 忌諱に 觸れ て、 幽屛の 罰 を 受けた。 (植 

崎 九八郞 は、 小 普請 組 永井監 物の 支配に して、 高 四十 俵 二人 扶持 を 受け 居りし が、 此 建言の ため 罪 を 得て、 片桐 侯の 

邸に 翻せられ、 文化 四 年 丁 卯 和 州 小 泉に 死せ リ。 「國書 解題， T) 

寬政ニ 年の  これに 鑑みた かどう か、 次で 寛 政 二 年 (同家 齊 。西紀 一 七 九 〇 年) に、 幕府 は 再び 嚴令を 出した。 維 本 

禁令 

緣雙紙 取締 令で ある。 無論 春本 類に も 厳しく 取締 を 命じた。 卽ち 左の 如き ものである。 

『地 本 問屋 行事 共 へ 申 渡 

： 書物の 儀、 毎々 より 厳 敷 S. 渡 候處、 いっとな く に 相 成 候。 何に よらす 行事 改め 候て、 緣本繪 

草紙 類 迄 も 風俗の 爲に相 成らざる 獏 がまし き 事 勿論 無用に 候。 一枚 繪類 は繪 のみに 候 はビ、 大 

こと は がき  いな 

概は 苦しから す。 尤も 言葉 書 等 有 之 候 は i -、 よく .< -是を 改め、 如何なる 品 は 板 行 致させ 申す 

i 間 敷 候。 右に 付 行事 改め を用ゐ ざる 者 も 候 は t -、 訴へ出 でら るべ く 候。 又 改め 方行屆 かす、 或 

者 改めに 洩れ 候 儀 候 は V、 行事 共 越度 たるべく 候。 右. Kl 通 相 心得 申すべく 候。 尤も 享保 年中 申 
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渡 候 趣 も猶义 書付に て 相 渡す ベ く 候 間、 此度申 渡 候 儀 等 相 含み 改め 申す ベ く 候。 

寬政ニ 戌年 十月 二十 七日』 

靑本 年表 寬政ニ 年の 條に 曰く， 「十一月 * 草双紙 等に、 時勢の 雜說等 著述せ し 物賫買 停止 並び 

. に 版 改めの 件に 就き、 取 線の 法令 を發布 せらる。」 

： T 神道 柱 立」 にも 曰く 、「寬 政 初めの 年、 江府 は、 店に 春 畫を賣 る 事 を 禁じ、 叉 男女 混 雜の入 

湯 を 制し 給 ふ 云々。」 と。 

寬政ニ 年 は、 歌 11 の 全盛期で ある。 當 時百龜 なる 艷畫の 老大家 もあった。 蜀 山人の 「^ 服」 に は 「元 

飯 田 町中 坂に 住める 藥店 • 刺髮 して 百1  過と いふ。」 と ある。 (浮世 输師便 に は、 「：ci^ は、 小 松 尾と いふ 0 藥 

種： ffi なり。 俗稱三 右衞門 。略 曆摺物 多し。 天明 顷」 と ある。 一書に 寛 政 四 年 八十 餘 歳で 歿した と iK ふ。) 共 他の IN 

家に は、 此の 寬政 ニ年當 時に 於て、 豊國 (歌 川 氏) は 漸く 物に ならう とし * 北 尾政演 (京 傳) は- そ 

まさ ゥぶ 

の 全盛期であった。 螯家 としてな ほ、 淸長 (鳥居 氏) もゐ た。 重 政 (政 演の師 、北： la- 氏の 祖) もね た、 

政 美 (北 尾 氏 * 重 政 門下) もあった。 これ 等 も 多少と も 打擊を 受けた に 違 ひない。 

次で 現れた の は、 有名な 天 保 十三 年 (西、 一八 四 二 年) の 水 野 越 前 守の 嚴令 である。 所謂 天 保 改革、 

水 越の 改革で ある。 彼 は、 繁搏な 風俗 矯正 令の 他に、 書物 鎗 草紙 等に 就て、 六月 一 I 一 £ 

1 、 自今 新 板書 物の 儀、 儒 書 怫書神 窨醫書 歌書 都て 書物 類 其 筋 一 通の 事 は 格別- 


へ 作り出し， 時の 風俗、 人の 批判 等 を認候 類、 好色 畫本等 堅く 可爲 無用 Si  (中 ijo 

1 、 何霄 物に よらす >  新 板の もの， 作者 並 板 元の 實名奥 書に 爲致可 申 事 

の 禁令 を發 した。 彼は尙 ほ、 俳優、 妖女 等の 一枚 摺、 錦 踏の 刊行 並びに 賣買を 禁. した。 且つ 合卷 

鎗 双紙の 鎗 組に 俳優の 似顔、 狂言の 趣向 を 用 ゐ」 り、 或は 表紙 上 包に 彩色 を 施す こと を 一 切嚴禁 した。 

此月、 稀彥 の田舍 源氏に 絡 版 を 命じ、 爲永春 水 を If 鎖の 刑に 虚した。 七月- 更に 令を發 して- 人情本 

の 賫買贷 借 を禁. し、 且つ その 板木 を沒收 した.^ 十 一 月 晦日に は * 更^ 令して、 合卷鎗 双紙の 類 都べ 

て 草稿 中に、 掛 りの 名主、 その 月番の 認め印 を 受け、 出版の 際 これ を茶定 する やうに 厳命した。 (水 越 

は此 8 外な ほ 数條、 當 時の 出版 培 正 令を發 布して ゐる。 初版 「日本 社會 事彙」 下卷 一七 七 頁に 詳しく 出づ 0) 

この 水 越の 改革 は. 彼等 出版業者に は、 青天の霹靂であった。 況して 公然と はいかなかった 彼等 秘 

密本類 出版業者に は、 畫家も 無論 大 恐慌であった。 然し 恐慌 も 一 時であった。 日なら. f して 普通 版畫 

も 絢爛 賛澤な ものと なり， 從 つて 秘密 本 類 も 國貞. 國芳 等、 其 他 歌 川 派の 匿名 作， 頻出す るに 至った。 

「所謂 ゑ さがしの 類に 男女の 〇〇 を 描きし もの は， 公然 店先に 陳列 せられた。 それが 明治の 三 四 年頃 

までであった」 とい ふ。 否 これに 限らす、 國寅 (歌 川) 作の 鴕本 「生 寫相生 源氏」 は、 松 平 春嶽公 8 

井 藩主) の. 御手 指 本、 道理で <A 銀 螺鈿 を 鏤めた とい ふに 至って を やで ある。 

浮世 鎗師の 他に も， 應擧、 素 絢、 文晁の 輩、 殊に 華 山の 如きに も 此の 種の 作が あると いふ ことで あ 
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る。 (但し 此 輩， 浮世 槍師 と異」 

等の 作 を 自分 は 見た。 


無論 肉筆で ある。) 近世で は、 靄 崖 (高 久) * 容齋 (菊 池)、 小蘋 (野 口) 一 


意外に 叙述が 長くな つてし まった。 誠に 諸君に ぉ氣の 毒であった。 案外 面白くなかった かも 知れな 

い。 それ は 偏へ に 筆者の 罪で ある。 乍然 何故 私が 斯る 羊頭狗肉の 篇を ものした かと 云へば、 我が 日本 

民族の 生活 史の 一 面と して 之 を 提示したかった が爲 である。 殊に 此の 種の 方面が 一 般の 識者に 閑却 さ 

れてゐ るからで ある。 一 一一 一一 口 以て 辯 じて 置く。 (大正 十 一 年 十 一 月 11 大正 十二 年 三月) 


補 遣 


春畫の はじ 

まり 

(輪 翁 畫譚) 


「本朝 


補 遣」 


^畫の 起源に ついて、 左の 記事 を 載せて おく 。(前掲の 記述と 重複の 點も あるが、 今 その 要 文 

の 全部 を 舉げ てお く。) 

春畫の はじま リ 

男女 交合の 圖を つくりし こと は、 いつの 世より や はじまり けん。 さだかに 記した る もの も あ 

ら ざるに や。 西土に て は、 漢人の 春畫傳 はれる よし、 靑藤 山人の 路史に 見え. 皇朝 にて は能宣 


集に 春 畫の賛 見えたり。 能官： 朝臣 は圓融 i 冗. 花 山院の 御宇の 人な り。 され どこれ を はじめと は 云 

ひが し。 それより このかた は 液 頂卷、 古今 著 聞 集の 檎師 賢慶が 弟子の、 師の 後家が 密夫會 合 

の鎗 など 見えたり。 此の こと を こなたの 詞に は、 おそくつ とい へり。 (著閒 集) おそくつ と はお 

そ ひくつと いふ 詞の 中略に やと、 類聚 名物 考には S へれ ど、 いか^ あらん。 もし 燭餘を ほそく 

つな どい ひし こと も あり けんに は、 陰 蜜の 首 を燭餘 にたと へて いひ もし けんとお も はるれ ど， 

それ も證據 なければ、 いひが たきに や。 (おそくつ。 鳥羽儈 正の 許に 畫 かく 侍 ひ 法師 ありけ り。) 

(中略) 

能宣 集。 但馬守 ためちか， 屏風に さまざまの 畫か i せて 侍る に、 男女け しからぬ ことども か 

X れ たると ころに、 

うしろめ た 下の こころ はしらす して  二 

身 をう ちとけ てま かせた るかな 

灌預卷 は 齋宫濟 子女 王 (三 品 兵 部 卿 章 明 親王 女ン の 瀧 口 武者 平 致 光と いふ ものと 密通 ありし 

こと を敷演 して ゑが ける ものな り。 木 下 侯に 古本 あり。 書 畫の樣 鎌倉時代の ものと おぼし。 も 

しこれより 先き 原本 ありし ものに や。 (中略)  . 

著 聞 集 男女 會 4r 圖、 古今 著 聞 集卷十 一 (書圖 部) に 云、 緣 師大輔 法眼 贤慶が 弟子に、 なにがし 


卷 


とか やい ふ 法師 ありけ り。 

文化 十 年 十月 十六 日  弘 賢。 (輪 翁 畫譚) 

港 ほ- 卷は、 一名 小 柴垣 草紙で ある。 さて この 野 宫の話 は、 古來 有名で、 十 訓抄卷 三に も 

「寬和 (花 山) 齋宫、 野宫 にお はしける に 公役 瀧 口 平 致 光 (平 五大 夫致頓 五男) とか やい ひ 

ける ものに、 名 立た まひて、 群 t もなくて すたれた まひけ る。 夫より 野の 宫の 公役 はと ま 

りに けり。」 (考 古畫譜 上に 據 る。 但し 此の 十 訓抄卷 三なる もの、 流布本に 見 富らず。 如何に か 0) 

と あると いふ。 序でながら， 筆黉家 をい ふと * 諸 說區々 である。 灌 頂卷。 緣 * 住吉 法眼 慶恩 • 

詞、 後白河 法皇 宸翰 (本朝 畫圖 品目。 古畫 目錄。 古畫 類聚 目錄。 倭 錦。〕 小 柴垣。 緣* 信實。 詞* 

爲家 (畫圖 品目。 晝圖品 類。) 鎗詞、 爲家 一 筆 (柳 庵雜 筆) ：！^ 信實、 詞慈鎭 (黑 川眞賴 本) など 

區々 である。 灌頂卷 と 小 柴垣と 同一 であると はい ひながら、 畫圖 品目の 如き、 一 は灌頂 を住吉 

法眼、 一 は小柴 を信實 とせる 如き、 を かしい やうで あるが、 物 は元來 一 つで、 詳 本を灌 預卷、 

略 本 を 小 柴垣と いふ 由で ある。 

とにかく 畫者も 誰で あつたか、 詞者も 誰で あつたか、 恐らく 逸 名の 氏が その 本源で あり， そ 

れが もとと なって、 或は 慶恩も 描いたら うし、 信實も 描いたら うし、 灌頂 ともなり * 小 柴垣と 
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もな つたので あらう。 從 つて 異本 摸 本に よって 晝詞 共に 種々 の 名が ある 譯だ。 中には、 本當に 

後白河 院の 宸翰が あつたの かも 知れない。 と 見る のが 今日から は妥當 であらう。 


和 印と い つ 

た 1 例 


和 印と いった 一例 

有名な か はらけ 小 傅の 情夫の 數々 を、 芝居 顏見 世の 入 代り 番附に 似せた 、「傚 顏兑 世^ 附小 傳」 

の 中に、 和 印 作者， 猿 猴坊月 成、 とい ふの が ある。 猿 猴坊月 成の^ 本 は、 よく 見る 所。 その 月 

成が 小 傳の欽 待 を 果して 受け たかは 確定 しないが、 とに 角、 和 印と ある これ だ。 この 番附は 文 

政 十 年の 板； 订 であるから 旣に此 頃 和 印と いふ 隱語 のあった，？！ „"據 だ。 汎く 人の 知った 隱語 であつ 

たらう。 〔因みに、 猿 猴坊月 成と は、 初代 烏亭焉 馬の 匿名で ある。〕 


膨川春 章の 

匿名 


勝 川 春 章の 匿名 

^本の 話に 今 一 つ。 ^本^ 畫 類の 上で、 國貞の 不器用 叉 平 や 國芳の 程よ しゃ、 英 泉の 白水な 

-  はつか はちん ちょ-つ 

ど は 誰も 知って ゐ るが、 春 章の 如き は、 知らぬ 人が 多から う。 春 章の 匿名 は、 初 川 珍重と レリ 

た、」 それ は、 家藏の 逸 題 〈i "本の 上の 翁 尾、 「本 畫閒得 成 一二 略の 卷」 とい ふ說 話中に ある。 ぎ" 

者の 粋と 御 守 殿の 嫁と が * 情事 不通で 困って ゐる仵 があって • 


考 « 聲 朝 本 
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「愛 かしこ 尋ねる ところに、 市 谷の 八幡の 境內 にて、 さがし あたりし 畫本 は、 今 世に 秀づる 

畫ェの 名人に 初 川 珍 東と いふ 人此道 をよ く あきらめ 圖 して 初心の 手本と する。 本屋が 敎 にし 

たが ひ、 早速 此の 三卷を もとめて 立歸り ：…… 。」 

と あると ほりだ U 初め、 羽 川 珍重の ことかと 思うた が、 文中の 此の 三卷と は， 家藏の 現に 此 

の 會本三 冊 を 指す こと 明らかで あり、 しかも 繪を 見れば. 珍重 か 春 章 か は， 一と 目で 分る。 し 

たがって 丁度 春 章が 珍重 を もお つて その 實自 己の 匿名に した 事 は 明らかで ある。 本 は、 墨 招の 

大本。 冒頭に、 野郎 帽子と 御殿との 接 嘴の 鎗が ある。 


驟畫 本の 板 

元 並に 牟月 

明示に つい 

て 


艷畫 本の 板 元： 亚に板 行年 月の 明示に 就て 

本稿 前文に、 江 戶 初期 だけに 艷畫 本の 畫者板 元 並に 板 行年 月の 明示した ものが あった やうに 

自分 もい ひ * 外 骨 氏の 「此 花」 所說 まで 之が 爲 引いて ゐ たが. 此頃 * それ を 裏切る もの を發 見 

した。 それ は 「極樂 遊」 とい ふ^ 畫本、 三 冊 物で ある。 これ は 有名な 十 • 器小傳 を 材料に した も 

ので、 小傳 (此 木で はお 大) が、 坂 東三津 五郞 (此 本で は 大和 屋の勝 見) ゃ淸元 延靠齋 1: 此本 

は 千代 本 淫壽) ゃ瀨川 菊之亟 (此本 は 多 門) ゃ鹤屋 南北 (鶴屋 閑 木) などに 冥途で 邂 ils ふ 物語 

だが、 その 見返しに、 麗々 しく 
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？  St  el 屋 


天 保 二の 明 


わじる し は 

常識 語 


天 保 壬 辰 春 • 止 月 

1 二  ごく  らく  あそ ひ 

II 雕極 樂 遊 

和 印 問屋  金 莖堂發 41^ 画 

とあって、 發 兌の 下に、 耕 錦 堂と 讀 める 印が ある。 耕 錦 堂 は 錦 耕 堂 (山 口 厘) のこと であらう 

し， 天 保 壬 辰 は その 三年。 殊に 和 印 問屋が 面白いで はない か。 著者 こそ 女 好 庵主 人で あり- 晝 

者 は 署名な けれ、 (國 貞の畫 である こと は 一 目 瞭然) 和 印 問屋と 稱 した リ * 又 板 元 を 明示したり 

した 反證の 一 だ。 

尙 一 つ、 「春色 六 玉 川」 上中下、 江戸 嬌訓亭 (春 水) 作、 一妙 口 程よ し (國芳 ) 畫の 序に * 

「(前略) 愛に 靑久齋 水 成ぬ しが。 玉々 著した る。 六 ッの玉 川と いふ 文 を。 I する に。 其 文章 

わ じる し 

玉 を つらねた るが 如く なれば。 恐らく ロ畫帖 の。 親玉と もい ふべ ければ 云々。 

たまう さ la 

干 時 天 保 二 玉 鬼の 卯月 

, 玉庄に そ. 仰のかされて 

玉樓が 白玉が 座舖 に居績 けの 日 

牡 口 丹 登 紫亭 戯 述」 

と ある、 同じく 天 保 二の 明記が あり、 且つ わじる しと ある。 卽ち >  和 印と は- 文政 fK 保 を か 


=^  S 艷朝 本— 


けて  >  一般 常識 語と なって ゐた であらう。 (尙、 右の 玉庄と は、 板 元の やうに 思 はれる 0) 


初期の 奧書 ある 物の 例 

初朗の 物に、 奧書 あった こと は * 本稿に 書かれて ゐ るが、 この 實例を 二三 擧げ てお く。 

『戀 の樂』 11 此枕繪 草紙 は 菱河氏 大和 一 流 之搶師 にして、 筆 曲 をつ くされた，^。 是を 見る 

に- むかしの 人に 逢 ふて 語る に ひとし。 よって 令 板 行者 也。 京 寺 町四條 下る 菊 屋長兵 衞扳。 

『戀の 花 むらさき』 —— 右此枕 草紙 一帖 は、 倭 國槍師 菱川畫 所、 求 之 若輩 之 賞^に ならん と 

て 板 行者 也。 正月 吉日。 日本 畫師菱 河師宣 筆。 武藏 書林 松會板 行。 

『五れ いかう』 I 右 五れ いかう の 枕 草紙 は、 菱川氏 吉兵衞 と 云し 畫ェ、 筆 曲 をつ くし、 あ 

やまる 所 もな く 書れ し を 一帖に して 令 板 行者 也。 元 ft 八つのと し、 いの 正月。 まつえ 板 行。 

『：g の うわもり』 11 此枕繪 草紙、 上中下の 替 りたる 品々 に 首 書 を 加へ 令 板 行者 也。 日本 菱 

河 吉兵衞 師宣。 大傳馬 町 三 丁目 鱗 形屋開 板。 

尙、 年月 其 他 を 記入せ る もの 數 多の 例 を 幾げ よう。 (大正 十 年刊。 「黝 色 京 紅」 に據 る。) 

樂事 秘傳抄 檳本 一 册、 「明 曆 元年 七月 下旬 開 板」 〇 槍 本 雜書枕 延寶六 年、 大本 合 一 册、 「延寳 

つちのと むまのと し 春た つ 日 □□ 緣師菱 河 氏師宣 小 傳馬三 丁目 柏 や 仁 左 衞門開 之」 ◦ 比 
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大全 天 和 二 年、 大本 下の 卷 「天 和贰歳 戌彌生 上旬 大和 畫師菱 河 氏師宣 通 油 町 本 問屋 山形 

屋版」 〇 落語 春雨 草子 元祿 年間 大本 一 册 「大 知縫師 古山 太郞 兵衞圖 松屋 伊兵衛 板 行」 〇 好 

色 一 もとす. -き 元 祿巾本 五 册祧の 林 作 「大和 緣師 菱川師 房」 Q 好色 花す まふ 巾 本-五 册 「元 

祿 十六 年 癸未 正月 吉日 総 師奥村 源 八 、江戸 日本 橋 南  一丁目 梅 村 八兵衞 板」 〇 かつら 艸齊永 

八 年 大判 ー卷 「寳永 八のと し 花洛 大和 畫师文 華 堂 西 川 祐信圖 京 寺 町佛光 1! ザ 下ル町 谷村淸 

兵衞 板。」  . 

以上の 中で は、 閱畫 本位の ものの 他に、 好色本 位の もの も 混り をるな るべ し。 今 姑ら く未考 

のま、 附記し つ。  ，  — 以上、 大正 十三 年 六月 柳 — 

師宣の 大本 艷畫 

故 平 出鏗次 郞氏藏 本の 「床の 置物」 一 冊 を， 最近 覩る 事が 出来た。 表紙 は 鱗形屋 木と 同様 * 

龍の 丸の 模樣が ある。 畫致は 例の 古雅。 .M 附に、 「右の 床の 置物 枕鎗 者蜂驟 のさし あ ひもい と は 

す書顯 して 板 行者 也。 緣師 斐河吉 兵衛、 堺町 柏 屋與市 開 板」 とあった。 (大正 十 H 月 八月) 
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一本に 於け る 春 ill の推獎 


卷 頭の 序文 


この頃、 或る 一冊の^ 本 を 見た。 それ は 紛れ もな く 春 信の 畫 であるが * 然し 惜しい ことに は、 表紙 

の 外題が ちぎれて、 書名が わからない。 乃で 本の 綴 ぢ目を 調べて 見たら、 「ヒメ 上」 とあった から、 會 

ゲ あとい ふやうな 外題で、 (序に も 此の 文字が ある。 後 揭參照 大抵、 上中下の 三 冊 物で あらう 

たちぎ. - み. M つが ひ 

とい ふこと がわかった。 墨 指で、 綾 は八圖 あって、 八 枚。 卷 尾に は、 「立 閗の 耳遠」 とあって、 八 葉 か 

ら 成る 短篇が 附 して ある。 その 綺は、 普通の 春 信の 墨招搶 本に ある やうに、 例へば、 正風 體 とあって、 

上部に 、「移しう ゑて しめ ゆ ふ 宿の 婭小 松. いく 千世 ふべき 稍な るら む」 とやう に、 優しい 字で、 古歌 

がー 首 づ-- 記され、 搶は、 ひらきで 二 枚に 苴 つて ゐる。 

その 序は卷 頭の 一枚 半に 亘 つて、 岱赭 色の 肆の なかに、 靑ぃ 色で 指ら れて 居る。 今 私の 特に 言 はう 

する の は、 この 序文に ついて である。 乃で 先づ その 全文 を 左に 褐げて 見よう。 

「鳳曆 開泰、 案 上に 覧る 嘉例の 新圖。 いつにす ぐれて めあたらしき は、 畫ェの 趣向 珍重々々。 

あづまに 名高き ひし 川の 流れ も洛 のにし 川に 1 變し、 近世 政 豐のニ 信 も、 かの 流 を 汲て 世に 鳴 

れ おとす。 今 比ぬ しも 艷畫に 名 を 得て、 當 世の 情 をう ごかし、 ひく ひと あまたなる 子 日の 遊び 
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農. 幾代經 ぬらん 姬小 松と 云 雨。」 

さう して その 終りに- r 奇山 氏」 と 「不知 足 山人」 と讀 める 二 個 0 印章が、 重ねて 捺 して ある。 さて * 

赛 信に 至る この 序文で 面白 S と 思 はれる 點は、 色々 あるが、 最初に 目につく の は、 春 信に 至る 浮世 繪の畫 風變遷 

154 風の 變遷 といった やうな ことが， よく 簡明に 云ひ盡 されて ゐる 事で ある。 卯ち 、「あづまに 名高き ひし 川の」 で. 

師宣义 は師宣 一派の 畫 風が 常 初， 江戸の 民俗 趣味 を 風靡して ゐ たこと を 物語り、 「洛 のにし 川に」 で， 

京の 西 川祐信 及び 其の 一派の 影響 著しく * 世を舉 げて豐 潤な 祐信式 美人 畫に， 耽溺して ゐ たこと も 知 

れ よう。 さう して 特に 面白 いのは、 「近世 政 豐のニ 信 も かの 流 を 汲て 世に 鳴れり とす」 の 文字で ある。 

政豐ニ 信と は、 おぶ i、 奥 村 政 信と 石川豐 信との 謂で ある。 政 信が、 西 川の 影響 を 受けた こと は、 n=«: 世 

.l^s 畫集』 の， 說 にもせ J ベて ある 通り、 誰し もさう らしく 思 ふが、 西 村 重 長から 出た 豐信 を、 西 = ^の 

流 を 汲む 云々 とい ふの は、 蓋し 初耳な ことで あらう。 豐信は * 私 だけの 淺ぃ 智識から 推す と、 寧ろ 鳥 

居 虱から 出て、 その 描 を， 獨特の 優婉な ものにし たと 一一 一一 口 ひたい 所で あるが、 それ を 西 川の 流れ を受 

異色 ある 整 けたと 斷言 したの は、 健かに 異色 ある 評で あらう と 思 ふ。 更に 氣 のつ くこと は. 「近世 政 豐のニ 信 も 云 

政. 登と 卞 々」、 「世に^れ りと す。々 此ぬ しも 云々」 とい ふ 語調で ある。 これに 據 ると、 春 信 は. 政 豐ニ信 力ら い 

信  ふと- ま-た 新進作家で、 丁度 市 村 座の 若手 連と、 幸 四郞， 歌 右衛門 等との 懸隔と、 同じ やうな 氣 がす 

る。 豐信 は、 春 信よりも 十三 歳の 年長で は あるが、 春 信と 同じく * 重 長の 門人で ある。 それ 力 こ X 
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常世 の^を 

*SH 力す • 


に は 政 信と 伍して、 旣に 老大家の 如くに 崇められて ゐる。 之 を 以て 見る も • 豐 信と 泰 信との 二人の 當 

時の 地位が 知れようと 思 ふ，」 さう して、 政 信. 豐 信の 二人， 殊に 豐信は * 春 信に 多くの 感化 を與 へ、 

丁度、 舂信 時代 を 作る 先^者の やうで あつたと いふ ことが 言外に 肯 かれる と 思 ふ。 

次に 言 ふべき こと は、 この 鳳曆の 文字で ある。 これ は 無論、 寳 暦の 意味 を； 池 はして ゐる にしても * 

何年の ことか。 開泰は 鳳曆を 受けて、 唯、 新年と いふ だけの 意味で あらう。 序文の 劈頭に、 なほ 一個 > 

縱 長の 印が ある。 それに は、 何々 の 未と ある" 未 は寳曆 年間で は、 元年 か 十三 年 (春 信 此の 時 三十 九 

歳、 翌年が 明 和 元年で ある。」 よりしかない。 春 信の I い 通の 鎗本 中、 墨 指 物で， 年代の 判って ゐる もの 

こ きんらん  しょげい にし キ J 

の 最初 は、 寳曆 十二 年の 『古 舍襴』 三 冊と、 同 十三 年の 『諸藝 錦』 三 冊と である。 ^ち これらと 问年 

代の、 この 艷本 は、 寳暦 十三 年の 版で あらう と 思 ふ。 して 見る と、 彼の 殁前八 年の 作で ある。 (： 『畫人 

傳』 に 明 和 七 年 四十 六 歳殁と ある 說に據 る)。 恰 かも 彼の 藝 術が クライ マ ッ タスに 達しよう として ゐた 

頃で ある。 さて この 序文の 中に- 「常世の 情 を 動かし、 引く 人 あまたなる 云々」 と あるの は、 假 令， 聲 

名 は、 先楚の 政. 豐ニ 信に 比して 一歩 を遍 つたに しても、 當 時の 民俗 心理に 深い 愚 惑の 矢 を 投げた こ 

と は、 彼等よりも 一段の 上に あった こと を證 明して 居り、 また 、「當 世の 情 を 動かす」 と は * 春 信の 美 

人 を 評し 得て、 最も 剴切な 言で あると 思 ふ。 

然し、 こ  >- に、 稍 怪訝 を 感 する 一 の發 見が ある。 それ は ある 一 圖の 襖に 畫 いて ある、 梅と 竹との 鎗 ^ 
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の 落款に •  r 歸山 筆」 と ある 事で ある。 歸山 は、 卷 頭の 序に ある 印の， 「奇山 氏」 の奇 山と 音 相 通す るで 

はない か。 然し、 春 信 を * 奇山 又は 歸 山と 呼んだ こと も 聞かない し、 また、 奇山を 一 字に 合せて、 例 

ヽば山 崎と 稱 したと いふ こと も 聞かない。 されば こ、 に歸 山と あるの は、 別人で あらう か。 然れ ども、 

艷 本の 畫 家が、 圖 中の 何れ かで その 名 を 仄めかして ゐる 大概の 例 を 思 ふと、 これが 春 信の ことで ある 

らしく 思 はれる。 若し 此の 歸 山が、 序に ある 奇山 氏で あり、 それが 春 信で あると すると， また 頗る 面 

白い。 卽ち哥 麿の 「歌さん は 憎い ね」 よりも、 より 以上の 自家 廣吿 となる からで ある。 

(大正 七 年 十二月 十二  R 稿) 


不知 足 山人の 判明 

不知 足 山人の 正 體が分 つた 0 小 松百龜 (本 著  一二 七 二 頁に も 出づ) の 事であった。 百龜 は、 「閗 上手」 「同 二 

編」 「鹿の子 餅」 等の 笑話 本 も 作した、 笑話 及び 艷畫の 大家で ある。 畫は、 祐 信に 私淑した とい ふが、 信と 

も交涉 があった らしく 思へ る。 その 「聞 上手」 ニ篇 (安永 二 年 三月) の 序の 落？？^ に、 寄 山、 不知 足と 證 める。 

暑 名 は 不知 nli^os ち 不知 足、 不知 是、 寄 (奇) 山と 色々 に稱 したので ある 0 其 後 自分 は、 不知 足 散 人の 名 ある 「翳 

道俗 說辯」 (まじめな 物) や 同 「魂膽 遊 嬋窟」 五册 (よみ 和) を 見た 0 家 藏の聞 卜-手 ニ篇と 全く 同 一 *w 體 であ 

る 0 卽ち前 稿の 逸 題の 艷本 は、 春信畫 に、 序と 附錄の 文と を百龜 (不知 足 山人) が 作した、 卽ち 序のお 信 推 

獎は、 百 龜が爲 した 物と 類推され たので ある。 尙、 此 等に 就て は、 他日 詳紬 に發 表する 機が あらう o( 大正 十 

三年 十二月 柳) 
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ヱ 口 チック スに 滲む 心 持 


時代 民心- 

の 接觸 


需要 心理 


嘗て 私が ものし、 本 著に も その 一部 を發 表する 所あった 「浮世 繪師の 心理」 と はまた すっかり 異っ 

た、 艷畫 を 描いた 浮世 鎗畫 家の 「何が 故に 描きし や」， 又、 「いかなる 心 持に 於て」 て ふ 彼等 自らの 

心理と- それ を 需要し 切望した 民衆の 「何が 故に こ を 得む と 欲した か」、 又 「如何なる 心 持 を 以て こ を 

披 いたか」 の 心理と、 その 二つに 觸れて 見たい と 思 ふの が、 本論の 主 _嬰 服で ある。 

凡て 藝術 は、 いかな 個人的の 色彩 Q 强ぃ、 作家の 個性 味の 著しい 作と 雖も、 その 內 部に は、 該 時代 

の 民心と (或は 時代 を 超 絡した 永遠の 人間性と もい ふべき ものと. - 那邊に 於て か接觸 しつつ ある。 比 

铰的 この 個牲 味が 勝って ゐ るか、 或は 此の 民心の 要求に 對 する 適 從 味が 多い- の 差で ある。 艷畫 及び 

その 作家た る 浮世 鎗師 の、 外部の 描かれた 形の 上に も內 部の 秘められた 畫 家の 心の 上に も、 無論 此の 

二つが 何れ かが 强ぃ か弱い かの 差で ある だけで、 歸 する 所 は、 いかな 個性 本位と 覺 ゆる 作 〈豕 及び 共 作 

品からで も- 民心への 適從 味は爭 はれぬ もの、 容易に 指點し 得る もので あらう と 思 ふ。 

したがって， 私 は、 艷寰に 滲む 心 持を說 くに 方っても、 一 は、 必す 民衆の 心理 11 需耍 心理 を先づ 

忽 緒に 附 する こと は出來 ない と 思 ふ。 究竟 すれば、 物 は、 需要 あるが 故に 生れる ので はなから うか。 
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供給 あるが 故に 需要が 生る i ので はなく してで ある。 此の 萬 有 ー授の 理法 は、 無論 この 艷畫 の發 生、 

及び 旣に 現れ、 旣に發 達し 來 つた 江戸時代 無數 の、 全 浮世 繪發達 期 を 通じて 誰でもの 作家が ものせ る 

この 晝 風の 批判に も、 加 へらるべき ものと 思 ふ。 故に、 私 は、 本 記述 を、 需要 側と 供給 側と より 見， 

先 づ需耍 側の 心&: から 觸れて 行きたい と 思 ふ。 

人々 は、 何が 故に、 艷畫 なる 一種の 非公閒 畫を耍 求し、 その 發達 を翹 望し、 且つ その 盛 行 を 見る に 

至って、 歡 * 措く 能はなかった か。 (以下、 人々. 民衆なる 語 は、 無論 江戶 期の 人々、 民衆に 限られて 

ゐる こと を、 含んで 頂かねば ならぬ。〕 いかなる 心 持から これ を 兌む と 欲した であらう か。 これ を需め 

これ を披 かんと 欲した か。 第一 に是 である。 こ は、 士翁 子たり とも 容易に 首肯し 能 ふ 事で あらう。 我 

等の 喋々 を俟 たざる こと、 事 自明の理 であらう。 宇宙 儼存の 意識、 文化の 創造、 その 發建、 凡て 「我」 

あるが 故にで ある。 千 萬 年の 昔より この 「我」 が あり、 この 「我」 が 無 數に擴 大して 行った からに 外 

ならぬ" 而し てこの 「我」 は何處 より 生れし や。 神秘なる 手の 至妙なる 運動 斡旋 は 姑く 不問と し、 一 

に その 素材と して 陰陽 男女の 二 性 ありし が爲 ではなかった か。 男女 相 存在して、 始めて 「我」 生れ， 

始めて この 「我」 が 「我」 を 生むべく， 生れな がらの 生存 欲と 中期に 於て 自覺 せる 生殖 欲 これに 熾烈 

な 勢 を 以て 加 はりた ると、 以て その 一 生 を 自己の 「我」 と 「第二の 我」 との 爲 めに、 及び その 「我」 

を^ 在せ しむる 環境の 爲に、 自然 的の 奉仕- 協同 を爲 し、 以て 此の 一時期の 「我」 を 終る ので はな か 
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らう か。 卽ち 凡てが， 異性の 相 牽引より 生れた ので ある。 人類の 文化、 生活の 進み 來 りたる 現代に あ 

りて は， 性欲の 他に、 雜 多なる 環境 及 其の 事件に 對 する 卽ち 我等の 人文 促進の 爲に， 「我」 の 發展欲 を 

發現 する ありと 雖 も- その 半面に は、 必す この 「我」 の 原始的なる、 本然 的なる、 「我」 一個の 天然の 

營み、 卽ち 性の 營み を爲 しつ つ あるで はない か。 恐らく 此の 生殖 欲 こそ は、 或は 他の 尙ー 個の 原始的 

欲 たる 生存 欲よりも 更に 强 きもの あらう。 卽ち 生殖 を 完全に 理想的に 果 さんと して、 生存 欲 を 否定 

する もの 頻々 たる あるの 現象 は * 今日で も然 りで はない か。 卽ち 生存 欲 も 此の 生殖 欲の 完全なる 實行 

ありての 隨伴 たるが 故にで ある。 

却說、 この 生殖 欲が 最大 最強の 人 間 性、 人間 欲求で ある 限り、 我等の 艷畫、 或は 艷畫 要求の 潜在 意 

識と相 均しき 相 近き 软派軟 文舉追 隨の心 (文化 も廣汎 的な 藝術 も、 その 人間に 最も 歡 ばる、 は、 凡て 此の 軟の 

みで ぁリ、 卽ち軟 のみが 文學 であ リ藝 術で あると、 斷言 しても よい かも 知れぬ。 然し、 今假に 特に 軟の 形容詞 を附け 

てお く。) も 亦 必然的の 現象で あらう。 卽ち此 等 は- 最も 端的なる 自他 共通の 性的 生活の 表現、 進んで 

は その美 化で ある。 理想化で ある。 自己の 行爲を 何ら かの 形 を 以て 表現し. 又は それ を 跡 づけん とす 

る は、 卽ち 「我」 の 「我」 を 印 せんとす る は， 誰し も 人 問 の 欲望。 故に 艷畫の 如き も 其の 创始^ 朗に 

ありて は、 單 なる 自己の 性的 皮 ー活の 表現、 印痕、 かう した 心理に よって 生れた ので あらう。 無論 當時 

は、 彼等 個々 が、 爲す 人卽ち 描く 人であった ので あらう。 然るに 時 は 移った， 年 は 世紀 を 追うた。 人 
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智は取 拾 選撵， 美醜の 判^力 を 有する 所謂 優^なる の 域に 達した。 彼等 は * より 完全なる • より 美な 

る もの を 凡てに 欲した。 .H 己 之 を 作り 得すん ば、 他 代って 我に 與 へん こと を 希 ふに 至った。 乃ち、 今 

我等が 問題と せる 人類 性的 シ ー ンの 表現 --— 艷畫の 上に も， 優秀なる 美化され たる もの、 進歩した る 

もの、 より 複雜 なる もの、 より 變化 ある もの、 更に 平凡より 異常へ、 より 異常なる ものへ、 $S も 個々 

の 性欲 自身 も單 純より 複雜 * 更に は變態 異常に と 進み ゆく が 如く、 然る 自然の 耍 求が そこに 生れたら 

うこと は. 必然で あり、 然る 事實 ありき と斷言 すと も必. f しも 妄 なら じと 信す る。 卽ち玆 に、 艷畫の 

^生、 該畫 家の 發生、 若しくは 畫 家の 執筆 動機の 根本 原因 ありと 思 ふ。 (分業 耝綠に 進み 來 つたこと も、 

この 機 述を促 逸せし めた  一 では あらう 0) 

以上 は、 餘 りに 迂遠なる 然し 凡庸なる 詮索な りと 嗤笑を 買った かも 知れぬ。 然し これが、 极木 であ 

り、 凡て はこれ より 發 する ものと 信す るが 故に 絮說 したので ある。 以上 は 勿論 艷畫を 含んだ 廣汎 なる 

性的 藝術， 文舉の 上に も 謂 ひうる ことで ある。 さて 今度 は、 時代の すべて を 通じ、 すべての 民庶 が、 

特に 艷畫の 形式に、 かの 物に、 何が 故に 爾く 要求の 熾ん なる あり や。 より 微妙なる この 詮索に 移らう。 

卽ち 一 に 彼等が， 端的に 自己の 性的 生活の 一 縮圖 として 此等を 見む と 欲する 點に 於て、 艷畫 を選擇 し、 

又耍 求して ゐ るの だと 思 ふ。 軟文擧 軟藝術 あらゆる ものよりも * その 骨子 を 端的に 具現す る は、 此の 

艷畫唯 一 あるの みで ある。 卽ち 彼等 は、 端的に 自己の 眞を そこに 再現 * 或は 直視 せんとして、 艷叢を 
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再現、 或は 


自已 性的 生 

活の 複雜化 


刺截劑 , 


描き、 後に は特業 的なる ー畫 家の 手より 產み出 だされた る此 等の 艷畫 に、 その 欲望 を 充足せ しめた。 

而 して 更に 人々 の 感情が 複雜 になり ゆきつ i あった 世紀 後に 於て は、 更に 此の 我の 再現 直視 以上、 我 

をして 蠱惑せ しめ 挑發 せし むる ものと して、 彼等 を 選んだ であらう と 思 ふ。 より 多くの 性的 生活の 沈 

淪、 その 複雜 化變 化、 それが 爲に は、. 自己の 發見 と共に、 他の 無 數の發 見の 例 を 見 倣 はんとした. そ 

こに 艷晝 より 受 くる 蠱惑の、 自己 性的 生活との 交 涉が釀 さる \ のであった。 卽ち 人々 は、 原始的なる 

本能から、 人間的の 知識の 複 雜に趁 りつつ あつたの である。 自己の 經驗 に， 他の 經驗を 吸 集 せんとし 

たので ある。 卽ち 彼等 は， 自己の 性的 生活 を 深め 複雜 化せん がた めに、 他の 經驗を 知らん と， それに 

倣 はんとし たので ある。 その 結 * はより 複雜、 終に は 誇張 變態を すら 知らす 識らす 求む るに 至った。 

卽ち 原始の 眞 純が 發 達の 墮 落に 導かれ 來 つたので ある" (この 徑路 は、 艷査 そのものの 變化、 内容の 發逮上 

にも 謂 ひ 得られる。 然し こ は、 後段の 供給 心理 〔畫家 心理〕 に 於て、 悉 しくい はう 0) 

無經驗 者に 對 する 性的 敎科 書であった とい ふよりも、 有經驗 者に 對す るより 多くの 經驗 補充の 器、 

更に 鈍りた る 感覺， 或は 生来 鈍感なる 彼等 或は 單調 平凡 化せん とする に對 する 刺戟 劑で あつたと いふ 

ので ある。 而 して 江戸時代の 民心 は 、いかなる 時代 もこの 艷畫 需耍が 民衆の 內部 にあった。 御殿女中， 

或は 未經驗 者の 經驗 有事の 際 (結婚) に 於け る、 或は 幻想 的 自己 滿足、 或は 性的 敎科書 (母の をし へ 

の 代用た る) とい ふよ" も. 寧ろ 成人 者の 間に、 有婦者 有夫 者の 間に 歡迎 された こと 頗る 多し、 十 中 
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最大 勧 機 


の 八 九は然 りであった らうと 思 ふ。 そ は、 浮世 鎗の 凡て は、 その 翼 面目 側に 凰す る 公判の 美人 畫 風俗 

畫と離 も 凡て そ Q 多く は、 特殊なる 畫 (艷畫 ) に 於け ると 共通の、 有經驗 者が 他の 變化 ある、 相違せ 

る 經驗を 得て 喜び、 以て 自家 藥籠 中の 物と なし 了 せんとす る體の 民衆 心理が 働き 具現され てゐ た。 凡 

てに 所謂 あぶなき 風姿、 句 を！^ はせ る を 目に して、 自己の エロチックなる 感じ を 深めん とした。 しか 

も その 氣 分の 理解 * 陶醉者 輩が (卽ち 錦 翁の 鑑赏 者が) 成人 者 流に 寧ろ 多かった ことより して、 卽ち 些少 

の經驗 ある 者， 偉大なる 經驗 にぶつ かりて、 いよく 喜ぶ 體の 心理の 發 現に 外なら なかった に 顧みて 

の、 予の斷 雷で ある。 本 >  II れ場 多き 芝居、 (或は 俗曲) を歡迎 し、 勿論 理解した の も 皆、 成人 者 

に その 過半 を 占めて ゐた。 卽ち 些少の 經驗 なくん ば、 何ん ぞ より 複雜 なる 經驗の 理解、 それに 對 する 

歡迎 * 與味 湧か ざらん や は 明白なる 理 ではない か。 

彼等 は、 ^ち 如斯く 性の 蠱惑 を 端的に 得ん が爲 に、 その 描かれた る說 かれた る 內容を 以て 自己の 生 

活の 素材たら しめ、 經驗の 補充たら しめんが 爲に、 平凡 化 を 防ぐ 唯 一 の 刺戟たら しめんが 爲 めに、 艷 

畫に對 した、 之 を 1 女 求した。 是れ 最大 動機で ある。 然 りと 雖も尙 他に か \ る 事 もい ひ 得よう. - 卽ちこ 

は、 當 時代の 民族 心理の 考察 上からで は あるが。 卽ち、 痛ましき 憐れなる 封建時代の、 人間の 本能た 

る 自己 發展欲 を 阻害して 措かぬ 所の、 人々 の 個性の 自 .5、 表現の 爲 には最 不幸 時代， i|f 黑^ 代と もい 

ふべき 時代に 於て は、 此 等の 上に、 自己 を 韜晦し- 寧ろ 此 等の 上に 豪奢た らんと し、 若しくは、 その 
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幻 象に？ ^1 る 


性の 國に自 

己の 飛翔 


貴族、 將ポ 

に 取材 を藉 

る 


幻 象に 浸らん とする の 他はなかった。 一 將軍 のみに 比較的 自. S が殘 されて あった。 量の 相違 こそ あれ • 

上 は 大名より 下 は 町人に 至る まで、 凡て. H 己の 自. 發現を あらゆる 方面に 杜絶され てあつた。 遣 さ 

れ てあつた の は * 唯一、 性的 生活の 上の みであった。 大名の 折 花攀柳 >  町人の 二十 四 文 狂 ひも 凡て 此 

の 欲望 11 個性の 自由 欲、 表現 欲の 轉換に 外ならぬ。 将軍と 雖も， 時代. 制度の 些少の 奴隸 たらざる は 

得なかった。 卽ち 彼等 將 軍に 漁色 放蕩 者 流の 頻出した る も， 一 に此 に、 時代. 制度の 縛に 對 する 憤 

懑を 遣れん とする 自慰の 心に あらう と 思 ふ。 況して それ 以下の ものに 於て を や。 卽ち 彼等 は、 性の 國 

に 於て、 饞 かに、 自己の 飛翔 を 求めた。 自由、 征服、 瑰奇の 快感、 充足 感を 求めた" その 傾向に 隨伴 

し. 大部分 これの 氣分を 煽り、 或は 訓へ、 これ を 導いた もの は、 多くの 钦派 文擧藝 術、 就中 端的に は 

浮世 績、 就中々、 此の 艷畫の 類で あらう と 思 ふ。 自由、 征服 は、 纏て 常態より 變 態にまで 趁 らしめ た。 

彼等の 或 者 は 艷畫に 現る i 獸 口に、 同性 相姦に、 變態 欲に 喝采した。 龍 陽の 不祌聖 は *  士 人より 町人 

にまで 流行しつつ あった。 家庭の 婦 よりも 性の 蠱惑 味 多き 娼婦に 隨 喜した。 こも 一 に、 彼等のより 惡 

しき 進化の 跡で ある。 艷畫家 は， 彼等 (民衆) の 欲求に 副 ふべ く 凡て を 描いた。 殊に 民衆の 征服欲、 

性の 國の王 君た らんこと を 欲する 民衆の 心理に 伴 ふべ く， 多く その 主人公 を、 彼等の 大多 數が羡 望し 

つつあった 責族 階級、 殊に 最高 階級の 將軍、 若しくは 諸侯の 祕 事に その 取材 を藉 りた。 江戸 末 無數 

の 源氏 情 * 其 流の 艷畫 (種彥 作の 草双紙た る田舍 源氏の 主人公 足 利 光 氏、 其の 實 十一 代將軍 家齊を モデルと せり 
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て ふ 源氏に 關 する^ を 源氏 給と いふ。) の 類 は、 その 露骨なる ものであった。 卽ち 彼等 は、 此 等の 艷畫 によ 

りて、 色界の 自由 者、 最大 權カ 者、 暴力 者、 征服者. 士人 たらん とし 大名た らんと し、 果は將 軍たら 

ん としたの である。 卽ち亦 彼等の 心理 可憐なら す やとい ひたい。 

需要 者 (民衆」 の 心理 は、 此に 姑ら く 息め、 以下 筆 を 改めて、 今度 は畫 家、 艷畫の 供給者の 心理に 

考察 を 移さねば ならぬ。  ， 

だち は 、 

供給 側 11 浮世 繪師の 方から い へば  >  やはり 本然の 要求に 驅られ て 物す るのと、 卽ち 本然の 立揚と 

は、 之 を^ 

家- 

本然 性の I ム は II く、 功利的の 發途 がその 主 を 占めて ゐる といって よから う。 而 して その 功利的な、 

自己の 何物 かに こ を 利用 せんとした ことに 於いても、 我等 は その 動機の 上に 雜 多な 15^ 別 を 認める が 

今先づ その ニ大 特長と もい ふべき を列乘 し解說 し、 以て 彼等 — 畫 家の 艷 畫に對 する 主耍 なる 態度 1 

—功利的の 一 一大 方面 を 先づ閱 かにしょう。 

功利的な 彼等の 立場に、 純と 不純との 正に 相反した 動機から 起る 二種の 著し きがある。 純なる は、 

. 則ち 向 己の 畫 技の 熟達 研鐵 上の 好機、 材料と して この 艷畫の 描 線に 習熟 せんこと を 努めた ので ある。 


は、 之 を 他の 何物 かに 利用 せんとの、 卽ち 功利的の 立場との 二 ある こと は、 無論で ある。 然し、 畫 

, 供給者。 民衆 11 需要 者たり と爾く 截然たる 區 別の 附き來 つた 後世に ありて は、 如上の 中 寧ろ 


不純なる 動 


從 つて 素描の もの、 或は 密畫 的の もの， 種々 に その 傾向 を 追うて、 肉 體の衣 を 被らせた る * 或は 被ら 

せざる 男女の 描 線の 習 熱に 努めた。 而 して これが 習熟の 根本に は、 無論 粉本と して 自國 同派の 諸 先 a# 

の板畫 肉筆、 更に 明. 淸の畫 圖に據 つたので あるが、 往々 に は 、モデル を 有して、 これ を實寫 したと 思 

はる \ の も尠く はない。 甚 しき は 顔面の 微細なる 表情にまで 實寫 的に である- Y 姿態 は甚 しく 不自然 且 

つ 變態を 極む る も、 その 柔 しかも 紋 なる 肉 體の描 線に は、 寫實を はなれた る 寫實、 姿態の 變態 不自然 

の 如き も- 彼等の 入神の技 によりて、 常態、 眞を はなれた る 第二の 3 呉と なって ゐる もの も少く はない。 

とにかく 极本 は、 寫 *、 又は 眞 i 莨に 近邇 せる ことに 重き をお き、 それより 出で X 多少、 個性. 趣味の 

相違 * 或は 畫家 自身の 性的 興奮の 强さ 弱さの 相違から * 畫樣 にも SBf なる 寫實、 或はう そから 出た まこ 

ラ そ 

ととな り 了せ ざる 僞、 或は 虎 を 描いて 猫に 類す る もの や、 或は 天衣無縫 * 寫實と 理想と が相融 化し、 

心 飛び 魂消 ゆる 恍惚 境 を 非寫實 的に 描き出して ゐる もの も 間々 ある。 がその 根抵 は、 矢張り 一個の 實 

である。 それ を 楔 子と して、 騰れ るか * 叉 は 降れる かの 相違で ある。 

とにかく 此 等の 種別が あるに もせよ， 彼等の 殆どが、 此の 艷畫の 描畫に 親しむ こと を 以て. 彼等の 

晝技、 主に 人物 畫の 習練の 具と した。 この 一事 は， 古來 誰し もの 熱 知せ る 所、 敢て 再び 紬說 する の 要 

はなから う。 次に 不純なる 動撵 からの 功利的な 立場と は 何で あらう か。 謂 ふ 迄 もな く、 賫ら むかな * 

の 卑しき 心の 發 はれで ある。 俗衆 —— 否 殆どの 民心に 媚びん とする、 而 して 自己の 畫技を 誇らん とす 
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大いに 至純 

なる もの ， 


る * 甚 しき は、 に 由って 自己の 名聲を 高めん とする. 卽ち 自己の 畫家 としての 發展 欲の また 一機 會に I 

これ を 使用した かの 觀 ある ことで ある。 好色 多淫 なる 當 時の 人心に 只管 媚びん として、 能事 終れり と 

なす もの も少 くはなかった。 卽ち 娼婦が 標 客に あらゆる 姿態と、 あらゆる 一一 一一 n 辭を 弄して、 自己の 情 そ 

こに 伴 はざる 誘惑 敎唆を 試む るが 如く. 單 に阿堵 物の 爲、 比較的 進みた る ものな ほ 自己の 秀拔 なる 技 

巧に 對 する その 效 染の靦 然舉れ るを晃 て 自ら 喜ぶ て ふ 卑しき 胸臆より 出で たる * 一は 打^、 一は 自負 

に對 する 自らの 滿 足愉悅 * か.^ る ものに 過ぎなかった。 然 りと 雖も 51： 々に は 眞に戀 愛國の 幻想に 自ら 

ちか  か 

醉ひ、 或は その 一 部 を 自己 若しくは 自己に 邇 きに モデル を藉 りて、 これ を 表現し、 自己 一 身の 好色 心 

滿 足の 意味に 於け る 落 筆 も少く はない。 寧ろ. これ 等 は、 前者 所說の 如き 他 を 度內に 措け るより は、 

大いに 至純なる ものと 謂 ふべき に は あらざる 乎。 泰 信より 歌 麿に いたる 閒の 作家の 多く は、 此の 比較 

的 純なる 立場に あった。 卽ち 自ら 作る 甘き 戀 愛の シ ー ンに 陶醉、 その 描畫 も、 自ら 微笑む 體の 自己の 

趣味 を 以て 貫け る もの を 見る ので ある。 然れ ども、 その 歌麼 等に ありても T 歌さん は 憎い ね」 の 類 を， 

畫 中の 人物 をして 曰 はしむ る を 見ば、 そこに、 不純なる 動機、 自己の 畫 技の 效果を * 自ら 進んで 廣吿 

せんとし たる， 卑しき 心 持の 仄めく を 肯定せ ざる を 得ぬ。 

事、 微妙なる 該畫 家の 胸裡の 臆測に 關し. 紊 りに斷 首し 能 はぬ ものであるが、 中には、 自己の 性感 

の魯 鈍、 或は 先天的の 能力 薄弱 を， 寧ろ^！己の畫技の上に， その 正 反の 異常なる 好色、 猛烈なる 漁色 


考雜 胶軟戸 江 


自愤の 情 を 

行る 


の 場面 を 交々 展開 描 畫し來 つて、 以て 自體 の缺陷 又は 境遇に よりて 畫 面の 如き 放埒 豪奢なる 實 行を杜 

ぢられ たる 自 憤の 情 を 自ら 滿 たさんと したの もなかった であらう か。 (恰も 西の 國の 小說家 ゾラが 、自己の 

性的 不能 を、 例の 姦淫 小說の 連作 を 以て 滿 足したり との 一 說の 如く。) 浮世 緣畫家 は、 當 時の 戯作者と 同じく 大 

らも 0 

凡そ 花柳の 豪 者 (實際 上の) ではあった。 しかし 年齢に 反比例せ る 性的 能力の 類廢に はいかに 剛情な 

る， 聰明なる 彼等 も 如何と もす る 能はなかった であらう。 かの 歌 麿の 如き も 殆ど 遊君 畫家、 靑樓晝 家 

たる を 冠 せらる- -程、 遊君. 靑樓を 以て 自己の 畫材 とした。 成程 彼が 荒蕩 であった との 傳說も 無き にあ 

ら ざれ ど、 そは壯 時と 限られて ゐる。 晚 年な ほ輒强 なる 性的 能力 ありし や 否や。 寧ろ 表現 者 製作者 自 

身 は、 却って 幻想の 中に その モデル を藉 り、 或は 寧ろ 想像 誇大" か 多く、 若しくは 他に モデル を藉 りた 

る 多き に は あらなかったら うか。 溪齋英 泉 も. その 本 類 は 多少の 材料の 複雜を 見る も. その 板畫の 

全部 は， 女性、 殊に 娼婦 —— 歌 麿の 遊君に 比して * こ は 娼婦と いふ 下卑た る 名詞が 最も 適 好で ある 程、 

それ 程、 彼 は、 卑しき しかも 人間 本然の" 全裸 體 的の、 性欲 そのもの とい ひたき 婦女 を 描いた。 恰も 

明治 文學の 紅葉 氏の 脂粉 を かさね、 緩羅を まと ひ、 彼の 性格と は 寧ろ 反對 ともい ふべき 暑苦しき、 戀 

愛國の 女王の 如く 描破され たる 女性 を 以て 歌 麿 描く の 美な りと せば 、「女子 は 生殖器 を 中心として 成さ 

れ たる もの」 と 喝破せ る綠雨 氏の 女性 は * 英泉 にあら すして 何ぞ。 大名に 張り を 通した 太夫の 存在 は * 

すでに 歌麿當 時には 眇影 だに 接して ゐ なかった が、 然し 彼の 作 畫には 時として 如斯き 女性 祟拜の もの I 


ある を 見る。 然るに • 英 泉に 至りて は、 唯に 男子の 玩弄、 よくいへば とて 男子に あらゆる 嬌笑、 媚態 

を 投げ かくる 女性と して 描かれた る ものの み。 英 泉の 晝 には必 すそ こに 性欲 伴 ひ、 歌 麿の 畫に は必す 

そこに 戀愛 伴な ふ。 

事、 英 泉と 歌 磨 二 輩の 比較 論ではなかった。 筆端、 思 はす も 平生の 予 の抱懷 に觸れ たる を 許せ。 (な 

ほ 此の 英泉 i の 比較 は、 予が 蓊著 「浮世 翁の 印象」 〔が 15^1 にも、 「神性と 獣性」 と 題して 觸れ ておいた。 本 著 

にも 旣に 「浮世 緣 の肉體 美」、 「浮世 翁の 寶春 讚美」 等に 於て、 その 一端 を 被 濯し. ておいた 0) 

ヱ 口 チヅ クス  ひ& 

以上 を 以て、 一は 需耍者 11 民衆から， 二 は 供給者 11 賓 家からの^ 畫 の 上に 浸された 心 持を遍 

く說き 終った。 さらば. 我等 は、 終りに 臨んで * ー應、 德川 泰平 ニぼ餘 年間に 現 はれた 我等の 目睹せ 

る 範圍に 於け る^ 畫の、 直接， 晝 そのものの 上に 滲む 畫家 自身の 心 持、 隨 つて 印 銘の差 を 前文と 重複 

せざる 程度に 於て 列 擧し、 大 たいに 評 隙して みょう。 表 を 以て 示せば * 

(陶 醉感) 師宣 11 祐信 11 政 信 11 春 信 11 湖龍齋 11 春 章 11 淸長 —— 春 潮 —— 榮之—— 歌 S 

初代 

(皮 肉感) 歌 麿 11 豐國—— 北齋 11 英泉 11 國貞 11 圃芳 

(挑 發感) 英泉 —— 國貞 —— 國芳 11 歌 川 及 菊 川 末派 

右の 表示に 據 るが 如く、 歌 麿の 如き は、 陶醉感 にも 足 を 踏み入れ、 また 皮 肉感に も^み 入れて ゐる。 

卽ち比 Q 如き は、 二者 併有と 見るべき が 故で ある。 (皮 肉感と 挑發感 とに 於け る、 英^r 闽貞、 國芳 の：：： 者の 
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查 本の 扉 


. ^きも、 雨 者 併有と 見るべき であ. 0O) 尙、 此の 以外に は * 廣重 をい ふべき であるが * 此は 年代の 順 を 以て 

曰 はビ、 無論 皮 肉感の 末で あらう が、 彼の 艷畫 の氣分 は、 寧ろ 陶醉感 である。 卽ち 如斯き 例外 無き に 

しも あらざる も 大半 は、 右の 表示が 妥當、 若しくは 眞實 味が 多から うと 思 ふ。 勿論 此の 一一； 大別 は卽ち 

陶醉 (悉 しく は 自己 陶 醉。) より 皮肉 (く はしく は對他 皮肉。) へ、 更に 挑發 (く はしく は 對他挑 發。〕 への 推移 

は、 各畫 家の 一 々に 據ら すと も、 艷畫發 達の 上の 當然 の歸 結、 過程で あるか も 知れない" 自己 陶醉 は、 

醇 である。 對他 は內に 於て 不醇を 加へ、 挑發に 至りて は 不醇の 不醇、 墮落 である。 然し こ は、 ^喪と 

いふよりも 寧ろ 一般 美人 畫の 變遷の 大潮 流- 滔々 たる 不可 杭の 推移に して、 如何と もすべからざる も 

のか も 知れない。 試みに 公刊の 一 枚繪， 春 信の 淨 潔なる 戀 愛美 人畫と 末期 芳幾 あたりの 美人 甞： のし だ 

ら なき 新 東京 娼婦と を 比較せ よ， 何人も そこに 陶醉 のうら-" かなる 峙 より 叢々 たる 挑發の 谷底に 陷り 

來 つたこと は、 否めぬ 目睹 事で あらう。 況して 艷畫に 於て 此の 傾向 著しき ものが ある。 しかし 陶醉も 

極まれば、 稍 そこに 目覺 めた る 自己 意識 を 喚び 起し、 他に 對 する 皮肉 を產 まざる を 得ない。 歌 n の 如 

ひた 

きも、 甘き シ 1 ン (描畫 の 上の) に 自ら 浸る と 見せかけて * その 實そ により 多く 陶醉 せしめら る、 自 

己 以外 (觀 客) の 未 經驗、 若しくは 幼稚なる、 僅かに して 魅了され 易き、 我等の 眼と 心と を嗤笑 して 

ゐ るの かも 知れぬ。 「歌さん は 憎い ね」 の 類 は、 この 皮肉 萬 幅たり である。 圃貞、 罔芳 わけて 英 泉の 如 

き、 皮肉 萬 幅、 殊に 彼等が 念入りに 描け る 何でもなき 彼等の 艷晝 本の 扉 最初 第一：^ S 表面の 狩) の 如 


き は， (この類の 扉 潜 は、 旣に泰 章、 春 潮 、欺 麿 輩に も 可な リ<_ ふ 入りなる もの ぁリ とい へど も、 それら は單 なる 風姿 

さらで もな き 表情の 女、 若しくは の籙、 半身の み。) 何たる 皮肉 横溢 ぞ。 挑發 とい は i -、 彼等の 他の 該流^ 

の畫， 若しくは 彼等の 末輩た る挑發 期の 挑發畫 様よりも 更に、 以上なる 挑發 感を與 へ、 しかも その 資 

何でもなく- こ をして 挑發 的な りと いふ は、 見る ものの 卑し さに 由る と 云 ひたげ の 其の 描 線 >  額貌、 

風姿. 皮肉の 極と 謂 はば 極、 挑發の 極と い は^これ 程の 挑發は あるまい。 我等の 偏狭なる 好惡の 情よ 

りせば， 我等の 艷畫に 期待す る は. 寧ろ 此の 第一 の鎗、 何でもなき I その 實大に 何でも ある 綺也。 し 

かも 陶醉に % き、 挑發に 反感 を 抱いた る果 * この 皮肉 さ を 見れば. 三 斗の 溜飮忽 として 下る の感ぁ 

り。 英 c 水の 如き は- まじめな る-公刊なる、 大錦 判の 錦繪 にも、 その 大首 綺、 或は 一 人 坐. 一 人 立の 総 

に は- 問々 その 然るに 近き もの を見受 くれ ども、 然れ ども 大 錦の 此 等に ありて は、 寧ろし かるが 當然 

しとね  ふところ  をと が ひ  I  ：  ,,  ,,  -  I  -,  >、 

にして、 何と なれば、 枕- 衾、 行燈、 懐を颶 ける 彼女の 頤の 如きに よりて、 然る を旣 に例處 まで も 念 

押し をれば 也。 卽ち 却って、 我等に 艷畫 の、 淫猥 本位なる にし かも、 胃 頭に 掲げられ たる、 オヤ 何で 

もない 本 だよ とい ひたさうな 扉鎗 の、 その 實 他の 全卷の 艷畫に 勝る こと 數 等なる もの ある 此 等に、 駭 

心 驚 目、 我等 は、 魅了の 連し きものな くんば あらす とい ひたい。 普通 艷畫 様の 露骨 さ、 その 【紅 如^に 

異態新 工夫 を 凝す も 結 は 、 同じ 效 ei- に 終 る べきよりも * 寧ろ 或る 皮 を それに 被ら せ. その 實扣 は， 

人々 の 想像の. ST 由なる の 飛翔に 委した らん 方、 より 效 ありげ に 思 はろ、 は 非 か、 予 のみの 惟に や。 
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れ じる じ ， 

機 m を 穿ち この 機微 を 穿ち、 そ を具體 化し、 併せて その 巧妙なる 畫 技の 皮 肉感 を 盛れる もの、 彼等 〇 印の m 检な 

そ を 具體化 

す  ら すと せんや。 

却說、 艷畫 の挑發 本位の 物の 如き は、 予は 唯、 赤し、 毒々 し、 醜亦醚 とい はんの み。 他に 何等 E ふこ 

最大 傑作 となし。 さて こ k に 諸賢に 艷畫 中， 皮肉ぶ りの 極點、 予の 目して 最大 傑作と 稱 する も Q 一枚 を揭 げん。 

こ は、 不器用 义平 (初代 國点) 晝， 女 好 庵主 人、 天 保 壬 辰 春 正月に 一^ 極樂遊 (土器お 傳に關 する 和 印本の 一 

種、 金楚堂 〔耕 綿 堂〕 板 行) の ロ稳全 一 葉 也。 諸賢 >  その 眼、 その 表情の 以て 純艷畫 以上な り、 予の言 の 

妄 ならざる を 知り 給へ と 云爾。 (英 泉作艷 本の ロ緣 にも 割愛すべからざる もの あれ ど、 惜ぃ 哉、 彼の 費 は 殆ど 男 

女 一 對な 90 したがって 稍 皮肉 さが 露骨な 》vo 故に 此に 略く  0)  . I 大正 十二 年 十 1 


件の 男 間 擬郎十 藤 


まが ひ をと こ 

藤 十郞擬 間男の 件 


「藤 十那の 


出處の 記事 


贤外集 


藤 十 の 逸 

S3 


元綠 濡れ場の 本尊 坂 藤 十郞を 題材に した 「藤 十郞 の戀」 が 甞て大 毎の 紙上に 創作と して 發 表せら 

れた 時. 私 は 何の 氣 なしに 讀 んでゐ た。 面白い と は 思った。 然し 自分の 藝術 表現の 爲に、 一人 妻の 感 

情 を 弄ぶ とい ふその 筋が、 餘り 近代 染みて ゐて、 藤十郞 その 人と して は 受け とられぬ やうに 思った。 

原作者 菊池寬 氏の 特殊な 創作 舆味 とだけ 考 へた。 ところが 當時 間もなく 調べ物の 序に 演劇に 關 した 十 U 

隨 筆を撿 索して ゐ たら， 偶然 この 「藤 十郞 の戀」 の 出 處か、 又は 菊 池 氏が これから ヒント を 得た ので 

はなから うかと 思 ふ 記事 を * 私は發 見した。 稍 時候 後れの 話で は あるが、 まだ 誰の 口から も 聞か ぬら 

しいから、 左に 披露して おかう。 

それ は 賢 外 集 (藤 十郞と 同期 時代の 立 役、 染川十 郞兵衞 なる もの、 聞き 覺 えの 事 ども を， 東 三 八 〔狂 

言 作者〕 が傳 へて 害 置け る もの。 賢 外 は 十 郞兵衞 の 法名な りと) とい ふに ある。 r 资外 集」 は， 大半 は 

坂 田が 逸事 逸話 を傳 へた ものであるが、 就中、 左の 一 項が ある。 〔H みに、 賢 外 集 は、 故 佐々 氏 探 「湫舞 伎 

叢書/又は 國書 刊行 會刊 「新 群 書類 從」 演劇 第三に 所収 o〕 

『坂 田 藤 十郞、 祇園 町- ある 料理 茶 やの くわし やに 戀を 仕掛け * やがて 首尾 せんと 思 ふに， 件の 姿 
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女、 奥の 小 座敷へ 伴 ひ 人口の 灯 を ふき 消したり。 時に 藤 十郞" すぐさま 逃げ 歸り けり。 其 翌朝、 右 

の 茶 やへ 行き、 妻に 打 向 ひ、 御 かげに て替り 狂言の 稽古 をしたり。 此 度の 狂言 は、 密 夫の 仕 內 なり。 

つ ひに 左様の 不義 を 致した る 事なければ、 甚だ 此の 仕內に 困り、 此間 太夫 元より. 早く 初日 を 出し 

申 度と 再三せ がまれ、 日夜 此 事に あぐみ、 密 夫の 稽古 を 男に 出會 ひもら ひて は 其 情う つらねば、 ひ 

とつ も 稽古に ならす。 我 願 ひ 成就 致し、 稽古 仕たり。 今朝 太夫 元へ、 初日 明後日 御 出しと ホ 遣 はし 

たりと- 1 禮 申されし。 一座の 人々、 扨々 名人と 呼ばる る 人の 心がけ は、 凡慮の 外なる 事と 手 を 打 

ちぬ。』 

これで ある。 菊 池 氏のと 徑路は 同 一 であるが、 然し 菊 池 氏 は、 芝居の 爲の 機 と 知って、 妻女 をし 

て 自殺せ しめて ゐる。 これ は、 私 も- この 妻女 を 殺した 方が 作と して は 高 if を來 して 面.！ II いと 思 ふ U 

賢 外 集の 通りで は餘 りに 呆氣 ない。 入口の 灯 をまで 吹き消した 女が、 その 翌朝、 計 事であった と^三 

者 扱 ひに して ゐる藤 十 郞の顏 を， 平氣で 見て 居られる とい ふの も不思 I だ。 

藤 十郞は 藤十郞 で、 平 氣で舞 臺！： 話の やうに 事の 仔細 を 述べて ゐる。 而も r ：…… と 一 禮 申されし」 

は、 女に とって は隨 分手嚴 しい 皮肉で はない か。 どんな 顔 をして この 女 はこれ を 聞いて ゐた のか。 

夜、 灯 を 吹 消した の も， ちょいと 役者 を 買って 見よう。 それに 當時濡 事の 名人、 下地 は 好な り 御意 は 

よしの 上方 女 式の 浮氣 から 來た のか。 灯 を 吹き消し たのに、 嚴肅な 心 持がない 以上 は、 翌朝の この"？! 


fl; の; "§間 擬郎十 藤 


一 跟の 人. 

の 感心 


くわし やの 

說明 ！ 


藤 十^の 輪 


呢 しに あっても、 却って 岡惚れ 役者の 材料に なった だけで も 嬉しい と、 反 對に祝 機で も 包む 氣 になり 5- 

はしなかった か。 「一座の 人々」 がさても くと 感心した の も 馬鹿げ てゐ る。 然し 役お、 芝： lis が 生活の 

要素であった 京阪の 當 時の 男女と して は、 尤も かも 知れない。 今でも 大分 この類 は あるら しいが。 で 

これ を 菊 池 氏が あ- - いふ 結末 を 見せた の は * 菊 池 氏の 世界で あり、 本當の 京阪の 色 を £ して ゐ ない と 

いふ 評 を 生んでも い 、と 思 ふ。 

却說 * 前述の r 腎 外藥」 の 中に ある、 くわし やとい ふの を餘 計の 事 乍ら 說 明して おかう。 これ は， 《„3 

時の 浮世 草紙に は ざら に 出て ゐる言 葉。 字 を 宛てたら 花 車。 大槻 氏の 解に よると、 「花 車の 一 W にて、 妓 

を ま はす 意と も * 騣頭 にて 廻る 意と もい ふ。 遊女 屋にゐ て * 諸事の とりもち をす る 婆な り。」 と ある。 

、 、 、 、 

卽ち遺 手の 類 をい ふらしい が、 然し、 これ は 主に 江戶 方面の 稱呼 であらう。 京阪 地方の くわし や は 

別 者で ある。 卽ち 守^ 漫稿 二十、 始 家の 錢 手の 條 下に、 「京阪に は揚ゃ 茶屋の 妻 を 花 車と 云 ふこと、 

ゝゝ、 ゝ  お ちゃや  かみ"，  3 

今も然 り」 と ある。 卽ち 此の 藤 十 郞の揚 八" のく わしゃ は、 無論 貨食 店のお 女將 である 

,w 々藤 十 郞を悉 しく 御^知な.^ 方に、 ほんの 輪廓 を だけ 書いて おかう。 藤十郞 は、 11 れ事、 殊に 倾 

城 EC- に扮 して 古今の 名人、 寶永六 年 十 一 月 一 日殁 した、 六十 五 歳。 ( 一 說六 十三 歳 )o 夕霧の 伊お 衞鬥 

よどの,！ ひしゅつ せ，.； 

は、 格別 盛名 を 博して、 一生の 中 この 役 を 十八 回、 而も 事毎に 人氣を 博した とい ふ。 近松の^^鹏リ^ 

瀧德 のうちに も 「坂 出^ 十郞が 夕霧 を ま 一 度兑 たいと 思 ふたが」 と ある。 
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歌舞 役者 

の 心得 


藤 十 郞の懷 


^外 集 は. この 藤 十郞の 逸話， 中には， 藤 十郞が 人に 敎 へた 歌舞 仪 役者の 心得 やうの もの も ある。 

藤 十郞は 今で 謂 ふ寫實 主義の 男で あつたと 見え、 次ぎの やうな 詞が ある。 

『歌舞伎 役者 は、 何 役 を 勤め 候 ふと も. 正^^をぅっす心がけょり外事なし。」 

と。 然し 性格 はノ濡 事師に 似合 はぬ 案外 謹直であった らしい。 それ は、 

『舞臺 にて、 傾城 買の 狂 一一 m を 勤む る さへ さし あひなり。 然れ ども われ は (役者 なれば) 是非に 及ばす 

と. & されし。』 とあって * 筆者 は、 藤 十郞の 慷慨した やうに * 近き 比 益々 儒 is^ の 極端な 表現， 「二人 寢る 

狂言な ど 組」 む やうに なった その 常 ゆの 作者， 役者の 廢額を 一様に 嘆いて， 「親子 兄弟 一所に 見物な り 

難し。 扱々 苦々 しき 事な り。」 といって ゐる。 

藤十郞 のこと は、 其 他 諸 書に 散在して 居る。 「新選 古今 役者 大全」 に は 藤 十郞を 堅固と 評して ゐる。 

逸話の 多い もので は、 腎外 集の 他に、 「耳 塵 集」 (上下.) など も ある。 11 火 正 九 年 五月 11 


て 就 に 『^^ 形 踊』 
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『踊 形容』 に 就て 


所作事の 類 

か 

芝居の IS 稱 


これ は • 從來の 文獻に 嘗て 現れなかった ことで ある" 「踊 形容」 と は *  ；?^ して に 踊の 意で はない。 

寧ろ 芝居の 謂で ある。 以前から 錦緣 —— 芝居 繪の 家蔵の ものに、 此の 特殊 を 私は發 見して ゐた" 0 

來數年 • 明治 以後の 諸 先輩の 著述、 あらゆる 舞 |„细 の 記述に も 演劇 史の 著述 記 文に も、 此の 語 は 現れな 

かった。 現れない ばかり か 或は 抹殺され てゐ るの かも 知れない 體の ものである。 坪 內近造 博士の ー者述 

記 文に も、 まだ 私の 知る 範圍 では 現れない やうで ある。 然し 博士 は 無論 家蔵の ものと： ^様の 錦 输を恐 

らく 觀られ た 害で あるし、 またより 多くの 「踊 形容」 の 文字 ある 芝， 居繪を 見られて ゐる かも 知れない。 

然し， まだ 同 博士 は 勿論、 靑々 園 氏 あたりから も 聞かぬ 事で あるから、 私は遲 まき 乍ら、 此に 披露す 

る ことにした。 

f 踊 形容」 と は 何 か、 先づ 此の 問に 答へ ねばならぬ。 「踊 形容」 と は， 芝居、 演劇と いふに 同じで ある。 

知友の 一 二 は •「 踊 形容と いふの は、 まだ 知らぬ 言葉で あるが， 若し ある なれば、 所作事の 類で はな か 

らう か」 というた。 以下に 實證 を舉げ るから、 分る ことで あるが * 斯 くの 如き 解！！ は、 唯 * 文字の 表 

面 上の 解 釋に過 どない。 實は、 所作事の みならす 芝居の 總稱 として E ゐられ たやう である。 というて 


： お 雑 派軟戸 rr 


「踊 形容 江 

戸 椅榮」 ， 


も讀 者に は、 茫漠 として 便りない 感 がしない でもな からう。 私 は、 以下 家蔵の 錦 縛に よって、 これ を 

證據 立てよう 0 

家蔵の 芝居 錦緣の 中に、 踊 形容と いふ 文 宇の あるの が、 一枚 二 枚， 否 全部で 四 種、 計 十一 枚 ある 

おど W 1: いよう *; どる" ^ さかえ  お ど t け いように 

广內 三枚 續 三種) 列舉 すると. 一 、 「踊 形容 江戶 緣榮」 (初代 聱？ 安政 五 年 版) 三枚 續。 一一、 「踊 形界新 

is:^?s~i」 (三代 ts 畫。 安政 三年 版) 三枚 續。 三- 「踊 形容 樂屋 之圖」 (同。 S 同。 四、 「踊 形容 外題 盡」 

の內、 ィ * 踊 形容 外題 盡兒雷 也 « 傑譚話 (一一 一代 登 國畫。 嘉永 五年モ 一枚 檢" p、 踊 形容 外題 盡嵐小 

isMQ 一代 豐 i ，安政 四 年 版) 一枚 鎗。 以上の 四 極 十一 枚で ある。 內. 宵て 寫眞 版と して 他 害に 揭戟 

された もの は、 「市 川 家 歌舞伎 展覽會 圖錄」 に、 踊 形容 江 P 緣榮が 載って ゐる。 大正 九 年 一 月の 演藝 

報 (合 E 七ノ 一) に は， その 一 一一： 九 頁に、 「樂屋 の 役者 (安政 時代) 右手 は 座頭の 部屋で， 突當 りが 童^ 

の 部屋です。」 として 踊 形容 樂屋之 圖の內 右二 枚。 その 一四 〇 頁に は、 「樂屋 の 役者。 二階 口の 所です。」 

として、 踊 形容 新開 入 之 圖の内 右二 枚が 揭 げられ て ゐる。 其 他 は 何れに もま だ 登載され てゐ ない。 右 

の 圖錄ゃ 演藝晝 報 所有の 方に は， 重複の 恐れ は あるが. 此等畫 面の 大體を 左に 記して みょう。 

「踊 形容 江戶 搶榮」 は、 三枚 續。 平 土 Si の 半ばから、 兩 側に 棧敷 二階、 正面に 舞臺， 天井、 左に 花道。 

しはらく 

凡て 劇場 內 部の 構造で ある。 劇 は、 il" である。 花道に 例の 暫が三 树の紋 も 大きく、 兩袖を 張って 撙っ 

てゐ る。 時期 は、 夏で あらう。 土間の 職人 風の： 13- 物 は、 所々 裸體， 若しくは 半裸 體 である。 さて 此の ，11 


て 就 に 『容 形 踊 I 
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総に 就て、 私の 疑問が ある。 これ は 初代 豐國か 三代 豐國 かと. S ふこと である。 歌舞伎 11 錄に は、 何 代 

ともして ない。 唯， 豐國筆 錦 総と あるの みで あるが * 今、 眼の 常り 此の 原 畫に向 ふと >  すっかり 初代 

の畫 様で ある。 三代で は 到底 あり 得ない。 三代が 初代 風に 描いた にしても 餘 りに 初代 様で ある- 唯 初 

代と いふに 疑問が 置かれる の は， ® の撿 印の ある ことで ある。 此の 撿印は 無論 午 七、 改印 を 伴 はな 

かった 安政 五 年で ある こと は、 誰も 知って ゐ よう。 然るに その 當時 は， 旣に 一 二 代 豐圃の 時代で ある。 

(初代 は、 文政 八 年 歿。) 幽靈が 描いた ので もま さかな からう。 然し、 賓樣は 無論 初代で ある。 これに 就 

て、 私が 昔、 迂濶な 錯誤 (今では 錯誤と 思 ふ) をした 事が ある。 それ は、 雜誌 「浮 は鎗」 に 嘗て 「一陽 

齋 雛獅豊 國畫」 と あるの を， 初代な りと あった。 (同 第 十五 號) それ を また 私が 三代 だと 反駁した こと 

である。 (同、 第 四十 號。 及、 本 著旣揭 『浮世 输 澄錄』 四參 照) その 時 は、 撿印 のみに 重き を 置いて 斯 く斷定 

したので ある。 それ は、 この 踊 形容 江 戶榮が 同じ 一陽 齋雛 獅豐國 筆の 落款で あるから であった。 然し 

今では 全く 之 を 撤回して- 無論 初代の 畫稿 である。 初代の 叢 稿 を 三代 常時に 出版し、 三代が &を 入れ 

たので はなから うか。 故に 安政 五の 检 印が あると、 斯く思 ふやう になった。 然し， 「踊 形容 江戶 綺榮」 

とい ふ 標題 はどう か。 若し 三代の 出版 當 時に、 此の 題 を 新たに 附け たなれば、 異存 はない が、 初代の 

篑： 稿に 已に 此の 題が 附 けられて あつたと すると. 私の 本 記述に 大 なる 交涉を 有つ ことと なる。 卽ち初 

代の 文政 年間に 旣に 「踊 形容」 なる 語 を 生んだ 證據 であるから である。 畫が 初代と しても 此の 審-! ^は 
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「踊 形容 新 

閱 入.， 阖」 

「踊 形容 樂 

屋 之阖」 

「踊 形容 外 

i」 


何う だら う、 尙 若干の 疑問な き 能 はぬ。 言 ひ 忘れた が、 此の 三枚 績は， 平 出. 藤 岡 氏の 「日本風 俗お」 に 

摸寫 されて ゐる。 それに は 此の 外題な く、 落款 もな く， 「歌舞伎 芝居」 (文政 時代) と 明記され てゐ る。 

平 出. 藤！： 氏の 原圖は 果して 此の 外題 を 有しなかった か。 或は 複畫 家の！ へではなかった か。 「日本風 

俗. &U は寫眞 版で はな いから、 此の 疑 も ある。 とに 角、 此の 徵は 初代 か 三代 か。 初代と すると、 此の 外 

題 は、 三代の 加筆 か 否か。 それが 決れば， 「踊 形容」 と は、 文政 年間に 巳に 使用 せられた 語で あるか 否 

か 分る。 (「踊 形容 江戸 检榮」 は、 また 暫の 芝お 稳 であるから、 哲の 役者 年代の 詮索から も斷定 されよう 0 迂路で 

あるから、 暫く 遊け るが、 此の 俳優 も 七 代 國十郞 の やうで ある 0 すると、 無論 初代 豐 1 "の 文政 六 七 年で あらう 0) 

とに 角少 くと も嘉永 安政へ かけて は、 無論 云った に 違 ひない。 卽ち 以下の 諸 圖皆然 りで あるから。 

「&開 入 之圖」 は * 演藝畫 報 所載の 他に 今一 枚 左が ある。 それに は、 樂屋の 一部が 見えて ゐる。 「樂屋 

之圖」 も 左 一枚、 十郞と 見える 札の 下に、 恐らく 關三 であらう、 髮を髪 結に 給って 貰って ゐる。 右手 

の 板戶の 上に、 定 として、 一 踊與 行中 他行 不致 事、 一正 六ッ 時より 出勤 可 致 候 事、 右 之 通 相 守 可 申 候 

以，. K 日と 貼られて ある。 此の 芝居 與 行中と あるべき を 踊と あるの も 注目に 値する. - 「踊 形容 外題 盡」 

は 家蔵の 他に 尙數枚 ある 笞 である。 (他で 見た 事 も ある。) 兒雷也 は 四 立 目 藤 橋の 場。 高 砂、 兒 甫 也の 

出會、 橋 下に 蟇の 吐いた 兒雷 也の 廓 通 ひの 姿。 さう した ものである。 鼠 小僧の 方 は， 梯子の 上に 足 を 

かけた 蔑 小 僭と 捕手。 大詰 樋の 口の 場で ある。 (、此 園、 默阿彌 全集 第贰卷 に飜刻 されても ゐ る。) 


I 


慕 永 五 年 か 

ら 安政 五 年 

まで 


綺の 解說が 目的で はない から、 これ 位ゐの 事に する。 とに 角少 くと も 嘉永五 年 (外 S 盡の兒 雷 也 0) 

(A!x  1852) から 安政 五 年 (AD.  1S5S) の 間 は、 「踊 形容」 と 芝居 を稱 した 害で ある。 所作事の みの 謂で 

ない こと は 「；^ ； 

に かいい"' 

就 開 入之圖 

ゃ樂 屋之圖 

でも 證據立 

てられる〕 

特に 踊 興行 

中 は 云々 の 

貼 札 も 有力 

な證據 であ 

る。 だん ま 

り や 立 廻り 

の 類 かと も 

申 5 へ るが * 


踊 

こ 

I 就 

て 


水^^越前守 

の 風俗 肅淸 


〈通 小僧の 立 廻り や 藤 橋から) 然し 暫の 給に も ある。 殊に 釗？^ ^ 全圖に * 「踊形容江戶綺|^水」とぁるで は 

ないか。 矢張り 芝居の 替 名に 遠 ひない。 どうして、 芝居 を 踊 形 li;^ と、 斯 かる 名 を m ゐ たか。 これに 

は >  嘉. 水 安政 期に 專ら稱 したと して、 (初代 三代 疑問の 「江戸 繪榮」 は 別問題と して) 丁度 •  入 保 以後に 

常る から， それに 水 野 越 前 守の 風俗 肅淸を 結び付けたい。 水 野 越 前 守の. た 保. M 革. H ーリの n: 座引拂 

释地 やら、 十三 年 九： の 役者 取綠方 渡、 弘化 ra;^ 四月 同 巾 渡 やら *  &々 の 役者 風满 C. 肅 清が * 轉じ 

て 從來の 此の 芝居と いふ 名 纏まで も惯る やうに なり， 踊形界 なる 新. 造語 を^ ゐ たので はたから うか。 

とに 角 以上 を 以て 「踊 形容」 解說の ifi とする。 餘は 識者に よりて 補足せられ たい。 尙ほ 「翻 形-;;^」 

それ 肉 身 Q 語義の 詮索と して は， 踊と 形容と は 切 離すべき もので なく- 踊卽ち形容の意をfs^mして語 

呂を よくし、 一に 從來 の舉な t"^ 踊と lEii 別した もので あらう と 思 ふ。 11 太 正 十二 ¥ー 月 —— , 


稲 遣 


铺 遺 


踊 形容に つ 

いて (埒内 


踊 形容に 就て 

御 著、 踊 形容に ついての ぉ說、 面白く 候。 屡々 目に 觸れ たる 字面ながら 別に 調べ もいた さす 

今 H まで 打 過ぎ 候 ひしが、 成程 法令との 闕 係に 原因した る ことに 候 ふべ し。 尙 東京へ 歸り 候て *, 


取. 凋べ て兒る ことにい たすべく 候。 

御說の 如く 早く も 天 保 以後の 造語と 存じ 候。 草 冊子の 外題に も あり、 今 手元に は 何も 参考書 

なき 故、 明かに は. & しかね 候へ ど * あの 三 字 を r ダ テス ガタ」 と訓 ませた る 例 もあった やうに 

記憶いた し 候が、 或は 思 ひたが へ かも 知れす 候。 〔下略〕 (大正 十三 年 一月 十 = 熟 海に て、 评內^ 遙> 

前揭、 坪內 博士の 書簡に も 一一 一一 口 及され てゐ るが、 自分 も 踊 形 {芥 と 命題した 草双紙 體の もの を 其 

後發 兌した。 然し これ も 矢張り 「を どり けいよう」 と訓 ませて あって * 坪內 博士の 曰 はる、 「ダ 

テス ガタ」 ではない。 先日 坪內 博士に お 逢 ひした 時、 この r ダ テス ガタ」 と 訓んだ 草双紙に 就 

て 御 尋ねした 所. 記憶 定かなら す 且つ 震災 後 それ 等 は 凡て 早大 阖書 館に 寄附して、 今 整 现中ゅ 

ゑ、 何虚に 紛れ込ん でかる か、 果して また ダ テス ガ タと訓 ませて あつたか、 それ も瞹昧 とのお 

話。 で，：！： 分 だけの 其 後 兌 付けた 草双紙 體の ものに 就て 曰 はう。 

を どり けいよう はなく. £ ベ  . 

それ は、 「踊 形容 花 競」 め 十 冊で ある。 (十 W とい ふの は、 初編卷 尾の 豫吿に 由って である。 

然し 五 冊 迄 は 確實に 出た 苦 だ。 現に 昨年 秋の 大阪 鹿田嘗 店の 目錄に 此の 本初 編より 五 編迄卽 

ち 五 册の寶 物が 戦って ねた。) 內、 Q 家所藏 は、 その 初 編と 一 t 編との 贰册 である。 

屮本 * 一陽 齋豐國 (無論 一二 代 目) 畫 柳 水 亭稀淸 (稀彥 門 人 XI、 ォ^^堂梓。 ハキ：=:は， 初，編E.{^^、 


1 踊 形容 花 競」 初 編の 表駄 


」ー一 代 豐國畫 


芝 K の 評判 


(安政 元年) 閏 七月 發 

兌、 三 編 甲 寅 (同年) 

仲秋の 發兌。 當時 芝居 

の 評判記 やうの もので 

ある。 初 編 は， 「都鳥 美 

男 通 評判」 と 割 書の 見 

出しが ある。 (この 芝 

居， 默阿彌 の 作， 安政 

元年、 河原 崎 座、 小圑 

次 〔慰 太〕 しうか 〔花 

干 實は松 若 丸〕 の 適り 役で 有名で ある こと は 謂 はす もがな である。 「都鳥 汀 松 若」 なる 稀淸 緩、 

國貞 (二 代) 畫 くの 草双紙まで 出来て ゐる 芝居で ある。) 初めに * 墨の 翳 淡な. 手 s™s の 迹上乘 と 

いふべき 揷繪數 葉、 ところ-^ 文 詞を揷 んでゐ る。 終に、 都鳥 美名 通 評判と して * 七 八丁の 評 

判 記 を 添へ てゐ る。 第三 編 は， 忠臣 藏評 1： である。 內、 足 利 直 義が松 之 助で あると もじった 文 

句で 推定が 出来る から、 卽ち鑌 歌舞伎 年代記に より • 五月 五日よりの 中 村 座の 假名 手本 だと 分 
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乍禪 口上 


る。 五月 十五 日より 市 村 座に も 忠臣蔵が あるが、 然し 役者の 關係 上、 これで はない 9 さて， こ 

の 「踊 形容 花 競」 の 評判記 出版 は、 頗る 當 時評 判だった と 見えて、 賴 歌舞伎 年代記 (新 群 書 額從、 

演劇の 第 四、 安政 元年 三月の 條) にも、 左の 如-ある。  ，..  . 

都鳥^ 男 「箱 匕竞 一 近年 役者 評判記 京大 阪 のみに て 江戶 名目ば か 

通 評判 一 蹈^ ぉ勒」 り 更に 藝評 なし 故に 斯 題して 評判記 を 出す 

とあって、 次に、 「花 競，. 中の 一節 を轉 載して ゐる。 

とにかく、 これに 由っても、 踊 形容なる 通語の 芝居の 意と して. 一般に 流用 せられて ゐ たこと 

が； i ほ 解され よう。 その 期間の 齡く とも 安政 元年 前後の 確實 である こと も。 さて その 意義で ある 

が、 これに は、 前 稿 起筆 當 時から 自分 は 的確なる 解明に 困って ゐ たこと であるが、 玆に 偶然 そ 

れ に稍恰 適した (と 思 はる \) 自然の 解 說を發 見した。 (勿論、 本の 外題 を 其 儘に こじつけ たと リ 

れぬ でもない が。) それ は 初 編 三 編 同 一 の卷 尾の 出版 豫吿 ともい ふべき. 左の 一 文の 中に である。 

乍 憚 口上 

i  ほめ  おか ；. 一. 

〔前略〕 此さ うし は合卷 にしき 綠 見る 儘に 動き 出せる さま をな せど， 譽る君 あり 誹る 貴官ぁ 

さなが ti  、r  、、、、、、、、、、、、、  ， 

り" 宛 活ける 人物が 踊りつ 舞 ひっする が 如く その 形容の 色香 を 競ぶ る 高評 を擾 きあつめ * 錦 

, r  ,  か は W め 

袖 ふる その 楊の 交代 每出 板な せば 幾久しく 賫 出を續 いてお 农め被 下 〔下略〕 

板 元 甘 泉 堂 敬白 
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r 蹦リ すが  卽ち * 「踊りす がた」、 轉 じて 「£1」" 轉 じて 劇 广 しば ゐ) の 意と なった ので はなから うか。 水 

た」 か 

越の a 接 影響と いふよりも， 寧ろ 「しば ゐ」 が渐く 通用 語と なり、 內容が 水 越の 厥 ：9 など を受 

芝 掩護 者  けて 野卑 を 表現す る やうに なり、 よりて 芝居 讃美の 意から、 芝居 擁護 者の 側から、 此の 語が 生 

れ、 以て 新しい 感じに 上下 を 緩和しょう としたの であらう かも 知れぬ。 如何。 丁度、 今の 藝人 

が藝術 家と なり、 或はし ばゐを 剌と稱 する やうな * 他物、 高尙視 した， しょうと した 原. E から 

生れた 新造語， 芝居 者. 又は 保護者の 通人 側から 生んだ ものと 見る の は、 = ^であらう か。 

(以上、 大正 十三 年 六月、 ^) 


新 內の話 

新內は * 江戶淨 瑠璃の 一 極で ある。 念 を 押してお くが、 淨 瑠璃 は 義太夫の みの 名稱 ではない。 さう 

して 義太夫節 前後， 江 戶に發 生し 乂は 爛熟した それら は * 均しく 江戶淨 瑠璃と いふべき もので、 義太 

夫 節の 中の、 江戶 の もの も あるが. それ は、 同じく 義太夫の 名に 一括して. 私の 江戶淨 瑶璃と は、 義太 

夫 以外の 古く は 金平 節 • 語齋 節、 肥 前節 •  土 佐 節， 永 閑 節な どの 類から、 大薩摩 小薩摩 以後の 江戶に 

發 生し 又は 繁 一した すべての、 主に iH^ 位の ^?淨§？ 璃を爾 く 謂 ふので ある。 草创 期から 大薩 麼小薩 摩、 

外 記 節、 半 太夫 節 • 河お 節， 一中 節、 これら を 前期と t て、 享 保の 豐後節 を 中期と し、 宵-暦 明 和 安永 

以後 を 後期 若しくは. 期と して、 江 戶に榮 えた 常 盤津節 • 富 本節、 淸元節 * 新 內節、 菌八節 等， 爛然 

たろ 花 を 咬 かせた。 以上 三 期 を 以て 江戶淨 瑠璃 を 大別す る ことにする。 草创期 は， 勿論 文献に 據 りて 

その 所在と 内容 を 窺 ふより 外 は. li^ い。 前期 中期 また 殆ど 然り である。 但し 中期の M 严後 節の 最も？^ 統の 

流 は、 寧ろ. 新內^ にある。 

1 中 節から 出た (ー屮 節の 祖、 都 太夫 一中 は江戶 にも 下ったら しいが、 元 來は京 在住 0  21 りて の 江 l^fi?f^ 

とい へば、 大薛摩 や 河^ 節 位ん. て ある。 他 は 凡ての 時期 を 通じて、 その， Ji は、 凡て 京 父は大 K である、， ン 然し. ば l^i: 心 


81  i&  «e  /I iT 


國 太夫 半 中 


宫 古路 豐後 

掾 

，後 節 


豐後 節の 禁 

遏 


に 最も 多く 歡迎 せられ、 產 地の 京大 阪を 凌駕す る 位て ある 故、 私 は 凡て 江 戶^^ 璃と 命名した。 s*^ 太夫の みは 火阪に 

のみ 榮ぇ、 江 戶には 大阪を 凌駕す る 程の ものはなかった から、 私 はこれ を 矢張り 上方 淨るリ としてお く  0) 國 太夫 半 

中なる 男が、 この 江 戶 中期 末期 を 飾る 呢淨瑶 璃の祖 である" 卽ち彼 は 初代 一中の 門人であって， 初め 

は、 都國 太夫 半 中と 號し、 後に宮 .W 路國 太夫と 改め- ft: 立した。 莩保 三年 戌 十一月 * 大阪竹 本 座に 於 

て 初めて 芝居 を 勤めた。 (語 物 は 博 多 小 女郎 浪枕) 以來國 太夫 節と て 諸 國に聞 ゆるに 至った。 これが ネ保 

十五 年 (或は 十八 年頃)、 海道 筋 を經て 江戸へ 来た。 其 頃 已に宫 古路 豐後掾 と名乘 つて ゐた。 これ， 所 

謂豐後 節で ある。 この 節が 次第に 江 戶に榮 え、 四 五 年に して 在来の 諸 流を驢 倒す る 勢と なった。 この 

節 は， 今傳 はって ゐな いが、 新內の 元で ある だけ. より 多く 婉、 悲壯な ものであった らう。 より 多 

く 露骨な ものであった らう。 極 は 京の 一中で はあり、 仕込 は 難 波の もの なれ ど， その 喝采の ffl 手 は 江 

戶人 である。 漸く 將鬥 政治 弛廢 して、 人 皆淫鹿 廢頹に 赴きつ i あった。 然し 江戶文 舉史の 上で は 最も 

尊い 爛熟期の 曙で あるから、 矢張り 江 戶の當 時の 時代と 民心- さう した 雰圔氣 ；ヾ この 豐後節 を氲っ 

たといつ てい、 であらう。 題 村 は 「悲しき 聲に淺 ましく 賤し きこと」 と獨語 (太 宰春臺 の 著 。「百 家說林 J 

所收) に悛慨 されて ゐる こと を 以て 推すべし である。 傳^^してゐる彼及門下の正本集 「宫 古路 月下の 

梅」、 「同窓の 梅」 等の 歌詞に よりて 見る も、 之が 察 しられる。 卽ち 殆どが 心中 道行で ある。 遂に 豐後節 

の 爲には 記念すべき 年が 来た。 卽ち豐 後 節の 禁遏 である。 幕 令に よる 禁止で ある。 卽ち、 元 文 四 年 (西  一 § 


JS 一七 三 九 年〕 九月 二十 一日. 幕府 は 特に 令を發 布して  >  それ を 差 止めた。 卽ち 知るべし， 保 十五 年 

の 璺後操 東 下より この 年に 至る 約 十 年で ある。 十 年 問に， 彼の 创始 した 豐後節 は， 然程の 勢力と なつ 

たので ある。 以て 彼の 鬼に 角 * 偉大な 悲曲 天才 家であった ことが 知れる" 私 は • 璺後掾 の 一 生に 就て 

非常に 與味を 持つ。 況して 彼 も 亦 その後 間もなく 自己が 曲譜の 如く， 情死した とい ふ俾說 あるに 於て 

を やで ある。 彼 は 恐らく 生れ 乍ら 悲曲 創造の 一 生 を 連 命づ けられ、 彼の 一 生 も 亦た その 藝術 を： 貧 行と 

不離な 性格に 生きた ものであった らうと 思 ふ。 でな くば どうして 斯る 前の 幕府の 禁令 を. m はす 迄. 

市民 士女の 心 を誘發 する ことが 出来よう。 民俗. 化の 上より せば 大 なる 蠢 毒で は あるが， また 人 問の 

本然より い へば， 所謂 神と 悪魔と 共に 存 する もの 人な りの 前提より い へば、 彼 は 所謂 人情 界の 偉大な 

る藝術 家、 恐らく 日本 音曲 史の 上で は、 惑星ながら も， 光芒 陸離た る 位地 を 占むべき もので あらう。 

その 時の 江戶淨 るりの 各派の 內容を 穿った， その 頃 市井に 流行した 下の 如き 俗謠が ある。 「河 束 上 

下、 外 記挎， 半 太夫 羽織に 義太 股引、 豐後 可哀ゃ 丸裸」 と。 豐後節 は、 股引よりも 品の 下った 丸裸で 

あつたの である。 然れ ども この 俗 謠が晤 示せる 如く、 人の 木然は 丸裸で あるか も 知れな からう。 

新內 は、 その子 女で ある。 新 內には 各 流派が ある。 卽ち富 士松節 * 鶴 賀節. 藤 園 吾蕃路 節， 花 

園 節 等 * 告 これ、 廣義 の新內 である。 (其 他、 岡 本節、 源氏 節 も 亦 此の 一派で ある。 阿本 は、 ぉ士松 五代の 門下よ 

り 出で、 源：；^ は 更に その 1： 本より 生れた 0) 
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-富士 松 は， 宮 古路 豐後掾 の 門人 {呂 古路 加賀 太夫 (後、 寶曆 初年お 士松薩 摩 嫁と 改 む。) から 生れた 。却說 * 

當時 相弟子の 文字 太夫 は 常 盤津を 起し、 この 文字 太夫の 門人 富 木 豐前掾 は 富 本節 を 起した。 初代 富 本 

の 門人に 齋宮 太夫と いふの が あり、 その 門人に 岡 本 安五郎 (後の 初代 淸元延 壽齋) なる ものが あって 

淸元を 創始した。 卽ち 常盤津 * 富 本、 淸 元の 三者 はこれ 皆豐後 節から 出て ゐる。 これ を 世に 豐後 三流 

とい ふ。 他に 繁 太夫 節. 菌八節 も (此の 菌 八より 更に 宮菌節 を 生む。) 豐 後から 生れて ゐる。 然るに 豐 後の 

直系 は 別に ある。 上掲の 三流 輩 は、 所謂 幕府の 干涉を 避けて 餘程 皮肉に なり 婉曲に なり、 殆ん ど豐後 

直 傅の 丸裸 は 面影 を殘 して ゐ ない。 然るに その 丸裸の 系統 を嗣ぐ ものに、 所謂 富士 松が あつたの であ 

る。 その 富 士松は 更に 鹤賀節 を 生んだ。 然るに この 鶴 賀節も 師の富 士松節 も、 更に 新內 節と なった。 

卽ち これが 例の 問題になる 鹤 賀新內 なる 男の 宜傳 である。 

鶴 賀新內 (正德 四 —安永 三 0 享年 六十 一 0) は、 諸 書に 一 致しない。 嬉遊 笑覽に は、 本姓 敦賀を 鶴賀と 改め 

云々 と ある けれど、 こは同門の若狹掾と混同してゐる錯^|歴然たりでぁるから，餘りぁて にならない。 

また 新內 のい かにして 藝 道に 入った かに は、 色んな 傳說も あるが、 定說 らしい もの をい ふと、 本姓 を 岡 

田 五 郞次郞 (一書に 五郎次) とい ひ、 もと 湯 方 御家人であった。 それが 志 を 立て- -藝 人となり、 常時 流 

行し っ& あつ た 富 士松薩 摩 の 門人と なり、 加賀八 太夫と 稱 したので ある。 然るに 兄弟子 に 富 士 松 敦賀、 

後に (繁曆 八 年) 一派 を 立て、 鶴賀若 狹掾と 名のった この 男に 乞 はれて、 截賀の 姓 を 名のり 以後 鶴贺新 S2 
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內と稱 した。. よりて この 新內 なる 名の 男の 技倆が 卓絶して ゐ たこと が 分る。 即ち 當時旣 に 師匠の 富士  I 

松 節 や 兄弟子の 鶴贺 節と 拮抗して 勢力 を 張り， 兄弟子 中の 一派 を 立てた 若 狹掾の 鶴賀節 は微々 として 

振はなかった ので あらう。 よりて 若 狹掾の 乞に よりて その 姓 を 名のった。 卽ち若 狹拔の 鶴 贺節は 此の 

名人 を 得て、 漸く 富 士松其 他豐後 三. 流と 掊抗 する 名聲を 得た ので ある。 然るに それが 鶴賀 節と も 若 狭 

節と もなら す、 世間から 新內節 (後に 富 士松節 も 一括して) と稱 せらる-" に 至った の は、 新 內の德 と は 

い へ、 若狹掾 として は、 思 はく 逮ひ であった かも 知れない。 (この間、 異說 は、 新 內を若 狭椽の 門人な りと 

する ものが ある 0 父嬉 遊笑覽 は、 新 內卽ち 若 狭 嫁と 同 一 人な リと 見て ゐ る。) 新 內 一 派の 藤圃節 は富士 松より 起 

り、 (但し 後に 中絶) 新內の 一 派 吾妻 路節 • (安政 文 久顷の 名人 吾妻 路富士 太夫に 創 まる。) また 中絶して ゐた 

が、 鶴賀 派より 人って その後 を嗣 ぎ、 また 鶴賀 派より 花園 節 を 生んで ゐる。 然るに 現 ^の 富士 松、 鶴 

賀、 吾妻 路、 花園の 各派 皆 一様に 新內淨 瑠璃と 稱 して ゐる。 卽ち 富士松 初代の 門人 鶴 賀新內 の 名 をと 

つた ものである。 豐後掾 の 孫弟子た る新內 によって、 彼の 名に よって、 豐後 直系の これらの 派が 一括 

し總稱 せられて ゐる o( その 稱 呼の 最初 は 不明 なれ ど、 恐らく 新 内 校の .ぜ 政 前後に は、 旣に 此の 名が は. 傅され て 

ゐた、 りう 0) 亦 以て 彼れ 鶴 贺新內 が 如何に 所謂 新 節の 妙手で あつたか 分らう。 郎ち 私の 日本 俗曲 

上 * 特筆した いのは、 祖の豐 後 掾と. この 新內 との 二者で ある。 

次に 新- 2： 各派の It^. お及び その 作^ はどうで あらう，" 有名な 明 や. 蘭 蝶 や 夫 等 は 誰 人に よって 创作 
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せられた か。 而 して 富 士松， 鶴賀 以下 新- S: の 各 流派、 各々 その 歌 を^に して ゐ るか， 似 し は M 一で 

あるか。 この 問題で ある。 今日 一般に 傳唱 せられ * また 節 は 忘られた る もな ほ 歌詞 を^す る もの は， 

わか の あだな §  あけ： .5ら す S めつ あわ 3 き のちの まさ ゆ  <-  か (り ざき なご リの いのちげ  せんにちで. J な 

§ 蝶 1/ お 木 仇名 草)、 明烏(明^|夢泡雪)、 同 後 道； 夢、 尾 上 伊太 八 (歸咬 名殘命 毛)、 三 勝 半 七 (千日 寺 名 

- H. つ. A ね   

ftf 鐘：) 等が ある。 其 他國書 刊行 會 本の 新 內 正本 集に は、 二十 種 を 摩げ て ゐる。 (新刊の 「新內 仝 集」 は、 

百餘 種を擧 げて& る。 其 前編 旣刊 。：> なほ 今 3 傳播 しつ \ ある ものに、 なほ 膝 栗毛の 類 も あるが、 こ は 新內本 

流の 情死 材料で はない から 此等は 一 切 省いた。 (尙此 等に 就て は、 後 B 執筆の 「新內 正本に 就て」 に 於て 悉し 

く 謂 ふ ベ し 0) 

この 數械を 代表と して- その 歌詞の 作者の 誰で あつたか を檢 索して 晃 よう。 正本の 署名 者 は- 繭 蝶 

は， 鶴賀若 狹掾。 明 烏， 同じく il^ 狹掾。 後 眞夢は 富 士松魯 中。 尾 卜 ま 太 八、 若狹 操。 三 勝- 若 狹掾。 

其 他心 中 物 は 殆ど 若 狭 掾直傳 となり、 鶴 賀新內 直傳と ある もの は、 少數 である。 (「藤 萇戀の 柵」、 「桂 川戀 

散 柳」、 コ I 世 玉 磨」、 等の 數 種。) よりて 考 ふるに- 今日 新內 の精髓 たる 心中 物 は 殆ど- 大半 は 若 狹掾の 手に 

成った ものである。 而 して その 歌詞 は， 寶 際の 執筆 は 誰 人の 手に なった か。 恐らく これ も 署名お の 若 

狹掾 であらう と 思 ふ。 若 狹掾は 大木 戶黑 牛と 稱し、 雞髮 して 鶴 翁と いひ， 狂歌 を 能くした。 從 つて 相 

當の 文筆家であった らう。 それに 嬉 遊笑覽 にも， 「かたる 所の 淨 るり 皆 自作な り」 と あるの を i:^ じて- 

彼の 創作と 稱 しても 大過な からう。 卽 ち新內 は、 この 若狹掾 程の 文 辭の才 はなかった。 ，ての 代りに 彼 


は餘 fr- ある 尊， 調の K< 禀を 有した。 即ち 新. 2： の 盛 行 は * 若 狹掾の 文才と 新 内の？ § ^樂 との 力で ある。 然ら 

ば 若狹緣 以前の 富士松 初代 は、 何 を 語った か。 今 曰の 富士松 は、 鶴贺と 同じく 若狹 探：？」 傅の 明 烏 や 蘭 

蝶 を やって ゐ るが、 その 昔 若狹掾 及び 新內の 二者の 師 であった 初代 富 士松は 何の 歌詞 を 歌った か。 是 

れ 今日で は 不明の 事で あるが、 恐らく 豐後 節の 正本 類 を 借りて S ゐ たもので あらう。 それが、 その 次 

代、 次々 代に 至って 新內節 (鶴賀 一派の) 盛 行に つれ、 问 じく 彼等の 正本 を 借り、 それに {a  士松 一派 

の聲 調を與 へたで あらう と 思 ふ。 

現お して ゐる 新內の 中、 富士松 節と 鶴賀 節と を 比較す るに、 餘程隔 りが ある。 {ほ 士松は 所 謂^ く * 

鶴賀は 花やかで ある。 同じ 明 ci| でも、 富士 松の 名と りと 鶴賀の 名と りと は餘 程ち がふ。 また 施 律 (音 

樂のメ  口，' ディア ス な點) の 上から いうても、 富士松 は聲を 殺して ゐる にも 拘 はらす、 鶴賀" は. 餘程 

聲を 放埒に 使 ひ * 且つ 單 調で. 唯 その 奔放 を 以て 勝れり として ゐる。 所謂 富士松 は、 同 じ^ひ 物 乍ら • 

刺 的 表現に 力 ある やうに 聞かれ、 鶴賀 は、 唯 我々 の 感情の 焰に訴 へ る 體の悲 調 一 點張 である- 

新內 そのものの 歌詞の 内容と 形式 はどうで あらう。 明 S や 蘭 蝶 を 聞いた 人 は 誰し も 思 ふで あらう。 

文字の 上に 於て は、 上方に 生れた 義太夫 淨瑶璃 と 殆ど 大差の ない ことで ある。 但し 相 途の點 は- その 

段 切の 短 かく， 數 枚の 正本で 盡 きて ゐる ことで ある。 唯 義太夫の 歌詞に 比べる と、 所謂 義太夫の さわ 

りと いふが 如き 部分の 比 絞 的 多くして、 會 話の 數少 いこと である、 - 偶々 〈I： 話の ある ことがあっても、 
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矢張り 節 付の ことが 多い。 義太夫 は 叙事詩で あり >  新內は 殊に 叙情詩で ある。 常 盤 津ゃ富 木 元は、 

どちら かとい へば 叙事の 部分 多き にも 拘ら す、 現存の 江戶淨 瑠璃の 中獨 りこの 新內 だけ は 最も 叙情詩 * 

場： 向の 如實の 表現と いふよりも 先に * 直ちに その 哀絕 な聲 調と • 悲 絶な 歌：^ と を 以て 人の 肺 瞻を衝 か 

す A ば歇 まぬ もの、 ある ことで ある。 これが 新內 歌詞の 特徴と いってい、 であらう。 次に 我々 の： も 

氣 のつ くこと は、 新 内 語りに は 最も 表情の 少 いこと である。 その代り 聲に は、 悲絕の 施 律の あり 丈 を 

盡す。 眞に 絶叫と いふべき ものである。 明 烏 や 蘭 蝶， あの 浦里 ゃ此 糸の 嘆き を聽. S たもの は、 誰し も 

その 浦里 ゃ此 糸の 顏 なり 心 持な り を 想像す る 以前に * 直ちに 我 をして 時次郞 たらしめ， 蘭 蝶たら しめ 

すに はおかぬ 然程の 一大 哀調に 先 づ感打 たれる であらう。 光景の 再現よりも， その 情緒の 訴へ >  情怨 

綿々 として 盡 くるな く， 紊れ て絲の 如き， 我らの 胸に 持て あぐむ であらう。 さう した 效 を 心がける 

のが 新內 である。 宜 なり， この 新內が 往時， その 常得意た る 廓 中に 於て その 流し を 禁ぜられて ゐ たこ 

と。 ^ち 文化 初年 (元年で あるか 二三 年で あるか 不明。 若し 文化 元年と すると w 紀ー 八 〇 四 年。 而 して 元 文 四 年 

の 豐後節 禁止より 六十 六 年を經 過して ゐる 0 卽ち豐 後 節 は、 その 精神に 於て 元 文 四 if の 停止 以來約 七十た やにして 新. 2： 

に投活 したので ある。 或は 曰 ふ、 此の 禁止、 文政 年間な りと。) 新. S 語りの "吉 原 出入 を嚴禁 し、 唯 一 年の 屮七 

月 十三 日の 一 日の みは 盆の 供養と 稱 して 特に 許す ことと し、 明治 初年まで この 禁を 解かなかった とい 

ふや 卽ち約 七十 年閒 (明治 元^まで 文化 元年より 六十 五 年) は 廓 内に 於て 禁ぜられて ゐ たの である" 雨 程に 


本內 
材 
料 
の 


欲心 
中 

美 
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往時 は、 この 一個の 新 .3: が 彼 サボ 遊君 襟 客 を 騒がした ので ある。 卽ち この 新內 語りの 結 ror 合意 無？ f の 

死 沙汰が 頻々 と 起り * 吉原は その 始末に 寧日なかった とい ふからで ある。 それ も その 害で ある、」 新 

內の 全部、 その 心中 物 は、 所謂士君子の！^^燈する男女痴情に關するものは、 殆ど 遊君と 嫖 客との 心中 

沙汰 卽ち 心中 讃美の 歌で あるから である。 加 ふるに 例の 哀絶悲 絶の 歌 調で ある。 誰か 實感を 以て 聞か 

ぬ ものが あらう。 これに 寶感 なきもの は、 遊里 耽溺の 些 の經驗 なき または 同情な き 全然 士君子 か、 又 

は 所^ 亡 八た る 彼等 樓 主の 無情 漢 のみで あらう。 公然 提唱した 遊君 讃美、 靑樓 詩、 心中 讚美の 叙情詩 

で これが あつたの である。  — 大正 十二 年 二月 I 

一 

新內 材料の 艷本  . 

此顷、 t ぉ處 で， 新內に 材料 を 採った 讀 和本 を 兌た。 中 本、 表紙 一切の 感じ 人情本の 通りで、 

外！^ は. r 滿念 表紙、」 天地人の 三 W  r 一  名し ん內 四季の 戀」 と 傍 外題が あった。 編者 は 開亭奵 

人 編 次と あるが、 恐らく， 初代 春 水で あらう。 盡家は 一 と 目で 分る 溪齋英 泉。 粛は、 天の 冊に、 

ロ鎗 として 極 彩 の ヒラキ 二 枚の 圖が 春夏秋冬 計四圖 ある。 ぉ定 りの 緣で， その 左り 上に 圍み 

をと つて- 赛 は- 「浮 名 初 紋日」 の 正本 仕 立の 表紙と 中の 文句。 夏 は、 「藤 枝戀の 柵」 の 同上。 

秋 は. 「二重 衣戀 古」 の 同上。 冬 は 「明 烏 夢 泡 雪」 の 同上で ある。 春 は、 初 紋日の 主人公の 菊の 
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井と 小 七が. 御殿の 女中と 若 小姓の 様子。 夏と 秋 だけ は * ほんの 景氣 づけで * 筋 害に 關係 はな 

い。 夏 は、 菊の 井が、 ある 老 商の 妾と なって ゐて、 折から 酒 星の 小 佾が晝 寢の夢 を 驚かしに 來 

てゐ る處。 秋 は、 貸本屋と なって 昔の 小 七が 菊の 井の 妾宅へ 來て ゐる處 。冬 は 始めて 「明 C ？」 

の 世界 を 本當に 借用して、 菊の 井が 浦里と なって 廓に 棲み、 小 七が 時 次郞と 改名して ゐ て、 盡 

面 はみ どり 諸共 松が 枝 をの 處。 小 說の筋 も、 菊の 井 小 七が めぐりめ ぐって 浦里 時 次郞 となる の 

で， さう して 心中 未遂、 S- 次 郞が歸 参が 叶 ふに 終って ゐる。 序に 亥の はつ 春と あるから、 文政 

十 年の 扳行 だ。 それ は 英泉を 若 書 だと 見ての 推定 だ。 丁度、 その 頃 は、 公刊の 人情本 界 でも. 

新內 材料の ものが、 頻出した。 文政 四 年 (明 烏 後 正夢 初 編 三卷、 鯉 丈 作) 同 六 年 伊 jfl 契 

情意 味 張 月 前 接 編 六卷、 鼻 山人 作) 〇 同 七 年 (明 烏 後 正夢 自ニ編 至 五 編 十二 卷、 春 水、 鯉 丈 <it: 作。 

同發端 三卷、 春 水 作。 蘭 蝶 記 前後 編 六卷、 鼻 山人 作。 菊廼 井草、 紙 初 編 三卷、 春 水 作。 £^ 、戀 iE 、の 

棚 全 一一； 編 九卷、 春 水. 駒 人 合作。 仇 比 戀浮橋 三卷、 鼻 山人 作) といった 調子で、 晝者は 明 烏 初 編 

が國 直の 外 は、 殆ど 英泉 だ。 それ はい、 が、 丁度 此の 拙著に も評釋 物と して 顯 係の ある 藤药 が- 

この 人情本 外題で も 藤 枝で あり， また この 讀和 でも 同じく 藤 枝で ある ことで ある。 なぜ これ 丈 

藤 蕃と原 名の ま、 でなかった のか， - (無論 枝 は、 かづら と訓 まして はゐ るが。) —— とにかく 新 

內に題 村を藉 り、 その上， _1 ^水英 泉と 二 大家の 好手 を 得ての 物 ゆ ゑ * 小生 も 若干の 興味 を 感じ 

た。 依って こ- -に 紹介して おく。 (大正 十二 年 七月) 


424, 


考 雜 f,5l ゆ、 口  ffT 


「55 の 日 今 は 花の n 昨 J  425 ' 


『昨日の 花 は 今日の 夢』  " 

昨日の 花 は 今日の 夢， と は、 我らの 愛誦 措く あた はぬ 名文 句で ある。 我ら は • この 句 を 思 ひ 浮べる 

と共に、 「いま は 我 身に つまされて 云々」 と 後 をつ け、 而 して、 「ェ \ 此の 苦しみに 引き か へて、 あ 

の 二階の 三味線 は  」 とつ ける のが 常 だ。 しか ほどこれ は * 新內の 「明 ft.l」 に 採り ffl ひられて * 

誰知らぬ 者 もない、 まの 1 ふしで ある。 我ら は 此の 「昨日の 花 は 今日の 夢、 いま は 我 身に つまされて 

云々」 の が、 本據を いづこに 有せる や を 知らない。 恐らく 明 和 安永 年間、 或は それ 以前に すでにお 

在した もので あらう。 〔明 烏の 新內 は、 此の 心中 明 和 六 年の 事實 なれば、 それ 以後、 若 狭 掾の歿 年 天明 六 年まで 

の 作た る は 無論なる が、 恐らく、 明 和 末、 安永 初の 作と 做すべき か o〕 新內の 「明 烏」 を 殆ど 其 儘 受け入れて、 

唯 短 かく これ を 摘んだ のみで • 詞句も 殆ど その 儘なる 淸 元の 「明 烏花濡 衣」 〔嘉永 il 年〕 にも * この 吸 

と， 同じく 浦里の クドキ と は 展開され てゐ る。 「咋 日の 花 は 今日の 夢， r 本當 にさう だ。 此の 句の 現 はす 

幻滅 * 失望 * 落膽の 情が、 古来 幾多の 痴男 痴婦を 泣かした ことで あらう。 夢と 知りせば 覺 めざら まし 

をと いったと ころで 追つつ かない。 花 は- 昨：：！、 これ は 儼た る事實 だ。 今日に 至りて 花 を^く は、 怆 

も 痴人 夢を說 き， 空に 苦しむ と 同様 だ。 その 悲歎、 やがて 此の 夢 を 彼 土に 賞 化せん とする。 昨 n3 の 花 
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を 今日の 花たら しめんと する、 永劫の 花 く 里 を 求めん とする。 それが 得られす、 さらば 此 世に 潔く  ， 

けり をつ けて、 いざさら ば あの世に。 かうな るの は、 戀愛 至上 主義者、 はかない 耽醉者 惑溺 者の 當然 

の 過程で あらう。 

さて 「昨日の 花 は、 今日の 夢」、 此の 思想 は 古くから あった。 今 これに 最も 近似した もの は 見出せな 

いが、 花の 存在 を 瞬時に 見た もの は、 けだし 和漢の 詩歌に 頗る 多 か.. つ， う。 容易に 唇に 上る は T 世の中 

は 三 H 見ぬ 間の」 であるが、 なほ、 「明日 ありと 思 ふ 心の 仇 櫻」 の 歌 も ある。 「花發 風雨 多， 人生 足刖 

離」 の 詩 も ある。 有名な 春眠 不覺曉 の 詩に も、 「夜來 風雨 聲、 花 I 洛知 多少」 と ある。 而し てこの 「昨 n 

の 花 は 今日の 夢」 とま ざく 現れ 出た の は、 謠の奏 の 上、 「人間の 不定、 芭蕉 泡：！ の 世の 習 ひ， 昨 日の 

花 は 今日の 夢」 と あるの が 最初で あらう。 「葵の 上」 は、 今春 氏 信 01 竹；) の 作曲、 彼 は 應永八 年 〔§ - 

應 又は 大 永の 誤 かとい ふ。〕 狡 八十 六と いふ。 とにかく 室町 期. 怫敎文 擧的詞 句の 好 典型で あらう。 卽ち * 

その 花に 託して、 諸行無常、 有 爲轉變 の 思想 を 孕める こと は、 謂 ふまで もなから う。 此の 單 なる 無常 

觀に 根ざした 「昨日の 花 は 今日の 夢」 が、 

咋 日の 花 は 今日の 夢、 今 は 我 身に つまされて、 義理と いふ 字 は 是非 もな や。 勤す る 身の 儘なら 

す、 分れと なれば 今更に いなせと もない 放れぎ は 

と。 卽ち戀 の陶醉 去って、 現實の 苦^に ハタと 當 面した、 然る 心境の 好 譬喩に 巧みに 採り E ひられ § 


の n 今 は 花の 日 昨 J 


當 時の 流行 

根 


「5. 烏 泡 

雪」 


てゐ る。 咋 日の 花 を 今日の 夢たら しむる は 風と 雨。 昨日の 美酒 を 今日の 苦汁たら しむる は 義理と 生活 § 

苦。 人事に も 自然に も 永劫の 歡び はない。 そこに 自棄の 心、 自ら 存在 を味氣 なく 思 ふ、 はかなむ 心が 

潜む、」 古来 心中 文舉に 於け る 心中 當 事^の 描寫、 千 態萬樣 なれ ど、 けだし 此の 「昨日の 花 は 今日の 夢」 

と 知った その 刹那の 悲哀、 自棄 感、 强 きもの はこれ に 反逆 せんとし 確實 なる 彼岸の 信念より、 弱き者 

も はた 朧ろ げたる 未來欣 求の 凡 情より 來た、 彼此 然 りと いふべき であらう。 

さて 此の 「明 烏」 に 引かれた る 「昨日の 花 は 今日の 夢， 今 は 我が身に つまされて、」 の は. 何に 木 

據を 有して ゐる であら- 0 か。 「明 烏」 の 本文 中に、 ウタと あり、 且つ 「H  、此の くるしみに；：？； きかへ て * 

あの 一 一 かいの 三味 せん は」 と あるに. e つて、 此の 常時の 流行 唄であった らうと 思 はれる。 或は や 

はり 「めりやす」 などの 勃興と 殆ど 時期 を 同じう した、 恐らく 此の 明 和 前後の 詞曲 であらう か， • 〔後世 

に 生れた 「いなせ」 の 通語が、 安政 頃 靡內を 流し 步 いた ある 新 内 語りの 「いなせ ともなき その 心から らしゃん せ 

と 惚れた 情」 の 都々 一 を3^って、それから生れたと謂ふ0 その 都々 1 も、 この 唭 あた リ から 脫胎 したので は あるまい 

か。 とみ かう み考へ て來 ると 面白 fo〕 

とにかく、 新內 「明 烏 夢 泡 雪」 の 

「 一 しょに 死にたい 時次郞 さん、 殺して 下ん せ 死た いわいの ふ。 ウタ 昨日の 花 は 今日の 夢、 今 

は 我 身に つまされて、 合 義理と いふ 字 は 是非 もな や、 ウレ ヒ 勤す る 身の 儘ならす， 分れと なれ 


ばべ  1 '更にい なせと もない 放れぎ は. 合 H  、此の 苦しみに 引き 替 へて、 あの 二階の 三.^ 線 は、 い 

っぞゃ 主の 居繽 に、 寢卷 のま.^ に 引きよ せて * 互 ひに 語る たのしみの、 今宵 は 引き かへ. や は、 

どこに どうして 居さん す やら、 とにかく 添 はれぬ 二人が 身の上 * ハ ッ ァ味氣 なき 浮^ ぢ やな ァ、 

ウタ 好いた 男に わしゃ 命で も ハル 何の 惜し かろ ぞ 露の 身の 合 消えば 恨み もな きもの を。 コレ 

み ど 《- 

綠 さぞ そなた は 悲し かろ、 おれが 憎 かろ、 こらへ てた も 云々。」 

〔淸 元は、 此の あたり、 頗る散^?<的に、 しかし それだけ 意 を 平明に して ゐる。 下らぬ 事で あるが、 試みに 

對 照して おかう。 叙情詩と いふ 點、 はるかに 新內を 傑れたり とする は、 此の 點か らも ある 。お m 節の 差の 

みで はない 0  r 昨日の 花 は 今日の 夢 合 今 は 我が身に つまされて、 義理と いふ 字 は 是非 もな や 

〔此 ウタ 以下 ヲ略ー タリ〕 「ァ ノー 一階で 彈く 三味線 を. 聞く につけても 2 心 ひ 出す、 いつぞや、 H,; が ほ 

厶厶  <1*"<1厶<3 厶厶  厶厶厶  <"A 厶 厶厶厶 

績に、 寢 まきの ま、 に 引きよ せて、 彈く 三味線の 面白さ、 それに 引き かへ 今^の 苦しみ ァ、 

味氣 なき 浮世 ぢ やな ァ T 好いた 男に わしゃ 命で も 合なん の 惜し かろ ぞ 露の 身の、 消えば 恨 も 

厶厶 厶厶厶 厶."  <1< "厶 厶厶厶  <1<1<"<"<1< ：厶  <"厶<"<3厶<1 厶厶 <3 厶. a 厶厶 

なきもの を， 「わしが 此の 身 はどうなる とも、 「たと へ 此の 身 は 淡雪と、 もに 消 ゆる も 1^ はぬ 

が、」〕 

と。 此の. 內を聽 いて 來 ると， 「昨 曰の 花 は 今日の 夢」 が 一 暦 我らの 耳に 戀愛 至上の. M 醉藥 となつ 

て、 現れる。 「互 ひに 語る たのしみの、 今. W は 引き かへ」 と來 るから * そこに 昨 1= の 花-: ム々 と^ Si 應し 


男 

の 

浮 
薄 
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て、 油に 火 を 注ぐ の概が ある。 で 「とにかく 添 はれぬ 二人が 身の上」 と來 るので ある。 やはり * 「とに 

かく」 とい ふ 以上、 一時 迷 ひ はあった の だ。 昨日の 花 を どうかして 今日 も 花に したかった の だ. 否し 

たいの だ。 すれば、 「味 氣 なき 浮世 ぢ やな ァ」 の „ss 二 嘆 は 生れて 来なかった 苦で ある。 で いた にわ 

しゃ 命で も 何の 惜し かろ ぞ 露の 身の 云々」 の 唄 を 借りて、 さらに 彼女 —— 浦里の 喜んで 死に 行く 心境 

が 明細に 描かれて ゐ る。 浦里 は、 唯 * この 幻滅 を 悲しんだ ので ある。 昨日の 花 今日の 花なら ざる を悲 

しんだ ので ある。 さう して、 今日の 花なら ざる 浮世に、 いっそ 我が身に 興味 も、 生きの 身の しみ も 

忘失し てた ので ある。 そこ へ來 ると、 男の 方が 餘程 浮薄で ある。 寧ろ 不純で ある。 男 は- 

「此程 だんぐ 咄す 通り、 國の親 仁の 江戶 表、 地頭の 方へ 出す 余； 二 ほ 兩は扭 置いて、 ハの外 

1 門出 入 屋敷 * かたり 盡 くして 此の 有様、 そなた も 共に と 云 ひたいが、 いとし そなた を 乎に か 

けて、 どうなる も のぞ 云々」 

とい ふので ある。 「そなた も 共に とい ひたいが 云々」 で、 稍、 戀 愛の 至純の 聲 らしい が、 然し これ は. 

^ 心中の 誘惑の 語に もとり やうに よって はとれ る。 とにかく 主 原因 は、 騙りつ くし 不義理 を t おした 5^ 

の 自滅で ある。 それの 自滅 も * 相手の 女の、 連帶 責任と きて、 そこで相手の女も 一 しょに死なゃば^^^ 

理 がすまぬ と 出た 心 持 も (女に〕 多少 あらう けれど- 然し 男と して は * 戀と 義理 (主に 自身の ® ほ 一， §3 

面：) との 板挟みと. S ふよりも * 意志の 弱い、 所謂 無分別な (これ も 蕩兒讚 S ぶら はよ くはいへ るが 。二 兒 
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の 窮死と いふの みで * それに 多少 肉的な 愛 著が 相手の 女に あると いふの みで ある。 此の 多少 を、 新-^ 

作者 は， 多に したり、 少 にしたり して ゐ るに 過ぎぬ。 戀愛 至上の 純なる 聲は 屹度 女から 聞かれる。 男 

は， 不義理の 身の フン づ まり、 女 は、 「昨日の 花 は 今日の 夢」 となった 悲歎。 その 幻 減 を 未来に とり 1^ 

さんとの 欲求。 此の 爆烈 から 來る のが 多い。 

序でで ある。 左に、 新 内 正木 中の. 心中 代表作 十篇 について、 それぐ 男の 心 持と 女の 心 持と， 及 

び 彼らの 動機、 結 菜と に概說 してみ よう。 元 一 綠の近 松 物 を 除いて は、 唯一 の 心中 文擧 (その かみの 豐 

後 掾の§ お 後 節 を 除いて は *) だと 信す る 新- 2： の 此の 種の 詮索 も 強ち 徒 事で はなから う。 


口 明 烏 夢 泡 雪 鶴 贺若狹 掾直傳 

場所 吉原。 ゆ 早泰。 

男  春 日屋時 次郞。 

女  山名屋 浦里。 

〔動機〕 前に もい うたやう に、 男 は 親の 公 余. を 

費消した 上に 、「 一 門出 入 屋敷 騙りつ くし」 て 生 

きて ゐられ なくなった。 女 は、 「昨日の 花 は 今日 

の 夢 ：：：： どうで 死なん す覺 悟なら 三途の川 もこ 


れ この やうに 二人 手 をと り！ ともに」 とい ふの 

である。 

〔結果〕 若 狹換の 「夢 泡 雪」 では、 終り を 正夢 

にして ゐ るが、 明爲 後眞夢 (富 士松魯 中) では、 

道行が あって、 その 菜て 慈眼 寺の 墓場で 未遂， 

めでたし/、 に 終らせて ゐる。 

口 若木 仇名 草 鶴賀 狹 拔直傳 


場所 


吉原。 時 


〔「二八が 命み じか 

の」 と あり o〕 


「夢の 日 今 は 花の El 昨 J  ^1 


. 男  市 川屋蘭 蝶と い へ る 封 £ 間。 女房 あ 

女  榊屋此 糸。 

〔動機〕 此 糸が、 藝者 上りの 蘭 蝶の 女房 お宮に 

對 して 義理 立 をす るので ある。 しかも その 義理 

だてが、 

「そんなら、 そなた はいよ./ \ 切れる 氣 か。 

アイ 切らねば ならぬ 義现づ く。 ィャ そなた は 

切れる 氣 じゃあるまい。 死ぬ る氣 であらう が 

の。 これが 死なす に ゐられ うかいな。 おみや 

様への 義理 だて。 此 世で そ はぬ 其の か はり、 

お ま へ はながら へ おみや 様と 仲よう して 百 萬 

年のお 命す ぎて 未 來は必 す 私と 女 夫、 莲座を 

わけて 待って ゐるぞ へ。」 

というた ばっかりに， 男 もつれて 心中と 來た 


0 である。 此の 男の 俺 も 心中と いふ 首 草 は、 こ 

れ こそ 女房 を 思 はぬ、 苦んで 添 ひとげ た 昔の 思 

ひ 出 もさら りと 忘れた、 この 海 千に 鼻毛 を拔か 

れた 始末。 しかし 意 氣な藝 者 上りのお みやより 

も、 婀娜な 女 郞の此 糸の 方に、 より 多く 愛 著 を 

持った 何物 か i-. あつたの かも 知れない。 此の 俗 

曲 は 藝者を 負かし * 女郎に 圑扇を 揚げて ゐる觀 

が ある。 或は 單に、 浮氣な 男の 心理 かも 知れな 

からう が、 しかし 藺 蝶の 俘 死 は、 ちょっとした 浮 

氣 からで は 出来な からう。 死よりも 强き 牽引が 

おみやよりも 此糸 により 多くあった ので あら 

う。 そこに は 女 郞對藝 者との 關 係に 於て、 作者 

が 男 を 思 ふ 純 E さの 何れ 劣り 優り はなしと い ふ 

より 外に、 男が 相手の 二人に 持つ、 肉體 的の 愛 

著に 等差 を 付けて ゐる やうな 氣 がして ならぬ。 
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卽ち、 此 糸の 艷 冶な * 諸譯 知りの 體が • ぉ官の 

m な る純眞 熱情の 體 よりも 示唆 强 かった せゐで 

あらう。 それ を 示して ゐ るかの やうに 思へ て 

ならぬ。 

餘 分な 事で あるが • 此の 男の 伴 もの 理由ら し 

い 言 草の， 

「ィャ くそれ ではみ やへの 義理ば かりで * 1 

しょに 死なう と 云 ひか はした 俺 へ の 義理 は 何 

で 立てる ぞ。 ソ リャ閒 えぬ わい のう 0 そなた 

を 殺して おれ 一 人世にながら へて 人中へ 何と 

額が 向けられう。 迚もな がらへ はてぬ 身 を。 

1 所に やい のとす がり 付き 抱きしめ たる 心と 

心、 二人が 命み じか 夜の」 

と來 た。 それ を 聞いて ゐ ると、 男の 理由が 分 

つた やうで 分らなくなる 0 唯， 何處 まで も 女 薄 


を 忘れた * 相手に 引き すられた. 否 相手 は 引き： 

すらう との 意志 は 持たなかった かも 知れぬ o( 丁 

度 外の 男女の 關 係と は F: 反對 である) にも 拘<.2< 

す 心中 決行と 来た * 卽ち單に相手の^！に死も辭 

せぬ 牽引 を 感じた。 それだけに 見て しまへば， 一 

さっぱり する。 しかし かう して 男 を- 男の 女 一：33 

に 義理立て をせ ねばならぬ そのために は、 大圾 

な 男 を * いかに 男が 迫れば とてよ しさら ばと 速 

て、 一 しょに すぐに 甘い 未 來を娛 しむ^に なつ 一 

た此 糸の 心 i? も 疑 はしい。 結 ra^ からい ふと- 

のおみ やさんの 義理立て 故 云々 も 甚だ 怪しくな： 

ら ざる を 得ぬ。 丁度、 これと よく 似た の は、 淨理 

璃の 「時雨の 達」 (近 松の 原作で もさう だ) 0 

折角お さんへ 義现 立てよう としたの を 思 ひかへ.： 

て、 その 大切な 女の 亭主 を 奪って 死ぬ 小 _i ^の 心 一 


「夢の B 今 は 花の 日咋 J  . 


藤蔓 戀 の し 

がらみ 

歸咲 名殘命 

毛 


持と よく 似て ゐる。 Bi- の 方 も， ％、  婦の 蠱惑 

に 眼が 眩んで 引き すられて 行く 所 は、 治兵衞 と 

蘭 蝶と よく 似た もの だ。 唯， おさんと おみやと、 

前身が 全く 違 ふば かりだ。 女に 女房から 絕嫁を 

頼み入れ るの も 似て ゐる。 唯お みやの 方が、 比 

較的、 思 ふ 男 を 取られた 女の 眞 率な 氣 持が 現れ 

てゐ て、 人 らしい、 とい ふだけ である。 さて 

此の 「仇名 草」 の 結果 は 已遂の やうに 受け とら 

れる) 

口藤 蔓戀 のし がらみ 鶴賀新 內直傳 

場所 吉原。 時 夏。 

男  藤の 屋喜之 助" 女 あり。 

女  菱野屋 早 衣。 ■ 

〔動機〕 「親 女 一 fe; 友 だち の 意見と 義理に 責めら 

れて」 と 切れよう としたの が * いつの 間に やら 


心中と 變更 へた。 それ も 「迎も 添 はれぬ 仲なら g 

ば. 一 しょに 殺して 下さん せ」 と 女から 心中 を 

强 請す るので ある。 

〔結果： J 已遂。 

ロ歸 咬 名 殘命毛  鶴 賀若狹 緣直傳 

場所 吉原。 ^ 冬。 

男  玉木屋 伊太 八。 勘 當の身 也。 

「生れつ いたる 商人」 と あれ ど、 本 來は祐 

筆 役の 武士なる 事、 實說 にい ヘリ。 

女  ^屋尾 上。 

〔動機〕 「此の頃 は 夜の 目 も 合 はす、 食事 さへ 

胸 を 通さぬ 身受 沙汰、 家に かへ、 親に かへ、 身 

にも 換 へたる そなた をば、 人手に 渡す がくやし 

さに、 さま，/^ 才覺 して みれ ど 押つ まった る 金 

の 事 云々」 それ も是迄 は、 勘當 受けて まる 一 一年 共 
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Q 日暮 しに も 差 支る のに >  物 日 節句 も 相 嚿に茶 

屋給宿 の 付 届" 遣手秀 に 仕着まで、 みんな 女の ェ 

面づ く。 忝ない ぞゃ 嬉しい ぞゃ。 とい ふので あ 

る。 女 は T いやな 男に 添寢 して 朝夕 苦勞 する よ 

り も、 やつば り 二人が 手鍋 さげ」 苦しい 暮 しも 

樂 しいと いふ。 まだ 心中と は 決心して ゐ ない、 

出来え たら 現世に どこ ま で も 益； の快樂 を-まけて 

行きたい とい ふので ある" それが r ハテ いつま 

で 云 ふても 盡 きぬこと」 の 男の 詞で、 心中と 定 

まるので ある。 此の 曲で は、 不思議と、 「明 烏」 

の 浦里に 似て、 しかも 彼より は 一歷 素直に、 し 

かもより 多く 現世 的に- 二人の 愛に 生きようと 

した 人 問 的な、 女性の 誠ら しさが よく 現 はれて 

ゐる。 從 つて， どこまでも 男に 追從 して ゆく ので 

ある。 男が 抨肌 1^ いで 思 ひつめ たる 白 無 lif の 死 


でた ちを兑 せる と、 .H 分 も 悲し さ 嬉し さに 手早 

く 簞笥押 あけて- 俱に 着か へ る 死 用意と 來 るの 

である。 

〔結 BD 未遂。 めでたしく に 終る。 

(但し- 實說. 未遂 後 捕 はれて 非人に 落ちた 

りと いふ。) 

あまり 長くたって も.：： n 他と もに 迷惑。 こ >1 らで 

あとの 六篇 は. 一走りと しょう。 

□ 戀衣對 の 白 む く 鶴 贺若狹 操直傳 

所 吉原。 時 不明。 

男  淺草 池の 屋義 助。 

女  津田屋 歌 波。 

〔動機〕 「友 だち を 頓み親 一門へ 色々 というて 


三 中お 众 え-ふ 

けレ AJ  f  $ 所 


めでつ b ひ 


Ti^'i ジ 


、： に— ソ や 5..>-0 めお 

J£  r  %  y  .piny  ^  Lf 

侠揚 座.^ 
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仇 比 戀浮橋 

浮世の 別 霜 


眞夢 血染抱 

柏 


みても とかく 女房に はさせ ぬ。 たって 女房に せ 

うとい は i^- 子が 一人ない とお もえば すむ とと 

つても つかす いひ きらる、。 (中略) そなた を 女 

房に もたいで は 生きて ゐて も何樂 しみ。 かねて 

そなたと いひ か はせ し * 死ぬ る覺 悟に 胸 をす ゑ、 

遣 書まで も 認めて * 今宵 限りの 此の世の なご 

り」。 女 は 「ァ. ^うれしう 御座ん す 穴 4 じけ ない、 

それでこそ かねての 本望」 とい ふので ある。 

〔結果〕 已途。 

□ 仇 比戀浮 橋  鶴 賀若狹 掾直傳 

場所 吉原。 時 秋。 〔の 「§I2:S^ き 

男  浮世 猪の 介。 (封 £ 間)。 

〔動機〕 〔おれが 身 はどうで 死なねば ならぬ ゆ 

ゑ- ひとりで 死なう と覺 悟な し 姿 はこれ」 と 男 

がい ふが、 その 糙 かな 譯は 不明で ある。 女 は 「お 


も ひ はおな じ 妹と 背が 心 くらべの かたみぐ さ」 

で、 ともに 浮^ を棄 てた とい ふの みで ある。 

〔結果〕 已遂の やう 書かれて ある。 

口 浮世の 別 霜  鶴 賀若狹 梭直傳 

場所 吉 原。 時 冬。 〔§5- よりの 類推 

男 かわせ ゃ淸 七。 〔f の I ほ 手 

女  てんま や 花の 井。 

〔動機〕 男 「くめん もなら ぬ 遣 ひこみ」。 女 「い 

やしい わしに 繋がれて、 大事のお 身 を すてさせ 

る咎を わが 身に ひきうけて 獨り 死んで 此の世に 

」。 それが たうとう 心中。 

〔結果〕 未遂。 

ロ眞 夢 血 染抱柏 

場所 

男  Iffi の屋 平三ハ 


き s^o  ^  ^.^o  〔夜 接さむ く.^ き 

d  ^  J!i ク- おくる と あり eg 
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浮 名 初 紋日 

二世 玉逮 


女  京 町の かしま や 花園 0 

〔動機〕 男 「養父の 咎めに あ ひ 馴れし 中 を 引 わ 

け 上方へ のぼさう と ある 悲し さに、 死なう と 極 

めし おれが 身」。 女 「お前と きれて わし とても 生 

きて 居られぬ 身の上 を 一 しょに 死ぬ るが 何の そ 

の、 お前に きせる 恩 かいな」 と來 た。 

〔結果〕 此の 心中 を眞 夢と せり。 

口 浮 名 初 紋日 鶴 賀若狹 橡直傳 

場所 吉原。 時 正月 過ぎた 頃。 

男. 本 町の 桝 酒屋の 手代 小 七。 

女  山 科屋の 菊の 井。 

〔動機〕 男 「內 方の 首尾が 惡ぃ。 死んでくれ 

く 」。 女 「喜ぶ 間もなく お前の 曾 尾。 かくな り 

果 つる 此の世で はよ くく 添 はれぬ 緣 かいな」。 


〔結果〕 已遂の 如し。 

□ 二世 玉裰  鶴賀新 内直傳 

場所 吉原。 時 春。 〔お 「一 あかりけ 0〕 も 

. 男  松 代屋惣 五郎。 

女  永樂ゃ i。 

〔動機〕 男 r ホ ホウ その 實情は 俺 とても 何 

の 仇に は 思 はね ど、 今 はか さなる 此 身の 不 曾尾リ 

無理な くぜつ をし かけし も そなたと きれて 俺 ひ 

とり 死ぬ る 心に 極めた る覺悟 はまっこと 白無垢 

を 肌 へ に 着込し 死 出た ち」。 女 「とても 此 世で そ 

はれす ば 一 しょに 死んで、 後の世 は 1 つ はちす 

に 誕生し 現世の 念 を はらさん」 と共に 覺 の 白 

むくと いふ、 未 來欣求 主義。 

〔結 菜〕 巳遂の 如し。 


悲 i." 悲 愛の 


き 昨日の 花 は 今日の 夢 だ。 r 路 花同惜 少年 春」 だ。 まして * 生命の 花に、 醉ひ 痴れて その 花の まざ- 

散る を つけた 時の 心 は、 どんなであった らう。 あ、 死により 强き は、 何が ある。 生命の 花 は * 徒ら 

なる 生命の 富よりも 尊く、 求む るに 値づ けられた もので あらう か。 我ら は、 我國 近世 文舉 がその 殆ど 

は 情痴の W 界の描 おであり、 その 描 の 簡潔に して 要 を 得た る は、 俗曲で あり- しかも 物 ii 體と 叙情 

詩體 と共に 併せえ たる、 しかも 就中 奔放の 情痴 を 走らせ、 しかも 近世 文擧の 唯一 取材たり し 花街に fi: 

じく 取 村した、 惑溺の 溜息、 情痴の 喘ぎ 著き 此の 新內淨 瑠璃に 於て. 彼等の 曲 中の 男女が 死に 至る 道 

程、 その 心 域の 大半 は， 此の 「昨日の 花 は 今日の 夢」 と はかなん だのに ある を 思へば、 此の ssf なる 1 

詞句 は、 我らに とっても 最も 懷 しき、 彼ら 悲戀悲 愛の結晶 したる 痛し き 微拉の 如き 感 なき 能 はぬ。 

.H 然の花 も 散って、 今日は 青葉の 現と なった。 陽の 光 も 白く， 耀 かしい ものと なった。 鳥 は 囀り 朗 

ら かに、 花より 靑 葉に、 己が じ、 その 生 を悅樂 して ゐる。 鳥 は現實 主義者で ある。 人 は- 花を戀 ひる 

こと 多き もの は、 その 無限の 惆悵、 これ を いづこに 醫 すべきで あらう か。 

ふと 思 ひ 浮んだ ことがある。 それ は 彼ら 新內曲 中の 男女の 幻滅 を 感じた と 爾く稱 した、 その 程度に 

就て ある。 卽ち 彼ら 男女、 殊に 女の 幻滅と は、 昨日の 花 は 今日の 夢と はいふ もの \、 そ は 唯- 花の 形 

ばかりに 卽 した 幻滅であって、 花 おらの (心の 花の、 永劫 不斷の 花の) 幻滅ではなかった とい ふので あ 

る。 彼女ら は、 憐れなる 相愛 協和 者と して、 共に 今日に 於け る 形の 花 (戀 愛の 外的 事情) の 破： i を 嘆 
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S たに 過ぎぬ。 死んでも 醫 されぬ 幻滅 は. 彼らの 心と 心と に 感じなかった ので ある。 唯. 生活、 事情 

の 激變を 夢と 稱 したに 過ぎぬ" 企圖 して ゐた戀 愛場 面が 一 旦に破 却され た それ 丈の 幻滅， それ も 外的 

物件に 由る ので ある- 心と 心が 創り 出す 幻滅， 破綻で はない の だ。 更にい へば、 彼等 Q 夢と 觀 じたの 

は、 兩 人の 心的 內容に は些の 支障 影響な く * 唯^れ て 夫婦に、 又は 逢曳を 重ぬ るに すべな しと. S ふ 程 

の、 しか 程の 外部 的、 耍求實 現 上の 幻滅の みで ある。 舉竞蟲 のい、 幻滅で ある J 起因 は、 浮世の 義理 * 

生活 Q 逼迫. さう した 自己ら の 核心に 觸れ ざる 外的 條件 のみで ある。 よりて 彼等 は、 心中 をす る 程の 

破 に陷 つても， 彼等 自身， 男女 は 相互の 心情に 更に 幻 減 を 感じなかった。 これが 羡 ましい ので ある。 

人の 實 情と いふ もの を、 相互に 搜ん で、 それ を 信じて 死んで 行ったら しいの が、 なる 程 近代的 ぢ やな 

い、 それだけ 近代 人た る 我らより は、 夢の やうに、 他界の やうに、 よく 云へば 羡 まる- -と いふので あ 

る 0 

我らの 知る 限りで は * 此の 愛する 心の 破滅， それ 自身の 幻滅 をまで 描いた もの は、 我ら 近世 文學に 

殆ど 尠 ない。 唯 溺れざる 所謂 通人 流義の 或は 欺瞞 愚弄の 愛の 生活 は、 偶々 見受けうる も- 〔現に 新內に 

も 「不 心底 闇皰」 の 如きが あるが、 これ は 初めよ リ僞瞞 にかかった 男の 滑稽 さ、 失敗で ある。 この 愛して 愛し St ざる 

例で はない。〕 此の 愛して 愛しえざる * その 心 内の 幻 減 >  對象 そのものに 夢 を 感じた * その 苦悶 悲愁 を 

描いた もの は、 絶無で ある" 耍す るに， 彼ら はとに かく  一  ^ 一  男 主義- たと へ始婦 とい へど も、 、い 情 
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男 も 心中 を 

i 吾 


に 於て は、 その 愛に 於て は  >  極めての 淸敎 徒で ある。 嚴肅 なる 袁男袁 女の 純愛に 生きて ゐた、 然し 謂 

ふが 如くし か 程に 果して 單 純であった らう か。 ゃ& 男の 方に、 自己主義、 自己の 立場、 生活の 推し 詰 

り を 嘆いて それから 來る 心屮ゅ ゑ、 そこに 不純ら しき 影 あれ ど、 なほ 女に 對 する 愛 著に は些の 不純 さも 

幻滅 もない やうで ある。 女性 は、 唯 熾烈なる 犧牲愛 (或は 把握 愛) に 燃えた。 卽 ちその 積極的に 女から 

心中 を 咬 かした 者 も、 同じく 愛する が 故に、 その 全部 を擢 みたい とい ふ 可憐な 欲求から に 過ぎぬ。 (此 

類、 „ ^種の 女、 愛に 於て 自我 的で あると もい へよう。 伹し蘯 し 此の 類 は、 数に 於て 少ない。) 女 も 牛； 活の 逼迫 を 嘆 

いて ゐる心 持 は あれ ど- しかし やはり それ も その 男が 主題で ある。 僞瞞と 技巧： 自分の 生活の 破綻の 

みちづれ 

道 伴に 男を爲 さう とする やうな 女 は、 先づ 見當ら ない。 男 も 心中 を 道具に する のではなかった。 却つ 

て それ を隨 喜して ゐる。 その 單純 さ、 純情 さが、 非 近代で ある。 我らが、 新内淨 るり をき く "おに- そ 

の 凄絶なる 施 律と、 その 大膽 なる 歌詞と に 吸 はれ ゆく の も、 此の 純情、 單純 さが 力強く 我ら を 打つ の 

ではなから うか。 我ら も畔 として、 か- -る 機會 に、 純情、 單純 さの 昔に 歸 らんと する- 生れ ざり し K 

C 昔に 歸 らんと する、 その 自然の 情よ. o- の 共鳴 同感、 涕淚 かも 知れない。 

卽 いて 離れ、 離れて 卽く、 愛して 愛し 得す。 同時に 二人 を も 三人 を も 愛しうる。 (紙： r ても萌 蝶で も、 

小泰 此 糸に 對 つて は、 夙う におさん、 おみや を 忘れて ゐた 0 彼等の 愛 は 唯一 對 象に 燃えた 0 これ を 三角 關 係と る 

は 非 だ oil か. -る もの は 遂に 彼等に ない。 幸 は ひなる かな 彼等の 純情、 とい ひたい。 新內の 彼ら は. 女 
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は 肉より 靈に向 ひつ- 1 ある • 男 は 恐らく は 肉 本位の みの 傾向、 しかる 差 は あらう けれど • とにかく 彼 

等 は、 聖愛 C£ 本位に しろ それ 外にし ろ、 純情 なれば、 それ を聖 愛と 名づ くるに 何の 不可が あらう 0) だった。 

今日の 我等の 如き、 生活の 爲の 生活 を考 へたり、 愛の 爲の 愛に 现窟を 催したり する ものではなかった。 

近代的 情死の 殆どが、 愛の 爲の 生活の 破綻なら すして、 自己の 爲の 生活の 破綻、 或は 思想の 破れ * 其 

他 各種 雜 多の 起因 を 含み、 單に 愛し あ ふ 同士が、 唯 その 當 面せる 生活に 對 して、 愛 を續行 せんが 爲に 

幻滅 を 感じた、 その 破綻 を 招いた、 しか ほどの 愛本 位、 純愛の 立場 は 殆どな からう。 我ら は、 古今 情 

死の 心的 動機の 比較 を爲 すの 煩 を 省く、 唯. 思 牛ば にして 足リ よう。 

ダヌン チォの 「死の 勝利」 の 如き、 愛して 憎む * 豐醇 なる その 肉 體に戀 々たり 乍ら も、 一面 蛇蜗の 

如く これ を 憎む， さう した 複雜 なる 男の 苦悶 も 新內の 悲曲に は 現れなかった。 唯 溺れた、 唯奔 つた。 

その 果は 死んで 愛しよう とした。 なべて 男 も 女 も、 幻 減と いふ もの \、 そは單 なる 外的の 幻 減に 過ぎ 

なかった。 彼ら は、 心的に 於て、 や は. 「昨日の 花 は 今日 も 花」 だった ので ある。 それ を 夢と 做す の 

は、 生活と 相應 じた 場合、 そこ， に不滿 • 失望が 生れた とい ふのに 過ぎぬ. - 彼等の 愛 は、 昨日 も 今日 も， 

確乎たる 不拔 なる 確 W- 性、 久遠 不壞の ものであった。 而 して その 對象 は、 勿論 各自 唯一であった。 三 

角 關係も 四角 もなかつ たの だ。 まして 彼ら は 有神論 者で あり、 有靈 魂の 信徒であった。 卽ち 彼等の 悲 

哎は、 唯 だ 現 土に 於け る 外的 生活の 一端の 破綻、 唯 それ を 無上に ける に 過ぎぬ。 乃ち 彼等 は 死して、 


外 w にも 內 的の 心內耍 求の その 如く， 卽ち內 外 翻 化した、 愛の 實現 不斷の 永劫 可能 土 を 目が けて.^ つ 

たので ある。 この 點、 彼等 は、 現代の fti" 人身？？ なの 心中 者の 苦汁に 比して、 甘 i 水津々 たる ものあった こ 

と は、 無論で ある。 

「昨日の 花 は 今日の 夢」 と は * 愛に 於て、 卽 ち理智 なる が 故に 愛より 見放され たる， 繼兒扱ひを_^-{け 

てゐ る、 眞に 現代の 吾等 こそ 口にすべき 事で ある 苟 くも 純情に 生き、 唯一 人の 愛に 燃えた 昔の 彼等 

に は、 唯假の 夢、 明日 はまた 花だった ので ある， い 我ら は、 最後 この 結論に 至る と、 この 「咋 日の 花 は 

今日の 夢」 が、 初めは 傷んだ それが、 今 は 却って 彼ら 古への 心中 者の 凱歌の 如く 間え てなら ぬ。 

〇 

「咋 日の 花 は 今日の 夢」 と 頗る 似た 唄-を 一 っ？_.;^113-したレ この 餘白 に寫 してお く。 

r 咋 日まで ながめて 花 も いつしかに、 へ r 日 はわが 身と 夏草の、 日に ぞ しほる.^ 憂き 思 ひ、 せめ 

て あはれ と 夕顔の、 露 Q 命と かねて は 知れ ど、 知らで はかなき 夢の 世 や。」 (地 吸、 本調子) 

I 大>.i 十三 年 六月- 


大名の 心中 

已遂 


大名の 心中 已遂 

「明 和 雜錄」 に、 
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「武 州金澤 * 米倉 丹 後 守 殿 知行 一 萬 二 千 石。 丹 後 守 殿、 江 戶吉原 土手に て 女郞. A 雙死是 あり。 

早速 御撿 使相濟 み、 其の 日 御 改=^ 並に 家老 二人 切腹 仰 付けら る。」 

とい ふ 記事が ある。 米 <q 丹 後 守と いふ 大名が、 武 州兪澤 にあった こと は事實 である。 大日 本 

地名 辭番 にも .n 兀祿九 年より 米倉 助 右 衞門殿 陣屋、  < ぉ澤 にあり。 相 州 野 州 散在の 田， 並に 當所 

へ：：  一一： -S 二 千 石の 大名たり し 由 見 ゆ。 陣屋 址は、 六 浦 村 引越に 存 す。」 と あるが、 さて 此の 米 念 家 

は 別に 明 和に 改易に はならなかった やうで ある。 それに この 話 は 嘗て 此の 明 和雜錄 以外に は 見 

常らぬ。 或は 分家， 筋の 死で はなから うか。 それにしても 家老 二人 切腹と は トン ダ 災難 だ。 或 

はや はり 事實、 大名の 米倉に 關 した 事で、 然し改易だけが誤聞で^；^氣屈が酋尾ょく濟んだのか 

も 知れない。 とかく 明 和 は、 同 三年に 心中 鼓吹 家の 鶴賀新 內が殁 して ゐる。 若し 多少 この 米倉 

家の 傳說據 る 所 ありと せば、 新內 たちの 所謂 淫聲宫 ：傳 のせ ゐで はなかったら うか。 とにかく 

事、 大名に 關 する は， 舊幕 時代、 動もすれば 表面から 抹殺され 易き 故， この 己途 事件の 眞 偽， 

今 俄かに どちらと も斷言 は出來 まい。 
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歸 藤蔓 戀 のし がらみ 

解 題 

藤蔓 戀の しがら みは、 新 内 節の 正本の 一。 從來の 四 種の 新內 正本 集中、 國書 刊行 會本、 聲 S 文 藝 叢 害 本に 

は 全く 此の 正本な く、 最近 刊行され た 新 内 全集と 中 川 愛 氷 本と にある。 但し 全集 本に は、 比， の 正本の 前 一一； 枚 

を 略き、 中 川 本 は 珍しく 全文 を 載せて ゐ るが、 校訂 粗、. 正本の 生寫 しで はない。 幸 ひ 私の 艽视が 偶然 私に 殘 

して くれた 生地の 此の 正本が ある。 よりて その 全 斑 を 正本の ま、 此に 揭げ、 併せて 字句の 評釋を 試みようと 

思 ふ 0 新內は 殆ど 全部 吉 原の 公娼に 材料 を 得て ゐる 0 從 つて その 一 たる 之が 評釋 は、 常時の 吉 原の 内面 描お 

である 0 卽ち 以て 吉原 研究の 一 端と もなら う 0 「藤せ Si 戀の しがら み」 正本の 年月 は、 不明で ある 0 然し、 鶴賀 

新 内 直簿と あれば、 新 內の殁 年 安永 三年 以前の 物に 屬し、 新內の 同門で ぁリ 後に 師 US の關 係に も 似た 彼の 先 

楚 朝日 教贺 太夫 (元は 宮十 リ路) が、 敦賀を 銘賀に 改め 姓と し 若狭掾 と名乘 つたの は、 寳歷八 年 (聲曲 賊基說 ) 

であるから、 新內 が若狹 嫁の 懇請に よ リ鹤賀 を 姓に 名乗った の は、 これ 以後 卽ち 齊 曆八ハ 牛 以後と しなければ 

ならぬ 0 卽ち 鹤賀新 內直傳 ときつ ばり 署名せ る 此の 藤蠆の 正本 は、 彼が、 寶展八 年よ リ 安永 一二 年に 至る 十七 

年間の 何れの 年 かの 作で あらねば ならぬ。 恐らく 明 和 時分の 作で あらう 0 傍證 として、 喜 之 介 早ぎ ぬの 心中 

を 調べれば 分る が、 これ は 無論 變名 であらう し、 また 强ち當 時 K 在の 人物が あつたと も 新！ 百出 来ない。 心中 
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本文 並に 評 

釋 


の榮 えたの は、 元祿、 資 永と 通い ふが、 新內 節が、 古今の 天才 宮 古路 登 後 嫁に よって、 享保 十五 年 以後 江 

こ- 榮ぇ、 元 文 四 年 九月の 處ユ後 節 停止に 逢 ふまで、 都鄙に 心中 を挑發 せしめた 觀が ぁリ、 たと ひ 心中の 形式 

が 意氣と 張りから 瞳 落して、 金に 詰っての 厭世 心中と 早變 りした もの"、 兎に角 心中 は、 常 * 猶 盛んで あつ 

た 0 元 文 四 年の 停止から、 若 狹橡の 一旗、 幟 を 建てた 蜜 暦 八 年 迄 は、 約 ニー-年 を 經てゐ るが、 心中の^ 遊里に 

1<^然絕ぇたとぃふのでもなぃ0 延享 一一 一年 十二月 十三 日の：^ 上 伊太 八 (遊女^ 上と 元 津輕岩 松 家來原 ra^ 太夫) 

の^^？死朱遂ゃら、 明 和 六 年 七月 三日に は、 浦里、 時 次^  (美吉 野と 伊之助) の已遂 やら、 一 は 资暦八 年 前 十 

三年 (K5 上) 一 は、 寶暦八 年後 十二 年 (浦里) である。 突曆八 年後 二十 八 年 目の 天明 五 年に は、 有名な 緣衣外 記 

の 心中 も ある 位ゐ。 新 内^ 創の 前後に 心中 は頻發 した ものら しい。 兎に角 《„s 時此 種の 心中 はあった らうが、 

さて 赏 在の 喜 之 助 早 衣 はと 來 ると 不明 だ 0 然し 新內節 (正しく は鶴賀 節) の 盛 行と 心中の 流行と は 彼此 相 呼 

藤して、 假 りに モデル ありと せば 此の 心中 も 明 烏と 同様、 明 和顷に 起った ものと 見て い、 0 即ち 私の 此の 正 

本 を 明 和 年代と する 所以て ある 0 尙、 此の 正本の 珍ら しい 譯は、 新內の 正本が 殆んど 若 狹掾の 直 傅なる に、 

これ は 新 內直傳 で ある ことで ある 0 


〇 

ふじの や 喜 之 助 さ かづら 二 ひ-の 

ひしの や 早ぎ ぬ 


かづら 二 ひの 

蔓戀 しがら み 


鶴賀新 內直傳 

濱之 斗石述 


一； ％噴ま 一 一葉よりか， r- ばし き。 楠 は 一 一ば より 名. /〔を ふ，.. む W か ヤ。 士は 腹中 


石 
楠 
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地力 、 リ (國) (敎)  . 

をで、 ふくち う を さ だむ る は。 うごかぬ くにのお しへ かビ おもへ ビ ゆめの 世 

ハル (堅)  (表  向)  (內  f5  地  (惊) 

の 中 や。 かおい こ、、」 ば はお もてむ き。 そのない しゃう は やわらか や。 なさけ 

(流)  ハズ 深)  . 

あきな ふな がれに も。 ふかい こ ろの あれば こそ。 

〔栴擅 は 二葉より 云々】 人の 幼に して 聰慧 なる に 借り、 觀佛 三昧 海經に ゆ。 【楠 は 二ば より 名 石 

云々】 東雅、 一六に 「石 楠と いひし は、 卽ち今 も 俗に、 此の 樹 久しくして 化して 石と なれるな どい 

ふ 事 は， 太古の 時より 云 ひつ きし 所と 見えたり 云々」 ともあれば、 此句 楠の 化石 を 云へ るな らん 

か。 古くより 此の 傳說 一般に ありたり と 見え、 吉野拾 遣 物語 二に も T 楠 正 行の 墓所に いかなる 者の 

しわざ にゃあり けん 書きつ けけ る、 楠の あとのし るし を來て みれば 誠に 石と なりに ける かな」 と あ 

り。 こ i まで 或は 栴 擅と いひ 楠と いふ も- すべて 人の 人た る 者 は 幼少より 非凡の 瑞相 ありと いふに 

歸す。 【武士 は 腹中 を 出て 云々】 稍 難解なる 句 なれ ども、 初めの 腹中 は、 母の 胎內 の義、 後の 腹中 

は、 心中、 所存 * 覺 悟と いふに 同じき が 如し。 卽ち 武士 は 武士ら しく、 幼少より 旣に覺 悟を定 む。 

節義の 爲には 死 を輕ん する 腹中 ありと いふ なる 義 なれ ども、 腹中 卽ち 心中、 心中 また 心中 立の 義 

より 情死に 轉義 せる より、 暗に 後段 叙 出の 喜 之 介の 心中 (情死) と 照 應 して、 町人の 喜 之 介の 腹中 

の 定め 方 は. トン デモない 情死 沙汰な りと、 以て 武士と 町人との 差 をき かした る ものなる べし。 而し 
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て 町人の 此の 腹中の 定め 方の 惡し きを E ちに、 作者 は 辯 護して 「夢の 世の中」 とい ひ T 堅い言葉 は 

表向き 其內證 は」 とい へるな り。 最初 堂 々と， 人の 人た る 者の 幼少より 聰 遠なる 事 や 武士の 覺 悟の 

程を說 き、 町人の 喜 之 介に 中々 云 ひ 及ばす と 見れば * おもへ ど ゆめの 世の中 やにて 急轉 直下、 而も 

如上の 堅い言葉 を その 實、 非人 問 的な りと 冷 殺し 去れる 也。 喜 之 介 もやつ とこれ で 浮べるな らん。 

〔ゆめの 世の中〕 浮生 若 爲， 歡 幾何 (李 £。 一切 有 爲法、 如-一夢 幻 泡影ス 金剛 經〕 など 見 ゆ。 【な 

がれ】 遊女の 異名。 昔、 常に 扁舟に 身 を 任せて. 波の まに く 流れ、 逢 ふ 人々 に 情 を賫る こと 流水 

の 如かり しょりい ふと。 仍 しこ \ は 境涯の 意に して 暗に 遊女の 義を 兼ねた る 也。 【深い こ. -ろ 云々】 

流れと 深いと は緣 語。 君 倾狨に 却って 深い 情 ありと は、 「明^」 の 浦里 も 夙に 道破せ る 所" 

キ ン (菱 の 屋) (早 衣) (溺) (藤)  地 (タ ^*)  (玉 、 鉢) 

はなの ひしの や はやぎ ぬにから む ふじの や 喜の 介が。 ゆうくれ ご、、」 の 玉 ほこ 

t なな ど  ウレ イカ、 リ (揃)  (衣 紋 3 

を 人のう はさに 花 川戶。 戀 のかけ はし 四ッ手 かご。 かた を そろ ゆる ゑ もん ざ 

(淮) (いひ)  t しはら  (繁 SI) (大 G  (人り)  巧 一 さ 

かたが い そめし 吉 原，、」。 げに はんじゃ うの 大 もん を 入 こむ 人 や 仲の 

【はなの 云々〕 はなと 菱。 搦 むと 藤と は緣 語。 喜 之 介 も 亦 トング ものに 搦 みついた もの 也。 〔玉 ぼ 

こ】 ^の 枕詞の Hi, 鉢より 轉 じて * 道 そのもの をい ふ。 玉 鉢の と 道の みと 績 けたるな り。 【うは さ 

に 花 川戶】 花 t, 、きたる 如く- ばつと 人の に 立ち is れる 也" 【花 川戶】 淺草廣 小路の 束に して、 今 


其 北 を 花川戶 町。 南 を 村 木 町と いふ。 昔 * 花 川 戸の 渡と いふ は、 材木 町に 在りし なり。 一，：：； I 戶 ：- 砂子 

はな.^た  もと 

に、 「淺草 竹 町の 渡し を 花 方の 渡と いふ。 花 川戶は 川端 通の 町 也」 と ある 竹 町 は， 本竹^^^のぁりしにー 

.5 り、 又 花 方に 訛る も 端 河津の 謂な らん。 一書に 業 平 渡と 云 ふ は、 本 所業 平 町に 對 せば 也。 云々。 ： 

(地名 辭書 )o 花 川 戶、 貞享 年中 扳本江 戶鎗圖 に、 舟 川 戸と あり， 筆者の 誤りなる べし 云々。 【四つ 乎 一 

駕籠】 山 籠より 小さき 粗末の もの。 四 本の 竹 を 柱と し、 割 竹に て 略式に 編みて 作り、 小さき 垂れの 一 

ある もの。 よつ でと もい ふ。 江戶 繁昌 記 二に 街 輿と 出づ。 【戀 のかけ はし 四つ 手 かご】 かけはし は 一 

懸橋。 棧道。 花 川 戸の 川戶を うけ、 また 四 つ 手 駕籠に も か、 る。 喜 之 介の 爲に 戀の棧 となりて、 早- 

ぎ ぬが 許へ 渡す もの  は、  四つ 手 駕籠 なれば 也。 【かた を そろ ゆる 衣紋 坂】 肩 を そろ ゆる は， お 紋をー 

正す の 意より 衣紋に か、 り、 また 駕籠 の 二人 肩 を しゃんと 揃 ふるに も か-^ る。 遊客自身が衣紋^^| 

正したり し は菱川 畫の搶 本道 引 (延寰 六 印本) にも、 「金 龍 山 (待 乳 山)、 こ 、 にて 馬より 下りて、 (江 戶花ー 

街 沿革 誌に 曰く、 貞 享元祿 より 以前 は、 遊客 は 舟と 馬と に 依りたり 0 馬は輕 0^ 馬と 呼び、 二人の 1!^^ 奴に 手 辆を取 一 

り 乍ら 小 室 節 を 歌 はす を 華奢な りと し、 叉. m き 馬- て 好みた リ 0 一 K々o〕 やうす を 直し， えもんな どつ くろ ひ 心 

せらる i 所な り」 と あり。 

〇 江戸の 辻 駕籠。 参考と して、 「皇都 午睡」 三 編、 中より 左の 記事 を拔 く。  i 

「江戶 通り 筋の 木 戶木戶 EJ^ 附々 々 に、 辻 駕籠と て 駕籠に 尻 かけ、 注來を かけ 次第、 駕籠 へ く， 丹那 
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かごへ と 呼び 居る。 駕籠 屋と いふ もの  >  一町に 五軒と 七 軒 はなき はなし" (屮 略」 道中の 5.1: 〈助に は 非 ^ 

す。 いは ビ江戶 裏店より 出づる 駕籠 异也。 (中略〕 直 段 は 大抵 極り ありて， 道中の 雲助の 如き， 餘り 

に餘 計に 貪る 事な し。 辻 駕籠の 得 一お とする 所 は、 遊 所 通 ひ 也。 四 里 四 方 ある 江戸の 地に 遊 所な く * 

深 川、 本 所、 根津、 谷 中、 麻布、 赤 坂なん ど 遊 所諸處 にあり けれども， 常時 (弘化 S 年頃) 禁止と なり 

て、 い よく 不 n.s なれば、 南に 品 川 宿 * 西に 內藤新 宿、 板 橋、 北に 吉原、 千 住と 此の K ケ所 也，、 何 

れも日 木 橋より 二 里 半、 三 里に 餘み道 なれば >  行く 計に も 隙 どれば.、 はづ かの 隙に^ 籠に て 駔け行 

き、 歸る にも 又 其 地より 駕籠に て 駔戾る 故、 辻 駕籠 大に 流行る なるべし。 駕籠 貧の 相對も 京攝の 如く 

底 切 小 切す るに も 及ばす、 四 文錢何 本と か、 南 銃と か埒 早く 乘 ると 直ちに 駔け 出す 事 誠に 宙を 走る 

が 如し。 人 立 多き 四ッ辻 にても H ィハァ と掛聲 して 腰 を ひねり、 云々。 駕籠 舁、 寒中に も 肌 を脫ぎ * 

入墨 見事に して 手を盡 せる 武者 緒な ど あり。 (中略) 間に は、 駕籠の 垂を おろし ありと も、 附々 々 

にて は、 手早く 垂れ を 上げて 走れり。 吉原 大門 口、 品 川 入口、 新 宿に は、 夜 明 前より、 篤 籠へ く 

と聲を かけ、 數 十人控 へたり 云々。」 

此の 皇都 午睡 は、 西澤 一鳳が、 弘化四 年 以後 三年 間、 江戸に ゐ たりし 時の 隨筆 なり。 されば 此の 媵 

蓬戀 しがら みの 新內 正本の 現れた る 安永 三年 以前 (新內 は 安永 三年 六十  一！ r て歿) より、 七 八十 年を經 

たり。 然れ ども ens 時 驚籠界 の 風俗と して は、 前後 大差な かりし ならん か。 
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因みに， 江 戶の迂 駕籠の 數は、 元綠の 頃より 辻 駕籠 御免と なり 、江戸 中に て 百铤を 限られた りしが、 

寶永八 年 卯 三月 二十日、 向後 六 百 挺と 定む。 內、 町方 三百 挺， 寺社 方？ a 挺、 代官 附ニ巧 挺な り o( 當 

時 辻 駕籠 流行りて、 千 八 百 挺 ありし を、 斯く 激減せ しめしと 云。) 正德 三年に は、 町方の 數を 更に 百 

五十、 m に 減じたり と 云 ふ。 然れ ども 法令 再び 弛み、 後 は 夥しき 數 となりし と。 新內節 正本の 凡て を 

通じ、 遊里 通 ひの 描寫、 多く 此の 四つ 手 駕籠な り。 卽ち 新內、 若狹掾 等の 後の 所謂 新 內節成 焊仃の 初 

期 をな したる 明 和 安永 天 明の 頃に 於ても、 遊里 通 ひ は 多く 駕籠 を 便と し、 多く 之 を 用 ひしと 見 ゆ。 

したがって 此期 は、 再び 駕籠の 數 夥しき ものと なり ゐ たりし ならん。 

【ゑ (え) もん ざ か】 江戸 名所 圖會 云、 日本 堤と は * 荒 川 (隅 田 川の 上流に 曲れ る 名な リ) の大 堤な り。 

聖 天 町より H 之 輪 町に 至る。 此の 大 堤の 半に して、 西へ 降る を 衣紋 坂と いひ、 新吉 原に 入る 道な り。 

遊客の 此 處を往 くもの、 必す 衣紋 を 正して 行く との 意より 名 づけし とぞ。 京都 島 原に 衣紋 橋 あり. 

恐らく は 之より 轉ぜ しならん と 云。 〔吉 原】 初め 日本 橋の 東に ありて、 葭多き中にぁりしかば|3^原 

とい ひ、 後 * 字 を 祝 ひて 吉 原と 改む。 明曆ニ 年， 幕 命に より、 日本 堤の 內、 田 問に 一 廓 を 開きて 移轉 

し、 新吉 原と いふ。 世俗 舊 によりて 吉原を 以て 呼べり。 或は 仲と もい ふ。 一 廓の 內仲之 町 を 以て 眼 

目と すれば 也" nc 本 堤より 降る 小坡、 衣紋 坂、 九十 問 茶屋 町 を 表口と し、 大門 を 設け、 江戸 町  一丁 

目、 二 丁目、 (舊伏 見 町 を 合す y 揚屋 町、 角 町、 京 町  一 丁目、 二 丁目の 六坊 に^ 分す。 江戶 砂子 云、 


明曆ニ 年に 所 l^M 被 仰 付 >  此處は 龍 泉 寺 村と 云 ひしな り。 江戸 繁華に 隨ひ、 傾城 市中に 在りて は、 如 

何とて、 此 田地 を 下され、 引 料 登 萬 五 千兩。 明 暦 三年 店開き * 新吉 原と 號す。 五町と は * 江戶町 • 

同 二 町、 角 町、 京 町. 新 町な り。 此外堺 町 * 伏 見 町 • 揚屋 町 あり。 中の 通り を 仲の 町と いふ。 口 新 

宙 原の 地 は、 舊千朿 村な りと も， 金 杉 村 (龍 泉 寺) なりと も， 乂山谷 村な りと もい ふ。 千が は、 本 

來鄕 名に て、 金 杉 山 谷 等も鄕 内な り。 此に 決すべき は、 金 杉 か 山 谷 かとい ふに あり。 形勢 を 以て 推 

すに、 金 杉 龍 泉 寺 村と いふ もの 頗る 協へ るに 似たり。 山 谷と いふ は、 山 谷 堀 を 往時 去来の 小 航路と 

しければ、 ，i ^、りて 山 谷の 新吉 原と い へる にや。 (大 =1 本 地名 辭書) 〔仲の 町】 入り込む と 仲と は 緣語を 

なす。 仲の 町 は、 前に 出づ。 

〇 衣紋 坂よ リ 仲の 町 まて。 「衣紋 坂 山 谷より 八丁 目に 左の 方へ 下りる。 是を 衣紋 坂と いふ。 

時に 高札？？ ありて、 武家たり とも 搶 ならす、 馬 駕籠なら す" など 制札 あり。 是 より 大門 口 迄の 茶屋 

を 五十 軒と 唱 へる。 じく 案內 する 茶屋な り。 爱を七 曲り ともい ふ。 道 少し 曲り ありて、 ナ、 門口 を 

入る 正面 仲の 町と て， 往來廣 く- 兩側 禽屋ぱ かりなり。 店 をお ろし、 鎗筵 敷物 敷きつ め、 二階 表 

座 舗に は、 髙攔乎 招 付に て、 柱來 を；：：. ^下し- 下より 廣き 段階 子 を かけ、 大體 茶屋 は §1 ロニ. S 中 三 1? 

也。」 (， お 都 午睡 三ノ 下) 之に も n 几 ゆる 大 門 外の 1::- 十 軒と は、 兩 側に 茶屋 二十 五軒 宛 あり たれば： ム ふと 

いひ、 よりて 五十 軒 町と もい ふと；； 3 戶 花街 沿 率 誌な どに あれ ど、 此は 誤りな らん， - ^十 軒 は その a 
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•  九十 問の 誤な り。 地勢 上， 僅か^ 十 §i の 路傍に， 如何して 二十： A 軒づ、 の 茶屋 並ぶべき や.^  ffl し少 

許の 茶 浸 はありたり。 さて 此の 大門 外の 茶屋と.；^ 內の 茶屋と 品等 如何。 次 を 看よ。 

詞  (茶)  (丹 那)  (連〕 

きさくな ちゃ 屋の佐 次 兵衞が サァ/ \- だんなが 御 出 あそばした おつれさん 

(何-つ.)  ハ = -ソト シ (機械 笑 額) によ-つ？  (伴な ひ) 

は、 ごふ あそばしな されました 、ヒ。 きげん ゑが ほの 女房が おく へ 、、」 もない 入り 

ぎよ-つ さく 

【きさく】 打 解けて 氣輕 たり。 氣 のさく きこと なり。 源氏物語 にも 見えた る 景迹， この 轉 なりと 

云。 【茶屋】 昔 は 揚屋、 揚屋 附茶； の 次に 此の 茶屋 位ね せし が、 揚屋衰 へ、 揚屋 附茶； も その 飴 波 

を 受けた る 寶唇十 年頃より は、 此の 茶屋 全盛の K となれ り。 次に 悉 しく； f:^ かん。 

〇 揚屋と 揚屋 附 茶屋 C 茶屋」 (廓 內と廓 外) 

揚 IIlei。 一 兀士： ： 原 時代より， 太 火 (常時 第一位の 遊女) 格子 女郎 (第二 位〕 を はむ とする^ は * 必す投 

屋に 於て す。 三位 ケ郎以 ド然ら ず。〕 從 つて 揚屋 は， 廓 内に 全 權を振 ひ、 延寶天 和 頃 は 最も：：； n 

え， 從 つて その 數も多 かりき。 然るに 此 より 先き 寛 文 八 年、 散 茶女郞 (從來 の 局 女郎の 次、 端女-がの ヒ 

の 如き 品等の 妓 J 現れて、 安價 にして 實用 的なる 妓風を 寅 傳せ しかば、 一時に に 行 はれ-次第に： S 

女 郞は勿 fsr 太夫. 格子まで 之に 壓 倒さる、 に 及び. $ ^に太 人：：^ 子^へ 跡 を 絶つ に 至りぬ。 以後 故 


みら か' しの 戀^ 探 舞 評  4« 


茶屋 


仲の 町の 茶 

0 


茶 は妖の 首位と なりたり" 然るに 此の 散 茶 は 揚屋の 繁搏を 用 ひ， K 茶屋より 客 を 招きた るより， 

當然 揚屋 並に 揚屋 附 茶屋 は * 太夫. 格子の 運命に.^ する に 至れり。 乃ち 元 文 五 年頃、 彼等 は 揚屋 町 

より 新 町 (京 町 二 丁 H0 京 町 (一丁 =0 に 移住し、 寳曆十 年頃に は 揚屋 全く 廢れ、 茶厘^5獨占となり 

たり。 (恰も 此頃、 廊內 に藝者 れたリ 0 本 著 「藝 者の 起 港」 参照 0) 

揚屋 附 茶屋。 元 吉原畔 代より * 揚屋 は i^々 一個の 茶屋 を隸屬 せしめ， 茶 3!i の屋號 は、 揚 Sfj と； El 

ならしめ たり。 新 吉原開 創 後 * 揚屋が 揚屋 町に 住む に 及び、 揚屋 附 茶屋 も 揚屋 町に 住めり。 揚屋 

と 同じく 十八 軒 ありたり。 然るに 散 茶 女郎の 出現、 次で 普通 茶屋の 勃 典に 逢 ひ、 揚 Iwl 附 茶屋 は， 

揚屋と 共に 勢力 衰へ、 揚屋 亡ぶ るに 及んで、 從來 下位な りし 茶屋の 下に 屈伏す るに 至れり。 

茶屋。 (引手 茶屋と も 後に いふ。) 元は、 下等の 妓を買 はむ 客. V 妓樓へ 案内す る 役の ものな りしが • 

散 茶 女郎の 勃興に より、 揚屋、 揚屋 附 茶屋 を 歷 倒す るに 至りたり。 (引手 は 案內の 義。) 二種 あり、 

廓內廓 外に 分つ。 

仲の 町の 茶屋。 (廓 內) 新吉原 最初の 頃 は、 商家と 茶屋と 並び 建てられ しが、 茶屋 全盛と なる に 及 

び >  商家 退轉 して、 仲 之 町 は 殆ど 茶屋ば かりとな り、 揚屋 町に も その 數を 増す に 至りたり。 茶屋 

の營業 は、 遊客の 遂迎 なれ ども， 茶屋より 送る 客 は、 一 等樓 (後、 寬政 以降に 大薙と 一 HO) 二等 樓 (E 、半 

籬とー KO) に 限り、 他 は 送り 迎へ を爲 さす。 
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内 茶屋 の 

=1? 入 


茶屋の 料理 


茶屋の 数 


•i-^tls^l^i.^  (一) 揚代 に準じて 引手 錢と稱 し， 客 一人に つき 銀 三 匁 *  K 保 頃 は 五 匁の ロ錢を 

妓樓 より 受けたり。 (二) 遊女より 五節句 毎に 付け 金と して 金 一歩 づ. -を受 く。 (三) 女藝 者が 客よ 

り 貰 ひし 纏頭 (普通 二 朱) の 内より 小ぜ りと て 二百 五十 文 を 差 引く。 (四) 客よりの 祝儀 若干。 (江 

戶 花街 沿革 誌に 據る 0) 

や I 屋が &理& 業と なりし は 天 保の 初めな り。 此頃 茶屋 內に 料理番 を 置け り。 元は 雇人 男女 四人づ 

つ を 普通と し * 送迎、 杯盤の 周旋 は 主に 主婦の 住たり き。 

(守 貞漫 稿に は、 牧入 にっき 異說 あり。 曰く T 仲の 町 七 軒の 茶屋 を 第一 とす。 酒！ f 有の 價を號 け 

て 送りと 云。 妓院の 送迎の 料と する 也。 七 軒の 茶屋 送り 料 一 客 金 1 分、 仲の 町の 茶屋 送り 二 朱 

づ、 也。 七 軒 は 大鬥內 右の 七 戶を云 ふ。 仲の 町 及 揚屋 町の 茶屋 凡て 百  一 二十 戶 あり。 云々。」 此 

の 送り は、 引手 錢と はまた 別の 收入 ならん。) 

廓 外 共〕 諸 書に より 又 年代に よりて 種々 あり。 就中. 此 sli 戀 しがら みに 時代の 相當 

せる,、 和、 より 文化 迄の 數 を-江戸 花街 沿革 誌上、 幸 堂 翁の 記述に よりて 拔 かん U  〔藤^.3<の正本を大《. 

そ 明 和 年代と 見ば、 興 更に 深 からん か o〕 

大門 內外 揚屋 町並に 裏 茶屋まで 

最高 百 五十 軒 内外。 最低 九十 軒內外 e 


山 谷 掘 片側 並に 土手 際 迄 船宿 

最高 六十 軒 内外 0 最低 五十 軒 内外 0 

(安永の 頃よ リ、 今戶橋 向う の 船 iJS は 結えたり 0) 

(文化 文政の 顷ょリ 田 町に 二十 軒、 龍 泉 寺 町に 二十 軒の 引手 茶屋 を 開店せ り 0) 

.?;^::|:6_!1|1。 ( 一 〕 五十 間 町に 茶屋 ありし が. (嬉遊 笑覽に 日く、 明 和 五 年 E 月燒亡 は兩 側に て 

二十 軒ぁリ し) 此等 は、 仲の 町 揚屋 町の 茶屋と は異 りて、 特に 編 笠 茶屋と 呼びたり。 是 より 先き， 

明曆 年中， 山 谷の 假 宅に 業を營 みし 頃より、 士 民の 妓 摟に詣 る もの、 編 笠 を 被り 扇 を 募に あて- - 

面を掩 へる 慣 はしと なりたる を 以て、 此等編 笠 茶屋の 店頭に は 編 笠 を 吊し 置きて. 遊客の 望む まに 

まに 之 を し 與へ、 幾何の 料 を 取りたり。 此の 編 笠に は、 茶屋々々 の燒 印を捺 して 目標と し， 彼 

の 夜間に 客 を 送る 時 • 定紋 附 けたる 提 燈を點 すと 同じき 用に 供へ たりと 云。 但し 此風享 保より 稀 

になり、 元 文に 至り 全く 止み. 後に は 編 笠 は 名のみ となりて. 一般 客人の 身 仕度す る 所と なり、 

同じく 引手 茶屋と 稱す るに 至りたり。 (二) 此 後田 町 ( 一 に 泥 町) にも 編 笠 茶屋 を 生じたり。 「守 

貞漫 稿」 常時. 百 八十 餘戶 ありと 同書に 見 ゆ。 (一二) 山 谷 堀の 船宿 及び 會所 船宿 も、 大門 通行の 權 

を 得る に 及び、 引手 を 兼ねたり^ 

iiil-si^l^Y 別に 揚 代の 外、 这 りと 稱 する 費 を 取らす。 妓院 より 一 客 二 t 文の 錢を與 ふ o( 守 


提灯の； 

各屋の nrll- 


^s: 漫稿) 


投 灯の 柄に 由る 各 星の 品. 等。 序でに 面白き 記事 なれば 紹介 せん。 當時 各屋に * 引手の 提灯の 柄に 

よって 截然たる 品等が ありき。 妓樓 は鐵の 柄。 揚屋 は 木の 柄。 茶屋 は 竹 を w ゐ- 船 粮は繩 を用ゐ 

たり。 船宿と きけば 粹 なれ ど、 品等 は 繩の最 劣等な りし 也。 

【丹那 がお 出で 云々】 心中す る 不良 若年 も * 人 氣商賣 から は丹那 也。 〔ぉっれさんは云々】 今{^;:は 

お 一 人と いふ 所 也。 常套 の世辭 にも あらざる べき か。 喜 之 助 これ 迄 大抵 は惡 友と 連れ立ちて 來 りし 

もの か。 以下に 現る \ 早ぎ ぬ 喜 之 助の 對 話中なる、 喜之助の「親女房友だちの異見」とぁる友^^|3は- 

この 不良なる お 連さん に は 非ざる べし。 同一 とせば、 初め 互 ひの 浮れ 心地より！ f§ ひし ものが、 喜 之 

助の 早 衣と いふ 標的 を 得て、 祌經 怪しくな りたる を 見て、 さて はと 驚き- 俄かに 豹變， 意 2- を 始め 

たる や 不知。 今宵 は 喜 之 助、 早 衣に 秘密の 用談 あれば さて こそ 一人で 來り しもの ならん、 此のお 述 

さん は 以下の 詞は、 茶屋の 女房の II 也。 さて 此處で 喜 之 助の 遊び 方が 餘り 下： i でもな き、 彼 も 和 (お 

の 家の 息子な りしな らんと いふ 證據 を擧 ぐべ し。 そ は、 茶屋より せす して 直ちに 妓摟に 赴く 客 を 振 

りと いふ。 一等 樓 (寬政 以後に 大籬 とい ふ。) は 振り を斷 り、 二等 樓 (宽政 以後に 牛籬 とい ふ。) は 振りと 

茶屋 客と を 選ばす， 同様に 迎 へたり。 それ 以下の 妓樓 は- 振りと 限りたり。 然るに 喜 之 助が いつも 

茶屋より 行ける は、 茶屋の 亭主 女 1;^ に 馴染なる 點 より 明か なれば • 喜 之 助 は 一 等樓 か、 安く 下って § 


みつがし の戀^ 膝釋評  4^ 


も 一 一等 摟 かなりし 也リ すれば 早 衣 も 當然 一 等樓 若しくは 二等 樓の 遊女、 卽ち散 茶女郞 (後の 「まがき」 の 

項參照 0) なりし 也。 is- 子と いふ 所、 一等 樓 の大盡 遊び も 出来す。 さりと て 下等 店へ 行く 人品に も 非 

す とすれば、 二等 樓客 とする を 正しと せんか。 〔きげん ゑが ほの 女房が】 亭主 はき さく。 女房 は 機 

嫌 笑顔。 照應し 得て 妙、 面目 躍如。 機嫌 笑顏 やき さくに ひき かへ、 此の 夜、 甚之 助の 胸中 は 如何。 

今宵 は、 親 女房 友達の 異見に より、 ふつ、 り 逢 はぬ と覺 悟して 緣 切に 来れる 也。 (それが また 思 はぬ. 

相手の 出様で、 心中とまで たうとう 遣っ付ける 也。) 彼が 胸中、 萬斛. の 哀愁 ありと いふべき か。 それ 

とも 意志の 弱い のつ ぺり 色男， 何でもなかった とい ふべき か。 


元 吉原遗 開 


lis がテ 


元 吉 原 遣 聞 


元吉原 及び 新吉原 起源に 就て、 三 四の 逍開を 拾って おく。  丁度、 右の 註の 中、 〇 「吉 原」 の 前に 總 けて 讀ん 

でいた マきたい o( 著者) - 

君が テ、. 

奉行 はじめ 麼 々が. 遊； V 屋の 亭主 を 爾く稱 したとの ことで ある。 彼等 亡 八に 似 八 u はぬ うつか 

り閱 くと、 何だか. 例體 なさす ぎる やうな 名で ある。 幕 禁の書 「環 齋記 聞」 全、 中に その _y 事が 


ある。 曰く • 

一 其 頃 諸 御 奉行 様 甚右衞 門 名 をき みが テ 、 と 御よ び 被 成 候。 古来 大人 歴々 の 御 一 w 葉に 遊女 屋の 

亭主 をき みが テ、 と 呼び 給 ふ は、 君が 親方 又 1 女 長と も 書き候 由」 甚 右衛門と あれば 無論、 元 

吉原 開設 當 時からの 事で ある。 


吉原 開設の 五ケ 條 

元吉原 開設 當時、 幕府が 庄 司に 與 へた 營業 心得の 五ケ 條が、 同書に ある。 他 書に も 見る 所で 

あらう が、 今 本書の 記事 を拔 いてお く。 

「元 和 三年 三月の 頃と 申傳へ 候右甚 右衛門 御 見出に 而願之 通 吉原ー ケ 所に 被 仰 付 候 同時 甚 

右衛門へ 被 仰 渡 候 御 書付 五ケ 條の寫 

〇 傾城 町 之 外 傾城 屋商資 致す ベから す。 傾城 町 圍の外 何方より 一展 來候共 先々 へ 傾城 差 出 候 事 

向後 一 切 停止た るべき 事。 〇 傾城 買 遊び 候 者 一 日 一 夜より 長留致 間 敷 候 事。 0 傾城の 衣類 惣 

縫 金銀の 指箔等 一切 着 申 間 敷、 何 地 にても 紺屋 染を用 ひ 可 申 事。 〇 傾城 屋町屋 作り 普請 方 美 

麗 にや ナ ， ，ベから す 町 役 等 は， y 戶町之 格式 之 通り 急 度 相 勤 可 申 事。 〇 武士 商人 鉢の 者に 不限出 

所糙 ならす 不審 成 者 徘徊 致 候 は 奉行所 へ 可訴出 事。 


さう して 此の 元吉 原の 開基 は、 同書に これ も 「元 和 三年より 地形 普請 等に 取 か i り、 rara: 年 

霜月 中より 初而 一 所に 商賫仕 候」 と ある。 


虔長 頃の 傾 

城 町 


慶長 頃の 傾城 町 

元吉原 開設 以前、 慶長 頃の 江府の 傾城 町の 狀 如何。 尙 同書に ある 「享保 年中 町奉行より 上書 

の寫」 と いふの を拔 くと、 

「慶 長年 中 迄 は 御城 下に 定り候 傾城 町 無 之 貳軒參 軒 宛所々 に 分散 致し 罷在候 = 其 中に 軒 を 並 

ベ 居候 場所 三ケ 所有 之 候。 

1 錢町之 通 傾城 屋 十四 五軒。 一 鎌 倉 河岸 右 同斷。 一大 橋の 內柳町 廿 軒餘。 

(前略) 右 柳 町 傾城 屋は 皆々 御 當地素 生の 者に 御座 候。 鎌 倉 河岸の 傾城 屋は 御江戶 繁昌に 付 

駿府 の彌勒 町より 引越 申 候。 鐘 町の けいせい 屋は 京都 六條の 傾城 町より 引越 候 者 どもに 御座 

候。 此外伏 見 夷町 奈良木 辻な どより 參り 所々 に 二三 軒 宛罷在 候。」 


甕 夜の 御免 

と 引越 料 


晝 夜の 御免と 引越 料 

S; 夜资 業の 免許 は、 新吉 原に 移轉 した 當 時からで ある。 同書に、 「是 迄晝 ばかり 商資仕 候. ST 
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自今 以後 晝夜商 賫仕候 様 御免被 仰 付 候 事」 と ある。 さて 彼等が 今の 吉 原の 地に 移轉 したの は 明 

曆の はじめ。 卽ち. 明 歷ニ年 十月 九 H に、 奉行の 石 害 (谷〕. 將監 から， 吉原年^^^中に移轉の命令 

を發 して ゐる。 その 時、 四十 餘年 住居した から 誠に 移轉は 困難 だと， 年寄 中から 訴へ ると、 其 

緩和 策と して 從來 にない 晝 夜の 營業を 許したり、 尙 引越 料の 多額 を 遣 はしたり、 殊に 從來の 二 

丁 四方の 場所 を、 代地で は 五 割 增のニ 丁に 三 丁、 下し 置かれる などと 色々 恩 惠を與 へて ゐる。 

移轉 命令の 理由 は、 r 是 迄の 場所 御用に 付」 である。 引越 料 は 一 兀來諸 書 一致 しないが、 此の-ず „^ 

、 、 、 、 

に は、 「壹萬 五 百兩、 小 間 一間に 付 金 拾四兩 ならし」 と ある。 因みにぎ 吉原 は、 「同 (明曆 三年) 

八月 初旬 新吉 普請 出来に 付 引 移 商賣仕 候」 と ある。 

サァ 一のお， S が ^0  4^.0 ぉーッ コレハ ありがたう 御， 

(棒 5  (S  (面、 倒) 0  ；  9?〕  f  S  ？  I  ？  t  、 

ます コ レ ？？フぐ，3^ょさかすきではめんビぅな。 いっそち 力つ きのこれ 力よ..' 

(5  S) ィた！ (吹) (花) i 光) C 

ビ ぐつ、、」 茶わんで ひっかける さけの。 きげんに 山ぶ きのはな の ひ 力り にへ 来 も 

(5 一) て. -1 (世話)  (丹那 き  ) - »  ^  t 

いさ.^ 御亭樣 おせ はに なりました たんな さま へ も よろしく、、」 むよ ろ/^ あ 
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(歸) 

しでか へ りけ る 

【サァ く かごの しゅ 云々】 此の 詞は、 茶屋の 主の 佐 次 兵 衞の詞 と 見るべし。 【コ レハ ありがたう 

云々】 これ 駕籠 舁の 一一 一 t 也。 而 して さかす きとち かづきと 語呂 を 合 はせ たる 點、 作者の 機轉 也" 【山 

吉原通 ひの  ぶきの はなの ひかり〕 駕籠 貴な り。 當時、 吉原通 ひの 駕籠 賃は 如^なり しゃ。 山ぶ きのはな の ひか 

駕籠 1-  り 云々 は、 うっかり 取れば、 小判 を 貰っての 喜びの やう 見 ゆれ ども、 金に 詰りた る 喜の 助が、 如何 

に 見え を 張る が 遊里の 常な りと は S へ、 殊に 散 茶 以下の 客と して 僅. かの 駕貨に 小判 一 枚を投 すべし 

かり 

と は 思 はれす。 當時、 山吹色の 金 は、 小判の 他に 小額の 金 も ありた る譯 也。 しかれ ども 驚 籠 質に 的 

確. なる 文獻 なければ、 (其 後、 搜索 する こと 多 時、 未だ 駕籠 貸の 記載 見當ら す。) 何とも いひ 難し。 

然るに 偶然、 「川柳 吉原 志」 に當時 駕籠 貨に關 したる 句 二三 あり。 これによ りて、 此の 「山吹の 花の 

ひかり」 が 一 分 を 斥せ りし こと 的確と はなれり。 今 左に その 見當 りたる 句の 二三 を拔 かん。 

その 一 八 五 頁に、 

(明 和) 駕賃を かじかんだ 手で 一分と り . 

(文化) 雪の 駕 雨に 四 挺と 相 楊 立ち 

明 和の 句 も 雪に して、 文化 も 雪な り。 雪 ゆ ゑ 一 分と 相場が 立ちたり しならん 。雪なら ざる^ 通 は、 

その 半額 二 朱 (四 朱が 一分) なりし ならん か。 その 傍 證は稍 時代 を 後に し をれ ども. 以 if にも 引ける 


ま 
が 

さ 
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(本 著 第 四 iJ 九 頁) 「皇都 午睡」 三 編、 中に、 「四 文錢何 本と か、 南錄 とか 埒 早く ：…… 」 と あるに より 

て 也。 卽 ち南錄 は. 人 も 知る 銀錢。 明 和 九 年 九月に 禱 たる もの。 而 して 南錄 あたりが 普通の 駕籠 相 

場と 見る を 得べ し。 (南錄 は、 二 朱に 通用す。) よりて 南 錄の額 二 朱が 普通 相場に て、 それが 雪に は 倍 

額の 一分に 値上げされ しものと 見る を 妥當 な.^ とせん か。 卽ち この 喜の 助 も. やはり 一分 を はづみ 

たる ものと 見る を 得べき か。 (雪の 日なら ざれ ど、 若い が 損に て、 多少の 見え を 張りし ものと 見る 

べし。) 

歌 力、 リ (籬)  (彈)  歌 (誰)  (紅) (鐵獎 付) (皆) ， 

r まがき^ で ひく 三味に r たれに 見せう， ヒて ベ にかね つけう ぞ みんなお 

前 (へ) (心 中 立) (婧) 

ま へ ゑ しん；^ うだて おう うれし-/,^ 

〇 愈 A 早 衣 喜 之 助交會 の 場面の 展開 也。 先づ それに 及ぶ 雰圍氣 を 描き出 ださ ん 作者 の 用意と 見る ベ 

おち ま 

し。 【まがき〕 遊女の 控へ をれ る 店と 入口 路 次との 間に 落 間 あり、 その 落 間と 路 次との 間の 格子戸。 

下等なる 妖樓 にて は、 落 間な く、 見 世と 入口 庭と を 直ち に^する もの、 是れ竊 也。 因みに、 後に は 

この 1^ の 構造と 間口と に 依って、 妓樓の 階級 は 自ら 區 分され たり。 卽ち これ 安永 以後 十七 年、 寬政 

朗 よりの 事に して， (それより 以前 は、 太夫. 格子 見 世、 散 茶 見 世、 梅 茶 見 世、 切 見： y の 四 等 ありき。 太夫 亡び、 

從 つて 太夫 格子 見 世 も 亡び、 以後 は、 散 茶より 「大 籬」 「半 籬」 の 二種 を 生み、 梅 茶 は、 町 ffi となりた リ 0) その 


淸 
旌 
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區分 * 慶應の 末まで 繼續 されたり とい ふ。 曰く 大雜 (間口 十三 間、 奥行 二十 二 間、 格子 は 幅 七寸の I 

赤 塗。 雜の 高さ は 天井に 達す。 總籬 ともい ふ。) 半籬 〔間口 十 間 以下、 離 は 名の 如く 大鎌の 二分の 一 

0  0  •  •  0  だいち やう- >  0  0  ^  ^  • 

或は 四 分の 三。 交りと もい ふ。) 町並 (間口 同上。 簸はニ 尺 程。 大町小 見 世と もい ふ。) 小 格子 (き 

を附 けす、 竹 を 横にな し、 格子の 幅 も 三寸 を 限りと せり。 河岸 見 世と もい ふ。) 長屋 (小 格子より 尙 

下れる もの。 切 見 世 *  見 世と もい ふ。) の 五 種に して、 凡て 離の 有無 及び その 大小に よりて 店の 格 

式 を 差別した る 也。 故に この 籬に大 或は 半 を 冠して、 以て その 名稱 とせり。 (但し 是事、 此の 藤蔓 當 

時より 後の 事た る は、 無論 也。 此の 正本の 年代 は、 明和遲 くと も 安永 三年 (新 內の歿 年) 以前た る 事 

確實 なれば、 從 つて 此の 正本 本文の 「まがき」 も 亦、 寛 政 期 以前の、 單に籬 の義と 解すべき こと 勿 

論 也。 爲 念。) 【彈く 三味】 この 三味 は、 所謂 清擾の 類な らん か。 守貞漫 稿 二十、 娼家 下に、 

「吉原 町 見 世女郞 ども 黄昏に 至り 夜見世 を 張る 時、 內藝者 ある 家に て は、 内藝 者の 役と し、 無 

之 家に は 新造の 役と して、 三絃 を 見 世の 敷居 際にて 繁鉉 する を 今 世の 「すが、 き」 と 云。 故に 

夜見世 を しらす 菅垣 など 云 ひて 彈之を 合 圖に見 世女郞 ども 上妓 より 次第に 出來 り、 見 世に 列 坐 

する 也。 正面 を上妓 とし， 左右 を下妓 新造の 座と す。 此時內 證と云 ひて、 王 人の 棲む 席の 隔に簾 

を 下し 鈴 を 鳴す 也。 簾 を 下して 障子 を 開く 也。 其 次す が. ^き。」 

尙云。 「(前略) 新吉 原へ 移りし 比 も 專ら唄 ひて 合の手に すが、 きを 彈 きしが、 後に は 小歌 i? ふこ 
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「たれに 見 

せう とて」 

一 K々 


と は 止みて、 すが、 きのみ 殘 りし 由 也。 云々。 今も吉 原の 菅桓は 毎 家大问 小異 ありと 雖も、 皆繁 

被に て 唄 はなく， 问 じ 事 をく りかへ し 彈{ 'く) 也。 此行他 〔に) 無 之 也。」 

右に 據れ ば、 此の 新內の 本文 「籬々 で ひく 三味」 は、 三味に 合せて 、「たれに 見せう とて」 の eu^ 

歌へ る やう 見 ゆれば * 卽ち @- あり、 故に 純然たる 淸搔 にあらざる やう なれ ども， しかも 予は 是を淸 

搔 なりと る 也。 何と なれば、 守贞 生存 當時 は、 文政 天 保 期。 此の 新內の 本文 を遲 くと も 安永 初年 

と兑 るも尙 五十 年の 歳月 あり。 殊に 元吉原 時代 は、 小唄に 淸搔を 合の手と したる 文献 も あれば、 此 

の新內 本文 は、 此の 風習が 當時 なほ あり、 卽ち是 を小哏 まじりの 淸搔 と予は 見る 也。 しか. S ふ は， 

予の， li^ りに や、 如何。 而 して、 籬々 でと ある は. 此の 「たれに 見せう とて」 の 唄が、 當時 遊里に て 

ちと 

大いに 流行せ しもの なる が 故にと =^ て 可な らん か。 【たれに 見せう とて 云々】 此の 唄の は • 本、 

長唄 「京 鹿 子 娘 道 成 寺」 にあり。 娘 道 成 寺に は、 

「(前略) か は ゆらし さの 花 娘、 戀の手 習つ ひ Et^ 習ら ひて、 誰に 兌せ よと て 紅鐵漿 つきよ ぞ。 みん 

なぬしへ のしん ぢぅ 立て。 お、 うれしく。 (下略 )o」 

卽ち 「娘 道 成 寺」 にて は、 「ぬしへの」 と あり。 藤 it 一の 本文 は、 「お まへ へ」 と あり。 (H みに、 こ 

の f 娘 道 成 寺」 は、 賓暦 三年 三月、 中 村 座 興行、 白拍子 中 村 富 十郞役 也。 長 は、 初代 吉住小 三郎其 他に して、 し 

かも 吉住小 三郞 は、 此の 「娘 道 成 寺」 にて 一 暦の 名聲を 博したり とい ひ、 殊に 彼が 同年 七月 十六 日に 享ギ 五十 五に 


て 歿した るに 見れば、 則ち 此の 「娘 道 成 寺」 は、 彼が 一世一代 なりし ならん。 したがって、 黉暦を て 明 和 安永の 

此の 新內 正本 時代に も、 尙、 娘 道 成 寺の 中の 「誰に 見せう とて」 が is ー傳 せられ、 简 立して 小唄と して 遊 2- にも W 唱 

せられし ならん 乎。 ra みに 娘 道 成 寺 は、 吉 住の 秀 技に もよりし ならん が、 格別の 好評に て、 三月より 六月 中旬まで 

興行せ りと いふ 0 而 して その S 月 飄然と して 彼 は 逝きし 也 0) 

【しん ぢ うだて〕 心中 立 也. - わが 心中 を 現 はす 也。 證據 として 見す る もの 也。 この 心中 も 亦 現に 心 

もと  3  > ろ 

中 (情死) などに 轉 化せる 本の、 互 ひの 心中 —— 眞 心の 意 也" 

メリ ヤス (誘 ふ) (蝶) i)  (待) 合 、 ，、 . (花) (恃) 合. (情) 

r 花 さそ うてう はかす みの 野べ を まつ 日 かげの 木^ (^は はな を まつ 人 はな 

§  (花) (待) (勒) § 

さけの 夜す がらの  一 丁ソ まくらの はな を まつ ほんに つとめ はま /- ならぬ。 


めりやす 考 


メリ ヤス 


めりやす 考 

【メリ ヤス】 こ、 にこの ST 「めりやす」 と あれば * 序でながら、 メリ ヤスに 就て 一言すべし。 山 崎 

美 成の 「海 錄」 に、 曰く。 

めりやす 歌 舞妓 事 始卷之 一： *、 云 * 上略 「一部の 內、 毎年 樂屋 にして 三味線 をなら す， 是 をめ 

り やすとい ふ。 甲 陽軍鑑 にも 出 たるめり やすきと い ふ 事 を 下略して 是を名 付る。」 (. ^下略の 說 信じ 

がた し) 美成按 すろ に、 今 端 歌 を めりやすと いふ。 その 名目 何の 義 たる を詳 かにせ す。 右の 事始の 
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ODOOOOOOOOOOOOOOO  0000000 ゥ t 一 

文に よれば、 役者の 藝を なす 毎に • 樂屋 にて 引ける 三絃 をい へる によりて、 その 三絃 を S 一口せ 誕へ 

るが 歌 故に、 めりやす といへ るな らん かし。 义ー 極、 絲 もて 手掩 ふべき 物 造れる を も メリ ヤスと 

いへ り。 (一 名英 大小と 一 そ は 手の 大小に よ、 りず、 何れへ もよ き 程 なれば な リ。〕 亦 何の 義と いふ 事； しら 

す。 或 人の 說 とてき ける は、 メリ ヤスと いふ 頃 ひもの は、 俳優の 所作に よりて おく も 短く も 心の 

およ 

儘に 唄 ふ もの なれ ぼ、 然名 づけた る 也。 乎お (ほ) ひより 負せ し 名な りと いへ り。 さも あるべき 事 

にぞ £3 はる。 メリャ スは蘭 語な りと い へ リ。 〔久彌 E く。 同 じく 美 成 著の 「三 養雜 記」 にも 之と 1" ど：^ 文載リ 

をれ リ o〕 

「めりやす」 の 語原 は * 矢張り 外来語の めりやすより 來り しもの ならん。 海錄に は、 なりと い 

へりと あれ ど. 故 前 田 太郞氏 「外来語の 研究」 に據れ ば、 スペイン語 JVIeclias なりと いふ を 1： 辭林 

說) 正しと して、 他の 蘭 語說、 葡語說 等 を 否定せ るが 如し。 (外米 語の 研. 究  一二 九 11 一三 一) 而 して 

その メリ ヤス は、 手袋の名に非す 一 種の布^;巾の名なりとし--」、 柳 亭種彥 の 足 薪 翁 卷之ニ 「めり 

ゃ卞を 手袋の 名と おも ふ はわる し、 めりやす は 手袋 を 作る 布の 名 也- むかし はめり やすの 足袋、 め 

り やすの 股引 等 あり」 を 引いて これ を ifk にせり。 (英 大小 は、 天文 ギ間旣 に 輪 入し、 .^^-保の.3^は、 飽人 

ょリ手 編 法 を傅授 し、 幕末 は、 手袋、 靴下、 大小 刀の 柄 袋、 鍔 袋、 刀の 下緒、 印-お 人、 印 化し "- 卜げ、 巾^^等にまで^? 

要せられた リとー 日本 百科 大 辭典、 齋 藤氏！^ e) 


みら がしの 戀 藤 


お、 


ffl: し 前 E 氏の 研究 は. 端哏 のめり やすに は， 一切 曾 及す る 所な し。 晛の 「めりやす」 は * 本來バ 

I  より は く、 長 吸より は 短 かき 一種の 端哏 也。 而 して 此の 「めりやす」 の考證 につ S て は、 故 

々醒雪 氏の 「俗曲 評釋」 中の ー篇 『小唄と 端 噴』 の 中に * 最も 悉し。 今 左に， 佐々 氏の 說を耍 約す 

れば、 

手 覆の メリ ヤスから 來た說 (第一 說)、 極めて しんめり とした ra^ 故. 「めいり やす」 とい ふ倾 

城詞 から 來 たとい ひ (第二 說)、 又 昔 漀の 低くなる こと を 「める」 とい ふから、 こハ ra^ はと 力く 

「めり 易き もの」 であると いふ 意味で、 「めりやす」 とい ふ 一， 第三 說」 ともへ おかれて ゐる。 近^ 

事物 考は t ルニ說 により、 1^ 遊 笑覧 は 第三 說を 採り、 聲曲類 慕 も 第三 說に倾 いてね るが、 .•：.：. 冗 

來 この 詞の 起った 元 文 t バ H 勝 は、 かの 滑稽 洒落の 流行 時代で あるから、 f:^^K小說が4^も而，：：ぃと 

思 ふ。 「めいり やす」 や 「めり き」 は餘 りに 迁 遠な 考と思 はれる。 ともあれ めりやすの 本-はは 

以上の 諸説に 旣に說 明せられ てゐ る。 ^一 、 本來 劇場に 用. ゐる 三味の 彈き 方であった こと。 ^ 

二、 音調の 低くな り い、 默も すると 滅入る 様な 心 持の する ものであった こと。 第一 二に は、 .抆 

唄より 短い も (レ であると いふ 事で ある。 . 

右の 屮、 第一 の 劇場に W ゐる 三味線の 乎であった とい ふこと は、 歌舞伎 事始に 「 ：.：：. 」 (久彌 

n く、 海錄所 引の 文と M じ) と あり 薛曲類 に は T 義太夫節の 三味線に は、 詞の ii に彈 くもの を 


メリ ヤスと いひ >  長唄 (江戶 長 のこと) にて は 相 方と いへ り。」 と ある。 して 兑れば 唯 役者の 

1^ の 問に 靜 かに 彈く あしら ひの 三味であった ので、 本 は江戶 長唄に 附屬 した もので あつたが， 

後に 義太夫の 三味線 彈が これ を 引受ける こと さへ あって、 めりやすと いふ 名が、 義太夫の 方に 

ばかり 殘 つたので ある。 すれば 當初 は、 唯 三味の みで あつたが、 後に はこれ に 合せて 簡？ eh^^ 

をも謠 ふこと が 始まって-これ を めりやすと いったの であらう。 第二の 低い 調子！ f; 々は、 劇場の 

長唄の 様に 調子が 高くて 他の 鳴 物 を 用ゐる もの は、 普通の 宴席に は 適せない。 殊に 安永 天明の 

瀛 ffi な 四 hC< 半 趣味に は、 この 滅入る やうな ものが 適して. 一時に 流行した の だら う。 第三の 短 

かいものに 就て は、 長短 不 論の 說も あるが * 1 兀來短 かいもの を專ら とし、 間々 長い もの も謠は 

ぬで もない とい ふに 過ぎぬ。 而 して 元來 劇場の 三味から 起った ので あるから *  .4- いめり やすと 

いふと、 大抵 江戶長 頃の 文句 を 借り ffl ひる。 短 かいもの は、 投 節の 唄 その ま、 の 物 も あるが * 

或は 長唄の 一節 を 取った もの も ある。 從 つて 三味の も 長唄に 似た ものが 少 くないの である。 

めりやすの 祖 につ いても， 佐々 氏に 明快なる 斷論 あり。 鳥 羽 屋三右 衞門說 (江 口 節， 椒元 記) 松島庄 

五郞說 (長 系 園 及 B 本 演劇 史) 富 士田吉 治 楓江說 (守 a; 澄 稿) を 巧み に 折衷して. 曰く， 

その 棘 系から とい ふと、 皆 師弟の 關 係の ある 人々 で * 一一： 右衞 1： は 件 屋第四 K 六左衞 門の 門人 

で、 庄五郞 は 三 右衛門の 門人。 » 江 は 又 庄五郞 の 門人で ある" すれば 問題 は 頗る 明白で， 鳥 羽 


屋が めりやす 風なる 長唄の 一流 を 創めて、 庄五郞 に 至って その めりやすの 名浙く に 聞え、 

楓 江に 至って 盛んにな つたので あらう。 

年代 は、 享保 頃に は、 まだ 現れす、 (久彌 曰く， 此說， 邦樂 年表の 享保 十六 年 正月、 中 村 座の 

「無 間鍾」 を めりやすの 嚆 矢と 稱 すと いふに 衝突せ り。 聲曲類纂にも松島庄^^；！郞享保屮とぁり。) 

元 文中に.， 流行の 兆 を 来し、 (久彌 曰く、 此說、 予が 後段に 述 ぶる 鳥 羽屋三 右衛門の ra^ めりやす 

1;. 始を元 文 四 年の 豐後節 停止 後な りとの 臆斷 に照應 する が 如し。) 寶曆 年間に は、 「女 里彌毒 寳 

年藏」 なる めりやす 本まで 上梓され、 以後 明 和 安永に かけて 黄表紙 洒落 本の 類に、 ® 々此の 名 

が 現れて ゐる。 天明 頃に 終って ゐて、 其 後 は、 長唄の 寄 本の 末に、 僅かに 附 載せられて ゐ るの 

みで ある。 文化 三年の 「あづまな まり」 に は、 尙 めりやすの 名 ありて、 三 馬の 序に も 見え、 本 

文中に も、 五大 力の 如き は 殊に めりやすと 肩に 記して ゐる。 云々。 (以上、 佐々 氏說： ) 

却說、 玆に 面白き 發見 は、 鳥羽屋 一二 右衛門 も楓江 も， 共に、 新 內の祖 たる 豐後 節に 關 係の 淺 から 

ぬが 如く 見 ゆる こと 也。 • 

め W- やす  <J 厶厶厶 <3  △  S 厶  . 

柬都 にて 長唄 目 利 安、 初めは 鳥 羽屋三 右衛門 也。 其 後 豐後節 も 彈き始 る 也。 三 右衛門 事、 後に 東 

(ィ 都に： r 絲 * 子に) 

武專 太夫と なり。 喷 ( 一 本、 歌) は 文五郞 とい へる もの 專 太夫の 三絃の 弟子 也 e 柬武 の" にあら ざ 

る はなし- 唄の=?5^子松^^±1五郞、 是は 能く 諷ひ しもの 也 J  (江戶 節 根元 記)  一 


«• 雜 m 秋 n  ft 


(亨保 力 元 文 力)  、、、、、  、、、、、、、 

：…… 京 (？) 文 年中 東都へ 下り， せ 古路 豐 筏 太夫と 名 る、 - ー-;鉉相方鳥羽^^-_ム銜門" 々木 市 

.0, 三絃 手附 は、 三 右銜門 也〕 (久彌 曰く. -佐々 木 市 蔵の 名 は、 邦樂年 引の 宙に ist- 嫁の： -: 枝と して 

は 見 當らず 0 前名 辛 八と いひ、 元 文 三年、 宮 古路 文ネ太 、〔後の 常盤津 文，：： f 太 の-: • 被 として 名を诚 せた リ C 

巿蔵 は、 延享四 年 〔此ハ 牛、 文丰太 小； せ！ I 古路 を關 まに、 にせ §1 津と改 む ：一 關來文 f 太夫の： 一： 餘 として 改名 市 

蔵、 以後、 明 和 五年殁 まで、 常^ 1^ 祉の立 三味線 を a めた リ C 鳥羽屋 一一： 右衞 i: は、 勿論、 豐祷拔 の！：； 殺と して 

.i 之、 レ 後 嫁の 三絃と して は、 岸渾三 五郎と 片岡 ra 郞 一一： 郞 との 兩 名の 名 を 見る のみ C 或は この-お ？s 三 五郎、 改 

名して 烏 羽屋三 右衛門と いひし か C 未 考。) 國 太夫 節 (久彌 曰く 、登 後 節の 別名な リ。： >  の  一二 終 は、 甚だせ 

はしく； 都に 向き かねし 故、 子供に もよ く彈 かる \ や うに 乎 を 付 へし 也。 SS 

此の 江戸 節 元 記の 中， 宫.， C 路 豐後掾 個人の 出 自に關 する 記事 は、 誤れる こと. 誰し もの 知る 所 

なる が、 鳥 羽 屋に關 して は- 多少の 事 實を認 むべき か、 如何 U  ^もよ し、 聲曲類 「宫 古路 豐 後掾」 

の條 中に も * 左の 記事 あり。 

豐後掾 三味 せんの 相 方 は Cil 羽屋三 右衛門が 弟子の 佐々 木市藏 (久彌 曰く、 こ、 にも、 江 1IL 節 根 ー兀記 E 

樣佐々 木の 名 あり。) 一一： 味の 手 付 三 右衛門 也〕 國 太夫 (gw 後， is と 同人 也。〕 始めは- 竹 本豐， 竹の 世話 上る 

り を 取 直して 語りし。 (萆 M 類纂 卷 一 ) 

鳥羽屋 を尙、 大日 本人 名鮮甞 によりて 見る に. . 
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m 代 H 称屋 六左衞 門の 門 入な り。 或は 謂 ふ 天下 一 平 左衞門 (久彌 曰く、 天下 一 平方 衞門 は、 R 嘴 

系圖 によれば、 二 代杵屋 六左衞 門の * 子な りと) の 門な りと。  長哏 メリ ヤス は 三 右衛門 始めて 

之 を彈す " 初め 文 五郎と 名 付く。 條へ曰 ふ 豐後節 (文 五節 か- 久彌) は 其の 乎に 出づ と。 後来武 

專 太夫と 改め、 ……： 當時 三鉉を v;^ にす る 者 一 として 其 門に 出で ざる はなし。 明 和 四 年 二月 二十 

七曰殁 す。 年 五十六。 門下に 松 島庄五 郞 あり) 云々。 (聲 曲頻ま r 名人^30辰錄) 

初め 文 郞と いひし ことが して 事實 ならば、 ぶんご 節 は、 文 五. 節に して、 せ： 古路 豐後拔 と は 全 

く^ 物な り や も 知れす。 (すれば、 三 右と 豐後掾 との W 緣說は 全く 後人の 混同に して、 二者 交渉な く 聊か 失 3- 

なき 能 はず。) 然るに、 上掲の 江戶節 根元 記 は、 文 五郎 を 別人な りと して、 三 右の 三鉉の 5?； 子な りと 

いふ。 何れが" H ぞ。 若し 古路 豐後換 と交涉 あらば、 そ は 豐後掾 東 下の 享保十 W 年 以後の ia^ 也. そ 

れ 以前 は、 彼 は， 炸屋の l>f:. 統 として、 畏 喷を彈 きをり しならん かパ 彼の I- 四 代 m 件屋六 4^- 衛鬥 は、 

正德 n: 年 月の 殁 なり。 正德 三年 は享保 十五 年 を 遡る こと 十八 年 也。 其 間 彼 は 如何にな しをりし や C 

恐らく 普通の 長唄に 遊び をり，. 3 ならん。) 卽ち彼 は 元來、 江 府の產 * 長唄の 三紘を 習ひゐ しが、 恐らく 

豐後換 下 の 享保十 五 年頃に 於 て は 、三 綾 家と し て 彼の 名聲、 全都に 偏き も の ありし ならん。 從 つて 

恐らく 豐後橡 より 辭を卑 うして 招聘され しもの ならん。 よりて 彼 は、 舞臺に は、 己が 弟子 を 立た や 

.H 「し は >  手 付に 專ら 腐、 いしたり しならん。 而 して 彼が 後年の 唄 めりやす 創始に は、 この 問、 (グ效 十 
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考雜波 軟戸江 


IS 始 時代 


g 〈めリ や す 

創始の 年代 


五 年よ リ元文 四 年までの) 豐 後との 提携が 大に與 つて 因を爲 したるな らん。 卽ち * 聚後節 も * 初めは. 

「竹 本豐 竹の 世話 上る り を 取 出して 語りし 云々」 (聲曲 類^) と あれば， その 問、 義太夫節に 残れる 

「めりやす」 が 自然、 彼の 藥籠 中の 物と なりし なるべく、 以後 豐後 節の 停止が 却って 彼に 幸 ひし、 

以て 終に 長唄 めりやすの 一派 を 彼が 創始せ しに は 非る か。 

卽ち めりやす は- その 創始 時代 は、 劇場の 相 方と して 用ゐ * 傍ら 義太夫節の 家に もこれ を 傅へ、 

(此 頃、 旣に めりやすと 稱す) 唯、 三味の 手に 過ぎ ざり しが * 更に 鳥羽屋 三右衞 門に 至りて. 卽ち 

彼の 發明 によりて、 めりやす は、 長唄 めりやす 時代 (端 唄 も 含む) となり、 始めて、 めりやす 流の 

三味の 手に 長唄 を 合せて 唄 ふ 事 起れ りと 見るべき 也。 (用途 は、 劇場の 床 にても、 また 遊里 酒宴の 興 

にも， 共に 行 はれた る もの \ 如し。) 

但し 鳥 羽屋三 右衛門が 噴めり やす 創始の 年代 は 不詳 なれ ども- 若し 三 右衛門が 豐後節 三絃の 手 を 

付けたり とい ふ を事實 とせば、 恐らく 元 文 四 年後の、 豐後節 停止 以後の 事な らん か。 (それ： に 於 

て、 否、 豐後掾 東 下 以前の 享保 十五 年 以前に 於て、 旣に、 江戸の 劇場の 相 方より めりやす を 長唄に 工夫した リ しと 

する も、 一 論 也 0 然れ ども、 唄め リ やす は、 享保 以後 元 文 頃に 端を發 し、 ：：^後漸く榮ぇたりと予は見るなリ。 何と 

なれば 资暦七 年の 「めりやす 豐年 蔵」 に對 して、 享保 十五 年 以前にて は、 約 三十 年 を 有し、 餘リに年月の距離^^し 

けれ ぱ 也。) 但し その 以前に も、 彼は畤 折りに これ を彈き 試みし こと あり しゃも 知る ベから す， 
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然れ ども 鳥羽屋 三右衞 門の 長唄 めりやす は、 鬥人松 島 庄五郞 (人名 辭書 所載の 長 m (系 鬮 は、 £ 代目杵 

屋 六左衞 門の 門人と して、 三右衞 門と 相弟子と せり。 此說矛 せざる こと 後に 曰 はん。) の 努力に よりて 始めて 

世に 榮 えたる こと * 論な き 也。 

松島庄 五郎 一  松 島 庄だ郞 。鳥 羽屋 三右衞 門の 門人。 享保中 其 名 最も 高し 0  ( 聲曲 類纂) 

と あれ ど、 如何に や。 卽ち享 保 中 は、 未だ 鳥羽屋 が、 豐後掾 の 節 付 をな しゐ たる 也。 ，g ち 唄め 

り やす は * 未だ 母體に 潜み ゐ たる 時 也〕 卽ち こ、 に 於て 惟 ふ、 この 享保 中. 其 名 3. 取 も 高し と は * 松 

島が めりやす 師 としてに は あらす * 正系の 劇場-お 哏師 として 名聲髙 かりし の 謂に 非す や。 卽ち この 

聲曲 類纂の 文 は、 r 享保中 (長唄 語りと して) 其 名 最も 高し。 (： 後) 鳥羽屋 三右衞 門の 門人と なる、 (以 

坂 田 兵四郞 て めりやす を W ふ)」 と 前後 を轉 倒すべき 也。 玆に 問題と なるべき は、 坂 田 兵 四郞の 出現な り。 坂 田 

と 鳥 羽屋と 及び 松 島との 三者の 關係、 而 して めりやすの 祖 たる 榮譽 は、 此の 三^の 中、 誰 入に：^ す 

べき か。 是れ 吾人の 疑 問 として 措く 能 は ざ リし所 也〕 今 脇斷に 失する や も 知れ ざれ ど、 この 三者の 

關係、 而 して 何人が めりやすめ 祖た るか を 明らかにせん。 

其 頃， 坂 田 兵四郞 なる あり。 坂 田 藤 十郞が 妹の 子に して， 坂 田 を 名のり * 夙に 小唄の 名人と 

して 名 あり。 朿下. 享保 十六 年 正月、 中 村 座に 無 間の 鐘を演 す。 是れ めりやすの 噤 矢と いふ 說ぁ 

り。 r 近世 邦樂 iif 表說 0) 然れば 三 右衛門と めりやす Q 本家 (卡 ひとなる が、 この 坂 W のめり やす C 


噴 矢と"，：：？ 羽屋 と の 交渉、 諸 文献 に E- ら かなら す。 强 いて 謂 はば. 坂 田 は 吸 本位 よ い め り やすに 及 

び * 三 右 は 三味 本位より めりやすに 及び、 二者 共に めりやすの 創 成に 力 ありたり とい ふべき か. ^ 

殊に、 坂 田 兵 四 郞の享 保 十六 年中 村 座 出演 常時 は、 旣に、 めりやすの 祖 たろ ー說すらぁる松^！？皮 

五郎が > 劇場に 長唄 師 として 一家 を爲 したる 頃な リ。 然れ ども， 松- は. 太 だ <i| 羽屋の めりやす 

に轉 化せざる 以前の 事に して、 恐らく 正統の 長哏師 として、 擡頭しつつ ありし 也〕 而 して 此の 

坂 田の めりやす は、 恐らく： 大賦の 美 聲に 委せた る獨呤 風の ものな りしなる ベく、 よりて 後^の 

「めりやす」 に 似たり とて >  めりやすの 嚆 矢と 後人が 稱す るに は 非ざる なき か。 卽ち當 時 は， 

めりやすが、 未だ 鳥 羽屋の 手に 僅かに 三絃の 手と して 存 したる のみ。 未だ 何人も (坂 田 も況し 

て 松 島 も) 唄 めりやすの 出現 を 夢に だに 知ら ざり し 頃と いふ を 得べき か。 殊に、 こ.^ に而. H き 

は、 (予が 此の 說を 裏書す る は) 松 島が 長唄 系圖 にて、 鳥 羽屋と 同じく 四 代 目 六 左右 衞 門の 弟子に 

して、 鳥 羽屋と 師弟の 關係 なき 事 也。 これ 卽ち これ を？ 1^ して 餘り あらざる なき か。 卽ち松 島 は， 

初め 梓 屋の鬥 人に して * 鳥 羽屋と 相弟子、 劇場 長唄の 新進と して * 坂 田の 享保 十六 年以 „1 享保 

十一 年 市 村 座 顔見^ 番附に は， 旣 に江戶 長唄の 筆頭に 在り。 而 して 享保 十六 年 以後 も， 卽ち寬 

保 元年 頃よ oi^ 々坂 田 兵 g; 郞と 一座して 劇場 長哏を 演奏せ り。 是れ卽 ち、 坂 £ も. 彼 も、 未だ 

長唄の 系に して， 間々 獨吟 ありて. 後世の めりやすの 體を なしたり きとい ふべき 也。 

而 して 其 頃、 旣に 鳥^屋の 唄 めりやすの 創始 あり。 (予 は， これ を 元 文の 未と 推せり。) 卽 ちそ 
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宫士 田吉； 15 


の 渐く新 物と して 歡迎 せらる、 風 ある を 看取す る や • 坂 田 兵四郞 のめり やす 式 獨吟に 刺戟され 

ゐ たる 松 島 は、 自ら も 亦と、 遂に 正系の 長唄 を棄 て、 此の 長唄 めりやすに 走りし に は 非ざる か。 

卽ち 相弟子た る cLT 羽屋を 新しく 師 とせし に は 非る か。 かるが 故に、 また 松 島が 鳥 羽屋の 門人な 

りとの 傳說 あるに は 非ざる か。 卽ち松 島の 前半生 は， 件屋の正^？；子にして、 鳥 羽 屋と问 門。 後 

牛 生 は、 G;! 羽屋 の？： 人、 唄 めりやすの 宣傳 家、 以て 單に 美聲の 獨呤を 以て 鳴れる 坂 田を應 倒し 

て、 終に めりやすの 祖 たるが 如く 後人に 傳 へらる &に 至りし ならざる か。 $ ^も 勁敵 坂 W は、 宽 

延ニ 年に 殁 せり。 (聲曲 類 慕)： 銦來、 漸く 彼 は 斯界の 第一人者 たるの 位置 を形實 併せ 5r 資曆七 

年 (坂 田の 歿後 九 年) に は • 「めりやす 豐 年藏， r 翌々 九 年に 「歌 撰 集」 の 板 行とまで 機運 を 

作り上げ しに はらざる か。 ^ち cul 羽屋が めりやすの 创始、 松 島の宣 傳 * 更に 松 €33 の 門人の 富士 

田吉治 (一 藤 S 楓. 江.) の 大成に よりて、 めりやす 成る と い ふべき 也。 

次に 名人、 富 士田吉 治 (松 €庄 五郎の 門人) 荻 江 露 友 等の 努力に 待つ こと 多し。 

殊に， 富 士田吉 治 (藤 田吉 次) は、 

始め 女形に て 佐 野 川 千 藏と稱 す。 享保八 年中 村 座へ 下る。 都 和 中 (久 彌！ II く 0 「聲曲 類き によれば、 「iM 

十田楓 江、 始めは 歌 舞妓 女形に して、 都 和 中の 抱へ なり 0 和 中 は、 乘物町 伏 a 屋と いふ 茶 3S1 なリ」 と ぁリ。 而 

し r 此の 和 中 は、 初代 都 一 中 江 にあり し g; の 弟子な らん か 0 すれば お A 路路 i 一；. 一 後ん. は 招 * 子 也 C) に 一 中 ® 


を學 び、 叉豐後 節お も 稽古し * 舞臺 にて 出 語り 彈 語り 等 をな して 名聲を 博せ しが、 寳曆七 年 十一 

月 一 一代 目 和 中と 改め、 更に 長^に 轉 じて， 寳曆九 年 十 一 月 藤田吉 次と 改む。 寳暦 十三 年より 又 富 

士田吉 治と 書せ り。 天性 美音に して 常 代の 名人と 稱 せらる。 云々。 (近世 邦樂 年表) 

千 藏と云 ふ 女形、 聲 よくて、 田-? 1^ 川 初めは 豐後 ぶし 淨 るりな ど を 出 語りに したりし が * 頓 て富士 

楓 江と 名 を かへ、 歌うた ひと 佐 成と 吉 りて 大に行 はれぬ。 これより 歌舞伎 唄 を 世に 飘 ぶこと 盛ん 

なり。 後 安永 頃 >• 荻 江 露 友よ くめり やす をうた ひたれ ども， 楓 江に は 及ばす。 (嬉遊 笑 覽卷六 上) 

右、 嬉遊 笑覧に は、 露 友、 楓 江に 及ばす と あれ ど、 この 露 友 亦 中々 の 名手に して、 名聲 殆ど 風 江 

伯仲し、 現に 荻江節の 一派 を 生みた る 程な りしと いふ。 

荻 江 露 友。 長3^系圜には、 松島庄 五郎の 弟子と して、 卽ち富 士田吉 治と； 門な リ とせり 0 聲曲频 募に は、 叨 

和 安永の 頃 大に行 はる 云 々二 後ち 剃髮 して ひ泰 林と いふと あり 0 

さはれ- 鳥 羽屋三 右衛門 は * 宮 古路 豐後掾 に親灸 して、 その 三味線 を 勤めた る 男 也， - 楓江は その 

豐後節 をまで 學び たる 男 也〕 (以上， ぶんご を宫 古路 豐 後に とりての 予 の獨斷 也。) 隨 つて めりやす 

に、 多少 豐後 節の 三味線 * 或は 節 廻し が 移入され をり、 或は これに 似- 從 つて 或は 此の めりやす、 

豐後 節の 孫と もい ふべき 新內 節と も 因緣淺 からざる ベく、 殊に 訴 ふが 如く 咽ぶ が 如き 聲調 は、 その 

音に 高低の 差 こそ あれ、 (めりやす は、 低) 四 is^s; 半 式と 路傍 式の 差 こそ あれ、 彼此 相似たり と 謂 ふべ 


めりやす 本 

の 刊行 


く、 且つ めりやす がその 歌詞" (現に 藤蔓の 本文 所 引の もの、 如き) 遊里の 唄， として、 最も 寫寶 的なる- 

實感の 露骨なる ものと して、 新內と 優劣 を 競ぶべく、 卽ち 何れも 道擧 者の 耀體に 値する ものなる 點 

より 兑て *  W) 後 11 めりやす 11 新內の 三者の 交渉 淺 からざる もの 必すゃ あらん。 卽ち璺 後の 丸裸 

式 は、 元 文 四 年の 停止 後、 めりやす によりて 暫く 息を屛 め， 再び 新內 によりて 復活した りと li ふ を 

得べき か。 

尙云。 楓江は 獨吟の 名手な りしと。 《"£ 時の めりやす T 木と 劇に 於け る 侵 唄の 獨吟 より クルれ る もの 

にして * 撥 數少く 間の 延びて 閑なる 様， 何と はなしに 沈痛なる もの 也に (近世 世相 史) と あるに 顧み 

ば、 宛ら 新內の 三.^ も爾 りと 曰 ふべ く、 以て 彼此 ー樓の 脈絡 ありと 云 ふ は 僻目 か。 

左に めりやす 本の 刊行。 並に めりやすに 關 する. 王なる 事項 を 年代順に 列 摩せん。 (主に 近世 邦樂年 

表に 據る 0) 

めりやすの 最初 演出 は • 劇場に て は、 享保十 

六 年 正月の 中 村 座- 「無 間の 鐘」 坂 田 兵四郞 なり 


とい ふ。 但し その めりやすと 名 を； 逸らして Q 最 

初 は、 寳曆 三年 正月、 「花の えん， T 中 村 座 (坂 

田 仙 なる が 如し。 


一 めりやす 豐年藏 

(賓曆 七 年) 


f 此顷、 松島庄 五郎 は S 喷 語りと し 

て 主に 中 村. 吸に 中演、 有名な りつ 

此の 七 年、 佐^ 川千藏 (富 士田槭 

： 江) 都 和 中と 改名す とい ふ。 


に 前 本の 續篇 として a る べき ものと 

いふ 0  .af 書 に 、「松 ひリ 杵 Ik の 流行 を 

^  M 集」 汲んで」 云々 とぁリ 0 所 救の ii^w. 、及 

M  i  0 めリ やす、 n; 十 種 0 11 近 ゆ 邦！^ ii^ 

(究^ 九 年 七 Ho  ^；^に據る。 此 .3!、.1- 田い •：： 次 (随， y が 

一 こと) 及 荻 江 路友、 共に 接.. 
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考 雜派軟 戸： C 


f 此顷、 島" 郞旣に 刻 3! に 名 を 

，：太 匚 P  E  ^ 一  載せず 「富士 田の <A 盛時なる が 如 

® あ、，^, し。 ^1江亦、 次年 あたりよ リ 盛ん 

广 3-  1 1 .S-H ^し (な リ C 

S お 1 ，一一 年 長唄 及 めりやす、 計 w 十六 種。 

□ 鳥 羽屋三 右衛門、 明 和 四 年 二月 殁、 五十六 

歳 □  • 

所載の 長唄 及 めりやす、 七十 


一新 版 增補常 盤^ 

(明 和 七 年 六 月刊) 


六 1 


□ 富 士田« 江， 明 和 八 年： 二月 殁 *  K 十八 歳 □ 

□「 江 尸 生艷氣 樺燒」 (： 人 明五ハ 牛刊、 京 ii- 作) 

めりやすの 種目 を擧げ て. 六十 三. 植。 

口 めりやすの 戯場 演出 は、 文化 十 一 年の 十 一 

森 田 座 「すがた 兒」. 富 士田吉 右衛門) が 後 

なる が 如し。 

n 以上、 めりやす 考、 終 11 


【花 さそ ふ 云々】 蝶 は、 遊女 身の 心情なら すと せんや。 かすみの 野べ は、 _i ^色 1  まぬ たる 交， 5" のシ 

1 ン也 ^ 【口 かげの 云々】 口 かげの 木々、 固より 彼女の 境遇 也。 待た る&花 は、 勿論 我郞 也. 【人 

は 一. ム々】 「なさけの 夜す がらの」 と は、 隨分飢 ゑた る 者の 言 也。 殊に、 二つ 枕の 花に 至って は、 こ 

れを あぶな 输 より 一 轉 化， 艷畫の 露骨 を 繰り ひろぐ るが 如し。 【ほんに 勤め は 云々】 けだし、 彼女 

等の 眞靑 也。 此の めりやす * 何と 名づ くる 物ぞ。 恨む らく は、 めりやすの： 止 本 を 一 々檢 架して そ 

の 命 超 を 求む るの 便な きを。 (^書 刊行 會本、 「德 川文藝 類聚」 俗 S 下の めりやすに 翻す る E 本 は、 个部檢 せ 

り 0 しかれ ども、 このめり やす 不 明 なリし を遗憾 とす 0) 


餘. s あり。 さて 此の 餘 白に、 めりやす 正本 「歌 撰 集」 より 二と 「荻江節 正本」 より 1 と、 めり や 

すの 最も 男女 情痴の 機微に 觸れ たる もの、 計 三を拔 かん。 

〇 明 がらす 

三下り 「たまく に 逢 ふ丧と 逢へば * 短 か 夜に 痴を いふまい、 あきらめられ まいと、 心で 心 

たしなめ ど、 好いた 2： 架の 呔. 氣 なや。 合 「ねむい く を こそぐ り 起し、 聞いて 下ん せ 初 s.eT 

SI 近き 鐘の 聲、 戀 しゅかし い 夏山 しげみ 黑ぃ 羽織 を 跡から 兄れば、 職 出て ゆく 叫烏。 (歌损 集) 

〇 名と リ川 

ニ上リ 「われが 戀路 は、 糸な き 三味よ. 何の 音 もせで 泣き あかす。 それじゃ. （-兑 れば思 ひの 

雲を帶 びく。 さす ぞ lie なら (か？) すと ひとつ ま ゐれ、 いやよ 仰 有る に、 こちゃもう." それ 

じ や. いやさう さんせ それじゃく。 しかもよ いこの ざ かりに、 ちょっきり こっきり 小 

^-1^ の. こし もしな へて、 やつく るり， くるり やく やつく るりと， ぬめりし やん す は、 パた 

りと ふたりが 名と り 川 * お、 それ ふたりと ふたりが 名 取 川。 (歌 ^^i-) 


「5f5 ん であるまで は 罪な き 夜着 ふとん。 合 ゆうべ はたれ が數 妙の 合 枕 ふたつ を 並べて おいて。 

ひとつ はお まへ >  ま 一 つと は 云 はすと 合點で ギン ガハリ ある ぞいの。 夜な に 朝な に睦 みて ふか 

きふ かき 思を吳 竹の、 葉末に I 下 合つ もらば 松の 葉の 糸で つないで 仕立て、 くけ て、 か はす 言葉 

^ し つばめ 

の もろ.： ば さ. 合よ しゃ 錦に 織る とても、 一羽の 鳥 はい やじ やわ. S な。 合ヒ ルリ ギン lilf- と 燕 は 

どこゃら可？^i^^ぃ。 驚| にやお も ひ 羽、 つば くら は 子まで なした る 中 じ や もの。 すさみ かさぬ る， 

鬧の敷 きぞめ。 (i^ 江 節 正本) 

鳥羽屋 三さ衞 門の 師系 

右の 稿發表 後、 一 .M 者より 疑問 を 云 越され. 自分 もハ タと當 惑した ものである。 從來 旣定の 

諸 文 獻 では、 如何にす る も 此の 疑問 を 解き 得ない。 こ. -に 問題 を 附記して、 博雅の 示教に 俟っ。 

鳥 羽屋三 右衛門 を 四 代 目称屋 六左銜 門の 弟子な りと すると， m 代杵屋 は正德 三年 四月 殁 であ 

る。 然るに 一一： 右 銜門は 明 和 四 年 二月 十七 日殁、 年 五十六であるなら ば， 三 右衛門の 生年 は 正 

德ニ 年で ある。 卽ち ra 代 杵屋の 死 年の 前年で あり， 師系を 四 代杵屋 におく と， 鳥羽屋 は、 僅 

か 二 歳の 弟子で ある" 餘り 可笑しい。 何れ かの 生殁 年月に 誤りが あるか、 又は， 孫^子の 類 

であらう か。 或は、 「邦 樂年. 表」 所說の 如く， 全く； 大下 1 平左衞 の 弟子 かとい ふので ある。 
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江戶 フシ  か §  (座 敷) 

r なつの 夜の 蚊 やりの あ、、， -の うた 、ねに。 ざしき， 


地 (疲 卷) 

も しづ まりて。 ねまき 


ハル (空 蟬) (心 地) ス H  (消) (思) (蚊帳の 中) 

のま、 に 喜の 介が。 身 は うつせみ のこ 、 ちして。 き ゆるお も へ のか やのう ち。 

江 6 プシ 一 【江戶 ブシ】 江戶半 太夫の 半 太夫 節 一名 江戸 節な り。 聲曲類 ® 、卷之 三に， 「江戶 半 太夫 幼名 半 之.^ と 

いふ。 後江 戶半 太夫と 改む。 始 は說經 祭文の 上手な りし を， 肥 前 太夫が す.^ むる に まかせ、 ^SF 璃 

にかへ て、 則 肥 前 太夫に 舉び 一 家 をな せり。 元祿 江戸 名所 咄に 江戸 半 太夫が 說 I- と ぁリ。 譚 海に 半 太夫 は 

外 記 節 より 出たり 又 永 閑が 弟子な りと もさつ ま 左內が 弟子 也と も  一 K 由 記せる は 取るべからず 。甚 左衞門 町に 住 

して、 境 町に 操 芝居 興行の 後、 (正德 の 頃) 雞髮 して 坂本粱 雲と いふ。 貞享 元祿の 頃より 世上に もて 

はやされ、 今に 江 戶節又 半 太夫 節と て廢る 事な し。 淨雲 以後 江戸に ての 名人な りしと かや。 云々。 

門人 多き 內 にも； 大滿屋 一勝 十郞 一 派 をな して 河 東ぶ しと 云 ふ。 (下略)」 久彌 曰く。 他に、 半 太夫の 師江戶 肥 

前橡 を-以て 江 m 節と なし、 〔並： 通に、 肥. S 節と いふ〕 而 して 半 太夫 を 半 太夫 節と いひ、 特に 江戶 節と いはず とする 

一 說 あれ ど、 今予 は、 此の 江 戶ブシ を、 流行の 永 かりし より A て 牛 太夫 節の それな リと 做す 也 0 尙 他に、 肥 前、 

半. K 夫、 河 東、 土 佐、 外 記、 大ざ つま、 とらや 永 問 等の 節 を 江 戸 節と 總稱 する もの ぁリ 0) 【なつの 夜の 云々】 

Z; 、下 しづ まりて までが. 江戶 節との 意な らん も- こ は に江戶 節の 節 付に て^ふとの 意 か、 或は、 

半 太夫 節 正本 中に 此の やうな 文句 あるに や * 念のため 半 太夫 正本の あらかた (德 川文藝 類聚 俗曲 下) を 
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調べ たれ ど • 之 を す。 尙他 曰の 考に 委ねん。 とにかく * 驟曲類 袋の 編者 も 今に 至りて 麼れす i 

e 頻塞 は、 天 保 13 亥 稿 成、 化 丁 未 發行。 編者 寄 藤 月 s{「o) といへ るが 如く、 此の藤_^1{正本當^の、 明 和 安 

- 氷期に 於ても * 此の 江戸 節 は、 珍重 がられた る ものなる べし。 【身 は うつせみの】 身 はう つやみ の 

, 如きな り。 「うつせみ」 ー5^ 蟬 * 蟬の もぬけ * 轉 じて 單に蟬 を もい ふと。 世に 現し 身の 轉訛 たる 現せ 身 

と 混同し をれ ど. こ は 空蟬の 文字通りの 義 なりと 解して 可な り。 而 して 「消 ゆる」 への 緣語 たる こ 

とも 無論な り。 あたかも、 「なき わびて 身 を うつせみと 成 ぬれば うらむ る 聲も今 はき こえ じ」 (線 千 

戀五) と ある 空蟬の 如き、 此の 藤蔓の 本文と 殆ど 同じ 行き方 也。 

-ー so  (首 ES) (來)  (C お 早) (來) (叶) 

コ レ早 ぎぬ 今よ いまでは いろ/. \ としゅび してきた が。 もはや くる ポもか 

(和)  つ 々)  (，.，i)  とほ 

な はぬ ソリャ なぜに へ ハテ しれた 事 さ。 つね^.^ そなたに も はなしお く 通 

3  (友 達) S  5  (義理) (責) 

り。 おや。 女房。 ともだちの。 いけんと ぎりに せめられて。 このごろ は洒も 

£ ら ぬ) (物  思)  (S  $  (今 9=) 

とうらぬ ものお も ひ。 どうした いんぐ わな ことじ ややら。 こよいが そなたの 

(钠 め) スェ (額) 

見お さめと。 かほつ く < ^と， フ ちま もる。 

【コ レ早 ぎぬ 云々】 此の 段、 喜 之 介が 緣 切の 申出な り。 その 理由の 口上な り。 親、 女房、 友達の 意 


—ら がしの 紫; 釋 11": 


兑と 義理と にこれ を歸 したり。 そのため 酒 も 此頃は 通らぬ 物 思 ひ. しかも こ を どうした W 菜な こと 一 

じ ややら と 嗟嘆せ り。 意志の 弱き、 さりと て 良心に 於て 全く 痲摔し 得ざる 當 時の 不良 & 3 子 を 描出し 1 

て， よく その 性格 を如寶 にせる ものと いふべ し。 「かほつ く  とうち まもる」 は、 點晴の 句。 これ j 

ありて、 しかも 甚之 助の 未練 たっぷりなる 狀、 よく 描き出 だされたり。 簡潔に して 巧なる 手法と い 一 

ふべ し。  一 


タ、 キ  (iio  §  . (下) 11 力、 リ (聞え. S) 

はやぎ ぬな みだに くれながら。 さしこむ しゃく をお しさげ て。 きこ ゑぬ 事 を 

(は)  ゥ(？^3ひ〕  (片 時) (忘)  力 ン 

いわしやん す。 あいそめ てから かたとき も わする 、 闩 とて はな いわいな。 お 

(瘦)  - お (ち  お) (如 何)  i 衆)  (效) 

かほの やつれ を： るに つけ おや どのし ゆび は いか ヾ やと あんじ くらせし か 

ゥ巾 (無理) (男)  (常)  (言 譯)  (女 子)  (f  (返) 

いもな や。 むり はおと このつ ね なれ ど い 、わけす る はおな ごだけ。 いふて か ゑ 

ら ことながら お ま へ にわかれ て 早から すの なく も いきて いらり やう かお 

(止) (朝)  (別) (無理) (言 葉)  カン 

してと めた き あさごとの。 わかれの むりな おことば に。 わたしが つよく。 さ 

(逆ら はば) ゥ (粹，  (心〕 -變) 

から わば。 すひなお ま へ のお こ ， ろ も かわらし やん すで あらう かと。 あの > 
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- (^〕  (忍〕 (色 糸：" (ig) 

もの、 に まぎらして か へ すお も ひ はいろ いとの むすんで とけぬ かなし さよ 

(知)  C 胸 の 屮) 

尺に しられぬ むねのう ち。 

【はやぎ ぬ 云々】 以下 は 早 衣の 日頃の 包む にあ まる 愚痴- 怨言の 羅列 也。 彼女の 此の 悲嘆 >  未 f 

つぶりなる 男の 胸に、 いかなる 祌 藥の效 をな す や、 いはす とも 知れし こと 也。 是れ 心中. 行の^と 

して. 隱 約の 裡に 作者が 用意せ る 所の もの 也り 且つ 始めて、 新 内の 新內 らしき 獨特哀 絶なる 詞 調に 

1 轉 化した る 序と して、 此の 曲の クライマックス を 促す 所以 ともなり、 聞ぃても讀しでも^くは^？が 

乘りカ k る 所 也。 〔あ ひそめてから 片時 も 忘る、 日と て はな いわいな】 この種の 文句、 新內に は、 

常 套の句 也。 切なる 女性の 朐裡を 描出して、 かくの 如く 簡にして^を得たる 句 は あらす。 此の 熱情 

^だ 

に 絆され て 大抵 は、 心中と 來る 也。 卽ち新 內の詞 曲 中、 曲 漸く 高調に 入らん とする^- 、ふす この 

種の、 相手 女性の 悲叫 あり。 尾 上 伊太 八の 「^！咬名殘命毛」 の 中に も， 「逢 ひそめてから 一日 も 烏の 

鳴かぬ 日 は 有れ ど， ぉ顏 見ぬ 日 は 無 いわいな。」 と あり。 〔お 顔の やつれ を 云々】 お 宿の 首尾 は 如何 

やと 案じく らした と あれば、 此の 女、 また 相手の 環境 を 思 ふだけ の餘裕 はありし 也。 しかも それ 程 

の 明るき 意識 も、 これ を 曇らす に餘り ある は、 合歡 情痴の 夢な りと いふ 也。 しかも、 レ 中して、 相手 

方 を 永劫の 不首尾な らしむ るに 於て を や C 【むり は 男の 常 なれ ど 云々】 面白し 0 云ひ譯 するな， hr 


s の 編 三 柵情戀 枝: 像: 


M の 衣 早 


み らが しの 戀蔓 藤釋評 
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無理 は 男。 男性 本位の 意氣 見えて 面白し 0 

情界に 多年 m くへ る 職業的 女性 も、 惚れ 

て は、 今の 新しい 女 式に はなり 得 ざり し 

也" 云ひ譯 する は 女。 罪 を 引っ被る は 

凡て 女と いふ 也。 ホンに しほら しきもの 

とい ふべ し。 この ー點 のみに、 喜 之 助の 

親 女房 友達 を 忘れし むる に 十 分な る 、 熱 

情 奔馳の 原動力 ありと いふべ し。 可憐々 

々。 而 して、 この 「無理」 は 何 を 斥せ る 

にや。 男の 一般、 我意 を 徹す 橫暴 なる 態 

を 謂 ふか。 或は T 自分 は惡 止め をし なか 

つたのに、 無理ば かりい うて 居續 なさん 

した」 そ Q 無理の 意 か。 現に、 「お 宿の 首 

尾は惡 いのも， 氣 のっかぬ ではな けれど 

も、 無理 を 云うての 居續が ：：：： 」 (m.? ん < ク 


す 

考 
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さがらす 

< ^樓) にも ある * この 反 家庭 * 常理 背反の 意 か。 【お前 に^れて 早 烏の 云々】 この 「^れ て」 は. 

「絕緣 されて」 の 意な り。 單 なる 後 朝の 意に は あらす。 この種の 文句， また 新 內常套 の 筆法な り。 

「明 ill 夢 泡 雪」 にも、 rs つ そ 添 はれぬ ものなら ぱ、 一所に 死にたい 時次郞 さん。 殺して 下ん せ， 死 

さ との そら S め のよ ざ く ら 

にた いわいの ふ」 と あり。 里 空夢 夜樓、 園 春 部屋の 段 (二 代 目 鶴吉直 傅) にも T お前と 切れて 何樂 

しみ * 私ゃ覺 悟して をり まする。 お 馴染が ひに 思 ひ 出し、 可愛い と 思うて 下ん せ」 と あり。 其 他に 

も尙多 かるべし。 〔早 烏】 朝き はめて 早き に 鳴く 烏、 一ばん 雞 ではなくて、 一番 烏の 意 か。 【おし 

てと めた き 朝 ごとの】 おして 止めた き は、 早 衣の 心な リ。 【別れの むりな お 言葉】 こ- -の むりと は， 

前の、 「むり は 男の 常 なれ ど」 と は、 稍 意 を 異にし * 未だ 別るべからざる に， いざ 歸 ると いひ 出せし、 

恪氣 か、 何 か、 とにかく 男の 急に 歸 ると いひ 出せし 無理の 意な らん か。 或は これほど 思 ふじ ぶん を 

振り切って 歸 ると いふ 喜 之 助 を， 無理と いひし ならん か。 いざ 歸 ると いふ 無理な (寧ろ 殘 酷な、 非 

道な) 言葉に、 の 意 か。 【す ひ】 粹の字 を 宛つ。 狹斜 より 生れて、 通語と して 廣く用 ひらる。 以下 

行 を 改めて、 その 考證 をな さん。 

すゐ考 

すゐと 普通に 書け"。 粹の字 を 宛つ。 通 一一 一一 a 便蒙抄 中の 末、 1 、 粹 * 藝能 にても 數年其 道に なれて 


村 
氏 

說 


：ら みしのお? I 藤捧評 
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能く 心得た る 者 をす ゐ といへ り。 〔吹か- (よく 吞 みこんだ 意の 吹なる べし。 ！ ， 人 彌寸し 帥 か、 粹 なら 

んか〕 く はしく もぬけた ると いふ if なるべき 敷。 と あり。 俚言 集 覽には T お 柳， すい、 遊 所に 云 1?^^ 

は粹 にて、 拔粹の 意な りと いふ」 と あり。 it 遊 笑 1 に は、 「すいと 一 * ムふ 詞は粹 にて 拔粹の 上略な り」 

と あり。 恐らく 俚 曾 はこれ に 基き しもの ならん。 和訓 菜に は、 「すい、 俗に言 はすして 其の 现を 知る 

すゐ  ぐ わち 

をす いとい ふ。 ^の 字な り。 云々」 と あり。 其 他、 推な り。 或は 愚痴 を とい ひ、 敏痴 ならぬ を 水、 

すゐ とい へりな どの、 諧說紛 々たり。 往年、 雜誌 「新 小說」 誌上に、 諸家の すゐ * いき. いなせな 

どの 語原 考を 載せた る こと あり。 その 中、 故、 饗庭篁 村 氏の 【粹と 通」 (同氏 著 「雀躍」 に牧 む。) の 一 

節を拔 かん。 

r 粹と いふ 辭は、 元来 上方 1  一一 で、 隨分 古くから あった 句で. 元祿以 il、 延資 前後の 上方の 板 

本 を 3- て も >  粹と いふ 首 葉が もう 出て ゐ ます。 

それから 後年 も 盛に 粹と いふ 辭は， 狹斜の i せで 行 はれて ゐる 所から， 段々 廣ぃ 意味に なって、 

かの 「忠臣蔵」 で若狹 助に、 師 直が， r 粹め、 粹め、 粹樣 め」 など 上 一一 一口って ゐる。 然し これ は少 

し 意味が 違って ゐ ます。 それから 當 時から 說を なす ものが あって、 「粹は 水な り、 水な り」 と 言 

つて ゐる。 水の 淸く 流れ、 淀みな く. 爽快 を 意味す ると ころから 來 たもの らしい のでつ 銷 いて 

は 「水 月 論」 などい ふ桌が 出て 來 ました。 水 は粹の 一 件で 分って ゐ ませう が、 この 月と いふ も 一 


の、 飛 ひ 出して 來 たの は •  R 緣が あるので。 昔の 本 を 見る と、 (勿論 上方の 板 本 だが) 、「こなさ 

0  0  0 

ん はぐ わち な」 とい ふやうな 文句が ある。 「ぐ わち」 の 當て字 は. S ち H: なので- その 意^ は- 「愚 

痴な」 と， おど 同じ 意味に 使って ゐ るので す。 尤も 月と いふ. 字の 訓を 「ぐ わち」 とい ふの は、 謠 

曲 はおろ か、 古く 源氏 枕 草紙なん ど を a て も 「何月」 なんど 土 一一 一 n つて ゐま すから ね。 なる 3^ 此 

の揚 合、 月の 字 を當て \、 「月な」 とやって もい \o 而 して その 之と 對 して 例の 水 11 卽ち粹 を 

持って 來て、 粹と 愚痴と を對 照し、 この 論が 起って 來 ると いふ 事な ので。 粹の 「水」 なりと い 

ふ 事 は、 眞 面目に は考 へられな いが、 一寸 さう いふ 說も あるから お 話す るので すが、 この 「粹」 

とい ふ 字 は、 前言った 通り 上方 語で、 その 當 時から 江戸の ものに は、 この 文字 は 一向 見 當りま 

せん〕 卽ち 「粹」 とい ふ辭は 上方の 特有な のです。 その代り 江 戶には 之と 對し、 また この 「 粹」 

の辭 としつ くり 出つ く はした 辭で、 「通」 とい ふの があります。 この 「通」 とい ふ f 、せ- 江戶時 

代に は 事の 外 流行った やうで、 云々。 

で この 「粹」 とい ふ 奴 だが、 近代で は 「いき」 とい ふ辭 を- この 粹の 字に 充て & ある 4 をし ば 

/\- 小 說ゃ何 かで 見ます が、 しっくり は充 たって ゐ ません ね。 云々。 詮 すると ころ、 私 はこ 

に延寶 頃の 本で、 色道 大 鏡と いふ もの を 持ち出します。 云々。 先づ 今お 話の 「いき」 「粹」 なん 

と い ふ 所 を讀み 上げて みませう。 
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「价事 百 談， 


「諸 分店 卸」 

の說 


意氣。 (咯 }o 

粹。 當 道の 巧者 を 言 ふ。 拔粹を 上略した る詞 なり。 云々。』 (以上、 篁 村 氏說) 

と あり。 上方の 粹と 江戸の 通と に は、 なほ 山 崎 美 成の 「世事 百 談」 にも * 

「按 する にす いとい ふ詞 は、 近き ことなるべし。 粹の 字音なる べし。 萬 事に くわしき 人と いふ 義 

にぞ あるべき。 江戶 にて 通と いふ を大阪 にて 粹と 云へ り。 通と いふ も 萬 事に 通達す る義 なり。」 

と あり。 ともあれ、 すゐ は、 拔粹の 上略の 粹と いふ もの、 最も 妥. <ii なりと 覺ゅ。 卽ち^©山|^ハ山の 

「色道 大鏡」 (續燕 石 十 稀. 第二 所 *o)、 喜 多 村 信 節の 「嬉遊 笑覧」、 「俚言 集覧」 の增補 (增補 は、 井上 頼 図、 

近 藤 瓶 域の 二 氏に 成る。) 等 凡て この 拔粹の 上略 說な リ。 (尙、 すいの 語原 は、 すき 〔好き〕 の 音便な りと いふ 

ぁリ。 「粹の 狭」 の說 o〕 

尙、 水 (す ゐ) と 月 (ぐ わち) と は、 黎； i 氏說 は、 ぐ わち は、 ぐち、 ぐちなら ぬ を、 ぐち を 月と いひし よりその 

反對の 水な リ とい ヘリと あれ ど、 これに は 、おく、 太 田- 山人の、 假名 世說 に、 諸 分店 卸、 一名、 浪花^  (西 

鶴の 作と 傅 ふ、 無論 a ならず) 〔此本 、江戸時代 文 藝资料 第 四 所收〕 を 引ける、 小. K 夫の 二字 論 あり 0 曰く 

「大臣、 小 太夫 (傾城の 名な リ) に 曰く、  ffi に 傾城 買 ふに すいじ やぐ わち じ やと 云 ふこと 昔から 

人 毎に 云へ ども 譯呑 込が たし 聞きたい の。 小 太夫、 妾 もし かと 知らぬ 事ながら、 此處 許で 云 ふ 

事が ござんす。 あらまし 中し ませう。 先づ すいとい ふ 字 は 水と いふ 字 を 書きます。 ぐ わち は 月 


考 雜派軟 江 


粹 道の 戲著 


「明 烏」 浦里 

の 言 


とい ふ 字で ござる さうな。 何故と いふに 傾城 を 水に たと へ * 客 を 月に たと へます。 殿 たちのす 

(初 心) 

いに ならし やる とい ふ は， 傾 文字に もまれて のちに、 なること で ござる，^ まだし よしんな をぐ 

わち とい ふさう にござる。 世間に 初心なる 人 を. 山 だしと いひます。 そのごと く，  Ef- の はじめ 

て 女郎ぐ る ひに か、 る は， 山出しの 月で ござんす。 その 巧 が 傾城の 洒落た 水に うつりまして， 

傾城の 心底 を 知りて、 西へ 落つ ると いふ 心で ぐ わち の 巧者に なった をす いと 云 ふので 御座ん す。 

(中略) すいぐ わち は、 傾城の 方より 云うた 事で ござんす わい の。 隨分舍 つかうて すいに ならし 

やん せ。 おかし o」 

即ち 此の 說は、 倾域を 水と 見て、 倾 域の 水なる が 如く 水に なりたる もの を、 すいとい ふなり との、 倾域 本位 

の說 なリ。 来-強の 嬸 あれ ど、 とにかく 面. き說 明な リと いふべ し。 

とにかく 此の 粹は、 昔. -り談 现の盡 きざる ものと 13- え • 粹 道の 說 明に 蘭す る戯 著： g る 多し >  風流 

みなもと 

粹 談義， 粹の 源、 傾城 仕 送 大臣， 粹 の袂、 三粹 一致 浮れ 草紙、 風俗 八 色談、 野暮のお 折、 破れ 紙子、 

粹 宇瑶璃 等， 其 他 枚 舉に遑 なしと いふ。 而 して、 この 粹の 上方 語が 、江戸に 入りお. りし はいつ 頃な り 

や。 今遽 かに 斷じ 難しと する も • 現に この 新內 正本の 「藤蔓」 にあり。 恐らく は、 上方 淨瑶璃 の 東 

方 移植に その 端を發 せし に は あらざる か。 而 して、 此の 明 和 安永 頃に は、 江戶 女郎 をして 、平氣 に、 

すいの ぶすいのと 云 はしめ しもの ならん。 同じく 新內の 「明 鹿」 の 中に も * この 粹 をい へる 有名な § 
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る 文句 あり。 曰く T 傾城に 誠な しと は譯 知らぬ、 野暮の 口から いきすぎの 粹の粹 ほど はまり も 強く， 

た 1- なつかし ういと しさの、 愚痴と なるほど 戀し いもの」 と あり。 但し 此の 浦里の 赏は、 前者 小 太 

夫の. 二字 論と は 全く 位置 を 颜 倒し、 時さん は 水、 浦里 は 月 也。 野暮 は どこ 迄 も それ CI 身が 愚痴 なれ 

ど， 粹の粹 ほど、 今度 は 此方が 愚痴に なるとい ふ 也 愚痴になる 程戀し がられる は， 餘 程の 洗 鍊さー 

ならざる ベから す。 洞 房 語 園 異本 考異の 「すい は 廓の 案 內 しれる 人 をい ふ。 粹は 米の しらげ たるな 

り」 の 上半の 廓の 諸譯 知りが 粹 なりと は. 此の 浦里の 首 を 裏書せ る. ものの 如し。 卽ち 色道に け 

洗 鍊さ加 滅を粹 の不粹 のとい へる 也。 担し、 明晰なる 理智を 以て！^ れす、 た 高 處に鑑 (A し、 情 海 

に 遊ぶ を 以て 後 K 人情本 作者の 描きし 大通 * 粹の粹 なりと せば、 此の 浦里 當 時の 時さん 流の 粹はノ 

(此の 「藤蔓」 の 喜の さん 尙且然 り。) 未だ 左程に 理智 本位に 墮落 若しくは 進歩せ ざる， 情 熟 本位 Qj 

代の 反映な りと 目す るに 足るべき か。 卽ち、 女郎に 惚れられる、 女郞 をして 愚痴に 歸せ しむる だ 

けの 男性の 容貌、 言語、 風姿、 應對、 按巧 それら を 凡て 粹と 總稱 せる が 如し。 平 贺源內 の 靑大通 「味 

噌も 味噌く さき はわる く- 粹も粹 くさき は粹 ならぬ も のぞと は 誠に 古 やの 通 曾な り」 と あるに 從へ 

ば、 浦里の 「粹 の粹 ほど」 早 衣の 「すひなお まへ」 の 程度 は、 如何なる 粹 なりし ならん かし。 され 

ど、 あたら、 粹 論に、 多大の 行數を 費せ り、 しかる 予 も， 粹の粹 ならす と いはれ もやせん。 たも あ 

れ、 粹は粹 なりと する が Is もよ かるべき か。 (尙 すゐと いきと は、 似 たれ ど相異 せり。 その いかなるけ ぢめ 


聖 

天 


有雜 波軟； 5 


あるか は、 「趣味 研究 大 江戸」 の 幸 堂 得 知氏說 にく はし。 ついて 見よ。) 【あのの もののに】 あの 事 この 事に 也」 

俗曲に 此の 用言、 頗る 多し。 【いろ 糸の〕 結んで をい ひたき 序詞、 且つ、 結ぶ との 緣語 なり。 然れ 

どもい ろ 糸と いひた る處、 殊更、 なまめ いてよ し。 

クドキ (泣)  (暗) (位ー)  (胸) (淺 間 山) (逢 ひたい)  (妹 

ないて あかせし。 戀のゃ みこが る る むね は あさま やまあい た い 見た いは。 い 

背 山)  (女 夫) (待 ？，， .E) (聖 天)  (守 り) (苦 勞) 

もせ やま いっかめ うとと まっちゃ ま せう でんさんのお まもり やくろう を か 

(助) (稻 荷)  (世 界) (神)  (顿) 

けた 九郞 すけの いなり さんや そのほかの ひろいせ かいの かみさん のぐ はん 

(叶)  (思) (ゐ)  (今 更)  (添) 

、がかな ふて うれしい と。 おも ふていた に。 いまさらに。 そわれぬ やうに なつ 

(報) S) 

たと はどうした うすい ゑん じ ややら。 

【こがる るむ ね は 云々〕 以下、 まつち 山まで * 宛然、 これ 山盡し 也。 いつもな がらの 文句 なれ ど、 

外 文に は 迎も眞 似の 出来ざる 點、 とにかく 我が 國文學 殊に 俗文 學獨特 の 叙 出な り 0 懐し とも 餘りぁ 

り。 ■ 【聖天 さんのお まもり】 聖天 は、 待 乳 山の 聖 天な り。 聖天 は、 大聖 歡喜双 身 1K 王の 略 >  而 して 

一種の 生殖 神崇拜 たる は 近 人の 遍く 知る 所。 今更 絮說む 要な けれど、 此待 5^ 山に、 聖： 大宫の 創建 さ 

れし は、 いつ 頃な り や。 地名 辭書所 引の、 文化 元年， 令 龍 山、 大聖 歡甚廟 碑文と いへ るに は 、土人 傳 
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一 K、 昔 閗 此山自 地軸 湧お 焉 0 金色 神 龍 自虛空 降 住焉、 山 與龍畏 留于此 地、 鎮護 大士  (久彌 曰 、此の 大士 は覬音 菩薩の 

意) il 像、 盖山名 取於斯 0 名 曰 R 土 山、 (中略) 然此山 之 所以 可 貴 者、 在 于斯哉 0 抑 其 所以 可 貴而傳 者、 ^有大 

聖 歡喜大 自在 天 在焉也 0 椽起 曰、 大士 出現 後 九 年、 始垂 跡於此 山、 出 拔苦與 樂大神 力、 後天 安元^、 慈覺 大師 留錫 

於此 山、 用毘那 夜,^ 1 宇 文、 淨油灌 天 像、 亦 修本地 秘密 供養 法 0 抑歡喜 天爲德 也、 隱陽 和合 之 根元、 諸 物 之 父母、 使 

呪經 說之詳 矣。」 と あり。 江戸 往古 圖說 (燕 石 十 種 第三 所收) 下卷の 中に、 「待 乳 山 或は 眞土 山。 歡喜天 

鎮座 0 社 傳に推 古 帝 御宇 當 山に 降臨 ありと いふ 0 當山 地主の 神と て 今 末社に 道灌稻 荷と 一 K 小 祠ぁリ 0 定て太 田 氏 

の勸 請に ぁリ ぬべ し 。是を 地主の 神と して は 歡喜天 鎮座 年歴 に 合 ざ る 也。 い^ が 猶考 ふ べし 云々 o」 江戶雀 (近世 

文藝 叢書 第 一名 所 記 第一 所收 o) 十卷 目に は、 「< ^-龍 山 附待乳 山 之 事」 一、 此山を 金 龍 山と いふ 事、 淺^=-寺の 

山 號也。 爰の 名た る は、 此 寺の 鎮守と して、 上に 聖天宮 を 安 614 すると 見えた リ。 一 K 々。增 補 江戶咄 (：^ 所収) 卷 

第五に は、 第 八 金 龍 山附眞 土山觀 音の うら 門より 出て、 金 龍 山へ 行。 此 山よ リ むかし、 金 龍 を ほり 出しけ る 

故に、 即ち 金 龍 山と 名 付る とか や 0 淺草 寺の 山號も 同名 也 0 爰に聖 天 宮立耠 ふ。 此 御社に は、 緣 組の 事、 又 夫婦 あ 

いさつよ き やうに と 祈り 奉る 0 さ  > -げ 物に はふた また の大 こん を 上る、 尤も 作り物に. して さ ゝ ぐる 也 0 山 は、 松. E 

にて、 東の 方に、 淺草 川、 牛 島 新田 迄 見 ゆる、 西 は 大道 也 0 奴 又 此山を 昔 は眞土 山と 云 ひて 武 蔵の 國の 名所 也 0 紀 

州に も 同名 有と 也 0 云 々o とも あり。 ともあれ、 此の 聖 天の 祠は、 餘程 古くより あり * しかも 中 ぼ 廢れ， 

現に 慶長兑 聞 集に、 「是を 人に 尋 ぬれば、 淺 草の 里 はなれに、 ちいさき 塚 あり 是ぞ待 乳 山と 敎 ふる。 

是 はせ うでん 様と て、 むかしより 家の 上に 小社 有、 塚 もとに 小 寺 ありし が、 近年 は 絶てな し 云々」 


と あるに よりても！^ ら るるが 如く、 江戶 初期 は， 廢に 21 しゐ たりし ならん U そが， 隆成 i を 米し、 

は、 無論 明曆ー 一年の 新吉 原の 開基に 伴な ひての 靠と兑 る を 得べき かス其 他、 まつち 山の 語原 或はへ. - 

龍 山の 所傳 にっき 種々 あれ ど、 冗々 しければ、 凡て を 略く。) 尙、 待 乳 山 は、 一名 聖天 山と も 云 。「紫の 一. 

本」 にも、 「待 乳 山、 金 龍 山と も聖 天 山と もい ふ 0 古木 生 茂り 砂 石山な り 0 仁王門の 下、 蓮 池れ なかに 辨 天の 社 あ 

リ ，=-lK々o か S 土手 通 ひする 二 挺 だち の 船 は 一 K々o」 と あり。 【くろう を かけた 九郞 すけの 云々〕 苦^と 九 

郞と は、 その 頭韻なる 事、 いはで も 著し。 くろう を かけた と は、 わが 分外の 願 ひに よりて. ； t にく 

九郎 助^ 荷 ろう を かけた との 意なる べし。 〔九郞 助 稻^】 花街 風俗 志 (尺 久保葩 雪 氏 著 o 明き 一一 十九 年 降 文 a- 刊 J 

の 中に、 九郞 Ms^ 荷 は元吉 原に 在って、 和 銅 四 年の 鎖麼 である 0 其 昔 白 &:; 二 疋の 狐が 顯れ 出て、 C 狐 は 今の 銀 町 

一 丁  H の 白旗 荷に 祀られ たが、 5^;狐の方は千葉九郎助と ぃふ*の地.2の田畔へ 勸^||されて、 田 畔稻荷 (たのく ろ 

いなり) と 崇められ、 一 K々o 然るに 鹿 の 末年、 元士 n 原に 遊廓 設 SM と 決る と 同時に、 田 畔の九 郞助稻 荷 は、 此十： 地 

の 縱ズ寸 と 仰がれ、 赤 繩の祌 と 呼ばれて 、益々 衆庶の 信仰 を 受けた ので、 叨曆年 11 新 小 H-g へ 遊廓 栘轉の 折に、 共に 新 

古原京町ニ丁ロに祠を；邀して、勸^§され、 其 後享保 十九 寅年に、 正 一 位大明 神の 官位.： 几下が あつ たので、 向 ハル 八月 朔 

、 、 、 、 、 

日、 大祭 を 執行した。 其 祭 禮の餘 興に 他した のが 吉原三 贵容の 一 として 今！：！： まで 繼 摸され て 来た 所の 仁和賀 狂言 

なので ある。 云々。 (尙、 「古 原 大全」 三に も、 之と 額 似の 記事 見 ゆ 0) 而し てこの. E 緒 深き 九， 郞助稻 荷 も， 明 

治 一 一 十九 年、 江戶町  一 丁目の 複本 稻荷、 京 町  一 丁目の 運稻苻 *  一丁目の 九 郞助稻 w、 と 伏 n 儿町 
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Q 明石稻 荷と、 农紋坂 下 右手の 吉德稻 荷との S 社 を 〈〔祀 して、 吉原祌 社なる も Q を 創建し * 毎月 午 

の 日を綠 日と 定め、 且つ は 廓 內の鎭 守と なした とい ふ。 一 說には 此の 九 郎助稻 荷、 淺草三 軒 町の 宫 

川稻 荷の 祠內に 同居 鎮座す るに 至った とい ふ。 〔そ はれぬ やうに なった と は 云々】 喜 之 助に、 女房 

の ある を 百 も 知り 乍ら， そ ひたいとの 願望 を 燃やしし なり。 早 衣の 眞情、 けだし 尤もな り。 

ナヲル (四 果)  (二た 親) (1^ に 別れ) (兄) 

わし ほど いんぐ わな もの はなし。 五ッゃ 六ッで ふたおやに しにわかれ あに さ 

(便 リ)  (朝な 夕 な) (艱 難) (泣 き 明) 

ん ひとり をた よりにして。 あさな ゆうなの かんなん を。 なきあか したる 月 や 

(惠)  (翁)  (里) (寶)  (H 果) ァヮ フシ (四 も朿 

日の。 めぐみ もつ きて この さとへ うられて きた は 身の ゐんぐ わ。 にし も ひが 

も) (知)  (隨 手) (叱)  (名 代) (客 衆) 

しもし らば- J そ やりて にし かられ めう だ い の きゃくし ゆ に 夜す がらい びら 

(涙) (搾) (袖) (留)  (便)  合 

れて。 なみだ をし ぼる そでと めて お まへ ひとり をた より ぞゃ 

【わし ほど 云々】 以下 早 衣の 身上 咄 なり。 二親に 幼少 時 死に別れ、 兄と 二人の 慕し、 これが 盡 きて、 

この 里へ I 買ら れて來 たの 也。 (中 川 愛 氷 氏 本に、 滑稽なる 誤 校訂 ぁリ。 「こ の 里へ 浮かれて」 と あり 0 うられ 

て のら を、 かと 誤 讚せ る 也。) 〔やりて】 守^5;漫稿に、「錢手、又の名を香卓と云傳ふ。 俗 等に 象戯の 駒の 

香車 を やりてと 云 へば、 香車が 別名 を义 やりてと 云 ふ。 番 車と いふ は 本字 は 花 車と せ： a  く 也 花 (纏 S) 
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名 

代 


に 廻る と 云 ふ 心 也。 然れ ども、 くわし やと 云 ふ は、 ひ、 ヒき あしきと て、 かしゃと 云 ひかへ たり。 か， 

しゃと 云 ひしょり 义 やりて の 名 あり。 守貞 曰。 や リてを 昔 は、 香車と 一 K ひし 也。 今 はやりて とのみ 云 ひて、 香 一 

車の 名 暖せリ 。京阪に は、 揚ゃ 茶屋の 妻 を 花 車と 云 ふこと 今も然 り。」 と。 ー說に 曰、 靑！？ r 妓をま はす 婆な „ 

り。 主に、 女郎 上りの あば すれ 者が これに 成りし と 云。 語原に は、 尙 地獄の 火 車に して、 惡 婆の 意と する 一 

もの ぁリ。 【めう だいの 客 衆】 姉 女郎の 名代と なりて、 出で たる 客 衆の 意。 名代 は 、女郎に、 客 立 一 

.  一 

てこめ て、 暇な き 時、 巳れ に屬 する 新造 を * 自己の 名代と して 客に 侍らし むる こと ありき。 現に、 一 

fK 明 期の 川柳に も T 名代に 出したり、 下で 使ったり」 と あるが 如く、 新造 は、 姉 女郎 Q 名代と して、 

客に も 仕へ、 また、 帳場の 用， 又は- 拭 掃除に も 使 はれたり しもの なり。 又、 名代の 外に 特に. 新 一 

造 買 目的の、 客に も 公然 侍りし もの \ 如し。 而 して その 客 は、 主に 老人 客 也。 現に、 「新造 を 冷水 一 

が 來て揚 るな り」 (文化 期) 或は 「親 仁の は 息子が 買うた 妹な り」 (3S 「新造の 悪 留入齒 ひったくり」 

(文政 期) の 如し。 而 して、 その 新造 は. 「三界に 家な し 新造 廻し 部屋」 (天 保 期 柳樟) と あるが 如く * 

廻し 部屋に てな り。 しかも、 その 一人前と なりたる、 a ち 振袖 變 じて 留 袖と なりたる 「留 袖が す 一 

むと 明 部屋 授けられ」 (天明 期) と あるが 如く、 始めて * 1 部屋の 主と なる 也。 而 して- か、 る 新造 i 

が、 新造 中に、 老人 客に 身請け せらる、 事の ありし は、 「新造 は 後家になる 氣で請 出され」 (安永 期)： 

と ある 力 如し。 純然たる 妓たリ し 新造に つきて は、 別に 一 說 ぁリ。 「江戶 花街 沿^ 誌」 に、 「才色 雨つな がら 劣等 j 
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留 
袖 


みら がしの 戀蔓 S 


にして 後 来に- 3^ みな き^に 至って は、 樓主は  直ちに 1^ 立の 逸女と して カ卉 に 接せし めた リ-レ 云々 C 而 して 此 

策の 揚代 は、 火 離に て、 金 一 分 、华紘 にて 二 朱な りき」 とい ふ o( 序でに、 新造に つきて なほい はんに 、「新造と は 

上リの き、 突出し 前の 見 女郎で、 まだ 勿論 一 本 立の 部屋 持と はま ゐら ぬ。 先づ 太夫 附の 妹 女郎と いった 

格で ある 0 lK々o 通例、 赤.^ 勝の 根 袖をャ S てゐ たので、 振袖 新造、 略して 报新 など V 呼ばれ、 K 太夫 附 古参の 摯頭 

が、 所謂 番新、 即ち 番頭 新 t おなる ものである 0 又、 一 種、 引 込 新造と いふの は、 内所に て 育て上げ-りれ た、 IS は V 

家附の 新造であって、 これ-り は、 源氏 名 を 呼ばせぬ 惯例 o」 (川柳 吉原 志の 新造の 解說) なリ しとい ふ 0 尙、 外 骨 氏 

の 「賣笑^|異名雄1 の 新造の 頃 及び 「江戸 花街 沿革 誌」 にもく はし/出 づ。 就て 着るべし Q 【夜す がらい びら 

れて】 と あれば こ- Q 客 は、 老人 客に は あら ざらん。 壯 年血氣 の、 變り物 喰 ひの 客な らん。 【袖と め 

て〕 このと めて は、 留めて か 止めて か。 留めて ならば、 振袖 を 留めて、 f 人 >;i の 女郎と なる の 謂 也。 

若し 止めて ならば、 眾に淚 を 止めての 意なる べき か C 若し 留 袖の 意なら すば、 此の 早 衣 は、 年若き 

妓， 卽ち 新造な り しゃも 不知。 如何。 愚考 は、 これ を W めて として、 今や 彼女. 一人前の 女郞 とな 

り をれ りと：：； んる 也" 卽ち 彼女の 口吻 所業、 凡て 新造の 幼觀 さと は 比較に ならぬ 程 なれば 也〕 仍 し- 

同時に、 淚の袖 止めて、 (淚を はらして) お前 一人が 便り ぞ やの 意 も 利かした る ものなる べし。 現 

に、 冋 じく 新 内の 若木 仇名お (此糸 萬 S?) 〔鶴賀 若狭緣 正本 c〕 の 中に も. 是と 同様の 文句 あり。 且つ 1： 

じく 妓此 糸の 述懐 談 にして、 W 言 額る 此の 「藤 と 相似 たれば * 彼此 對 照の 爲、 ここに、 その 一, 

節 を 掲げお かん。 


考雜派 秋ヌ江 


「(前略) 云 ふが 中に も * 私 程、 ^に 味氣 ない 者 はなし。 親に 添 寢の夢 にさへ、 も 知り もせぬ 人 

中へ、 賫られ 廓の 憂 勤め、 秀の內 の 氣苦勞 は * ねむる 火影 を 追 ひ 起されて、 文の 使 ゃ返苹 さへ、 

長い 廓 下の 行 通 ひ、 まぶの 手 „i ^や 合圖の 手練、 氣を紅 i 裘の 色に 出て- やり 乎に 抓め られ 叩かる 

io  (以上、 時代の 憂さ 辛 さ 也。) 其の 苦を拔 けて * やう/, -と兑 世へ 出© の 神さん も片 ひいきなる 

緣 むすび、 好かぬ 客 衆に いびられて 泣いて 明さぬ 夜半 とてもな し。 それが 屮 にも 樂 しみ は- たま 

く 逢へば 明る 日 は， 姉 女郞ゃ 朋輩に あて 事 云 はれ、 身 じ まひ も、 遲 いくとせが まれて * 淚を 

包む 振袖の 留 むれば (以上、 新造 時代の 憂さ 辛 さ 也。) 最早 年增 役、 だても 意 氣地も 負けまい と氣を 

張る 胸の 癥 つかへ、 思へば く ほど 我儘ら しい 物 はなし。 云 々o」 

上  (の 末) (山 の 奧)  (貧 苦) -^)  .(K 

たと へ 野の す へ やまのお く どんな ひ ん くも いと やせぬ 手づ から わたしが ま 

焚)  (樂)  (苦)  (戀〕 

、たいて。 たのしむ も戀。 くるしむ もこ へ 。 こいとい ふ 字が さす わい な。 ま 

(辛 抱) 

こと はしん ぼう 一 ッぞ や。 

〔たと へ 野の すへ 云々】 端 唄で 有名な、 「お まへ と 一生 くらすなら、 深山の 奥の 伦 住- 縫針 仕事 糸 

車、 細 谷川の 布 晒し。 柴 刈る 手 わざ も 厭やせ ぬ」 も 聯想され て 而，： ： し。 然れ ども 此の 「どんな 贫苦 

も- 跌 やせぬ」 の 方、 簡明に して 要 を 得た る を 思 ふ。 此の句また何；^！；かにその根を有せりとぉ-：-はるれ |g 
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ど、 今 さしあたり 思 ひ當ら す。 他日の 考に俟 つ。 【まこと は 辛抱 云々】 これ 早衣變 じて * 色道 指南 ^ 

の大 通の 口吻の 如し。 早 衣が、 か \ る 格言め きたる もの をい へる だけ 色道の 先輩の 如くに も 取扱 は 

れ、 且つ 比較的 冷靜 なる 理性 ありし やうに も 窺 はる- -は、 余の みの 僻み か。 「戀は 辛抱 一 つ」、 され 

ど眞现 は應々 事 實と杆 格す。 この 喜 之 助の 場合 も然 り。 辛抱の 出來ぬ 程の、 紛糾した る 周 圍に對 す 

る c 讃的 自暴自棄の 情、 並に 幾 そばく 早 衣との 惡緣に 邁進せ しめ 得ざる、 良心の 苛責 ある を 如何に 

せん。 遂に 彼 は， 辛抱 叶 はすして、 自ら 身 を 破滅に 委し 去ん ぬ。 乃ち 辛抱の 光明より * 翻って、 役 

にも 立たぬ 心中の 喑 黑に趁 りたる 也。  • 

カン (可愛うて) (粹)  (，&痴)  ゥ (起 AO  (守 る) (約 3  (神) 

かゎゅ*フて^/^す い になる ほどぐ ちになる。 きしゃ ラを 3.6 もる やくそくの，？' 

(聞〕  (添) 中  (一 Is) (殺)  (下) 

みさん がた もき こ へませ ぬ。 とても そわれ ぬなら ば い つし よに ころして くだ 

スヱ (袖 一 (展) (行 ®) 

さんせ と。 そで はなみ だのに わたず み 

【かわゆうて 云々】 すいに なるほど 愚痴に なると は、 蓋し 名句。 以前 數 H を 費した るす ゐ考 もこ \ 

す&  ぐ わち 

に 至って 粉 葉 微塵。 倾 城の 水變 じて 月になる 也。 結：：： r 極端と 極端と は 一致す の 1_臭 现乎。 粹 になる 

ほど 愚痴に なると 也。 こ i まで 来れば、 「粹」 は 本来の 冷靜 なる 情 界鑑赏 の ふだ を 放れて、 S 頭 沈湎陶 

醉の 度の 深き を 具現せ る 語と なり 了せ るが 如し。 乃ち こ、 に 至って、 冷靜 なる 早 衣の 口吻， ー轉し 


て 奔放 無比、 情炎 爛たる 一 塊と なり 了せ り。 始めて 我 徒の 意に 卟 へりと いふべき 乎。 【起請】 起 誓 

とも 書く。 起請す る こと、 或は その 文面、 起請文の 意 も 兼ぬ。 こ、 は 後の 意。 左に 若干 起請に つき 

てい はん。 


起請が 事. 

俚 一一 I  一口 集覧の 起請の 條 下に 曰く、 

〔伊勢 貞丈隨 筆〕 起請、 ォ n シ請フ 也 0 何 にても 願 を 起し 請 を iK ふ 也 0 國史 などに 起請と 一 K 文 ある は是也 0 後 

代 誓言に 今 かくの 如くい ふ 詞に違 はば 神明の 罰 を 蒙るべし とい ふ 文 を 起請文と いふ 0 罰 を 蒙らん とい ふ 願 を 起 

して、 罰 を 佛祌に 請 ひ 求む ろ 意に て 起 I ぼと いふ 也 0 愚案、 〔 齊東 俗談〕 野 褪を引 一 K、 日本 紀に 誓約 字 を ゥケヒ と 

讀め =o 起請の 字 是訓に 因て ゥケを 立る と 一 K るに やと ぁ乂〕 此說是 なる に 似た リ 0 今 奉公人の 請 状と 云 ふ も 乞 

請の 義には あ、 しず Q 牙 保の 義 にて、 意 は 誓をゥ ケと訓 るに 同じ。 請求る に は あるべからず 0 請 は 借 字 也 0 然る 

に 〔古今 著 W 集 十六〕 賀 緣阿闍 梨の 無 實ゥケ て 起 ij§ 文 を 書きて 三 塔に 披露の 條 末に、 起請のお こり 是 なりと あ 

り。 〔宇治 拾攮 十一〕 かく 起諫を やぶ リ つる は 一 K々o 〇 起請 〔111 代 實錄〕 貞觐十 V 年 三月 參議太 宰權帥 在 原 行 

平 起請、 分-一 肥 前 國松滞 郡 庇雜値 嘉兩郡 一更 建-三 郡ー號 近 下 近 ー愤嘉 島1 

世事 百談 〔山 崎 美-が〕 にも- 

起請 0 「徒然 草」 に、 起請文と いふ こと 法曹に は、 その 沙汰な し 古 の麼. 代す ベ て 起請文に つきて 行 はる V.K は 
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なき を、 近代 此事 流布した るな =-o 「野 槌」 に、 起請文と いふ こと S3 土に 誓 をた て \ 牛馬の 血 をす 、リ、 其の 詞 

を 記して 土に うづみ、 約す ると ころ 若し 背かば、 此の 牛の 如くき リ^ら る、 罪に あたらん と 諸 祌に誓 ふな リ。 

^驩 左傳 等に く はしく 記せり o 日本に て は 天照大神 素 議鳴尊 一誓 ひまし ませば、 神代に もぁリ けるな リ。 始め 

は盟 誓と いひし を、 人の 代の 末に 至りて、 白 川 鳥 羽の 御 時 も 起請文と いふ こと あるよ し、 良 永 式 H 起請の 褢賓 

こぁリ とい ヘリ 0 これに よれば、 中む かしょり のなら はしと 見えたり 0 あるひ は慈惠 僧正よ リ はじまれり とも 

い へ り。 さて 起請文に 一 教 起請 二 枚 起請、 また 七牧 起請 In 牧 起請な どい ふこと あり。 義終 記に、 土 佐坊が 七牧起 

請 かける こと 見え、 後の ものながら、 室町 殿 日 記、 豐太閣 朝鮮 文書に も 七 枝 起請と いふ こと 見え た リ。 七牧 起請 

の 文 をば かって 友人より 得ても てり 0 文明 年間の- -ろ 書きた るを寫 しったへ たるな リ0 七妆 各、 文章 別な り 0 

そ は 誓言い く  二 もしる したる ものな り。 おも ふに その かみ は、 尋常の こと は 一枝に かき、 そ の 誓 ごとの 重 か 

る は 幾 秋に も、 か へ すぐ 害け る こと、 見えたり。 源平 盛衰 si に 一白 故の 起請と いふ こと ぁリ。 驢 鞍橋に 一 牧起 

請 二 枚 起請 三：^ 起請と いふ こと も ゆ 0 これにて 法然 上人の 一 枚 起請と いふ も 明かな り。 起請と いふ 文字 は、 

後 漢書 劉 盆 子 博に、 其 餘不" 知：， 書 者 起請 とい ふより 出で たり 0  M に 一 K  、起請文の 前書に、 伊豆 箱 根の 兩社を 

しるす こと は、 北條家 盛な りし のなら はしに て、 關東 にて は 今に その ま、 沿 1^ して 改めざる なりと い へ り。 

(久彌 曰く。 起請文の 誓の 慈惠 僧正より 始まる と は、 「鹽 尻」 の 筆者 もい へり。 曰く、 「起請文の 

誓 は 慈惠僭 正より はじまる。 古今 著 聞 集に 贺緣阿 問 梨が 慈 惠を濫 行 肉食の 人な りと いひし 時、 誓 

文 を 書きて 不 律なら ざる よしを 明 (に) せり。 但し 起請の 名は是 より 前に ありし や * され ども 誓の 

爲 にあら す。」 と。) 
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蜀 山人の 「增訂 一 話 ニー 一口」 の 中に、 江戸時代 武士の 起請文の 書 方 あり。 ついで 拔 かん。 

一 、 起證 文の 字 配書樣 左の ごとし。 古法 也と いふ。 

梵天 帝 釋四大 天 王您 日本 國中 

六十 餘州 大小 祌祇殊 伊豆 箱 根 

兩所權 現 三 島 大明神 八幡 大 菩薩 

天滿大 自在 天神 部類 眷屬 神罰 

冥 罰 备可罷 蒙 者 也 仍起證 如 件 

年號 何年 何月 何日  苗 字 名 判 5 

ち 何年 ノ 下-一 

す 烦支干 ハ ナ シ 

宛名 ハ 其 日出 席 之 老中 大目 附兩人 計 也  ， 

評定 所 御用 * 御 老中 御宅 雨 所之內 にて 誓 被 仰 付奧御 奉公 被 仰 付 候へば、 其 日 御城に て 誓 3! 被 仰 付 候 也。 誓 HI 

の 節 追 付 其 席へ 出ん とする 前に 左 S 藥指を 爪 際の 處を少 (し) 皮をはね て 匱 (き)、 血判 一， る 時、 其 所 を 小刀に て 

少し 突かば 其 儘 血 出て よし、 Jg, ぼ も 突く は： r 凡 苦し 0 暴 紙 を 二 枝 ほど もみて 右の 狭に 入 eM、 其 紙に て 指の 血 を If 

事の よし 0 权 又 小刀 を さす 時に 脇 ざし を-法 (し) たま、 にて 小刀 も *^；； (す) ベ し、 差よ きとて 小刀 榧 を 上に すれば 

脇差に 反 リを打 様に みえて あしき 也 0 心 を 付べ し 0 血 を 右の 手の 藥 指に 附て居 判の 穴の 白き 所に おす 也 0 墨の 

所に 附れば 見え かね 院故也 0 血判して 跡に て 誓 31 をいた く 人 あり 0 夫 は あしき 也 lK々o  一 
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逸女 襟 客の 

起請 


牛 王 


さて、 以上 は、 起請 本來の 起原と * 並びに 武家 側の 實行狀 態なる が、 遊里に ありて は 如何。 遊里 

に 於け る * 遊女 標客 がと りか はした る 起請の 用紙、 文面、 並びに その 方法 如何" 

近 松の 心中 天網 島に、 

「聲も あらそ ふ 村， おね ぐら はなれて 鳴く 聲は、 今の 哀れ を 問 ふやと て 、いと ど淚を 添へ にけ る。 

な ふ あれ を 聞き や 二人 を 冥途へ 迎 ひの 烏。 牛 王の 裏に 誓紙 一枚 書 度に、 熊 野の 烏が お 山に て 三 

羽 づ\ 死ぬ ると， 昔より 一 一 目傳 へしが、 我と 其方が 新 玉の 歳の 始に， 起請の 書ぞ め、 月の 始月 頭書 


きし 誓紙の 數々、 其 度 毎に 三 羽 宛 殺せし 烏 はいくば くぞ や。 《おに は 可愛く と閗 今せ の 耳へ は 

むくい 

其 殺生の 恨の 罪、 報/ \ と 聞 ゆる ぞ や。」 

卽ち 「牛 王」 の 裏に 起請 を 書きし ものの 如し。 さて 然れ ば、 牛 王と は， 何ぞ。 

I:!: じく  ffli  一一 一一  n 集覧 に、 

牛 王。 〔太平 記 雲景 未來 記〕 熊 野の 牛 王の 裏に 告文 を 書いて 出した る 未來記 あり。 

1^ 一 牛 王の 鳥 はし をなら して 〔高 尾〕 〔柬雅 十〕 諸 神の 懾 社に 璽と いふ もの、 ある は、 今の 祌 社の 

寶璽 を藏 めし 所 也、 とい ふなり。 世に 熊 野の 牛 王と いふ もの.. - 鳥の 形の 文字 ある は、 . ^の 鳥 笼 

の體の 如く 兑ゅ。 ま 5-,: 牛 王と いふ も 璽の 字 を わかちて、 牛 王と いふ。 米の 字 を わかちて 八 木と 

いふが 如し。 .H!lの^^にか.-ること多きなh^o 


其 他 • 俚言 集覧. せ 補に は. 尙牛 王に つき 數條 あり。 今 迂路に 過ぐ るの 嫌 あれば • 各き つ。 ！ a し 大巧 i 

氏の 「言海」 說" 此等 俚言 集覧 等の 諸說を 約して 耍を 得たり。 曰く、  秋 

牛 王。 賦園、 八幡. 熊 野 等の 諸 神社より 出す 牛 王 寶 命と 記した る符の 名。 民家に 頒ち、 門の 上に I 

貼り， 疫災を 避けし む。 或 云、 是れ生 土の 祌の 印に て、 生土寶 印なる べきが- 生の 下の 1 晝- 考 

土に つきて 王と なり- 寳の 下の ニ點 印に つき 命と なり、 义轉 じたるな りと。 或 云 • 佛 書に， 

大牛王 あり、 其 守護の 義 に出づ と。 紀州熊 野の 神の 牛： 土と いふ は、 熊 野牛 王寳 印の 六 字と、 烏 

七十 五 隻とを 印す。 (烏 を 此の 祌の 使と す) 世に 誓紙に W ゐる。 熊 野の 三祌 は、 K&lr(OQIf を 

礼す とい ふに 起れ りと 云 ふ。 

心中 天 網 島に は、 一枚 毎に 三 羽の 烏 を 殺す とい ふが * この 七十 五隻 云々 とい ふに よれば • (現に、 

今日 見ら る、 牛 王の 烏 は、 數 へて は 見ね ど、 多^ 袋 也 or 國語齡 典」 其 他に 見 ゆ。) 一枚 毎に 少く とも ヒ 十五 

の 烏 を 殺さ るべ からす。 これ を 一一； 羽と 限りた る は 如何。 或は 七十 五隻の ものの 他に 三隻の もの も 

ありし や。 而し てこの 烏が 死ぬ ると は， この 烏 を犧牲 にして 祌に 誓へ りとの 意なる べき か。 

さて、 その 牛 王の 裏に 書きし 文句 は 如何 or  盡未來 切れ 不巾 仍而 起請 如 件」 とで も 書きし や。 

余、 宵て * 何れ かにて この 傾城の 起請文 句の 記載 を兑 たる 記憶 あれ ども- 確かなら す。 今 一?^ かに 樂 

げ 得ざる を 遺憾と す。 (尙、 心中 天網 島の、 IT 頭 起 等に も觸れ たけれ ど、 すでに 幾 そばく の 道 ja- を， K ひた リ。 《^ 
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よりて えて 略き つ。) 而し て、 此の 起請 は • 遊女 襟 客 互 ひに 書き、 交換して 所持した るが 如し。 此事— 

天 の 網 島に も 明らかな り。 尙、 この 起請文 を 書く こと， 遊女 嫖客 以外、 武士 町人 等に も 勿論 行 はれ 

たれ ど， うぶなる 娘と iE- 子との に、 商賣 人なら ぬ 男女の 問に も 行 はれた るが 如し，" (尙、 武家 起請 

につ いて は、 「江戸時代 制度の 研究」 (松 平太郞 氏？^)  € 誓^ 血判の 項に 悉 しく 出で たリ 0 參 照すべし 0) 

I 以上 「起請の 事」 完 I 

r きしゃう を まもる やくそくの 云々】 神さん 方と こ、 にあれば、 この 起請 は、 熊 野 1 神なら す、 卽 

ち r 一  話 1 言」 所載の 武家 起請の 如く、 八 百 萬の 祌々 に 誓 ひ を 立てし もの か。 〔にわた すみ】 正し 

く は、 に は たづみ 也。 雨の 降りて 俄に 地上に 溜りて 流る、 もの 也。 無論 淚の量 多き 意 也 C 

地 (男) (淚) (額)  (早 衣) ， 、(間 \  (ぼ 風 2  (S  (燈 火ん 

おとこ もな みだの かほ を あげ コ レ はやぎ ぬ 人 げん は のかせの まへの ともし 

(夢) (假) (宿) (未 來) (S  (蓮 華 座) イロ 詞 (男〕 

びの ごとく この 世 は ゆめの かり 一の やど みらいはお なじれん げざと。 おとこの 

(言 葉) (早 衣) S し 涙)、 (諸 共) ， 

こ，/」 ばに はやぎ ぬ は。 うれしなみだと もろともに 

【にんげん は 云々】 の かぜの 前の 燈 火と は 如何。 或は. この 「の」 は. 人 問 はのと い へ る， 感動の の 

かも 不知。 普通 風前の 燈火 とはい へど、 野 風と は閒 かす。 然れ ども. 前後の 調子より 察すれば， 無 

^51 野 風の まへ 云々 の 所 也 風 の燈 火の 故事 * 「壽 命猶 如-一風 前 燈燭ニ  (俱舍 論疏) と あり" 是れ 也。 


考 « 派 軟 P  ？  C 


祐犬 上人 


【この世はゅめのかりの{^^】 これ 、怫 i 永 常 套の句 【みらいは 云々】 喜 之 助 君 亦 魂不墙 お J<; 也。 

而 して 未来の 戀愛 成就 を 夢み たる 可憐なる 唯心論 者 也。 非現實 主義者 也。 【うれしなみだ】 この 淚 

をみ て は、 遲疑 せる 喜 之 助の 肚裏 も 決然たら ざる を 得 ざり しゃ 否 や。 但し 女 は， 旣に 「一所に 殺し 

て 下さん せ，」 心中の 押賫に 出で をれ る 也。 

詞 (草葉) (で) (父)  §  (嬉) ぽ，  。 ，(5 つ， つけ) 

くさばの したて、/ J  > さま やか 、 さま も さぞお ラれ しう 御 ざん せ， フ ^つつけ 

(5  9  (怨)  一 

お 目に かかる から やいばに かけし わがつ ま を。 かならず うらみて くださ んす 

カン (* 業) (i^)  a 非 ち ゥ (閻 ^)  (叱)  (詫  一 W) , , 

な。 ひご ふの しにの つみとが を。 ゑん まさん がし かるなら わ ひこと をして 下 

i  ；人)  (釋 ； i)  (浪) 

ダ さんせ つゆう てんさんめ. -., >  やかさん のよ も や 見す て はさんすまい おそ はへ 

(朝 タ〕  (茶) (香 花) S  ,  (3^0 

いんで あさゆうの おちゃ こうはな を きをつけて。 この 世の つみ を ほどこさ 

詞 (釋迦 如 來) (祐 天 樣) ■  (S)  (南無 阿 に、 佛) 

ん。 なむし やかに よら ひ。 ゆうてん さま。 たすけて たまへ なむあみだぶつ。 

【やいばに かけし 云々】 わがつ まと 來た。 肝 臂の喜 之 助の 正妻 は 何處へ 失せた やら" 【ゆうてん さ 

ん】 祐天 上人 也。 殊 さら 祐 1K さんと いひた る 所， 遊女の、 生一本なる 信仰 えて 面. n し。 祐天 上 

人 は、 當時、 江戶 人の 11:^ 仰 頗る 篤き 所な りき。 傅に 曰く、 奥州 岩 城！！ 新 姿 村 西 村 蕃內の 男. 幼名 三 
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之 助、 增上寺 擅 通 上人の As- 子と なる。 幼時、 誦經の 習熟 魯 鈍なる が 故に 爲に成 田 不動 尊に 祈り • 夢 

に 惡血を 除かる の傳說 ありつ 後、 增上 寺、 三十六^ 源 如祐天 大僧正に 陞り、 七十 歲目 黑に隱 居、 享 

三年 七,^ 十三 日 寂す。 その 跡に 寺 を 建て、 祐天 寺と いふ。 卽ち淨 土 中興の祖 也。 【この 世の つみ 

を ほどこさん】 「ほどこさん」 は、 遍く償 はんの 意 か。 【なむし やかに よら ひ 云々】 釋迦、 祐 阿 

彌陀。 祐 天も淨 土中 興 どころ か、 大に 格が 上りて 釋迦、 1: 彌陀の 間に 在り。 ここらが、 作者が 不用 

意ら しく 兒 せかけ て、 その 實、 用意、 無智なる 然し 眞劍 なる 彼女ら 信仰の 度 を 表白せ る 名文 句と 酽 

ひつべき 乎。 然し 我等に は、 餘 りに 八百屋 的に、 寧ろ 滑稽の 感 起らざる を 得す。 以上 早 衣の 詞也 

fcsB は， F?r。  のおの" P すぎて。 お.^ に を 見 あ 

(早 衣) 21) £ 期) S 移) (妨 ，ド (覺 

ませて。 コレ はやぎ ぬい まこ そ さ い ごのと きうつる さまた けな ひう 卞 に 力く 

き  i  S  (用 意) >ヒ 腰 バ，^ 拔 2 

をせ よ。 アイ そんなら お ま へ もヲ、 かくご はよ い、/」 よう ゐの ひ，、」 こしぬ き 

i 炎 ふ S 妻) (燈 :P  §  .  ？  ^^k^^  ^ 

よな せ V6 かげろう いなづま ともしび にけ はしく うつる なつの 夜の なみた 

の 雨)  クリ 卜： (早) S  g  £ れ 5  (血 ，〕 r  0^  ^  ^  & 

の あめの はれ やらぬ。 はやしの 、 めの みだれ、 ごり ちし ほに そむる みつ ふとん 

(後) (き  。 

のちのう はさ，/」 なりに けり 


【うす ごろ も】 緣 のうす きと、 早 衣の きぬに かけた る詞 か。 【コレ 早ぎ ぬ 云々】 いつの 間に か 男 も 心 江 

中 決行と 相 成りし 也 U こ k らが、 內面 描寫に 緩なる 此種 俗曲の 弊と いふべき か。 然し これ を 新內太 戶 

夫の 口より 聞かば、 か 、る 缺陷の 浮ばざる は、 不思議 也。 【ヲ、 かくご はよ い 云々】 男 も かう なれ 波 

•tr 覺 1^5 はよ いとい はざる を 得す。 而 していつ のまに か T 用意の r 膝」 とまで 成りし 也。 喜 之 助が f 

.  考 

初めの， 親 女房 友達の 異見と 義理に せめられて、 切れて くれろ の あの 相談 は、 何處 へやら。 【かげろ 

う いなづま】 拔き はなった る の 形容 也。 かねて、 「夏の 夜の 云々. 雨」 にか、 り、 稱 妻の 光れる 屋 

外の 描寫 にも 響かせたり。 【はれ やらぬ】 淚の 雨の 如きが 霽れ やらぬ と， 稻 妻して 雨の 霄れ やらぬ 

と、 及びす つかり まだ 明け きらぬ 東雲の 實且 おと" 【みだれ どり】 二人 * 亂れて 死に 伏せる 景 にも^ 

かせた る 也り 【三つ 蒲圑】 いつの a- よりか、 娼家 娼婦の 室の 蒲 圑の数 は 三と なり をれ り。 一般 事實 

の 習慣 上よりか、 或は、 三なる 數 字の 流用 範圍汎 きが 爲 よりかつ いづれ ぞ。 (この 疑問 可笑しき やうな 

れ ども、 事實 靑樓妓 室の 蒲國 は、 赛夏下 二 上 一教の 他に、 上下 二核 づ>、 或は 下数桟 使用した る 場合 もな きにし 

も 非 ざらん と 惟 ふが 如何 0 こ の 疑 問 ょリ 生じた る 也 0) 

以上に て. . 水 々の 「藤蔓 戀の 柵」 の 評釋、 一先 づ筆 を撋 きを はんぬ。 尙、 遣考 は、 併せて 他日の 他 

評！ t の 中に 說 かん。 (大正 十 一 年 十月 —— 大正 十三 年 一月) 


き 
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粹考の 補 遣 

粹考の 補 遣と もい ふべき、 適 當な粹 の 說明を 見付けた。 新內の 「仇 比戀浮 橋」 の 一 節で ある。 

その はじめの 方に、 

「すいと は 色の いさぎよく、 諸ゎけしかたの行と^.- く心をこ へ によ ませたり。 やぼと は 月の 

かへ 名に て、 水に うつれる かげの パ、 もと 本たい にあら ざれば、. 取 所な き 空ムも 金が 光らす 

びんつ け やい とに よる 物なら なくに、 柳に うけて あ ひしら ふ。」 

と ある。 かくして 以下 野暮 客の 精寫に 移って ゐ るので ある。 

尙 麓の 色 卷四 (國書 刊行 會本 「近世 文藝 叢書」 第 十、 風俗 所收 C) にも， 

「推。 推と は 通 者の 一名な り。 俗に 粹の字 を 用 ゆる は 常ら す。 字書に 粹は雜 ならざる なり、 

純粹 にして 精な りと あれば- 今 俗に 所謂 推 は 純 粹の粹 にあら す。 專ら 雜智を 舞して 人の 胸中 

を 推察し、 阿； 1: 逢迎 して 俗に 喜ばれ、 推量の よきと いふ を 略語して 云々。 尤も 明察の 智識 あ 

ら すん ば、 邪推 惡 推に 流るべし。 北ハ 人品 稷 なく、 よく 忍び 怒 を! I み怨を "まし、 言行 環の 端な 

きが ごとき を 以て、 推と 稱 せらる、 とい ふ 云々。」 

と あり。 推量の よきと は、 いひ さうな 理窟 也。 尙此類 他に も 多 かるべし。 


« 域に 誠な 

し 云々 


傾城に まことな、 し 云々 

傾城に誠なしとは譯知らぬ野^5!^の 口から いきすぎの， 粹の粹 ほど はまり もつ よく、 と は 浦里 

の 文句 だが、 古い 唄に も 色々 ある。 嵐 小 六 調の 「里の 松」 に、 

倾 城に 誠な しと 世の 人の 譯 知らすな さけ 知ら やの 言葉 ぞゃ  0 

近 松 門 左衞鬥 作、 同 東南 改調。 傾械に まこと ある 文と いふに も、 

- .  ひがごと わけ  もと 

「傾城に 誠な しと^の 人の. &せ ども それ は 皆 僻言。 譯 知らす の 言葉 ぞゃ。 誠 も 偽 も 本 一 つ i 


-」 と ある。 


女 用 起請の 

文面 


女 用 起請の 文面 

上方 版の 年代 不詳の 「11 袖 中 かな 文」 とい ふ艷 文の 往返 乎 水 集ー朌 を；： 近 手に入れた。 と 

端な く 其の 末尾に、 「起請文の 事」 と 題して、 自分の 探し あぐんで ゐた 女より 男に 遣した 起請の 

文面 記載 あるのに 逢會 した。 これ は 或は、 普通 女が 男に 與 へた 起請の 文と もとれる が、 遊里の 

女 も 無論 此の 形式に 於て 爲 したと 見て 誤りな からう と 思 ふ。 仍 りて 左に、 その 全文 を 載せて お 

く。 (大正 十四 年 一 月 補)  ， 


考雜派 軟戶江 
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〇 起 誓文の 事 

一 そ もじ さまと 夫婦の 契約いた し 候 所 實正也 然る 上 は 親兄弟た とへ いか やうに 申 候 共 外に 夫 持 

申 間 敷 候 かやう に， &事 はすこし も僞 御座 候 は 日本 六十 餘 州の 神々 の 御 罰 を かふむ り 未來永 

々 ならく 地獄 へ 落 入う かむ せ 有 間 敷 候依而 起請文 如 件 

年號 H 日  女の 名 

血 判 

Ef- の 名 


補 遺 


桃 隣 


傳 


「好色む らく 坊」 と 作者 桃 隣 (本 著 ニニ 頁 la 一  頁) で、 「むらく 坊」 の 作者 を 俳人 桃 隣で はなから う 

かと 推斷 してお いた。 種^の 言 も 多少の 裏書の やうに 思 へ ると いうた o( 本 著 Mo 頁 ー 四 一 頁參 照) 

その 俳人 桃 隣なる もの は * 何の 事 だ、 俳人と して は傳 はきつ ばり 俳 書の 大抵な ものに 載って ゐ 

て、 俳人と して は 常識的な 固有名詞だった。 種 逢 Q 「^勢の 產に 非. f や」 は、 これに 據 ると $3 

賀の產 である。 然し 暗合と いへば、 年代と 經歴 (向 分の 想像 も 加 はって ゐ るが ；} とこれ 积晤 合し 

てゐ るの も尠 からう。 此の 俳人と しての 桃 隣 は， 文學史 的に は 大した もの を殘 して ゐな いらし 

いが、 江戶俳 家の 傳統 として は. 同名 桃 隣が 五世まで あり. その 系統 は 正系 だけで も 九 世は糗 

いて ゐる。 この 祖の桃 隣と * 「むらく 坊」 などの 著作者の 桃 隣 紫 石と は- して 同 一 人 か 否か。 

正直に いふと .Hz 分 は、 自分 Q 一一 一一 口の 全部 を事實 化して 考 へて ゐる 者で あるが、 とにかく 一  個の 面 

白い 疑問 を、 諸家 —— 特に 俳諧 研究 諸賢に 呈 した 積り では ゐる。 今、 左に、 その 常識的な、 桃 隣 

の 初代の 小傳 を、 大日 本人 名辭 書に よって、 登載して おく。 (尙、 桃 隣の 傳 統系圆 は、 同書 卷 頭の 一 1 


512 


考雜 波软戸 江 


四 頁に 悉 しい。 尙、 沼 波 a! 音 氏 編の 「花. 風」 にも、 隣の 四季 別 句集 其 他 を 載せて ゐ る。 

太白 堂 桃 隣 江戶の 俳人な り。 太白 堂と 號す。 又 桃 池 堂、 竹 庵、 桃 翁の 諸號 あり。 通稱 

天 野 藤 太夫、 伊 W 〈上野の 產" 初め 藤 堂 侯に 仕 ふ。 後 芭蕉 翁の 門に 人り て、 江 戶に來 り、 神 

田 及び 本 石 町に 住す。 享保 ヰ 十二：^ 九日 殁す。 年 八十 一 、 淺草 光明寺に 葬る。 著書、 む 

つち どリ、 粟津が 原 等 あり。 (俳 林 小傳、 江戸 名家 墓所 一 覽) 


S1 胎の 判決 


古事 顦苑法 

律 部ノニ 


懐胎 女 を^ 

す鬆 者 


堕胎の 判決 例 (spi: 


明確な 法文と いふべき ではない が、 墮 胎に關 した、 江戸時代の 判決 例 (處分 例) ともい ふべ 

きもの を、 「古事 類苑」 法律 部 第二に 探し 當 てた。 法文で はない もの \、 無き に は 勝る と、 今 そ 

の主耍 部分 を轉 載す る ことにした。 此類 r 德川 禁令 考」 を檢索 すれば、 佝 多から う" 今 は、 そ 

の 一斑と して、 此の 分類 せられた、 概念 铺捉に 便なる 「古事 類苑」 に藉 りて おく。 

〔御 仕置 裁許 帳 十二〕 子 下シ候 療治に て 懷體女 を 殺 ス醫者 

1 後草 森 ffl 町 勘 兵 衞店玄 意， 同所： 大王 町 十 兵衛？ 《 仕 九 兵 衛と申 者-一 被.. 賴、 同所 森 田 町 六右衞 

門店久 三郞听 にて、 九 兵 衞傍鞏 下女 玉と 申 懐 姙女之 子 をお ろし 候と て、 彼 之 女 相 2^ 申 候 一一 付、 


it 
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接 輩 女 を 殺 

す 


養 鎮相果 つ 


玄意 不屆二 付. 閉門 • 家主 五人組 江 御預ケ 被. 遊， 撻奉^1?^候- 爲，, 後日， 如. 件， 

延寳八 年 酉 八月 六日 

右 之 者、 同月 廿 四日 赦免、 

〔御 仕置 裁許 帳 六〕 傍輩 女 を 懐胎 爲， 致、 賫藥を 用 殺 者 之 類、 

貞享 三年 寅 六月 八日 

S 人 吉兵衛 是 ハ 馬 喰町贰 丁目 伊兵衛 下人、 此者 txj 本 石町壹 丁目 長 兵 衛店次 兵衞請 -I 立、 

奉公 一一 出シ置 候處、 傍輩 はっと 申 者と 致， 一 密通； 爲. 致， 1 懐胎； 〇 中略 此者 候ハ、 懐胎 仕 候 

段 主人 江 相 知 レ候儀 迷惑-一存、 此者 知ル人 同所 三 丁目 市 左 衞門店 次 兵 衞と申 者 を 頼、 < ^-子 

壹歩相 渡シ、 子 下 シ藥を 相 調 給 させ 候 得バ， 今月 四日 傷產 仕、 〇 中略 氣分重 リ相某 候 由 申 

候、 右 藥を相 調 給 させ 候 次兵衞 儀ハ、 手 鎖 を懸ケ 家主に 預ケ 遣、 此者 儀ハ、 奉公人 之 # と 

して 傍輩 女と 密通いた し、 殊に 賫藥を 用 致， 一 傷產， 候 段. 重々 不 屆成ル 故窮舍 * 

右 之 者、 同賀 八月 九日 死罪、 

〔的 例黃 紙之寫 〕 中 追放 

安永 六 酉 六月， 主 殿 頭 殿御 下知、  太田潘 磨守掛 

1 武州芝 村 友 右衛門 養 娘 相 候 儀 -I 付 吟味  ， 
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明 和 四の 發 

令 


松 平定 信、 


蔭山 外 記 御 代官 所 武州足 立 郡 芝 村 百姓 佐 次郞悴 宇右衛門 

此宇 右衞門 儀、 離緣之 女房た つと 密通 之 上、 爲 V 致 二 懐胎 1 可， 爲レ ％1 流産 1 と ほ X づき 之 根 を 

黑燒 にいた し 相 用、 右藥に 中り、 たつ 相 菜 候 始末、 不屆ユ 付， 中 追放、 

御 仕置 附 

右人 を 殺 候 もの 下手人 之 御定ュ 御座 候、 此 もの ハ相對 之 上、 たつ 流 產之藥 を 呑、 右藥に 中り 

相 茶 候 上 は、 怪我 あやまち -ー 而人を 殺 候 も 同様 之 儀 一一 可， 有， 之 哉 ♦ 御定 一一 怪我 -ー 而風ト 庇 付， 

其疵- 一而 相手 死 候 はに、 吟味 之 上 あやまち 一一 無， 紛， 並 怪我人 之 親類 存念 相 尊 候 上、 中 追放と 有 

之、 殊- 一た つ 親 ども 巾 分 無" 之、 助命 も 相 願 候-一 付 * 右御定 -1 引當、 中 追放と 御 仕置 附仕 候， 

GK 明 集成 絲綸錄 五十 一〕 明 和 El 亥年 十月 

in 姓 共 大勢 子 共有" 之 候 得バ、 出 牛； 之 子を產 所-一而 直- 1 殺 候、 國柄も 有， 之 段 相 聞， 不仁 之 至 

-ー 候、 以來右 體之儀 無， 之 様、 村 役人へ 勿論、 fe 姓 共 も 相互-一心 を 附可， 申 候、 常 陸 下總？ 一而 

ハ、 別 而右之 取沙汰 有 ^ 之 由、 若 外より 相顯- 一お いて は、 可 k 爲， 1 曲事, 者 也、 

十月 

右 之 通 可. 被 n 相觸 1 候 

〔羽 林 源公傳 〕 天明 四 年 〇 中略村 々動もすれば 疾疫 流行して、 男女 死 失し 生 口 も 減す、 是は 


違 
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自 藩 g 救 


畢竟 出生の 子 を 親と して 害する 等の • 惡 風俗 不仁の 事より W 氣を 感じ 致す 譯を 敎誡し * 叉 市 

女 を 請 ひ、 彼の 死た る小兒 をよ せ、 村婦 等に 聞せ、 恐懼して 後來を 謹ん 事 を 欲し、 0 中略 町 

在の 貧民 子 を 害する 事 止ざる は、 畢竟 貧苦より 出た る 所業 なれば とて、 寬政ニ 年より. 初産 

を 除き， 二人目より 赤子 養育の 爲 とて， 七夜 過ぎに 金 二分. 十二 ヶ月 目に 又 二分、 都合 一 兩 

づ、 下され、 此事を 試みに ケ 年の 間 爲し給 はんとな りしが. 同 九 年に 至て は * 叉 增てヒ 夜 

過に 一 兩、 十二 ヶ月 目に 一 兩、 都 4 ヒー 兩づ はりたり。 

〔視聽 草 六 集 三〕 敷 敎條約 白 川 立 敎館敎 授廣. 1 典 奉 命 撰 儆殺子 (下略， 〔「古事 額苑」 法律 部 

lie 八 四 jluBK 四 六 Is.  r  I effi: 大正 十四 年 一 月 補 —— 
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考雜 ifi 軟戶 0： 


内 

容 

索 

引 


索引に 就て 

一、 此の 索引 は、 本書 本文の 各項 目 を、 隨時 索き うる 爲、 稍 不用と 思 はる \ 程 

度までに、 細徵に 瓦って おいた。 

二、 各項 目の 屮の、 「 」 を附 したる は、 書名、 曲名 atl? 稱 などの)、 又は 畫 

題 (浮世 緣 等の) の 如き ものの み を 意味し、 他 は然ら ず。 

三、 各 事項 五十音に 大別した る 外、 各 音所收 各項 目 を も 更に 五十音に よ リて配 

列した 0 

四、 各 W 項に 就て、 重出、 類似に 近き ものと 雖も、 便 を 思 ひて 多く 採錄 した 0 

五、 本 索引 は、 作製に つ いて 友 入 平賀憲 一氏の 協力 を 主に 煩し、 また 校合に つ 

いて 荆妻 千代 野の、 補助に 依る 所 も 多 い C 併せて 感謝して おく 0  〔著者〕 


E3  rna  d  ― 

や                      -tr                9?  5=?  ■  き  吾き 

Ua    ^    r^i pg    eg           一    g 四！:: ^  二  ニニ    二    Sllil 四 Jq — 

>：' c_        —  ~~ ■  o        o  二  E9 八 UM  E3 ra  ar- し 3S1 ^ 

八； s リ レオし 夕し  一： n 才レ lija  ~" - =: 1£9  -tr   E3  =. 

7 引 m  JlT^ ー內ー  1 


p. 崖 (高 久)  s 

「奥 羽 一覧 道中 膝 栗毛」  ニー 七 

赤 坂 鍔  美 

赤 坂 たばこ  二 S 七 

曉 鐘 成  八 四 

「秋の 夜長 物語」  一一 一 

「明 烏」 (新 內) 四 一九 S 二 0 1 n 一二  il 四 二 四 

四 一一 五 3 四 一 S  S  S 八 六 四 九 0 

四 ルー so 

明 烏の 實說  EM 

ち C まさる. め 

「明 烏後眞 夢」 (新 内) 〔後眞 夢を見よ〕 

「明 烏 後 正夢」 (人情本)  £ー 西 

「明 烏 後 正夢 發端」 (人情本)  S 一  13 

「明 烏 花 1^ 衣」 (洁 元)  四 一一 五 £ 夭 

一明 烏 夢 淡雪」 〔明 烏 を 見よ〕  四 一 西 

揚代 (江戸 藝 者の) .  一 <◦ 

揚代 (比丘尼の)  一 S 一一 一  i 

描 茶屋  ー八0 


あげや (比丘尼の) 

揚 星 (吉 原) 

揚： 茶屋 

揚屋 附 茶屋 (吉 原) 

「阿古 屋の 琴責」 

淺 草 茶 筌 

淺草蓑 市 

淺草 柳屋挽 A 倍 子 

朝日 敦賀 太夫 〔尙、 若 狭掾を 見よ」 

淺井了 意 

安宅 松齡 

くらべ 

「仇 比戀浮 橋」 (人情本 

くらべ 

「仇 比 戀の浮 橋」 (新 内) 

あたけ 比丘尼 

東 三 八 

吾妻 路節 

吾妻 路富士 太夫 

「あづまな まり」 

「東 わら は」 

姉 女郎 


相  方 

扇  賣 

あぶな 繪 

「葵の 上」 (醛 曲) 

「近 江 八景」 (廣 重、 泉 市 版) 

近 江 屋感應 丸 

近、 江屋太 牢撰 


£六 八 


「油 


糟」 


油 町紅鎗 

阿部 I- 齋 

尼  出 

編 笠 茶 屋 

緩 衣 外 記の 心中 


操 

崮 

藍 


芝 


人 


居 

指 


0^  ニニ 七 


六 g 


1 


二  S  二  六 二 凡 九 


靑久齋 水 成 

r 靑 大 通」 


i 

靈ー 

二き 

&ニ六 i 

き 二 

一一 一一 一二 一 

臺八 一 

二き 

逢； 

一一 一一 六 一 

3 八 1 一 

六 3 一 

i 一 

一一 一 0  ニー 

一一 一 V 九 ： 

四 九 一 


「f 靑本 年表」 八 六 八. -I 九 二 100 1  一一 W 一 ま 

「安齋 隨筆」  ニー 一一 一  13 


ィ (ヰ) 


遊廓 公許 

遊君 畫家 

「遊君 七 小町」 

「遊君 六 家 選」 

遊 女 (遊君) 


夭 八 


遊 


女 繪 

里の^ 

「遊里の 花 一 

い  き 

育兒 制限 

異國 趣味 


5 一八 一 ズニ 一八 一一 一 一八 ゆ 

S  5 九 夭 一一 一 天？ 一 二八： 化 

夭 八 夭 九 二お 0  S 


E 八 八 

一一 一一 四 


江 

戶 

考 


一一 一六 V 

一一 冗 六 

天 八 

二八 八 

二  00 

二八 セ 

二八 四 

四セセ 

一六 六 

二  0 


ィ 引 索 總容內 


て おや . 

1^ 谷將監 

維新 後の 藝者 

伊勢 贞丈 

「伊勢 貞丈隨 筆」 

伊勢 比丘尼 

機邊 比丘尼 

巿 川猿藏 

市 河寬齋 - 

市 川 小傳次 

市 川 團十郞 (七 代) 

市 川 團十郞 (八 代) 二  4? 一一 一 

r 巿川圑 十郞」 

市 川 門 之 助 (二 代) 

〔尙、 


i  $ 一 冗ん 


き 0 


國貞 (二 代)、 

國政 (二 代ゴど 見よ J〕 

「一代 男」 〔好色 一代 男を见 よ〕 

「一代 女」 〔好色 一代 女 を 見よ〕 

1 陽 齋 SM)  ーーー1ー一 憂 Q 屋 

一陽 齋雛獅  i§ 

1 幽 齋 〔尙、 (よ 初〕 代 ■ 

1 勇 齋 〔尙、 簡芳を 見よ〕 


S 

一一： 一一 1 - 


凡 五 


SS 一一  立齋 〔I ハ ^§  (よ 初〕 一一 一一 一一 六 

一八 五一 一 柳 齋 〔尙、 廣を 見よ〕 


二 3 一  「一 話 一 言」  二 1 さ 一 

go  一  ，5 不通 替善： 連 

1 五六 一 九 (十！？」 舍) 

一六ん 一 九 (三代) 

二ん 五 一九と 國 丸との 交渉 

一一 四 六 一 九の 「三 都 口真似」 

四 三 一  中 (都) 

K 八 一 中 節 

g 「逸 著 聞 集」 

一一 チ、 和泉屋 唐本 

元 一一 一 出 雲 〔竹 田 出 雲 を 見よ〕 

憂 一一 \ 「田舍 源氏」 

いなせ 

「犬 つれ ぐ」 

S 一一  「犬たん か」 

S 岩 佐勝以 〔又 兵 衞を兒 よ〕 

一一 一一 一一 ペ 丁： 石 つ、 じ」 

liKX  \ 「伊波 傳毛乃 記」 


一一 一一 一一 八 一一 一 一一 一九 一言 

ニー 一一 六 

一六 g ぎ 二  S1 

二 九 

10 一 一九 六 二三 

ニー  七 

ニー-五 

ニー  一一 丁 ニニ 一 

SI 五 四 一六 S 

四 

, ニー ー一 六 


二 四 五 一 さ 10 


i 

- 一一 一 

一一 1 


1 一一 一 六 一 八 
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「氣 吹 駄」 

家 齊 雌) 

家 光 (將 軍) 

今  宫 

「色 雙 紙」 

「色里 三 所 世帶， 

色 比丘尼 

淫  具 

淫  畫 


ゥ 

迂 安 主 人 

浮  瀬 六 六 

八 四 

「浮 名 初 紋日」 („^內) 

「浮世 榮華 一代 男」 

浮世 巾着 


六ル— さ 


M 一  浮世 狂 ひ 

1ーー0ーー一 S  S 一  「浮世 畫 人傳」 

一 SI  一 「浮世 花鳥風月」 

一九 一 1 一 浮 世 草 紙 

一一 一六 八 「浮世草子 目錄」 

憂 八 一一 一. パ九 浮世 圑子 

一六 五 浮 世 床 

Igc 「浮 世 床」 

S  ~ 浮世 人形 

「浮世の 有様」 

「浮世の 別 霜」 (新 內> 

浮世 比丘 用 

浮 世 袋 

浮世 風呂 

一一 m  一一 一一 D 一  浮 世 本 

七 二  W 金 ™ 「浮世 物語」 

浮世 繪 

E ニー 一一  「浮世 賴」 (著書) 

一一 一八 一一 ー〈 四 0 浮世 繪師稱 呼の 最初 

11<1 一 浮世 絵師の 心理 


「浮 は禱師 便覚」 一一： 四 六 B 一一 西 < 

一 g 浮世 繪の 印象」 

一 浮 K 繪の 諸派」 

浮世 緣の 肉體美 

浮世 搶の賫 春 讃美 

浮世 繪の 名義 

「浮世 鎗派畫 集」 

浮^ 鰭 突 人の 種類 

浮世 繪風 景畫 

浮世 繪漫錄 

浮  搶  ー£  ,s 一一 一一  八 

暮ー五 一 〈一一 一六 

浮綺 根元 

後  帶 

「うす 紫 宇治の 曙」 

歌 川豐國 〔豐國 (初代) を 兌よ〕 

歌 川豐廣 〔豐廣 を 見よ〕 

歌 川 派 一ん 九 一一 一一 九 

歌 祭 文 

淨 瑠璃- 


ーー：四 ル 


一 差 11 

一一 一一 一一 二  S 

二 甲 天 一 

夭 ニ丄： 九 一 

一 さ 

一一 一八 一一 一 

夭-一  二八 四 

ニー  S— 一一 一元 

一一 1。— 靈 

憂 二 一一 一一 一 

一 3 

一八 六 

一一 一 


11 ー究 0 ーー；九セ 

四 一六 


1ー1 一一て 一 


歌 比丘尼 


歌 比丘尼の 顧客 

歌 比丘尼 びん ざ 


一一 一一 六 

5 八 


一一 一一 九 

SI 


， ら 

一九 ハ ニニ 

$  二  V 八 

二八 八 二八 九 

一甲； 一一 一七 

づ 一六 八 一一 一六 九 
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考雜 波軟戶 江 


o If- 補 八 件 

1 、 本書 六 五 頁、 「天網 島」 の追隨 作の 中に、 「置 土産 

今 織 上布 (营 lef 助) 安永 六^ 五月 十九 日」 を 入れる。 

其の翌^^^「心中紙屋治兵衞」となる のでぁる。 

二、 太 書 一 六 二 頁の 小误 比丘尼 は、 コ マタ ではなく、 

方 音 は ヲ バ タ であ つ た 01§i^、 引 もこ の 發音を 誤 つ て、 

コ の 部に 入れた 0 ヲ の 部に 更へ て 項き た い 0 

三、 本書 二 一  七 頁 五行 目、 二 代 一 九と ある を、 三代 

一九と 改める 0  二 代と 稱 した ものの、 厳肅に は、 

絲井鳳 助が 二 代、 春 He 改め は 三代で あるから であ 

る。 卽ち 「.^ 羽」 は 春 馬の 作で ある。 

四、 本書 三 二 七 la の 雷 州 (安田 5 は、 雷 洲の誤 G 且つ 

彼 は 司 馬 江漢の 弟子で もあった と 入れた い 0 

五、 本書； 一： 五 二 頁の ニ代國 政の 更に 異 を發 見し 

たリ 「二 代國 政と いふ. <  、しんば 魚屋に て 松五郞 

とい ふ」 と、 三升屋 二三 治の 戯！ i 書留 上の 三十 七 

(燕 石 十 種 一 ) にある 。簡 にして 耍を 得ぬ もので 

は あるが 0 

六、 本書 三 六 0 頁の 隱語 をめ は、 全然 予の 誤解て あ 


つた。 實 はおべ だった ので あろ。 此 名義 明瞭、 言 

を耍 せぬ であらう。 從 つて をめ 以下の 解 一切 を 削 

る〕 

七、 本書 三 七 七 頁の 猿 猴れ月 .iaj を 初代 焉馬 としたの 

は 誤。 初代で は 物故 年が 合 はぬ 蓬萊 山人の 二 代 

焉 馬であった 0 尙 ニニ 五 K の 立川焉 kT これ も 無 

論 ニ代焉 馬で、 寧ろ 山椅焉 馬と すべきであった) 

八、 今迄に 氣の 付いた 本文 誤植と 索引の 脱漏 リ 

1 九 三 頁の 終 リょリ 三 行 =、 喜 多 川 氏 は 喜 多 村 氏 

の！^%  ニニ  K 一 一行 a 菊 地 五山 は、 菊 池 五山 0 

九 五 頁 六 行 n の 小 j 愚 w 字 f ま は 、 同 譃字盡 の 認 ひ 

索引の ィの 部に、 一 常世 下手 談義 四 九 〇」、 シの部 

しゃう-つつし 

に T 生 寫 相 生 源氏 三 七三」 スハ 部に 「粹 がリ (京 

の) 二 一 三」 を^した、 -w、 キの 部に、 掙寫 者の a 

漏の ため、 キリ 以下 を 全部 脫 した。 こ バ は、 不體 

裁ながら、 ヮの 次に 全部 登載した。 自分の 點檢し 

なかった S 非 を； I 化び る。 

11 大正 十四 年 五月、 著者 
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